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一
、

一
、、、、、

本
文
お
よ
び
注
で
引
用
し
た
史
料

の
旧
漢
字
、
異
体
字
お
よ
び
変
体
仮
名
は
、
原

則
と
し
て
当
用
漢
字
お

よ
び
通

用
体
に
改
め
た
。
た
だ

し
、

人
名

・
曲
名
は
そ

の
限
り
で
な
い
。

中
国
語
の
ロ
ー

マ
字
表
記
は
ピ

ン
イ
ン
に
よ

っ
た
。

人
名

の
初
出
に
は
生
没
年
を
し

る
し
た
。
そ
の
数
字
に
星
印

(*
)
が
あ
る
と
き

は
、
推
定
ま
た
は
享
年
等

に
基
づ

い
て
計
算

(数
え
年

に
よ
る
計
算
)
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
。

人
名

の
世
代
は
、

「何
世
」
で
統

一
し
た
。
た
だ

し
、
引
用
に
お
い

て
は
す

べ
て

原
文
ど
お
り

(例

・
二
代
目
)

の
表
記
と
し
た
。

図

・
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
全
篇

の
通
し
番
号
と
し
、

小
さ

い
も
の
は
本
文

の
当
該

箇
所

に
、
ま
た

一
頁

以
上
に
わ

た
る
も

の
は
各

節
の
末
尾
に
ま
と
め

て
挿
入
し

た
。

語
句
説
明
、
あ
る
い
は
補
足

の
注
記
は
本
文
中
に

(
)

で
示
し
、
記
述
内
容

の

典
拠
と
な
る
史
料

の
引
用
等

は
注

で
あ

つ
か

っ
た
。
注

は
全
篇

の
通
し
番
号
と

し
、
各
節

の
末
尾
に
ま
と
め
た
。

文
中

で
の
出
典
表
記
は
、
す

べ
て

(月
漢

一
九

八
四

a

二
一=

六

a
)

の
よ
う

に
し
る
し
た
。
こ
れ
は
月
漢
恒

子

の

一
九

八
四
年

の
複

数
あ

る
文
献

の
う
ち

a

の
三

一
六
頁

a
段
か
ら

の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す

(縦

書
き
は
上
段
か
ら

a
、

b
、

c
、
横
書
き
は
左
か
ら

a
、
b
、

c
)
。
当
該
書
名

・
論
文
名
、
お
よ
び
そ

の
書
誌
情
報
は
巻

末
引
用
文
献
表
に
ま
と
め

て
掲
げ
た

。
ま
た
、
雑
誌
等
か
ら

の
再
掲
文
は
、
単
行
本
発
行
年

の

つ
ぎ

に

[初
出

一
九

三
〇
]
の
よ
う
に
初
出

年
を
し
る
し
た
。

一
、

一
、

一

、

一

、

一

、穴、、π、「

三
章

で
使
用

し
た
主
要
史
料
の
解
題
を
、
付
録
と
し

て
巻
末
に
添
付
し
た
。

曲
名
は

《

》
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
特
定

の
曲
名

で
は
な
く
、
曲
名
グ
ル
ー
プ

を
あ
ら
わ
す

と
き
は

「
」
を
使
用
し
た
。

書
名
は

『
』
で
示
し
た
。

文
献
の
角
書

は

(
)
で
示
し
、
副
題
は
ダ

ッ
シ

ュ

(!
t
)
で
示
し
た
。

論
文
名
、
辞

書
項
目
名
、
雑
誌
記
事
名
、
単
体
で
は
な
い
楽
譜
や
史
料

の
題
名
は

「
」
で
示
し
た
。

「
」
は
そ

の
他
に
、
引
用
文
、
強
調
で
も
使
用
し
た
。

括
弧
の
中

の
括
弧
は
、
引
用
文
内

の
場
合
は

『
』
を
、
年
号
補
記
等
の
場
合
は

[
]
を
使

用
し
た
。

音
名
表
記
は

、
絶
対
音
高
の
表
示
に
は
和
名

(例

"
壱
越

二
音
、
:
二
な
ど
)
を
、

音
階

説
明

に
お
け

る
相
対
音
高
名
の
表
記
に
は
西
洋
音
階
名

の
ド
レ
ミ
を
使
用

し
た
。
尺

八
の
譜
字
名
で
あ

る

「
ロ
ツ
レ
」
な
ど

の
片
仮
名
文
字
と

の
混
同
を

避
け

る
た
め

に
、

「ツ
の
メ
リ
」

(変
ホ
音
)、

ツ
メ

(ー
ミ
)
の
よ
う
な
表
記
を
用
い

た
。「三

ウ
」

の
よ
う
に
右
肩
に
付
く
小
さ
い
文
字
、
あ

る
い
は

「
ツ
メ
」

の
よ
う

に

左
斜

め
下
に
付
く
小
さ
い
文
字
ま
で
が

一
譜
字

の
情
報
を
示
す
。

尺
八
の
指
遣

い
は
、
●
●
●
●
○
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
丸
は
五

つ
の
指
孔

の
開

○
閉
●
状
態
を
あ
ら
わ
し
、
五

つ
の
丸
の
配
列
は
、
尺
八
を
構
え
た
状
態
で
の
上

下
関
係

(
一
番
上
の
丸
が
歌
口
に
近
い
指
孔
)
を
示
す
。

西
暦
年
は

一
九
七
六
年
、
和
暦
年
は
昭
和
五
十

一
年

の
よ
う
に
表
記
し
た
。
ま
た
、

引
用
文
献

の
頁
数
は
三
〇
〇
～
三
〇
二
、

パ
ー
セ

ン
ト
な
ど

の
数
値
は
五
五
路

の
よ
う
な
表

記
と
し
た
。

文
中
の
人
名

は
す

べ
て
敬
称
略
と
し
た
。

短
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日
本
の
尺
八

日
本

の
尺
八
は
、
箏
、
琵
琶
、

三
味
線
、
胡

弓
な
ど
と
同
…様
に
、
大
陸
か

ら
伝
来
し
た
楽
器
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
中
国
唐
代
の
尺
八

ミ

ミ

ー
に
あ
り
、

日
本

へ
は
七
世
紀
後
半
か
ら
奈
良
時
代

(七

一
〇
～
七
九
四
)
前
半
に
か
け
て
、

雅
楽
唐
楽

の
楽
器
と
し
て
渡
来
し
た
。
以
来
わ
が

国
に
は
、
お
よ
そ
五
種
の
尺

八
が
盛
衰
し
た
。

こ
れ
ら
の
尺
八
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
分
類
用
語
で
区
別
さ
れ

る
。㈲

古
代
尺
八
ま
た
は
雅
楽
尺
八

"
中

国
伝
来

の
六
孔
三
節

の
尺
八
。
九
世

紀
前
半
ま

で
は
雅
楽

の
楽
器
編
成
に
あ

っ
た
が
、
そ

の
後
編
成
か
ら
は

ず

れ
、
十

二
世
紀

後
半
に
は
歴
史
か
ら
姿

を
消
し
た
。
楽
器
は
正
倉
院

に
八
管
2
、
法
隆
寺

(現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
)
に

一
管
3
伝
存
す
る
が
、

楽
譜
や
演
奏
伝
承

(書
伝

・
口
伝
)
は
ま

っ
た
く
伝
わ
ら
な
い
。

ひ
と
よ
ぎ
り

②

一
節
切
尺
八

∵
十
六
世
紀
後
半
か

ら
十
七
世
紀

に
か
け

て
流
行
し
た
五

孔

一
節

の
尺
八
。
標
準
管
長
約
三
三

・
六
㌢
。
短

い

一
節

の
尺
八
は

一

た
い
げ
ん
し
ょ
う

五

一
二
年
成

立

の
楽
書

『
艦

源
砂

』
(正
宗

一
九
三
一二

"
六
二
五
～
六
一二
五
)

以
前
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ

る
が
4
、

一
節
切

の
名
が
文
献

に
あ
ら
わ
れ

る
の
は
文
禄

二
年

(
一
五
九
三
)
ま
で
下
る

(井
出

一
九
八
八

"
八
四
)
5
。
十

レ
ち
く
し
ょ
し
ん
し
ゅ
う

七
世
紀
に
は

『
糸
竹
初
心
集
』
(中
村
宗
一二
、

一
六
六
四
年
)
な
ど

の
楽
譜
が

公
刊
さ
れ
る
流
行
を

み
た
が
、

元
禄
期

(
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
)
の
隆
盛

を
境
に
急
激
に
衰
退
し
た
。
そ
の
後
、
文
化

・
文
政
期

(
一
八
〇
四
～
一
八

三
〇
)
に
江
戸
の
町
医
者

・
神
谷
潤
亭
が

「小
竹
」
(第
三
章
第
二
節
)
と
名

を
変
え
て
復
興
し
た
が
絶
滅
し
た
。
な
お
、

一
節
切
の
起
源
に

つ
い
て

は
、

『糸
竹
初
心
集
』
以
来
、
異
人

(後
に
は
ロ
ア
ン

[朗
庵
、
朗
蓄
、
盧
安
]

の
名
で
記
述
さ
れ
る
)
が
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

て
ん
ぶ
く

㈲
天
吹

…
鹿
児
島
県
に
伝
わ
る
五
孔
三
節
の
縦
笛
。
三
〇
㌢
ほ
ど
の
細
く

短
い
布
袋
竹
製
の
楽
器
で
、
短
い
独
奏
曲
七
曲
が
伝
承
さ
れ
る
。

一
六

に
っ
ぽ

〇
三
～
四
年
に
長
崎
で
刊
行
さ
れ
た

『
日
葡
辞
書
』
咽6
0
萄
§

宝

蓉

§

寓

ミ

ミ

に

。8
巷
質
8
。
の
項
が
あ
り
、
十
六
世
紀
後

半
す

で
に
天
吹
が
盛
ん

で
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、

「門

口
に

立

っ
て
施
し
を
乞

い
な
が
ら
、
所

々
方

々
を
歩

き
回
る
人
が
吹
き
鳴
ら

す
笛
」
(土
井
ほ
か

一
九
八
○

"
六
四
六
)
と
い
う
邦
訳
版

の
内
容
は
、
薩
摩

藩
島
津
家
を
中
心
に
武
士
階
級

で
吹
か
れ
た
と

い
う
鹿
児
島

で
の
伝
承

と
相
違
す
る
。
天
吹
を
上
参
郷
祐
康
が

「古
型

の
化
石
」
6

(上
参
郷

一
九

七
四

　
=

)
と
呼
ん
だ

よ
う
に
、
形
態
は
虚
無
僧
尺
八
の
古
形

の
小
型

を
思
わ
せ
る
が
、
歌

口
の
作
り
が
尺
八
と
は
ち
が
う
7
。
楽
器

の
構
造
お

1



よ
び
製
法

(白
尾

一
九
八
六

"
五
四
～
八
五
)
に
独
特
な
も

の
が
あ
る
。
ま

た
、
伝
承
曲

の
旋
律
構
造
に

つ
い
て
は
、

尺
八
古
典
本
曲
に
通
じ
る
特

色
が
認
め
ら
れ
る

(月
漢

一
九
八
六
b

二

二
～
二
〇
)。

こ
む
そ
う

ふ
け

働
虚
無
僧
尺
八
ま
た
は
普
化
尺
八

…
江
戸
時
代

(
一
六
〇
三
～

一
八
六
七
)
に
、

ほ
う
き

禅
宗
臨
済
宗

の

一
派

で
あ

る
普
化
宗

の
法
器

(宗
教
に
用
い
る
道
具
)
と
し

て
発
展
し
た
五
孔

の
尺
八
。

「虚
無
僧
尺
八
」
の
名
は

『糸
竹
初
心
集
』

に
も
見
ら
れ

る
。
節
は
三

つ
を
基
本
と
し
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が

っ

ね
だ
け

て
根
竹
を
用
い
た

こ
と
か
ら
七
節

に
増
え
た
。

こ
の
種

の
尺
八
が
現
在

に
つ
な
が
る
も
の
で
、
本
論
文

の
研
究
対
象

で
あ
る

「古
典
本
曲
」
は
、

こ
の
虚
無
僧

尺
八
で
演
奏
さ
れ

て
き
た
音

楽

で
あ
る
。
な
お
、

一
節
切

み
よ
ぎ
り

と
虚
無
僧
尺
八
の
中
間
的
存
在
と
し
て

「三
節
切
」
8

の
名

の
尺
八
が
あ

っ
た

(神
田
ほ
か

一
九
九
八
)
。
虚
無
僧
尺
八
は
建
長
六
年

(
一
二
五
四
)
に
、

ほ
つ
と
つ
こ
く
し

日
本

の
留
学
僧

・
覚
心

(興
国
寺
開
基
・
法
燈
国
師
。
一
二
〇
七
～
一
二
九
八
)
が

中
国
宋
か
ら
伝
え
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し

こ
れ
を
記
し
た

『虚
鐸
伝
記

国
字
解
』
(山
本
守
秀
解
註
、

【
七
九
五
刊
。
木
幡

」
九
八
一
)
を
偽
書
と
疑
う

説
が
強
く
9
、
伝
説
の
域
に
留
ま
る
。

㈲
改
造

尺
八

"
働

の
改
造
楽
器
と
し

て
明
治
以
後
に
考
案
さ
れ
た
種

々
の

尺
八
を

い
う
。
外
見
は
四
と
変
わ
ら
な

い
が
、
指
孔

の
位
置
を
変
え
、

管

の
内
部
に
漆
と
石
蕾
を
水

で
溶

い
た

「地
」
を
塗
り
込
め

て
滑
ら
か

に
整
形
し
た
現
代
製
法

の
尺
八
-
o
と
、
指
孔
数
を
増
や
し
た
多
孔
尺
八

と
が
あ
る
。
多
孔
尺
八
に
は
七
孔
尺
八
1
1
、
九
孔
尺
八
1
2
、
金
属
製

の

オ
ー
ク
ラ
ウ
ロ
ー
3
な
ど
が
考
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
多
孔
尺
八
は
十

二

律

の
音
を
均
質
に
出
せ
る
こ
と
や
、
西
洋
音
楽
の
旋
律
を
容
易
に
演
奏

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
改
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「地
を
塗

っ
た
」
尺

八
が
三
曲
合
奏
や
近
代

・
現
代
曲

の
み
な
ら
ず
、
古
典
本
曲
演
奏
に
も

使
わ
れ
る
現
在

の
尺
八

の
主
流

で
あ
る
の
に
対
し

て
、
多
孔

で
は
七
孔

尺
八
だ
け
が

一
部
で
使
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

以
上

の
尺
八
の
う
ち
、
本
論
文

の
対
象

と
な

る
の
は
幡
虚
無
僧

尺
八

で
あ

る
。
『
糸
竹
初
心
集
』

の
著
者
中
村
宗
三
は
、

「虚
無
僧
尺
八
と
い
ふ
は
、
長
さ

一
尺
八
寸
に
切
る
ゆ

へ
、
尺
八
と
い
ふ
と
そ
。
濫
膓
は
た
し
か
に
不
知
。
そ
の

か
み
由
良
の
法
燈
此

の
道

の
祖
た
る
よ
し
い

へ
ど
も
、
了
簡

せ
ず
。
昔
よ
り
ぼ

ろ
ぼ

ろ
の
家
に
用
ゆ
る
物
と
聞
え
た
り
。
梵
士
漢
士
色
お
し
し
ら
梵
士
な
ど

い

ひ
し
も
の
、
此

の
道
の
執
行
者

と
聞

こ
え
た
り
」
(浅
野
ほ
か

一
九
七
九

二

六
)

と
記
し
た
。
「我
が
道
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
深
き
事
を
し
ら
ず
」
(同

　
一
七
)

と
し
な
が
ら
も
、
『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』

の
刊
行
よ
り

一
三
〇
年
前
に
、

我
が

道

で
あ

る

一
尺

一
寸

一
分
-
4
の

一
節
切
と
並
行
し
て
、

一
尺
八
寸

の
虚
無
僧

尺
八

の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。

こ
の
記
述
に
あ
る

「ぼ

ろ
ぼ

ろ
」
は

「ぼ
ろ
」
(暮
露
、
梵
論
)
、
す
な
わ
ち
既

ひ
じ
り

成
教
団
を
離
れ

て
修
行
し
た

聖

の

一
種
の
こ
と
で
あ
る
。

「梵
士
漢
士
色
お
し

2
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し
ら
梵
士
」
は
明
ら
か
に

『
徒
然
草
』
第
百
十
五
段

「宿
河
原
」
か
ら
の
引
用

で
1
5
、
中
村
は
虚
無
僧

尺
八
の
起
源
を
十

四
世
紀
前
半

の

「ぼ

ろ
」
と
の
関

う
ま
ひ
じ
り

こ
も
そ
う

係
に
求
め
た
。

「ぼ

ろ
」
が

馬
聖

・
薦
僧
に
通
じ
、
さ
ら
に
こ
の
薦
僧
が
普
化

宗

の
虚
無
僧
と
な
る
説
は

『嬉
遊
笑
覧
』
1
6
を
始
ま
り
と
す
る

(原
田

一
九
九

八

四
二
八
、
五
一
)
近
世
以
降

の
も

の
で
あ
る
が
1
7
、

「自
然
居
士
を
代
表
と
す

る
放
下
僧
1
8
と
暮
露
は
実
際
に
禅
宗

と
関
係
が
深
く
、
(略
)
ま
た
放
下
僧

・

暮
露
と
い
う
従
来
、
全
く
別
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
芸
能
者
が
極
め
て
関

わ
り
が
深
く
、
と
も
に
芸
能
者
と
し

て
中
世
を
生
き
る
も

の
の
、
禅
宗
と
の
関

係
は
謡
曲

・
風
流
を
通
じ
絶
え
ず
中
世
社
会

の
人
々
に
認
識
さ
れ

て
い
た
」
(原

田

一
九
九
八

　
四
五
)。

こ
つじ
き

有
髪

の
乞
食
僧

と
尺
八
と

の
結
び

つ
き
は
、
室
町
期

の

『
三
十

二
番
職
人

歌
合
』

の

「
こ
も
僧
」

1
9
図
に
見

ら
れ

る
。
虚
無
僧
集
団
と
し

て
の
普
化
宗

が
徳
川
幕
府

の
公
認
と
な
る
の
は
延
宝
五
年

(
一
六
七
七
)
ご
ろ
だ
が

(第
二
章
第

一
節
)
、
尺
八
を
吹
く
薦
僧

(虚
無
僧
)
の
出
現
は
そ
れ
を
は
る
か
に
さ
か

の
ぼ

り
、

尺
八
を
吹
く
芸
能
者

と
し

て
の
伝
統
を
形
成
し

つ
つ
あ

っ
た
。
『
糸
竹
初

心
集
』
に
い
う

「れ
ん
ぼ

な
が
し
、
京
れ
ん
ぼ
、
さ
む
也
井
川
、
よ
し
田
な
ど

い
ふ
さ
ま
ざ
ま

の
手
」
(浅
野
ほ
か

一
九
七
九

二

七
)
を
吹
い
て
い
た
虚
無
僧
の

尺
八
は
や
が
て
、
「恋
慕
な
が
し
、
吉
野
す
か

ン
き
、
り
ん
ぜ

つ
、
瀧
お
と
し
、

鶴
の
巣

ご
も
り
」
(石
山

一
九
八
二

二

一八
七
)
な
ど
の
曲
を
も
ち
、
長
い
時
間
を

か
け
て
し
だ
い
に
楽
曲

の
数
を
増
や
し
、
音
楽

の
形
を
整
え
て
い

っ
た
。

こ
れ
ら

の
音
楽
は
、
本
論
文

の
対
象
と
な
る
十
八
世
紀

後
半

の
虚
無
僧
尺

八
の
音
楽

と
深
い
関
係
を
持

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
跡
づ
け

る
た
め

の
史
料
不
足
か
ら
、
こ
れ
ら
を
研
究
対
象
か
ら
除
外
し
、
十
八
世
紀
以

降
に
限
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

尺
八
古
典
本
曲
と
い
う
概
念

こ
の
虚
無
僧
た
ち
が
吹
い
て
き
た
楽
曲
を

「本
曲
」
と

い
う
。

一
節
切

で

は
短

い
独
奏
曲
を

「手
」
、
箏

・
三
味
線
と
の
合
奏
や
歌

の
伴
奏
を

「乱
曲
」

と

い

っ
た
2
0
。
普
化
宗

で
も

「乱
曲
」

の
概
念
が
あ
り
、
修
行
に
お
け
る
尺

八
の
手
は

「本
曲
」
と
し
て

「乱
曲
2
1
」
を
禁
じ

て
い
る

(第
二
章
第

一
節
注
)。

明
治

四
年

(
一
八
七
一
)
に
普
化
宗
が
廃
止
と
な
る
ま

で
の
約

二
百
年
間
、
虚

無
僧
た
ち
に
よ

っ
て
吹
き
伝
え
ら
れ
て
き
た
本
曲
は
、
禅
宗

の
修
行

の

一、
環
と

し
て
存
在
し
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
歌
舞
音
曲

の
世
界
に
は
属
さ
な

い
。
普
化
宗
と
不
可
分

の
関
係
を
保

っ
て
き
た
本
曲
は
、
普
化
宗
の
解
体
、
托

鉢

の
禁
止
と
い
う
変
革
に
よ

っ
て
、
そ
の
本
来
の
社
会
的
脈
絡
を
完
全
に
失

っ

た
。
普

化
宗
寺
軒
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
虚
無
僧
の
本
曲
を
、
音
楽
と
し

て
伝
承
し
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
邦
楽

の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
同
様
に
流
派
組
織

を
形
成
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
虚
無
僧

の
尺
八
を
制
度
的
に
伝
承
す

る
組
織
を
す
で
に
形
成
し
て
い
た
琴
古
流
以
外
は
、
組
織
が
確
立
さ
れ
な
い
ま

ま
雲
散
霧
消

の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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尺
八
と

い
う
楽
器
そ

の
も

の
は
、
明
治
五
年
に

「
法
器
」
か
ら

「楽
器
」

へ
の
回
帰
を
願

い
出
て
2
2
絶
滅

を
逃
れ
、
江
戸
期
か
ら
す

で
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
合
奏
で
の
尺
八
に
移
行
す

る
こ
と

で
、

一
気
に
隆
盛
を
取
り
戻
し
た
。

す

で
に
芸
能
尺
八
の
流
派
と
し
て
確
固
た
る
基
盤

を
築
い
て
い
た
関
東

の
琴
古

流

(第
二
章
、
第
三
章
)
に
加
え
、
関
西
に
都
山
流

(
一
八
九
六
年
創
流
)
と

い
う
ま

っ
た
く
新
し
い
尺
八
流
派
も
誕
生
し
た
。
琴
古
流
で
は
三
十
六

の
本
曲
を
保
持

し

て
き
た
が
、
宗
教
行
為

か
ら
音
楽
行
為

へ
の
脈
絡
変
換
2
3
を
お
こ
な
う
こ

と
に
よ

っ
て
、

「琴
古
流
本
曲
」
を
音
楽
作
品
に
変
身
さ
せ
た
。
ま
た
都
山
流

で
は
、
普
化
宗
か
ら
脱
却
し
た
ま

っ
た
く
新
し

い
音
楽
作
品
、

「都
山
流
本
曲
」

が
作
曲
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
虚
無
僧
尺
八
の
伝
統
遵
守
派
は
、
明
治
十
四
年

(
一
八
八
一
)
に

み
ょ
う
あ
ん

托
鉢

の
禁
止
が
解
か
れ
る
と
と
も
に
、
京
都
の

明
暗

寺
を
中
心
に
虚
無
僧

の

尺
八
を
復
活
さ
せ

(第
四
章
第

一
節
)、
伝
統
的
な
本
曲
吹
奏
を
復
興
し
始
め
た
。

明
治

・
大
正

・
昭
和

の
尺
八
愛
好
家
た
ち
は
、
基
盤
を
失

っ
た
虚
無
僧
尺
八
の

伝
統
を
取
り
戻
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
こ
う
し
て

全
国
に
遺
さ
れ
た
虚
無
僧

の
遺
曲
が
収
集
さ
れ
、
改
編
さ
れ
て
こ
ん
に
ち
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
虚
無
僧
た
ち
が
吹
き
伝
え
た
楽
曲

の
総
称
と
し

て
、
筆
者

は

「古

典
本
曲
」
と
い
う
名
称
を
使

っ
て
き
た
。

こ
れ
は
明
治

・
大
正
期
に
誕
生
し
た

新
流
派

の

「都
山
流
本
曲
」
や

「上
田
流
本
曲
」
や

「竹
保
流
本
曲
」

ら
と
の

区
別
か
ら
作
ら
れ
た
用
語
で
あ
る
。

「尺
八
古
典
本
曲
」
は
さ
ら
に
、

日
本
伝

統
音
楽

の

一
ジ

ャ
ン
ル
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
の
呼
称

で
あ

る
。こ

の
用
語
は
筆
者

の
造
語

で
は
な

い
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
用
語

で
な

い

こ
と
も
明
ら
か

で
あ
る
。
統

一
用
語
と
し
て
の
種
目
名
称
が
な
い
た
め
に
、
人
々

は

「明

暗
本
曲

」
、

「
洞
箭
本
曲
」
、

「普
化
宗

本
曲
」
、

「普
化
宗
虚
鐸

曲
」
、

わ
た
つ
み
ど
う

「
海
童
道
道
曲
」
2
4
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
名
称
を
使

っ
て
き
た
。
そ
れ

ら
の

じ
ん
に
ょ
ど
う

中
か
ら
、
神
如
道
が
自
身

の
レ

コ
ー
ド

・
ア
ル
バ
ム
2
5
で
使

っ
た

「
尺
八
古

典
本
曲
」
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
目
的
と
構
成

本
論
文
は
、

一
五
〇
曲

以
上
伝
承
さ
れ
る

「古
典
本
曲
」
が
ど

の
よ
う
に

し
て
形
成
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
そ

の

「し
く
み
」
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

古
典
本
曲
は
作
者
お
よ
び
成
立
年
代
不
詳

の
音
楽

で
あ
り
、
そ

の
伝
承
経

緯
に
は
不
明
な
点
が
お
お
い
。
ま
た
、
音
楽
実
態

の
歴
史
を
知
る
第

一
次
史
料

と
し
て
の
楽
譜
は
、
琴
古
流
本
曲
を
の
ぞ
き
、
江
戸
期

の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
遺

さ
れ
て
い
な
い
。
文
字
史
料
に
つ
い
て
も
、
演
奏
法
や
楽
曲

の
内
容
に
触
れ
た

も

の
は
同
じ
く
琴
古
流

の

一
部
を
の
ぞ
き
、
皆
無
に
近
い
。
そ
し
て
、
現
在

の

演
奏
伝
承
を
過
去

の
演
奏
に
関
連
づ

け
て
、
歴
史
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に

4



序論

は
限
界
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
筆
者
が
と
っ
た
方
法
の
第

一
は
、
楽
譜
史
料

の
そ
ろ
っ
た
琴
古
流
本
曲
を
対
象
と
し
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に

か
け
て
の
本
曲
形
成
の
実
態
、
お
よ
び
演
奏
慣
習
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
琴
古
流
は
幕
府
所
在
地
で
あ
る
江
戸
に
あ
っ
て
、
比
較
的
権
力
を
も
つ
階

級
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、芸
の
組
織
的
維
持
に
成
功
し
た
。

早
く
か
ら
本
曲
伝
承
を
組
織
的
に
お
こ
な
い
、
楽
譜
や
文
字
に
よ
る
書
記
伝
承

に
積
極
的
で
あ
っ
た
琴
古
流
を
切
り
口
と
し
て
、
本
曲
形
成
史
の

一
側
面
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
二
は
、
十
九
世
紀
末
を
上
限
と
す
る
現
在
の
演
奏
伝
承
を
対
象
に
、
可

能
な
限
り
の
楽
譜
史
料
と
口
頭
伝
承
を
組
み
合
わ
せ
て
、
古
典
本
曲
の
生
成
の

「し
く
み
」、
お
よ
び
伝
承
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
変
化
の

「し
く
み
」

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
分
析
対
象
は
、
琴
古
流
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
伝
承
楽
曲
で
あ
る
。
具
体
的
に
選
ば
れ
た
楽
曲
お
よ
び
演
奏
伝

承
の
例
は
わ
ず
か
だ
が
、
「し
く
み
」
の
モ
デ
ル
を
示
す
に
十
分
な
数
が
提
示

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
、
第

一
部

「尺
八
古
典
本
曲
の
史
料
と

そ
の
解
釈
」
(第
一章
～
第
三
章
)
と
、
第
二
部

「尺
八
古
典
本
曲
の
生
成
と
変
化
」

(第
四
章
～
第
六
章
)
で
中
心
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
を
章
に
そ
っ
て
説
明
す
る
。

第

一
章

「尺
八
研
究
の
歴
史
」

本
章
で
は
、
尺
八
研
究
に
お
け
る
本
論
文
の
位
置
づ
け
を
か
ね
て
、
従
来
の

研
究
が
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
音
楽
研
究
に
お
い
て
尺
八
研
究
、
と
り
わ

け
そ
の
音
楽
学
的
研
究
が
著
し
く
立
ち
後
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章

「琴
古
流
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

本
章
で
は
、
第

一
の
方
法
、
す
な
わ
ち
琴
古
流
史
料
を
用
い
た
本
曲
形
成

の
歴
史
研
究
の
前
提
と
し
て
、
琴
古
流
の
成
立
に
関
わ
る
従
来
の
記
述
の
検
討

を
お
こ
な
う
。
比
較
的
最
近
公
開
さ
れ
た
史
料
の
追
加
、
お
よ
び
文
献
の
精
読

作
業
と
そ
の
分
析
結
果
か
ら
、
従
来
の
定
説
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
点
、

矛
盾
点
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
若
干
の
改
訂
を
提
示
す
る
。
こ
の
改
訂
対
象
に

は
、
筆
者
自
身
の
既
発
表
文
章
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
本
論
文
の
課
題
の

一
つ

で
あ
る

「尺
八
用
語
の
再
検
討
」
の
た
め
、
専
門
術
語
に
つ
い
て
は
可
能
な
か

ぎ
り
初
出
文
献
の
引
用
を
注
記
と
し
て
補
っ
た
。

第
三
章

「琴
古
流
本
曲
の
形
成
と
展
開
」

本
章
は
、
「史
料
か
ら
音
楽
の
実
態
を
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
」
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
第

一
部
の
中
心
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
琴
古

流
本
曲
の
楽
譜
史
料
二
十

一
点
、
文
字
史
料
十
三
点
か
ら
、
本
研
究
に
と
っ
て

重
要
な
中
心
史
料
十
八
点
が
選
出
さ
れ
た
。
第

一
節
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
の
整

理
分
析
を
通
し
て
、
琴
古
流
本
曲
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
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す
る
。
第
二
節

で
は
、
琴
古
流
本
曲
が
い
つ
の
時
期
に
ど
の
程
度
楽
譜
化
さ
れ

た
か
、
そ
れ
が
書
伝
と
し
て
ど

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
か
を
、
楽
譜

・
文
字
史

料
に
そ

っ
て
考
察
す

る
。
第

三
節

で
は
、
第

二
章
を
含
む
琴
古
流
本
曲

の
歴
史

研
究

の
ま
と
め
と
し
て
、
従
来

い
わ
れ
て
き
た
琴
古
流
と

一
閑
流
の
関
係
が
、

初
世
黒
澤
琴
古

(.
一
七
一
〇
～

一
七
七
一
)
と
宮
地

一
閑

(生
没
年
不
詳
)
の
対
立

関
係

で
は
な
く
、

二
世
琴
古

の
弟
子
と
三
世
琴
古
の
弟
子
に
お
け
る
系
統
の
わ

か
れ

で
あ
り
、
後
者

の
系
統

で
あ
る
久
松
風
陽

(、
一
七
八
五
～

一
八
七

一ご
ろ
)
の

代
に
、
現
行
に

つ
な
が
る
若

干
の
変
化
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

な
お
、
第
三
章
考
察

の
基
礎
と
な

っ
た

「琴
古
流
本
曲
曲
目

一
覧
」
(表
3
)

の
史
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
題
を
第
三
章
付
録
と
し
て
巻
末
に
添
付
す
る
。

第
四
章

「楽
曲
の
生
成
」

第
四
章
か
ら
第
六
章
に
至
る
第

二
部
は

「尺
八
古
典
本
曲

の
生
成
と
変
化
」

を
テ
ー

マ
と
す

る
音
楽
資
料

の
分
析
研
究

で
あ
る
。
ま
ず
第

四
章

で
は
、

「ど

の
よ
う
に
し
て
曲
は

で
き
あ
が

る
か
」
が

テ
ー

マ
と
な
る
。
琴
古
流
本
曲
は
、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
本
曲
曲
目
の
実
態
と
十
九
世
紀
前
半
に
い
た
る
書
伝

の
分
析
に
と

っ
て
最
適
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
個

々
の
楽
曲

の
旋
律
が
ど

の
よ

う
に
し
て
で
き
あ
が

っ
た
か
を
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
初
世
琴

古
以
下
、
歴
代
琴
古

の
楽
譜

は
な
く
、
ま
と
ま

っ
た
楽
譜
史
料
と
し
て
年
代
の

確
定
で
き

る
上
限

(
一
七
九
七
年
)
は
す

で
に
、
現
行
に
近
い
整

っ
た
旋
律
だ
か

ら

で
あ
る
。

本
章
に
お

い
て
は
、
「曲

の
で
き
あ
が

る
し
く
み
」

の
考
察
対
象
と
し

て
、

樋

口
対
山

(
一
八
五
六
～
一
九

一
四
)
の
曲
制
定
お
よ
び
旋
律
改
編

の
軌
跡
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
対
山
が
お

こ
な

っ
た

「曲
の
分
離
」
、

「旋
律
の
加
減
」
、

「曲
名

の
変
更
」
な
ど
は
、
古
典
本
曲
生
成

の

「し
く
み
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
章

「楽
曲
の
構
成
」

杢

早
は
、
楽
曲
の
作
ら
れ
方
を
旋
律
の
最
小
単
位

(音
句
)、
中
単
位

(楽
句
)
、

大
単
位

(段
/
段
落
)
に
分
け
て
考
察
し
、
古
典
本
曲
に
お
け
る

「楽
曲
分
析
の

方
法
論
」
と

「楽
曲
構
成

の
モ
デ
ル
」
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
。
古
典
本
曲

に
は
決
ま

っ
た
形
式
が
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
本
曲
に
も
、
旋
律
を

作

り
あ
げ

る
た
め
の

「見
え
な
い
法
則
」
が
あ
る
。
そ

の
法
則
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
明
確
な
基
準
に
た

っ
た
旋
律
区
分
法
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば

な

ら
な
い
。
筆
者
は
そ
の
基
準
に

「核
音
」
を
置
い
た
。

こ
こ
で
示
さ
れ
た
旋
律

構
造
の
モ
デ

ル
は
、
琴
古
流
を
も
分
析
対
象
に
含
む
た
め
、
十
八
世
紀
末
に
さ

か
の
ぼ
る
可
能
性
を
も
つ
。

第

六
章

「伝
承
と
変
化
」

古
典
本
曲
は
、

あ
ら
ゆ
る
音

の
文
化
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
絶
え
ず
変

化
し
て
き
た
。
本
章
は
伝
承

の
過
程
に
お

い
て
、
古
典
本
曲
が
ど

の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
か
、
そ
の
変
化

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
第

一
節
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で
は
、
な
ぜ
変
化
が
起

こ
る
の
か
、
何
が
変
わ
る
の
か
に
関
す
る
疑
問
を
、
具

体
的
事
例
に
基
づ
き
、
時
間
的
な
継
承
と
空
間
的
な
伝
播

(地
域
的
拡
散
)
の
総

合
と
し
て
考
察
す

る
。
第

二
節
で
は
、
変
化
し
た
結
果
と
し
て
個
別
に
存
在
す

る
多
数
の
楽
曲

の
間
の

「
同

一
性
」
宣
。巨
身

が
テ
ー

マ
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、

複
数

の
帰
属
関
係
を
も

つ
あ
る
楽
曲
は
、
そ

の
帰
属
流
派

の
奏
法
に
よ

っ
て
強

く
支
配
さ
れ
る
が
、
旋
律
構
造
と
い
う
も

っ
と
も
変
化
を
受
け
に
く
い
特
性
か

ら
、
そ
の
曲
本
来
の
帰
属
を
推
論
す

る
。
そ
し
て
第
三
節

で
は
、
ひ
と
た
び
変

化
し
枝
分
か
れ
し
た
楽
曲
は
、
再
び
も
と
に
戻
ら
な
い
と
い
う
、
伝
承
の
不
可

逆
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
本
章
、
お
よ
び
第
二
部

の
ま
と
め
と
す

る
。

以
上
が
本
論
文

の
内
容

で
あ
る
が
、
全
編

を
貫
く
目
的
は

「尺
八
古
典
本

曲
と
は
い
か
な
る
音
楽
か
」
を
音
楽
学
的
に
解
明
す

る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
本

曲
は
本
来
、
普
化
宗

の
修
行
と
し

て
吹
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
深
い
精
神

性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
普
化
宗

の
脈
絡
に
お
い
て
は
、
尺
八
は
音
楽

と
し
て
人
に
聞
か
せ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
己
の
精
神
修
行

の
た
め
に
吹
く
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
音
楽
を
禁
じ
た
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
り
や
教
典

の
朗
唱
が

き
わ
め
て
音
楽
的

で
あ
る
の
と
同
様

に
、
古
典
本
曲
も
ま
た
す
ぐ
れ
て
音
楽
的

行
為
の
所
産
で
あ
る
。
筆
者

の
立
場
は

一
貫
し
て
、
こ
の

「古
典
本
曲
」
を
日

本

の
す
ぐ
れ
た
音
楽
文
化
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。

-

尺
八
は
唐
代
初
期
の
貞
観
年
間

(六
二
七
～
六
四
九
)
に
、
楽
人
呂
才

冨

2

が

創
案
し
た
と

『旧
唐
書
』

(中
華
書
局

一
九
八
九

"
八

=
二
～
八

一
四
)
に
伝
え
る
。

現
在
の
中
国
に
は
尺

八
タ
イ
プ

の
縦
笛
は
な
く
、
宋
代

(九
六
〇
～

一
二
七
九
)
に
出

現
し
た
洞
笛

ミ
轟

」§
o
タ
イ
プ
が
と

っ
て
か
わ

っ
た
。
た
だ
し
、

尺
八
の
名
は
残

っ

て
お
り
、
例
え
ば
福

建
省

の
南
音

」§
謡
完
営

と
い
う
音
楽

で
使
わ
れ
る
洞
笛
は
、

「南

尺
八

ミ
ミ
S
嘗
亀

」
と
も
呼
ば
れ
る
。

2

奈
良
東
大
寺

の
正
倉
院
に
は
、
北
倉

の
①
刻
彫
尺
八

(四
十
三

・
七
㌢

竹
製
)
、

②
玉
尺
八

(三
十

四

・
三
五
㌢

白
玉
製
)
、
③

尺
八

(三
十
八

・
二
五
撃

竹
製
)、
④

樺
纒
尺
八

(三
十
八

・
五
㌢

竹
製
)
、
⑤
雛
石
尺
八

(三
十
六

・
一
㌢

蝋
石
製
)、
南

倉
の
⑥
牙
尺
八

(三
十
五

・
二
㌢

牙
製
)
、
⑦

尺
八

銘

「東
大
寺
」

(三
十
九

.三
㌢

竹

製
)
、
⑧
尺
八

(四
十

・
九
㌢

竹
製
)
。
い
ず
れ
も
三
節
六
孔

(表
五
孔
裏

一
孔
)
で
、

玉

・
石

・
牙
製
尺
八
も
竹
を
模
し
た
節
を
持

つ
。
管
長
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
三

つ
の
節

と
六
つ
の
指
孔
の
位
置
は
、
管
長
に
比
例
し

て
、
ほ
ぼ

一
定
の
関
係
を
保

っ
て
い
る

(正

倉
院
事
務
所

一
九

六
七

"
五
四
～
五
八
、

一
〇
八
～

一
〇
九
ほ
か
)
。

3

法
隆
寺
旧
蔵
の
尺
八
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書

(東
京
国
立
博
物
館

一
九
九
四
)

に
詳
し
い
。

ぶ
ん
の
け

4

『
膿
源
砂
』
は
京
方
笙
の
楽
家
、
豊
家
第
二
十
二
代
で
室
町
期
の
代
表
的
楽
人
と

き

し
て
名
高

い
豊
原
統
秋

(
一
四
五
〇
～

一
五
二
四
)
に
よ
る
楽
書
で
あ
る
。
そ
の
第
五

　

巻

の

「尺
八
ノ
事
」
に

一
節
の
尺
八
の
図
が
あ
り
、
豊
家
で
は
三
代
前
の
量
秋

(?
～

一
四
四

一
)
が
尺
八
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
量
秋
の
弟
子
の
増
阿
弥
に
始
ま
る
田
楽

の
連
中
が
尺
八
を
我
が
道
の
よ
う
に
い
う
の
は
い
わ
れ
な
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
家
が

尺
八
の
本
家
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(正
宗

一
九
三
三

"
六

二
九
)
。
十
五
世
紀
前
半
に
、
豊
家
が
尺
八
を
伝
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
め
く
ら

一
二
三
三
年
成
立
の

『教
訓
抄
』
(植
木

一
九
七
三

"
一
五
六
)
に
あ
る

「今
は
目
闇

法
師
猿
楽
之
を
吹
く
」
と
い
う

「短
笛

(尺
八
)
」
ま
で
遡
る
に
は
や
や
時
代
の
隔
た

り
が
あ
る
が
、
六
孔
の
雅
楽
尺
八
が
滅
ん
だ
あ
と
、

一
節
切
が
登
場
す
る
ま
で
に
中
世

の

(五
孔
)
尺
八
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

7



8

た
か
さ
ぶ
り
ゅ
う
た
つ

rD

高
三
隆
達

(
一
五
二
七
～

一
六

=

)

の

「隆
達
節
歌
謡
」

(『文
禄

二
年

=

五
九

ね

三
]
八
月
宗

丸
老
宛
百
五
十
首
本
』
)

の

「尺
八
の
、
ひ
と
よ

き
り
こ
そ
、
音
も
よ
け

ね

れ
、
君
と
ひ
と
よ
は
、
寝
も
た
ら
ぬ
」

(新
間
ほ
か

一
九
五
九

三
二
六
)。

6

天
吹
を
世
に
紹
介
し
た
の
は
田
辺
尚
雄

(田
辺

一
九
四
七

"

一
五
四
～

一
六
四
)

で
あ
る
。
ま
た
田
辺
は
、
天
吹
を

「普
化
尺
八
の
古
形

の
名
残

で
は
あ
る
ま
い
か
」
(田

辺

一
九
六
三

"
一
四
九
)
と
推
定
し

て
い
る
。

7

日
本

の
尺
八

の
歌

口
は
、
中
国
伝
来

の
雅
楽
尺
八
を
含

め

て
、
管

の
上
端
の

一
部

を
外
側
に
向
か

っ
て
斜
め
に
削
ぐ
形
だ
が
、

天
吹
は
中
国
の
洞
笛
と
同
じ
よ
う
に
、
管

の
上
端

一
部
を
内
側
に
向
け
て
え
ぐ

る
形
で
あ
る
。
乙
の
尺
八
式
歌
口
は
世
界
中
で
日

本
に
し
か
な
く
、
歌
口
の
形
状
か
ら
い
え
ば

天
吹
を
除
く

日
本

の
尺
八
は
す

べ
て

一
本

の
線
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
根
拠
に
筆
者
は
、

一
節
切
、
虚
無
僧
尺
八
が
雅
楽

尺
八
か
ら
転

化
し
た
も

の
と

の
説
を
支
持
し

て
い
る

(月
漢

一
九
八
八

　
四
二
ほ

か
)。

8

三
節
切
は
後

の
根
竹

の
よ
う
に
管
尻
が
そ
り
曲
が

っ
て
な
く
、
細
く
真

っ
直
ぐ
な

長
竹
に
よ
る
五
孔
三
節
の
尺
八
。
田
辺
尚
雄
は
三
節
切
の
名
は

使

っ
て
い
な
い
が
、
「細

い
竹
製
で
三
節
の
普
化
尺
八
の
古

形
」

(田
辺

一
九
六
三

鱒

一
四
八
～

一
四
九
)

の

存
在
を
認
め
、

「今
日
稀
に
見
る
の
み
」

(田
辺

一
九
六
六

…
四
八
)
と
記
し
て
い
る
。

古
文
献

で
は
、
元
禄
九
年

(
一
六
九
六
)
刊
の

『
人
倫
重
宝
記
』
に

「
一
尺
八
寸
あ
る

じ
ゅ
て
き

ゆ

へ
に
尺
八
と
な
つ
く
、
三
重
切
と
も
竪
笛
と
も
い
ふ
。

一
重

切

ハ
洞
簸
と
い
ふ
恋
慕

な
が
し
吉
野
す
か

ン
き
り
ん
ぜ

つ
瀧
お
と
し
鶴

の
巣
こ
も
り
な
ど

い
ふ
こ
と

ハ
、
ミ
な

後

の
世
に
ふ
き
だ
し
た
る
事
也
」

(石
山

一
九
八
二

…
二
八

七
)
と
あ
る
。
ま
た
、

藤
本

(畠
山
)
箕
山
が
元
禄
初
年
に
著

し
た

『
色
道
大
鏡
』

に
も
、

「み
よ
ぎ

り
の
尺

こ
も
そ
つ

八
は
、
普
化
僧
こ
れ
を
専
ら
と
す
」
(野
間

一
九
六

一

"
二
三
八
)
と
あ
る
。
こ
の

他
に
も
三
節
切

(三
重
切
)
の
文
字
や
図
像
が
明
暗
寺
史
料

(虚
竹
禅
師
像
の
尺
八
や

明
暗
寺
什
物
目
録
)
等
に
あ
り
、
虚
無
僧
尺
八
の
前
身
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
知
れ

る
が
、
歴
史
的
解
明
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
。
神
田
俊

一
に
よ
る
研
究
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
神
田
ほ
か

一
九
九
八
に
収
め
ら
れ
て
い
る

『
三
節
切
初
心
書
』

に
お
け
る
譜
字
、
挿
画
の
描
き
方
な
ど
は
、
明
ら
か
に

『糸
竹
初
心
集
』
を
倣
っ
た
も

の

で
あ

る

。

9

『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
は
安
永

八
年

(
一
七
七
九
)
の
践
と
、
天
明
元
年

(
一
七

八

一
)

の
日
付
で
末
尾
に

「居
士
柿
原
遵
書
於
鼎

足
奄
中
」
、
お
よ
び

「看
義
」
ほ
か

の
印
が
記
さ
れ
た

序
文
を
も

つ
。
遁
翁

な
る
伝
不
明
の
人
物

の
記
し
た

「虚
鐸
伝
記
」

(木
幡

一
九
八

一

闘
=
二
～

二
三
)
を
山
本
守
秀
が

「国
字
解
」
と
し
て
読
み
下
し

た
の
が
こ
の

『虚

鐸
伝
記
国
字
解
』

で
、
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
、
京
都
の
皇
都
書

林
升
屋
庄
兵
衛
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
普
化
宗
お
よ
び

尺
八
の
起
源
に
か
か
わ
る
書

と
し
て
以
後

の
文

献

で
引
用
さ
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
会
図
書
館
ほ
か
数
本
が
伝

存
す
る
。

こ
の
書
に
つ
い

て
は
、
そ
も
そ
も
原
本
な
る

「虚
鐸
伝
記
」

の
存
在
自
体
が
疑
わ
し

い
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
れ
を

コ

篇

の
戯
曲
小
説
」
と
す

る
立
場
が
中
塚
竹
禅

の

『琴

古
流
尺
八
史
観
』

(中

塚

一
九
七
九

[初
出

一
九
三
六
～

一
九

三
八
]

"

一
二
八
～

=
一一二
)
で
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立

つ
栗
原
廣
太

の

『尺
八
史
考
』

で
栗
原
も
、

「叙
事
往
々
神
話
に
似
て
、
恰
も
稗
史
小
説
を
読
む
の
感
あ
り
、
其
の
軽

々
に
信
ず

べ

か
ら
ざ

る
や
言
を
侯
た
ず
」

(栗
原

一
九

一
八

"
一
〇
九
)
と
評
し
て
い
る
。
田
辺

尚
雄
も

「原
本
た

る

『虚
鐸
伝
記
』
と
い
ふ
漢
文
書
が
存
在
し
て
居
る
べ
き
筈
で
あ

る

が
、
斯
か
る
書
は

全
く
存
在

し
な
い
」

(田
辺

一
九
五
四

"
二
二
四
)
と
否
定
し

て

い
る
。
最
近

の
幸

野
智
子
の
調
査

と
史
料
検
討
に
よ

っ
て
、

『虚
鐸
伝
記
』
が
単
独

で

存
在
し
た
証
拠
は
な
く
、
そ
の
こ
と
自
体
、
形
態
的
に
偽
書
的
で
あ
る
が
、
記
述
内
容

は
か
な
り
の
程
度

史
実
と
合
致
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

(幸
野

一
九
九
八

n
三
五

～
五
四
)
。
な
お
、

「虚
鐸
伝
記
」
は
柘
植
元

一
に
よ

っ
て
英

訳
さ
れ

て
い
る

(壽

ロ
αq
。

一
〇ミ

)。

1
0

現
行

の

「地

塗
り
尺
八
」
に
対
し

て
、
虚
無
僧
尺
八
は
節
を
抜
い
た
ま
ま
の

「地

無
し
尺
八
」
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
単
に

「尺
八
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
尺
八
古
典

本
曲
は
本
来
、

「
地
無
し
尺
八
」

で
演
奏
さ
れ

て
き
た
音
楽

で
あ
る
が
、
調
律
や
実

際

の
演
奏
に
お
け
る
扱

い
や
す
さ
か
ら
、

地
歌
箏
曲
と
の
合
奏
や
近
代
以
降
の
楽
曲

の
演

奏
と
同
じ
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
演
奏
家
が
古
典
本
曲
に
も

「地
塗
り
尺
八
」
を
用

い

て
い
る
。

七
孔
尺
八
は
大
阪
の
上
田
流

(
一
九

一
七
年
創
流
)
の
流
祖
、
上
田
芳
憧

(
一
八



序論

九

二
～

一
九
七
四
)
が
考
案
し
、
大

正
九
年

(
一
九
二
〇
)
公

開
し
た

(高
松

一
九

二
二

"
一
九
五
～

一
九
七
)
。
十
年
ほ
ど
後

に
、
竹
内
寿
太
郎
が
考
案
し
、
琴
古
流
尺

八
家
の
川
本
晴
朗
が
実
用
化
し
た
も
の
と

の
二
種
類
が
あ

っ
た
。
現
在
使
わ
れ
る
の
は

上
田
式

(大
橋

一
九
九
五

"

一
九
〇
～

一
九

一
)
。

1
2

九
孔
尺
八
は
昭
和
初
年
の
古
賀
友
禅
の
先
駆
的
考
案
が
あ
る
が

(古
賀

一
九
三

二
)
、
実
用
化
さ
れ
な
か

っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
に
京
都
の
尺
八
家
、
柴
田
聖
山

(後

に
菊
水
湖
風
)
が
考
案
し
普
及
に
つ
と
め
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。

1
3

オ
ー
ク
ラ
ウ

ロ
は
大
倉
喜

七
郎

(
一
八
八
二
～

一
九
六
三
)
が
創
案
し
た
金
属
製

(銀
、
真
鍮
)
で
、
べ
ー
ム
式

フ
ル
ー
ト

の
キ
ー

シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
尺
八
で
あ
る
。

大
倉
の
ア
ウ

ロ
ス

(古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
代
表
的
管
楽
器
)
の
意

味
で
、
音
楽
学
者

・
伊

庭
孝

(
一
八
八
七
～

一
九
三
七
)
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
。
通
称
オ
ー
ク
ラ
ロ
。
大
正
十

二
年

(
一
九
二
三
)

四
月
、

「大
倉
式
尺
八
披
露
会
」

で
公
開

さ
れ
た
が
、
関
東
大
震

災
の
た
め

一
時
中
断
、
約
十
年
後
の
昭
和
十

一
年

(
一
九
三
六
)
に
教
授
開
始
と
同
時

に
発
売
さ
れ
た
。
四
世
荒
木
古
童
な
ど
著
名
尺
八
家
が
オ
ー
ク

ラ
ウ
ロ
に
力
を
入
れ
た

が
、
数
年

で
廃
れ
た
。

-
4

『糸
竹
初
心
集
』

で
は

一
節
切
を

一
尺
八
分
と
し
、
そ
の
後
の
書
、
例
え
ば
寺
島

良
安

の

『
和
漢

三
才

図
会
』

(
一
七

一
二
年
序
、

一
七

一
五

年
践
)
や
斉
藤
彦
麿

の

か
た
び
さ
し

『
傍
廟

』

(
一
八
五
三
年
)
な
ど

に
こ
れ
が

引
用
さ
れ

て
き
た
が
、
田
辺
尚
雄
は
こ
れ

を

一
尺

一
寸

一
分

の
誤
り
と
指

摘
し

て
い
る

(田
辺

一
九
四

七

"

一
四

一
～

一
四

三
)。

1
5

成
立
年
不
詳

(
一
三

一
九
～

一
三
三

一
年
ご

ろ
に
成
立
か
)

の

『
徒
然
草
』
第
百

十
五
段
に
、

「宿
河
原

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
ぼ

ろ
/
～

多
く
集

ま
り
て
、
九
品
の
念
仏

を
申

(し
)
け
る
に
、
外
よ
り
入

(り
)
来
る
ぼ

ろ
く

の
、

『
も
し
こ
の
御
中
に
、

い
ろ
を
し
房
と
申

(す
)
ぼ

ろ
や
お
は
し
ま
す
』
と
尋

(ね
)
け
れ
ば
、
そ

の
中
よ
り
、

『
い
ろ
を
し
、
こ
》
に
候
。
か
く

の
た
ま
ふ
は
誰

(そ
)
』
と
答

(ふ
)
れ
ば
、
『し
ら

梵
字

と
申

(す

)
者
な
り
。

(略
)
』
」
と
あ
る

(西
尾

一
九

五
七

"

一
八
二
～

一
八

三
)
。

「い
ろ
を
し
房
」

「し
ら
梵
字
」
と
い
う
伝
不
詳
の
ぼ
ろ

の
名
が
引
用
さ
れ

て
い

る
。
ま
た
、

「ぼ

ろ
く

と
い
ふ
も
の
、
昔
は
な
か
り
け
る
に
や
。
近

(き
)
世
に
ぼ

う
ん
じ

・
梵
字

・
漢

字
な
ど
云

(ひ
)
け
る
者
、
そ
の
始
め
な
り
け
る
と
か
や
」

一
八
三
)

の

「梵
字

・
漢
字
」
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(同

"

1
6

喜
多
村
信
節

(節
信
)

の

『嬉
遊
笑
覧
』
は
全
十

二
巻
、
付
録

一
巻
か
ら
な
る
風

俗
関
係
の
百
科
事

典
。
文
政
十
三
年

(
一
八
三
〇
)

の
序
。

こ
の
巻
六
上

「音
曲
」
に

こ
も
僧
、
尺
八
、

暮
露
、

一
節
載

の
記
述
が
あ

る

(日
本
随
筆
大
成
編
輯
部

一
九

二

七

"
三
四
～
三
九
)。

1
7

暮
露
と
薦
僧
は

そ
も
そ
も
別

の
存
在
だ

っ
た
が
、

こ
れ
が
合
流
し

て
暮
露
と
い
う

存
在
が
消
滅
し
、
江
戸
初
期
以
降
の
虚
無
僧
と
な

っ
た

(武
田

一
九
九
七

…

一
七
三
、

一
八

一
、

一
九
八
)
。

ほ
う
か
ぞ
つ

1
8
放
下
僧
は
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
曲
芸
な
ど
の
大
道
芸
を
僧
形
で
お
こ
な

っ
た
者
。
能
の
演
目
名
、
狂
言
歌
謡
、
地
歌
の
曲
名
に
も
な
っ
て
い
る
。

1
9

室
町
中
期
か
ら

戦
国
期

の
絵
師
、
土
佐
光
信
筆

に
よ
る

『
三
十

二
番
職
人
歌
合
』

(明
応
三
年

[
一
四
九
四
]
)
の
六
番
に
、
尺
八
を
吹
く

こ
も
僧

(虚
妄
僧
)
が
描
か

れ
て
お
り

(谷
川

一
九
八
二

"
六
〇
)、
尺
八
と
薦
僧
の
結
び

つ
き
が
確
認
で
き
る
。

い
か
の
ぼ
り

2
0

『
紙
鳶

』
に

「手
」
と

「乱
曲
」

の
区
別
が
見
ら
れ
る
。

『紙
鳶
』
は
貞
享

四
年

(
一
六
八
七
)
初

刊
の

一
節
切
独
習
書
。
初
刊
本
は
伝
存
し
な
い
。
著
者
不
明
。
三
味

線

の

『大
ぬ
さ
』

(同
年
)
と
合
収
さ
れ
、
『糸
竹
大
全
』
と
し
て
元
禄
十
二
年

(
一
六

九
九
)
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
が
流
布
す
る
。

2
1

こ
の

「乱
曲

」
に
は
、

曲

の
意
味
も
含
ま
れ
る
。

「菅
垣
」

「獅
子
」
な
ど

の
箏

・
三
味
線
を
起
源

と
す
る
楽

2
2

琴
古
流
の
吉

田

一
調

(
一
八

一
二
～

一
八
八

一
)
は
明
治
五
年

(
一
八
七

二
)
五

月
、
教
部
省
御
役
所
あ

て
に
出
し
た

「答
弁
書
」
で
、

「尺
八
儀
は
元
、
唐
土
に
於
る

楽
器
に
候

へ
ば
、
古
復
し

て
当
今
楽
器
に
相
用
ひ
、
篤
好

の
人
に
は
応
需
教
授
仕
候
而

巳
に
御
座
候
」

(塚

本

一
九
三
二

…
四

一
)
と
、
楽
器
と
し

て
の
尺
八
の
使

用
を
願

っ
た
。

9
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2
3

「脈
絡
変
換

冒
塞

8
糞
Φ×
9
巴
一ω鑑
皐
」
は
山
口
修
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
用
語
で
、

山

口
は

「
(音
楽

の
社
会
的
な
)
脈
絡
は
、
時
代
が
変
わ

っ
て
政
治
経
済
や
日
常
生
活

の
あ
り
方
が
変
化
す
る
に

つ
れ
、
ち
が

っ
た
も
の
に
な

っ
て
ゆ
か
ざ

る
を
え
な
い
し
、

そ
れ
が
自
然
な
の
で
あ
る
」

(山

口

一
九
九
五

　
九
五
)

と
述

べ
て
い
る

(括
弧
内

筆
者
補
足
)
。
尺
八

の
法
器
か
ら
楽
器

へ
、
禅

の
修
行
と
い
う
宗
教
行
為
か
ら
音
楽
行

為

へ
の
転
換
は
、
ま
さ
に
山
口
の
い
う
脈
絡
変
換
で
あ
る
。

2
4

海
童
普
門

(本
名
田
中
賢
道
、
前
名

田
中
雄
飛
。

一
朝

普
門
、
海
童
道
宗
祖
、
海

ほ

っ
ち
く

童
道
祖
と
も
。

一
九

一
一
～

一
九
九

二
)
は
尺
八
を

「法
竹

」
と
呼
び
、
独
自
の
宗
教

哲
学
に
基
づ
く
海
童
道
を
提
唱
し
、
法
竹
の
曲
を
海
童
道
道
曲
と
呼
ん
だ
。

2
5

神
如
道
演
奏

の
私
家
版
レ

コ
ー
ド

『
尺
八
古
典
本
曲
』

(ビ
ク
タ
ー

国
θ
山
OO
静

P
O
一い
、

一
九
六

四
年
)
。
こ
の
音
源
を
も
と

に
再
構
成
し
た

ア
ル
バ
ム
が

『古
典
本
曲

の
集
大
成
者

神
如
道

の
尺
八
』

(上
参
郷

一
九
八
○
)
。
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第一章 第一節 尺八研究史 と基本文献

第

一
章

尺
八
研
究
の
歴
史

第

一
節

尺
八
研
究
史
と
基
本
文
献

筆
者
は
か

つ
て
、
文
化
庁

の
委
嘱
を
う
け
て

「普
化
尺
八
の
実
態
調
査
」
を

お

こ
な

っ
た
。
昭
和

四
十
八
年
度
か
ら
五
十

一
年
度
に
か
け
て
四
回
、
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
計
二
十

二
名

の
尺

八
家
を
訪
問
し
、
史
料

・
資
料

の
所
在
や
地

方
に
お
け

る
伝
承
状
況
、
研
究
の
実
態
な
ど
を
聞
き
取
り
調
査
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
調
査
は
筆
者

の
そ
の
後

の
研
究
に
お
け
る
予
備
調
査
的
な
役
割
を

果
た
し
た
。
調
査
報
告
書
は
年
度
ご
と
に
文
化
庁
に
提
出
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、

報
告
論
考

「普
化
尺
八
研
究

の
現
状

と
課
題
」
(月
漢

一
九
七
七
)
と
し
て
、
当

時
の
現
状
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ

の
中

で
筆
者
は
、
普
化

尺
八

(虚
無
僧
尺
八
)
研
究
を
①
普
化
宗

・
虚
無
僧

の
歴
史
学
的
研
究
、
②

尺
八

の
楽
器
学
的
研
究
、
③
尺
八
の
音
響
学
的
研
究
、

④
本
曲

(普
化
尺
八
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
)
・
外
曲

の
音
楽
学
的
研
究
に
大
別
し
て
、

そ
の
研
究

の
困
難
さ
を
論
じ

て
い
る
。
①

に
つ
い
て
は
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)

の
普
化
宗
廃
止
に
よ

っ
て
お
お
く

の
史
料
が
散
逸
し
た
こ
と
、
②

と
③
に

つ
い

て
は
尺
八
の
古
管

(地
無
し
虚
無
僧
尺
八
の
製
法
に
よ
る
尺
八
で
、
明
治
中
期
こ
ろ
ま
で
の

も
の
)
が
私
蔵
さ
れ
て
い
て
、
個
人
の
研
究
材
料

と
し
が
た

い
こ
と
、
④

に

つ

い
て
は
音
資
料
や
楽
譜
資
料
な
ど
、
音
楽

の

一
次
資
料
が
集
め
に
く
い
現
状
を

指
摘
し
、

「研
究
者
に
と

っ
て
は
、
到
底
手
の
届
か
な
い
高
価
な
古
書
よ
り
も
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
影
印
本
な
ど

の
形
で
自
由
に
利
用
で
き
る
こ
と
こ
そ
望

ま
し
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
世
に
う
も
れ
た
資
料

の
発
掘
と
並
ん

で
、
重
要
資

料
の
集
成
と
公
開
が
、
研
究
発
展

の
た
め
の
必

須
条
件

で
あ
る
」
(同

"
五

一
)

と
記
し
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
そ

の
後

の
二
十
数
年
間
に
は
大
き
な
進
展
が
あ

っ
た
。
先

駆
的
な
業
績
を
含

め
、
報
告
論
考
に
あ
げ
た
四
つ
の
項
目
に
そ

っ
て
基
本
文
献

の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
尺
八
史

の
先
駆
的
研
究
と
し
て
は
、
栗
原
廣
太

の
『
尺
八
史
考
』
(栗
原

一

九

一
八
)、
中
塚
竹
禅
の

『琴
古
流
尺
八
史
観
』
(中
塚

一
九
七
九

[初
出

一
九
三
六
～

一
九
三
八
])
が
あ
る
。
普
化
宗
に
限
る
な
ら
ば
、
三
上
参
次

の

「普
化
宗

に
就

て

(就
き
て
)
」
(三
上

一
九
Ω

})
が
嗜
矢
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
論
考
に
ま
と
め
た
当
時
、
『
琴
古
流

尺
八
史
観
』
は
ま
だ
単
行
本
に

な

っ
て
い
な
か

っ
た
。
そ

の
初
出
を
収
め
た
雑
誌
で
あ
る

『
三
曲
』
が
昭
和
五

十

一
年

(
一
九
七
六
)
か
ら
逐
次
覆
刻
刊
行
さ
れ
る
ま

で
は
、

こ
の
連
載
記
事
を

揃
え
る
の
に

一
苦
労

で
あ

っ
た
。
『
三
曲
』
の
覆
刻

に
よ

っ
て
、
中
塚
竹
禅
、

高
橋
空
山
、
塚
本
虚
堂
、
富
森
虚
山
ほ
か
、
貴
重
な
文
章
が
簡
単
に
読
め
る
よ

う
に
な

っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
、

一
節
切
研
究

の
重
要
史
料
で
あ
る

『
糸

13



竹
初
心
集
』
、

『紙
鳶
』
、

『
糸
竹
古
今
集
』
を
掲
載
し
た
影
印
本

(浅
野
ほ
か

一

九
七
八
)
が
論
考

の
翌
年
、

『虚
鐸
伝
記
国
字
解
』

の
木
幡
吹
月
蔵
書
本
が
徳
山

隆

の
尽
力

で
影
印
刊
行

(木
幡
編

一
九
八
一
)
さ
れ
た

の
が

四
年
後
で
あ
る
。

塚
本
虚
堂
の
初
期

の
功
績

に

『
(尺
八
資
料
)
琴
古
手
帳

全
』
と

『
(尺
八
資
料
)

明
暗
寺
文
献

全
』
(塚
本

一
九
三
七
a
、
b
)
が
あ

る
。

こ
の
孔
版
刷
り

二
書
の

影
印
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
が
、
小
菅
大
徹
に
よ

っ
て

一
九
九
九
年
に
覆
刻

さ
れ
た

(塚
本

一
九
九
九
)。
塚
本
の
著
作
は

『
三
曲
』
や

『藝
海
』
な
ど

の
雑

誌
、
『
芸
能
新
報
』
や

『
三
曲
新
報
』
な
ど

の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
小
編
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、

こ
れ
ら
を
集
め
る
こ
と
も
な
か
な
か
苦
労

で
あ

っ
た
。

小
菅
大

徹

・
和
田

一
久

・
神
田
可
遊
を
実
質
的
編
集
者
と
し
て
こ
の
著
作
類
が
単
行
本

化
さ
れ

(塚
本

一
九
九
三
)、
文
献
利
用
者
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
た
。

高
橋
空
山

の
小
冊
子

『普
化
宗
小
史
』
(高
橋

一
九
七
一
)
を
発
展
さ
せ
た

『
普

化
宗
史
ー

そ
の
尺
八
奏
法
と
楽

理
』
(高
橋

一
九
七
九
)
は
、
筆
者

の
報
告
論

考
よ
り
二
年
後

の
刊
行
、

小
林
紫
山
と
富
森
虚
山
に
よ
る

『
(尺
八
本
流
)
明
暗

吹
籍
法
基
階
』
(紫
山
居
士
ほ
か

一
九
三
二
)
の
再
執
筆
版

『明
暗
尺
八
通
解
』
が

富
森

の
遺
稿
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

の
も
、

二
年
後
で
あ
る

(富
森

一
九
七
九
)。

一
九
七
七
年
以
前

で
も
、
啓
蒙
的
な
尺
八
史
と
し
て
は

『
三
曲
』
主
幹

・
藤

田
俊

一
の

「
尺
八

の
歴
史
」
(藤
田

一
九
六
六
)
が
あ
り
、
音
楽
学
者
に
よ
る
初

め
て
の
本
格
的
な
尺
八
通
史
、
上
参
郷
祐
康

の

「尺
八
楽
略
史
」
(上
参
郷

一
九

七
四
)
が
存
在
し

て
い
た
。
上
参

郷
の
論
考
は
レ

コ
ー
ド

・
ア
ル
バ
ム
の
解
説

書
と
い
う
体
裁
か
ら
、
出
典
文
献
書
誌
が
記
さ
れ
な

い
恨
み
は
あ
る
が
、
難
解

な
尺
八
史
を
平
易
に
説

い
て
、
尺
八
史
考
察
の
筋
道
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
論

考
も

『
糸
竹
論
序
説
』
(上
参
郷

一
九
九
五
)
に
再
掲
さ
れ
、
さ
ら
な
る
利
用
が

可
能
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
つ
ぐ
上
野
賢
實
の

『
尺
八
の
歴
史
』
(上
野

一
九
八
三
)
は
、
豊
富
な

文
献
引
用
で
尺
八
研
究
入
門
者

へ
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
値
賀
笑

童

の

『増
補
改
訂

伝
統
古
典
尺
八
覚

え
書
』
(値
賀

一
九
九
八
)も
、
注
記

の
形

で
史
料
翻
刻
を
豊
富
に
掲
載
し
、
ル
ビ
を
加
え
て
使

い
易
く
し
て
あ
る
。

以
上
ざ

っ
と
歴
史
関
係
に
お
け
る
研
究

の
展
開
を
見
た
が
、

つ
ぎ

に
、
古
典

本
曲
の
音
楽
学
研
究
に
不
可
欠
な
楽
譜
と
レ
コ
ー
ド
の
出
版
に

つ
い
て
触
れ
た

い
。楽

譜
を
掲
載
し
た
刊
本
と
し
て
は
内
山
嶺
月
の

『
(根
笹
派

大
音
笹
流
)
錦

風

流

尺
八
本
曲
伝
』
(内
山

一
九
七
二
)
が
古

い
。
錦
風
流
譜

で
は
永
野
旭
影

の
演

奏
を
初
世
青
木
鈴
慕
が
琴
古
流
譜

で
作
譜
し
た

『錦
風
流
本
曲
楽
譜

集
』
(青
木

一
九
三
七
)
が
あ

っ
た
が
、

一
般
に
は
入
手
不
可
能

で
あ

っ
た
。
内
山

の
書
は

地
元
弘
前

の
記
録
と
し
て
記
さ
れ
た
唯

一
の
刊
本
で
、

一
九
八
九
年
、
神

田
俊

一
に
よ
り
追
録
版
と
と
も
に
覆
刻
さ
れ

て
い
る
。

楽
譜

の
影
印
本
公
刊
で
は
、
稲
垣
衣
白

の
貢
献
を
記
さ
ね
ば

な
ら
な

い
。

『
(明
暗
寺
訳
教
)
樋
口
対
山
遺
譜
』
(稲
垣

一
九
七
六
)
、
『
勝
浦
正
山
遺
譜
』
(稲
垣

ほ
か

一
九
七
七
)、
『
(対
山
遺
譜
拾
遺
)
明
暗
三
十
七
世
谷
北
無
竹
集
』
(稲
垣
ほ
か

一

14
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九
八
一
)、
折
本
形
態
で
の
無
竹
譜
覆
刻
版

『
尺
八
本
曲
音
譜
』
(稲
垣

一
九
八
六
)

が
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
た
。
稲
垣

の
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
高
橋
呂
竹
ら
に

よ
る

『
(対
山
派
訳
)
勝
浦

正
山
遺
譜
』
(山
上

一
九
八
二
)、
『山
上
月
山
蒐
集
尺

八
譜

(奥
州
篇
九
州
篇
)』
(出
井
ほ
か

一
九
八
四
a
)、
『
(対
山
譜
拾
遺
)
池
田
寿
山
集
』

(出
井
ほ
か

一
九
八
四
b
)
が

刊
行
さ
れ
、
樋

口
対
山

の
直
筆
譜
や
そ

の
直
系
弟

子
の
譜
が
公
開
さ
れ
た
。
京
都

の
旧
明
暗
寺
系
統
で
あ
る
勝
浦
正
山
譜

の
公
開

も
、
研
究

の
促
進
に
大
き
な
恵
み
と
な

っ
た
。
ま
た
、
山
上
月
山
の
譜
は
、
筆

者
の
長
年
の
疑
問
を
解
く
き

っ
か
け

の
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
私
家
版
L
P
レ
コ
ー
ド
の
制
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
稲

垣
衣
白
が

一
九
五

一
年
か
ら
制
作
し
た

「
対
山
流
尺
八
及
び
そ

の
拾
遺
」

(全

十

二
枚
)
は
稲
垣
私
邸
で
の
谷
北
無
竹
の
録
音
を
中
心
に
、
十
名
五
十
曲
あ
ま

り
の
演
奏
が
収
録
さ
れ
た
貴
重
な
音
資
料

で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
二
十
六
曲
を

選
出
し
た
カ
セ

ッ
ト

・
テ
ー
プ

の
覆
刻
版

「尺
八
の
源
流
を
求
め
て
」
が
、
徳

山
隆
に
よ
り

一
九
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
内
山
嶺
月
も
、
自
身

の
演
奏

を
L
P
レ

コ
ー
ド

「津
軽
伝

承

錦
風
流

尺
八
本
曲
」

二
枚
ほ
か
に
遺
し
て
い

る
。一

九
八
五
年
か
ら
数
年

に
わ
た

っ
て
、

「浦
本
漸
潮
の
尺
八
」
(稲
垣
衣
白

・
高

橋
呂
竹
編
)
、

「山
上
月
山

の
尺
八
I
H
皿
」
(出
井
静
山
・
高
橋
呂
竹
編
)
、
「樋

口
対

山
師

の
悌
I
H
」
(出
井
静
山

・
高
橋
呂
竹
編
)、

「佐
藤
如
風
の
尺
八
I
H
皿
」
(佐

藤
二
朗

・
高
橋
呂
竹
編
)、

「明
暗
真
法
流
尺
八
I
H
皿
N
V
」
(佐
藤
鈴
童

・
高
橋
呂
竹

編
)、

「後
藤
桃
水
師

の
悌
」
(山
上
月
山
・
高
橋
呂
竹
編
)、

「錦
風
流
尺
八
」
(山
上
月

山
編
)
な
ど
、
古
い
私
的
な
録
音
を
音
源
と
し
た

L
P
レ

コ
ー
ド
私
家
版
が

あ

い
つ
い
で
制
作
さ
れ
た
。

最
近
で
は

一
九
九

八
年
か
ら
高
橋
呂
竹
が
、

「谷
北
無
竹
伝
尺
八
」
、

「勝
浦

正
山
伝
尺
八
」
、

「後
藤
桃
水
伝
尺
八
」、

「本
曲
尺
八
」
と
し
て
、
自
身

の
演
奏

と

口
伝
を
私
家
版
C
D
に
制
作
し
続
け
て
お
り
、
す
で
に
二
十
枚
を
越
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
私
家
版
楽
譜
集

『
虚
無
僧
尺
八
口
伝
集
』

(高
橋

一
九
九
八
)
も
冊
子
化
さ
れ
た
。

私
家
版

・
準
私
家
版
レ

コ
ー
ド

で
は
、
坂

口
鉄
心
の

「
明
暗
双
打
」
(
一
～
五

集
)、
岡
本
竹
外

の

「普
化
宗
根
笹
派
所
伝

錦
風
流
尺
八
本
曲
」
(
一
九
七
九
年
、

ビ
ク
タ
ー
音
楽
産
業
)
、
普
化
宗
谷
派
に
よ
る

「
虚
無
僧

竹
韻
」
(
一
九
七
九
年
、
日

本
コ
ロ
ム
ビ
ア
)、
高
橋
空
山
の

「高
橋
空
山

竹

の
響
き
」
二

九
八

一
年
)、
酒
井

松
道
の

「竹
を
吹
く
」
(第
一
集
レ
コ
ー
ド
一
九
八
八
年
、
第
二
集
c
D
一
九
九
〇
年
)
な

ど
が
あ
り
、

一
昔
前
に
比

べ
る
と
音
資
料
の
充
実
は
め
ざ
ま
し
い
。

レ

コ
ー
ド
部
門

で
の
芸
術
祭
参
加
が
全
盛
だ

っ
た

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
○

年
代
ご
ろ
、
尺
八
部
門
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
レ
コ
ー
ド
に

『吹
禅
-

竹

保
流
に
み
る
普
化
尺
八

の
系
譜
』
(
一
九
七
四
年
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
)、
『
(古
典
本
曲

の
集
大
成
者
)
神
如
道

の
尺
八
』
(
一
九
八
○
年
、
テ
イ
チ
ク
。
一
九
九
九
年
覆
刻
)
が
あ

る
が
、
数
的
に
は
決
し
て
お
お
く
な
い
。
そ
も
そ
も
古
典
本
曲
は
大
手
レ
コ
ー

ド
会
社

の
商
品
に
は
向
か
ず
、
ま
た
、
虚
無
僧
尺
八

の
伝
承
者
も
そ
れ
を
望
ま

「
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な
い
。
し
た
が

っ
て
、

一
般
に
入
手

で
き
る
レ

コ
ー
ド
や
C
D
は
き
わ
め
て
数

少
な
い
。
音
資
料
に
お
け
る
飛
躍
的
な
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず

一
般
に
は
入
手
困
難
、
視
聴
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

楽
譜
の
公
刊

の
お
陰

で
音
楽
分
析

の
可
能
性
が
格
段
に
広
が

っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
楽
譜
を
使
用
し
た
学
術
的
研
究
と
し

て
は
、

『勝
浦

正
山
遺
譜
』
を
そ
の

一
部
に
用
い
た
馬
淵
卯
三
郎
の

『糸
竹
初
心
集
の
研
究
ー

近
世
邦
楽
史
研

究
序
説
』
(馬
淵

一
九
九
二
)
と
、
幸
野
智
子
の
学
位
論
文

「真
法
流
譜

の
研
究
」

(幸
野

一
九
九
八
)
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

最
後
に
、
報
告
論
考
に
あ
げ

た
尺
八
の
楽
器
学
的
研
究
、
音
響
学
的
研
究
に

つ
い
て
の
そ
の
後
の
進
展
に
触
れ
た
い
。
本
来
な
ら
ば
、
楽
器
音
響
学

と
し
て

括
れ

る
も

の
を
あ
え

て
分
離
さ
せ
た
理
由
は
、
純
粋
に
音
響
物
理
学
的
な
研
究

と
、
楽
器
と
音
楽
と

の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
楽
器
学
研
究
と

の
区
別
を
意
識
し

て
の
も
の
で
あ

っ
た
。

尺
八

の
音
響
学
的
研
究

の
嗜

矢
は
、
寺

田
寅
彦

の
博
士
論
文

.、>
8
塁
膏
巴

ぎ
く
o
ω轟
巴
8

0
馬
夢
。
句巷
碧
①
ω①
しコ
僧
目
げ
o
o
臣
で
ρ
身
鋳
昌
鋒

、.
角
§
9
日8
メ
寺
田

[井
尻
訳
]

一
九
二
九
、
寺
田

[池
辺
訳
]

一
九
三

一
、
寺
田

[村
田
訳
]
一
九
七
九
)
で
あ

る
。
ま
た
、
尺
八
愛
好
家
に
は
物
理
学
、
医
学
、
工
学
な
ど
理

工
系
の
人
が
昔

も
今
も
ひ
じ
ょ
う
に
お
お
く
、
『
都
山
流
楽
報
』

に
も
刊
行
以
来
、
相
当
数
の

研
究
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
現
代
製
法
に
よ

る
尺
八
を
対
象
と
し
た
音
律
研
究

で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
古
管
と
呼
ば
れ
る

「虚

無
僧
地
無
し
尺
八
」
が
対
象

で
は
な
い
。

筆
者
の
興
味
は
、
古
典
本
曲
を
生
み
だ
し
た
楽
器
が
ど

の
よ
う
な
構
造
的
特

徴
を
も
ち
、
そ
の
楽
器

の
特
性
が
音
楽

(古
典
本
曲
)
の
演
奏
様
式
と
ど

の
よ
う

な
関
わ
り
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

安
藤
由
典
は

一
連

の
楽
器
音
響
学
研
究

の
方
法
論
を
用
い
て
、

尺
八
の
構
造

測
定
を
お
こ
な

っ
た
。
初
期

に
お
い
て
は
、
所
用
の
音
律
を
得
る
た
め

の
楽
器

の
構
造
設
計
法

の
開
発
を
目
的
と
し
て
、
測
定
対
象
に
は
現
代
製
法

の
尺
八
が

選
ば
れ
た
。

一
九
八
四
年
か
ら
の
研
究

で
は
じ
め
て
安
藤
は
、
測
定
対
象
に
古

管
を
取
り
入
れ
て
い
る

(安
藤
ほ
か

一
九
八
六
)。

こ
の
時
、
測
定
対
象
と
し
た

古
管
は
稲
垣
衣
白

の
所
蔵
す

る
も
の
で
、
許
可
を
得
て
貴
重
な
楽
器
資
料
を
レ

ン
ト
ゲ

ン
透
視
撮
影
し
た
。

安
藤

の
方
法
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
音
楽
レ
ヴ

ェ
ル
の
言
及
を
お

こ
な
う

べ

く
独
自

の
方
法
論

で
楽
器
計
測
、
吹
奏
音

の
音
響
分
析
を
実
現
さ
せ
た

の
が
、

自
ら
が
古
典
本
曲
演
奏
家

で
あ
る
志
村
哲

の
学
位
論
文

「古
管
尺
八
と
そ
の
音

楽
観
に
関
す
る
研
究
」
(志
村

一
九
九
九
)
で
あ
る
。
筆
者
自
身
、
稲
垣
衣
白
所

蔵
の
古
管

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
、
旧
木
幡
吹
月
所
蔵

の
古
管

コ
レ
ク
シ

ョ
ン

(現

八
雲
本
陣
記
念
財
団
所
蔵
)
の
楽
器
調
査
に
関
わ

っ
た
が

(月
渓

[編
]

一
九
九
二
)、

こ
の
よ
う
な
古
管
を
測
定
対
象
と
す
る
研
究
が
可
能
と
な

っ
た
の
も
、
所
蔵
者

た
ち
の
深
い
理
解
に
よ
る
。

尺
八
家
に
は
自
ら
製
管
す
る
人
が
お
お
い
が
、
小
山
峯
囎
の

『
尺
八
の
作
り
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方
』
(小
山

一
九
七
七
)
、
戸
谷
泥
古

の

『
虚
無
僧
尺
八
製
管
秘
伝
』
(戸
谷

一
九
八

七
)、
門
田
笛
空
の

『
明
暗
古
管
尺
八
と
桜
井
無
笛
先
生
の
銘
管
』
(門
田

一
九
九

九
)
な
ど

の
刊
行
物
は
、
単
な
る
製
管

法
を
越
え

て
、
虚
無
僧
尺
八
の
精
神
世

界
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き

る
。
楽
器
と
音
楽
と
が
、
い
か
に
深
く
関
わ
り
合

っ
て
き
た
か
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節

問
題
の
所
在

本
論
文
の
研
究
対
象
は
尺
八
古
典
本
曲
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
四
章
以
降

き
ん
ぷ
う

せ
い
ル
ん

で
中
心
的
に
あ

つ
か
う
明
暗
対
山
派
を
は
じ
め
、
錦
風
流
、
西
園
流
、
そ
れ
に

九
州
地
方
、
東
北
地
方
な
ど
の
演
奏
伝
統
と
、
琴
古
流
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る

も
の
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
尺
八
界
最
大

の
流
派
で
あ
る
都
山
流
の
本
曲
は
、

近
代
以
降
の
創
作
と
い
う
意
味
に
お
い
て
研
究
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

尺
八
に
は
明
治
四
年

(
一
八
七
一
)
の
普
化
宗
廃
止
と
い
う
、
不
幸
な
歴
史
が

あ

っ
た
。
同
年
に
は
地
歌
、
箏
曲
、
平
曲
の
世
界
に
も
、
盲
人
音
楽
家

の
保
護

機
関

で
あ
る

「当
道
職
屋
敷
」

の
廃
止
と
い
う
不
幸
が
お
こ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
尺
八
が
地
歌
箏
曲
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
経
済
的
基
盤
を
な
く
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
社
会
的

・
文
化
的
脈
絡
ま

で
失

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
普
化
宗
お
よ
び

虚
無
僧
と
深
く
結
び

つ
い
て
き
た
尺
八
古
典
本
曲
は
さ
ら
に
、
地
歌
箏
曲
と
提

携
し
た
尺
八
の

「外
曲
」
(他
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
の
尺
八
へ
の
編
曲
)
の
台
頭
や
、
楽

器
の
改
造
に
よ
っ
て
、
外
か
ら
も
内
か
ら
も
本
来

の
伝
統
が
忘
れ
さ
ら
れ
る
と

い
う
、

二
重
三
重
の
不
幸
を
背
負

っ
た
。

そ
れ
以
来
古
典
本
曲
は
、
地
下
に
も
ぐ

っ
た
音
楽
と
い
う
印
象
が
強
か

っ
た
。

演
奏
活
動
の
場

で
は
琴
古
流
を
の
ぞ

い
て
、

一
般

の
邦
楽
と
並
ん
で
舞
台
に
の

ぼ

る
こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、

日
本
音
楽
史
の
表
舞
台
に
出
る
こ
と
は
な
か

っ

た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
音
楽
の
全
体
を
考
え
、
日
本
人
の
音
楽
と
音
楽
性
を

考
え
る
と
き
、
古
典
本
曲
が
ひ
じ
ょ
う
に
重
要
な
音
楽
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま

た
な
い
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
虚
無
僧
寺
か
ら
派
生
し
た
江
戸
の
琴
古
流
が
、
十

九
世
紀
末
す
で
に
高
い
音
楽
的
水
準
を
示
す
本
曲
を
形
成
し
、
こ
ん
に
ち
ま
で

受
け
継
が
れ
て
、
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
京
都

の
明
暗
寺
に
お
い
て
も
同
レ
ヴ

ェ
ル
の
本
曲
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
実
際
に
は
音
楽
的
史
料
の
欠
如
か
ら
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
が
難
し

い
。古
典
本
曲
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
琴
古
流
に
か
な
り
の
比
重
を
置
く
の
は
、

そ
う
い
っ
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

明
治
以
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
明
暗
各
派
が
普
化
宗
の
精
神
性
と
虚
無
僧

尺
八
の
伝
統
を
遵
守
し
た
の
に
対
し
て
、
琴
古
流
は
芸
能
化
を
明
確
に
押
し
進

め
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
演
奏
さ
れ
る
音
を
考
慮
し
た
古
典
本
曲
研
究
で

は
、
む
し
ろ
琴
古
流
以
外
の
演
奏
伝
承
が
重
視
さ
れ
る
。

も
と
も
と
古
典
本
曲
は
、
普
化
宗
で
の
宗
教
的
な
修
行
行
為
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
担
い
手
で
あ
る
古
典
本
曲
の
伝
承
者

(演
奏
者
)
た
ち

は
、
古
典
本
曲
を
音
楽
と
し
て
は
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
演
奏
者
側
に
あ
る

音
楽
的
記
述
を
拒
絶
す
る
こ
の
傾
向
か
ら
、
古
典
本
曲
の
研
究
は
た
ち
遅
れ
て

き
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
本
曲
の
音

楽
様
式
が
も
つ
重
要
性
を
考
え
る
と
き
、
日
本
音
楽
史
の
研
究
者
は
も
っ
と
こ

の
音
楽
に
光
を
与
え
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ
の
点
で
は
、
箏
曲
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第一章 第二節 問題の所在

地
歌
、
三
味
線
音
楽
な
ど

に
比
べ
て
、
極
め
て
研
究
者
の
層
が
薄
い
と
い
う
こ

と
が
残
念
な
が
ら
指
摘
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
や
外
国
語
に
よ
る
日
本
人
の
研
究
も
少
な
く
は
な

い
。

例
え
ば
、
イ
ン
グ
リ

ッ
ド

・
プ
リ

ッ
チ

ュ
の
都
山
流
研
究

(雪

零
げ
¢
這
)
や

ア
ン
ド
レ
ア
ス

・
グ

ッ
ツ
ヴ

ィ
ラ
ー

(9

薯

目
Φ
『
ド
O
QQω
)

の
琴
古
流
研
究
、

そ
し
て
、
高
橋
利
根

の
都
山
流
硬
究

q
琶

鋤玲
=

0
8
)
、
ラ
イ
リ

・
リ
ー
の

竹
保
流
研
究

(冨
①
巳
OQ
α
)
と

「鈴
慕
」

の
研
究

(冨
。
ド
。
.
p
)
な
ミ

博
些

論
文
や
修
士
論
文
が
日
本
国
内
よ
り
は
る
か
に
早
く
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し

一

そ
れ
ら
は
、

一
つ
の
流
派
や
狭

い
範
囲
に
対
象
を
限
定
し
た
研
究
が
お
お
く
、

歴
史
記
述
は
普
化
宗
と
虚
無
僧
の
歴
史
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
の
歴
史
に

限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
研
究
が
、
古
典
本
曲

の
歴
史
研
究

や
音
楽
構
造

の
解
明
に
ま
で
進
ん

で
い
な
か

っ
た
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然

で
あ
ろ
う
。
海
外

で
の
昨
今

の
尺
八
演
奏

の
隆
盛
を
見
れ
ば
、
今
後
は
さ
ら
に

グ

ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら

の
研
究
が
出
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

古
典
本
曲
が
な
ぜ
音
楽
と
し
て
重
要
か
と
い
う

こ
と
を
考
察
す
る
と
き
に
、

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
筆

者
が
考
え
て
い
る
の
が
、
テ
ィ
モ
シ
ー

・
ラ
イ

ス

昌
B
。
島
冤
固
8

の
提
唱
し
た
民
族
音
楽
学
研
究

の
三
段
階

の
モ
デ

ル

(匹
8

お
。。
S
ミ
O
)
で
あ
る

(図
0
)。
従
来

の
民
族
音
楽
学
の
方
法
と
ち
が

っ
て
、
ラ

イ
ス
の
モ
デ

ル
は

「歴
史
的
構
築
」
の
意
味
と

「個
人

の
創
作
と
経
験
」
、
す

な
わ
ち
個
人
の
果
た
す
役
割
が
ひ
じ
ょ
う
に
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
も

ち
う
ん
、
古
典
本
曲
は
無
名
性

で
は
あ
る
が
、
実
際
に
そ
れ
を
担

っ
た
の
は
す

べ
て
個
人
で
あ
る
。
そ
し
て
本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
特
定
の
個
人
が
果
た
し

た
役
割
、
ま
た
、
現
在
で
も
果
た
し
て
い
る
個
人
の
役
割
が
ひ
じ

ょ
う
に
大
き

い
と
い
う
こ
と
が
、
し
だ
い
に
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
に

つ
な

が
る
伝
承
を
考
え
る
と
き
、

「社
会
的
維
持
」
と
他

の
二
つ
の
項
と
の
関
係
が

重
要
な
意
義
を
持

っ
て
く
る
。

歴
史
的
構
築
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
演
奏
が

い
か
に
過
去
の
演
奏
慣
習
に
連

携
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
断
絶
し
て
い
る
か
を
、
書
か
れ
た
も
の
か
ら
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は

こ
の
論
文
は
、
従
来

の
民
族
音
楽
学

㍉

の
よ
う
に
現
代
に
だ
け
焦
点
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
縦
と
横
、
時
間

(通
げ

時
)
と
空
間

(共
時
)
の
関
係
で
古
典
本
曲
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

f

こ
う
い

っ
た
大
き
な
枠
組

ル図0ラ イスによる民族音楽学研究のモデ

歴史的構築

個人の創作と経験#社 会的維持

(徳 丸1991:23,1996:27)

み
か
ら
古
典
本
曲
を
と
ら

え
る
こ
と

で
、

一
つ
の
思

考
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
も
く
ろ
み
を
本

論
文
は
持

っ
て
い
る
。
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第
二
章

琴
古
流
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(従
来
の
記
述
の
検
討
)

第
二
章
お
よ
び
第
三
章
は
虚
無
僧
尺
八
2
6
に
お
け
る
最
古
の
流
派
、
琴
古

流
を
事
例
と
す
る
史
料
研
究
で
あ
る
。
考
察
に
先
だ
ち
、
虚
無
僧
社
会
に
お
い

て
芸
の
流
派
が
生
ま
れ
た
土
壌
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第

一
節

考
察
の
前
提

そ
う
さ

さ
し
だ

尺
八

の
流

派
と
し

て
は
、

一
節

切
に
宗
左
流
、
指

田
流
な
ど
2
7
が
歴
史
的

き
ん
こ

い
っ
か
ん

い
ち
げ
つ

れ
い
は
つ

に
存
在

し
、

虚

無
僧

尺

八

に
は

琴
古

流

・

一
閑
流

(
一
月
寺

・
鈴
法
寺
系
。

一
閑
流

き
ん
ぷ
う

せ
い
え
ん

み
ょ
う
あ
ん

は
廃
絶
)、
津
軽
藩
の
錦
風
流
、
名
古
屋
の
西
園
流

(浜
松
普
大
寺
系
)、
そ
し

て
明
暗

諸
派

(新
旧
京
都
明
暗
寺
系
)
な
ど
が
存
在
す
る
。

一
節
切
と
い
う
楽
器
が
衰
微
す

る
に

つ
れ
、
そ

の
伝
承
母
体

で
あ

る

一
節

切
の
流
派
は
姿
を
消
し
た
が
、
虚
無
僧
尺
八
で
は
旧
虚
無
僧
寺

の
流
れ
を
受
け

継
ぐ
尺
八
芸
系
が
、
明
治

四
年

(
一
八
七
一
)
の
普
化
宗
廃
止
後
も
流
名
を
つ
け

て
存
続
し
た
。
こ
の
虚
無
僧
尺
八
の
世
界

で
、
歴
史
上
も

っ
と
も
早
く
あ
ら
わ

れ
た
の
が
琴
古
流

で
あ
る
。
錦
風
流
や
明
暗
諸
流
は
家
元
組
織
を
持
た
な
い
と

い
う
点

で
、
ま
た
古
典
本
曲
以
外
を
演
奏
し
な
い
と
い
う
点
で
、
根
本
的
に
琴

古
流
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。

す

で
に
序
論
で
述

べ
た
よ
う
に
、
古
典
本
曲
の
担
い
手

で
あ
る
虚
無
僧
が
、

ぼ

ろ
ぼ

ろ
、
暮
露
か
ら
薦
僧

へ
、
そ
し

て
虚
無
僧

へ
と
変
容
す
る
道
の
り
は
長

か

っ
た
。
彼
ら
が
虚
無
僧
と
い
う
名

で
統

一
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
彼
ら
と

尺
八
と
の
結
び

つ
き
も
決
定
的
と
な

っ
た
。
こ
の
虚
無
僧
た
ち
が
吹
い
た
尺
八

が
虚
無
僧
尺
八
で
あ
る
。
普
化
宗
は

こ
の
虚
無
僧
集
団
を
ま
と
め
る
組
織
と
し

て
成
立
し
た
が
、
確
立
後

の
普
化
宗
に
お

い
て
は
、
尺
八
は
箏
や
三
味
線

の
よ

う
な
楽
器
と
し
て
で
は
な
く
、
宗
教
活
動

の
道
具
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
普
化
宗

で
い
う
と
こ
ろ

の

「法
器
2
8
」

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
同
時
代

の
地
歌
箏
曲

と
は

一
線
を
画
す
路
線
を
歩
ん

で
き
た
虚
無
僧

尺
八
に
、
な
ぜ
近
世
邦
楽
と
同

じ
よ
う
な

「流
派
」
と
い
う
芸
の
伝
承
形
態
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

放
浪

の
集
団
、
虚
無
僧
が
幕
府

の
管
轄

下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の

は
、
四
代
将
軍
家
綱

の
末
期
、
延
宝
五
年

(
一
六
七
七
)
の
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の

年

の
十

二
月
に
、
寺
社
奉
行
か
ら

「虚
無
僧
宗
門
諸
派
」
本
寺
末
寺
宛
に
三
力

条

の

「覚
2
9
」
が
交
付
さ
れ
た
。

こ
れ
は
虚
無
僧
寺

に
対
し
幕
府
が
出
し
た

た
つ
し

初
め
て

の
公
式

「
達

」
文
書

で
、
幕
府
が
宗
派
と
し

て
の
普
化
宗
を
認
め
た

こ
と
を
意
味
す

る
。
し
か
し

こ
の
文
書
に
は
、

「普
化
宗
」
の
文
字
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。

「普
化
宗
」
あ
る
い
は

「普
化
禅
宗
」
は
む
し
ろ
、
虚
無
僧
寺
院

の
側
か
ら
名
の
り
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。
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第二章 第一節 考察の前提

延
宝
五
年
当
時

の

「虚
無
僧
宗
門
諸
派
」
が
ど

の
よ
う
な
内
容
で
あ

っ
た

か
、

正
確
に
は
わ
か
ら
な

い
3
0
。
文
献
に
よ

っ
て
派
名

の
漢
字
表
記
な
ど
異

き
ん
せ
ん

か
っ
そ
う

き
ち
く

同
が
多
い
が
、
十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
は
普
化
宗
寺
院
に
金
先
派
、
括
惣
派
、
虚
竹

よ
り
た
け

う
め
じ

こ
き
く

ね
ぎ
さ

派
、
寄
竹
派
、
梅
地
派
、

小
菊
派
、
根
笹
派
な
ど

の
派
が
存
在
し
た
。
こ
の
金

先
派
と
活
惣
派
に
は
、
関
東

一
円
に
あ
わ
せ
て
三
十
近
い
虚
無
僧
寺
が
あ
り
、

い
ち
げ
つ

下
総
国
小
金

(現
在
の
千
葉
県
松
戸
市
)
の
金
先
派

一
月
寺
と
武
蔵
国
青
梅

(現
在

れ
い
ほ
う

の
東
京
都
青
梅
市
)
の
活
惣
派
鈴
法
寺
が
、
こ
れ
ら

の
虚
無
僧
寺
を
統
括
す
る
寺

ふ
れ
が
し
ら

と
し
て

「
触
頭

」

の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
や
が

て
両
寺
は
そ

の
出
先
機
関

と
し
て
の

「番
所
」
を
江
戸
市
中
に
お
く
。
そ

の
役
目
は
、
幕
府

の
寺
社
奉
行

と
の
連
絡
や
、
虚
無
僧
た
ち
に
宿
坊
を
提
供
す
る
こ
と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
八
世
紀
後
半
に
、

こ
の
両
寺

の
番
所
の
尺
八
指
南
役
と
し
て
活
躍
し
た

の
が

初
世
黒
澤
琴
古

(本
名
幸
八
。
.
一
七

一
〇
～
一
七
七
一
)
で
あ
る
。
琴
古
流
は
、
黒

澤
の

「琴
古
」
の
名
を
と

っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
以
後
今
日
ま

で
つ
づ
く

尺
八
の
芸
系
を
い
う
。

江
戸
時
代
を
通
じ

て
普
化
宗

で
は
、

尺
八
を
吹
く

こ
と
を
近
世
邦
楽

一
般

に
お
け
る
よ
う
な

「歌
舞
音
曲
行
為
」
で
は
な
く
、

「宗
教
修
行
行
為
」
と
み

な
し
た
。

こ
こ
で
い
う
修
行
行
為
と
は
、
家
々
を
ま
わ
り
尺
八
を
吹
い
て
施
し

を
受
け
る

「
托
鉢
」

の
こ
と

で
あ
る
3
1
。
禅
宗
か
ら
取
り
入
れ
た
托
鉢
と

い

う
尺
八
に
よ
る
修
行
形
態
を
、
虚
無
僧
だ
け
に
許
さ
れ
た
特
権
だ

と
し

て
普
化

宗
は
、
百
姓
や
町
人
が
尺
八
を
吹
く
こ
と
を
禁
じ
た
3
2
。
ま
た
、
箏

二
二
味

線
な
ど

の
楽
器

と
の
合
奏
や
、
遊
興

の
場

で
の
吹
奏
も
禁
じ
た
3
3
。
し
か
し

十
七
世
紀
後
半
ご

ろ
か
ら
、
収
入
源
確
保
の
た
め
普
化
宗
は
自
ら
の
立
場
を
崩

し
は
じ
め
る
。

虚
無
僧
以
外

の
者
の
尺
八
吹
奏

の
兆
し
は
、
万
治

二
年

(
一
六
五
九
)
に
京
都

み
ょ
う
あ
ん
じ

え
ん
げ
つ
り
ょ
う
げ
ん

明
暗
寺
の
十
四
世
淵
月
了
源

(元
禄
八
年

[
一
六
九
五
]
没
)
が
書
い
た
と
い
う

「中

興
淵
月
了
源
定
置
家
訓
二
十
三
ヶ
條
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

「後

々
之
住
職
」

に
対
し

て
、
住
職
の
継
承
法
、
門
弟
す
な
わ
ち
虚
無
僧

の
取
り
立

て
法
、
虚
無

僧
托
鉢

の
心
得
、
住
職
の
心
得
、
町
人
百
姓
と
宗
縁
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
を
こ
と

細
か
に
記
し
た
も

の
で
あ
る

(塚
本

一
九
三
七
b

"
二
八
～
三
七
、
中
塚

一
九
七
九

…

一
五
一
～
一
六
一
)。

こ
れ
を
万
治

二
年

の
史
料
と
す

る
確
証
は
な
い
が
3
4
、
遅
く
と
も
明
暗
十

し
よ
う
ざ
ん
り
ち
ゅ
う

九
世

正
山
理
中

(宝
暦
七
年

[
一
七
五
七
]
没
)
が
書
き
改

め
た
宝
暦

二
年

(
一
七

五
二
)
に
は
、
百
姓
町
人
を
虚
無
僧

に
取
り
立

て
て
は
な
ら
ず
3
5
、
武
士
以
外

に

「本
則
」
(虚
無
僧
に
与
え
る
免
許
状
)
を
与
え
る
こ
と
も
い
け
な

い
3
6
と
し
な

が
ら
も
、
百
姓
町
人
で
も
相
当
な
人
物
と
宗
縁
を
結
ぶ

こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ

と
だ
3
7
、
と
い

っ
た
矛
盾
が
普
化
宗

の
な
か

で
顕
在
化
し
は
じ
め
て

い
た
。

こ
れ
よ
り
早
く
、
十
七
世
紀
末
す

で
に
明
暗
寺
に
は

二
種
類

の
弟
子
が

い
て
、

明
暗
寺
は

こ
れ
を

「当
寺
直
門
弟
」
と
、
京
地

(京
都
の
地
)
や
田
舎
に
居
住
す

る

「本
則
弟
子
」
と
し
て
区
別
し
た
。
明
暗
寺
は
こ
の
直
門
以
外

の

「本
則
弟

子
」
が
、
托
鉢
修
行
の
ほ
か
尺
八
指
南
や
本
則
授
与

の
取
次
を
お
こ
な
う
こ
と
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を
認
め
て
い
る
3
8
。

普
化
宗
内
部
に
お
け

る
こ
う
し
た
自
己
矛
盾
は
、

一
般

へ
の
尺
八
免
許
状

の
発
行
と
い
う
、
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
を
と

っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
虚
無
僧
本

寺
か
ら
虚
無
僧

へ
出
さ
れ

る
本
則

(免
許
状
)
は
、
本
来
、
虚
無
僧
以
外

の
者

が
取
得
で
き
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
が
、
江
戸

の

一
月
寺
で
は
武
家

の
ほ
か
商

人
に
も
区
別
な
く
本
則
を
与
え
て
い
た
。
ま
た
、
鈴
法
寺
で
は
十
八
世
紀
中
ご

ろ
に
は
、
本
則
を
受
け
ら
れ
な
い
町
人
た
ち
に
、
こ
れ
に
か
わ
る

一
般
用
の
免

許
状

を
授
与
し

て
い
た
3
9
。

こ
れ
を

「吹
竹
免
許
」
ま
た
は

「竹
名
」
と
い

う
。
家
元
制
度
に
お
け
る

「芸
名
」
と
同
じ
で
、
竹
名
授
与
に
よ

っ
て
得
ら
れ

る

「志
」
を
経
済
的
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た

の
で
あ
る
。
檀
家

の
な
い
普
化
宗
寺

院
が
、
本
寺
と
し
て
の
体
面
を
保

つ
た
め
の
苦
肉
の
策
だ

っ
た
と
も
い
え
る
し
、

そ
れ
ほ
ど

一
般
人
の
尺
八
を
習
得
す
る
欲
求
が
強
か

っ
た
と
も

い
え
る
。

こ
う
し
た
土
壌

の
な
か

で
、
初

世
琴
古
を
は
じ

め
、
尺
八
指
南
と
尺
八
製

管
を
な
り
わ
い
と
す
る
専
門
家
が
江
戸
の
町
に
誕
生
し
た
。
京
都

で
も
、
古
鏡

と
い
う
尺
八
製
管
名
入
の
名
が
延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
版
の

『
(改
正
増
補
)
京

羽
二
重
大
全
』
に
見
え
、
初
世
琴
古

の
活
躍
期
に
あ
た
る
明
和
五
年

(
一
七
六

八
)
の

「指
南
取
次
連
中
所
書
」

に
は
、
古
鏡

以
下
三
十
三
名
も

の
住
所
と
名

(
一
名
だ
け
名
が
な
い
)
が
記
さ
れ

て
い
る
4
0
。
初
世
琴
古
当
時
、

い
わ
ゆ
る
家

元
制
度
の
流
派
組
織
が
確
立
し

て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、

二
代
、
三
代
と
受

け
継
が
れ
る
な
か
で
、
し
だ

い
に
流
派
の
形
態
を
整
え
て
い
く
だ
け
の
機
は
十

分
に
熟
し
て
い
た
と
い
え
る
。

黒
澤
琴
古

の
芸
名

(こ
れ
を
尺
八
で
は
竹
号
、
ま
た
は
号
と
よ
ぶ
)
は
四
世
ま

で
つ

づ
き
、

二
世
三
世
は
そ
れ
ぞ
れ
実
子
が
相
伝
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
実
子
継
承

法
は
、
日
本
古
来

の
血
脈
に
よ
る
芸

の
伝
承
の
か
た
ち
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
四

世
で
尺
八
家
、
黒
澤
琴
古

の
名
跡
は
絶
え
た
が
、
黒
澤
家
は
い
ま
な
お
存
続
す

る
。と

こ
ろ
で
、

四
世
黒
澤
琴
古
が
存
命
中

の
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)
に
、
山
田

如
童

(本
名
弁
蔵
)
は

「琴
古
」
を
名

の
っ
た
。

「
一
月
禅
寺
鈴
法
禅
寺
両
御
番

ふ
き
あ
わ
せ

所

吹
合

尺
八
指
南
山

田
弁

蔵

別
号
如
童

如
童
改
別
号
琴
古
」
と
い
う

署
名
を
も

つ
楽
譜
4
1
と
、

二
年
後

の
同
じ
く

「
尺
八
指
南
山

田
弁
蔵

別
号

琴
古
」

の
署
名
入
り
楽
譜
4
2
か
ら
そ

の
こ
と
が
わ
か

る
。
久
松
風
陽

(本
姓
は

萱

名
は
雅
五
郎
定
晴
。
、
一
七
八
五
4
3
～
一
八
七
一
ご
ろ
)
は
天
保
九
年

(
一
八
三
八
)

か
い
じ
ょ
う

ほ
いヨ

　

の
手
記

「海
静
法
語
」
に
お
い
て
、

こ
の
行
為
を
厳
し
く
弾
劾
し
た

(栗
原

一

九
一
八

"
二
一
六
～
二
　
七
)
4
4
。

そ
の
結
果
如
童
は
普
化
宗
門
を
去
り
、
そ
れ

以
後
琴
古
の
号
を
黒
澤
家
血
族

の
者
以
外
が
名

の
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
こ
ん

に
ち

の
琴
古
流

で
は
、

「
琴
古

流
宗
家
」

の
称
は
流
祖

で
あ
る
初
世
黒
澤
琴
古

に

の
み
あ
る
と
し
4
5
、

琴
古
流
宗
家

を
名

の
ら
な

い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

明
治
以
後
い
く

つ
か
に
枝
分
か
れ
し
た
芸
系
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「琴
古
流
何
々
社
」
、

「琴
古
流
何
々
会
」
の
宗
家
と
し
て
併
存
す

る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。

と
ぎ
ん

現
在
の
尺
八
界
は
、
琴
古
流
と
明
治

二
十
九
年

(
一
八
九
六
)
、
初
世
中
尾
都
山
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第二章 第一節 考察の前提

(本
名
琳
三
。

一
八
七
六
～
一
九
五
六
)
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
都
山
流
と
に
大
き
く

二
分
さ
れ
る
。
初
世
都
山
の
生
存
中
に
尺
八
界
最
大
の
流
派
と
な

っ
た
都
山
流

が
、
そ

の
す
べ
て
の
系
列
4
6
を
あ
わ
せ
て
推
定

一
万
七
千
人

(大
橋

一
九
九
五

…

二
三
)
に
の
ぼ

る
の
に
対
し
て
、
琴
古
流
の
人
口
は
歴
史

の
長
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
約
半
数
の
推
定
八
千
人

(同

"
二
七
)
し
か
な
い
。
こ
の
数
の
違

い
は
、

全
国
に
居
住
す
る
大
師
範

・
師
範

・
準
師
範
ら

の
門
人
を
宗
家
が
束
ね
る
ピ

ラ

ミ

ッ
ド
型
の
都
山
流
と
、
比
較
的
小
さ
な
会
派
が
単
位
と
な
る
琴
古
流
と
の
、

流
派
の
組
織
形
態

の
相
違
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
お
よ
び
第
三
章
は
、,
こ
の
琴
古
流
を
あ

つ
か

っ
た
論
考

で
あ
る
。
両

章
に
ま
た
が
る
主
な
主
題
は
、
琴
古
流
本
曲
が
い
つ
ど

の
よ
う
に
し
て
制
定
さ

れ
、
そ
の
後

の
伝
承
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
か
を
、
可
能
な
限

り

の
史
料
に
基
づ
き
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
琴
古
流
は
他

の
流
派
や
寺
軒
に

く
ら
べ
て
比
較
的
多
く

の
史
料
を
も

つ
が
、
し
か
し
、
正
確
な
史
実
を
構
成
す

る
に
は
そ
の
数
は
多
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
の
従
来

の
記
述
に
は
曖

昧
な
点
が
多
く
、
ま
た
、
近
年
新
た
に
出
現
し
た
史
料
に
よ

っ
て
書
き
直
し
の

必
要
が
生
じ
た
点
も
多

々
あ
る
。

し
た
が

っ
て
本
章
第

二
節

で
は
ま
ず
、

「琴
古
流
」

の
成
立
を
め
ぐ
る
従
来

の
説
の
整
理
と
検
討
を
お

こ
な

い
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
問
題
点
を
明
示
す

る
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
了
解
事
項
は
、
次
章
に
お
け
る

「琴
古
流
本
曲
」
研

究
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
次
章
第

二
節
に
お
け
る
音
楽
的
考
察
は
、
以

後

の
章

へ
の
布
石
と
も
な
る
。

そ
つ
さ
ん

し
ち
く
し
ょ
し
ん
し
ゅ
う

2
6

中
村
宗
三
の
著

書

『糸
竹
初
心
集
』

(
一
六
六
四
年
刊
)
は
、

「
一
節
切

(ま
た
は

一
節
切
尺
八
)
」

「琴

(箏
の
意
味
)」

「三
味
線
」
の
入
門
独
習
書

で
、
楽
譜
を
掲
載
し

た
近
世
最
古
の
版
本
と
し
て
名
高
い
。
序
論

で
述

べ
た
よ
う
に
、
中
村
は
こ
の
上
巻

二

節
切
吹
様
」
で

「虚

無
尺
八
」
、
あ

る
い
は

「虚
無
僧
尺
八
」

の
存
在
を
認
め
て
い
る

(浅
野
ほ
か

一
九

七
八

"

一
二
、

一
六
)
。
こ
の
種

の
尺
八
は
今
日

一
般
に

二

節

切
」
と
の
区
別
か
ら

「普
化
尺
八
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
が
、
こ
の
名
称
は
歴
史
的
用
語

・

で
は
な
い
。
『糸
竹
初

心
集
』
の
用
例
か
ら
み
て
も
、
江
戸
期

の
こ
の
種

の
尺
八
を

「虚

無
僧
尺
八
」
と
よ
ぶ
方
が
適
切
で
あ
る
。

2
7

一
節
切
の
流
名

は
、
元
和
八
年

(
=
ハ
ニ
ニ
)

の

『宗
左
流
尺
八
手
数
併
唱
歌
目

.

録
』

(大
森
宗
動
著

)
、
本
奥
書
が
寛
永
元
年

(
一
六

二
四
)
、
奥
書
が
正
徳
五
年

(
一

七

一
五
)
の

『
宗
左

流
尺
八
秘
伝
集
』
な
ど

の
書
名
、
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)
開
板

の

『
雍
州
府
誌
』

(黒
川
道
祐
著
)
に
あ
る

「近
世
吹
レ
之
有
二
両
流
一、
所
謂
宗
左
流
西

実
流
是
也
」

(新
修

京
都
叢
書
刊
行
会

一
九
九
四

"
五
〇
七
)

の
記
事
、
な
ら
び
に

文
政
元
年

(
一
八

一
八
)
版
行

の

『
糸
竹
古
今
集
』

(神
谷
潤
亭

・
伊
能

一
雲
共
著
)

に
あ
る

「指
田
流

一
節
切
之
伝
」

(浅
野
ほ
か

一
九
七
八

"
二
〇
四
)

の
タ
イ
ト
ル

な
ど
に
み
ら
れ
る
。

な
お
、
『雍
州
府
誌
』
の

「西
実
流
」
に

つ
い
て
上
野
賢
實
は
、

「西
実
流
は
、
室
町

後
期
の
公
卿
で
第

一
級

の
学
者
で
も
あ

っ
た
三
条
西
実
隆
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
」

(上
野

一
九
八
三

"

一
九
七
)
と
し
て
い
る
が
、
馬
淵
卯
三
郎
は

「『
西

実
』
は
実
教

・
実
相
を
略
し
て

『両
実
』
と
云
う
の
の
誤
り
で
あ

っ
て
、
(略
)
蛋
庵

"

短
笛
秘
伝
譜

(　ひ
O
。。)
で
は

『
両
実
目
録
』
と
い
う
ふ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、

軸
奄
宗
動

"
尺
八
相
伝
集
(ま
睾
)に
は

『
実
相
実
教
両
人
目
録
』
と
し
て
、
省
略
法
を

用
い
て
い
な
い
」

(
馬
淵

一
九
九
二

"
二
〇
八
)
と
い
う
よ
う
に
、
『雍
州
府
誌
』
の

「西
実
」
が

「両
実

」
の
誤
り
だ

と
指
摘
し

て
い
る
。
宗
左
流
、
指
田
流
は
流
名
と
し
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て
存
在
し
た
が
、
馬
淵
の
い
う

「両
実
」
は
あ
く
ま
で
二
名
の
名
前

の
省
略
表
記
で
あ

り

「流
」
ほ
ど

の
意
味
で
は
な
い
。
従

っ
て
本
文
で
は
、
馬
淵

の
指
摘
に
な
ら

っ
て
こ

の
流
名

の
記
述
を
省
い
て
い
る
。

2
8

享
保

二
十
年

(
一
七
三
五
)
執
筆
、
元
文
元
年

(
一
七
三

六
)
奥
書

の

「虚
霊
山

縁
起
並
に
三
虚
鈴
譜
弁
」
に

「以
尺
八
為
法
器
」
と
あ
る

(塚
本

一
九
三
七
b

…
二

五
、
中
塚

一
九
七
九

…

一
三
三
)
。
ま
た
、
普
化
宗
本
則
の

「尺
八
」
項
に

「夫
尺

八
者
法
器
之

一
也
」
と
あ
り
、

こ
の
定
型
文
が
普
化
宗

の
宗
旨

と
し

て
通
用
し
た

(傍

点
筆
者
)。

2
9
以
下
は

『徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
二
六
六
〇
番

(法
制
史

学
会

一
九
五
九

}
六

九
～
七
〇
)
か
ら
の
引
用
。
栗
原

(
一
九

一
八

　
一
五
五
～

一
五
六
)

の

「覚
」
は

こ
こ
か
ら

の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
虚
無
僧
側
の
記
録
と
し

て
は

、
『
琴
古
手
帳
』

(塚
本

一
九

三
七

a

"
七
～
八
)
所
載

の

「掟
」
が
あ
り
、
発
行

人
名

に
省
略
と
文
中
に
若

千
の
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は

『古
事
類
苑
』
(宗
教
部

一
)
の

「
[普
化
宗
門
之
掟
]
覚
」

(神
宮
司
庁

一
九
七
七

[初
版

一
八
九
六
]

…

一
=

七
)
か
ら

の
引
用
と
思
わ
れ

る

。
二
六
六

〇

覚

一
、

本
寺
之
住
職
者
、
其
末
寺
井
本
寺
之
弟
子
仲
間
、
以
二
衆

評

一撰
二器
量

一可
二
相
定

一之
。
縦
錐
レ
有
二
由
緒

一、
師
弟
子
以
二
相
封

一、
後
住
契
約
井
遺
状
不
レ
可
レ立
レ
之
、

於
二
末
寺
之
住
職
者

一、
其
寺
之
弟
子
と
も
相
談
之
上
、
伺
二
本
寺

一可
二居
置
一事
、

一
、

弟

子
契
約
之
儀
、
改
二
其
人

一、
惜

二
取
二
謹
人

一可
レ
極
レ
之

、
為
レ
背
二
大
法

一、
追

放
人
等
不
レ
可
二
抱
置

一事
、

附
、
虚
無
僧
之
作
法
、
古
来
相
定
之
通
、
従
二本
寺

一彌
入
念
急
度
可
二申
付

一事
、

、

末
寺
弟
子
中
背
三

宗

之
法

一、
令
二
仕
置

一時
者
、
小
科
之
者

ハ
断
二
本
寺
一可
レ
任

二差
図
一、
大
科
之
族
者
達
二奉
行

一落
着
可
二申
付
[之
、
理
不
蓋
之
働
仕
間
敷
事
、

右
之
條
々
、
堅
可
レ
相
守
二
之

一、
若
於
二違
背

一ハ
、
可
レ
為

二曲
事

一也
、

延
宝
五
丁
巳
年

十
二
月
十
八
日

太

田
摂
津
守

印

板
倉
石
見
守

印

小
出
山
城
守

印

虚
無
僧
諸
派
本
寺
中

同

末
寺
中

3
0
寛
永
五
年

(
=
ハ
ニ
八
)
の

「暮
露
虚
無
僧
本
則
」
(法
燈
派
本
山
興
国
寺
修
史

局

一
九
三
八

…
七
二
～
七
四
)
に
は

「虚
無
開
山
普
化
和
尚
末
派
十
六
派
ア
リ
」
と

し
て
次
の
派
名
を
あ
げ
て
い
る
。
暮
露
が
薦
僧
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
示
す
文

書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
派
名
の
ほ
と
ん
ど
は
普
化
宗
に
受
け
継

が
れ
な
か
っ
た
が
、
若
干
関
連
が
あ
り
そ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
括
弧
内
に
そ
の
後

の
普
化
宗
寺
院
に
お
け
る
派
名
を
付
記
し
た
。

一

ワ
サ
カ
リ
門
派
、

一一一一一一一一一一一一一一一

筑
紫
ニ
イ
ヌ
ヤ

ロ
ウ
門
派
、

北
国
ノ
キ
ハ
門
派
、

中
国
ニ
ノ
キ
ハ
門
派
、

伊
勢
ニ
サ
カ
ハ
ヤ
シ
門
派
、

五
畿
内
ヤ
ワ
タ
ノ
キ
ハ
門
派
、

武
蔵
ニ
カ

＼
リ
門
派
、

美
濃
二
若
衆
門
派
、

上
州
サ

ハ
ラ
門
派
、

中
武
蔵
ニ
ョ
リ
タ
ケ
門
派
、

(寄
竹
派
)

下
総
ニ
キ
ン
ゼ
ン
門
派
、

(金
先
派
)

下
野
ニ
コ
キ
ク

ハ
門
派
、

(小
菊
派
)

奥
州
ニ
タ
ン
シ
ャ
ク
ヨ
ロ
コ
ヒ
門
派
、

常
陸
ニ
ウ
メ
ジ
門
派
、

(梅
地
派
)

奥
州
ニ
タ
ン
シ
ャ
ク
門
派
ヨ
、

北
国
ニ
カ
ン
タ

ン
キ
ノ
ハ
門
派
、

(
マ

＼
)

リ
ワ
カ
ル
派
ア
リ
、
暮
露

寛
永
五
仲
春
念

一
日
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第二章 第一節 考察の前提

な
お
、
『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』

(山
本
萬
津
校
訂
、
文
化
十
年

[
一
八

一
三
]、

三
章
付
録
解
題
参
照
)
に
は
、

「又
云
四
居
士
来
朝
シ
テ
興
国
寺

ノ
廣
化
庵

二
住
テ
我

宗
ヲ
廣
ム
、
四
居
士
各
四
弟
子
ア
リ
都
合
十
六
弟
子
正
法
ヲ
附
与

ス
、
侃
テ
十
六
派
二

分
ル
、
今
七
派
相
続
シ
九
派

ハ
断
絶
ス
」
と
あ
り
、
次

の
よ
う
な

「古
十
六
派
」
名
を

あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
と
、

「虚
無
僧
宗
門
諸
派
」
と
の
関
係
は

つ
ま
び
ら
か

で
な
い
。

斯

詮

(改
今
ノ
金
先
派
)、
火
下

(今
ノ
活
惣
派
)、
宋
和

(今

ノ
根
笹
派
)
、
寄
竹
、

梅
士
、
小
菊
、
夏
潭

(今
ノ
不
智
派
)

右
七
派
相
続
ス

養
沢
、
芝
隣

(酒
林
)
、
義
文

(大
櫻
ト
モ
)
、
隠
巴
、
司
祖
、
雄
南

(野
ノ
派
ト
モ
)
、

短
尺

(多
門
義
ト

モ
)、

児
派
、
野
木

右
九
派
断
絶
ス

3
1
元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)
に
、
京
都
の
明
暗
寺
が
国
々
の
取
次
指
南
お
よ
び
す
べ

て
の
宗
縁
に
対
し
て
出
し
た

「本
則
弟
子
江
申
渡
掟
」
に
、
「河
東
五
条
よ
り
下

一
の

橋
迄
者
古
来
よ
り
留
場
に
申
付
、
尺
八
修
行
差
留
置
候
」
(中
塚

一
九
七
九

"
一
六

八
)
と
あ
る
。
特
定
地
域
で
の
托
鉢
を
禁
止
す
る
の
意
味
で

「尺
八
修
行
差
留
」
と
い

う
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「尺
八
の
手
本
曲
を
可
為
修
行
、
乱
曲
吹
候
事
不
相

成
候
、
勿
論
指
南
所
者
不
申
及
、
於
面
々
之
宅
、
尺
八
を
琴
三
味
線
合
候
儀
急
度
停
止

申
付
候
事
」
(同

"
一
六
九
)
と
い
う
く
だ
り
は
、
修
行
と
し
て
吹
奏
す
る
の
は

「乱

曲
」
で
は
な
く

「本
曲
」
で
、
箏

・
三
味
線
と
の
合
奏
を
停
止
す
べ
き
と
す
る
点
で
興

味
深
い

(傍
点
筆
者
)
。

3
2
普
化
宗
が
幕
府
公
認
の
宗
門
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
た

「慶
長

之
掟
書
」
(慶
長
十
九
年
)
に
は
、
原
本
が
な
い
代
わ
り
に
い
く
つ
も
の
写
し
が
存
在

す
る
。
条
目
数
の
増
え
た
写
し
の
ひ
と
つ
に
、
天
保
二
年

(
一
八
三

一
)
、
鈴
法
寺
院

代
安
楽
寺
住
職
よ
り
寺
社
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の

一
条
に
、
尺
八
吹

奏
を
虚
無
僧
に
限
定
す
る
次
の
よ
う
な
内
容
の
文
が
あ
る

(栗
原

一
九

一
八

…
=
二

三
)
。
な
お
、
句
読
点
は
筆
者
、
括
弧
に
て
追
加
文
字
は

『
琴
古
手
帳
』
(塚
本

一
九

三
七

a
"
一
八
)
と
の
異
同
比
較
。

「虚
無
僧
の
外
尺
八

(ヲ
)
吹
申
者
於
有
之

(者
)、
急
度
差
留
可
申
候
。

(之
)

(指
)

吹
仕
度
者
は
、
本
寺
よ
り
尺
八
の
免

(し
)
出
し
吹
せ
可
申
候
。

(懇
望
之
輩
者
)

(之
)

(為
吹
)

勿
論
武
士
の
外
下
の
者
共
に

一
切
尺
八

(ヲ
)
吹
申
間
敷
候
。

(諸
士
之
外
下
賎
之
者
江
)

(為
吹
)

尤
虚
無
僧
に
不
可
致
事
。」

(之
姿
為
間
敷
候
事
)

尤
他

§

注
3
1
に
あ
げ

た
元
禄
七
年

(
一
六
九

四
)
の
例

の
他
に
、
寛
政
五
年

(
一
七
九

三
)
の

「稽
古
所
定
」
に
、
「琴

三
味
線
二
合
其
外
遊
興
ケ
間
敷
吹
申
間
敷
事
」
(塚
本

一

九
三
七

a

二

一
一
)

と
あ
る
。

3
4

こ
の

「家
訓
二
十
三
條
」
は
、
「雨
入
朽
損
用
立
不
申
二
付
、
(略
)
文
言
少
茂
無

相
違
書
改
、
淵
月
禅
師
之
印
鑑
之
処
切
抜
張
置
候
条
、

(略
)
宝
暦
二
壬
申
季
五
月
廿

三
日

隠
居
正
山
理
中

後
住
眠
山

一
圭
首
座
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
暗
寺
の
伝
本

(こ

れ
も
所
蔵
し
た
初
世
中
尾
都
山
が
東
京
大
空
襲
に
会
っ
て
焼
失
)
は
正
山
理
中
が
書
い

た
も
の
で
あ
る
。
淵
月
了
源
の
原
文
が
本
当
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
中
塚
竹
禅
は
疑

問
と
し
て
い
る

(中
塚

一
九
七
九

…
一
六
二
～

一
六
六
)。

3
5

「家
訓
二
十
三
條
」
に

「百
姓
町
人
之
類
、

(中
塚

一
九
七
九

…

一
五
二
)
と
あ
る
。

如
何
様
願
候
共
決
而
取
立
間
敷
候
事
」

3
6

「家
訓

二
十
三
條
」
に
、

「令
懇
望
本
則
願
候
者
有
之
候
共
、

人
江
附
与
仕
間
敷
候
」

(中
塚

一
九
七
九

叫
一
五
七
)
と
あ
る
。

士
官
之
外
百
姓
町

3
7

「家
訓

二
十

三
條
」
に
、

「又
町
人
百
姓
其
身
卑
劣

二
無
之
者
江
は
宗
縁
を
結
ヒ

置
候
儀
茂
其
意
味
有
之
事

二
候
」

(中
塚

一
九
七
九

"

一
五
七
)
と
あ
る
。

3
8

注

3
1
の

「本
則
弟
子
江
申
渡
掟
」

(
一
六
九

四
年
)
に
同
じ
。
こ
の
掟

に
よ

る

と
、
明
暗
寺

の
弟
子
に
は

「当
寺
直
門
弟
」
と
京
地
な
ど

に
居
住
す
る

「本
則
弟
子
」

と
の
区
別
が
あ
り
、

特
に

「本
則
弟
子
」
が
指
南
取
次
や
本
則
取
次
を
行
う
さ
い
の
心
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得
を
細
か
く
記
載
し

て
い
る

(中
塚

一
九
七
九

"

一
六
六
～

一
六
九
)
。
な
お
、

こ

の

「京
地
」
の
住
所
は
、
注

4
0
の

「指
南
取
次
連
中
所
書
」
と
関
連
づ
け
て
考
え
る

こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

3
9

宝
暦
九
卯
年

(
一
七
五
九
)
十

月
六
日
に
、
幕
府
寺
社

奉
行
か
ら
発

せ
ら
れ
た

本
則
授
与
に
関
す
る

「申
渡
」
文
書

(『
虚
無
僧
法
式
』、
『普

化
宗
雑
記
』
、
栗
原

一
九

一
八

"
一
六
三
～

一
六
四
に
記
載
)。
以
下
は

『徳
川
禁
令
考
』

(法
制
史
学
会

一
九

五
九

"
七
〇
～
七

一
)
か
ら
の
引
用

(括
弧
内
は
栗
原
ほ
か
の
用
語
。
傍
点
筆
者
)
。

本
則
付
与
之
儀

二
付
申
渡

小
金

一
月
寺

青
梅
鈴
法
寺

右
両
寺
よ
り
本
則
相
望
候
者
江
与
へ
候
儀
、
是
迄

一
月
寺
二
お
ゐ
て
、
任
懇
望
、

士
商
之
無
差
別
致
附
与
来
、
鈴
法
寺
二
而
ハ
武
家
之
儀
者
、
任
望
、
町
家
之
者
江

者
、
望
候
共
、
決
而
不
致
附
与
候
得
共
、
尺
八
手
練
之
者
相
望
候

二
付
、
所
名

(竹
名
)
を
相
許
来
候
由
、

一
月
寺

二
而
所
名

(竹
名
)
ト
申
儀
無
之
由
、
彼

是
両
寺
取
扱
区
々
ご
相
聞
候
、

一
宗

一
派
之
両
寺
た
る
上
者
、
左
様

二
者
有
之

間
敷
事
二
候
、

(略
)

鈴
法
寺
方
二
而
も
、
町
家
尺
八
手
練
之
も
の
へ
相

許
候
竹
名
之
儀
者
、
是
又
其
用
無
之
事
二
候
、
向
後
堅
可
為
無
用
候
、

(略
)

こ
の
年
の
七
月
に
鈴
法
寺
の
囎
山
は
、
「御
尋
二
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
と
し

て
、
答
申
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
こ
こ
で
囎
山
は

「拙
寺
ニ
テ
侍
ノ
外
商
家

へ
本
則

附
与
不
仕
候
。
只
今
迄
壱
人
モ
無
御
座
候
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
竹
名
に
つ
い
て
は
、

「尺
八
好
ミ
候
町
人
共
ノ
内
、
私
方
出
入
仕
心
易
キ
者
ノ
内
二
、
尺
八
能
修
練
仕
指
南

モ
可
仕
モ
ノ
モ
御
座
候
得
共
、
拙
寺
方
ニ
テ
本
則
差
出
不
申
候
二
付
、
尺
八
能
吹
候
名

目
に
、
如
俳
名
名
ヲ
呼
呉
候
様
願
候
者
座
候
得
ハ
、
古
来
ヨ
リ
竹
名
ト
申
名
ヲ
付
ケ
遣

シ
申
候
、
畢
寛
私
方

へ
出
入
仕
尺
八
能
吹
候
印
迄
ニ
テ
、
本
則
ト
ハ
違
ヒ
別
段
二
軽
キ

儀
ニ
テ
御
座
候
」
と
答
申
し
て
い
る

(
『普
化
宗
雑
記
』

=

七
丁
、
日
本
大
学
総
合

図
書
館
蔵
)
。
こ
れ
を
受
け
た
先
の
寺
社
奉
行
の

「申
渡
」
で
は
、
同
じ
宗
派
に
お
け

る
本
則
の
扱
い
方
の
違
い
を
糺
す
と
と
も
に
、
鈴
法
寺
に
お
け
る
竹
名
授
与
を
禁
止
し

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
幕
府
と
普
化
宗
と
の
や
り
と
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
改

ま
る
ど
こ
ろ
か
竹
名
授
与
は
既
成
事
実
化
し
て
い
っ
た
。

4
0

『虚
無
僧
法

式
』

(西
尾
市
立
図
書
館
、
岩
瀬
文
庫
)
所
載
。
塚
本
虚
堂
が

こ
れ

を
若

干
補
足
訂
正
し
て
、
翻
刻
紹
介
し

て
い
る

(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
七
五
]
"

三
六
五
～
三
六
八
)
。
以
下
は
塚
本
か
ら

の
引
用

(括
弧
内
は
塚
本

の
補

足
訂
正
に
よ

る
)
。
な
お
、
、
印

の

「萬
」
は

『虚
無
僧
法
式
』
で
は

「万
」
。
ま
た
、

「川
原
」
は

「河

原
」
の
訂
正
漏
れ

と
思
わ
れ
る
。

明
和
五
戊
子
年
改

指
南
取
次
連
中
所
書

下
行

(京
)
之
分

(シ
モ
ギ
ョ
ウ
ノ
ブ
ン
)

烏
丸
五
条
下
ル
弐
丁
目

古

鏡

室
町
松
原
上
ル
町

林

随

万
寿
寺
陽
町
東
江
入

如

意

下
西
之
分

(シ
モ
ニ
シ
ノ
ブ
ン
)

西
六
条東
中
筋
七
条
上
ル
ニ
丁
目

陵

雲

仏
具

(屋
)
町
魚
棚
上
ル
町

観

玉

中
行

(京
)
上
之
分

(ナ
カ
ギ

ョ
ウ
カ
ミ
ノ
ブ
ン
)

麩
屋
町
押
小
路
下
ル

梅

堺
町
押
小
路
下
ル

去

車
屋
町
二
条
上
ル

義

上
行

(京
)
之
分

(カ
ミ
ギ

ョ
ウ
ノ
ブ
ン
)

鳥
丸

一
条
下
ル

文

柳
馬
場
竹
屋
町
上
ル

台

下
立
売
千
本
西
江
入

友

吉

(葭
)
屋
町

一
条
下
ル

(逸
名
)

中
行

(京
)
之
分

(ナ
カ
ギ
ョ
ウ
ノ
ブ
ン
)

柳
馬
場
陽
上
ル
町

如

仏
光
寺
柳
馬
場
西
江
入

友

仏
光
寺
油
小
路
西
江
入

超

河
原
町
四
条
上
ル
丁

良

古風枝松獄虹仙長水虎
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御
幸
町
押
小
路
上
ル

上
行

(京
)
之
分

十
条
坊
辻
子

室
町
新
町
ト
間

一
町
計
リ

黒
門
丸
太
町
上
ル
伝
馬
町

丸
太
町
西
蔦
地
東
江
入

川
東
之
分

(カ
ワ
ヒ
ガ
シ
ノ
ブ
ン
)

建
仁
寺
町
五
条
上
ル

新
門
前
門
前
間
辻
子

縄
手
三
条
出
町
下
ル
町
吉
町
二
在

新
婦

(麩
)
屋
町

多

(カ
ミ
ギ

ョ
ウ
ノ
ブ
ン
)

(仁
)
王
門
下
ル
孫
橋

高
倉
竹
屋
町
下
ル

台
獄
指
南

川
原
、
町
竹
屋
町
上
ル

右
同
断

六
間
町
五
辻
上
ル
町

富
小
路
二
条
上
ル

指
南

菊
康
町
今
出
川
上
ル
町

万
鏡
出
指
南

小
川
上
立
売
上
ル

三
年
坂

指
南

知
恩

(院
)
地

(寺
)
中
中
橋

水

古萬萬
*

舟竹鏡

友流聖

山観 庵

友 千 龍 清 千 如 一 巴 明 慶

閑 国 姿 山 丈 水 指 山 山 賀

 

4
1
小
菅
大
徹
は
こ
れ
を
山
田
如
童
譜

『尺
八
唱
歌
譜
』
と
名
づ
け
て
い
る

(小
菅

一

九
八
八

"
九
九
)
。
し
か
し
、
初
世
川
瀬
順
輔
が
所
蔵
し
た
こ
の
譜
を
中
塚
竹
禅
が
紹

介
し
た
文
章

(中
塚

一
九
三
三

c

二
壬
二
～
三
六
)
で
は
、
題
名
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
い
。

4
2

滝
川
中
和
旧
蔵
、
及
川
尊
雄
所
蔵
の
如
童
琴
古
譜
。
縦

一
八

○
㍉
、
厚
さ

一
四
㍉
、

表
紙
布
貼
、
片
面
折
本

二
冊

(甲

・
乙
)
。
小
菅
大
徹
が
影
印

・
解
説

つ
き
で
紹
介

(小

菅

一
九
八
八
、

一
九
八
九

a
・
b
)
。

4
3

天
明
五
年
は
筆
者
に
よ
る
数
え
年
計
算
の
生
年
。
小
菅
大
徹
は
生
年
を

一
年
早

い
天
明
四
年

(
一
七
八
四
)
と
計
算
し
て
い
る

(小
菅

一
九
九
〇

a
ほ
か
)
。
久
松
風

陽

の
生
年
を
中
塚
竹

禅
は
、
吉
田

一
調
の

『法
器
尺
八
譜
』
に
あ
る
風
陽
序
文

の

「文

久
辛
酉

(
一
八
六
二
)
の
冬
」

「時
年
七
十

=

を
も
と
に
、
寛
政
三
年

(
一
七
九

一
)

と
推
定
し
た

(中

塚

一
九
三
三
b

二

一七
)
。

こ
れ
に
対
し
て
小
菅
は

一
九
九
〇

a

に
お
い
て
、

「寛
政
重
修
書
家
譜
巻
第
千
百
三
十
八
」

(高
柳
ほ
か

一
九
六
四
b

二

二

二
〇
)
に

「寛
政

六
年
」
「時
に
十
歳
」
と
あ

る
こ
と
に
よ
り
、
天
明
四
年

(
一
七
八

四
)
と
訂
正
し
た
。
筆
者
も
こ
こ
で
月
漢

一
九
八
九
の
生
年
を
訂
正
し
、

「寛
政
重
修

書
家
譜
」
の
記
述
に
従
う
が
、
生
年
計
算
は
数
え
年
に
よ
る
た
め
小
菅
よ
り

一
年
遅
い
。

な
お
、
『江
戸
幕
府

旗
本
人
名
事
典
』

(石
井

一
九
八
九

"
八
二
)
の
寛
政
十

一
年

(
一

七
九
九
)
に

「年
令
、
未
1
5
」、

で
計
算
し
て
も
天
明
五
年
生
に
な
る
。

か
い
じ
ょ
う
ほ
ザひ
　

4
4

久
松
風
陽
は
天
保
九
年

(
一
八
三
八
)

の
手
記

「海
静
法
語
」

に
お

い
て
、

「於

此
其
時
如
童
な
る
も
の
、
時
を
得

て
惑
乱
、
先
師

の
号
を
略
奪
し
、
浮
言
の
偽
謀
を
逞

し
、
加
之
古
惑

の
誤
謬
を
説
て
今
迷
の
衆
財
を
貧
る
。

(略
)
大
罪
終
に
免
れ
得
ず
如

逃
鼠
如
消
影
宗
門

を
退
く
と
い
へ
ど
も
、
残
毒
い
ま
だ
さ
め
ざ

る
者
衆
し
」
と
痛
烈
に

批
判
し
た
。
十
数
年

に
わ
た
り
琴
古
を
名

の
っ
た
す
え
如
童
は
宗
門
を
去

っ
た
。
な
お
、

山

田
如
童
が
琴
古

を
名

の
っ
た
こ
と
を

「僧
称
」

と
み
る
説
が
多
い
が

(小
菅

一
九

八
八

…

一
〇
四
、
値
賀

一
九
九
八

"
一
六
一二
、

一
六
五
)
、
二

時
琴
古
を
襲
い
だ
」

(市
村

一
九
二
三

"
九
)
と
い
う
見
か
た
も
あ
る
。

4
5

昭
和
七
年
に
三
世
荒
木
古
童
が
琴
古
流
宗
家
を
名

の
り
、
荒
木
派
と
川
瀬
派
に
よ

っ
て
琴
古
流
を

二
分
す
る
論
争
が
わ
き
お
こ

っ
た

(荒
木
皿

一
九
三
二
、
勅
使
河
原

ほ
か

一
九
三
二
、
市
村

一
九
三
二

a
・
b
、
塚
本

一
九
三
二
、
中
塚

一
九
三
二
b

.

c
)。
黒
澤
琴
古
以
外
に
宗
家
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

一
応
の
決
着
を
み
た
。

4
6

現
在
、
組
織
と
し
て
は
都
山
流
尺
八
楽
会
、
日
本
尺
八
連
盟
、
新
都
山
流
の
ほ
か
、

い
く

つ
か

の
独
立
会
派
に
別
れ
る
が
、
芸
系
と
し
て
は
大
き
く
ひ
と
つ
の
都
山
流
と

み

な
す
。
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第

一
一節

琴
古
流
の
成
立
と
相
伝

こ
の
節

で
は
、
従
来
の
記
述

の
検
証
を
通
し
て
、

琴
古
流

の
成
立
お
よ
び

相
伝
を
め
ぐ

る
通
説
を
再
検
討
す
る
。
以
下
、
(
1
)
琴
古
流

の
流
名
、
(
2
)

黒
澤
琴
古
と
琴
古
流
の
相
伝
系
譜
に
分
け

て
論
じ
る
が
、
本
節
末

の
表
2

「
琴

古
流
関
係
略
年
表
」
、
お
よ
び
図
4

「琴
古
流
相
伝
略
系
譜
」
(作
成
の
根
拠
に
つ

い
て
は
本
節
第
2
項
)
を
随
時
参
照
さ
れ
た
い
。

(
1
)
琴
古
流
の
流
名

「
琴
古
流
」
が
初
世
黒
澤
琴
古
を
祖
と
す

る
尺
八
流
派
で
あ
る
こ
と
は
述

べ
た
が
、
い
つ
ご

ろ
か
ら
こ
の
名
称
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
関
す
る
確
実
な
史
料
は
こ
れ
ま
で
な

い
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、

琴
古
流
流
名

の
成
立
を
考
証
す
る
う
え

で
重
要
な
史
料
が
公
開
さ
れ
た
。
ま
ず

は
そ
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
る
。

(
1
、

1
)
流
名

の
初
出

う
と

そ
の

一
つ
は
、
肥
後
熊
本
細
川
家
の
支
藩
で
あ
る
宇
土
細
川
家
六
代
目
藩

お
き
の
り

主
、

細

川
興

文

(月
翁
。
竹
号
来
鳳
。

一
七
二
三
4
7
～

一
七
八
五
)
に
関
わ

る

一
連

の

尺

八
史

料

で
あ

る

(以
下
こ
れ
を
月
翁
史
料
と
よ
ぶ
)。

尺
八
三

管

と
古
文

書
約
六
十

点
を
含
む
こ
の
月
翁
史
料
は
、
昭
和
四
十

二
年
五
月
三
十
日
、
宇
土
市
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
が

(市
指
定
番
号
一二
士

二
号
)、
虚
無
僧
研
究
会
を
主
宰
す
る
小
菅

大
徹
が
そ
の
機
関
誌

『
一
音
成
佛
』
(第
一
δ
号
か
ら
二
+
六
号
)
に
お
い
て
、
ほ

ぼ
そ
の
全
容
を
写
真
影
印

・
翻
刻

・
解
説

つ
き

で
紹
介
し
た

(小
菅

一
九
九
〇
～

九
六
)
4
8
。
市
の
指
定
年
を

み
る
と
そ
の
史
料
価
値
の
認
知
は
か
な
り
古
い
が
、

尺
八
界
に
公
開
さ
れ

一
挙
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た

の
は
ご

く
最
近
で

あ
る
。

ほ
う
し
ょ
う
す

こ
の
月
翁
史
料

の
な
か
に
、
「
《
鳳
将
雛
》
新
曲
認
定
書
」

二
点

(史
料
表
題

は
す
べ
て
小
菅
に
よ
る
)
と
い
う
も
の
が
あ

る

(次
頁
図
-
)。

こ
れ
ら
は
二
世
黒
澤

琴
古
が
所
属
し
た
、

一
月
寺
と
鈴
法
寺
の
両
寺
か
ら
琴
古
宛
に
発
行
さ
れ
た
同

文
の
文
書
で
、
寺
が

《
鳳
将
雛
》
と
い
う
曲
を

「
琴
古
流
」

の
新
曲
と
し

て
承

認
す
る
と
と
も
に
、
虚
無
僧
並
び
に
尺
八
指
南
者
た
ち
に
伝
達
す

る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

《
鳳
将
雛
》
の
作
者
に
つ
い
て
は
、

『琴
古
手
帳
』
(黒
澤
家
伝
来
の
唯

一
の
史
料
。

著
者
お
よ
び
書
写
年
代
不
明
。
原
題
な
し
。
原
本
行
方
不
明
)
に
書
か
れ
た

「初
世
琴
古

作
」
が
定
説
と
な

っ
て
き
た
が
、

こ
れ
を
覆
す

「
月
翁
作
」
説
が
か

つ
て
塚
本

虚
堂
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る

(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
六
一三

　
一

五
～

一
七
、
同

[初
出

一
九
七
五
]
一
三
四
一
～
三
四
三
)。
今
回
の
月
翁
史
料
は
塚
本

説
を
補
強
す
る
内
容

と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
い
ま
そ

の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら

な

い

(第
三
章
第

一
節
)。

こ
こ
で
は

「琴
古
流
」
と
い
う
名
称
を

つ
か

っ
た
最
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古

の
史
料
と
し

て
評
価
し
た
い
。
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
と

い
え
ば
初
世
琴
古

が
没
し
て
わ
ず
か
二
年
後
の
こ
と
で
、
琴
古
自
身
が
名

の
ら
ず

と
も
、
周
辺

で

琴
古
流
の
名
が

つ
か
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ほ
う
し
ょ
う
す

図
1

《
鳳
将
雛
》
新
曲
認
定
書

(同
文
二
点
の
内
、
一
月
寺
の
例
)

し
か
し

こ
れ
は
あ
く
ま

で

麺

国

右
琴
古
流
新
曲
弘
儀

今
度
被
仰
聞
致
承
知
候

虚
無
僧
中
並
尺
八
免
許

指
南
之
輩
江
可
致

伝
達
候
為
念
書
付

進
置
候
也

一
月
寺

圃

安
永
二
年
己
+
月
士

一百

黒
澤
琴
古
殿

(小
菅

一
九
九
〇

…
八
四
、
八
六
)

傍
点
筆
者

も
推
測
な

の
で
、
新
た
に
別

な
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
か

ぎ
り
は
、
安
永

二
年
が

「琴

古
流
」
流
名

の
初
出
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

い
ま

一
つ
の
史
料
は
、
池

い
つ
し

田

一
枝

(本
名
仙
助
、
千
助
と

も
。
、
一
七
五
八
～
?
)
の
記
し

た
文
政
五
年

(
天

二
二
)
の

『
尺
八
琴
古
流
手
続

乾
』

(琴
古
流
本
曲
譜
)
と
、
翌

文
政
六
年

の

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』

で
あ
る
。
こ
れ
ら

じ
ん
に
ょ
ど
う

は
古
典
尺
八
家
、
神
如
道

(
一

じ
ん
に
ょ
し
ょ
う

八
九
一
～
一
九
六
六
)
の
遺
品
と
し
て
近
年
み
つ
か
っ
た
も
の
で
、
子
息
の
神
如
正

に
よ
り
そ
の

一
部
が
公
開
さ
れ
た

(神
如
正

一
九
九
五
)
。

一
枝
の
楽
譜
と
し

て

し
ょ
う
が

は
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
の

『
尺
八
唱
歌
譜
』
(佐
藤
晴
美
旧
蔵
、
琴
古
流
美
風
会

宗
家
所
蔵
)
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
神
家

の
史
料
は
こ
れ
よ
り
二
十
五
年
後

の
も

の
で
あ
る
。

二
点
と
も
野
村
多
仲
に
同
居
し
た
泉
州
岸
和
田
藩

の

一
呂
子

な
る
者
に
書
き
与
え
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
対
に
な
る
は
ず

の

「坤
」
と

「下

ノ
巻
」
は
み
つ
か

っ
て
い
な
い
。

神
家
史
料

の
注
目
す

べ
き
点
は
、
そ

の
題
籏
に

「
琴
古
流
」
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
琴
古
流
関
係

の
古
譜
や
文
書
類

で
、
琴
古
流
名
を

つ

,

け
た
も
の
は
他
に
例
を
み
な
い
。
ま
た
神
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

(神
如
正

一

九
九
五

"
一
〇
)
、
『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
に
「普
化
宗
両
本
寺
免
許
指
南

十

九
ヶ
年

ノ
間
吹
合
相
勤
首
尾
能
隠
居
仕
当
年
六
十
六
歳

池

田
仙
助
別
号

一

枝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
六
年

(
一
八
二
三
)
か
ら
数
え
歳
で
逆
算
し

て
、

一
枝

の
生
ま
れ
年
が
宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
と
判
明
し
た
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

(1
、
2
)
琴
古
流
と

[
閑
流

琴
古
流
は
、
比
較
的
早
い
段
階

で

一
閑
流
と
分
か
れ
た
と
い
う
の
が
通
説

で
あ
る
。

こ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
、
流
名
に
関
す
る
従
来

の
記
述
を
年
代
の

古
い
順
に
記
そ
う

(引
用
の
傍
点
筆
者
)。

ま
ず
最
初

に
あ
げ

る
の
は
、

二
世
荒
木
古
童

(本
名
半
三
郎
、
別
号
竹
翁
。

一
八
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二
一二
～

一
九
〇
八
)
の
述
と
し
て
雑
誌

『名
家
談
叢
』
十

四
号

(明
治
二
+
九
年
)
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る

(荒
木
H

一
八
九
六

"
五
一
～
五
三
)。
荒
木
は
こ
こ
で
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「初
代
の
琴
古
は
虚
無
僧
寺

の
用
達
を
し

て
、

尺
八
を
吹

い
て
居
り
ま
し
た
。
是
は
黒
田
美
濃
守

の
家
来
で
す
。
そ
れ
か
ら
二

代
目
の
琴
古
に
至
て
、

一
閑
と
云
ふ
人
が
出
て
、
琴
古
流
と

一
閑
流
と
別
れ
ま

し
た
。
」

音
楽
学
者
の
田
辺
尚
雄

(
一
八
八
三
～

一
九
八
四
)
は
日
杢

首
楽
の
通
史
や
概
論

書
で
、
も

っ
と
も
多
く
尺
八
に

つ
い
て
記
述
し
た
人
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、

田
辺

の
同
世
代
と
次
世
代
の
音
楽
学
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
尺
八
に
全
く
言
及
し

て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
添
え
物
程
度
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は

ひ
と

え
に
史
料
不
足

の
た
め
と
推
測
す
る
。

そ
の
田
辺
の
著
書
に
、

「初
代
琴
古

の
門
弟

の

一
閑
は
別
派
を
開
い
て
自
ら

一
閑
流
と
呼
ん
だ

の
で
、
二
代
琴
古
の
門
弟
等
は
自
ら
琴
古
流
と
呼
ん
だ
」

(田

辺

一
九
五

一
一
四
八
)
と

い
う
記
述
と
、

「～
其
子
幸
右
衛
門
が
跡
を
継
い
で
二

代
琴
古
と
称
し
た
。
其
時
初
代

の
高
弟
宮
地

一
閑
と
い
ふ
者
が
別
に

一
派
を
起

オ
リ

コ
リ
コ
ロ
ロ
ロ

し
て

一
閑
流
と
称
し
た
。
そ

こ
で
二
代
琴
古

の
方
は

自

か
ら
琴
古
流
と
呼
称

す
る
や
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」
(田
辺

　
九
五
四

　
二
三
一
)
と
い
う
記
述
が
あ

い

っ
か
ん

る
。

田
辺
に
お
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
①
初
代
琴
古
の
門
弟

・
宮
地

一
閑

(生

没
年
不
詳
)
、
②
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
称
す
、
③

二
代
琴
古
の
門
弟
等
は
自
ら

琴
古
流
と
呼
称
、
の
三
点
で
あ
る
。

①

に

つ
い
て
荒
木
は
言
葉

で
は

っ
き
り
と
は
述

べ
て
い
な

い
が
、

系
譜

で

宮
地

一
閑
を
二
世
琴
古
の
弟
子
と
し
て
い
る

(こ
の
問
題
は
後
述
)
。
②

に

つ
い
て

荒
木
は
、

一
閑
自
身
が

一
閑
流
を
称
し
た
と
は

い
っ
て
い
な

い
。
③

に
つ
い
て

も
荒
木
は
、
琴
古
流
と

一
閑
流
に
別
れ
た
と
だ
け
述

べ
て
い
る
。

さ

て
つ
ぎ

に
、
田
辺
よ
り

二
世
代
若

い
音
楽
学
者
、
上
参
郷
祐
康

の
記
述

を
検
討
す
る
。
上
参
郷
は
尺
八
史
の
第

一
作

「
尺
八

の
歴
史
」

で
、

「初
代

の

時
代
に
は
他

の
流
派
は
な
い
か
ら
、
琴
古
流
と
い
う
名
称
は
ま
だ
用

い
ら
れ
て

い
な
い
。
(略
)
こ
の
頃
に
な

っ
て
、
初
代

の
高
弟
の
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
自

稗
す
る
。
そ
れ
と

の
区
別
の
た
め
、
琴
古
流

の
名
称
が
生
ま
れ
た
」
(上
参
郷

一

九
七
一
二

四
)
と
し

て
い
る
。

つ
づ
く

「
尺
八
楽
略
史
」

で
も

「
二
代
目
琴
古

の
時
代
に
な

っ
て
、
初
代
琴
古
の
高
弟
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
称
し
た
の
で
、

区
別
の
た
め
琴
古
流
と
称
さ
れ
る
に
至
る
」
(上
参
郷

一
九
七
四

二

八
b
、

一
九

九
五

二

〇
三
)
と
、
記
述
内
容
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。
こ
の
上
参
郷

一
九

七
四
は
英
訳
さ
れ

(bd
虜
傷
・=

O。。。。
"
$
占
ω
N
4
9
)
あ
ち

こ
ち
で
引
用
さ
れ
て
、

い
わ
ば
定
説
と
な

っ
た
。
筆
者
も
ま
た
田
辺
、
上
参
郷

の
引
用
者

の
ひ
と
り
で
、

「
二
代
目

の
時
、
初
代
の
門
弟
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
唱
え
た
た
め
、
以
後
琴

古
流
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
」
(月
漢

一
九
七
五

二

八
a
)
と
し
て
い
る
。

そ

の
後

の

『
音
楽
大
事
典
』

で
上
参
郷
は
、

「初
世

の
こ
ろ
は
流

の
名
は
な

か

っ
た
が
、
2
世

の
こ
ろ
に

一
閑
流
が
現
れ
て
以
来
、
琴
古
流
の
名
が
定
着
し

た
」
(上
参
郷

一
九
八
二

…
一
〇
五
五
b
)
と
微
妙
に
変
化
し
、

『
日
本
音
楽
大
事
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第二章 第二節 琴古流の成立と相伝

典
』

の

「黒
沢
琴
古
」

[
二
世
]

の
な
か
で
は
じ
め

て

コ

七
九

二
年

[寛
政

四
]

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
江
戸
市
中
に
三
カ
所
の
教
授
所
を
開
い
て
い
る
。
琴

古
流

の
称
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
」
(上
参
郷

一
九
八
八

"
六
四
〇

c
)
と
の
情
報
を
追
加
し
て
い
る
。

先
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
以
上
の
記
述
の
総
合
か
ら
問
題
と
な
る
の
は
、

(ア
)
宮
地

一
閑
は
初
世
琴
古

の
弟
子
か
、

二
世
琴
古
の
弟
子
か

(イ
)
宮
地

一
閑
は
み
ず
か
ら

一
閑
流
を
唱
え
た
か

(ウ
)

二
世
琴
古

の
代
に
琴
古
流
の
名
称
が
定
着
し
た

の
か

で
あ
る
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
前
に
、
初
世
か
ら

四
世
に
い
た
る
琴
古
が
、
み

ず
か
ら
琴
古
流
を
唱
え
た
形
跡
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三
世
琴
古
が
、
父
二
世
か
ら

の
伝
聞
あ
る

い
は
メ
モ
に
基
づ

い
て
書
き
と

め
た
と
思
わ
れ
る

『
琴
古
手
帳
』
は
、
唯

一
ま
と
ま

っ
た
琴
古
流
宗
家
伝
来
の

史
料

で

(内
容
詳
細
は
三
章
)、
大
正
八
年

(
一
九

一
九
)
、
琴
古
流
の
河
本
逸
童
に

よ

っ
て
黒
澤
家
の
仏
壇
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

こ
の

『
琴
古
手
帳
』
に
は

「当

流
」

の
文
字
が
あ
る
だ
け
で

「琴
古
流
」

の
名
は
な
い
。
ま
た
、
四
世
の
署
名

を
も
つ
曲
目
録

(年
代
な
し
)
も

「当
流
尺
八
曲
目
」

で
あ

っ
て

「
琴
古
流
尺
八

曲
目
」
で
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
黒
澤
家
以
外
か
ら
も
、
琴
古
が
琴
古
流
を
称
し

た
記
録
は
み

つ
か

っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

(ウ
)

の
問
題

で
あ
る
が
、
既
述

の
月
翁
史
料

「《
鳳
将
雛
》
新
曲

認
定
書
」

に
お
い
て
、

一
月
鈴
法
両
寺
が
二
世
琴
古
に
対
し

「琴
古
流
」
と
い

う
名
称
を
使

っ
た

こ
と
は
、
両
寺
が
琴
古
流
を
認
め
て
い
た
こ
と
の
証
拠

で
あ

る
。

こ
れ
と
神
家
史
料
の

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
と
の
間
に
は
半
世
紀

の

隔
た
り
が
あ
る
が
、
著
者
池

田

一
枝
が

二
世
琴
古
か
ら
皆
伝
を
受
け
た
と
い
う

記
述

の
内
容
か
ら
み
て
、

二
世

の
代
に
琴
古
流
が
定
着
し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
神
家
史
料
以
外
に

「琴
古
流
」
名
を
つ
け
た

史
料

の
例
を
見
て
い
な
い
の
で
、
ど

の
程
度
の
定
着

で
あ

っ
た
か
は
な
ん
と
も

い
え
な
い
。

つ
ぎ
に

(イ
)

の
問
題
。
宮
地

一
閑
が

「
一
閑
流
を
自
称
」
(上
参
郷

一
九
七

一
"
一
四
)
し
た
こ
と
を
立
証
す

る
史
料
は
ま

っ
た
く
発
見
さ
れ

て
い
櫓

い
。

き
よ
の
う
も
ん

題
簸
な
ど
の
表
題
に

一
閑
流
の
名
が
つ
く
伝
存
史
料
と
し
て
は
、
清
埜
右
門

(竹

た
ん
す
い

号
淡
水
)
の

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は

二
世
琴

古
没
後
三
十
六
年
た

っ
た
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
日
付
の
楽
譜

で
、
し
か
も
著

者
の
経
歴
や
宮
地

一
閑
と
の
関
係
な
ど
、

一
閑
流
を
知
る
手
が
か
り
は
何
も
記

さ
れ

て
い
な

い
。
明
治
三
十
年
に
影
印
覆
刻
さ
れ
た

『
一
閑
流

尺
八
本
曲
譜

全
』
(岩
津
庄
兵
衛
発
行
版
)
の
所
持
者
田
辺
が
、
も
し

こ
の
楽
譜

の
存
在
を
理
由

に

「自
ら

一
閑
流
と
呼
ん
だ
」
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
根
拠
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。

田
辺
が
こ
れ
以
上

の

一
閑
関
係
史
料
を
所
持
し
た
と
い
う
こ
と
も
き

か
な
い
。

ま
た
、
先

の

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
に
よ
れ
ば
、
著
者
池
田

一
枝

の

竹

(尺
八
)
の
師
匠
は
宮
地
宇
右

衛
門
別
号

一
閑
子

で
あ
り
、

一
閑
の
命

で
二
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世
琴
古
に
つ
い
て
皆
伝
を
う
け
た
。

二
世
琴
古
よ
り
伝
わ
っ
た
曲
順
や
演
奏
な

ど
の
手
続
が
末
代
ま
で
乱
れ
崩
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
琴
古
は
三
代
続
い
て
の

名
人

で
、

一
閑
も
四
世
名
人
と
呼
ば

れ
る
こ
と
を
末
代
に
名
誉
と
し

て
残
す
た

し
ょ
う
が

め
に
こ
の
唱
歌

(楽
譜
)
を

工
夫
し
、
書
き
記
し
た
と
い
う
5
0
。
題
籏
以
外
に

「琴
古
流
」
の
文
字
は
な
い
が
、
最
初
の
師

で
あ
る

一
閑
の
こ
と
を

「
一
閑
流
」

と
も
い

っ
て
い
な
い
。

こ
こ
か
ら
読

み
と
る
か
ぎ

り
、

二
世
琴
古
と

一
閑
は
対
立
す

る
関
係

で
は

な
く
、

二
世
琴
古

の
没
後
十
年
た

っ
た
こ
の
時
点

で
も
琴
古
流
と

一
閑
流
と
が

拮
抗
し
て
い
る
様
子
は
ま

っ
た
く
な
い
。
む
し
ろ
、

一
閑
を
四
世
名
人
と
し
て

琴
古
親

子
の
系
列
下
に
お

い
て
い
る
。
荒
木
が

「別
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
た

一

閑
流
と
琴
古
流
は
、

二
世
琴
古

の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
閑
が

二
世
と

同
列
に
並
ぶ
ほ
ど

の
人
物

で
あ

っ
た

こ
と
の
証
左
と
み
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

事
実

一
閑
は
、
『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
(山
本
萬
津
校
訂
、
文
化
+
年

[
一
八
一
三
])

と
い
う
尺
八
研
究
史
に
残

る
文
献

(後
述
)
を
記
し
た
知
識
人
で
あ
る
。

結
論

的
に
は
、
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
称
し
た
こ
と
か
ら
琴
古
流
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と

の
通
説
は
、
よ
ほ
ど

の
史
料
が

で
な
い
か
ぎ
り
根
拠
薄

弱
と

い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
最
近
出
版
さ
れ
た

『
日
本
史
広
辞
典
』
の

「琴
古

流
」
項

で
、

「初
世
門
下
の
宮
地

一
閑
の
お
こ
し
た

一
閑
流
に
対
す
る
名
と
し

て
定
着
し
た
と
さ
れ
る
が
、
確
証
が
な

い
」
(著
者
不
明

一
九
九
七

"
六
三
八
)
と

い
わ
れ
る
の
も
や
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
現
在

で
の

「琴
古
流
名
」
の

初
出
が
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
な

の
で
、
上
参
郷

の
い
う
寛
政

四
年

こ
ろ

(上

参
郷

一
九
八
八

…
六
四
〇
c
)
よ
り
は
約

二
十
年
早
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

さ
い
ご
に
、
筆
者
が
署
名
入
り

で
執
筆
し
た
辞
書
項
目

「琴
古
流
」
で
、
「①

初
世
琴
古
の
門
弟
、
宮
地

一
閑
は
、
②

一
閑
流
を
唱
え
て

一
派
を
な
し
た
が
、

記
譜
法
や
伝
授
法
は
琴
古
の

一
派
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
響

d

の

一
閑
流
と
の
区
別
か
ら
琴
古
流
の
名
が
定
着
し
た
と
さ
れ
る
。
④
た
だ
し
古

譜
な
ど
に
も
そ
の
名
は
見
あ
た
ら
ず
、
琴
古
流
の
流
名
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
や
は
り
明
治
以
後
の
こ
と
で
あ
る
」
(月
漢

一
九
八
四
a
ニ
ニ
一
六
a
)
と

書
い
た
こ
と
に

つ
い
て
補
足
訂
正
し
た

い
。

②

は

「
の
ち
に

一
閑
流
と
呼
ば

れ
る

一
派
を
な
し
た
が
」

に
、
③
を
削
除

し
て
、
④
は

「琴
古
流

の
名
称
は
初
世
琴
古
が
没
し
た
直
後
に
あ
ら
わ
れ
、

一

八
二
二
年

[文
政
五
]
の
史
料
表
題
に
も

み
ら
れ
る
。
流
と
し
て
の
形
態
は
二

世
ご

ろ
す

で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
流
名
が
完
全
に
定
着
す
る
の
は
明
治
以

後

の
こ
と
で
あ
る
」
と
訂
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

①
お
よ
び

(ア
)
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
の
べ
る
。

(2
)
黒
澤
琴
古
と
琴
古
流
の
相
伝
系
譜

前
項
か
ら

の
持
ち
こ
し
は
、
宮
地

一
閑
が
初
世
琴
古

の
弟
子
か
、

二
世
琴

古

の
弟
子
か

の
問
題

で
あ
る
。
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
付
録

系
図

(月
漢

一
九
八
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九
)
を
は
じ
め
、
初
世
の
弟
子
と
す

る
系
譜
や
文
章
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
筆

者
以
外

の
記
述
も
お
そ
ら
く
栗
原
廣
太

の

『
尺
八
史
考
』
(大
正
七
年
)
の

「琴

古
流
相
伝
」
(栗
原

一
九

一
八

"
二
〇
〇
～
二
〇
三
)
に
準
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
の
二
世
弟
子
説

(例
え
ば
値
賀

一
九
九
八
)
は
、
比
較
的
最
近
主
張
さ

れ
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
、

一
閑

の
師
匠
が
誰

で
あ
る
か
を
解
決

し
な
い
こ
と
に
は
、
琴
古
流
伝
承
系
譜

の
出
発
点
で
つ
ま
ず

く
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
う
。
ま
た
、
初
世
か
ら
四
世
琴
古

の
経
歴
に

つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
記

述
に
は
い
ろ
い
ろ
整
理
し
再
考
す

べ
き
問
題
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

琴
古
流
宗
家

と
し

て
の
黒
澤
琴
古

の
経
歴
と
そ
の
後

の
伝
承

系
譜
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
琴
古
流
本
曲
を
形
成
し
支
え
て
い
っ
た
人
々
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
な
お
、

系
譜

で
あ

つ
か
う
人
物

の
範
囲
は
、
明
治
四
年

(
一

八
七
一
)
の
普
化
宗
廃
止
前
後
の
世
代
ま

で
と
す

る
。

(
2
、
1
)
黒
澤
琴
古

の
経
歴

ま
ず
、
ま
と
ま

っ
た
琴
古
伝

の
初
出

と
い
え
る
栗
原

の
記
述

(栗
原

一
九
一

八

二

九
五
、

一
九
八
～

一
九
九
)
を

「
」
内
に
抜
粋
し

て
紹
介
し
た

の
ち
、
ω

～
㈲
の
要
点
に
分
け
て
考
察
す
る
。
傍
点
を
付
し
た
箇
所
が
問
題
と
な
る
部
分
、

な
い
し
は
補
足
説
明
す
べ
き
部
分
で
あ
る
。
ま
た

[
]
内
に
、
筆
者
に
よ
る

読
み
方

の
例
を
補
記
し
た
。

初
世
黒
澤
琴
古

(、
一
七
一
〇
～
一
七
七

一
)
は
、

「黒
田
美
濃
守
の
家
臣
に
し
て

姓
を
黒
澤
名
を
幸
八
を
云
ふ
、
生
年
月
は
詳
な
ら
ざ

れ
ど
も
、
其
の
墓
碑
は
今

現
に
四
谷
区
南
伊
賀
町
京
都
大
徳
寺
末

の
瑞
漢
山
祥
山
寺

[ず
い
け
い
ざ
ん
し
ょ

う
ざ
ん
じ
、
と
読
め
る
か
]
に
在
り
て
、
明
和
八
年
四
月

二
十
三
日
江
戸
に
て
没

し
法
名
を
禅
眼
院
禅
嬰
琴
古
居
士

[ぜ
ん
げ
ん
い
ん
ぜ
ん
ぞ
う
き
ん
こ
こ
じ
]
と
云

ふ
こ
と
だ
け
が
明
ら
か
な
り
」
(栗
原

一
九
一
八

…
一
九
五
)
。

二
世
琴
古

(、
一
七
四
七
～
一
八
=

)
は
、

「黒
澤
幸
右
衛
門
後
に
幸

八
と
改
め

た
る
人
な
り
、
(略
)
文
化
八
年
六
月
十

二
日
病
死
し
初
代
と
同
く

四
谷
祥
山
寺

に
葬
る
其

の
墓
碑
も
同
寺
に
在
り
て
法
名
を
普
聞
院
言
外
琴
語
居
士

[
ふ
も
ん

い
ん
げ
ん
が
い
き
ん
こ
こ
じ
]
と
云
ふ
」
(同

"
一
九
八
)。

三
世
琴
古

(.
一
七
七
二
～
一
八
ニ
ハ
)
は
、
「黒
澤
雅
二
郎

(雅
十
郎
と
し
た
る

書
あ
る
も
祥
山
寺

の
過
去
帳
に
は
雅

二
郎
と
せ
り
)
後
に
幸
八
と
改
め
た

る
人

な
り
、
初
め
琴
甫
と
号
し
て
本
町

一
丁
目
家
主
傳
右
衛
門
店
に
居
住
し
尺
八
吹

合
所
を
設
け
て
尺
八
を
指
南
せ
る
こ
と
両
杢

寸
よ
り
奉
行
所

へ
差
出
し
た
る
届

書
に
見
ゆ
、
(略
)
文
化
十
三
年
六
月
二
十
二
日
死
没
後
先
代
同
様
祥
山
寺

に
葬

る
法
名
は
龍
淵
院
睡
磨
義
隠
居
士

[り
ゅ
う
え
ん
い
ん
す
い
お
う
ぎ
お
ん
こ
じ
]
な
り
」

(同

"
一
九
九
)。

四
世
琴
古

(?
～
一
八
六
〇
)
は
、

「黒
澤
音
次
郎
と
云
ひ
後
幸
八
と
改
名
す
、

(略
)
万
延
元
年

正
月
十
五

日
に
没
し
祥
山
寺
に
葬

る
法
名
は
恵
照
院
春
岳
琴

行
居
士

[け
い
し
ょ
う
い
ん
し
ゅ
ん
が
く
き
ん
ぎ
ょ
う
こ
じ
]
な
り
」
(同

二

九
九
)。
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考
察
そ
の
㈲
、
黒

田
美
濃
守

に

つ
い
て
。
冨
森
虚
山

の
調
査
に
よ
る
と
、

初
世
琴
古

の
没
し
た
明
和

八
年
よ
り
遡
る
こ
と
百
年
間

の
黒
田
家
に
は
、
筑
前

国
福
岡
藩
ほ
か
支
藩
、
別
系
を
含
め
て

「美
濃
守
」
を
称
し
た
人
物
は
な

い

(塚

本

一
九
九
三

[初
出
一
九
六
八
]

"
五
四
)。
先
に
あ
げ
た
荒
木
古
童
の
述
に
も

「黒

田
美
濃
守

の
家
来

で
す
」
(荒
木
-

一
八
九
六

　
五
二
)
と
あ
り
、

こ
れ
が
未
検
証

の
ま
ま
引
用
さ
れ
続
け
た
の
で
は
な
い
か
。
初
世
琴
古
が
黒
田
藩
の
藩
士

で
あ

っ
た
こ
と
ま
で
を
否
定
す
る

つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
れ
も
確
た
る
肯
定
材
料
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

考
察
そ
の
②
、
初
世
～
三
世
琴
古

の
生
年
に

つ
い
て
。
『
琴
古
手
帳
』
に
、

「右
者

(古
伝
本
手
三
曲
の
こ
と
)
享
保
十
三
戊
申
年

肥
前
国
長
崎
正
壽
軒
に
て

一
計
子
よ
り
傳
来
仕
候
、
尤
父

(初
世
琴
古
の
こ
と
)
十
九
歳

の
節
」
と
い
う

記
事
が
あ
る

(括
弧
内
筆
者
注
)。

こ
れ
を
も
と
に
塚
本
虚
堂
は
大
正
十

二
年
、

初
世
琴
古
の
生
年
を

「宝
永

七
庚
寅
に
生
ま
れ
、
明
和
八
辛
卯
年
に
六
十
二
歳

で
没
」
(塚
本

【
九
九
三

[初
出

一
九
二
三
]
"
四
二
五
)
と
考
証
し
た
。
『
琴
古
手
帳
』

の
記
述
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
、
先
述
の
神
家

一
枝
史
料
の

「右
は
享
保

十
三
戊
申
年
元
祖
琴
古
十
九
歳
之
節
肥
前
之
国
長
崎
正
寿
軒
に
て

一
計
子
よ
り

被
致
伝
来
之
由

二
代
目
琴
古

よ
り

一
枝
江
被
申
伝
候
」
(神
如
正

一
九
九
五

一
三
)

が
あ
る
。

初
世

の
生
年
は
こ
れ

で
説
明
が

つ
く
と
し

て
、

い
つ
頃
か
ら
か
、
ま
こ
と

し
や
か
に
二
世

・
三
世

の
生
年
が
記
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
は

い
か
な
る
根
拠

が
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
中
塚
竹
禅
が

コ
一代
琴
古
没
推
定
年
齢
同
六
十
五
歳
」

「三
代
琴
古
没
推
定
年
令

四
十
五
歳
」
(中
塚

一
九
三
四
a
"
二
六
)
と
記
し
た

の

が
発
端
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
推
定
根
拠
を
い
ま
だ
み
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な

い
。

つ
ぎ

に
述

べ
る
黒
澤
家
菩
提
寺

の
祥
山
寺
過
去
帳
に
は
享
年
の
記
録
は
な

い
の
で
、
あ
る
い
は
黒
澤
家

の
位
牌
な
ど
に
そ

の
記
録
が
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
か

(中
塚

一
九
三
二
b
に
そ
の
報
告
は
な
い
が
)
。

こ
こ
で

一
般

の
事
典
辞
書
類
を
調

べ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
初
版
が

明
治
十

九
年

(
一
八
八
六
)
で
、
昭
和
十

二
年

(
一
九
三
七
)
の
増
訂
十

一
版
に
基
づ
く
復

刻
版

『大
日
本
人
名
辞
書
』
(講
談
社
、
著
者
不
明
)
で
は
、
栗
原
と
同
様
享
年
や

生
年
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
同
十
二
年
初
版
の
『日

本
人
名
事
典
』

で
は
、

田
辺
尚
雄
が
初
世
か
ら
三
世

の
享
年
お
よ
び
生
没
年
を

西
暦
で
記
し
て
い
る

(田
辺

一
九
七
九

"
四
七
二
)
。
同
じ
く
同
十

二
年

二
月
に
、

中
塚
竹
禅

の
筆
写
版
を
塚
本
虚
堂
が
孔
版
印
刷
と
し
て
編
集
発
行
し
た

『
琴
古

手
帳
』
(第
三
節
参
照
)
に
は
、
塚
本
が
加
え
た
思
わ
れ

る
付
録

「
琴
古
歴
世
」

が
あ
り
、
こ
こ
に
も

「享
年
何
歳
」
が
明
記
さ
れ

て
い
る

(塚
本

一
九
三
七
b

…
三

三
～
三
四
)。

田
辺
の
記
述
は
お
そ
ら
く
、
中
塚
の
推
定
説
か
塚
本
編

「琴
古
歴

世
」
に
よ

っ
た
と
想
像
す
る
の
だ
が
、
そ
の
後
、

昭
和
五
十
九
年
刊
の

『
国
史

大
辞
典
』
第

四
巻

「
黒
沢
琴
古
」

の
項

(吉
川
弘
文
館
、
西
山
松
之
助
執
筆
)
に
い

た
る
ま
で
、
知
る
か
ぎ

り
の
辞
書
類
、
文
献
類
が
初
世
か
ら
三
世
ま
で
の
生
年
、

没
年
、
(時
に
は
享
年
)
を
あ
た
か
も
確
定
し
た

こ
と

の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
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い
ま
こ
こ
で

「生
年
」
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
抹
消
す

る
だ
け
の
材
料
に
も
不
足
す

る
。
中
塚
が

「推
定
年
齢
何
歳
」
と
し
た
根
拠
を

探
し
つ
づ
け
る
と
し
て
、
生
年
に
は

「享
年
等
に
よ
る
計
算
な
い
し
は
推
定
」

を
意
味
す
る
星
印

(*
記
号
)
を
付
し
て
お
く
。

考
察
そ

の
圖
、
菩
提
寺
祥
山
寺
に

つ
い
て
。
昭
和

七
年
ご

ろ
の
中
塚
竹
禅

の
調
査
に
よ
れ
ば

、
祥
山
寺

の
黒
澤
家
累
世
之
墓
の
墓
碑
は
新
旧
二
基
あ

っ
た

(中
塚

一
九
三
一二
g
"
四
七
)。
旧
碑
は

「文
化
十
三
年
六
月
二
十
三
日
」
が
最
後

の
日
付
、
新
碑
は

「大
正
九
年
十
月
改
修
之
」
。
明
治
元
年

の
大
火
で
過
去
帳

は
焼
失
、

「黒
澤
家
の
仏
壇

の
中
に
あ
る
位
牌
か
ら
で
も
写
し
た
」
(同

"
四
八
)

新
し
い
過
去
帳
し
か
な
か

っ
た

(享
年
の
記
載
な
し
)
。

大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)
は
初
世
琴
古
の
百
五
十
回
忌
に
あ
た
り
、
そ
の
四
年

後

の
命
日
に
は
、
三
世
荒
木
古
童

(
一
八
七
九
～

一
九
三
五
)
、
初
世
川
瀬
順
輔

(
一
八
七
〇
～

一
九
五
九
)
、
三
浦
琴
童

(
一
八
七
五
～

一
九
四
〇
)
を
発
起
人
と
す
る

「流
祖
黒
澤
琴
古
先
生
建
碑
会
」

の
手
で
、
建
碑
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で

あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
関
東
大
震
災
に
よ

っ
て

一
時
休
止
さ
れ
る
。
そ

の
十

四
年
後

の
昭
和
九
年
正
月
、
念
願
か
な

っ
て
祥
山
寺
門
前
に
鈴
木
雪
筋
筆

の
標
示
碑
が
建
立
さ
れ
、

四
月
に
は
第
百
六
十
五
回
琴
古
忌
が
営
ま
れ
た
。
こ

の
時
に
霊
牌
も
新
調
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昭
和
二
十
年
五
月
二
十

四
日
の
戦
災
で
祥
山
寺
山
門
は
落
ち
、
石

は
三
つ
に
割
れ
た
た
め
、
上
の
二
つ
は
多
磨
墓

地
に
安
置
さ
れ
た

(下
の

一
つ

は
こ
の
時
行
方
不
明
と
な
っ
た
そ
う
で
、
現
在
、
旧
墓
碑
の
方
は
な
い
)
。
昭
和

二
十

三
年
六
月
二
十

四
日
、
黒
澤
家
の
意
向
に
よ
り
先
祖
代
々
の
墓
が
祥
山
寺
か
ら

多
磨
墓
地
に
移
さ
れ
た
。
く
だ

っ
て
昭
和
四
十
五
年
、
琴
古
先
生

二
百
年
祭
を

記
念
し
て
琴
古
流
協
会
が
創
立
、
翌

四
十
六
年
に
、
多
磨
霊
園
四
区

一
種

二
一二

側
黒
澤
家
墓
地
前
に
て
同
協
会
主
催
に
よ
る
二
百

一
年
忌
が
営
ま
れ
た
。

栗
原

の
記
述
か
ら
八
十
年
、
紆
余
曲
折
を

へ
て
い
ま
琴
古

四
代
は
多
磨
霊
園
に
眠
る
。

考
察
そ

の
同
、
三
世
琴
古

の
法
名

(
戒
名
)
.
俗
名
と
没
日
に
つ
い
て
。

こ

れ
は
も

っ
と
も
異
同
の
多
い
問
題

で
あ
る
。
㈹
で
述

べ
た
文
献
と

一
部
重
複
す

る
が
、
十
種
の
文
献
に
お
け
る
異
同
を

一
覧
し
た
表
1
の
出
典
に

つ
い
て
説
明

す
る
。

出
典
i

(荒
木
H

一
八
九
六
)、
"11

(栗
原

一
九
一
八
)
は
既
出
。

…皿
は

「流
祖
黒
澤
琴
古
先
生
建
碑
」
計
画
が
関
東
大
震
災

の
た
め

一
時
休
止

と
な
り
、
大
都
市
計
画

で
祥
山
寺
が
移
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
予
測
し

て
掲
載

さ
れ
た
琴
古
先
生
の
法
名

(藤
田
鈴

一
九
二
三
b

　
五
)
。

.W
は
琴
古
流
宗
家
問
題

(注
4
5
参
照
)
の
渦
中
に
あ

っ
た
中
塚
竹
禅
が
、
琴

古
流
宗
家
と
し
て
の
黒
澤
家
を
強
調
す
る
意
図
を
も

っ
て
記
し
た
祥
山
寺
過
去

帳
と
墓
碑
の
法
名
等

の
文
章

(中
塚

一
九
三
二
b
)
。
表

の
墓
碑
戒
名
欄
に

「琴

甫
居
士
」
と
し
か
書
か
な
い
の
は
、
中
塚
が
そ
の
点
し
か
指
摘
し
て
い
な
い
こ

と
を
意
味
す

る
。

V
は

「当
流

二
於
ク
ル
宗
家
分
家
ノ
関
係
ヲ
明
カ

ニ
セ
ン
ガ
為
メ
」
と
し
て
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作
製
さ
れ
た

一
枚
も
の
の

「琴
古
流
尺
八
相
伝
略
系
」
。

.W
は
既
述

の

「探
墓
行
」
(中
塚

一
九
三
一二
g
)。
過
去
帳
戒
名
欄
に

「睡
翁
琴

甫
」
と
し
か
書
か
な
い
の
は
、
中
塚
が
そ
の
点
し
か
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。

面
は
第
百
六
十
五
琴
古
忌
の
報
告
文
章

(中
塚

一
九
三
四
b
)。

壷

は

『
琴
古
手
帳
』
の
編
者
が
付
録
と
し
て
加
え
た

「琴
古
歴
世
」
(塚
本

一

九
三
七
a
…
三
三
～
三
四
)。

撲
は
琴
古
流
協
会
創
立

2
0
周
年
記
念
誌

の
巻
末
に
附
さ
れ
た

「
琴
古
流
尺

八
相
伝
系
統
」
(宗
家
黒
澤
家
の
み
)
(琴
古
流
協
会

一
九
八
九
)
。

X
は

『
(増
補
改
訂
)
伝
統
古
典
尺
八
覚

え
書
』
巻
末
折
り
込
み
の

「琴
古
流

略
系
図
」
(値
賀

一
九
九
八
、
系
図
製
作
は

一
九
九
一
年
)
。

表
1
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
異
同
点
は

(
ア
)
戒
名

の
院
号
以
下

の
四
文

字
、

(イ
)
没
し
た
日
付
、

(ウ
)
俗
名
、

の
三
点

で
あ
る
。

資
料
.W
で
中
塚
は

「
旧

(墓
碑
)
は
文
化
十

三
年
六
月
十
三
日
が
最
終

の
日

附
に
な

っ
て
居
る
」
と
し
、

「龍
淵
院
松
隆
琴
甫
居
士

文
化
十
三
子
年
六
月

十
三
日
」
(中
塚

一
塾

三
二
g
"
四
七
～
四
八
)
と
記
し

て
い
る
。
し
か
し
、

一
年

前
の
拉
と

V
、

一
年
後

の
面

で
は
廿

二
日
ま
た
は
廿
三
日
と
定
ま
ら
な
い
。
も

と

の
過
去
帳
は
焼
失
し
、
祥

山
寺
が
苦
心

惨
憺
し

て
新
調
し
た
そ
う
な

の
で

(同

　
四
七
)、
中
塚
報
告
の
旧
墓
碑
日
付
と
院
号
以
下
の
四
文
字
を
信
用
す

る

の
が
筋
だ
が
、
中
塚
自
身

の
記
述
に

こ
れ
だ
け
異
同
が
あ

っ
て
は
判
断
に
窮
す

表
1

三
世
琴
古
戒名

・

俗名

と
没
日
の
異
同
一

覧
表

種

別

戒

名

没

年

月

日

俗

名

出

典

著

者

執

筆

年

文
化十

三
年
六
月
二
十
一

日

雅
二
郎

i
「
法
器
尺
八

相
伝略

系」

荒木

古
童

明
治
二
十
九

墓

碑

龍
淵院

垂鷹

義隠

居
士

文
化十

三
年
六
月
二
十
二
日

"
11

『

尺

八

史

考
』

栗
原
廣太

大
正
七

龍
淵
院松

隆
琴
甫居

士

文
化十

三
年
六
月
十
二
日

…
皿

『
三

曲
』

2

7

藤
田
鈴朗

大
正
十
二

過去

帳墓碑

龍
淵
院
睡
翁義

穏居

士琴甫居士

文
化十

三
年
六
月
廿
二
日

雅次

郎

。
W

『

三

曲
』

1

2

7

中
塚
竹禅

昭
和
七

龍
淵
院睡

翁
琴
甫居

士

文
化十

三
年
六
月
廿
三
日

雅
次
郎

v
「
相
傳略

系」

中
塚
竹禅

昭
和
七

旧
墓
碑旦去獲

龍
淵
院松

隆
琴
甫居

士臨い翁琴有

文
化十

三
年
六
月
十
三
日

.
W

『
三

曲』

1

4

0

中
塚
竹禅

昭
和
八

霊

牌

龍
淵
院
睡
翁
琴
甫居

士

文
化十

三
年
六
月
廿
二
日

雅
二
郎

頑

『

三

曲』

1

4

6

中
塚
竹禅

昭
和
九

龍
淵
院
睡
磨義

隠居

士

文
化十

三
年
六
月
廿
二
日

雅
二
郎

…
皿
『
琴
古
手
帳』

塚
本虚

童

昭
和
十
二

龍
淵
院睡

翁琴

甫居

士

文
化十

三
年
六
月
二

士一

百

雅
次
郎

.
K

『
2

0

年
の

あ

ゆ

み
』

琴
古
流協

会

平
成
元

一

八
一

六

年

雅
二
郎

x
『覚

え
書』

値
賀笑

童

平
成
三
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第二章 第二節 琴古流の成立と相伝

る
。
あ
ま
り
印
刷
技
術
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
時
代

の
単
純
な
印
刷

ミ
ス
か
。

竹
禅

の
筆
書
ミ
ス
か
、
あ
る
い
は
判
断

の
ゆ
れ
か
。
十
と
廿
、

一
と
二
と
三
の

判
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
朽
ち
て
い
た
の
か
。

こ
の
混
乱
収
拾

の
た
め
か
ど
う
か
、
第
百
六
十
五
回
忌
に
新
調
さ
れ
た
霊

牌

(資
料
・孤
)
は
栗
原

一
九

一
八
に
も
ど

っ
た
感
が
あ

る
。
し
か
し
依
然
と
し

て
院
号
以
下
の
四
文
字
は
こ
と
な
る
。

黒
澤
琴
古

の
名
跡
は
四
世

で
た
え
、
黒
澤
家
五
代
目
音
次
郎

(明
治
四
士

二
年

没
)
の
と
き
明
治

の
維
新
、
普
化
宗
廃
止
と

い
う
大
変
革
が
あ

っ
た
。

こ
の
五

代
目
は

「幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
の
ド
サ
ク
サ
に
ト
ウ
ト
ウ
尺
八
を
吹

く
事
が
出
来
な
い
事
情
に
置
か
れ
て
内
心
非
常
に
煩
悶
し
」
(中
塚

一
九
三
二
b

…

三
七
)
つ
つ
、

「止
む
な
く
慣
れ
ぬ
商
法
に
手
を
出
し

て
サ
ン
ザ

ン
苦
し

い
思

ひ
」
(中
塚

一
九
一三
二
g
"
四
八
)
を
し
た
。
大
正
九
年
に
建
て
ら
れ
た
祥
山
寺
の

新
墓
碑
に
は
、
四
世
琴
古

の
戒
名
が
な
か

っ
た
と
い
う
中
塚
報
告
か
ら
み
て
も
、

生
活
す
る
の
が
精

一
杯

の
時
代

で
あ

っ
た
ろ
う
。

三
世
琴
古

の
戒
名

・
俗
名

・
没
日
の
問
題
に
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上

の
深
入

り
を
避
け
る
。
塚
本
虚
堂
は
"11
、
.W
、

V
、

.W
の
戒
名
を
比
較
し
て
、
.W
の
旧

墓
碑
が

「故
人
を
表
現
す
る
の
に
最
も
適
切
で
あ
り
、
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
」
(塚
本

一
九
九
三

[初
出
一
九
五
四
]

"
四
)
と
し

て
い
る
が
、
没
日
の
解
決
は

再
調
査
以
外
に
方
法
が
な
い
。
旧
墓
碑
が
な
い
今
と
な

っ
て
は
望
み
は
薄
い
が

今
後

の
課
題
に
残
し
、
今
は
異
同
の
事
実
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
。

考
察
そ

の
㈲
、

二
世
琴
古

の
前
号

に

つ
い
て
。
栗
原
の
記
述
に
は
な
い
二

世
の
前
号

(あ
る
い
は
別
号
)
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
金
鳳
の
名
が
あ
る
の
は
、

「米
国
に
在
る

(初
代
)
琴
古
作

の
二
名
管
」
と
題
し

て
塚
本
虚
堂
が
紹
介
し

た

(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
六
八
]
…
五
二
～
五
六
)
、

「爪
琴
」

「松
風
」

の
双
管

に
附
属
す
る

「鑑
定
書
5
1
」
で
あ
る

(次
頁
図
2
)。

こ
の
二
管

の
尺
八
は
そ

の
後
縁
あ

っ
て

一
九
八
八
年
に
、

ロ
サ

ン
ゼ

ル

ス

在
住

の
筆
者
の
知
人
を
と
お
し
て
日
本
に
帰
国
し
、
稲
垣
衣
白
尺
八
古
管

コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
た
。
尺
八
と
書
き
付
け
文
書
の
現
物
は
、
同
年
十
月
十

五
日

・
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た

(社
)
東
洋
音
楽
学
会
第
三
十
九
回
大
会

で
、

関
連
企
画

『楽
器

の
か
た
ち
展
』
と
し
て
大
阪
の
ベ
ル
ギ
!
フ
ラ
ン
ド
ル
博
物

館
に
て
展

示
公
開
さ
れ
た
。
塚
本

の
文
章
に
ひ
と
つ
だ
け
補
足
す
る
と
、

こ
の

尺
八
の
所
有
者
は
ア
メ
リ
カ
で
尺
八
を
教
授
し
た
大
野
米
堂
か
ら
、

一
九

一
九

年
に
ア
メ
リ
カ
移
住
し
た
脇
田
梅
童
に
移
り
、
そ
の
次
女
の
脇
田
加
代
子
か
ら

稲
垣
衣
白

へ
と
移

っ
た
こ
と
で
あ
る

(月
漢
ほ
か

一
九
八
八
)。

「鑑
定
書
」
の
内
容
は
塚
本

一
九
九
三

(五
三
頁
)
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、

「宝
暦
十
庚
申
年
」
は

「宝
暦
十
庚
辰
年
」

の
誤
り
、

「干
時
安
永

七
戌
歳
七

月
十
八
日
」
は

「干
時
安
永
七
戊
戌
歳
七
月
十
八
日
」
の
誤
り
。
ま
た
、

「予

先
父
裁
製
無
疑
者
也
」

の

「裁
」
は

「戴
」
の
写
し
誤
り
か
と
塚
本
は
指
摘
し

て
お
り
、
意
味
と
し
て
は
塚
本
の
指
摘
通
り
だ
が
、
原
本
は

「裁
」
で
あ
る
。
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図

2

初

世

琴

古

作

「
爪

琴

」

「
松

風

」

藻
、

W
ミ
、
・

、

・

懸
欝

漣
養

職
織
驚

琴

饗
鋸
蝋

ミ

モ
も
　
　
ぐ

ま

欄遷
撚
多

鴛

鹸

・
欝

凝

攣

庚
擁
序

八
壕
藷
等

琴

轟
噸

、
燕

暴

鉱
戚
建

費

嘗
営

・

捧

壌

甥

兜

蛭

理

-
・
ゴ

取
モ

誌

丈
裁

製

海

凝

ち

之

写

(∴
ハ

毒

、寝
・警

が

'傷

こ

∴
の
鑑
定
書

一

 

さ

て
、
署
名
に
あ
る
宝
暦
十
年

(
一
七
六
〇
)
の
琴
古
と
、
安
永

七
年

(
一
七

七
八
)
の
金
鳳
が
誰
か
に

つ
い
て
考
察
す

る
。
宝
暦
十
年
と
い
え
ば

二
世
は
数

え
で
十
四
歳
の
若
さ
で
、
し
か
も
初
世
の
存
命
中

に
琴
古
を
名
の
る
は
ず
が
な

い
。
し
た
が

っ
て
こ
の
琴
古
は
初
世
と
判
断
で
き

る
。

つ
ぎ

に
金
鳳
に

つ
い
て

は
、
安
永
七
年
に
初
世
は
す

で
に
な
く
、
三
世

で
は
数
え
年
七
歳
と
幼
す
ぎ

る
。

し
た
が

っ
て

「男

金
鳳
」
は
、

こ
の
時
三
十

二
歳
だ

っ
た

二
世
と
考
え
る
の

が
自
然

で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
金
鳳
は
、

二
世
琴
古
が
琴
古
を
襲
名
す
る

前
に
つ
か

っ
た
号
か
、
あ
る
い
は
弟
子
で
あ
る
細
川
月
翁
の
号
の

「来
鳳
」
か

ら
推
察
し
て

(後
述
)
、
二
世
の
別
号
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
細
川
月
翁
史
料
の
書
翰

の
中
に
、
製
管
に

つ
い
て
の
月
翁
の
質
問
に

対
し
て
、

二
世
琴
古
が
側
用
人
の
玉
崎
恵

一
右
衛
門
宛
に
送

っ
た
返
書

(注
4

8
の
月
翁
史
料
目
録
番
号
+
四
)
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
世
は

「兼
忠
」
を

名
の
り
、
京
橋
具
足
町
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

(小
菅

一
九

九
四

…
八
九
～
九

一
)。

考
察
そ
の
㈲
、
両
本
寺
よ
り
奉
行
所

へ
差

し
出

し
た
届
書
に

つ
い
て
。

こ

れ
は

二

月
寺
鈴
法
寺

ヨ
リ
差
出

候
書
付
写
」
と
い
う
も
の
で
、
『
普
化
宗
雑

記
』
(日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
)
の
百
二
十
五
丁
以
降
に
出
て
い
る
。
そ
こ
に

「町

家
住
居
仕
尺
八
指
南
仕
候
者
ノ
儀
並
姓
名
御
尋

二
付
左

二
奉
申
上
候
」
と
し

て

十
四
名
、

二
十

一
カ
所

の
尺
八
吹
合
所
の
住
所

と
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る

(次

頁
図
3
)
。

こ
の
書
き
付
け

の
日
付
は

「子

十

一
月
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
明
和
五
戊
子
年
と
み
な
し
た
記
事
が

『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ら
い

(藤

田
鈴

一
九
二
一二
a
)、
あ
ち
こ
ち

で
引
用
さ
れ

て
き
た

(中
塚

一
九
三
四
a
・
b
、
西

山

一
九
五
九
、
塚
本

一
九
九
三
ほ
か
)
。
し
か
し
上
参
郷
祐
康
が
指
摘
し
た
よ
う
に

(上
参
郷

一
九
七
七

一
六
)
、
文
書

の
前
後
関
係
か
ら
み
て
明
ら
か
に
こ
の
年
号
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ほ
ん
ち
ょ
う

は
寛
政

四
年

(
一
七
九
二
)
の
誤
り
で
あ
る
。
栗
原

の
い
う
と
お
り
、

本
町

一

丁
目
の
黒
澤
雅
十
郎
は
三
世
琴
古
で
あ
り
、
独
自
の
考
証

で
誤
り
を
指
摘
し
た

小
菅
の
文
章

(小
菅

一
九
九
五
ほ
か
)
で
も
訂
正
さ
れ
、
混
乱
の
収
拾
を
み
た
。

ふ
き
あ
わ
せ
し
ょ

「
吹
合
所
」
は
尺
八
教
授
所

の
こ
と
、

「吹
合
」
は
尺
八
指
南
者
の
こ
と
5
2
、

ま
た

「細
工
」
は
尺
八
製
管
を
家
業
と
す

る
意
味

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

琴
古
親
子
は
吹
合
所
兼
製
管
所
を
そ
れ
ぞ
れ
三
カ
所
、

ニ
カ
所
も
つ
と
い
う
隆

盛
ぶ
り
で
あ
る
。

二
世

の
吹
合
所
の
京
橋
柳
町
と

い
え
ば
松
平
越
中
守
の
上
屋

敷
か
ら
堀
を

へ
だ

て
て
西
南
、
先
の
玉
崎
恵

一
右
衛
門
宛

の
返
書
に
あ
る
居
住

地
、
京
橋
具
足
町

の
東
隣

で
あ
る

(師
橋

一
九
九
五

"
二
〇
～
二
一
)。
出
張
所

の

大
伝
馬
町

(本
伝
馬
は
誤
記
)
三
丁
目
は
の
ち
に
通
旅
篭
町
と
よ
ば
れ
る
あ
た
り

に
あ
り
、
西
久
保
天
徳
寺
前
は
す

こ
し
離
れ
て
芝
増
上
寺
の
北
西
、
愛
宕
神
社

の
そ
ば

で
あ
る

(同

"
二
四
～
二
五
)
。
常
磐
橋
東
詰

の
や
や
北
寄
り
か
ら
東
西

に
走
る
江
戸
屈
指
の
目
抜
き
通
り
、
本
町
通
り
の

一
番
北
に
本
町

一
丁
目
が
あ

る
。
今

の
日
本
銀
行

の
す
ぐ
そ
ば

で

(同

二

八
～
一
九
)
、
こ
こ
が

三
世

の
吹

合
所
。
そ
れ
を
ま

っ
す
ぐ
東
に
い
く
と
父

の
出
張
所
が
あ
る
大
伝
馬
町
。
三
世

の
出
張
所
、
新
橋
惣
十
郎
町
は
今
の
銀
座
七
丁
目
の

一
筋
西
寄
り
あ
た
り
に
あ

る

(西
巻

一
九
七
七

…
付
録
地
図
)。

当
時
の
江
戸
市
内

一
等
地
と
も
い
え
る
数
カ
所
で
、

二
世
三
世
琴
古
親
子
が

尺
八
指
南
ば
か
り
か
製
管
師
と
し
て
も
活
躍
し
、
根
岸
鎮
衛

の
随
筆
集

『
耳
袋
』

の
巻
七

(文
化
三
年

[
一
八
〇
四
]
夏
を
下
限
)
に

「京
橋
辺
に
、
琴
古
と
て
尺
八
の

指
南
を
し
て
、
尺
八
を
ひ
ら
く
事
上
手
な
り
」
(鈴
木

一
九
七
二

"
六
七
)
と
書
か

図
3

寛
政
四
年
の
江
戸
市
中
尺
八
吹
合
所

尺
八
吹
合
所
名
前
左
ノ
通

竹
細
工
仕
候

竹
細
工
仕
候

京
橋
柳
町

家
主
宇
兵
衛
店

黒
沢
幸
八

マ
マ

マ
マ

本
傳
馬
町
三
町
目

家
主
喜
兵
衛
店

右
同
人出
張

西
久
保
天
徳
寺
前

家
主
文
吉
店
同
同

本
町
壱
町
目

家
主
傳
右
工
門
店

黒
沢
雅
十
郎

新
橋
惣
十
郎
町

家
主
孫
八
店

右
同
人出
張

兵
藤
榮
助
宅

(『普
化
宗
雑
記

下
』
百
三
十
丁
)
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れ
る
ほ
ど
、
そ
の
評
判
は

つ
づ
い
た
。

同
様

の
記
事
が
細
川
月
翁
史
料

の
中

の

「江
戸
市
中
指
南
者
名
簿
」
に
も
あ

マ
マ

る
。
そ
こ
に
は

「京
橋

黒
沢
金
吾
」
と
あ
り

(小
菅

一
九
九
五

n
七
一
)
、
小

菅
は
こ
れ
を
安
永
初
年

(
一
七
七
二
)
ご
ろ
と
推
定
し

て
い
る

(同

一
七
二
)。
こ

れ
は
三
世
が
生
ま
れ
た
年

で
あ
り
、
前
項

の

「琴
古
流
名
」
初
出
の
前
年
に
あ

た
る
。
な
お
、
初
世
琴
古
が
製
管
し
た
こ
と
は
す

で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
月
翁

史
料
に
は
初
世
琴
古
筆
の

「尺
八
細

工
規
矩
状
」
(月
翁
史
料
目
録
番
号
+
三
)
な

ど
、
貴
重
な
記
録
が
含

ま
れ
る
。
し
か
し
製
管
の
問
題
は
本
論
文
テ
ー

マ
の
範

囲
を
こ
え
る
た
め
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

以
上
、
栗
原

の
記
述
を
出
発
点
と
し
て
、
黒
澤
琴
古

に
か
か
わ
る
諸
問
題
を

考
察
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
、
ω
初
世
琴
古
が
黒
田
美
濃
守

の
家
臣
で
あ
る
と

の
実
証
は
な
い
、
働
初
世
琴
古

の
生
年
は

『
琴
古
手
帳
』
が
根
拠
と
な
る
が
、

こ
ん
に
ち
定
説
と
な

っ
て
い
る
二
世

三
世
琴
古

の
生
年

に
関
す
る
推
定
根
拠
は

不
明
、
㈹
歴
代
琴
古

の
墓
は
昭
和
二
十
三
年
多
磨
霊
園

へ
移
転
、
幽
三
世
の
没

日
、
戒
名
、
俗
名

の
異
同
に

つ
い
て
の
決
め
て
は
な
く
、
再
調
査
の
必
要
が
あ

る
が
困
難
、
㈲
三
世
の
前
号

(あ
る
い
は
別
号
)
は
金

鳳
、
名

の
り
は
兼
忠
、
㈲

寛
政
四
年
ご

ろ
に
は
、

二
世
三
世
琴
古
が
江
戸
市
内

一
等
地
に
数
カ
所

の
指
南

所
を
か
ま
え

て
活
躍
、
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
。

(
2
、

2
)
琴
古
流

の
相
伝
系
譜

栗
原
廣
太
は

『
尺
八
史
考
』
に
お
い
て
、

「普
化
宗
寺
院
に
伝

へ
ら
れ
た

る

も
の
を
参

照
し
て
之
を
作
る
」
と
し
て
、

「琴
古
流
相
伝
」

の
系
図
を
あ
げ

て

い
る

(栗
原

一
九

一
八

…
二
〇
〇
～
二
〇
三
)。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
初
代
琴
古

(黒
澤

幸
八
)
l
l

一
閑

(宮
地
宇
右
衛
門
)
;
1

一
枝

(池
田
仙
助
)
と
な
る
。
既
述

の
細

川
月
翁
は

一
枝

の
直
系
で
、

一
枝
ー
i

月
翁

(肥
後
国
大
守
)
と
い
う
系
譜

で
あ

る
。
栗
原

の
い
う

「普
化
宗
杢

寸
に
伝

へ
ら
れ
た
る
も

の
」
が

い
か
な
る
も
の

か
は
不
明
だ
が
、
栗
原
が
ま

っ
た
く
根
拠
な
し
に
作
図
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

そ
の
後
の
多
く
が
こ
の
系
図
を
引
用
し
て
き
た

(以
下
こ
れ
を
栗
原
系
図
と
す
る
)。

も
う

一
つ
の
、

一
閑
を

「
二
世
琴
古

の
弟
子
」
と
す
る
説

(例
え
ば
値
賀

一
九

九
八

…
折
り
込
み
系
図
)
で
は
、
久
松
風
陽
が
文
政
六
年

(
一
八
二
三
)
の
手
記

「独

問
答
」

の
中
で

「曲
に
譜
と
い

へ
る
物
有
何
れ
の
頃
定
た
り
や
」
と
の
問
い
に

「
二
代
目
琴
古
門
人

一
閑
と
譜
を
定
め
た
り
と
聞
け
り
」
(栗
原

一
九

一
八

"
二

一
三
)
と
答
え
た
箇
所
を
第

一
の
根
拠

と
し
て
い
る
。

二
世
荒
木
古
童

の
前
出

「法
器

尺
八
相
伝
略
系
」
(荒
木
-

一
八
九
六

"
五

一
)
(こ
れ
を
荒
木
系
図
と
す
る
)

や
、
塚
本
虚
堂
編

の
孔
版
印
刷
本

『
琴
古
手
帳
』
附
録

の

「琴
古
流
尺
八
略
系

(吉

田

一
調
手
記

ニ
ヨ
ル
)
」
(塚
本

一
九
三
七
b

二
二
四
～
三
五
)
(こ
れ
を
塚
本
系

図
と
す
る
)
で
も
、

二
世
琴
古

の
弟
子
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
ち
な

み
に
、

中
塚
竹
禅
筆
写
版

(孔
版
印
刷
本
の
も
と
)
の

『
琴
古
手
帳
』
に
系
図
は
な
い
。

こ
の
吉

田

一
調
手
記
と
い
う

の
は
、
中
塚
竹
禅
が

『
三
曲
』
昭
和
八
年

二
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マ
マ

月
号

の

「吉

田
家
所
蔵
尺
八
史
料
目
録
」

で
、

「法
器
尺
八
相
伝
略
景

一
巻

一
調
先
生
自
筆
、
当
流
に
於
け
る
現
在
の
系
図
と
し
て
は
之
が
唯

一
の
も
の
だ

ら
う
と
思
ひ
ま
す
」
(中
塚

一
九
三
一二
a
二
一二
)
と
紹
介
し
た
も
の
と
同

一
と
思

わ
れ
る
が
、
『
三
曲
』
に
こ
の
中
味
が

み
あ
た
ら
な

い
の
で
、
ど
う
い
う
も
の

か
は
分
か
ら
な
い
。

『
琴
古
手
帳
』
と
は
べ
つ
に
、
昭
和
七
年
十

二
月
三
十

一
日
中
塚
竹
禅
作

製
、
と
し
た

一
枚
も
の
の

「琴
古
流
尺
八
相
伝
略
系
」
が
あ
る

(表
-
の
v
。
こ

れ
を
中
塚
系
図
と
す
る
)
。
こ
こ
に
は
吉

田

一
調
手
記
云
々
の
こ
と
は
書
か
れ
て
お

ら
ず
、
何
を
出
処
と
し
た
か
も
不
明
だ
が
、
中
塚
は

一
閑
を
初
世
琴
古

の
弟
子

で
描

い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
同
じ

一
調
史
料
を
も
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る

『琴

古
手
帳
』
(塚
本
系
図
)
と
中
塚
系
図
と
の
異
同
を
、

一
体
ど
う
解
釈
す
れ
ば

い

い
の
だ
ろ
う
か
。

塚
本
系
譜
が
孔
版
印
刷
時

の
塚
本

の
作
図
だ

と
す
る
と
、
そ

の
後
の
文
章

に
彼
自
身
が

「初
代
琴
古

の
門
人
に
宮
地

一
閑
あ
り
」
(塚
本

一
九
九
三

[初
出
一

九
七
五
]

"
三
四
二
)
と
書
い
た
の
は
お
か
し
い
。
ま
た
、
中
塚
の
作
図
だ
と
す

る
と
、
昭
和
七
年

の
中
塚
系
図
と
は
矛
盾
す
る
。
こ
の
二
説
問
題
に

つ
い
て
も
、

栗
原

の
い
う

「普
化
宗
本
寺

に
伝
え
ら
れ
た
系
図
」
、
中
塚

の
い
う

「
一
調
自

筆
の
系
図
」
、
あ

る
い
は
別

の
確
実
な
史
料
が
出
な

い
か
ぎ
り
、
明
快
な
解
決

は
得
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー

ス
で
系
図
を
描
く
と
き
、
そ

の
つ
な
が
り

を
し
め
す
線
の
引
き
方
は
な
か
な
か
難
し

い
。
こ
こ
に
あ
げ
た
荒
木
、
栗
原
、

塚
本
、
中
塚
の
四
種

の
系
図
は
す

べ
て
縦
書
き

で
、
荒
木
系
図
、
栗
原
系
図

で

は
、
ひ
と

つ
の
縦

の
つ
な
が
り
ご
と
に
線
を
下
か
ら
上

へ
U
タ
ー

ン
さ
せ
る
方

法
で
描
い
て
い
る
。
荒
木

の
方
は
や
や
分
か
り
に
く
い
が
、
確
か
に
二
世
琴
古

か
ら
横
に
出
た
線

で
宮
地

一
閑
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
中
塚
系
図
は
縦
長

の

一

枚
紙
な
の
で
、
縦

の
関
係
は

一
目
瞭
然

で
あ
る
。
ま
ち
が
い
な
く
線
は
初
世
琴

古
か
ら
で
て
い
る
。
塚
本
系
図
は
、
琴
古
を
初
世
か
ら
四
世
ま

で
を
縦

一
線
に

描
き
、
そ

の
横
か
ら
で
た
線
を
U
タ
ー

ン
さ
せ
た
り
、
横
か
ら
さ
ら
に
下

へ
下

が

っ
て
U
タ
ー

ン
す
る
か
た
ち
で
、
狭

い
空
間
を
ジ
グ
ザ
グ
さ
せ
な
が
ら
描
か

れ
て
い
る
。
う
が

っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

一
閑

の
名
は
初
世
琴
古

の
横
か
ら
線

が
出

て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。
も
と
の

「吉
田

一
調

手
記
」
な
る
系
図
が
こ
の
よ
う
な
描
き
方
を
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

い
ろ

い
ろ
な
系
図
を
作
成
し
た
筆
者

の
経
験
か
ら

い
え
ば

、

一
番
難
し

い

の
が
複
数
の
師
弟
関
係
が
あ
る
場
合
の
表
記
方
法
で
あ
る
。
時
に
は
線
が
交
わ

り
、
ま
た
、
人
を
乗
り
越
え
て
書
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
線
の
引
き
方
を
ち

ょ
っ

と
間
違
え
た
だ

け
で
、
と
ん
で
も
な

い
系
譜
に
な
る
。
複
雑
な
師
弟
関
係
を
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
平
面
で
描
く
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
だ
か
ら
系
図
は
、

も

っ
と
も
重
要
な
継
承
関
係
に
限
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
描
か
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
こ
で
、

一
閑
の
師
が
初
世
琴
古
と

二
世
琴
古
の
両
者
で
あ
る
こ
と
を
描
か
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な
か

っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
。
複
数
の
師
弟
関
係
を
記
し
て
い
な

い
例
を
示
そ
う
。

ま
ず
、
前
節

で
紹
介
し
た
宇
土
細
川
家
藩
主

の
細
川
月
翁
は
、
池

田

一
枝

の
門
人
で
あ
る
。
月
翁
の
名

が
な

い
塚
本
系
図
を
の
ぞ
く
す

べ
て
が
そ
う
記
し

て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た

一
連

の
月
翁
史
料
に
も
、
た
し
か
に

一
枝
と
の
深
い

関
わ
り
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ

っ
た

(小
菅

一
九
九
=

四
七
～
六
四
、
月
翁
史
料

目
録
番
号
六
)。

と
こ
ろ
が
同
史
料
群
か
ら
読
み
と
る
と
、
月
翁
は
明
和
八
年

(
一
七
七
一
)
八

月

二
十
六
日
よ
り
琴
古

に
も
師
事
し

て
い
る
5
3
。
こ
の
年
の
四
月
に
初
世
琴

古
は
没
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
琴
古
は

二
世

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
明
和

九
年
に
は
、

二
月
十
三
日
か
ら
八
月
ま

で
の
六
ヶ
月
と
い
う
猛
ス
ピ
ー
ド
で
二

世
琴
古

の
指
南
を
受
け
、

「
一
月
寺
取
次
尺
八
指
南
兼
細

工

黒
澤
幸
八
」
よ

り

「蕉
月
尊
翁
御

用
人

玉
崎
恵

一
右
衛
門
殿

芦
田
十
左
衛
門
殿
」
宛
で
、

琴
古
流
本
曲
表
十

八
曲
の
免
許
状
を
受
け
た
5
4

(第
三
章
第

一
節
)
。
こ
の
蕉

月

尊
翁
と
は
細
川
月
翁
の
こ
と
で
あ
る
。

月
翁
が
池
田

一
枝

の
門

人

で
あ

っ
た

こ
と
は
確
か

で
、
系
図
に
そ
う
記
さ

れ
る
の
は
も

っ
と
も
だ
が
、

二
世
琴
古
に
も
師
事
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
の
系
図
、
文
章

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か

一
年
ほ
ど
の
琴
古
と
の

師
弟
関
係

で
江
戸
を
離
れ
、
郷
里
の
宇
土
に
隠
棲
し
た
た
め
、

一
枝
門
人
と
し

て
の
名
だ
け
が
残

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
じ
よ
う
な

こ
と
が
池
田

一
枝
に
も
い
え
る
。

一
枝
を
宮
地

一
閑

の
弟
子

と
し
て
描

い
て
い
る
の
は
栗
原
系
図
、
中
塚
系
図
で
、
二
世
琴
古

の
弟
子
と
す

る
の
が
荒
木
系
図
、
塚
本
系
図
で
あ
る
。
先
述

の
神
家
史
料

で
紹
介
し
た
池
田

一
枝
の
記
述
で
は
、
最
初
の
師
匠
は
宮
地

一
閑

で
、

一
閑
の
命
に
よ

っ
て

二
世

琴
古
に
入
門
し

て
皆
伝
を
受
け
た
と
い
う
か
ら
、

系
譜
と
し

て
は
宮
地

一
閑
、

二
世
琴
古

の
両
者
か
ら
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な

史
実
に
忠
実
な
系
図
は
、
最
近

の
研
究
成
果
を
盛

り
込
ん
だ
値
賀
笑
童

の
も

の

(値
賀

一
九
九
八

　
折
り
込
み
系
図
)
だ
け

で
あ
る
。

こ
こ
で
ふ
た
た
び
宮
地

一
閑
に
戻

っ
て
、
久
松
風
陽
の
こ
と
ば
に

つ
い
て

考
え
る
。
久
松
は

「
二
代
目
琴
古
門
人

一
閑
と
譜

を
定
め
た
り
と
聞
け
り
」
と

い
っ
た
。

二
世
琴
古
が
、
門
人
の

一
閑
と
譜
を
定
め
た
と
聞

い
て
い
る
、

と
読

め
る
。
ご
く
素
直
に
解
せ
ば

二
世
の
門
人
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
風
陽
が
聞

い
た
の
は

二
世
本
人
で
は
な
く
師
で
あ
る
三
世
か
ら
と
思
わ
れ
る
の
で
、
漠
然

と
琴
古
門
人

の
意
味
で
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
閑

の
生
没
年
は
分
か

っ

て
い
な

い
が
、
『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
(
一
八
一
三
年
山
本
萬
津
の
序
)
の
こ
ろ

に
六
十
歳
代
半
ば

以
上
の
年
齢
と
す
れ
ば

、
初
世
琴
古
に
も
師
事
し
た
可
能
性

は
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
師
事
し
た
の
が

二
世

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

が
。先

の
月
翁
史
料
、
神
家
史
料
に
お
け
る
複
数
師
匠
の
記
述

の
例
、
お
よ
び
、

栗
原
系
図
が
全
く

の
根
拠
な
し
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
と
の
理
由
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第二章 第二節 琴古流の成立と相伝

か
ら
、
本
論
文
に
お
け
る
系
図

(図
4
)
で
は
宮
地

一
閑
を
、
初
世
琴
古
、
二

世
琴
古
の
両
者
か
ら
継
承
す
る
か
た
ち

で
描
く
。
月
翁
、

一
枝
に
つ
い
て
も
同

様

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
筆
者

の
系
図

(月
漢

一
九
八
九

　
付
表
+
系
図
四
六
)

と
は
異
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
幾
通
り
も
の
系
図
が
存
在
す
る
中

で
の
ひ
と
つ

の

「ま
と
め
版
」
と
理
解
さ
れ
た
い
。
今
後
、
よ
り
確
実
な
史
料
が
発
見
さ
れ

れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
書
き
直
し
が
必
要
と
な
る
。

お
き
の
り

4
7

「寛
政
重
修
諸
家
譜
巻
第
百
六
」

で
は
、
興
文
は

「享
保
八
年
宇
土
に
生
る
」
(高

柳
ほ
か

一
九
六
四

a

二

三

九
)

と
な

っ
て
い
る
が
、
『
国
史
大
辞
典
』

(1
2
巻
)

の

「細
川
興
文
」

で
は

「享
保
十
年

(
一
七
二
五
)
九
月
十
三
日
、
細
川
興
生
の
三
男

に
生
ま
れ
る
」

(森
川

一
九
九

一

"
七
三
〇
)
の
よ
う
に
生
年
が
異
な
る
。
こ
こ
で

は
す
で
に
小
菅
に
よ

っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る

(小
菅

一
九
九
三

…
六
二
)
享
保
八
年

生
に
従

っ
て
い
る
。

4
8「;

 

三

、

月
翁
史
料
目
録

(史
料
表
題
は
す
べ
て
小
菅
大
徹
に
よ
る
)

尺
八

三
管

(琴
古
作
、
月
翁
作
、
古
鏡
昨
)

尺
八
曲
目
ケ
條
之
書

(巻
物
)

一
巻

(明
和
九
年
八
月
、

蕉
月
尊
翁
御
用
人
玉
崎
、
芦
田
宛
)

十
八
曲
修
了
日
覚
書

二
紙

(月
翁
書
)

黒
澤
幸
八
琴
古
よ
り

四

、
九 八 七 六 五

 

十

、

十

一
、

十

二
、

十

三
、

十

四
、

十

五
、

十

六
、

十

七

、

十

八

、

十

九

、

二

+

、

二
十

一
、

二
十

二
、

二
十

三

、 「鳳
将
雛
」
新
曲
認
定
書

二
点

(安
永
二
年
十
月
十
三
日
、

一
月
寺
並
に
鈴

法
寺
よ
り
黒
澤
琴
古
宛
)

普
化
宗
門
本
則

一
巻

(安
永
二
年
十
月
十
三
日
、

一
月
寺
よ
り
来
鳳
宛
)

譜
本

一
帖

(六
曲
)

譜
面

三
点

(三
曲
)

琴
古
流
尺
八
曲
目
写

二
紙

(月
翁
書
)

「尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
」
写

十
八
條
口
伝
覚
書

(紙
片
)

十
八
紙

(月
翁

書
)
尺
八
の
吹
き
方
覚
書

一
紙

(明
和
八
年
八
月
、
月
翁
書
)

各
曲
の
吹
き
方
覚
書

二
紙

(十
四
曲
)

製
管
秘
方
覚
書

二
紙

(月
翁
書
)

尺
八
細
工
規
矩
状

一
点

(明
和
六
年
、
初
代
黒
澤
琴
古
書
)

書
翰

一
点

(琴
古
よ
り
玉
崎
宛
)

彩
管
覚
状

一
紙

製
管
に
関
す
る
書
翰

四
点

(玉
崎
、
芦
田
書
)

竹
銘
命
名
用
資
料

一
紙

(月
翁
書
)

所
蔵
尺
八
実
測
控
並
竹
銘
覚
書

一
紙

(月
翁
書
)

黄
鐘
調
図
解

一
紙

江
戸
市
中
吹
合
所
名
簿

一
紙

尺
八
袋

(和
紙
製
)

一
点

諸
種
覚
之
書

十
紙

(月
翁
書
)

そ
の
他

(包
紙
等
)

4
9
こ
の
書

㊧
臣
自
2

一
〇
。。。。
)

の
第
二
部
は
、
上
参
郷
祐
康
の

「尺
八
楽
略
史
-
吹
禅

の
理
解
の
た
め
に
」

を
英
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
、
最
後

の
項

「竹
保
流
⊥

外

曲
と
吹
禅
の
合
流
」
は
翻
訳
時
に
省
か
れ
て
い
る
。

5
0

「琴
古
三
代
続
候

て
の
名
人
、

一
閑
先
生
も
四
世
名
人
と
呼
れ
給
ひ
し
事
共
、
末

代
□
之
□
義
竹
道

の
誉
れ
の
残
り
し
た
め
恩
報
の
た
め
に
、
此
唱
歌
之
秘
書

を

一
流

工

夫
せ
し
者
也
」

(神
如

正

一
九
九
五

"
五
)
、

「初
道

一
閑
先
生
竹
弟
ト
成
リ
、

一
閑

先
生
下
知
ニ
テ
ニ
代

目
琴
古
先
生

二
随
身
、
皆
伝
極
意
ヲ
得
テ
、

一
閑
先
生
ト
多
年

二

増
考
シ
テ
唱
歌

一
流

工
夫
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」

(同

"
六
)
と
あ
る

(句
点
筆
者
)
。
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5
1

こ
の
鑑
定
書
の
真
贋
判
定
は
難
し
い
が
、
尺
八
そ
の
も
の
は
初
世
ま
た
は
二
世
琴

古
作
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
他
の
い
く

つ
か
の
琴
古
作
尺
八
と
同
種
の
作
者
焼
き

印

(丸
に
琴
の
文
字
)
が
あ
る
か
ら
で
、
特
に

「琴
爪
」
の
焼
き
印
文
字
は
他
の
琴
古

作
の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
。
鑑
定
書
の
記
述
が
真
実
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
管
は
初

世
琴
古
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「丸
に
琴
の
文
字
」
に
も
幾
種
類
か
が
存

在
す
る
の
で
、
焼
き
印
か
ら
初
世
作
と
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ち
な
み
に
こ
の
双

管
は
や
や
細
身
で
指
孔
が
小
さ
く
、
ひ
じ
ょ
う
に
美
し
い
姿
を
し
て
い
る
。

5
2
管
楽
器
同
士
で
合
奏
す
る
こ
と
や
、
他

の
楽
器
に
合
わ
せ

て
吹
く

こ
と
を

一
般
に

ふ
き
あ
わ
せ

「吹
き
合
わ
す
」
と
い
い
、
琴
古

流
譜
に
も
合
奏

の
意
味

で

「
吹
合

」

の
語
を
記
し

て
い
る
。
現
在
の
琴
古
流

で
は
、
二
人
の
奏
者
の
掛
け
合
い
演

奏
を

「吹
合
」
と
い
い
、

基
本
的
に
同
じ
旋
律
を
二
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
で
演
奏
す
る
が
、
と

こ
ろ
ど

こ
ろ
対

旋
律

に
な

っ
た
り
、
リ
ズ
ム
地
と
の
組
み
合
わ
せ
に
な

る
演
奏
法
を

「連
管
」
と
呼
ん

で
い
る
。

「吹
合
」
を
指
南
者

の
意
味

で
使

っ
た
の
は
、
弟
子

と

一
緒
に
吹
き
な
が
ら

教
授
す
る
人
、

つ
ま
り

「吹
き
合
わ

せ
て
あ
げ
る
人
」
か
ら
き
た

の
で
は
な
い
か
と
推

測
す

る
。

5
3

月
翁
史
料

「尺
八
の
吹
き
方
覚
書
」

(目
録
番
号
十
)
の
冒
頭
に
、

「明
和
八
年
八

月
廿
六
日
よ
り
尺
八
之
義
琴
古
申
を
聞
書
ス
」
と
し

て
、
奏
法
伝
授
の
聞
き
書
き
を
絵

入
り
で
記
し
て
い
る
。

5
4

月
翁
史
料

(目
録
番
号
二
)
「尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
」
(小
菅

一
九
九
〇

　
六
七
、

七
二
～
七
四
)。
尺
八
曲
目

(曲
名
略
は
筆
者
)

都
合
十
八
曲
目
自
古
伝
来
之
手
続
也

(十
八
條
之
伝
略
は
筆
者
)

右
十
八
曲
十
八
條
之
伝
は
父
琴
古
以
来
錐
為
秘
事

蕪
月
尊
翁
御
執
心
二
付
当
二
月
十
三
日
よ
り
御
指
南
仕
候
処
抜
群
被
出
御
精
力
候
而

段
々
御
会
得
有
之
終

二
十
八
曲
之
手
被
為
済
候
儀
恐
感
仕
候
依
之
思
召
茂
不
被
為
有
候

者

一
月
寺
江
委
細
可
申
達
候
左
候
バ
バ
錐
無
歳
月
之
数
右
十
八
曲
之
手
続
口
訣
意
味
合

迄
茂
毛
頭
無
疎
略
御
相
伝
仕
候
儀
且
精
密
二
御
会
得
被
成
候
儀
二
付
本
則
進
達
並
指
南

マ
マ

免
許
之
儀

一
月
鈴
法
両
寺
よ
り
書
礼

(札
)
出
候
様
可
相
成
候
被
仰
聞
次
第
其
通
取
斗

可
申
候
乍
恐
為
後
証
書
物
差
上
候
之
処
如
件

一
月
寺
取
次
指
南
兼
細
工

黒
澤
幸
八

明
和
九
年
壬
辰
秋
八
月

蕪
月
尊
翁
御
用
人

玉
崎
恵

一
右
衛
門
殿

芦
田
十
左
衛
門
殿

圏

こ
こ
に
記
さ
れ
た
琴
古
流
本
曲
表
十
八
曲
の

「尺
八
曲
目
」
と

「十
八
條
之
伝
」
は
、

『琴
古
手
帳
』
冒
頭
に
あ
る

「当
流
尺
八
曲
目
録
」
、
「当
流
尺
八

一
道
之
事

十
八
條

口
伝
」
お
よ
び

「免
許
状
」
と
わ
ず
か
な
異
同
を
除
い
て
同
じ
で
あ
る
。
『琴
古
手
帳
』

の

「免
許
状
」
は
、
月
翁
史
料
の

「右
十
八
曲
十
八
條
之
伝
は

・
・
」
以
下
の
文
章
の

写
し
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
澤
琴
古
が
与
え
た
免
許
状
と

し
て
は
伝
存
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
『
琴
古
手
帳
』
の
記
載
内
容
を
裏
付
け
る
史
料
と

し
て
き
わ
め
て
高
い
価
値
を
も
つ
。
御
家
流
に
よ
る
公
文
書
の
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、

琴
古
直
筆
で
は
な
い
が
朱
印
は
二
世
琴
古
の
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る

(小
菅

一
九
九

〇

"
七
五
)
。

な
お
、
「尺
八
本
曲
ケ
條
之
書
」
に
は
月
翁
自
身
に
よ
る
写
し
が
別
に

一
巻

(月
翁

史
料
目
録
番
号
九
)
あ
り
、
十
八
條
の

一
條
ご
と
に
解
説
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
紙
片

が
張
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
込
み
は
琴
古
か
ら
直
接
受
け
た
口
伝
情
報
と
思

わ
れ
、
『琴
古
手
帳
』
の
内
容
を
補
遺
す
る
も
の
と
し
て
他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
記

録
と
い
え
る
。



表

2

琴
古
流
関
係

略
年
表

西

暦

和

暦

事

項

(
注
記
事
項
を
表
末
に
し
る
す)

一

七
一

〇

宝
永
七

初
世
黒
澤
幸
八
琴
古
生
*

一

七
二
三

享
保
八

細
川

興
文
月
翁
(
来
鳳、

蕉
月
尊
翁)

生

一

八
二
七

享
保
十
三

初
世
琴
古
長
崎
正
寿
軒
に
て
古
伝
三
曲
を
伝
承

一

七
三
二

享
保
十
七

扶
桑
散
人
覚
心
「
尺
八
伝
来
記
」

記
す

一

七
四
七

延
享
四

二
世
黒
澤
幸
右
衛
門
(
幸
八
)

琴
古
生
*

一

七
五
八

宝
暦
八

池
田
仙
助
一

枝
生
(
没
年
不

詳)

*

一

七
六
九

明
和
六

初
世
琴
古

書
「
尺
八

細
工
規

矩
状
」

(
月
翁
史
料)

一

七
六
九

明
和
六

岡
秀
益
仕
候
『
尺
八
通
俗
集
』

刊

筆
者
不
詳
「
北
越
月
潟
二
川
問
答」

⑭

一

七

七
一

明
和
八

初
世
琴
古
没
(
四

月
二

十
三

田)

一

七

七
一

明
和
八

月
翁
書
「
尺
八
の
吹
き
方
覚
書
」(八月二十六日より琴古申を

聞

書
ス
)

一

七
七
二

明
和
九

月
翁
書
「

十
八
曲
修
了
日
覚
書
」(二月十三日～九月二十三日
)

一

七
七
二

明
和
九

黒
澤
幸
八
よ
り

蕉
月

尊
翁
(

月
翁)

御
再
人
宛「尺八曲目ケ條之書」(八月)

④

一

七
七
二

安
永
元

三
世
黒

澤
雅
十
郎
(
過
去
帳
雅
二

郎)

(
幸
八、

琴
甫)琴古生*雅次郎

「
江

戸
市
中
指
南
者
名
簿」

(
月
翁

史

料)

に
岡
秀
益、

O

黒
澤
琴
吾
ら
の
名
あ
り

一

七
七
三

安
永
二

一

月
寺
鈴

法
寺
よ
り
黒

澤
琴
古

宛
「

《
鳳
将
雛
》

新
曲
認
定書」(十月十三日)(月翁史料、琴古流流名の初出)

(
月
漢
恒

子
作
成
)

一

七
七
三

安
永
二

一

月
寺
よ
り
来
鳳
(
月
翁)

宛
「
普

化
宗
門

本
則」

月
翁
書
「
尺
八
曲
目
ケ
條
之
書」

写
(
十
八

條
口

伝

覚書)、「製管秘方覚書」、「所蔵尺八実測控並竹銘覚書」ほか月翁文書

筆
者
不
詳
「
各
曲
の
吹
き

方
覚
書」

(
月
翁
史

料)

一

七
七
八

安
永
七

「
爪
琴」

「
松
風」

の

鑑
定
書
に
二

世
琴
古
「
金

鳳」

を名のる

一

七
七
九

安
永
八

『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』

践

一

七

八
一

天
明
元

『
虚
鐸
伝
記
国
字
解
』

序

一

七
八
五

天
明
五

細
川
月
翁
没
(
七
月
五
日
)

一

七

八
五

天
明
五

久
松
風
陽
生

(
明
治
四

年
こ
ろ
没)

*

一

七

九
二

寛
政
四

植

「
町
家
住
居
尺
八

指
南
者
姓
名」

に
黒
澤
琴
古
二

世、黒澤雅十郎三世の名あり

一

七
九
五

寛
政
七

山
本
守
秀
解
註
『
慮
鐸
伝
記
国
字
解』

刊

筆
者
不
詳
「
尺
八
礼
法」

(
松
岩
軒
文
書)

一

七

九
七

寛
政
九

大
橋
思
道
軒
『
洞
箭
伝
来
』

清
書

一

七

九
七

寛
政
九

池
田
一

枝
『
尺
八

唱
歌
譜
』

記
す

⑮

一

八
一

一

文
化
八

二

世
琴
古
没
(
六
月
十
二

日)

一

八
一

二

文
化
九

吉
田

耕
三
一

調
生
(
明
治
十
四

年
没
)

一

八

=
二

文
化
十

山

本
萬
津

『
(
一

閑
先
生
)

尺
八

筆
記』

記
す

⑱

三

世
琴
古
、

二

世
の

伝
聞
に
基
づ
き

『
琴

古
手
帳
』

を
記す①②

一

八
一

六

文
化
十
三

三

世
琴
古
没
(
六

月
二

十
二
日)

45
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一

八
一

八

文
政
元

久
松
風
陽
「
独
語」

記
す

一

八
二
二

文
政
五

池
田
一

枝
『
尺
八

琴
古
流
手
続
』

(
琴
古
流
本
曲
譜)

記す⑯

細
川
興
秀
(
月
翁
孫)

「
唱
歌
帖
」

記
す
(
《
鳳
将
雛
》月翁作のこと、《琴六段》一枝作のこと)⑫⑬

一

八
二
三

文
政
六

二

世
荒
木
古
童
生

(
明
治
四
十
一

年
没)

一

八
二
三

文
政
六

久
松
風
陽
「
独
問
答」

記
す

一

八
二
三

文
政
六

池
田
一

枝
『
琴
古
流
手
続
』

記
す

(
⑯)

一

八
二
四

文
政
七

山
田
弁
蔵
如
童
琴
古
『
尺
八
唱
歌
譜
』

記
す

一

八
二
五

文
政
八

『
兎
園
小
説
』

の
文
宝
堂

著
「
尺

八

曲
名
」

⑰

一

八
二

六

文
政
九

山
田
弁
蔵
如
童
琴
古
『
尺
八
唱
歌
目
録』

記
す

⑤

一

八
二

六

文
政
九

岩
橋
主
馬
如
木
『
尺
八
伝
書
』

記
す

⑥

一

八
三
五

天
保
六

久
松
風
陽
「
菅
銘
録
」.

記

す

一

八
三
七

天
保
八

吉
田
一

調
「
道
の

記
」

記

す

一

八
三
七

天
保
八

和
月
蔵
譜
『
金
括
両
派
尺
八
唱
歌
相
伝
記
』

一

八
三
八

天
保
九

久
松
風
陽
「
海
静
法
語
」

記
す

一

八
三
八

天
保
九

吉
田
一

調
「

竹
弟
子
の

虚
無
僧
に

授
け
持
た
し
め
た
る書」、「尺八伝授巻物書法」記す

吉
田
一

調

「
竹
道

門
人
控
」

(
天

保
～
明
治
十
四

年)

一

八
四
七

弘
化
四

清
埜
右
門
淡
水
『
一

閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』

記
す
⑦

一

八
五
三

嘉
永
六

二

世
荒
木
古
童
竹
翁
《
秘
曲
鹿
遠
音
譜
》

記
す

⑲

四

世
琴
古
「
当

流
尺
八
曲
目」

記
す

③

一

八
六
〇

万
延
元

四

世
琴
古
没
(
一

月

十
五
日。

生

年
不
詳)

一

八

六
一

文
久
元

久
松
風
陽
「
尺
八
大
意
」

記
す

一

八

六

丁
二

文

久

元-

二

吉
田
一

調
『

法
器
尺
八
譜
』

記
す
(
久
松
風
陽
序)

⑧

一

八
六
二

文
久
二

久
松
風

陽
「

尺
八
自
得
の
句
」

記
す

一

八
六
二

文
久
二

吉
田
一

調
「
外

曲
譜」
、

「
尺
八
本
曲
と

外
曲
の

弁」記す

一

八
六
二

文
久
二

茶
川
徳

交
「
尺
八
唱
寄
目
録」

記
す

一

八

七
一

明
治
四

普

化
宗
廃
止
「
太
政
官
布
告
第
五
五
八
号
」(十月二十八日附)

一

八
七
二

明
治
五

吉
田
一

調
よ
り
教
部
省
御
役
所
宛
「
答

弁
書
」

注
1
、
丸

囲
み
数
字

は
、
第

三
章

で
あ

つ
か
う
史
料
番
号
の
意
味
。

注
2
、

生
年
記
事
欄

に
お
い
て
、

人
名

の
後

に

つ
け
た

*
記
号

は
、

数
え
年

計
算

に
よ

っ
て
導

き
だ

さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

推
定
ま
た
は



図
4

琴
古
流
相
伝
略
系
譜

(
月
漢
恒
子
作
成
)

幸
八

初

世

黒

澤

琴

古

(
*
一
七

一
〇
ー

一
七
七

一
)

幸
右

衛
門
、
幸
八

二
世

黒

澤

琴

古

(.
一
七
四
七
-

一
八

一

金

鳳

一
)

雅
十
郎

雅
二
郎

雅
次
郎
、
幸
八

三
世
黒

澤

琴

古

一雅五郎菅定晴久松風日
(.
一
七
八
五
…

一
八
七

一
?
)

(
*

一
七

七

ニ

ー

一
八

一
六

)

琴

甫

音
次
郎
、
幸
八

四
世
黒

澤

琴

古

(
?
ー

一
八
六
〇
)

宇
右
衛
門

第

一.
同

千
助
、
仙
助

池

田

一
枝

(
二

七

六

五

1

?

)

一
峯

21

八 吉
一 田

1一 耕
_調 三

八
八

==

月
翁

細
川
興
文

I

l

i

細
川
興

秀

 (
一
七
二
一二
ー

一
七
八
五
)

来

鳳

来

鳳
軸

后

ー

(如
童
琴
古
)

勝
五
郎

初
世
豊

田
古
童

1

(
?
ー

一
八
五

一
)

鳳

憧

古

童

貞
徳

彰
城
逸
調
-

森
本
逸
調

(
*
一
八

五

八

-

一
九

三

九

)

二

世

一
調

筑
前
守

横

田

五
柳

半
三
郎

二
世
荒

木

古

童

(
一
八
二
三
-

一
九
〇
八
)

梅
旭
、
竹
翁

八
)

( 1 1 1 ( 1 i( 1 1 ( 1

六
四
郎

上
原
虚
洞

八

四

八

ー

一
九

一
三

)

初
世
川
瀬

順
輔

-

八
七

〇
ー

一
九
五
九
)

真
之
助

三
世
荒
木
古
童

-

八
七
九
-

一
九
三
五
)

純

一

三
浦

琴
童

1

(
一
八

七

五

ー

一
九

四

〇

)
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第
三
章

琴
古
流
本
曲
の
成
立
と
展
開

(史
料
か
ら
音
楽
の
実
態
を
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
)

古
来
、
琴
古
流
本
曲
は
三
十
六
曲
と

い
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
三
十
六
曲
と
は

ど
ん
な
曲
か
。

い

つ
、
誰

に
よ

っ
て
旋
律
が
整
え
ら
れ
、

「流
曲
」
と
し
て
制

定
さ
れ
た
の
か
。
久
松
風
陽
は
、
そ
の
手
記

「独
問
答
」
(
一
八
二
一二
年
)
で
い

う
。

「
△
問

曲
数
三
十
六
曲
は

い
つ

れ
の
頃
定
ま
り
た
り
や
、
○
答

三
代

[日
琴
古
予
に
語
て
表
裏
三
十
六
曲
秘
曲
三
曲

共
初
代
琴
古
定
め
た
り
と
い

へ
り
、

是
等
は
予
が
預
る
所
に
あ
ら
ざ

れ
ば
知
ら
ず
」
(栗
原

一
八
一
八

二

=
三
)
と
。

久
松
は
続
け
て
い
う
。

「
△

曲

に
譜
と
い

へ
る
物
有
何
れ
の
頃
定
た
り
や
、

○
答

二
代
目
琴
古
門
人

一
閑
と
譜
を
定
め
た
り
と
聞
け
り
、
是
も
予
が
預
る

所
に
あ
ら
ざ
れ
ば
知
ら
ず
」
(同
)
。

か
り
に
初
世
琴
古
が
琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲
と
秘
曲
三
曲
を
定
め
た
と
し
て
、

現
在
演
奏
さ
れ
る
個
々
の
楽
曲

の
旋
律
内
容
を
、
初
世
琴
古
の
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ

る
こ
と
が

で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
と
昔
で
は
変
わ

っ
た

の
か
、
変
わ

ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
仮
に

二
世
琴
古
が
譜
を
定
め
た
と
し
た
と
し
て
、
い
つ

の
こ
ろ
か
ら
今

の
よ
う
な
奏
法
が
お
こ
な
わ
れ
始
め
、
そ
れ
を
ど

の
程
度
楽
譜

に
記
し
た
の
か
。

本
章

の
ね
ら
い
は
、
可
能
な
限
り
の
楽
譜
史
料
と
文
字
史
料
に
よ
っ
て
、
琴

古
流
本
曲

の
成
立
期
に
立
ち
戻
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま

で

「点
」
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
料
を

「線
」
と
し

て
と
ら

え
、
そ
こ
に
新
た
な

「点
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後

の
展
開

に
お
け

る
明
確
な
流
れ
を
跡
づ

け
よ
う
と
試

み
る
。
す
で
に
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
歴

代
琴
古

の
手
に
な
る
楽
譜
は
遺

っ
て
い
な

い
。
信
頼
で
き
る
史
料
の
上
限
は

二

世
琴
古
の
弟
子
た
ち
と
、
三
世
琴
古
の
弟
子
た
ち
の
時
代
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
古
典
本
曲
は
、
作
者
、
成
立
年
代
と
も
に
不
詳
の
音
楽

で
あ
り
、

い
つ
ど

の
よ
う
に
し
て
曲
が
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
を

「書
か
れ
た
も
の
」
か
ら
知
る
こ
と
が
困
難
な
世
界
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
古

典
本
曲
は
基
本
的
に
口
頭
伝
承

で
あ
り
、
楽
譜
や
文
書

に

「書
き
記
す

こ
と
」

を
第

一
義
と
し
な

い
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
古

い
時
代
の
演
奏

の
実
態

を
知
る
た
め
の
、
直
接
的
手
が
か
り
は
極
め
て
少
な

い
。
そ
の
点

で
琴
古
流
の

伝
承
形
態
は
、
虚
無
僧
尺
八
と
し
て
は
異
例
の
存
在
と
い
え
る
。
そ
れ
は
琴
古

流
が
、
早
く
か
ら
芸
能
尺
八
の
流
派
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

以
下
、
杢

早
を
第

一
節

琴
古
流
本
曲
の
成
立
経
緯
、
第
二
節

古
譜
で
た

ど
る
琴
古
流
本
曲
の
展
開
に
分
け
て
論
じ
る
。
第

一
節
で
は
琴
古
流
本
曲
の
成

立
過
程
を
、
各
種
史
料
に
お
け
る
曲
目
録
内
容
の
推
移
の
分
析
を
通
し
て
検
討

し
、
第
二
節
で
は
琴
古
流
本
曲
の
古
譜
を
も
と
に
、
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る

演
奏
実
態
を
検
証
す
る
。
第
二
節
で
示
さ
れ
る
音
階
、
奏
法
と
い
っ
た
音
楽
の

構
造
に
関
す
る
考
察
は
、
古
典
本
曲
全
般
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、
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次
章
以
降
で
再
度
言
及
さ
れ
る
。

第

一
節

琴
古
流
本
曲
の
成
立
経
緯

(1
)

琴
古
流
本
曲
の
史
料

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
琴
古
流
関
係
の
古
譜

(小
菅

一
九
八
八

"
九
九
～
一
〇
〇
、

月
漢

一
九
七
七

…
五
三
～
五
四
ほ
か
)、
お
よ
び
曲
目
を
記
載
し
た
史
料

(資
料
)

は
三
十
点
を
越
え
る
。
明
治
期

の
も

の
は
参
考
程
度
に
最
小
限
し
か
あ
げ

て
い

な
い
が
、

こ
の
レ
ヴ

ェ
ル
を
網

羅
す

る
と
さ
ら
に
点
数
は
増
え
る
。
ま
ず
そ
れ

ら
の
史
料
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
列
挙
す

る
。
各
項
の
頭
に
付
し
た
①
な
ど
の
丸
付

き
数
字
は
本
論
文
で
使
用
す
る
史
料
番
号
で
、
本
章

に
お
け
る
本
文
、
表

(表

3
、
表
4
)
、
お
よ
び
本
節
付
録

の
史
料
解
題
で
使
わ
れ
る
。
ま
た

(仮
称
)
は
、

題
簸
な
ど
に
よ
る
原
題
で
は
な
く
、
紹
介
者
に
よ

っ
て
仮
に
付
け
ら
れ
た
名
称

の
意
味
で
あ
る
。

【
楽
譜
史
料

(本
曲
譜

の
み
)
】

一
、
岡
秀
益
譜

『
尺
八
通
俗
集
』
(
一
曲
)
、

立
国
会
図
書
館
蔵
。

二
、
細
川
興
文

(月
翁
)
譜

「唱
歌
」
(仮
称
、

明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
刊
、
国

月
翁
史
料
目
録
番
号
七
)
(三
曲
)
、

年
代
不
詳
、
山

田
文
庫

(代
表
舟
田
義
輔
)
蔵
。

三
、
⑮
池

田

一
枝
譜

『
尺
八
唱
歌
譜
』

(仮
称
)
(三
+
五
曲
)
、
寛
政
九
年

(
一

七
九
七
)
筆
、
佐
藤
晴
美
旧
蔵
。

四
、
⑯
池
田

一
枝
譜

『
尺
八
琴
古
流
手
続

乾
』

(+
八
曲
)
、
文
政
五
年

(
一

八
二
二
)
筆
、
神
如
正
蔵

(坤
は
不
明
)
。

五
、
⑬
細
川
興
秀

(来
鳳
)
譜
か

『
唱
歌
帖
』
(仮
称
、
月
翁
史
料
目
録
番
号
六
)

(八
曲
)
、
年
代
不
詳
、
山
田
文
庫

(代
表
舟
田
義
輔
)
蔵
。

六
、
山
田
如
童
琴
古
譜

『
尺
八
唱
歌
譜
』
(仮
称
)
(九
曲
)
、
文
政
七
年

(
一
八

二
四
)
筆
、
川
瀬
順
輔
蔵
。
(筆
者
未
確
認
)

七
、
⑤
山
田
如
童
琴
古
譜

『
尺
八
唱
歌
目
録
』

(仮
称
)
(+
五
曲
)
、
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)
筆
、
及
川
尊
雄
・蔵
。

し
ゅ
め

に
ょ
ぼ
く

八
、
⑥
岩
橋
主
馬

(如
木
)
譜

『
尺
八
伝
書
』
(+
二
曲
)
、
文
政
九
年

(
一
八
二

六
)
筆
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
。

九
、
和
月
蔵

の
譜

『
金
活
両
派
尺
八
唱
歌
相
伝
記
』
(十
三
曲
)
、
天
保
八
年

(
一

八
三
七
)
筆
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。

き
よ
の
う
も
ん

十
、
⑦

清
埜
右
門

(淡
水
)
譜

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』

(三
+
九
曲
)
、

弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
筆
、
明
治
三
十
年

(
一
八
九
七
)
影
印
本
、
田
辺

尚
雄

・
及
川
尊
雄
蔵

・
宮
城
道
雄
記
念
館
蔵

・
神
如
正
蔵

(
一
部
欠
損
)
。

十

一
、

⑲

二
世
荒
木
古
童

(竹
翁
)
譜

「秘
曲
鹿
遠
音
譜
」
(
一
曲
)
、
嘉
永

六
年

(
一
八
五
三
)
筆
、
八
雲
本
陣
記
念
財
団
蔵
。
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ほ
う
き

十
二
、

⑧
吉
田

一
調
譜

『法
器
尺
八
譜
』
(三
十
九
曲
)
、

八
六

一
～
二
)
筆
、
佐
藤
鈴
童
蔵
。

十
三
、

吉

田

一
調
譜

『
法
器
尺
八
譜
』
(三
十
四
曲
)
、

一
)
筆
、
門
田
笛
空
蔵
。
(筆
者
未
確
認
)

十
四
、

吉

田

一
調
譜

『
法
器
尺
八
戴
胴
』
(
四
十
七
曲
)
、

一
)
筆
、
佐
藤
晴
美
旧
蔵
。

(筆
者
未
確
認
)

十
五
、

茶
川
徳
交

(如
鷺
)
譜

「
尺
八
唱
寄
目
録
」

譜

完
』
所
載
)、
文
久

二
年

(
一
八
六
二
)
筆
、

十
六
、

著
者
不
明

「細
川
豊
前
守
興
文
侯
作
曲

(
一
曲
)
、
慶
応

二
年

(
一
八
六
六
)
筆
、

三

}
一
六
)
。

十
七
、

吉

田

一
調
譜

「直
筆
譜
」

(仮
称
)

(曲
数
不
明
)
、

七
五
)
筆
、
川
瀬
順
輔
蔵
。

十
八
、

⑨
森
本
逸
調
譜

『
洞
篇
譜

一
、

二
』

(+
五
曲
)
、

八
七
九
)
筆
、
佐
藤
鈴
童
蔵
。

十
九
、

二
世
荒
木
古
童

(竹
翁
)
譜

『
尺
八
曲
譜
』

明
治
二
十
六
年

(
一
八
九
三
)
筆
、
佐
藤
晴
美
旧
蔵
。

二
十
、

⑪
黒
澤
琴
古
譜
?

(六
曲
)、
年
代
不
詳
、

二
十

一
、

著
者
不
詳

「虚
鐸
擁
書
」

(五
曲
)
、
年
代
不
詳
、

団
蔵

(月
漢

一
九
九
二

"
三
九
)。

文
久
元
～
二
年

(
一

文
久
元
年

(
一
八
六

文
久
元
年

(
一
八
六

(三
曲
)

(『新
撰
洞
籏
秘

宮
城
道
雄
記
念
館
蔵
。

琴
古
流
本
曲

《
鳳
将
雛
》
」

佐
藤
晴
美
旧
蔵

(塚
本

一
九
九

明
治

八
年

(
一
八

明
治
十

二
年

(
一

(仮
称
)

(曲
数
不
明
)
、

(筆
者
未
確
認
)

松
下
邦
夫
蔵
。

八
雲
本
陣
記
念
財

【
曲
目
記
載
史
料

・
資
料
】

一
、
扶
桑
散
人
覚
心

「尺
八
伝
来
記
」

(『
洞
篇
伝
来
』
所
載
)
、
享
保
十
七
年

(
一

七
三
二
)
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。

二
、
著
者
不
詳

「北
越
月
潟

二
川
問
答
」
(『虚
無
僧
法
式
』
所
載
)
、
年
代
不
詳
、

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
。

三
、
④

二
世
黒
澤
琴
古
か
ら
細
川
興
文

(月
翁
)
へ
の

『
尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
』

(月
翁
史
料
目
録
番
号
二
)
、
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
代
筆
、
山
田
文
庫

(代

表
舟
田
義
輔
)
蔵
。

四
、
細
川
興
文

(月
翁
)
『
尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
』
写

(月
翁
史
料
目
録
番
号
九
)
、

年
代
不
詳
、
山
田
文
庫

(代
表
舟
田
義
輔
)
蔵
。

五
、
⑱
山
本
萬
津

『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
(曲
目
は
な
い
)、
文
化
十
年

(
一

八

一
三
)
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
ほ
か
。

六
、
①
②

三
世
琴
古

(後
述
)
「当
流
尺
八
曲
目
録
」
、

「当
流
尺
八
曲
目
」

(『琴

古
手
帳
』
所
載
)
、
年
代
不
詳

(文
化
期
こ
ろ
か
)、
現
物
行
方
不
明
。

七
、
③

四
世
琴
古

「
当
流
尺
八
曲
目
」
、
年
代
不
詳
、
黒
澤
家
蔵
。

八
、
⑫
細
川
興
秀

(来
鳳
)
か

『
唱
歌
帖
』
(月
翁
史
料
目
録
番
号
六
)
、
年
代
不

詳
、
山
田
文
庫

(代
表
舟
田
義
輔
)
蔵
。

こ
し
ら
え

九
、
三
世
琴
古

「不
用

持

曲
附
」

(『
琴
古
手
帳
』
所
載
)
、
年
代
不
詳

(文
化

期
こ
ろ
か
)
、
現
物
行
方
不
明
。
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十
、
池
田

一
枝

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
文
政
六
年

(
一
八
二
三
)
、
神
如
正

蔵

(下
ノ
巻
は
不
明
)
。

十

一
、

⑰
文
宝
堂

「虚
無
僧
定
法
」

(『兎
園
小
説
』
所
載
)、
文
政
八
年

(
一

八
二
五
)
。

十
二
、

著
者
不
詳

「普
化

の
三
本

の
事
」

(『虚
無
僧
次
第
』
所
載
)
、
年
代
不

詳
、
豊
橋
市
立
図
書
館
羽
田
埜
文
庫
蔵
。

十
三
、

著
者
不
明

「普
化

の
三
本
と
は
」
(
『普
化
宗
門
掟
書
』
所
載
)
、
年
代

不
詳
、
森
田
洋
平
蔵
。

こ
れ
ら
の
中
か
ら
選
出
し
た
十
七
種

の
文
献
を
、
曲
目
比
較
対
照
の
た
め
の

基
本
的
な
史
料
グ
ル
ー
プ

A

(①
～
⑩
)
と
、
そ
れ
を
補
遺
す
る
史
料
グ
ル
ー

プ

B

(⑩
～
⑰
)
に
わ
け
、
各
史
料
に
記
載

さ
れ
る
曲
名
を
、
そ
の
ま
ま

の
漢

字
か
ま
た
は
仮
名
文
字

で
表
記
し
た
曲
目

一
覧
表
を
作
成
し
た
。
本
節
末
に
し

め
す
表

3

「
琴
古
流
本
曲
曲
目

一
覧
」

(
A
)
、

(
B
)

で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者

の
既
発
表

の
表

(月
漢

一
九
九
六
b

…
八
○
～
八

一
)
に
、
④
～
⑥
と
⑨

お
よ
び

⑪
～
⑰
の
十

一
史
料
を
追
加
し
た
大
幅
増
補
改
訂
版

で
あ
る
。

本
来
こ
の
表
は
、
A
4
判
を
横
に
四
枚
、
縦
に

二
枚
並

べ
た
サ
イ
ズ
、

つ
ま

り
A
判
フ
ル
サ
イ
ズ
の
広
さ
を
も

つ
も
の
で
あ

る
が
、
冊
子
の
形
態
上

こ
れ
を

八
分
割
し
て
い
る
。
A
、

B
の
グ

ル
ー
ピ

ン
グ
も
、

む
し
ろ
こ
の
分
割

の
必
要

性
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
A
)

i
～
・W
は
横
に
連
続
し
、

(B
)
i
～

拉
の
⑪
以
降
は
そ
れ
ぞ

れ

(A
)
i
～
●W
の
下
に
連
続
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
曲
名
単
位
に
十
七
種

の
文
献
を
比
較
す
る
と
き
は
、
A
i
↓

B

i
、
A
…11
↓
B
"11
の
よ
う
な
順
で
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

B
の
上
三
段
に
①
②

③
が
重
複
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
分
割
さ
れ
た
B
に

お
け
る
曲
目
の
位
置
関
係
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
り
、
全
体
が

一
枚

の
表
、
す
な
わ
ち
縦
十
七
段
、
横

四
十
八
行
の
大
型
表
に
な
る
と
き

こ
の
上
三

段
は
不
用
と
な
る
。
史
料
名
を
示
し
た
A
、
B
そ
れ
ぞ
れ
ー
の
第

一
行
目
で
、

「目
録

の
み
」
あ
る
い
は

「曲
目
の
み
」

と
あ
る
場
合
、
楽
譜
は
な
い
。
楽
譜

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
曲
数
を
括
弧
内
に
示
し
た
。

最
上
段
に

『
琴
古
手
帳
』
を
掲
げ
た
の
は
、
こ
れ
が
琴
古
流
宗
家
、
黒
澤
家

伝
来

の
史
料
だ
か
ら
で
あ
り
、
年
代
的
に

一
番
古
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。

し
か
し
他

の
史
料
群
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
並

べ
た
。
ま
た
、

各
曲
名

の
上
に
付
け
ら
れ
た
ω
な
ど
の
数
字
は
、
当
該
史
料
内
に
お
け
る
曲
の

順
位
を
し
め
す
。
ト

ッ
プ

に
あ
る
①

「当
流
尺
八
曲
目
録
」

の
曲
順
位
を
基
準

と
し
た
比
較
対
照
表
な

の
で
、
各
史
料
内
に
お
け
る
曲
目
順
位
は

こ
の
数
字

で

認
識
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
表
内
の
ブ
ラ
ン
ク
は
、
そ
の
史
料
に
そ
の
曲

が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
表

3
は
単
に
曲
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
は
な
く
、
曲
の
制
定
と
そ
の
後

の
推
移
を
考
察
す
る
過
程

で
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
次
項
以
下

の
具
体
的
な
記
述
は
、
す

べ
て
こ
の
表
3
に
沿

っ
て
い
る
。
ま
た
、
表

3
の
出
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典
と
な
る
史
料
の
解
題
は
本
論
文
巻
末
に
付
録
と
し
て
添
付
す
る
の
で
、

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)

目
録

に
み
る
曲
目
内
容

・
曲
順

・
曲
名
文
字

の
異
同

あ
わ

ま
ず
、
琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲

の
曲
目
内
容
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
現
在
、

琴
古
流

の
規
範
譜
の
ひ
と

つ
と
な

っ
て
い
る
⑩

琴
童
譜

で
は
、
掲
載
曲
す

べ
て

を
独
立
し
た

一
曲
と
数
え
る
と

三
十
九
曲

(あ
る
い
は
そ
れ
以
上
)
に
な
る
。

こ

の
た
め
、
ど
う
数
え
て

「三
十
六
曲
」
と
す
る
か
が
、
派
に
よ

っ
て
あ
る
い
は

人
に
よ

っ
て

一
定
し
な
い
。
例
え
ば
、
『
山
口
五
郎

琴
古
流
尺
八
本
曲
指
南
』

の
解
説
書

で
平
野
健
次
は
、
①

「当
流
尺
八
曲
目
録
」
に
は
あ

っ
て
⑩

で
は
独

あ
け
ぼ
の
ち
ょ
う
し

れ
ん
ぼ

立
曲
あ

つ
か
い
さ
れ
な
い
移
調
曲
八
曲
、

曙
調
子

と
雲
井
調
子
の

《
懸
慕
》
、

こ
く
う

す
が
が
き

《
虚
空
》
、

《
菅
垣
》
、

《
獅

子

》

を

曲

数

か

ら

除

く

か

わ

り

に

、

ひ
ふ
み
は
ち
が
え
し
の
し
ら
べ

こ
と
ぶ
き
の
し
ら
ぺ

ば
ん
し
き
ち
ょ
う

あ
け
ぼ
の
の
し
ら
べ

あ
し
の
し
ら
べ

《
=

一三
鉢

返

調
》

、

《
寿

調
》

、

《
盤

渉
調

》
、

《
曙

調
》
、

《
芦

の
調
》
、

こ
と
じ
の
き
ょ
く

《
π
音
柱

の
曲
》
な
ど

の

「し
ら
べ
類
」
を
独
立
曲
と
し
て
数
え
た
。
こ
れ
に

い
っ
か
ん
り
ゅ
う
こ
く
う
か
え
で

あ
け
ぼ
の
す
が
が
き

《
一
閑
流
虚
空
替
手
》
と

《
曙
菅
垣

》
と

《
月
の
曲
》
と
を
加
え
る
と
三
十

七
曲
に
な

る
が
、

「《
一
閑
流
虚
空
替
手
》
は
独
立
し
た
本
曲

で
は
な

い
と
し
て

こ
れ
を
省
く
と

(略
)
結
局
三
十
六
曲

と
な
る
」
、
と
説
明
し

て
い
る

(平
野

一

九
九
一
"
一
四
)。

し
か
し
、

二
世
荒
木
古
童
作
曲

の

《
月
の
曲
》
と
出
自
不
明
の

《
曙
菅
垣
》

を
、
「古
来
三
十
六
曲
」
の
中
に
入
れ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

一
覧
表

(表

3
A
歯
)
か
ら
み
て
明
ら
か
に
、
こ
の
二
曲
は
後
世

の
付
加
曲
だ
か
ら
で
あ
る
。

現
行
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
こ
は
素
直
に
、
『
琴
古
手
帳
』

の

「表
十
八
曲
、

裏
十
七
曲
」
と
い
う
記
述

(A
-・w
、
B
-N
最
後
の
行
)
に
従
う

べ
き

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て

一
覧
表
の
曲
順
番
号

で
は
、
平
野
が
数
え
た

「し
ら
べ
類
」
は
曲
数

に
入
れ

て
い
な
い
。

こ
の

「し
ら

べ
類
」
は
現
在
で
は
独
立
曲
あ

つ
か
い
さ
れ

て
い
る
が
、
流
曲
制
定
当
初
は
番
外
曲

で
あ

っ
た

(後
述
)。

と
こ
ろ
で
、
①

「当
流
尺
八
曲
目
録
」

の
記
述
は
中
塚
竹
禅

の
筆
写
版

二

九
三
七
年
序
文
)
に
よ

っ
た
が
、

こ
こ
に
中
塚

の
筆
跡

で

「
琴
古
手
帖

ヨ
リ
抜

粋
整
理
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
確
か
に

『
尺
八
界
』

に
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
翻

刻
版

(黒
澤

一
九
二
〇

"
1
0
9
号

一
〇
～

二

)
の
方
が
詳
し
い
。
細
か

い
点
は

小
菅
大
徹
の
解
説
に
付
さ
れ
た
翻
刻
版
の
再
掲

(小
菅

一
九
九
九

二

六
七
～
一
六

八
)
に
譲

る
と
し

て
、

重
要
な

異
同

点
を
あ
げ

る
。
ま
ず

、
①

の
3
5
番

き
ぬ
た
ま

ねも
り

《
砧
巣
籠

》
(A
-・w
)
は
、
翻
刻
版

で
は
独
立
曲
と
し

て
で
は
な
く
括
弧
付
き

さ
が
り
は

ま
え
ぶ
き

あ
し

で
、
《
下
り
葉
》

の
下
に

「
(前
吹
、
砧
巣
籠
、
藍
)
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
《
下

り
葉
》

の
前
吹
き
が

《
砧
巣
籠
》
と
は
何

の
こ
と
か
解
せ
な
い
。
し
か
も
そ
の

後
に

「都
合
計
裏
十
八
曲
也
」
と
あ
る
が
、
《
砧
巣
籠
》

な
し

で
は
ど
う
勘
定

し
て
も
十
六
曲
し
か
な
い
。
ま

っ
た
く
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く

中
塚
も

こ
れ
を
書
き
誤
り
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
《
砧
巣
籠
》
を
独
立
さ

じ
の
き
ょ
く

せ
、
そ
の
前
吹
き
に

「
柱
曲

」
を
加
え
て

「都
合
裏
十

七
曲
也
」

と
訂
正
し
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第三章 第一節 琴古流本曲の成立経緯

て
い
る
。
中
塚
の

「抜
粋
整
理
」
の

「整
理
」
は
こ
の
こ
と
を
意
味
し
た
よ
う

だ
。翻

刻
版
の

「裏
十
八
曲
」
が
単
な
る
誤
植
で
な
い
こ
と
は
、
続
い
て

「右
真

手
十
八
曲
外
十
八
曲
之
伝

父
琴
古
以
来
錐
為
秘
事
猶
追
々
可
致
相
伝
者
也
」

よ
び
か
え
し
の
し
か
の
と
お
ね

と
あ
り
、

「
ヒ
キ

ョ
ク
ナ
リ

一
、
呼
返
之
鹿
遠
音
」

の
後
に
再
び

「右
真
手

十
八
曲
之
伝
、
外
十
八
曲
之
伝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断

で
き
る
。
数
字
か
ら

は
三
十
六
曲
に
秘
曲

一
曲
を
加
え
て
三
十
七
曲
と
な
る
が
、
曲
名
の
あ
げ
方
か

ら
す
る
と
三
十
五
曲
、
実
際
は

《
砧
巣
籠
》
を
数
え
て
三
十
六
曲
で
あ
る
。

こ

の
点
を
②

「当
流
尺
八
曲
目
」

で
確
認
す
る
と
、
②

に
は

《
砧
巣
籠
》

と
そ
の

前
吹
き
が
な
く
、
曲
数
も

「都
合
三
十
五
曲
」
と
実
質
上

一
曲
す
く
な
い
。

表
3
で
こ
の

《
砧
巣
籠
》
を
も

つ
の
は
、
⑧

一
調
譜
と
⑩
琴
童
譜

(A
古

)

だ
け
で
あ
る
。
表
裏
が
全
曲
そ
ろ

っ
た
⑦
淡
水
譜

(A
-・w
)
と
、
裏

の

一
部
を

も

つ
⑫
興
秀
目
録
、
⑮

一
枝
譜

(B
J
W
)
に

《
砧
巣
籠
》
は
な
い
。

二
世
琴
古

直
系
弟
子
の
池
田

一
枝

の
場
合
は
、
も
し

《
砧
巣
籠
》
が
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
⑯

の
下
巻

(所
在
不
明
)
に
書
か
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
①

『
琴
古
手
帳
』
の

「裏

十
七
曲
」
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
⑯

の

「裏
十

七
曲
」

の
中
に

《
砧
巣
籠
》
が

含
ま
れ
た
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。

き
ぬ
た
つ
る
の
す
ご
も
り

と

こ
ろ
で
吉
田

一
調
、

二
世
荒
木
古
童

に
よ
れ
ば
、
《
砧
鶴
巣
籠

》
は
三

世
琴
古
の
作
と
い
う

(中
塚

一
九
三
一二
"
三
一
、
荒
木
H

一
八
九
六

"
五

一
)。

二
世

琴
古

の
門
人
筋
に

《
砧
巣
籠
》
が
な
い
の
は
そ

の
た
め
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
次
項

で
考
察
す
る
。
②

「当
流
尺
八
曲
目
」
に

《
砧
巣
籠
》
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
目
録

の
著
者
を

二
世
と
判
断
す
る
材
料
に
な
る
。

三

章
付
録
解
題

(巻
末
)
の
①

②
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は

「父
琴
古
」

「祖

父
琴
古
」
と
い
う
記
述

の
混
乱
が
あ
り

(付
録
解
題
①
②
の
注
参
照
)、
し
か
も
琴

古

・
琴
甫

(三
世
琴
古
)
の
連
署
が
あ
る
こ
と

で
著
者

の
特
定
を
複
雑
に
し

て

い
る
。
し
か
し
そ
の
記
述
内
容
は
、

二
世
の
弟
子
の
池
田

一
枝
が
書
い
た

『
琴

古
流
手
続

上

ノ
巻
』
と
内
容
的
に
同
じ
な

の
で

(付
録
解
題
⑯
お
よ
び
①
②
の
注

参
照
)
、
②

の
原
著
者
を

二
世
、
こ
れ
を
写
し

て

『
琴
古
手
帳
』
と
よ
ば

れ

る

備
忘
録
に
書
き
留
め
た

の
が
三
世
、
と
推
定
し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
ヱ
ニ

世
が

《
砧
巣
籠
》
を
書
き
加
え
な
か

っ
た

の
は
、
こ
の
時
点

で

《
砧
巣
籠
》

が

ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
か
、
父
お
よ
び
祖
父

へ
の
遠
慮
か
ら
で
は
な
か

っ

た
か
と
想
像
す
る
。

さ
て
、
③

の
四
世
琴
古
目
録
で
は
じ
め
て
表
十
八
曲
、
裏
十
八
曲
が
定
着

し

た
。

こ
の
う
ち
、
表
十
八
曲
は
曲
順
ま
で
含
め
て
比
較
的
安
定
し
て
伝
わ

っ
た

が

(A
、
B
の
柔

・11
)
、
裏
十
八
曲
は
そ

の
中
に
八
曲

の
移
調
曲
を
含
む
こ
と
も

あ

っ
て
、
曲
数
の
そ
ろ
い
方
、
曲
順
に
大
き
な
異
同
が
あ
る

(A
、
B
の
…皿
、
N
)。

「琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲
」
と
い
う
数
の
意
識
は
、
四
世
琴
古
の
後
見
人
と

い

わ
れ
た
久
松
風
陽
の
こ
ろ
の
こ
と
で
、
中
身
が
安
定
し
て
い
た

の
は

「表
十

八

曲
」
だ
け
だ

っ
た
と
い
え
る
。

曲
名
文
字

・
曲
順

の
正
確
な
伝
承
は
琴
古
と
直
弟
子
関
係
に
あ

っ
た
者
に
お
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い
て
顕
著

で
、
④

の
細
川
月
翁
と
⑯
の
池
田

一
枝

の
表
十
八
曲
目
は
、

四
十
年

の
隔
た
り
が
あ
り
な
が
ら
も
、
わ
ず

か
な
異
同
を

の
ぞ

き
①

～
③

と
完
全
に
同

じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、

一
枝
の
譜
と
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期

の
⑤
⑥

は
、
表
十
八
曲
さ
え
揃

っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
⑥

『
尺
八
伝
書
』

の
曲
名
文

字

・
曲
順
は
ま

っ
た
く
独
自

で
あ
る
。

曲
名
文
字
と
曲
順
の
乱
れ
は
、

二
世
琴
古
の
存
命
中
に
す
で
に
お

こ
っ
て
い

た
。
⑭

「北
越
月
潟

二
川
問
答
」
の
例
が
そ
の
ひ
と

つ
で
、
こ
れ
は
江
戸
か
ら

遠
く
離
れ
た
越
後
の
明
暗
寺
の
こ
と
、
と
い
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま

で
だ
が
、

表
十
八
曲
が
ほ
ぼ
そ
ろ

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
字

・
曲
順
は
大
い
に
異

な
る
。
肥
後
熊
本
の
支
藩
、
宇
土
細
川
家
に
伝
わ

っ
た
⑫

の
曲
名
文
字
も
同
様

で
、
月
翁

の
孫
の
代
ま
で
伝
わ
る
う
ち
に
乱
れ
を
き
た
し
て
い
る

(B
-i
、
i
)。

お
膝
元

の
江
戸

で
も
池
田

一
枝
が
、

二
十
五
年
前

の
譜
⑮
に
は
な
か

っ
た
異

文
字
を

「何

々
ト
モ
」
と
し
て
、
⑯

の
表
十
八
曲
す

べ
て
に
記
し
て
い
る
。
た

た
き
お
と
し

た
き
お
と
し

あ
き
た

と
え
ば

《
瀧
落

》
に

《
爆
布
音
ト
モ
》
、
《
秋

田
菅

垣
》
に

《
厭
足
ト
モ
》
と
い

う
よ
う
に

(B
-i
)
。

こ
の
異
文
字
は
⑰
文
宝
堂

の

『
兎
園
小
説
』
と
き
わ
め

て
類
似
し

て
お
り
、
『
琴
古
手
帳
』

の

「不
用
持
曲
附
」

で
琴
古
が
使
わ
な
い

よ
う
に
、
と
し
た
文
字
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
三
世
琴
古
が
わ
ざ
わ
ざ

持
文
宇

の
使
用
を
禁
止
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
持
文
字
が

一
般
化
し

て
い
た
証
拠

で
あ
り
、
三
世
の
没
後
十
年
た

っ
て
文
宝
堂
が
随
筆
に
書
く
ほ
ど

し
し
く
る
い

し
ず

に
常
識
化
し

て
い
た
と
い
え
る
。
《
獅
子
吼
》
《
賎
子
》
な
ど

の
曲
名
は
、
さ
ら

に
約
二
十
年
後
の
⑦
淡
水
譜

(A
-i
、
・11
)
ま

で
残
存
す
る
。

こ
の
よ
う
な
文
字
表
記
の
乱
れ
は
伝
承
の
過
程

で
と
う
ぜ
ん
起

こ
り
う
る
こ

と
で
、
現
行

の
⑩

の
曲
名
文
字
が
①

～
③
に
あ
ま
り
に
近
い
の
は
、
む
し
ろ
不

自
然
さ
を
感
じ
る
。
い
つ
の
時
点
か

で
意
識
的
に
、
黒
澤
家
歴
代

の
目
録
に
戻

そ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
久
松
風
陽

の

楽
譜
は
残
念
な
が
ら
残

っ
て
い
な
い
の
で
断
言

で
き
な
い
が
、
そ
う
い
う
見
識

を
持
ち
得
た
の
は
風
陽
の
ほ
か
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

結
果
的
に
、
現
在
の
琴
古
流
本
曲

の
曲
名
は
琴
古

の
時
代
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
し
、
曲
順
は
か
な
り
変
動
し
て
い
る
。

さ
て
、
曲
目
に
つ
い
て
の
も
う
ひ
と

つ
の
問
題
は

「し
ら
べ
類
」
で
あ
る
。

た
け
し
ら
べ

ち
ょ
う
し

「し
ら

べ
」
は

「調
」
と
書
き
、

竹
調

、
調
子
と
も

い
う
。

尺
八
古
典
本
曲

に
お
け
る
前
吹
き
曲
の
こ
と
で
、
流
派
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

「し
ら

べ
」
が
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
漢
字
を
使
わ
ず
平
仮
名

で
表
記
す
る
の
は
、
《
調
》

と
書
く
特
定
の
曲
名
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
仕
方
は
、

《
薩
慈
》
、
《
薩
字
》
、
《
些
志
》
、
《
左

司
》
な
ど

の
漢
字
を
あ

て
て
個
別
の
楽
曲

を
示
す

「さ
し
」
類

(第
六
章
第

一
節
)
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

現
行

の
琴
古
流

の

「し
ら
べ
」
に
は

《
一
二
一二
鉢
返
調
》
、
《
寿
調
》
、
《
盤
渉

調
》
、
《
曙
調
》
、
《
芦

の
調
》
、
《
「
音
柱

の
曲
》
が
あ
る
。
《
盤
渉
調
》
は

《
真

虚
霊
》

の
前
吹
き
と
し
て
①
②

に
す

で
に
見
ら
れ
、
《
芦

の
調
》
、
《
「
音
柱

の

曲
》
も
前
述

の
と
お
り
、
《
砧
巣
籠
》

の
前
吹
き
と
し
て
三
世
琴
古

以
降

の
曲
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目
に
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
も

っ
と
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

《
一
二
一二
鉢
返
調
》

と

《
寿
調
》
は
、
文
政
九
年

(
一
八
三
ハ
)
の
⑤
如
童
琴
古
譜

で
は
じ
め
て
あ
ら

わ
れ
る

(A
血

)。
そ
れ
に
先
行
し
て
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
の
⑮

一
枝
譜

の

冒
頭
に
は
、
《
調
》
、
《
回
向
》
、
《
長
調
》
(B
・…皿
)
と
い
う
短

い

「し
ら

べ
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は

《
一
二
一二
鉢
返
調
》
、
《
寿
調
》
と
関
係
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

ひ
ふ
み
は
ち
が
え
し
こ
と
ぶ
き
の
し
ら
べ

⑤
如
童
琴
古
譜
と
の
校
合
か
ら
、
⑩

の
琴
童
譜

で
は

《
一
二
一二
鉢
返
寿
調

》

と
い
う
曲
名

で

一
曲
に
な

っ
て
い
る
曲
が

(表
で
は
分
け
て
記
載
)
、
も
と
も
と

ひ
ふ
み
の
し
ら
べ

は
ち
が
え
し
の
し
ら
べ

こ
と
ぶ
き
の
し
ら
べ

《
一
二
三
調
》
、
《

鉢
返
調

》
、
《

寿
調

》

の
三
種

の

「
し
ら

べ
」

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の

《
寿
調
》
は
同
じ
く
⑤

に

「長
調
ト
モ
」

と
あ
る

な
が
し
ら
べ

よ
う
に
、
古
く
は

《
長
調
》

と
い

っ
た
よ
う
だ
。
現
行
⑩

と
⑤

の
旋
律
内
容

を
比
較
し

て
も
、
《
寿
調
》
は

《
長
調
》

の
発
展
し
た
か
た
ち
と
い
え
る
。
残

る

《
調
》

と

《
回
向
》
だ
が
、
⑮
と
⑬
興
秀
譜

と
は
同
旋
律

で
、

こ
れ
ら
を
現

行

の

《
=

一三
調
》
、
《
鉢
返
調
》

と
比
べ
る
と
、
《
長
調
》
と

《
寿
調
》

の
関

係
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
何
ら
か

の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
特
に

《
調
》
は
、
《
=

一三
調
》

の
最
後

の

「結
び
」
部
分
に
似

て
い
る
。
《
調
》
を

土
台
と
し
て
、
《
一
二
一二
調
》
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

と
こ
ろ
で

《
長
調
》

に
つ
い
て
、
細
川
月
翁
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
書
い
て

い
る
。
そ
れ
は
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
に

二
世
琴
古
が
、
月
翁
の
側
用
人
あ
て

に
書
い
た
④

『
尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
』
を
月
翁
が
書
写
し
た
史
料

(月
翁
史
料
目

録
番
号
九
)
の
こ
と
だ
が
、
そ

こ
に
は
十

八
條

の

一
條
ご
と
に
、

月
翁
自
筆

の

解
説
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中

の

「長
し
ら

べ
を
ふ
く
事
」
(『琴
古
手
帳
』

で
は

「長
調
子
吹
事
」)
の
條
に
、

「初
代
琴
古
工
夫
し
て
吹
出
す
也
」
(小
菅

一
九
九

二

"
七
九
)
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
《
長
調
》
は
初
世
琴
古
作
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
『
琴

古
手
帳
』

の
曲
目
録
に

《
長
調
》

の
文
字
は
な

い
が
、
同
じ
く
月
翁
が

「何
曲

を
吹
く
と
て
も
前
に
是
を
吹
て
息
気
竹
に
和
し
其
上
に
て
曲
を
吹

為
に
設
曲

に
よ
り
て
吹
仕
廻
の
跡
に
入
る
音

に
伝
あ
り
」
(小
菅

一
九
九
二

"
七
九
)
と
書

い
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
初
世
の
こ
ろ
す

で
に
、
曲

の
吹
き
始
め
に

《
長
調
》

を
吹
く
習
慣
が
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
考
察
と
楽
譜
に
よ
る
検
証
に
よ

っ
て
、
現
行

の

《
一
二
一二
調

鉢
返
寿
調
》
の
原
型
を

《
調
》
、
《
回
向
》
、
《
長
調
》
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ほ
ん
ち
ょ
う
し
し
ら
べ

あ

る
い
は

《
調
》
は
、
②

『
琴
古

手
帳
』

の

《
本
調
子
調
》

に
ま

で
さ
か

の

ぼ

る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な

い
。
表

3
の
A
-…皿
、

B
-…皿
に
お
い
て

《
一
二

三
調
》
、
《
鉢
返
調
》
、
《
寿
調
》
を
、
そ
れ
ぞ
れ

《
調
》
、
《
回
向
》
、
《
長
調
》

の

同
行
に
配
列
し
た

の
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
く
結
果
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の

「し
ら
べ
」
が
多
く

の
譜
本

の

冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
、

表
十
八
曲
外
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
番
外

の

曲
な
の
で
あ
る
。

A
∴
皿
、
B
-…皿
の
最
初

の
五
行
に
曲
順
番
号
を

つ
け
な
か

っ
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た
場
合
も
、
当
該
譜
本

の
最
初
に
位
置
す

る
も

の
と
解
さ
れ
た
い
。

(
3
)

作
者
と
制
定
の
時
期

前
項
で
は
、
「琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲
」
の
曲
目
内
容
の
推
移
と
、
曲
名
文

字
な
ら
び
に
曲
順
の
異
同
に
つ
い
て
、
楽
譜
お
よ
び
目
録
史
料
に
そ
っ
て
考
察

し
た
。
本
項
で
は
ま
ず

、
杢

早
冒
頭

で
引
用
し
た

「三
代
目
琴
古

予
に
語
て
表

裏
三
十
六
曲
秘
曲
三
曲

共
初
代
琴
古
定
め
た
り
と
い

へ
り
」
、
と
い
う
久
松
風

陽
の
手
記
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る

(傍
点
筆
者
)。

琴
古
の
目
録
の
な
か

で
秘
曲
と
銘
打

っ
て
い
る
の
は
、
①

に
あ
る

《
呼
返
鹿

遠
音
》
秘
曲

一
曲
だ
け

で
あ
る
。
①

の
曲
数
は
、
秘
曲

一
曲
を
含

め
た
三
十
六

曲
な
の
で
、
秘
曲

三
曲
が
他
に
あ
る
よ
う
な
久
松

の
表
現
は
解
せ
な
い
し
、
具

体
的
に
何

の
曲
か
も
分
か
ら
な

い
。

つ
ぎ

に
、
三
世
琴
古
が

《
砧
巣
籠
》
を
作

っ
た
こ
と
は
前
項
で
述

べ
た
が
、
こ
れ
は
三
世
琴
古
自
身
が

「初
代
琴
古
定
め

た
り
」
と
い
っ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
も
し

《
砧
巣
籠
》
が
初
世

の
制
定
と
す

れ
ば
、
す

べ
て
の
目
録
や
楽
譜
に
掲
載
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
二
世
琴
古

門
人
の
系
統
に

こ
の
曲
が
な
い
の
は
、
少
な
く
と
も
初
世
の
作
で
は
な
い
こ
と

に
な
る
。
久
松
が

「是
等
は
予
が
預
る
所
に
あ
ら
ざ
れ
ば
知
ら
ず

」
と
い
っ
て

い
る
よ
う
に
、

こ
の

「独
問
答
」
自
体
が
禅
問
答
風

で
、
歴
史
記
述
と
し
て
読

む
に
は
無
理
が
あ
る
。

ま
た

《
鳳
将
雛
》

の
作
者
に
つ
い
て
は
、
②

『
琴
古

手
帳
』
に

「師
父
琴
古

手
附
」
(本
章
付
録
解
題
①
②
の
注
参
照
)
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠

に
、

こ
れ
ま

で

一
般
に

「初
世
琴
古
作
」
と
解
説
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
章

二
節
の

「琴

古
流
流
名
」
初
出
史
料
と
し
て
紹
介
し
た
箇
所

(図
-

《
鳳
将
雛
》
新
曲
鑑
定
書
)

で
触
れ
た
よ
う
に
、

「細
川
月
翁
作
」

と
記
述
し
た
史
料
が
あ

る
。
そ
れ
は
慶

応

二
年

(
一
八
六
六
)
の
、

「
細
川
豊
前
守
興
文
侯
作
曲

琴
古
流
本
曲

《
鳳
将

雛
》
」
譜

(塚
本

一
九
九
三

[初
出
一
九
六
三
]
二
六
)
と
い
う
も

の
で
、
佐
藤
晴
美

が
旧
蔵
し
た
史
料

の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
宇

土
細
川
家
史
料

(本
論
で
い
う
月
翁
史

料
)
の

一
部
が
散
逸
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

塚
本
虚
堂
は

こ
の
譜
と
、
現
行
の
⑩

琴
童
譜
と
を
比
較
し
て
、
⑩

の

「曲

の

始
ま
り
か
ら

四
行
半
は
初
代
琴
古

の
増
補

の
手
と
見
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
細
川

興
文
侯
作
曲

の
も

の
と
全
く
同

一
」
(同

[初
出

一
九
七
五
]
　
三
四
二
)
と
解
説
し

た
。
筆
者
が
楽
譜

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
読
み
方

で

「全
く
同

一
」
と
は
い
え

な
い
ま

で
も
、

「同

=

旋
律
と
認
め
る
こ
と
が

で
る
。
曲
の
始
ま
り
か
ら
四

行
半

(全
体
の
約
三
分
の
一
)
が
⑩

に
付
加
さ
れ

て
い
る

こ
と
も
明
白
だ
。
し
か

し
、

こ
れ
が

「初
代
琴
古

の
増
補
の
手
」
か
ど

う
か
は
検
証
不
能

で
、
増
補
が

あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
時
代
的
に
初
世
で
は
な
く
二
世
で
あ
る
。

月
翁
自
身

の

記
し
た

「十

八
曲
修
了
日
覚
書
」
に
、

「九
月

二
十
三
日
稽
古
終
此
時
新
曲
鳳

将
雛
成
」
(月
翁
史
料
目
録
番
量
二
、
小
菅

一
九
九
〇
b

"
七
七
、
七
八
)
と
書
か
れ
た

の
は
明
和
壬
辰
、
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
の
こ
と
で
、

こ
の
前
年
す

で
に
初
世
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琴
古
は
没
し
て
い
る
。

こ
の

「興
文
侯
作
曲
譜
」
を
ほ
ぼ

同
時
代

の
⑧

一
調
譜

(
一
八
六
一
～
二
年
)、

お
よ
び
少
し
前

の
⑦
淡
水
譜

(
一
八
四
七
年
)
と
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
様
に

「
四
行
半
」
分
多
く
、
⑩

と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
旋
律

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
冒
頭

の
四
行
半
が
付
加
さ
れ
た
拡
大
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン

(旋
律
の
異
形
)
と
、
付
加
さ
れ

な
い
ヴ

ァ
!
ジ

ョ
ン
の
二
通
り

の
伝
承
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
⑦
⑧
か
ら
現

行
の
⑩

へ
と
ほ
と
ん
ど
変
化
せ
ず

に
伝
わ

っ
た
事
実
か
ら
、
前
者
が
伝
承
の
主

流
と
な

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
後
者
は
宇
土
細
川
家
だ
け
の
伝
承
で
あ
る
。

こ
の

「興
文
侯
作
曲
譜
」
以
外
に
、
後
者

の
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
の
楽
譜
は
見

つ
か

っ
て
い
な
い
。

孫
の
細
川
興
秀
も
、
目
録
⑫
に

「鳳
将
雛

是
肥
後
宇
土
細
川
興
文
君
吹
出

也

自
作
世

二
珍
敷

君

二
て
二
寺
許
極
伝
也

肥
後
宇
土
之
家
来

ニ
ハ
外
々

ト
は
違
イ
て
か
る
く
伝
申
候
」
(小
菅

一
九
九

=

六
三
)
と
書

い
て
い
る
。
宇

土
細
川
家
で
は

一
月
寺

・
鈴
法
寺
二
寺
か
ら
極
伝
の
許
し
を
得
た

こ
と
が
、
孫

の
代
ま
で
伝
わ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
極
伝

で
あ
り
な
が
ら
宇
土
藩
の
藩
士
に

は
、
あ
ま
り
重
大
に
考
え
ず
伝
授
す

る
よ
う
に
も
奨
励
し
て
い
る
こ
と
も
興
味

深
い
。

《
鳳
将
雛
》

の
作
曲
者
と
目
さ
れ
る
細
川
興
文
は
、
明
和
九
年

一
月
二
十
五

日
に

「致
任
」

(官
職
を
辞
任
)
し
た
。
ち
な
み
に

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は

安
永
元
年
正
月
と
な

っ
て
い
る
が

(高
柳
ほ
か

一
九
六
四
b

二
一二
九
)、
十

一
月

十
六
日
ま
で
は
明
和
九
年

で
あ
る
。
隠
居
直
後
の
二
月
十
三
日
か
ら
八
月
八
日

ま
で
尺
八
の
教
授
を
う
け
、
八
月
に
、
側
用
人
の
玉
崎
恵

一
右
衛
門
、
芦
田
十

左
衛
門
の
宛
名

で
黒
澤
幸

八

(琴
古
)
か
ら
表
十
八
曲

の
免
許
状
を
も
ら

っ
て

い
る

(前
章
二
節
の
注
5
4
参
照
)
。
そ
の
後
も
熱
心
に
稽
古
を
続
け
、
九

月
二
十

三
日
の
稽
古
終
了
時
に
は
、
新
曲

《
鳳
将
雛
》
も
で
き
あ
が

っ
た
。
そ
し
て
十

一
月
に
江
戸
か
ら
宇
土

へ
帰
り
、
翌
安
永

二
年
十
月
十
三
日
に
、

「来
鳳
子
」

の
竹
名
で

一
月
寺

の
鉄
透
祖
関
か
ら

「普
化
宗
門
本
則
」
(月
翁
史
料
目
録
番
号
五
、

小
菅

一
九
九
〇
b

"
八
九
～
九
一
)
を
受
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
前
章
図
1
の
新
曲

認
定
書
も
同
時
に
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
認
定
書
も
ま

っ
た
く
同

じ
安
永

二
年
十
月
十
三
日
の
日
付
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
鳳
将
雛
」

の
表
題
で
始
ま
る
こ
の

一
月
寺

・
鈴
法
寺
発
行
の
新
曲
認
定
書

は
黒
澤
琴
古

に
あ
て
た
も

の
で
、
琴
古
流

の
新
曲
と
し
て
申
し
出

の
あ

っ
た
こ

の
曲
を
承
認
し
、
虚
無
僧
や
尺
八
指
南
者
に
伝
達
す

る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

作
者
を
云
々
す
る
内
容
で
は
な
い
が
、
こ
の
文
書
が
細
川
月
翁
の
手
許
に
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
間
接
的
に

《
鳳
将
雛
》
の
作
者
と
認
め
た
も

の
と
解
釈

で

き
る
。
宇
土
細
川
家
六
代
目
藩
主
と
い
う
社
会
的
地
位

に
あ
る
人
物
と
宗
縁
を

結
ぶ
こ
と
は
、
普
化
宗
寺
院
に
と

っ
て
何
よ
り
も
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
、

黒
澤
琴
古
に
と

っ
て
も
名
誉

で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
方
、
こ
の
曲
を

一
月
寺

・

鈴
法
寺
に
届
け
た

(
二
世
)
琴
古
が
、
『
琴
古
手
帳

』
に

「父

の
琴
古
が
手
附

し

て
届
け

て
お
い
た
と
こ
ろ
」
と
記
し
た
の
は

(実
際
に
書
い
た
の
は
三
世
)
、
流
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の
権
威

の
た
め
す
べ
て
を
初
世

の
功
績
に
帰
す
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
塚
本
が
い
う
よ
う

に
、

(
二
世
)
琴
古
に
よ

っ
て
増
補
さ
れ
た
形
を

琴
古
手
付
け
と
し
て

「当
流
尺
八
曲
目
」
に
記
述
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
初
世

の
代
に
三
十
六
曲

の
曲
目
制
定
が
完
了
し
て
い
な
か

っ

た
こ
と
は
、
《
砧
巣
籠
》
、
《
鳳
将
雛
》

の
ほ
か
に
も
、
《
砧
巣
籠
》
の
前
吹
き
で

あ
る

《
藍
の
調
》

の
藍
月
作
、
《
雁
音
柱
の
曲
》

の
久
松
風
陽
作
な
ど
か
ら
明

ら
か

で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば

、
《
鳳
将
雛
》
を
流
曲
と
し

て
伝
授
し
た
の

が

二
世

の
代
、
《
砧
巣
籠
》
と
前
吹
き
が
揃

っ
た
の
が
三
世
琴
古
の
代
と
い
え

る
。

《
鳳
将
雛
》

の
よ
う
に
、
比
較
的
初
期

の
段
階

で
二
通
り
の
伝
承
に
分
か
れ

た
こ
と
が
判
明
し
た
例
は
他
に
な
い
。
楽
譜

で
た
ど
る
か
ぎ
り
琴
古
流
本
曲
は
、

少
な
く
と
も
十
九
世
紀
以
降
、
枝
分
か
れ
も
認
め
ら
れ
ず
、
旋
律
も
ほ
と
ん
ど

変
ら
ず
に
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
可
変
性
を
特
徴
と
す
る
古
典
本
曲
に
お

い
て
は
、
む
し
ろ
異
例
と
も
い
う

べ
き
伝
承
の
様
相
で
あ
る
。

な
お
、
本
節
考
察
に
と

っ
て
多
大

の
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
は
ず

の
池
田

一

枝
史
料

(神
如
正
蔵
)
各
下
巻
が
、
所
在
不
明
な
の
は
ま
こ
と
に
残
念

で
あ
る
。

問
題
と
な
る

《
鳳
将
雛
》

と
、
も
し
あ
る
と
す
れ
ば

《
砧
巣
籠
》
は
下
巻
に
含

ま
れ
る

べ
き
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
《
鳳
将
雛
》
に

つ
い
て
は
、
作
者
を

「初

世
琴
古
」
と
し

て
い
る
の
か
、

「細
川
月
翁
」
と
し

て
い
る
の
か
が
気
に
か
か

る

(上
巻
の
書
き
方
か
ら
類
推
し
て
、
月
翁
の
可
能
性
は
低
い
)。
ま
た
、
《
砧
巣
籠
》
は

『
尺
八
琴
古
流
手
続
上
ノ
巻
』

の
最
後
に
、

「裏
十
七
曲
者
下
之
巻
に
記
」

(傍

点
筆
者
)
と
書
か
れ
た
曲
数
か
ら
考
え

て
も
、

こ
の
曲
を
含

む
可
能
性
は
低

い

が
、

「な
い
」

こ
と
が
判
明
す
れ
ば
さ
ら
に

コ
ニ
世
琴
古
作
」
が
実
証
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

本
章
付
録
の
史
料
解
題
⑯
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
田
辺
尚
雄
旧
蔵
書
の
調

査
と
あ
わ
せ
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て
お
く
。

(ち
な
み
に
現
在
、
田
辺
尚

雄
旧
蔵
書
は
東
京
の
国
立
劇
場
に
移
管
準
備
中
で
、

一
九
九
九
年
中
は
調
査
が
で
き
な

い
こ
と
を
付
記
す
る
。
)
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.
日A

表

3

琴

古

流

本

曲

曲

目

一
覧

(
A
)

(月
漢
恒
子
作
成
)

①
琴
古
手
帳「当流尺八曲目録」(目録のみ)

②
琴
古
手
帳「当流尺八曲目」(目録と伝承由来)

③
「
当
流
尺

八

曲

目
」(目録のみ

)

④
『
尺
八
曲目ケ條之書』一巻(目録のみ)明和九年八月一七七二

⑤
『
尺
八
唱歌目録』片面折本二冊(楽譜十五曲)文政九年一八二六

⑥
『

尺
八

伝書』一冊(楽譜十二曲)文政九年一八二六

⑦
『
一

閑
流尺八本曲譜全』一冊(楽譜三十八曲)弘化四年一八四七

⑧
『
法
器
尺八曲譜』両面折本一冊(楽譜三十九曲)文久元-二年一八六下二

⑨
『
洞
篇

譜一、二』両面折本一冊(楽譜十五曲)明治一二年一八七九

⑩
『
琴
古
流尺八本曲楽譜』乾・坤(楽譜三十九曲)昭和三ー四年一九二八-九

三
世
琴
古

三
世
琴
古

四
世
琴
古

細
川

興
文月翁へ

山
田
弁
蔵如童琴古

岩
橋
主
馬如木

清
埜
右
門淡水

吉
田
一

調

森
本
逸
調

三
浦
琴
童

ω
霧
海

鋭

鈴
慕

ω
霧
海

薦

鈴
慕

ω
霧
海

筑

鈴
慕

ω
霧
海
笈伽恋慕

㈲
霧
海

義

鈴
慕

②

ム

カ

イ
シ(レイホ)

ω
霧
海

瀧

鈴
慕

㈲
鈴
慕
霧
海屍

圖
霧
海

筑

鈴
慕

㈲
霧
海笈

欄鈴慕

働
虚
空

②
虚
空

②
虚
空

②
虚
空

⑤
虚
空
鈴
慕㈲虚空鈴慕カンの手替手トモ

ω
コ

ク
ウ
レイホ

②
虚
空
鈴
慕虚空替手

⑤
虚
空一閑

替
手

ω
虚
空△⊥替
手

⑨
虚
空
鈴
慕一閑流虚空替手

㈹
真
虚
霊附前吹盤渉

調

㈲
真
虚
霊前吹盤
渉

個
真
虚
霊前吹盤
渉

㈹
真
虚
霊前吹盤
渉

ω
真
虚
霊前吹盤
渉㈹真虚霊

⑳
真
虚
霊前吹盤
渉

働
真
虚
霊附盤渉

⑨
前
吹
盤
渉⑳真虚霊

⑳
真
虚
霊㈹盤渉調

㈹
瀧
落

㈱
瀧
落

㈲
瀧
落

ゆ
瀧
落

⑨
瀧
落
ノ
曲

㈲
瀧
落(
し)

個
滝
落
ノ
曲

㈲
瀧
落

②
瀧
落

②
瀧
落
ノ
曲

㈲
秋
田
菅
垣

㈲
穐
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣

⑳
秋
田

柵撹

㈹
秋
田
す
か
かき

ゆ
秋
田
櫓
撹

働
穐
田
菅
垣

一靖

撹

㈲
秋
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
轄
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
縛
菅
垣

ω
韓
櫓
撹

㈹
韓
菅
垣

㈲
韓
第
撹

㈲
轄
菅
垣

⑤
魑
菅
垣

四
縛
菅
垣

㈲
九
州
鈴
慕

㈱
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
恋
慕

働
休
愁
鈴
慕

㈲
休
愁
鈴
慕九州トモ

⑨
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

圖
志
図
曲

㈲
志
図
曲

㈹
志
図
曲

㈹
志
図
曲

㈲
志
図
ノ
曲賎子トモ

⑳
シ
ツ
ノ
曲

ω
志
図
ノ
曲賎子トモ

⑳
志
図
曲

㈲
志
図
曲

㈲
志
図
ノ
曲
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A引

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

④
月
翁
へ

⑤
如
童
琴
古

⑥
如
木

⑦
淡
水

⑧
一

調

⑨
逸
調

⑩
琴
童

働
京
鈴
慕

⑨
京
鈴
慕

働
京
鈴
慕

㈲
京
恋
慕

α①
京
鈴
慕

㈹
京
鈴
慕壽経鈴慕ト

モ

⑪
京
鈴
慕

⑦
京
鈴
慕

㈹
琴
三
虚
霊

⑳
琴
三
虚
霊

㈹
琴
三
虚
霊

⑳
琴
三
虚
霊

㈲
琴
三
嘘
霊

⑨
勤
讃
虚
霊琴三トモ

働
琴
三
虚
霊

働
琴
三
虚
霊

⑳
吉
野
鈴
慕

㈲
吉
野
鈴
慕

⑳
吉
野
鈴
慕

⑳
吉
野
恋
慕

㈲
善
哉
鈴
慕吉野トモ

×

吉
野
鈴
慕目録のみ

㈲
吉
野
鈴
慕

働
夕
暮

働
夕
暮

⑫
夕
暮

働
夕
暮

⑨
夕
暮

働
夕
暮
ノ
曲

αの
夕
暮

働
夕
暮

αの
夕
暮
ノ
曲

㈲
堺
獅
子

⑯
堺
獅
子

㈲
堺
獅
子

㈲
堺
獅
子

⑳
さ
か
ひ
獅
子

⑬
獅
子
吼栄獅子ト

モ

個
栄
獅
子

⑳
栄
獅
子

個
栄
獅
子

⑳
打
替
虚
霊

⑳
打
替
虚
霊

圓
打
替
虚
霊

㈹
打
替
虚
霊

圏
打
替
虚
霊

×

打

替
虚
霊目録のみ

㈲
打
替
虚
霊

個
葦
草
鈴
慕

㈲
葦
草
鈴
慕

⑮
葦
草
鈴
慕

個
居
草
恋
慕

⑮
葦
草
鈴
慕

働
葦
草
曲

αの
葦
草

鈴
慕

圃
伊
豆
鈴
慕

㈲
伊
豆
鈴
慕

㈲
伊
豆
鈴
慕

㈲
伊
豆
恋
慕

㈲
意
子
鈴
慕

08
偶
豆
鈴
慕

働
伊
豆
鈴
慕

姻
伊
豆
鈴
慕

qの
懸
慕
流

㈲
懸
慕
流

働
懸
慕
流

αの
懸
慕
流

働
懸
慕
流

×

鈴
慕
流目録のみ

個
鈴
慕
流

働
鈴
慕
流

圏
鶴
巣
籠

個
鶴
巣
籠

姻
鶴
巣
籠

㈹
鶴
巣
籠

⑬
巣
鶴
鈴
慕鶴巣籠トモ

個
鶴
巣
籠

⑫①
巣
鶴
鈴
慕

・

都
計
十
八曲目古伝来之手続也

・

右
表
十
八曲

・

都

計
十
八曲之目古伝来之手続也

・

都
計
十
八曲目古伝来之手続也

・

右
表
組
拾八曲終

・

表
裏
二

十
七手

十
八
曲
前
吹
として「調」三曲を記す(曲番外、次頁)。

曲
番
ω
-
㈲
は次頁の「調」三曲のこと。楽譜は㈲で終わり。

後
半
に

あ
と

四曲あり。次表に記す。

巻
頭
に、

次
表に示す「調」三曲(曲番外)を記載。

目
録
に
は
な
いが、冒頭に三種の「調」ω

ー③の譜あり。

後
半
に
あ
と二曲あり。

冒
頭
に

「
調
」四曲あり。次表に記す。



A
r.,
一ln

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

④
月
翁
へ

⑤
如
童
琴
古

⑥
如
木

⑦
淡
水

⑧
一

調

⑨
逸
調

⑩
琴
童

本
調
子
調

ω
初
手
調=一三ノ
調

一

二
三
ノ
調

ω
一

二

三

調目録にない

ω
調

ω
一

二

三

②
鉢
返
調

鉢
返
ノ
調

②
鉢
返
調目録にな

い

ω
鉢
返

㈹
寿
調長調ト

モ

寿
調

㈹

寿

調(
長
調)目録にない

ω
寿
調

曙
調

働
黄
鐘
ノ
調(曙調)

)舛

曙

調(

雲
井
調

29

双
調
調ー(雲井調
)

㈲
鳳
将
雛

勾

鳳

将
雛̀

㈱
鳳
将
雛

⑱
鳳
将
雛

切
鳳
将
雛(

功

鳳
将
雛(

¢①
波
問
鈴
慕

39

波
間
鈴
慕(

鋤

波
間
鈴
慕t

㈲
波
間
鈴

夢

39

波
間

(

ゆ

波
間
鈴
慕(

切
曙
懸
慕

〔

働
曙
鈴
慕

働
曙
鈴
慕

㈱
曙
霧
海

漉

鈴
慕

㈱
黄
鐘
鈴
慕(曙鈴慕)

切
霧

塵伽

鈴
慕

(

曙
調
子

切
曙
虚
空(

⑳
同
虚
空

⑳
同
虚
空

鋤

曙
虚
空(

¢⑪
黄
鐘
虚
空(曙虚空)

30

虚
空
鈴
慕(曙調子

凋
曙
菅
垣(

功

同
菅
垣(

功

同
菅
垣(

)33

曙

輔
菅

垣(

ゆ

黄
鐘
菅
垣((曙菅垣)

の
轄
菅
垣(曙調子

o⇔
曙
獅
子

切

同
獅
子〔

勘

同
獅
子{

)露

曙

栄
獅
子(

切

黄

鐘
獅
子((曙獅子)

紛

栄
獅
子(曙調子

瑚
雲
井
懸
慕(

)筋

雲
井

鈴
慕(

)お

雲
井
鈴
慕し

凋

雲
井
霧

海尻

(

吻

翻繋

)

㊥
霧

壌鴛

慕

雲
井
調
子

簡
雲
井
虚
空

玲

同
虚
空(

)叫

同
虚
空(

♪29

雲

井
虚

空〔

均

双
調
虚
空((雲井虚空
)

⑳
虚
空
鈴
慕雲井調子
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A-lv

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

④
月
翁
へ

⑤
如
童
琴
古

⑥
如
木

⑦
淡
水

⑧
一

調

⑨
逸
調

⑩
琴
童

切
雲
井
菅
垣(

29

同
菅

垣(

切
同
菅
垣(

潮
雲
井
韓
菅
垣

(

ゆ

双
調
菅
垣c(雲井菅垣
)

勿

轄
菅
垣(雲井調子

凋
雲
井
獅
子(

均

同
獅
子(

鋤

同

獅
子(

凋
雲
井
栄
獅
子(

均

双

調
獅
子c(雲井獅子
)

鋤

栄
獅
子(雲井調子

⑳
下
野
虚
霊

⑳

下
野
虚
霊

励

下

埜
虚
空(

初
下
野
虚
霊(

功

下
野
虚
霊(

功
下
野
虚
霊̀

効
目
黒
獅
子(

刈

目
黒
獅
子(

卿
目
黒
獅
子

働
目
黒
獅
子

場

目
黒
獅
子

(

剛

目
黒
獅
子

(

⑯
旋
獅
子

粉

目
黒
獅
子

(

恥
吟
龍
虚
空(

30

吟
龍
虚
空〔

切
吟
龍
虚
空(

㎝
吟
龍
虚
空鈴慕

初

吟
龍
虚
空

(

)辮

吟

龍
虚
空(

鋤
佐
山
菅
垣く

鋤

佐
山
菅
垣(

9

佐
山
菅
垣(

⑳

佐
山
夢
垣

紛

佐
山

菅
垣(

吻

佐
山
菅
垣

鋤
三
谷
菅
垣(

⑳
同
三
谷
菅
垣

切
同
三
谷
菅
垣(

㈲
三
谷
菅
垣

功

三

谷
夢
垣(

切

三

谷
菅
垣(

ゆ

三

谷
菅
垣(

@9
下
り
葉

㈱
下
り
葉

初

下
り
葉(

⑤
下
葉(
乃

曲)

功
下
李
葉
之
出(

劔

下
り
葉

)厩

下
齢
葉
の
曲

Gの

難
調

全
柱
曲

η

砧
鶴
巣
籠〔前吹盧調前吹柱曲

卸

砧

鶴
巣
籠(藍ノ調「音柱ノ調

働

砧
巣

籠の芦の調くGり「立.柱の

調

紛
呼
返
鹿
遠
音し

㈱
呼
返
鹿
遠
立・

柳

呼
返
鹿
遠
音(

㈲
鹿
ノ
遠
音

吻
呼
返
鹿
遠
音〔

殉

鹿
遠
音(

捌

鹿
の

遠
音(

粉

曙
菅
垣(

珊

月
の

曲((竹翁作
)

ω
1

㈹

古
傳

本
手㈲-⑨行草手㈹-㈱真手働-裏十七曲秘曲一曲

ω-
②
古
傳
本
手三曲ω-㈹表十八曲㈲1裏十七曲都合三十五曲琴古琴甫

ω1

㈹

古

傳

本

手㈲5⑨行草手、㈹-㈱真手ωー㈱表十八曲鋤⊥畏十八曲四代目琴古

ω-

偶
古
傳
本
手㈲-働行草手㎝1姻真手都合十八曲目古伝来之手続也。

ω-
姻
表
組
拾
八曲㈲i裏組拾七曲

表
裏
二
十
七
手本曲三十六曲秘曲三曲(全三十九曲)

現

行

で

は

移

調

曲を除き、寿調を独立の一曲と数えて三十六曲とみなす。



Bq

表

3

琴

古

流

本

曲

曲

目

一
覧

(
B

)

(
月
漢
恒
子
作
成
)

①
琴
古

手
帳「当流尺八曲目録」(目録のみ)

②
琴
古
手
帳「当流尺八曲目」(目録と伝承由来)

③
「
当
流
尺

八

曲

目
」(目録の

み)

⑪
黒
澤
琴
古署名の譜(楽譜七曲)

⑫
月
翁
史
料唱歌帖(目録のみ)

⑬
月
翁
史
料唱歌帖(楽譜八曲)

⑭
北
越
月
潟二川問答(曲目のみ)一七七〇年前後

⑮
「
尺
八

唱歌譜」(楽譜三十六曲)寛政九年一七九七

⑯
「
尺
八

琴古流手続」
乾(楽譜十八曲)文政五年一八二二

⑰
尺
八
曲
名『兎園小説』(曲目のみ)文政八年一八二五

三
世
琴
古

三
世
琴
古

四
世
琴
古

黒
澤
琴
古

細
川
興
秀

細
川
興
秀

不
明

池
田
一

枝

池
田
一

枝

文
宝
堂

ω
霧

獲怖

鈴
慕

ω
霧
海

筑

鈴
慕

ω
霧
海

筏

鈴
慕

②
鈴
慕
霧

婆伽

塾瀞

筑

鰍
蒙

㈱
ム
カ
イ
シレンホ

ω
向
路
蓮
ボ

軌
簿瀞

篠

鵜
拶

ω
霧
海

筏

鈴
慕

ω
無
轡

篠

②
虚
空

②

虚 .空

②
虚
空

ω
虚
空イレ
コ

②
霊
空

㈲
コ

ク
ウ

㈲
虚
空

レ
ン
ホ

②
虚
空
鈴
慕

②
虚
空
鈴
慕

i
監

コ

ク

ウ

②
虚
空

㈹
真
虚
霊附前吹盤渉

調

㈲
真
虚
霊前吹盤
渉

㈹
真
虚
霊前吹盤
渉

ω
真
虚
霊㈲盤渉

偶
真
虚
霊前吹盤
渉

㈲
シ

ン
キ
ョレイ㈲盤渉前吹

⑳
シ

ン
ノ
ケウレイ

㈲
真
虚
霊盤渉

㈲
真
虚
霊前吹盤渉

コ

ク

㈲
虚
霊㈲盤渉

㈹
瀧
落

㈲
瀧
落

四
瀧
落

四
瀧
落

⑳
滝
落
シ

タ
キ
ヲ
ト
シ

㈲
瀧
落

㈲
瀧
落爆布音

タ
キ
ヲ
ト
シ

四
爆
布
音

⑤
秋
田
菅
垣

㈲
穐
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣厭足トモ

②
ア
キ
タ菅垣

⑤
秋
田
菅
垣

㈲
秋
田
菅
垣厭足

ア
キ
タ

㈲
厭
足

㈲
韓
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
転
ス
カ
、キ

圏
コ

ロ
菅
垣

㈲
韓
菅
垣

㈲
轄
菅
垣静撹

ス
ガ
ガ
キ

㈲
静
麗

①
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

ω
九
州
鈴
慕

キ
ウ
シ
ユ

ウ

ω
休
愁
レ
ンホ

働
ケ
ウ
シ
ウ蓮ポ

キ
ウ
シ
ユ

ウ
レ
ン
ホ

㎝
休
愁
懸
慕

⑭
九
州
鈴
慕休愁

キ
ウ
シ
ウ

⑤
休
愁

㈹
志
図
曲

㈲
志
図
曲

㈹
志
図
曲

捌
志
図
曲

㈲
シ
ヅ

㈹
志
図
曲

㈲
志
図
曲賎子

シ

ズ

⑨
賎
子
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Bイ

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

⑪
黒
澤
琴
古

⑫
興
秀
目
録

⑬
興
秀
楽
譜

⑭
北
越
月
潟

⑮
[

枝

⑯
一

枝

⑰
文
宝
堂

働
京
鈴
慕

⑨
京
鈴
慕

㈲
京
鈴
慕

⑨
京
レ
ン
ホ

㈹
京
蓮
ボ

働
京
鈴
慕

⑨
京
鈴
慕興

キ
ョ

ウ

働
興

⑳
琴
三
虚
霊

⑳
琴
三
虚
霊

⑳
琴
三
虚
霊

⑳
琴
三

キ
ョ

レイ

㈲
キ
リ
シ
ヤケウレイ
?

⑩
琴
三
虚
霊

q①
琴
三

虚
霊

⑳
吉
野
鈴
慕

⑳
吉
野
鈴
慕

⑪
吉
野
鈴
慕

ヨ
シ
ノ

⑳
吉
野
鈴
募

個
ヨ
シ
ヤ
蓮
ボ

ヨ
シ

ノ

⑳
吉
野
鈴
慕

⑳
吉
野
鈴
慕善哉

ヨ
シ

ヤ

㈹
善
哉

働
夕
暮

働
夕
暮

働
夕
暮

ユ

ウ
ク
レ

働
夕
募

助
ヨ
ウ
グ
レ(

働
夕
暮

働
夕
暮

個
夕
暮

㈲
堺
獅
子

㈲
堺
獅
子

㈱
堺
獅
子

㈲
堺
獅
子

αの
堺
獅
子

㈲
堺
獅
子

働
堺
獅
子榮獅子

シ
、

ク
ル
イ

個
獅
子
吼

覧

圃
打
替
虚
霊

㈹
打
替
虚
霊

働
打
替
虚
霊

⑳
打
替
キ
ョ

レイ

ω
打
替
虚
霊

㈹
打
替
虚
霊

⑫①

構融

?

個
葦
草
鈴
慕

個
葦
草
鈴
慕

個
葦
草
鈴
慕

個
居
草
レ
ン
ホ

⑳
イ
ク
サ
蓮
ボ

㈲
居
草
鈴
慕

㈲
葦
草
鈴
慕座草、居草

ヲ

ク
サ

㈲
座
草

㈲
伊
豆
鈴
慕

㈱
伊
豆
鈴
慕

㈲
伊
豆
鈴
慕

αの
伊
豆
レ
ン
ホ

粉
イ
ッ
蓮
ボ(

αの
伊
豆
懸
慕

㈲
伊
豆
鈴
慕意子

イ

ス

㈹
意
子

働
懸
慕
流

αの
懸
慕
流

⑳
懸
慕
流

㈲
恋
募
流

㈲
蓮
ボ
ナ
ガ
シ

㈲
鈴
慕
流

αの
鈴
慕
流

レ

イ
ボ
ナ
ガ
シ

鈴
蕾
挑

⑬
鶴
巣
籠

働
鶴
巣
籠

⑬
鶴
巣
籠

姻
鶴
巣
籠

個
巣
籠

⑬
鶴
巣
籠

⑬
鶴
巣
籠

㈹
巣
籠

・

都
計
十
八
曲目古伝来之手続也

・

右
表
十
八

曲

・

都
計
十
八
曲之目古伝来之手続也

・

都
計
十
八
曲目古伝来之手続也

・

表
十
八
曲

十
八

曲
前
吹
として「調」三曲を記す(曲番外、次頁)

・

裏
十
七
ノ
名順ハ下ノ巻二記ス
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じ

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

⑪
黒
澤
琴
古

⑫
興
秀
目
録

⑬
興
秀
楽
譜

⑭
北
越
月
潟

⑮
一

枝

⑯
一

枝

⑰
文
宝
堂

本
調
子
調

⑤
一

二
三

調

②
調

i

調

㈹
鉢
返
調

エ
コ
ウ
回
向

ω
回
向

…
皿

回

向

㈲
長
調

ナ

ガ
シ
ラ
ベ

i
長
調

曙
調

雲
井
調

㎝
鳳
将
雛

瑚

鳳
将
雛(

観

鳳
将
雛

(

⑳
鵬叢

.

.

⑳
波
間
鈴
慕

鋤

波
間
鈴
慕(

鋤

波
間
鈴

慕(

⑫①
波
間
レ
ンボ

⑳
波
間
鈴
慕

働
波
間

。D

曙
懸
慕

鋤
曙
鈴
慕

㈲
曙
鈴
慕

η
曙
虚
空(

⑫①

同
虚
空

⑫①
同
虚
空

鋤

曙
虚
空(

鋤
曙
菅
垣

姫

同
菅
垣(

恥

同
菅
垣

C

尉
曙
獅
子(

功

同
獅
子(

助

同
獅
子(

㈲
雲
井

繋

習云
井
鈴
慕

(

、9

雲
井
鈴
慕

く

・

雲

井
ム

カイシ

⑯
雲
井
虚
空

吻
同
虚
空

〔

㈲
同
虚
空

功

雲

井
(
曲)(虚空
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B-iv

①
琴
古
手
帳

②
琴
古
手
帳

③
四
世
琴
古

⑪
黒
澤
琴
古

⑫
興
秀
目
録

⑬
興
秀
楽
譜

⑭
北
越
月
潟

⑮
一

枝

⑯
一

枝

⑰
文
宝
堂

⑳
雲
井
菅
垣

瑚

同
菅
垣(

⑱
同
菅
垣

⑳
雲
井
獅
子

均

同
獅
子(

均

同
獅
子(

増
下
野
虚
霊

(

◎の

下
野

虚
霊

捌

下
埜
虚
空(

・

下
野
キ
ョ

レイ

動
目
黒

獅
子(

珊

目
黒

獅
子(

珊

目
黒
獅

子(

・

目

黒

シ
シ

㎝
目

ク
ロ

獅子

玲
吟
龍

虚
空(

劾

吟
龍

虚
空(

初

吟
龍
虚
空く

・

吟

竜
コ
ク
ウ

凋

吟

龍
コ

ク
ウ(

鋤
佐
山
菅
垣(

鋤

佐
山
菅
垣⊂

珊

佐
山
菅
垣

(

・

佐
山
ス
カ
、キ

⑳
サ
ヤ
マ
菅垣

鋤
三
谷

菅
垣(

切
同
三

谷
菅
垣〔

切

同
三

谷
菅
垣く

・

三

谷
ス
カ
、キ

駒
下
り
葉

切

下
り

葉く

切
下
り
葉

(

・

下

波

㈱
砧
巣
籠前吹盧
調全柱曲

鋤

砧
鶴
巣
籠(前吹藍調前吹柱曲

¢o
呼
返
鹿
遠
音

珊
呼
返
鹿
遠
音(

瑚
呼
返
鹿
遠
音(

働
呼
返
鹿
遠
音

㈹
呼
返
鹿
遠
音

ω
1

㈹

古

傳

本

手㈲-⑨行草手⑩-㈱真手働-裏十七曲秘曲一曲

ω-
②
古
傳
本
手三曲ω-⑬表十八曲鋤-裏十七曲都合三十五曲琴古琴甫

ω
1
㈹
古
傳
本
手㈲-⑨行草手㈹-⑬真手ω-㈱表十八曲働-裏十八曲四代目琴古

嘉
永
四
亥
年
十
月十九日写之吉澤完蔵別号五竹(旧蔵者)

以
上
二
十
九
曲
の外に対応不可能な十五ないし十八曲を含む。9曲恢不明

こ

の

他
に

「

琴

六段」(一枝手つけ)一曲を所載

㈲

ク

モ

イ㈲リンセ

ツ㈲バンシ、キタクレ以上二十
三

曲

他

に

七

曲

あ

り
。

裏

十
七

曲

者

下

之巻二記、六十五翁一枝謹書とあり、最後に「尺八一枝風唱歌上之巻」とある。

⑳
雲
井

リ
ン
ゼ
ツ

働
倫
絶

ウ
テ
ア
へ

⑫①

櫓

骨を外に
含

む
。



第三章 第二節 古譜でたどる琴古流本曲の展開

第
二
節

古
譜
で
た
ど
る
琴
古
流
本
曲
の
展
開

本
節
で
は
ま
ず
、
尺
八
に
お
け
る
記
譜
体
系
と
唱
歌
の
意
味
を
論
じ
た
の
ち
、

譜
字
お
よ
び
奏
法
記
譜
の
整
理
分
析
を
史
料
に
基
づ
い
て
お
こ
な
う
こ
と
に
よ

り
、
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
演
奏
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

(
1
)
尺
八
の
譜
と
唱
歌

音
楽
に
お
け
る
音
の
高
さ
や
長
さ
、
演
奏
に
か
か
わ
る
重
要
な
要
素
な
ど
を

視
覚
的
な
記
号
で
し
る
す
方
法
が
記
譜
法
で
あ
る
。
日
本
音
楽

で
は
、
文
字
や

数
字
の
ほ
か
、
点
や
線

(直
線

・
曲
線
)
、
丸
や
三
角
な
ど

の
図
形
を
使

っ
た
記

譜
法
が
ジ

ャ
ン
ル
ご
と
、
あ
る
い
は
楽
器
ご
と
に
考
案
さ
れ
、
時
代
と
と
も
に

変
遷
を
重
ね
て
き
た
。
声

の
記
譜
法
と
は
異
な
り
、
日
本

の
楽
器
の
記
譜
法
は

基
本
的
に
演
奏
法
を
示
す

「奏
法
譜
」
で
、
漢
字
や
漢
数
字
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
、

片
仮
名
文
字
を
基
調
と
し
た

「譜
字
譜
」
(平
野

一
九
八
二
a
…
六
九
〇
)
が
多
い
。

尺
八
の
譜
は
片
仮
名
文
字
を
用
い
た
譜
字
譜
で
、
ひ
と

つ
の
文
字
が
ひ
と
つ

の
指
遣
い
を
し
め
す
。
五
つ
の
指
孔

の
開
閉

の
方
法
を
文
字
で
あ
ら
わ
す
尺
八

の
譜
字
体
系
は
、
大
き
く

「フ
ホ
ウ
式
」
と

「
ロ
ツ
レ
式
」
に
分
か
れ
る
。

前
者
は

一
六
六
四
年
刊
の

『
糸
竹
初
心
集
』
上
巻

(浅
野
ほ
か

一
九
七
九

"
五

～
五
二
)
を
代
表

と
す
る

一
節
切

の
譜
字
を
受
け
継
ぐ

も
の
で
、

「
フ
ホ
ウ

エ

ヤ
」
の
五
文
字
を
基
本
譜
字
と
す
る
。
尺
八
で
は
廃
宗
前
の
京
都
明
暗
寺
の
尺

み
ょ
り　

つ

八
芸
系
で
あ
る
明
暗
真
法
流

(流
派
は
廃
絶
)
に
伝
わ
り
、
ま
た
、
幕
末

の
関
西

ち
く
ほ

宗
悦
流
の
流
れ
を
く
む
大
阪

の
竹
保
流

(
一
九

一
七
年
創
流
)
に
も
残

っ
た
。
現

行
で
は
竹
保
流
が
ゆ
い
い
つ
、

「
フ
ホ
ウ
式
」
に
よ
る
独
自

の
記
譜
法
を
使

っ

て
い
る
。

後
者
は
、
琴
古
流
に
始
ま
る
譜
字
体
系
で
、

「
ロ
ツ
レ
チ
リ

(ま
た
は
ロ
ツ
レ
チ

ハ
)
」
の
五
文
字
を
基
本
譜
字
と
す

る
。
文
化

・
文
政
年
間

(
一
八
〇
四
～
一
八
三

〇
)
に
江
戸
の
町
医
者

の
神
谷
潤
亭

(生
没
年
不
詳
)
は
、
衰
滅
状
態
と
な

っ
て

い
た

一
節
切
を

「
小
竹
」
と
名
を
か
え
、
復
興
に
努
力
し
た
。
そ
の
神
谷
と
伊

能

一
雲

(生
没
年
不
詳
)
と
の
共
著
で
あ
る

一
八

一
八
年
刊
の

『
糸
竹
古
今
集
』
(桟

野
ほ
か

一
九
七
九

…
二
〇
一
～
三
一
三
)
を
見
る
と
、
前
半
は

「
フ
ホ
ウ
式
」
だ
が
、

後
半
で

「
ロ
ツ
レ
式
」
記
譜
法
を
導
入
し
て
い
る
。
当
時
す

で
に
確
立
し
て
い

た
琴
古
流
記
譜
法
か
ら
の
影
響
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
に
は
フ
や

エ
の
文
字
も

混
在
し
て
お
り
、
完
全
に
ロ
ツ
レ
に
移
行
し
き
れ
な
い
ま
ま
、
小
竹
そ
の
も
の

が
流
行
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
か
た
ち
で
絶
滅
し
た
。

き
ん
ぷ
う

せ
い
え
ん

「
ロ
ツ
レ
式
」
は
琴
古
流
以
後
の
尺
八
譜

の
主
流
と
な
り
、
錦
風
流
、
西
園

た
い
ざ
ん

流
、
普
化
宗
廃
止
後
に
京
都
の
伝
統
と
な
っ
た
明
暗
対
山
派
、
都
山
流

(
一
八

九
六
年
創
流
)、
そ
し
て
上
田
流

(
一
九
一
七
年
創
流
)
な
ど
が

こ
れ
に
基
づ
く
記
譜

法
を
使

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
流
派

で
は
、
基
本
以
外

の
譜
字
の
用

法
、
音
の
長
さ
に
関
す
る
表
記
法
、
音
高
変
化
を
あ
ら
わ
す
方
法
な
ど
に
お

い
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て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
体
系
を
も
ち
、
決
し
て
同

一
の
記
譜
法
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
流
に
よ
り
同
じ
譜
字
が
異
な
る
意
味
を
も

っ
た
り
、
逆
に
、
同
じ
指
遣

い
を
別
の
譜
字
で
表
現
す
る
こ
と
も
多
く
、
複
雑
な
枝
分
か
れ
状
態
に
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ

の
詳
細
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
記
譜
法

の
概
説
に
つ
い
て

は
既
公
刊
物

(月
漢

一
九
七

=

一
九
～
二
一
、

一
九
七
四
a
、
一
九
八
四
b
.
c
、
月
漢

ほ
か

一
九
八
○
)
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

音
を

「書
き
記
す
」
行
為
を
西
洋
近
代

の
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
で
は
、
作
曲
者

が
自
己
の
作
品
を
視
覚
的
記
号
に
よ
っ
て
紙
の
上
に
定
着
さ
せ
、
第
三
者
に
伝

達
す
る
た
め

の
方
法
と
み
な
し
て
き
た
。
演
奏
者
は
記
さ
れ
た
記
号
で
あ
る
「楽

譜
」
を
読
み
、
そ
れ
を
演
奏
と
い
う
行
為
を
通
し
て
現
実
の
音
に
変
換
す
る
。

八
世
紀
半
ば

に
す

で
に
楽
譜
を
持

っ
た
日
本

で
は
、
音
楽
を
弟
子
に
、
あ
る
い

は
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
ま
た
弟
子
は
、
師
の
教
え
を
備
忘
録
と
し
て
残
す

た
め
、
譜
に
書
き
記
し
た
。

こ
の

「書
き
記
す
」
行
為
と
並
ぶ
重
要
な
伝
承
手
段
が
、
「
口
で
伝
え
る
」

方
法
で
あ
る
。
前
者
を

「書
記
性
」

寮
①
蜀
昌
、
後
者
を

「
口
頭
性
」

o
琶
母

と
よ
ぶ
こ
と
は
、
徳
丸
吉
彦
、
山
口
修
ら
の
研
究

曾

巨
目
§

＼
菖

巳
O
。。ぴ
)

に
よ

っ
て
今
日
で
は
も
は
や
音
楽
学

の
常
識
と
な

っ
た
。
日
本
音
楽

の
伝
承
で

は
と
く
に
後
者
、
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば

「
口
頭
伝
承
」

。邑

貯
8
ω巨
ωω凶8

が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
両
者
は
相
互
に
補

い
あ
う
関
係
に
あ
り
、
そ
の
関
係

し
ょ
う
が

を
さ
ら
に
補
強
す
る
手
段
と
し
て

「唱
歌
」
が
あ
る
。

唱
歌

は

「し
や

う
が

(し
や
う
か
)
」
、

「証
歌
」
、

「章
歌
」
、

「正
歌

」、

「声
歌
」

と
も
書

き
、

『源

氏
物
語

』

で
は

「さ

う
が

(そ
う
が
と
発
音
)
」
と

書

い
た
。

そ

ほ
と
け
の
み
な
ゑ

さ
っが

の
語
は

『
万
葉
集
』
(巻
八

「
佛
前

の
唱
歌
一
首
」)
に
お
け
る

「歌
詞
」
の
意
味

で
の
用
例
以
来
、
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た

吉
川
英
史
は
唱
歌
の
意
味
に

つ
い
て
、
ω
明
治
以
降
、
洋
楽
の
影
響
を
受
け

て
生
ま
れ
た
単
純
な
声
楽

(学
校
の
音
楽
教
育
用
)
、
②
江
戸
時
代
に
お
け
る
歌
詞

の
こ
と
、
㈹
楽
器
の
旋
律
や
リ
ズ

ム
を
口
で
唱
え
る
こ
と
、
の
三
種
を
あ
げ

て

い
る

(吉
川

一
九
七
三

二

)
。
楽
器
の
旋
律
を
唱
え
る
意
味
で
の
唱
歌
は
、
平

安
時
代
初
期
に
成
立
し
た

『竹
取
物
語
』

の

「あ
る
い
は
笛
を
吹
き
、
あ
る
い

し
や
う
が

は
歌
を
う
た
ひ
、
あ
る
い
は
唱
歌
を
し
」
(阪
倉

一
九
五
七

"
三
三
)
が
初
出

で
あ

る
こ
と
も
吉
川
が
指
摘
し
た
。
歌
詞
に
関
し
て
は
、

「歌
詞
そ
の
も
の
」

の
他

に
古
く
は

「歌
詞
を
歌
う

こ
と
」
、

「歌
を
教
え
る
人
」
、

「歌
の
唱
者
」
の
意
味

で
使
わ
れ
た
用
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(平
野

一
九
八
二
b

二

二
=
ハ
a
)
。

と
こ
ろ
で
、
尺
八
に
お
け
る
唱
歌
は
譜
字
を
さ
し
た
。
譜
字
を
唱
歌
と
い
う

用
例
は
、
元
和
八
年

(
エ
ハ
ニ
ニ
)
の
大
森
宗
勲
自
筆
と
さ
れ
る

『宗
左
流
尺
八

手
数
井
唱
歌
目
録
』
(陽
明
文
庫
所
蔵
)
が
初
出
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後

の

『
糸
竹

ゆ
び
つ
か
ひ

お
な
じ
く
し
や
う
か

初
心
集
』
(
=
ハ
六
四
年
)
上
巻
で
も
、
目
録
に
あ
る

二

節
切
指
遣

、
同
謹
歌

」

し
ょ
う
か
ん

の
内
容
は
、

「
フ
ホ
ウ

エ
ヤ
リ
ヒ

上

神
イ
タ
ル
チ
」

の
十
三
の
譜
字
と
そ
の
指

遣
い
方
法
の
解
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
貞
享
四
年

(
=
ハ
八
七
)
初
刊
と
さ
れ
る
著
者
不
明
の

一
節
切
独
習
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い
か
の
ぼ
り

書

『
紙
鳶

』
(浅
野
ほ
か

一
九
七
九

二

七
二
～
一
九
八
)
で
は
、

「唱
吾
」
は
三
味

線
独
習
書

の

『
大
ぬ
さ
』
(同

二

一三
二
～
一
五
三
)
と
同
様
に
、
歌
詞
の
意
味
で

使

っ
て
い
る
。
近
世
邦
楽
で
は
む
し
ろ
常
識

で
あ

っ
た
歌
詞
の
意
味

で
の
用
例

は
、
『紙
鳶
』
以
後
の
尺
八
に
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
譜
字
を
唱
え
る
唱
歌
の
あ
り
方
を
、
平
野
健
次
は

「譜
字
唱
歌
」

(平
野

一
九
八
二
二

二
一
六
b
)
と
よ
び
、
現
行
の
三
味
線
や
箏

の
よ
う
に
、
奏

法
を
記
し
た
数
字
譜
と
は
別
に
旋
律
を
擬
声
音
で
唱
え
る

「擬
声
唱
歌
」
(三
味

線
で
は
こ
れ
を
口
三
味
線
と
い
う
)
と
区
別
し
た
。
ま
た
横
道
萬
里
雄
は
唱
歌

(ソ
ル

ミ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
)
を
、

「単
純
音
唱
法
」
、

「読
名
唱
法
」、

「音
色
唱
法
」
と
三
分

類
し
た
う
え
で
、
尺
八
を
音
色
唱
法
か
ら
派
生
し
た

(横
道
の
図
で
は
点
線
表
示
)

「準
読
名
唱
法

(奏
法
名
唱
法
)
」
と
命
名
し
た

(横
道

一
九
七
八

二

〇
)
。
こ
の

具
体
例
と
し
て
横
道
は
、

「単
純
音
唱
法
」
に

「
ラ
ラ
ラ
唱
法
」
、
「読
名
唱
法
」

こ
つ
い
ち

に
西
洋
の

「ド
レ
ミ
唱
法
」
や
日
本
の
笙
の

「乞

一
唱
法
」
、
「音
色
唱
法
」
に

「
口

三
味
線
唱
法
」
、
「準
読
名
唱
法
」
に

「
ロ
ツ
レ
唱
法
」
を
あ
げ

て
い
る
。

横
道
の
分
類
は
洋
楽
を
も
視
野
に
入
れ
た
総
括
的
な
も

の
だ
が
、
尺
八
に
関

し
て
い
え
ば
、
読
名
唱
法

の
名
称
を
持
ち
な
が
ら
音
色
唱
法
の
位
置
に
配
さ
れ

た
点

で
理
解
し
に
く
い
。

こ
れ
を
筆
者
な
り
に
理
解
す
る
な
ら
、

ロ
ツ
レ
唱
法

は
基
本
的
に
音
名

・
階
名

・
和
音
名
を
唱
え
る
読
名
唱
法
に
準
ず

る
も

の
で
あ

る
と
同
時
に
、
三
味
線
の

「ト
チ
チ
リ
チ
ン
」
や
箏

の

「
コ
ロ
リ
ン
シ
ャ
ン
」

な
ど
に
似
た
音
色
唱
法
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
奏
法
唱
法
で
も
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
し
か
に
尺
八
の
譜
字
に
は
、
打
ち
指
と
い

っ
て
、
決
め
ら
れ
た
孔
を
ポ

ン

と
打

つ
奏
法
に
ラ
、
リ
、
ル
の
文
字
が
流
派
を

こ
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
三
味
線

の
ス
ク
イ
奏
法

の
語
音
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
複
雑
に

連
続
さ
せ
た

「チ
リ
チ
リ
」
と
か

「
コ
ロ
コ
ロ
」
、

「カ
ラ
カ
ラ
」
な
ど

の
ト
レ

モ
ロ
的
な
反
復
音
奏
法
、

「
ハ
ー
ラ
ロ
」

「ホ

ロ
イ
」
な
ど
の
定
型
句
的
音
型
な

ど
に
お
い
て
、
奏
法
名
と
音
色
と
譜
字

の
語
音
と
が
密
接
に
関
係
し
た
例
が
あ

る
。
し
か
し
、
三
曲
合
奏
や
近
代

・
現
代
曲
な
ど

の
速
い
テ
ン
ポ

の
器
楽
的
な

旋
律
部
分
で
、

「
ハ
ロ
ツ
レ
チ
ツ
レ
チ
チ
チ
ロ
ロ
バ
レ
ツ
:
:
」
な
ど
と
唱
え

る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
音
色

・
奏
法
名
唱
法
よ
り
む
し
ろ
、
移
動
ド
の
ド
レ
ミ

唱
法
に
ち
か
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ハ
や

ロ
の
譜
字
が
相
対
的
な
音
高
を
し
め
す
か

ら

で
あ
る
。
こ
う
し

て
考
え
る
と
、

尺
八
の

ロ
ツ
レ

(あ
る
い
は
フ
ホ
ウ
)
唱

法
に
は
、
横
道
が
準
読
名
唱
法

・
音
色
唱
法

・
奏
法
名
唱
法
の
三

つ
の
名
称

で

説
明
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
単
純
に

「譜
字
唱
歌
」
と
し
て
片
づ
け
に
く

い

諸
要
素
の
か
ら
み
が
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
歴
史
的
な
尺
八
の

「唱
歌
」
が
現
代
の

「唱
譜
」

と
同
じ
よ
う
に
、
譜
字

の
口
唱
、

つ
ま
り
、

ロ
ツ
レ

(あ
る
い
は
フ
ホ
ウ
)
譜
字

の
唱
法
を
意
味
し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

『
糸
竹
初
心
集
』
で
は
十
三
文
字
を
、

「
よ
く
そ
ら
に
て
お
ぼ
え
さ
れ
ば

吹

習
ふ
事
成
か
た
し
」
(浅
野
ほ
か

一
九
七
九

　
二
四
)
と
は

い

っ
て
い
る
が
、

「
証
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歌

(譜
字
)
を
唱
え
よ
」
と
い
う
直
接
的
記
述
は
な

い
。
し
か
し
、
指

の
開
閉

を
体

で
覚
え

る
と
同
時
に
、

「
そ
ら
に
て
お
ぼ

え
る
」
助
け
と
し
て
譜
字
を
唱

え
て
覚
え
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
し
、
実
際
に

『糸
竹
初
心
集
』

の
譜
宇
を

口
で
唱
え
て
み
て
も
、
さ
ほ
ど
不
自
然
さ
を
感
じ
な
い
。
現
に
譜
字

の
口
唱
が

行
わ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
何
ら
か

の
歌
唱
行
為
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
行
尺
八

で
の
譜
字

の
口
唱
、
す
な
わ
ち

「唱
譜
」
は
、
例
え
ば

「ッ
レ
レ

レ

ロ
」
(小
文
字
の
ツ
は
短
音
の
意
味
)
と
書
か
れ
た
譜
字
は
文
字
の
発
音
ど
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
遣
い
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
律
に
の
せ
て
う
た
う
。

千
葉
潤
之
助
は
現
行

の
唱
歌
に

つ
い
て
、
尺
八
の
唱
歌
が
第

一
義
的
に
譜
字

で
あ
る
た
め
に
、
仮
名
の
表
音
性
が
生
理
的

で
は
な
い
語
音
の
連
な
り
と
な
る

こ
と
が
あ
る

(千
葉

一
九
八
八

二
二
〇
五
)
と
述

べ
て
い
る
。
先
述
の
速
い
テ
ン

ポ
の
器
楽
的
な
旋
律
を
唱
え
る
場
合
、
語
音

の
連
な
り
は
た
し
か
に
よ
く
な
い
。

千
葉
は
ま
た
、
現
行
尺
八
の
多
く
が

ロ
ツ
レ
式
を
採
用
し
た
の
は
、
比
較
的
表

音
性
に
優
れ
る
か
ら
と
推
論
し
て
い
る

(壬
某

一
九
八
八

"
三
〇
六
)。

歴
史
的

に
は
、
錦
風
流

の
譜
は
琴
古
流
に
倣

っ
て
作
ら
れ
5
5
、
西
園
流
の

譜
も
、
そ
こ
か
ら
出
た
明
暗
対
山
派
の
譜
も
、
そ
の
基
盤
に
は
琴
古
流
の
ロ
ツ

レ
譜
字
が
あ
る
5
6
の
で
、
意
識
的
に

「
ロ
ツ
レ
式
を
採
用
し
た
」
と
い
え
る

の
は
都
山

流
だ

け

で
あ

る
。

初
世
中
尾
都

山
が

新
流
派
を
興
す

と
き
に
、

「
フ
ン
ン
}
」

「ホ

ン
ン
ン
」
よ
り
も
唱
え
や
す
い

「
ロ
ツ
レ
式
」
を
採
用
し

た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
塚
本
虚
堂
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
都
山
流
創

流
当
時
の
関
西
で
は
フ
ホ
ウ
式
が
本
流
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ロ
ツ
レ
の

採
用
は
旧
来
か
ら
の
脱
却
の
意
図
の
ほ
か
に
、
唱
え
た
と
き
の
語
感

の
問
題
が

大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
譜
字
を

「唱
歌
」
と
よ
ぶ
伝
統
は
、

一
節
切
譜

の

『糸
竹
初
心

集
』
か
ら
尺
八
譜

へ
と
伝
わ

っ
た
。
杢

早
一
節
で
紹
介
し
た

【楽
譜
史
料

(本

曲
の
み
)
】
に
、
仮
称
と
し
て

「唱
歌
」
を
つ
け
た
表
題
が
多

い
の
は
、
譜
書

の
冒
頭
に

「唱
歌
目
録
」
な
ど

の
名
称
で
、
譜
字
と
運
指
法
と
の
関
係
を
説
明

し
た
も
の
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
唱
歌
は
た
し
か
に

「譜
字
」

を
意
味
す
る
が
、

「唱
歌
目
録
」
と
は
別
に

「
唱
歌
本
文
之
カ
タ
書
」
と
い
う

表
現

(⑮
)
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
譜
字
を
並
べ
た
唱
歌

の
本
文
、
す
な
わ
ち

楽
譜

の
意
味
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
池
田

一
枝

の

『琴
古
流
手
続
』

で

「唱
歌

之
秘
書
を

一
流
工
夫
せ
し
者
也
」
(神
如
正

一
九
九
五

"
五
)
と
い
う
記
述
も
、
明

ら
か
に
楽
譜
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ
は

『糸
竹
初
心
集
』

の

「
一
節
切
証
歌
」

と
い
う
表
現
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
短
い
楽
曲
の

「譜
」

の
意
味
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
連
続
す
る
。

し
か
し
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
唱
歌
に
は
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

で
の
用
例
が
あ
り
、
こ
こ
で
さ
ら
に

「楽
譜
」
あ
る
い
は

「譜
」
の
意
味
で

「唱

歌
」
の
用
語
を
使
う
こ
と
は
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。
し
た
が

っ
て
本
論
文

中
で
は
、
楽
譜

の
意
味
で
唱
歌
を
使
う
こ
と
は
避
け
、
特
に
必
要
な
場
合
に
は

「唱
歌

(譜
)
」
、

「唱
歌

(譜
字
)
」
と
い
っ
た
使

い
方
に
と
ど
め
る
。
た
だ
し
、
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尺
八
に
お

い
て
、

「譜
」
の
意
味
で

に
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「唱
歌
」
が
使
わ
れ
て
い
た
事
実
は

こ
こ

(2
)
指
遣
い

・
轍
學

の
比
較
対
照
と
そ
の
考
察

琴
古
流
本
曲
の
運
指
法
に

つ
い
て
記
述
し
た
最
初
期

の
も
の
に
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
の
池

田

一
枝
著

『
尺
八
唱
歌
譜
』
(表
3
⑮
)
が
あ
る
。
ま
ず

先
述

の

「唱
歌
本
文
之
カ
タ
書
」
が
あ

っ
て
、

「呂
ト
ハ
・
イ
キ
ヨ
ハ
ク
吹
事
」
、

「カ

ト

ヘ

ヘ

ン

ノ
・
イ
キ
ツ
ヨ
ク
吹
事
」
、

「○
是
ノ
・
イ
キ
ヲ
ツ
グ
所
之
印
也
」
と
書
か
れ

て
い
る
。

つ
ぎ
に

「唱
歌
目
録
」
と
し
て
、

「
ロ
皆

フ
サ
ク
」

の
よ
う
な
十
九

譜
字

の
指
遣
い
説
明
が
あ
り
、
息
継
ぎ
区
切
り
を
示
す
○
●
△
鼠
の
記
号
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
唱
歌
の
説
明
の
後
、
曲
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

後
述
す
る
他
の
多
く
の
古
譜
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
冒
頭
の
唱
歌
目
録

に
は

な
い
譜
字
や
奏
法
を
補
足
す
る
記
号
が
、
実
際
の
曲
譜
上
に
見
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
古
い
の
が

一
九

一
三
年
の
宮
地

一
閑
の

『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
(⑱

の
国
会
本
、
静
嘉
堂
本
を
使
用
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
譜
が
な
く
、
ゆ
い
い
つ
尺
八

の
音
楽
的
側
面
に
触
れ
た
箇
所
が
、

「○
門
人
舟
木
李
閣
尺
八
ノ
調
子

二
委
シ

ク
シ
テ
著
ス
処
ノ
書
ア
リ
此

二
其
大
略
ヲ
記
ス
初

二
出
ス
者
ハ
予
力
尺
八
譜
ノ

定
ナ
リ
」

で
始
ま
る
く
だ
り
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

「尺
八
譜
之
定
」
、
「尺
八

図
竹
十
二
律

二
合
方
ノ
事
」
、

「
尺
八
五
音
五
調
子
ノ
事
」
、

「尺
八
十
二
調
子
ノ

事
」

(国
会
本
に
写
書
の
落
と
し
部
分
が
あ
る
の
で
要
注
意
。
静
嘉
堂
本
を
参
照
)
と
な

っ
て

い
る
。

ヘ

へ

「尺
八
譜
之
定
」
の
は
じ
め
に
、

「ヒ
ノ
ヒ
。
ハ
ノ
ハ
ト
耳
に
聞

ユ
レ
ハ
何
ナ

ク
私

二
定
テ
人

二
早
ク
伝

ヘ
ン
為
ナ
リ
。
左
ノ
手
ヲ
上
二
持
右
ノ
手
ヲ
下

二
持

五
孔
ノ
内
裏
ノ
孔
ヲ
壱
ト
定
メ
失
ヨ
リ
次
第

二
表
ノ
方
下

へ
二
一二
四
五
ト
云
」

ヘ

へ

と
あ
る
。

「ヒ
ノ
ヒ
。

ハ
ノ
ハ
ト
耳
に
聞

ユ
レ
ハ
」
と
い
う
の
は
、
尺
八
の
唱
歌

に
お
い
て
、
尺
八
音
と
語
音
と
を
関
連
づ
け
て
と
ら
え
て
い
た
証
拠
と
な
る
。

た
だ
し
、
ヒ
は
ヒ
、

ハ
は
ハ
と
耳
に
聞

こ
え
る
と
は
い
え
、
現
実
に
い
く
と

お
り
も
の
指
遣
い
の
ヒ
と
ハ
が
あ
る
こ
と
は
図
5

「尺
八
譜
之
定
」
か
ら
明
ち

か
で
、
ヒ
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
高
さ
の
音
を
発
し
、
微
妙
に
異
な
る
音
色

を
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
い
う
耳
に
聞

こ
え
る
の
は
特
定

の
音
高

で
は
な
く
、
む
し
ろ
譜
字

の
語
音

の
音
色
に
重
点
を
置
い
た
表
現
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、

二
十
六
譜
字

の
指
遣

い
が
説
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容

を
図
示
し
た

の
が
図
5
で
あ
る
。

こ
の
三
行
目
と
四
行
目

の
下
に
、

「ヵ
ン
四
斗
ノ

レ
ノ
ル
」
洗
ン
三
ラ

ヒ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「尺
八
図
竹
十
二
律

二
合
方
ノ
事
」

に
記
さ
れ
た
譜
字
か
ら
の
転
記
で
、

こ
の
二
譜
字
を
加
え
る
と
二
十
八
譜
字
と

な
り
、
こ
の
時
代
の
唱
歌
解
説
で
は
も

っ
と
も
情
報
量
が
多

い
。
な
お
、
図

5

に
お
け
る
指
孔
の
開
0
閉
●
図
は
筆
者
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
も
の
で
、
原
本
に

は
な
い
。
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こ
の
記
述
か
ら
第

一
に
注
目
す

べ
き
点
は
、
指
孔
の
数
え
方
で
あ
る
。
現
行

は
管

の
下
、

つ
ま
り
管
尻
に
近
い
方
か
ら

一
、

二
と
数
え
る
。
し
か
し
、

一
枝

の

『
尺
八
唱
歌
譜
』
(
一
七
九
七
年
)
で
も
そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
当
時
は
上

か
ら
数
え
た
。
真
ん
中
の
三
孔
以
外
は
す

べ
て
逆
転

で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
れ

は
、

一
番
上
、
つ
ま
り
歌
ロ
に
近
い
裏
孔
を
裏
、
表
孔
の
上
か
ら
下

へ

一
、
二
、

三
、
四
と
数
え
る

一
節
切

の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
る
。

上
か
ら
数
え
る
か
下
か
ら
数
え
る
か
の
是
非
に

つ
い
て
久
松
風
陽
は
、

「予

は
下
よ
り

一
二
と
覚

へ
た
れ
ば

下
よ
り
上
る
を
是
な
り
と
す
」
(栗
原

一
九

一

八
二

=
二
)
と
い
っ
た

(傍
点
筆
者
)。
し
か
し
、
中
塚
竹
禅
が
昭
和
十
年
に

「極

く
最
近
吉
田
家
か
ら
出
た

一
調
先
生
自
筆

の
本
曲
譜

一
冊
」
(現
在
の
所
在
、
譜
の

内
容
と
も
不
明
)
と
し
て
紹
介
し
た
吉
田

一
調

の
記
述
5
7
に
よ
れ
ば
、
三
世
琴
古

と
風
陽
が
合
議
の
う
え
、
表
孔

の
下
か
ら
数
え
る
こ
と
に
改
め
た
と
い
う

(中

塚

一
九
三
五

"
四
〇
)。

こ
れ
に

つ
い
て
中
塚
は
、
三
味
線
や
箏
な
ど
と
同
じ
く
低
い
方
を

一
に
取

っ

た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
風
陽
は
人
ご

と
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る

が
、
明
ら
か
な
逆
転
は
風
陽
門
人
以
降

の
譜

に
見
ら
れ
る
の
で
5
8
、
指
孔
が

逆
転
し
た
起
源
を
風
陽
に
帰
す

こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
注
目
点
は
、

『
尺
八
筆
記
』
に
記
さ
れ
た
指
遣
い
が
ど

の
よ
う
な
音

高
を
発
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

指
遣
い
と
譜
字
と
の
関
係
を
説
明
し
た
も
の
は
比
較
的
多

い
が
、
そ
れ
ら
と

十

二
律
と
の
関
係
を
示
し
た
史
料
は
少
な

い
。

『
尺
八
筆
記
』
の

「
尺
八
図
竹

十

二
律
二
合
方
ノ
事
」
に
あ
る
記
事
は
、

一
尺
八
寸
管

で
の
譜
字
と
音
律
と
の

関
係
を
、
壱
越

(二
音
)
か
ら
上
無

(変
二
音
)
ま

で
の
十

二
律
音
名
順
に
対
応

さ
せ
た
数
少
な
い
史
料

で
あ
る
。
表
4

「指
遣

い

・
譜
字

・
音
律

の
比
較
対
照

表
」

で
は
そ
の

『
尺
八
筆
記
』
を
上
段
に
、
現
行
を
下
段
に
置
い
て
、
同
じ
指

遣
い
に
お
け
る
音
律
を
対
照
さ
せ
た
。
指
遣
い
を
基
準
と
し
た
対
照
表
な
の
で
、

十

二
律
順
に
は
並
ん
で
い
な
い
。
現
行
と
対
照
さ
せ
た
理
由
は
、
『
尺
八
筆
記
』

に
不
足
す
る
音
律
情
報
を
現
行

で
補
う
こ
と
に
よ
り
、
比
較

の
参
考
と
す

る
た

め
で
あ
る
。

『
尺
八
筆
記
』
に
は
、

「尤

(竹
の
)
太
細
に
よ
り
て
少
し
律
合
狂

へ
ど
も
先

如
斯
此
内
に
メ
リ
ハ
リ
中
音
三
声
吹
分

て
調
子
あ
ら
ま
し
合
也
」
(括
弧
内
筆
者

補
足
)
と
あ
る
。
顎
を
手
前
に
引
い
て
音
律
を
下
げ
る

「メ
リ
」

(動
詞
形
は
メ
ル
)
、

顎
を
や
や
上
に
突
き
出
す
よ
う
に
し
て
音
律
を
上
げ

る

「バ
リ
」
(カ
リ
と
も
い

う
。
動
詞
形
は
ハ
ル
)、
そ
し
て
自
然
体
で
吹
く

「中
音
」

の
三
種
の
吹
き
加
減

で

調
節
す
れ
ば
、
だ

い
た

い
調
子

(音
律
)
が
合
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
尺
八
吹

奏
の
際
に
こ
の
よ
う
な
微
調
整
を
お
こ
な
う
の
は
む
し
ろ
当
た
り
前
で
、
と
り

わ
け
当
時
の
尺
八
製
作
法
で
あ
る

「地
無
し
尺
八
」
(節
を
抜
い
た
ま
ま
の
自
然
に
近

い
管
内
状
態
の
尺
八
)
で
は
、
現
代

の

「地
塗
り
尺
八
」
(漆
に
砥
粉
と
石
膏
を
混
ぜ
て

水
で
と
い
た

「地
」
を
塗
っ
て
管
内
を
滑
ら
か
に
し
あ
げ
た
尺
八
)
よ
り
も
内
管

の
整
形
が

な
い
だ
け
楽
器
の
個
体
差
が
大
き
く
、
音
高
の

「狂
い
の
度
合
い
」
も
大
き

い
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は
ず

で
あ
る
。

『尺
八
筆
記
』
の
記
述
は
箏

・
三
味
線
と

の
合
奏
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
吹
奏
時
の
微
調
整

の
度
合
い
や
音
律
に
対
す
る
厳
密
さ
の
感
覚

は
、
当
時
と

(合
奏
を
前
提
と
す
る
)
現
行

と
で
は
ま

っ
た
く
違
う
。
ま
た
、
楽

器
自
体
の
構
造
も
異
な
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
、
現
行

と
の
音
律

の
食
い
違
い
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

表
4
に
見
ら
れ
る
現
行
と
の
食
い
違
い
点
は
、

『尺
八
筆
記
』

/
現
行

ツ

(ホ
音
)

/
ツ

(へ
音
)

四
斗
ノ
レ

(変
ト
音
)

/
ニ
ラ

レ

(ト
音
)

カ
ン
裏
ヒ
メ
ル

(変
二
音
)
/
甲
五
ノ
ヒ

三
音
)

二
四
ノ
ヒ

(・
音
)

/
二
四
ノ
ヒ

(変
・
立
・)

裏
斗
ハ

(変
ホ
音
)

/
五
ノ
ハ

(二
音
)

の
五
ヶ
所
に
見
ら
れ
る
。
食
い
違
い
の
幅
は
そ
れ
ぞ

れ
半
音

(短
二
磨

で
、
『尺

八
筆
記
』

の
方
が
半
音
低
い
の
が

ツ
、
四
斗
ノ
レ
、
ヵ
ン
裏
ヒ
メ
ル
の
三
種
、
逆
に
半

音
高
い
の
が
二
四
ノ
ヒ
、
畢

ハ
の
二
種
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
点
を
お
お
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、

『
尺
八
筆
記
』

の
方
が
自

然
発
音
状
態

(す
な
わ
ち
中
音
)
に
近
い
音
律
を
指
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。
例

え
ば
、
二
四
ノ
ヒ
は
、
現
行
で
は
特
殊
音

の
ひ
と
つ
だ
が
、
山
口
五
郎
が

「
コ
ロ
ン
ン

四
五
ハ
ニ
四
五
ハ
ニ
四
ヒ
」
と
い
う
旋
律

の

「
二
四
ヒ
」
を

「リ

の
メ
リ
ま
で
音
高
を

下
げ
ま
す
」
(山
口

一
九
九

一
"
三
六
)
と
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
、
下
げ
て
り

の

メ
リ
と
同
じ
音
律
、
す
な
わ
ち
変

ロ
音
を
出
す
。

ま
た
、
裏
斗
ハ

(変
ホ
音
)
に
対
応
す
る
現
行
五
ノ
ハ

(二
音
)
は
裏
孔
を
十
分
カ

ザ
し
て

(動
詞
形
で
は
カ
ザ
ス
、
名
詞
形
で
は
カ
ザ
シ
)
大
き
く
メ
ル
。
か
な
り
む
り

に
下
げ

て
音
階

の
中
核
と
な
る
安
定
音
、
す
な
わ
ち
核
音
5
9
の
…

二
を
出
す

の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
も

『
尺
八
筆
記
』

の
変
ホ
音

の
方
が
自
然
発
音
の
音
に
近

い
。
現
行

で
低
く
下
げ

る
の
は
、
旋
律

の
流
れ
上
、
あ
い
ま
い
な
音
高
を
で
き

る
だ
け
避
け
、
音
階
構
造
を
明
確
に
す
る
意
志
が
働
い
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

曲
の
結
尾
の
音
型

「
レ
ロ
」
で
使
わ
れ
る
二
斗
ノ
レ
は
・
逆
に
や
や
カ
リ
気
味
に

吹
い
て
ト
音
を
得
る
が
、
こ
れ
も
核
音

(ト
音
)
を
意
識
し
た
結
果
、

『
尺
八
筆

記
』
よ
り
半
音
高
い
音
律

の
認
識
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
食
い
違
い
で
も

っ
と
も
気
に
か
か
る
の
が
、

ツ
の
音
律
で
あ
る
。

こ
の
考
察
の
た
め
に
、
吉
田

一
調
の
門
人
、
彰
城

一
調

(本
名
貞
徳
。
竹
名
貞

松
子
。
前
名
逸
調
。
、
一
八
五
八
～

一
九
三
九
。
昭
和
七
年

=
九
三
二
]
二
代
目
一
調
の
名
を

継
承
す
る
)
が
、
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
に

一
調
か
ら
も
ら

っ
た

「許
状
」
に
着

目
し
た

い
。
指
遣
い
の
情
報
は
な
い
が
、

「
一
尺
八
寸
ノ
竹

十

二
律
」
と
し

て
、
十

二
種
の
譜
宇
と
十
二
律
音
名
と
の
対
応
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(中

塚

一
九
三
二
a
…
二
七
)
6
0
。
こ
れ
と
表
4

『尺
八
筆
記
』
と
を
対
照
さ
せ
る
と
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
異
同
点
に
気
づ
く
。

(
a
)
ツ
に
、
極
メ
ル
ツ

(断
金
)
、
婁
目
ツ

(平
調
)
、
ヵ
ル
ツ

(勝
絶
)
の
三
種
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が
あ
る
。
『
尺
八
筆
記
』
で
は
断
金

(変
ホ
音
)
に
畢

ハ
と
し
て
い
て
、

ツ
で
断
金

の
音
律
を
出
す
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

(b
)
ヵ
ン
四
斗
ノ
レ
ノ
ル
を
二
斗
メ
ル
レ
と
呼
ん
で
い
る
。
音
律
は

『
尺
八
筆
記
』

と
同
じ
下
無
。

一
調

で
は
指
孔
の
数
え
方
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
。

(
c
)
二
四
ノ
ヒ
を
ヵ
≧
西
リ
と
呼
ん
で
い
る
。
音
律
は

『
尺
八
筆
記
』
と
同

じ
盤
渉
。

(d
)
三
斗
ノ
ヒ
を
三
斗
ウ
と
呼
ん

で
い
る
。
音
律
は

『
尺
八
筆
記
』
と
同
じ

鷺
鏡
。
譜
字
は
現
行
に
同
じ
。

(
e
)
上
ノ
ヒ
を
ヵ
ル
ニ
三
四
ヒ
と
呼
ん
で
い
る
。
音
律
は
神
仙
。
た
だ
し

『
尺

八
筆
記
』
で
は
、
神
仙
を
指
遣
い
の
違
う
二
三
ノ
ヒ
で
示
し
て
い
る
。

(f
)
ヵ
ン
裏
ヒ
メ
ル
を
メ
リ
ニ
三
四
五
ヒ
と
呼
ん

で
い
る
。
音
律
は

『
尺
八
筆
記
』

と
同
じ
上
無
。
指
孔
数
逆
転
。

以
上

の
異
同
点
の
ほ
と
ん
ど
が
譜
字
の
違
い
で
、
音
律
は
基
本
的
に

『
尺
八

筆
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

『
尺
八
筆
記
』
の
音
律
の
ほ
と
ん
ど
は
、

一
調
の
時
代
ま
で

(少
な
く
と
も
明
治
+
年
ま
で
)
広
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
中
で
の
最
大

の
注
目
点
は

(
a
)

で
あ
り
、

一
調
が
断
金
に
ツ
の
メ
リ
を

あ
て
た
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
ツ
は
、
古
典
本
曲

の
音
階

の
種
類
を
決
定
す
る
重
要
な
音
で
、

ツ
が
勝

絶

(へ
音
)
な
ら
ば
民
謡
音
階
、
平
調

(ホ
音
)
な
ら
ば
律
音
階
、
断
金

(変
ホ
音
)

な
ら
ば
都
節
音
階
の
小
単
位

(テ
ト
ラ
コ
ル
ド
)
を
形
成
す
る
6
1
。
現
行

の
琴
古

流
本
曲
演
奏
が
ツ
の
メ
リ
に
よ
る
都
節
音
階
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
『
尺
八
筆
記
』
当
時
に
、
現
在

の
よ
う
な
完
全
な
都
節
音
階

で
演
奏
さ
れ

た
か
ど
う
か
は
さ
ら
に
検
討

の
余
地
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
尺
八
筆
記
』
を

含
め
た
そ
の
時
代
の
唱
歌

(譜
字
)
目
録
に
、

「
ツ
の
メ
リ
」
の
情
報
が
な

い
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
前
半
の
史
料
五
種

(⑱

『
尺
八
筆
記
』
、
⑥
如

木

『
尺
八
伝
書
』、
⑤
如
童
琴
古

『尺
八
唱
歌
目
録
』、
⑦
淡
水

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
、
⑫
興
秀

「唱
歌
帖
」
)
と
、
現
行
と
を
比
較
対
照
し
た
表
5
を
見
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。

現
在
の

「
ツ
」
の
指
遣

い
で
あ
る

「●
●
●
●
○
」
は
、
甲
呂

(甲
は
オ
ク
タ
ー

ブ
上
の
音
域
)
と
も
勝
絶

(
へ
音
)
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

『
尺
八
筆
記
』

で
は

バ
ラ
な
い
と
勝
絶
と
は
な
ら
な
い

(表
4
)。

ツ
の
バ
リ

(カ
リ
)
は
現
在

の
琴

古
流
で
は
特
に
指
定
さ
れ
た
音
以
外
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
何
も
指
示
が

な
い
場
合
は

ツ
の
メ
リ
、
す
な
わ
ち
断
金

(変
ホ
音
)
で
奏
さ
れ
る
。

一
調
が

「極
メ
ル
ツ
」
を
断
金
と
明
記
し
た
こ
と
は
、

『
尺
八
筆
記
』
に
あ
る
平
調
の
ツ

と
勝
絶

の
ツ
以
外
に
、
極
め
て
メ
ッ
て
出
す

「断
金
の
ツ
」
が
あ

っ
た
こ
と
に

な
る
。

で
は
、
当
時

の
譜
字
目
録
に
な
か

っ
た

ツ
の
メ
リ
は
、
実
際
の
楽
譜
に
は
記

さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
メ
リ

・
カ
リ
な
ど

の
情
報
以
外
に
、
ど

の
よ
う
な
演
奏

情
報
が
記
譜
さ
れ
た
の
か
。
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(3
)
古
譜
に
記
さ
れ
た
奏
法

本
章

で
こ
れ
ま

で
扱

っ
て
き
た
琴
古
流
本
曲
の
古
譜
に
は
、
演
奏
情
報
の
記

し
方
の
精
度
に
か
な
り
の
幅
が
あ
る
。
図
6
は
琴
古
流
本
曲

《
秋
田
菅
垣
》
の

冒
頭
旋
律
を
、
八
種
類
の
楽
譜
史
料
を
活
字
翻
刻
し
、
年
代
順
に
配
列
し
て
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
並

べ
て
み
る
と
、
時
代
が
下
る
方
が
必
ず
し

も
精
密
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
中
に
た

っ
た

一
例
で
は
あ
る
が
、

ツ
の
メ
リ
が
記
さ
れ
て
い
る

{⑯
)。

ま
た
、
現
行

の
琴
古
流
本
曲
奏
法
の
特
徴

で
あ
る
ナ
ヤ
シ

(顎
を
引
い
て
半
音
低

い
音
か
ら
滑
ら
か
に
も
と
の
音
に
戻
す
奏
法
。
フ
レ
ー
ズ
の
終
止
感
を
強
め
る
)
も
、
早
く
か

ら
記
述
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
現
行

の
メ
リ
込

(オ
リ
)
や

ス
リ
と
い

っ
た
、
音
と
音
と
を
連
結
す
る
時

の
ボ
ル
タ
メ
ン
ト
的
な
奏
法
、
音
を
下
げ
た

り
上
げ
た
り
し
て
余
韻
を
残
し
な
が
ら
軽
く
音
を
消
す
ケ
シ
の
奏
法
は
、
す
べ

て
が
完
全
に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
装
飾
的
奏
法
が
十
九

世
紀
前
半
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
の
曲
に
限
ら
ず
琴
古
流
本
曲

の
旋
律
は
、
譜
字
の
連
な
り

の
レ
ヴ

ェ
ル
に

お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い
な
い
。
特
に
曲

の
冒
頭
は
も

っ
と
も
異
同
の

少
な
い
箇
所

で
、
図
6
に
示
し
た
八
種
の
楽
譜
は
基
本
的
に
同

一
の
旋
律
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
図
6
を
よ
く
見
る
と
、
ミ
ク

ロ
の
次
元
で
の
異
同
に
気
づ

く
。
そ
の
注
目
す
べ
き
箇
所
を
丸
印
で
囲
み
、

a
か
ら
f
の
記
号
を
附
し
た
。

a
.
八
種

の
楽
譜

の
う
ち
六
種
は
、
ツ
に
メ
リ
カ
リ
の
指
示
が
な
い
。
⑯
に

の
み
、

ツ
に
メ
リ
の
指
示
が
あ
る
。

b
.
レ
ま
た
は

ロ
の
連
続
に
お

い
て
ナ
ヤ
シ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑥

に
だ
け

は
ナ
ヤ
シ
の
指
示
が
な
い
。
相
対
的
に
⑥
は
技
法
の
記
譜
が
少
な
い
。

c
.
⑯
に
は
、
リ
に
中
ハ
ル
中
メ
ル
の
二
通
り
の
指
示
が
あ
る
。
ま
た
⑯
に
は

メ
リ

ハ
リ

そ
の
他
に
、
ウ
、
レ
な
ど
細
か
い
メ
リ
、
バ
リ
の
記
述
が
あ
る
。

d
.
ウ
の
延
長
ま
た
は
連
続
に
お
い
て
、
⑯
⑤

⑦
に

「引
色
」
の
指
示
が
あ

る
。
こ
れ
は
現
行
の
ス
リ

(指
あ
る
い
は
顎
に
よ
っ
て
音
を
ス
リ
上
げ
て
次
の
音

に
進
む
奏
法
)
の
箇
所
に
あ
た
る
。

e
.
先
述
し
た
指
孔
の
数
え
方
の
逆
転
が
見
え
る
。
⑮
⑯
⑤

⑦
の

「
二
」
は

⑧

の

「
四
」
と
同
じ
指
孔
で
あ
る
。
ま
た
、
記
述
は
な
い
が
、
⑩
も

四

孔
の
押
し

(閉
じ
た
孔
を
瞬
時
開
け
る
奏
法
)
で
あ
る
。

f
.
現
行
譜
⑩

の
冒
頭
に
ツ
の
カ
リ
の
指
示
が
あ
る
。
し
か
し
、
年
代
的
に

近
い
⑨
や
⑧
に
は
カ
リ
の
記
述
が
な
い
の
で
、
カ
リ
で
奏
す
る
方
法
が

い
つ
か
ら
行
わ
れ
た
か
、

こ
れ
ら
の
楽
譜
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い

こ
の
例
は
、
あ

つ
か

っ
た
楽
譜
史
料

の
膨
大
な
情
報
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
ほ

ん
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
池
田

一
枝
が
⑯

で
極
め
て
精
細
に
書
き
記

そ
う
と
し
た

こ
と
は
、

こ
の
部
分
だ
け

で
も
十
分
に
読
み
と
れ
る

(実
際
は
ナ
ヤ
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シ
の
方
法
な
ど
が
も
っ
と
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
)
。

こ
れ
ほ
ど
細
か
く
書
き
記
さ

れ
た
尺
八
の
楽
譜
を
筆
者
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
ま
た
、
⑤
と
⑦
は
酷
似
し
て

い
て
、
両
者
が
⑯
の
記
譜

に
近
い
こ
と
も
読

み
と
れ
る
。
⑮
を
含
め
た
四
種
に

共
通
す
る
特
徴
は
、
音
を
の
ば
す

「引
」
の
草
書
体
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

『
尺
八
伝
書
』
(⑥
)
が
か
な
り
特
異
な
楽
譜

で
あ
る
こ
と
も
、
図
6
、
表

5
で
の
比
較
か
ら
わ
か
る
。
⑥
は
表
5
に
示
し
た
二
四
明
リ
、
呂
の
リ
、
甲
の
リ

(ヒ
の
こ
と
)
、
三
四
ヒ
な
ど
、
譜
字

の
使
い
方

で
他
と
の
異
同
が
め
だ
ち

(ウ
が

唱
歌
目
録
か
ら
脱
落
)
、
図

6
に
見
る
よ
う
に
全
体
的
な
譜
の
記
し
方
が
粗
雑
で

あ
る
。
前
後
の
年
代
の
譜
か
ら
み
て
、
技
法
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
く
書
き
記

さ
な
か

っ
た
だ
け
と
思
わ
れ
る
。
『
尺
八
伝
書
』
は
公
的
に

一
般
が
利
用
で
き

る
数
少
な
い
楽
譜
史
料

で
、
こ
れ
を
使

っ
た
研
究
も
い
く

つ
か
あ
る
が
、
そ
の

場
合
v
よ
ほ
ど
注
意
し
な
い
と
譜
字

の
意
味
を
誤
解
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
補
足
し
て
お
く
。

さ
て
、
再

ひ
ツ
の
メ
リ

の
問
題
に
戻
ろ
う
。

「明
和
八
年

(
一
七
七

一
)
八
月
廿
六
日
よ
り
尺
八
之
義
琴
古
申
を
聞
書

ス
」

と
し
て
細
川
月
翁
が
記
し
た

「尺
八
の
吹
き
方
覚
書
」
(月
翁
史
料
目
録
番
号
十
)

に
は
、
全
般
的
な
奏
法
と
し

て
極
端
な
カ
リ
吹
き
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

「息

之
吹
込

二
構
候
形
を
竹
ノ
向

二
不
出
候
様

二
持

て

唇
ノ
下
此
図
之
通
こ
し
て

吹
込
度
々

二
ロ
バ
向
江

ツ
キ
出
シ
竹
ハ
前
に
引
ク

一
拍
子

二
息

ヲ
吹
入
べ
き

也
」
と
し
て
記
さ
れ
た
図
に
は
、
唇
と
歌

口
の
間
に

「此
間
ス
キ
候
ク
ラ
イ

ニ

ス
ヘ
シ
」
と
メ
モ
書
き
さ
れ
て
い
る

(小
菅

一
九
九
二

…
八
三
)
。
『琴
古
手
帳
』

に
メ
ル
の
用
語
が
な
い

(表
6
)
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
最
初
期

の
琴
古
流
奏
法

で
は
カ
リ
が
吹
き
込
み
の
基
本

で
、
メ
リ
吹
き
は
お
こ
な
わ
れ
な
か

っ
た
可
能

性
が
高
い
。

そ

の
後

の
各
書
唱
歌

(譜
字
)
目
録

に
も
な
か

っ
た
ツ
の
メ
リ
は
、
約
半
世

紀
後

の
、

一
枝
の
精
密
な
楽
譜

⑯

(
一
八
一三
年
)
に
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
。

ツ

ば
か
り
で
な
く
他
の
譜
宇
に
も
、
ほ
と
ん
ど
ま
ん

べ
ん
な
く
メ
リ
ハ
リ

(カ
リ
)

情
報
が
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
図
6
の

一
枝
⑯
以
降

の
史
料
に
ツ
に
メ
リ
指
示
が
な
い
の

は
、
メ
リ
吹
き
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
⑤

に

む

は
図
6
以
外
の
楽
譜
部
分
で
ツ
引
の
記
述
が
あ
り
、
⑦
や
⑧
に
も
メ
リ
カ
リ

の

認
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

(表
6
)。

特
に
⑧

の
著
者
吉

田

一
調
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
極
メ
ル
ツ
を
断
金

(変
ホ
)

と
認
識
し
た
人
で
あ
る
。
た
だ

一
調
は
、

ツ
に
限
ら
ず
楽
譜
に
は
ほ
と
ん
ど

メ

リ
カ
リ
情
報
を
記
さ
な
か

っ
た
。

ツ
に
対
す
る
音
律

の
区
別
認
識
が
あ

っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ツ
の
譜
字
そ

の
も
の
に
メ
リ
カ
リ
情
報
を
記
さ
な
か

っ
た
の

は
、
当
時

の
演
奏
慣
習
と
し
て

「
こ
れ
こ
れ
の
音
運
び
で
は
メ
リ
」
と
い

っ
た

暗
黙
の
了
解
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

結
論
的
に
い
え
ば
、
琴
古
流
で
は
特
に
指
示
が
な
く
て
も

「
ツ
を
メ
リ
吹
き
」

76
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す
る
伝
統
が
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ウ
は
晃
鐘

(変

づ

イ
音
)
の
認
識
が
あ
り
、
し
か
も
こ
の
ウ
を

一
枝
が
⑯

で
ウ
と
記
し
て
い
る
の

レ

で
、
メ
リ
で
吹
い
て
し

っ
か
り
し
た
ド

ラ
ソ
の
都
節
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
が
奏
さ

れ
た
。
ま
た
下
の
ソ
ミ
レ
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
も
、
記
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

ソ
レ
ミ
レ
に
近

い
旋
律
、
す
な
わ
ち
都
節
に
近
い
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
で

演
奏
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
同
じ
メ
リ
で
も

ツ
の
メ
リ
は
ウ
の
メ
リ
よ
り
は
る
か
に
メ
ラ
な
い

と
h
ミ

(変
ホ
音
)
に
は
な
ら
な
い
。
特
に
現
在
の
尺
八
で
は
、
自
然
に
発
音
す

る
と
ツ
は
勝
絶

(
へ
音
)
な

の
で
、
顎

の
メ
リ
だ
け

で
は
な
く
半
開
指
を
使

っ

て
長
二
度
低
い
断
金

(変
ホ
音
)
を
出
す
。
し
か
し
当
時
は
、
楽
器

の
構
造
か

ら
考
え
て
6
2
、
顎
で
メ
ル
だ

け
で
や
や
低
め

の

(断
金
よ
り
は
少
し
高
め
の
)
音
を

出
す
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難

で
は
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
ツ
の
メ
リ
を
し

っ
か
り
断
金
ま
で
下
げ
た
音
と
認
識
す
る
の
は
、
明
治
以
降
と
推
定
す
る
。

5
5
根
笹
派
錦
風
流
の
乳
井
月
影

(
一
八
二
二
～

一
八
九
五
)

の

『錦
風
流
尺
八
本
曲

之
譜
』
に

「明
治
七
年
、
東
京
茶
川
徳
交
ノ
、
尺
八
唱
歌
目
録

二
倣
ヒ
、
本
調
子
及
ヒ

雲
井
調
子
曙
調
子
ヲ
著

シ
」

(内
山

一
九
七
二

"
四
三
)
と
あ
る
。
錦
風
流
の
記
譜

法
が
琴
古
流
譜
を
も
と
に
し
た

こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
後

の
改
良
で
、
独
自
の
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
茶
川
徳
交

(如
鷲
)
の

「尺
八
唱

寄
目
録
」
は
宮
城
道
雄

記
念
館
蔵
の

『新
撰
洞
無
秘
譜

完
』
に
所
載
。

5
6
西
園
流
は
旧
普
大
寺

(
一
月
寺
末
)
の
遺
曲
を
伝
承
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
普
大

寺
の
後
を
受
け
継
い
だ
堀
内
是
空

(
一
八
五
八
～

一
九
四
二
)
の
保
存
史
料
が
灰
塵
に

帰
し
た
た
め
、
古
い
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
堀
内
是
空
は
明
治
十
年
ご
ろ
上
京

し
、
二
世
荒
木
古
童
に
師
事
し
て
波
響
を
名
の
っ
た
。
三
世
松
風
軒
波
響

(堀
内
是
空
)

の
楽
譜

『普
化
禅
林
尺
八
本
曲
』
(明
治
三
十
六
年
)
を
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
鈴
木
犀

十
郎
が
旧
蔵
し
た
が
、
こ
れ
は
琴
古
流
本
曲
譜
で
あ
る
。
鈴
木
に
よ
る
と
、
三
世
松
風

軒
波
響
の
三
世
は

二

世
黒
澤
琴
古
、
二
世
荒
木
古
童
、
三
世
松
風
軒
波
響
」
の
意
味

で
は
な
い
か
と
い
う
。
堀
内
が
浜
松
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら

「浜
の
松
風
、
波
の
響
」

に
因
ん
だ
呼
称
と
も
い
う

(以
上
、
鈴
木
犀
十
郎
か
ら
稲
垣
衣
白
宛
に
出
さ
れ
た
昭
和

五
十
年

[
一
九
七
五
]

一
月
二
十
二
日
付
け
の
手
紙
よ
り
)
。
稲
垣
衣
白
の
調
査
に
も

か
か
わ
ら
ず
旧
普
大
寺
系
の
楽
譜
史
料
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

(稲
垣

一
九
七
六

"

二
六
四
)
。

一
方
、
無
相
流
宗
家
を
称
し
た
棚
瀬
栗
童

(
一
八
六
七
～

一
九
四
四
)
は
、
始
め
琴

古
流
を
二
世
古
童
に
学
び
、
後
に
西
園
流
の
二
世
西
園

・
内
田
紫
山

(
一
八
四
八
～

一

九
二
三
)
に
学
ん
だ

(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
六
八
]
"
一
四
四
)
。
棚
瀬
が
収

集
し
清
書
し
た

『
(普
化
宗
普
大
寺
伝
)
西
園
流
尺
八
秘
譜
』
は
ロ
ツ
レ
譜
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
見
て
も
、
西
園
流
が
ロ
ツ
レ
譜
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
堀
内
以

前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
不
可
能
な
か
ぎ
り
、
譜
字
採
用
に
琴
古
流
の
影
響
が
あ
っ
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ち
な
み
に
明
暗
対
山
流
は
西
園
流
か
ら
出
て
い
る
の
で
、

ロ
ツ
レ
譜
で
あ
る
の
は
当
然
で
、
対
山
流
の
祖
で
あ
る
鈴
木
孝
道

(樋
口
対
山
、

一
八

五
六
～

一
九

一
四
)
も
ま
た
、
二
世
古
童
に
師
事
し
て
い
る

(次
章
)
。

5
7

「
三
代
目
琴
古
翁
与
予
師
風
陽
先
生
自
在
累
年
究
理
発
明
近
世
下
之
表
穴
定

一
順

之
二
一二
四
五
之
数
也

(竹
禅
註
、
三
代
目
琴
古
翁
、
予
が
師
風
陽
先
生
と
累
年
究
理
発

明
あ
り
し
よ
り
、
近
世
下
の
表
穴
を

一
と
定
め
、
之
に
順
じ
て
二
三
四
五
の
数
也
)
」
(中

塚

一
九
三
五

…
四
〇
)。

5
8
次
の
楽
譜

・
譜
字
解
説
史
料
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
指
孔
を
現
行
と
同
様
に
下
か

ら
数
え
る
方
式
は
、
久
松
風
陽
門
人
以
降
と
認
め
ら
れ
た
。
二
世
琴
古
門
人
の
細
川
月

翁
の
孫
、
細
川
興
秀
の
史
料
が
上
か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
塚
が
い
う
琴
古
流
と

一
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閑
流
の
違
い

(中
塚

一
九
三
五

"
四
〇
)
と
い
う
よ
り
、

琴
古

・
久
松
風
陽
門
人
系
と
の
違
い
の
問
題
と
思
わ
れ
る
。

比
較
し
た
楽
譜

・
史
料

⑮

一
枝
譜

(
一
七
九
七
年
)

⑱

『尺
八
筆
記
』
(
一
八

一
三
年
)

⑯

一
枝
譜

(
一
八
二
二
年
)

⑫
細
川
興
秀

如
童
琴
古
譜

(
一
八
二
四
年
)

⑤
如
童
琴
古
譜

(
一
八
二
六
年
)

⑥

『
尺
八
伝
書
』
(
一
八
二
六
年
)

⑦

三

閑
流
尺
八
本
曲
譜
』
(
一
八
四
七
年
)

⑲
二
世
荒
木
古
童
譜

(
一
八
五
三
年
)

⑧

一
調

『法
器
尺
八
譜
』
(
一
八
六

一
年
)

茶
川
徳
交
譜

(
一
八
六
二
年
)

⑩
三
浦
琴
童
譜

(
一
九
二
八
～
九
年
)

二
世
琴
古
門
人
系
と
三
世

指
孔
の
数
え
方

上
か
ら

上
か
ら

上
か
ら

上
か
ら

上
か
ら

(中
塚
報
告
に
よ
る
)

上
か
ら

上
か
ら

上
か
ら

下
か
ら

下
か
ら

上
か
ら

下
か
ら

5
9
核
音

目
旦
霞

8
昌
。
と
は
旋
律
の
中
核
に
な
る
安
定
し
た
音

の
こ
と
。
尺
八
古
典
本

曲
に
お
い
て
は
、

一
尺
八
寸

(約

い
轟
.い
§

)
の
尺
八
で
本
調
子

の
場
合
、
筒
音

(全
孔

を
閉
じ
た
音
)

の
レ

(ド
レ
ミ
の
レ
)、
そ

の
完
全
四
度
上
の
ソ
、
さ
ら
に
完
全
四
度

上
の
ド
が
基
本
的
核
音
と
な
る
。

一
オ
ク
タ
ー
ヴ
上

の
音
域

(甲
)
で
も
同
じ
。

6
0
彰
城
逸
調

(二
世

一
調
)
が
吉
田

一
調

(
一
八

一
二
～

一
八
八

一
)
か
ら
与
え
ら

れ
た

「許
状
」

に
あ
る

二

尺
八
寸
ノ
竹

十

二
律
」

(中
塚

一
九

三
二

"
二
七
)

を
、
中
塚
は

「琴
古
流
手
法
其
他
」
で
も
紹
介
し
、
現
行
譜
字

と
比
較
し
て
い
る

(中

塚

一
九
三
五

"
四

一
)
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
『
尺
八
筆
記
』
と
も
対
応
さ
せ
て
み
る
。

許

状

翌

.
ロ

極
メ
ル
ツ

婁

.
ッ

カ
ル
ツ

昇ロメリ
ツ

中
メ
リ
ツ

ツ

十
二
律

壱
越
断
金
平
調
勝
絶

『尺
八
筆
記
』

ロ
里
.

ハ
裏
斗

ツ
ノ
ル

ツ
ハ
ル

二
斗
メ
ル
レ

聖

.レ

メ
ル
ウ

聖

.チ

三
斗
ウ

カ
ン
ニ
四
リ

カ
ル
ニ
三
四
ヒ

メ
リ
ニ
三
四
五
ヒ

中
メ
リ
レ

レウチ三
ウ

中
メ
リ
ヒ

ヒ五
メ
リ
ヒ

輔 灘 離 熱

四
斗
ノ
レ
ノ
ル

レ
婁

.

ウ

ノ
ル

チ
雲

.

三
ラ

ヒ

ニ
四
ノ
ヒ

ニ
三
ノ
ヒ

裏
ヒ

メ
ル

6
1
本
論
で
は
以
降

の
記
述
に
お
い
て
、
小
泉
文
夫
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
理
論

(小
泉

一

九
五
八
ほ
か
)
に
基

づ
い
て
音
階
を
説
明
す
る
。

一
尺
八
寸

(約

い轟
・い
§

)

の
尺
八
で

は
、
レ

(ド
レ
ミ

の
レ
、
以
下
同
じ
)
、
ソ
、
ド
が
核
音
と
な
る
が
、
レ
と
ソ
を
テ
ト

ラ
コ
ル
ド
の
枠
と
し

て
説
明
す
る
な
ら
、
レ
ミ
ソ
が
律
音
階
、
レ
レ
ミ
ソ
が
都
節
音
階
、

レ
フ
ァ
ソ
が
民
謡
音
階
と
な
る
。
な
お
、
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
は
も
と
も
と
四
つ
の
音

の
組

み
合
わ
せ
を
指
す
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
音
楽
理
論
用
語
で
あ
る
が
、
小
泉
は
完
全
四
度
の

音
程
の
意
味
で
用

い
て
い
る
。

6
2

志
村
哲

の
楽
器
計
測
結
果
よ
り
、
当
時

の
楽
器
構
造
で
あ
る
地
無
し
尺
八
で
は
、

ツ
は
自
然
に
発
音

し
た
場
合
、
乙

(呂
)
音
域
で
は
勝
絶
よ
り
約
3
5
セ
ン
ト
、
甲
音

域

で
は
約
5
0
セ

ン
ト
低
い
数
値

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

(志
村

一
九
九

一
)
。

こ
れ
は

ツ
の
カ
リ

を
勝
絶
と
し
た

『尺
八
筆
記

』、

一
調

の
記
述
を
証
明
す
る
も

の
で

あ
る
。
少
し
メ
レ
ば
平
調
、
ご
く
メ
レ
ば
断
金
に
な
る
こ
と
も
当
時
の
楽
器
性
能
か
ら

い
え
る
。
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図

5

「
尺

八

譜

之

定

」

(譜
字
に
対
応
す
る
演
奏
情
報
の
ま
と
め
)

ロ

皆
塞
ク

ツ

五
ヲ
明

レ

四
五
明
。

レ

、
ト
重
ル

ハ
五
ヲ
打
也

ウ

三
五
明

チ

三
四
五
明

)

二
三
五
明

表
ハ

五
指
ト

モ
ニ

皆
明

裏
斗
＼

一
ヲ
明

ノ

四
ノ
、

一
四
明
。

ノ

一
一=
二
四
五

(五
孔
ノ
内
裏
ノ
孔
ヲ
壱
ト
定
メ
夫
ヨ
リ
次
第
二
表
ノ
方
下
へ

●

●

●

●

●

二
=西

五
ト
云
)

●

●

●

●

○

●

●

●

○

○

/

ヵ
ン
四
斗
、
レ

ノ
ル
●

●

●

○

●

四
斗
明
ル
モ
國

ナ
リ

●
●
○
●
○

/

ヵ
ン
三
斗
ノ
ヒ

●
●
○
●
●

●
●
○
○
○

●
○
○
●
○

○
○
○
○
○

○
●
●
●
●

○
●
●
○
●

巣
篭
ノ
内
燭

ニ
ア
ル
手
ナ
リ

上
、
ハ

三

四
明
。

○
○
●
○
●

但
カ
ン
ニ
テ
ハ
ロ
図

ト
云

系

三

三
四
。
。
。
。
●
↓

。
。
●
。
●

明
居
カ

ン
ニ
テ
三
ヲ
フ
サ
ク
時

ノ
手
ノ
印
ナ
リ

ラ

一
二
四
ヲ

○
○
●
○
●

明
居
テ
四
ヲ
打

テ
ノ
音
ナ

リ

駄

鵜

チ
.
ノ
手
三
ア
五
ヲ
打
.ア
.
ハ
ル
ノ
立.
ナ
リ
戯

隠

裏
、
ハ

三

明
。

○
○
●
●
●

但
カ
ン
ニ
テ
ハ
「四
ノ
望

ト
云

ド

し　

　

鴎

三

四

。
。
●
。
●
↓
。
。
●
●
●

明
居

テ
カ

ン
ニ
テ
四
ヲ

フ
サ
グ
時

ノ
手

ノ
印
ナ
リ

下
ハ

三

五
ヲ
明
。

○
○
●
●

○

幾
夷

『

(
廓
閑
先

生
)
尺

八
筆
記
』
山
本
萬
津
校
訂
、
文
化
十
年

(
噛
八

購
三
)

へ

=

西

ノ
四
ヲ
フ
サ
キ
又
其
四
ヲ
明
タ
ル
時
ノ
印
ナ
リ

○
○
●
○
●

二
五
、
ア

=

一
五
明
居
テ

○
○
●
●
○
↓

●
○
●
●
○

右
ノ

一
三
.
フ
サ
キ
。
メ
ル

図

圃
ナ
リ

此
音
ニ
カ

ン
ナ
シ

上
ノ
ヒ

ニ
一一西

明

●

○
○

○

●
ユ

コ

ロ

、
、

○
○
●
◎
◎
く

=

一ヲ
明

居

テ
四
五
ノ
指

ヲ
ド

ル

ユ

コ

ロ

皆
フ
サ
ギ

●
●
●
◎
◎
ぐ

居
テ

四
五
ヲ
ド
ル

裏
ヒ

一
二
三

四
明
。

○

○

○

○

●

但
呂
三
ア
ハ
田
団

ト
云
時
ア
リ

一
二
三
四
五
明
ヲ
モ
同
断

ウ

ヵ
ン
コ

ロ

一
斗
。
明
居
○
●
●
◎
◎

テ
四
五

ノ
指
ヲ
ト
ル

(

下
ノ
ヒ

五
斗
明

●
●
●
●
○

圏

也
此
音
二呂
ナ
シ

く

　
　

　

ユ

。
。
ヒ

ル

ニ
三
明
居
テ
●
○
○
◎
◎
で

メ
リ

四
五
ノ
指
ヲ
ト

ル

三
ラ

ヒ

ニ
三
明

●

○

○

●

●

片
コ

ロ

コ
ロ

一
ツ
。
又

一
ロ
ノ
ハ
。
リ
ノ
ゥ
ト
吹
ト
キ

リ
ノ
頭

五
ノ
指

ニ
テ

打
■
ア
リ
是

モ
片

コ
ロ
ナ
リ

ニ
四
・
ヒ

ニ
四
明

●
○

●

○

●

区
闘

ナ
リ

三
四
ノ
ヒ

三
四
明

●
●
○
○
●

閤
園

ナ
リ

(
注

)

こ
こ
に
記
さ
れ
た
文
字
情
報

は
す

べ
て

『
尺
八
筆

記
』
に
基
づ
く
。
そ
の
情

報
を
符
号
化

し
た
五
孔

の
開

(○
)

閉

(●
)

図
、
お
よ
び
文
字
囲

み
は
筆

ユ

者
に
よ
り
付

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
◎
◎

は
二
孔
間
の
交
互
打
ち
を
示
す
。

て

(
月
漢
恒
子
作
成
)
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表

4

指

遣

い

・
譜

字

・
音

律

の
比
較

対

照

表

(
『
尺
八
筆
記
』
と
現
行
と
の
比
較
)

指
遣
い

『
尺
八

筆
記
』

現

行

譜

字

音

律

譜

字

音

律

●
●
●
●
●

カ
ン

ロ

中
音

壱

越

(
二
)

口

壱

越

(・

二
)

(
:

二
)

●
●
●
●
○

カ
ン

ツ

ノ
ルカンツハル

平

調

(
ホ
)勝絶(へ)

ツ

勝

絶

(・

へ
)(:へ)

●
●
●
○
○

カ
ン

レ

中
音

双

調

(

ト
)

レ

双

調

(・

ト
)(:ト)

●
●
●
○
●

カ
ン
四
斗
ノ

レ

ノ

ル

下

無

(

変

ト
)

二
斗
ノ

レ

双

調

(・

ト
)

●
●
○
●
○

ウ
ノ
ル

晃
鐘
(
変
イ)

一

三
ノ

ウ

苑

鐘

(
:

変

イ)

●
●
○
●
●

ウ

晃

鐘

(・

変

イ)

●
●
○
○
○

ヵ
ン

チ
中
音

黄

鐘

(

イ)

チ

黄

鐘

(
・

イ
)

●
●
○
○
●

三
四
ノ

ヒ

二
三
ノ

ウ

黄

鐘

(・

イ
)鷺鏡(:変
ロ
)

●
○
●
○
●

二
四
ノ

ヒ

中
音

盤

渉

(
ロ
)

二
四
ノ

ヒ

鷺

鏡

(・

変

ロ)(:変ロ)

●
○
○
●
○

リ

●
○
○
●
●

二
三
ノ

ヒ

神

仙
(
ハ
)

り

神

仙

(
:

ハ
)

○
○
●
○
●

上
ノ

ハ

二
四

五
ノ

＼
、

＼ノノ

神

仙
(
:

ハ
)上無(:変二
)

○
○
○
●
●

五
ノ

ヒ
、

明

ヒ

壱

越

(
:
二
)

○
○
○
○
○

表

ハ

皆
明
ノ

＼ノ

壱

越

(
:
二
)

指
遣
い

『
尺
八
筆
記
』

現

行

譜

字

音

律

譜

字

音

律

●
●
○
●
●

カ
ン
三

斗
ノ

ヒ

鷺

鏡

(

変

ロ)

三
ノ

ウ

鶯

鏡

(
:

変
ロ
)

●
○
○
○
●

上

ノ

ヒ
、

ヒ

神

仙

(

…

ハ
)

○
●
●
●
●

裏
斗

＼

呂ノ

断
金
(
変
ホ)

五
ノ

ハ

壱

越
(

…
二
)裏かざしてメ
ル

○
○
○
○
●

カ
ン
裏

ヒ

メ
ル裏ヒ

上

無

(

変
二
)

五
ノ

ヒ

壱

越

(・

:

二
)

○
○
●
●
●

・
・

ハ
・

呼

四
五
ノ

＼ノ

壱

越

(
:

二
)

(

:
・

二
)

○
○
●
○
●

⊃

二
四
五
ノ

＼ノ

断

金

(
・

:

変

ホ
)

7

0
0
●
◎
◎̀

コ

ロ

、

＼

コ

ロ

＼

、

上

無

(
:

変
二
)

○
○
●
○
●

ラ

ラ

上

無

(
:

変
二
)

○
●
●
○
●
一

四
ノ

＼ノ

○
○
●
●
○

下

ハ

●
●
●
●
○

下
ノ

ヒ

●
○
●
●
○

二
五
ノ

ア

5

●
●
●
◎
◎(
コ

ロ

)

○
●
●
◎
◎(
ヵ
ン

コ

ロ

)

●
○
○
◎
◎G
ヵ
ン

ヒ

ル

注

1
、

『
尺

八
筆

記
』

(国

会

本

)

の

音

律

情

報

は

「
尺

八

図
竹

十

二

調

子

二
合

方

ノ

事

」

よ

り

。

注

2
、

現

行

の
典

拠

と

な

る
資

料

は
、

『
山

口
五

郎

琴

古

流

尺

八
本

曲

指

南

』

(吉

川

二

九

九

一
)

。
半

開
な

ど

を

含

む

指

遣

い

は

省

略

。

(
月

漢

恒

子

作

成

)
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表

石

指

遣

い

・
譜

字

の
比

較

対

照

表

(
十
九
世
紀
前
半
の
史
料
五
種
と
現
行
と
の
比
較
対
照

一
覧
)

指
遣
い

⑱
筆
記

⑥
如
木

⑤
如
童
琴古

⑦
淡
水

⑫
興
秀

現
行

●
●
●
●
●

口

口

口

口

口

口

●
●
●
●
○

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

ツ

●
●
●
○
○

レ

レ

レ

レ

レ

レ

●
●
●
○
●

二
斗
ノ

レ

●
●
○
●
○

ウ

ウ

ウ

ウ

●
●
○
●
●

ウ
呂

●
●
○
○
○

チ

チ

チ

チ

チ

チ

●
●
○
○
●

三
四
ノ

ヒ

*

下
ノ

ヒ

下
ノ

ヒ

二
三
ノ

ウ

●
○
●
○
●

二
四
ノ

ヒ

二

四
明

リ

二
四
ノ

ヒ

二
四
ノ

ヒ

ヒ

二
四
ノ

ヒ

●
○
○
●
○

リ

リ

リ

リ

●
○
○
○
●

リ

●
○
○
●
●
二
三
ノ

ヒ

*

上
ノ

ヒ

上
ノ

ヒ

上
ノ

ヒ

リ

○
○
●
○
●

上
ノ

＼ノ

ハ

ハ

ハ

ハ

二

四
五
ノ

＼ノ

○
0
0
●
○

リ

リ

○
○
○
●
●

五
ノ

ヒ明ヒ

○
○
○
○
○

表

ハ

表
ハ

表
ハ

表
ハ

皆
明
ノ

＼ノ

●
●
●
○
●
カ
ン
四

斗
ノレ

四
斗
ノ

ヒ

●
●
○
●
○

一

三
ノ

ウ

●
●
○
●
●

カ
ン
三
斗
ノヒ*

三
ノ

ヒ

三
ノ

ヒ

ヒ

三
ノ

ウ

●
○
○
○
●

上
ノ

ヒ

リ

ヒ

ヒ

ヒ

○
●
●
●
●
裏
斗

＼ノ

裏
斗

ヒ

裏
斗

＼ノ

裏
斗

＼ノ

裏
斗

、ノ

五
ノ

ハ

甲

○
○
○
○
●

カ
ン
裏

ヒ

ヒ

五
ノ

ヒ

○
○
●
●
●

裏
ノ

＼・ノ四

裏
ノ

、・ノ四

裏
ノ

＼●ノ四

ハ

四
五
ノ

＼ノ

○
○
●
○
●
一
コ

ハ

ハ
、

壬

ハ
、

一
コ

ハ

二
四
五
ノ

＼ノ

○
○
●
●
○

下

ハ

ハ
＼三四ノ

ヒ

下
ノ

＼ノ

下
ノ

＼ノ

下
ハ

5

0
0
●
◎
◎G
コ

ロ

、

、

コ

ロ
、

、

コ

ロ

、

、

コ

ロ

、

、

コ

ロ
、

、

○
○
●
○
●

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

○
○
●
●
○
二
五

ノ

ア

ア

ア

●
○
○
○
○

ヒ

一

二
三

四
明リ

注

-
、
丸
囲
み
数
字
は

史
料

番
号
。
⑱

一
八

=
二
年
、
⑥

一
八
二
六
年
、
⑤

一
八
二
六
年
、

⑦

一
八

四
七
年

、
⑫

年
代
不
詳
。
現

行

の
典

拠
は
吉

川

一
九
九

一
の
ほ

か
に
、
史
料

⑩

(三
浦

琴
童

譜
)
を
参
照
し
た
。

注

2
、
史
料
⑱

と
⑫

に
楽
譜
は
な
い
。
他
は
楽
譜
情
報
を
も
援

用
し
た
。

注

3
、
史
料
⑱

の

*
印

つ
き
譜
字
は
、

『
尺
八
唱
歌
目
録
』

(
一
七
九
七
)

と
異
な
る
。

注
4
、
⑦

に
下
ノ
ヒ
が

な
い
以
外
は
、
⑤
と
⑦

は
全
く
お
な
じ
。
⑦

『
一
閑
流

尺
八
本
曲
譜

全

』
の
書

き
落

と
し
と
思

わ
れ

る
。

(
月
漢

恒
子
作
成
)

,
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図

6

⑮

一
枝
譜

(
一
七
九
七
年
)

⑯

一
枝
譜

(
一
八
二
二
年
)

⑤

如
童
譜

(
一
八
二
六
年
)

⑥

如
木
譜

(
一
八
二
六
年
)

⑦

淡
水
譜

(
一
八
四
七
年
)

⑧

一
調
譜

(
一
八
六

一
年
)

⑨
逸

調
譜

(
一
八
七
九
年
)

⑩

琴
童
譜

(
一
九
二
八
年
)

琴
古
流
本

曲

《
秋

田
菅
垣
》

冒
頭
旋
律

に
み
る
奏
法
記
譜

の
比
較

"

b
.

c
.

訊

(月
漢
恒
子
作
成
)

熱
雛
欝
鍛
難
凝
鍵
酵

e

,

・
ツ
逃

レ
か

呂

引
餅

・
ハ
引
ラ
ず

レ
・
。
ひ

引
・
リ
ウ
・呂
リ
ウ
嚢

難

引
レ
色
常

ナ
き

カ
ン

呂
ツ

、

レ

、

○
リ

呂
ウ

、

○
ハ

ラ

ロ

ツ

レ

ロ

、

呂
リ
ウ

○
呂
リ

ウ

、

ツ

ル

レ
O

e

、

・
ツ
逃

レ
ぴ

リ

ウ

齪

。
ハ
引
ラ
虜
色
。労
レ
飽

鰍

・
リ
ウ
。呂
リ
ウ
・
乎

起

引
レ
色含

"
ナ
巴

e

.

㍗

レ

⑩

。
リ

ウ

、
。
バ

ラ
郎
●
ツ

レ

。
稽

ウ

。
リ

ウ
燭

ツ

、
レ

三

"
ナ
こ

h

b
一

　ッ

、

レ

④

○
リ

ウ

、

○

ハ

ラ

ロ
○

ツ

レ

ロ

n

)
リ

ウ

○
リ

ウ

、

ツ

、

レ
○

(
へ

ー
ナ
ヤ
シ
)

サ

の

　

藁

・
る

ー

駆

・
・
バ
ラ
・
・
ツ
レ
・
α

・・ー

;

牽

・夏

ー

シ
)

8
,

⑮
池
田

一
枝

『
尺
八
唱
歌
譜
b
、
⑯
池
田

一
枝

『
尺
八
琴
古
流
手
続
』
、
⑤
山
田
如
童
琴
古

『
尺
八
唱
歌
目
録
』
、
⑥
如
木

『
尺
八
伝
書
』
、

⑦
淡
水

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
、
⑧
吉
田

一
調

『
法
器
尺
八
譜
』
、
⑨
森
本
逸
調

『
洞
鯖
譜

こ
、
⑩
三
浦
琴
童

『琴
古
流
尺
八
本
曲
楽
譜

乾
』
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表

6

動

詞
別
に
み
た

尺
八
演
奏
用
語

の
記
述
例

の

一
覧

(
月
漢
恒
子
作

成
)

①
『
手
帳
』

⑱
『
筆
記
』

⑥
『
伝
書
』

⑦

『
一

閑

流
』

⑧
『
法
器
尺
八
』

⑩
琴
童
譜

指

あ

け
る

開

明
ル

明

明

明、

皆

明

あ
た
る

当

リ
、

当

ル

當
リ

当

リ

う
つ

打

打
ツ

手
・

同

音

ル
、

ラ
、

レ

打、

打
指

打

打、

打

ツ

メ

ル

お
す

押
ス

手
・

同

音

ヲ

ス
、

押

指

ヲ
ス

ヲ
ス
、

押
ス

お
ど
る

踊
ル

手
・

同

音、

ヲ

ド

ル

ヲ

ド
ル

指
を
跳
ら
せ
て

き
る

切

切
ル

切

切

切
嚇勲

.

す
る

摺

ス

リ、

ス

ル

ス

ル
、

内
ヘ

ス

ル、

外
ヘ

ス

ル

内
ヘ

ス

ル
、

外
ヘ

ス

ル

ぬ
く

ヌ

ク

ヌ
ク

ふ
さ
ぐ

閉

フ
サ
ク

顎

か
る

駆
ル
、

カ

ル

カ

リ
、

カ
、

カ

ル
、

小

カ

ル

カ、

カ

ル

つ

く

突、

突

色

ツ
キ
色

ツ

キ
H
短
い
ナ
ヤ
シ

な
や
す

委
(
萎
か
)

頭
ナ
ヤ
シ
、

息

ナ
ヤ
シ

ナ
ヤ
シー

ツ

キ

色
ト
・、

ナ

ヤ

シ
ト
・

℃

～

灘

?
キ
ナ

彦

へ

は
る

ハ
ル

ハ
ル

ひ
く

引
色

引
色

彗

引
色・

5ー
テ
色

列

死冨

瓶

引
ー1

津
ヲ

ふ
る

震
リ

フ

リ

ー1

短
い

ナ

ヤ

シ

め
る

メ
ル

減

ル、

メ

ル
、

大

メ

ル

メ

リ
、

メ
、

メ

ル
、

中

メ

ル

メ
、

大

メ
リ

ゆ
る

淘

ユ

リ
吹
キ

淘
リ・

淘
り
込

箸

争

エ
,
込

争

竃

こ

む

込

振
込
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第
三
節

考
察
の
ま
と
め

杢

早
で
は
琴
古
流
本
曲
を
通
し
て
、
尺
八
に
お
け
る

「書
記
性
」
を
考
察
し

て
き
た
。
そ

の
ま
と
め
と
し
て
、
杢

早
の
冒
頭
で
示
し
た
問
題
提
起
に
た
ち
帰

る
。
す
な
わ
ち
、

(
1
)
現
在
演
奏
さ
れ
る
琴
古
流
本
曲

の
個
々
の
楽
曲
の
旋

律
は
、
い

つ
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
今
と
昔

で
は
変
わ
っ

た
の
か
、
変
わ
ら
な

い
の
か
。

(
2
)

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
今

の
よ
う
な
奏
法
が

お
こ
な
わ
れ
始
め
た
の
か
。

(3
)
そ
れ
を
ど
の
程
度
、
楽
譜
に
記
し
た
の
か
、

の
三
点
で
あ
る
。

(1
)
に

つ
い
て
は
す

で
に
数
度
触
れ
た
よ
う
に
、
細
か
い
情
報
を
除
く
譜

字
レ
ヴ

ェ
ル

で
の
旋
律
内
容
は

二
世
琴
古
の
弟
子

(三
世
琴
古
を
含
む
)
以
降
、

変
わ
っ
て
い
な
い
。
目
立

っ
た
変
化
は
、
曲
末
尾
に

「レ
ロ
」
の
音
型
が
加
わ

っ
た
こ
と
、
曲
に
よ

っ
て
は
大
き
な
段
落

の
反
復
方
法
や
終
結
部
分
で
の
旋
律

構
成
に
異
同
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
息
継
ぎ
を
示
す
場
所
の
違

い
の
三
点
で
あ
る
。

相
対
的
に
息
継
ぎ
箇
所
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
、
全
体

の
テ
ン
ポ

の
問
題
に

関
わ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
先
の
二
つ
の
変
化
点
と
と
も
に
、
曲
の
構
成
法
に
も

関
わ

っ
て
く
る
。

な
お
、
音
型

「レ
ロ
」

の
追
加
は
、
指
孔
数
の
数
え
方
が
逆
転
し
た
の
と
ほ

ぼ
同
じ
時
期
と
み
ら
れ
、
久
松
風
陽

.(風
陽
自
身
の
楽
譜
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
)
以
降

の
門
人
系
の
譜

(図
6
で
い
う
な
ら
⑧
⑨
⑩
)
に
見
ら
れ
る
。

(2
)
に

つ
い
て
は
、
前
節

の
表

6
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
は
尺
八
の
演

奏
用
語
を
、
そ

の
奏
法
動
作
を
お
こ
な
う
動
詞
に
着
目
し
、
大
き
く
指

で
お

こ

な
う
動
作
と
顎

(頭
)
を
動
か
し

て
お

こ
な
う
動
作
に
分
け
、
動
詞
の
五
十
音

順
に
並

べ
た
も

の
で
あ
る
。
楽
譜
の
中
や
、
演
奏
に

つ
い
て
の
注
意
書
き
等

の

文
字
情
報
と
し
て
記
述
さ
れ
た
演
奏
用
語
例
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
の
用
語
に

使
わ
れ
る
動
詞

(動
作

・
作
用
の
叙
述
)
の
意
味
と
そ

の
変
化
を
考
察
す

る
た
め

の

一
覧
表
で
、
⑥
⑧
⑩
は
楽
譜

の
中

の
情
報
、
⑦
は
楽
譜
と
文
字
情
報
か
ら
拾

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
琴
古
流

の
特
徴
的
な
奏
法
は
早

く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
そ
れ
が
、

「今

の
よ
う
な
奏
法
」
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

①

『
琴
古
手
帳
』
や
⑱

『
尺
八
筆
記
』
(
一
八

一
三
年
)
に
記
さ
れ
た
演
奏

用

語

の
う
ち
、

「ふ
さ
ぐ

(閉
)
」
、

「
つ
く

(突
)
」
、

「ふ
る

(震
リ
)
」
、

「こ
む

(込
)」

を
の
ぞ
く
す

べ
て
の
用
語
は
⑦

⑧
に
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
⑦

⑧
よ
り

年
代

の
早
い
⑮
⑯
⑤

(図
6
に
て
既
に
提
示
)
に
お
い
て
も
、
⑮

に

「色
」
と

い

う
文
字
が

み
ら
れ
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
す
べ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
突
色

・
ツ
キ
色
の

「
つ
く
」
や
、
引
色
の

「
ひ

く
」
の
意
味

お
よ
び
ナ
ヤ
シ
の
動
作
に
変
化
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
⑦

竺

閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
(
}
八
四
七
年
)
で
は
、

い
わ
ゆ
る
ナ
ヤ
シ
記
号

(
乙
)

を

「
ツ
キ
色
ト
モ
」
「ナ
ヤ
シ
ト
モ
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
奏
法
の
符
号
と
し

て

説
明
し

て
い
る
。
そ
の
約
二
十
年
前

の
⑤
如
童
琴
古
譜

二

八
二
六
年
)
に
す

で
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第三章 第三節 考察のまとめ

に
、
ま

っ
た
ぐ
同
様

の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

『
尺
八
筆
記
』

で
は
ナ
ヤ
シ

と
ツ
キ
色
は
明
確
に
区
別
さ
れ

て
お
り
、
し
か
も
ナ
ヤ
シ
に

「頭
ナ
ヤ
シ
」
と

「息
ナ
ヤ
シ
」
の
区
別
が
あ

っ
た
。

「な
や
す
」
と

「
つ
く
」
は
、
動
詞
の
本

来
的
語
意
か
ら
い
え
ば
ま

っ
た
く
異
な
る
状
態
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
そ

の
杢

米
の
意
味
が
失
わ
れ
た
ま
ま
、
同
じ
動
作
の
時
間
的
長
短
の
差
異
と
し
て
、

現
行
⑩
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
キ
色

の
名
称
は
箏
曲

の
左
手
奏
法
用
語
か
ら
の
転
用
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
細
川
月
翁
史
料

(目
録
番
号
六
、
史
料
番
号
⑬
)
に
、
池
田

一
枝
が

手
付
け
し
た

《
琴
六
段
》

の
楽
譜
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
「右
は
三
弦
琴
胡
弓

み
な
み
な
す
り
違
ひ
合

工
夫

一
枝
」

(小
菅

一
九
九

=

四
七
)
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
、
当
時

(恐
ら
く

一
八
○
○
年
代
始
め
ご
ろ
)

す

で
に
、
三
弦
、
琴

(箏
)、
胡
弓
ま
で
も
加
え
た
合
奏
が
お

こ
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
れ
、
尺
八
に
は
な
か

っ
た
ツ
キ
色

の
用
語
が
移
入
さ
れ
た
可
能
性

が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
実
に
出
る
尺
八
の
ツ
キ
色
の
音
の
動

き
は
箏
曲
と
は
逆
に
、
音
を
低

め
て
戻
す
も

の

(プ
リ
と
同
様
に
ナ
ヤ
シ
の
間
隔
の

短
い
か
た
ち
)
で
あ
る
。

「
ひ
く
」
に

つ
い
て
も
語
意

の
変
化
が
あ
る
。

「引
く

(引
き
)
」
は
本
来
、

声
や
管
楽
器
で

「音
を
延
長
す

る
こ
と
」

で
あ
り
、
尺
八
で
は
表
6
の
⑥
⑦
⑧

の
よ
う
に
、
譜
字
の
あ
と
に
延
長
の
意
味
で

「引
」
の
草
書
体
文
字
を
記
し
た
。

そ
れ
に

「色
」

の
文
字
が
加
わ
り
、
⑦

の
よ
う
に

「引
」
、

「引
色
」
、

「引
テ
色
」

な
ど

の
微
妙
な
違
い
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
戸
谷
泥
古
は

「引
テ
色
」

を

「音
を
延
ば
し
た
あ
と
2
～
3
回
ユ
ッ
て
色

(あ
や
)
を

つ
け
る
こ
と
」
(戸

谷

一
九
八
四

"
九
七
)
と
解
説
し
て
い
る
が
、
の
ば
す
だ
け
と
、
の
ば
し
た
あ
と

に
変
化
を

つ
け
る
こ
と
と
の
違
い
と
理
解

で
き
る
。

現
行

の

「引
」

で
は
メ
リ
込
と
同
じ
よ
う
に
顎
を
引
い
て
音
を
下
げ
る
。

メ

リ
込
と
違
う
と
こ
ろ
は
引
く
前
に
音
を
切
る
こ
と
で
あ
る
が
、
頭
を
動
か
す
身

体
動
作
に
お

い
て

「引
」
と

「
メ
リ
込
」
は
同
じ

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
来
の

「
延
長
す

る
」
の
意
味
に
、

「顎
を
引
く

(メ
ル
)
」
と
い
う
動
作
が
加
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
⑦

の

「引
色
」
、

「引
テ
色
」
と
同
じ
奏
法
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
音
の
延
長
後
に
音
高
変
化
が
加
わ
る
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

「
つ
く
」
、
「
ひ
く
」
、

「な
や
す
」

の
語
意
変
化
や
奏
法
動
作
の
変
化

の
経
緯
を
、
精
密
に
検
証
す
る
作
業
は
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
示
し
て
き

た
楽
譜
の
情
報
量
は
膨
大
な
も
の
で
、
こ
の
情
報
処
理
の
方
法
は

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
以
外
に
は
あ
り
え
ず
、
そ
の
作
業
に
よ

っ
て
は

じ
め
て
、
現
行
奏
法

へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
解
明
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
ろ
う
。

(3
)

の
奏
法
記
述

の
問
題
は
前
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
池
田

一
枝

の

一
八

二
二
年
の
⑯

『
尺
八
琴
古
流
手
続
』
に
き
わ
め
て
克
明
な
記
譜
を
見
た
。

こ
れ

ほ
ど
詳
細
な
楽
譜
を
記
し
た
こ
と
は
、
己
が
伝
承
す

る
演
奏
の
手
続
き
を
ぜ
ひ

と
も
書
き
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
決
意

の
ほ
ど
は
、
翌

一
八
二
一二
年

の

『琴
古
流
手
続
』

で
、

一
枝
が
記

し
た
次
の
よ
う
な
意
味
の
内
容
か
ら
う
か
が
え
る
。

「元
祖
琴
古
先
生
は
長
崎

の
果
て
ま

で
も
行

っ
て
数
曲
習

っ
て
帰
ら
れ
、
工

夫
し
て
尺
八
本
曲
表
十
八
曲
裏
十
七
曲
、
都
合
三
十
五
の
曲
名
文
字
ま
で
整
え

ら
れ
た
。
他
の
管
楽
器
と
違

っ
て
尺
八
に
は
、
子
孫
末
世
ま

で
残
せ
る
よ
う
な

唱
歌
と
い
う
も

の
が
な

い
。
師
の
宮
地

一
閑
先
生
と
相
談
し
て
、
し

っ
か
り
と

し
た
唱
歌
と
い
え
る
も
の
を
工
夫
し
、
二
代
目
名
人
琴
古
先
生
よ
り
伝
来
の
手

続
き
を
相
違
な
く
書
き
記
す
」
(神
如
正

一
九
九
五

日
五
～
六
)
。

こ
こ
で
本
章
冒
頭

で
引
用
し
た
久
松
風
陽
の
手
記
、

一
八
二
一二
年
の

「独
問

答
」
を
思
い
起

こ
そ
う
。
風
陽
は

「曲
に
譜
と
い

へ
る
物
有
何
れ
の
頃
定
た
り

や
」
の
問
い
に
二
世
琴
古
が
門
人

一
閑
と
譜
を
定
め
た
、
と
答
え
た
。
ま
た
、

に
ゅ
う
い
げ
つ
え
い

錦
風
流

の
乳
井
月
影

(
一
八
二
二
～

一
八
九
五
)
は
、
明
治
十
六
年

(
一
八
八
三
)
に

「文
政
ノ
頃

一
閑
先
生
ノ
弟
子
池
田

一
枝
ト
云
フ
人
ノ
始
メ
シ
者
」
(内
山

一
九

七
二
叫
四
六
)
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
塚
竹
禅
の
記
事
に
は

「安
永
元
年

コ

七
七
二
]、

二
代
目
琴
古
宮
地

一
閑
と
音
譜
協
定
」
(中
塚

一
九
三
四
a
二

一六
)
と

あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す

る
と

「
二
代
目
琴
古
と

一
閑
は
門
人
が
甚
だ
多
く
な

っ
た
の
で
此
等
を
統

一
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
、
池
田

一
枝
を
交
え
て
音
符

・

曲
譜
の
記
譜
法

・
各
曲

の
手
続
き
等
を
協
定
し
た
」
(値
賀

一
九
九
八

二

六
六
)

と
い
う
解
説
に
な
る
。

初
世
琴
古
が
没
し
た
翌
年
で
あ
る
安
永
元
年
の
音
譜
協
定
と
は
い
か
な
る
も

の
か
、
そ
の
典
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
先
述
の

一
枝
の
記
述
よ

り
五
十
年
も
前
に
記
譜
法
が
整

っ
て
い
た
な
ら
、
二
世
琴
古
か
ら
習

っ
た
本
曲

の
手
続
き
を
記
す
の
に

「遠
い
昔
か
ら
し
か
と
定
ま

っ
た
も
の
が
な
い
の
で
、

尺
八
の
唱
歌
と
い
う
も
の
を

一
流

工
夫
す
る
も
の
で
あ
る
」
(神
如
正

一
九
九
五

…

五
)
な
ど
と
は
書
か
な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
。

一
枝
の
二
人
の
師

で
あ
る
二
世
琴

古
と
宮
地

一
閑
の
両
人
の
意
向
が
入
っ
た
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
後
世
に
伝

え
る
べ
き
意
図

で
譜
を
整
え
た
の
は

一
枝
そ
の
人
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

乳
井

の
説
明
は
ち
ょ
う
ど
、
こ
の

一
枝
の

『
琴
古
流
手
続
』
と
時
代
的
に
符

合
す
る
し
、
伝
存
す
る
楽
譜
か
ら
い
う
限
り
、
ま
と
ま

っ
た
形
で
後
世
に
伝
わ

っ
た
の
も

一
枝
の
譜
が
最
初
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
琴
古
流
の
ロ
ツ
レ
譜

の
原
型
は
、
初
世
琴
古

の
時
代
に
す
で
に
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
初
世
琴
古
が
存
命
中

の
明
和
六
年

(
一
七
六
九
)

に
、
岡
秀
益
に
よ
る

『
尺
八
通
俗
集
』
(国
会
図
書
館
蔵
)
が
版
行
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
岡
秀
益
は

一
月
寺

の
傘
下
の
尺
八
指
南

で
、
竹
名
は
仕
候
、

当
時

は
浅
草
御
門
跡
前
通
り
に
尺
八
指
南
所
を
構
え
て
い
た
。
こ
の

『
尺
八
通
俗
集
』

は
譜
字
、
曲
譜
と
も
琴
古
流
本
曲
と
は
違
う
。
例
え
ば
筒
音
の
譜
字
に
フ
が
使

わ
れ
、
ロ
は
別
の
指
遣
い
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ア
フ
と
い

っ
た
フ
ホ
ウ
譜

の
よ

う
な
譜
字
並
び
も
あ
る
。

岡
秀
益
は
初
世
琴
古
よ
り
七
歳
年
上
で
、
細
川
月
翁
史
料

の

「
江
戸
市
中
指
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南
者
名
簿
」
(月
翁
史
料
目
録
番
号
二
+
)
に
、

「京
橋

黒
沢
金
吾
」
(二
世
琴
古

の

こ
と
)
と
と
も
に

「下
谷

岡
秀
益
」
(小
菅

一
九
九
五

"
七
〇
～
七
一
)
と
あ
る
。

お
そ
ら
く

一
月
寺
傘
下
に
も
い
ろ
い
ろ
吹
合
が
い
て
、

一
人

一
流
を
競
い
合

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
琴
古
の
名
は
当
時
そ
う
と
う
売
れ
て
お
り
、
弟
子
も
多
か

っ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
琴
古
親
子
の
譜
が
ま
っ
た
く
残

っ
て
い
な
い
の
は
、

流
の
規
範
と
な
る
よ
う
な
楽
譜
の
確
立
に
は
至

っ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。

二
世
琴
古
に
師
事
し
た
細
川
月
翁

の
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
ご
ろ
の
自
筆
譜

(月
翁
史
料
番
号
七
)
も
、
琴
古
流
の
譜
が
ま
だ
定
着

し
て
い
な
い
時
期

の
も
の

で
あ
ろ
う
か
、
古
い
ヤ

の
譜
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
旋
律
内
容
も
こ
れ
ま
で
扱

っ
て
き
た
す

べ
て
の
楽
譜
と
異
な
る
。
本
章
第

一
節

で
、
初
世
の
代
に
三
十
六

曲
の
曲
目
制
定
が
完
了
し
て
い
な
か

っ
た
と
述

べ
た
が
、
楽
譜
の
定
着
も
お
そ

ら
く
、
二
世

の
代
も
後
期

(+
八
世
紀
末
)
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
推
足
す
る
。

最
後
に
、
第

二
章
で
考
察
し
た
琴
古
流
と

一
閑
流

の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。

二
つ
の
流
れ
の
記
譜

の
違

い
は
、

「引
」

の
文
字
の
有
無
に
よ

っ
て
明

確
に
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

「引
」
を
記
す
の
が

一
閑
、

一

枝
の
系
統

で
あ
る
。
し
か
し
、

二
章

・
三
章
を
通
じ
て
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の

「
一
閑
流
」
と
呼
ば
れ
る
流
れ

の
特
徴
す
べ
て
を
宮
地

一
閑
に
帰
す

べ
き

で
は
な
い
。

二
世
琴
古
か
ら
伝
授
さ
れ
た
本
曲
を
、
精
密
な
楽
譜
に
書
き
遺
そ
う
と
し
た

さ
て

池

田

一
枝
が
、

「音
合
末
代
迄
乱
れ
崩
れ
不
申
た
め
、
拐
又
琴
古
三
代
続
候

て

の
名
人
、

一
閑
先
生
も
四
世
名
人
と
呼
れ
給
ひ
し
事
共
、
(略
)
竹
道

の
誉
れ

の

残
り
し
た
め
恩
報

の
た
め
に
、
此
唱
歌
之
秘
譜
を

一
流
工
夫
せ
し
者
也
」
(神
如

正

一
九
九
五

"
五
)
と
書
い
た
の
が
文
政
六
年

(
一
八
二
三
)。

二
世
没
し
て

(推
定

六
+
五
歳
)
十
二
年
、
三
世
没
し
て

(推
定
四
+
五
歳
)
七
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
翌
年
に
山
田
弁
蔵

(如
童
)
が
琴
古
を
名
の
っ
て
い
る
。

四
世
琴
古
は
三
世

の
弟
が
継
い
だ
が
、

「尺
八

の
技
能
父
祖
に
及
ば
ざ
る
上

に
身
を
持
す
る
こ
と
厳
な
ら
ず
し

て

一
時
物
議
も
あ
り
し
が
、
久
松
風
陽
の
援

助
に
て
漸
く
家
業
を
襲
ぐ

こ
と
を
得
た
り
と
云
ふ
」
(栗
原

一
九
一
八

二

九
九
)

人
物

で
あ

っ
た
。

一
枝
が

「
一
閑
先
生
も
四
世
名
人
と
呼
れ
給
ひ
し
事
」
と
い

っ
た
の
は
、
四
世
琴
古
が
空
位
か
、

四
世
の
技
量
の
な
さ
を
嘆
き
、

一
閑
を
四

世
と
認
め
さ
せ
た
か
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
空
位
で
あ

っ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
の
は
、
山
田
弁
蔵
が
琴
古
を
名

の
っ
た

こ
と
に
よ
る

へこ
れ
が

僧
称
で
あ
っ
た
か
継
承
で
あ
っ
た
か
の
判
断
は
微
妙
で
あ
る
)。

結
論
的
に
言
え

る
の
は
、
琴
古
流
と

一
閑
流
の
区
別
意
識
は
、

二
世
琴
古
か

ら
出
た
宮
地

一
閑
、
池
田

一
枝
の
系
統
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
三
世
琴
古

か
ら
出
た
久
松
風
陽

・
吉

田

一
調

・
二
世
荒
木
古
童

の
系
統
に
お
い
て
強
く
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
と
を
糺
せ
ば
、

一
閑
と
琴
古
の
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両
者

の
別
れ
で
は
な
く
、

二
世
門
人
と
三
世
門
人
の
別
れ
で
は
な
か

っ
た
か
。

「引
」
を
記
す
か
記
さ
な
い
か

の
記
譜
法

の
違

い
や
、
指
孔
を
上
か
ら
数
え
る

か
下
か
ら
数
え
る
か

の
違
い
は
、

「
二
世
琴
古
ー

一
閑
」
の
流
れ
と

「三
世
琴

古
」
風
陽
」
の
流
れ
の
違
い
で
あ

っ
て
、

「
一
閑
に
は
じ
ま
る

一
閑
流
」
と

「初

世
琴
古
に
は
じ
ま
る
琴
古
流
」

の
違
い
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
の
が
史
料
か
ら
読
み
と

っ
た
筆
者

の
結
論
で
あ
る
。
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第四章 第一節 樋口対山にみる旋律の改編

第

一
部
第
三
章

で
は
、
琴
古
流
本
曲
が
初
世
黒
澤
琴
古
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ

た
楽
曲
を
中
心
に
、

二
世
琴
古
、
三
世
琴
古

の
代

で
そ

の
曲
目
録
の
完
成
を
み

た

こ
と
、
琴
古
流
本
曲

の
楽
譜
が

二
世
琴
古
と
門
人
の
宮
地

一
閑
、
池
田

一
枝

に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
、
と
り
わ
け

一
枝

の
文
政
五
年

(
一
八
二
二
)
の
楽

譜

(『尺
八
琴
古
流
手
続
』
⑯
)
は
明
ら
か

に
後
世

へ
の
規
範
と
し
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
十
八
世
紀
末
ご

ろ
か
ら
、

こ
れ
ら

の
楽
曲

(少
な
く

と
も
表
+
八
曲
)
が
曲
目
制
定
順
位
、
旋
律
内
容
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な
く
伝

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
考
察
は
、
ど

こ
の
誰
か
ら
伝
承
し
た
曲
を

(『琴
古
手
帳
』
曲
目
録
①
③

三

章
付
録
解
題
の
注
1
8
7
)、
誰
が
ど

の
よ
う

に
流
曲
、
す
な
わ
ち
琴
古
流
に
固
有

の
曲
と
し
て
制
定
し

て
い

っ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
流
曲
を

つ
ぎ

の
世
代

で
あ
る

弟
子
た
ち
が
ど
う
書
き
伝
え
よ
う
と
し
た
か
を
検
証
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ

こ
ま
で
は
あ
る
程
度
、
現
存

の
文
字
史
料
、
楽
譜
史
料
に
よ

っ
て
跡
づ
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
歴
代
黒
澤
琴
古

の
手
に
な
る
楽
譜
が
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
彼
ら
が

ど

の
よ
う
な
手
順

で
個
々
の
楽
曲
を
成
立
さ
せ
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

初
世
琴
古

(お
よ
び
二
世
、
三
世
)
は
伝
承
し
た
通
り

の
旋
律
を
流
曲
と
し
て
規

範
化
し
た
の
か
、
あ

る
程
度

の
改
編
を
お
こ
な

っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
旋
律
の

確
定
、
譜
字

の
選
択
に
は
か
な
り

の
試
行
錯
誤
、
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

そ

の
理
由

の
第

一
は
、
現
行
旋
律
に
つ
な
が
る
多
く

の
古
譜
と
は
ま

っ
た
く

こ
と
な
る
琴
古
流
譜

(あ
る
い
は
ロ
ツ
レ
系

一
月
寺
譜
)
が
、
わ
ず

か
な
が
ら
伝
存

す
る
か
ら

で
あ
る

(三
章
三
節
)。
第

二
に
、

二
世
琴
古

は
関
西
系
の
伝
統

で
あ

る
フ
ホ
ウ
譜
か
ら
、

ロ
ツ
レ
譜

へ
移
行
さ
せ
て
譜

の
制
定
を
お

こ
な

っ
た
人
で

あ
り
、
楽
譜
に
定
着
さ
せ
る
段
階
で
何
の
改
編
も
な
か

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
し
て
第
三
に
、

二
世
琴
古
門
人

の
楽
譜
は
現
行
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
完

成
度
が
あ
り
、
各
曲
は
か
な
り
長
大

で
複
雑
な
旋
律
構
造
を
も

つ
。

こ
の
よ
う

な
楽
曲
が
、
何
の
創
作
意
識
も
な
し
に
成
立
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ

る
。

み
ょ
う
あ
ん

た
い
ざ
ん

と

こ
ろ

で
、

明
暗

三
十

五

世

(は
じ
め
三
十
四
世
)
樋

口
対

山

(
一
八
五
六
～

一

せ
い
え
ん

九

一
四
)
は
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
ご

ろ
、

西
園
流
本
曲
6
3
十

一
曲
を
た
ず

さ
え
て
生
地

の
名
古
屋
か
ら
京
都
に
入
り
、
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
)
に
設

立
さ
れ
た
明
暗
教
会

の

「訳
教
」
と
し
て
尺
八
教
授
を
お

こ
な
い
つ
つ
明
暗
対

山
派

(対
山
流
)
6
4
本
曲
三
十

二
曲
を
確
立
し
た
。
時
代
の
隔
た
り
こ
そ
あ
れ
、

三
十
曲
を

こ
す
自
流
レ
パ
ー
ト
リ
ー

の
制
定
を
お
こ
な

っ
た
人
物
と
し
て
は
古

典
本
曲
史
上
、
黒
澤
琴
古
と
双
壁
を
な
す
。

こ
の
対
山
に
は
自
筆

の
楽
譜
が
あ
り
、
曲
制
定
に
お
い
て
か
な
り
大
胆
な
旋

律
改
編
を
お
こ
な

っ
た
軌
跡
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
対
山
譜

の
検

証
は
、
古
典
本
曲

の
生
成
お
よ
び
そ

の
仕
組

み
を
考
え
る
う
え
で
、
考
察

の
指

針
と
多
く
の
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ
る
唯

一
の
手
段
で
あ
る
。

91



第
二
部

で
は
、
あ
る
楽
曲
が
人
か
ら
人

へ
と
伝
わ
る
過
程
で
、
あ
る
曲
が
枝

分
か
れ
し
、
別
の
楽
曲
と
混
交
し
、
旋
律
構
造

の
変
化
を
生
み
、
奏
法
の
変
化

を
お
こ
し
、
曲
名
が
変
わ
り
、
そ

の
結
果
、

一
五
〇
曲
を
こ
す
個
別

の
楽
曲
が

生
み
だ
さ
れ
た
古
典
本
曲

の
、
そ

の
伝
承
実
態
を
解
剖
す
る
。
具
体
的
内
容
は

以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

第

四

章

楽

曲

の

生

成

(ど
の
よ
う
に
し
て
曲
は
で
き
あ
が
る
か
)

第

一
節

樋
ロ
対
山
に
み
る
旋
律
の
改
編
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、
そ

の
無
名
性
ゆ
え
に
明
ら
か

で
は
な
か

っ
た
楽
曲

の
生
成
過
程
を
、

具
体
的
に
検
証

で
き
る
事
実

(対
山
譜
ほ
か
)
に
基
づ
き
考
察
す
る

(第

四
章
)。

二
、
歌
詞

(詞
章
)
と
い
う
固
定

の
枠
組

み
を
持
た
ず

、
音
句

(
一
息
で
奏
す

る
旋
律
の
最
小
単
位
)
の

「恣
意
的
な
連
続
」
と
し
て
片
づ

け
ら
れ
て
き

た
古
典
本
曲
の
旋
律
構
成

の
中
に
、

「見
え
な
い
法
則
」
を
見
い
だ
す
。

そ
し
て
音
句
、
楽
句
、
段
/

段
落
と
し
だ

い
に
大
き
な
単
位
を
形
成

し

つ
つ
、
最
終
的
に
形
作
ら
れ
る
楽
曲

の
型
を
提
示
す
る

(第
五
章
)
。

三
、

複
雑
な
伝
承

の
錯
綜
関
係
を
、
時
間
的
継

承
お
よ
び
空
間
的
拡
散
に

と
も
な
う
変
化
と
と
ら
え
、

そ
の
変
化
が

不
可
逆
な
も

の
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
曲
名

の
同

一
性
、
演
奏
様
式

の
同

一
性
を

こ
え
た
、
楽
曲
本
来

の
同

一
性
と
は
何
か
、
あ
る
楽
曲
を
紛
れ
も
な

く
そ
の
曲
と
識
別
す
る
要
素
と
は
何
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る

(第
六
章
)。

本
節
は
、
作
者
不
詳
、
成
立
年
代

不
詳

と
い
わ
れ
る
無
名

の

き
。
塁
目
。
諺

古
典
本
曲
に
お
い
て
、
楽
曲
が
い
か
に
生
成
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
樋

口
対

山
と
い
う

一
人

の
人
物
か
ら
跡
づ
け

る
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
(
1
)
対

山
派

本
曲

の
成
立
経
緯

(対
山
が
お
こ
な
っ
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
制
定
の
経
緯
)
と
、

(
2
)
旋

律
の
改
編

(制
定
過
程
で
の
旋
律
お
よ
び
曲
名
の
変
更
)
に
わ
け
て
論
じ
る
。

(1
)
対
山
派
本
曲
の
成
立
経
緯

樋
口
対
山
は
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
、
材
木
商
6
5
を
営
む
鈴
木
得
道

の
子
と

し
て
名
古
屋
に
生
れ
た
。
本
名
を
治
助
、
対
山
を
名

の
る
前
の
名
を
孝
道
と
い

か
ね
と
も
せ
い
え
ん

う
。
幼
少
よ
り
尺
八
を
好

み
、
名
古
屋

の
西
園
流
6
6
流
祖
、
兼
友
西
園

(本
名

も
り
の
ぶ

は
弥
三
左
ヱ
門
、
名
乗
り
は
盛
延
。

一
八
一
八
～
一
八
九
五
)
に
師
事
し
た
。
西
園
は
浜

松

の
鈴
鐸
山
普
大
寺

の
看
主
、
玉
堂
梅
山
に
尺
八
を
習
い
、
西
園
流
本
曲
十

一

曲
を
伝
え
る
と
と
も
に
外
曲

(三
曲
合
奏
)
で
も
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。
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明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
ご

ろ
京
都
に
移

っ
た
対
山
は
、
知
恩
院
の
管
長
山

下
大
僧
正
の
庇
護
を
受
け
て
京
都
の
尺
八
界

に
身
を
投
じ
た

(紫
山
居
士
ほ
か

一

九
一
毛

"
九
〇
)
。
京
都

の
明
暗
寺
は
明
治

四
年

(
一
八
七

一
)
の
普
化
宗
廃
止
と

同
時
に
、
寺
伝

の
虚
竹
禅
師
像
や
歴
代
住
職

・
院
代

・
看
主

の
位
牌
な
ど
を
東

ぜ
ん
ね

福
寺
善
慧
院
6
7
住
職
に
依
託
し
て
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
托

鉢
が
十
年
後
に
許
可
さ
れ
た
の
を
機
に
、
虚
無
僧
の
復
活
を
願
う
気
運
が
京
都

を
中
心
に

一
気
に
高
ま
っ
て
い
た
。
折
り
し
も
同
年
、
東
福
寺
に
火
災
が
お
こ

り
、
焼
失
し
た
伽
藍
再
建
の
た
め
に
浄
財
を
集
め
る
運
動
が
ひ
ろ
が
り
、
や
が

て
そ
れ
は
明
治
二
十
三
年

(
一
八
九
〇
)
八
月
の
明
暗
教
会
設
立

へ
と
つ
な
が
っ

た
。
こ
の
設
立
に
は
対
山
も
尽
力
し
て
い
る
。

明
暗
教
会
設
立
と
同
じ
日
付
で
、
京
都
大
本
山
東
福
明
暗
教
会
の

「大
本
山

き
ょ
れ
い

こ
く
う

秘
曲
本
手
」
と
し
て

《
嘘
鈴

(虚
鈴
)
》
と

《
嘘
空

(虚
空
)
》

の
木
版
刷
り
楽

譜

二
枚
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
は
譜

の
中
身
は
同
じ
な
が
ら
、
末
尾
が

肩
書
き
な
し

で

「対
山
」

(出
井
ほ
か

一
九
八
四
b

二

〇
二
、
一
=

)
と
だ
け
記

き

し
た
も
の
の
ほ
か
、
肩
書
き
が

「訳
教
鈴
木
対
山
」
(彰
城

一
九
三
三

二

三

～
二

三
、
稲
垣

一
九
七
六

"
二
六

一
)
と
な

っ
て
い
る
も

の
や
、
「明
暗
尺
八
師
範
長

対

山
樋
口
孝
道
」
(同

"
二
六
〇
、
五
章
図
9
)、

「明
暗
教
会
理
事
長

対
山
樋

口
孝

道
」
(稲
垣

一
九
七
六

…
二
六
二
、
五
章
図
1
1
)
な
ど
、
何
種
類
か
が
存
在
す
る
。

明
治

二
十
八
年

に
樋

口
家

へ
養

子
に
入

っ
た
あ
と
も
、

「明

治
廿
有
三
年
八

月
」
と
い
う
設
立

日
付

の
ま
ま

で
、
肩
書
き
と
名
前
、
お
よ
び
曲
譜
以
外
を
若

干
変
え
て
刷
り
増
し
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
6
8
。

明
暗
教
会
の
初
代
京
都
支
部
長
に
は
、
廃
宗
前
の
京
都
の
尺
八
系
統
を
継
承

し
ょ
う
ざ
ん

し
た
勝
浦

正
山

(本
名
繁
太
郎
。

一
八
五
六
～

一
九
四
二
)
が
就
任
し
、
没
す
る
ま

で
そ
の
任
を

つ
と
め
た
。
正
山
は
、
風
雲
急
を

つ
げ

る
幕
末
京
都
明
暗
寺
の
役

レ
ん
り
ょ
う

僧

で
あ

っ
た
尾
崎

真
龍

(本
名
宇
右
衛
門
。
一
八
二
〇
～

一
八
八
八
)
の
弟

子

で
あ

る
。

う
ど
ゑ
げ
ん
き
ょ
う

か
ん
み
ょ
う
げ
ん
ど
う

幕
末
の
明
暗
寺
看
主
に
は
三
十

二
世
魯
堂
元
協
、
つ
い
で
三
十
三
世
観
妙
玄
堂

が
就

い
た
。
観
妙
玄
堂

(
一
八
六
六
年
寂
)
は
尾
崎
真
龍
や
、
関
西
宗
悦
流

の

名
で

一
世
を
風
靡
し
た
弟
子

の
近
藤
宗
悦

(別
号
道
信
。

一
八
二
一
?
～

一
八
六
七
)

ら
と
と
も
に
尊
王
論
を
高
唱
し
、
志
士
や
公
卿
の
密
使
と
し
て
暗
躍
し
た
。
そ

の
結
果
玄
堂
は
斬
首

の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
真
龍
は
故
郷
の
紀
州
新
宮
に
幽
閉

の

ピ
よう
さく
ひ

身
と
な
り
廃
宗
を
迎
え
た
。

こ
の
時
の
看
主
が
三
十

四
世
自
笑
昨
非
で
あ
る
。

尾
崎
真
龍

の
も
と
で
本
曲
全
曲
、
四
十
五
曲
6
9
の
直
伝
を
受
け
た
正
山
は
、

明
治

二
十

一
年
ご

ろ
京
都
に
で
た
が

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

二

四
八
)、
そ

の
時

す
で
に
、
真
龍
の
伝
え
る
明
暗
本
曲
と
は
ま

っ
た
く
別
系
統
の
樋
口
対
山
が
勢

力
を
伸
ば
し

つ
つ
あ

っ
た
。
や
が
て
対
山

の
尺
八
流
儀
は
正
山
を
凌
駕
し
、
京

都

の
新
し
い
尺
八
系
統
と
し

て
の
地
位
を
確
保
し

て
い
っ
た
。
こ
れ
が

の
ち
に

弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
明
暗
対
山
派
あ
る
い
は
対
山
流
と
よ
ば
れ
、
現
在
、
普
化

正
宗
総
本
山
明
暗
寺
が
正
統

と
認
め
る
尺
八
流
儀

で
あ
る
。
対
山
は
没
後
、
昨

非
の
還
俗
に
よ

っ
て
除
世
と
な

っ
た
明
暗
三
十

四
世

(の
ち
に
自
笑
の
三
+
四
世
を

復
活
さ
せ
三
十
五
世
に
繰
り
下
が
る
)
を
追
贈
さ
れ
た
。
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い
っ
ぽ
う

の
正
山
は
晩
年
に
、
三
ヶ
月
ば
か
り
年
上
の
対
山
を
た
て
て
、
「対

山
師
が
西
園
流

で
あ
ろ
う
と
琴
古
流

で
あ
ろ
う
と
、
仮
し
ん
ば
錦
風
流
で
あ
ろ

う
と
、
そ
れ
は
尺
八
道
型
で
は
な

い
か
、
明
暗
寺
廃
止
後

(略
)
唯

一
人
と
し

て
明
暗
道
心

の
復
興
に
精
進
し
成
功
し
た
者
は
な
か

っ
た
。
唯
々
孝
道
対
山
師

あ
る
の
み
で
は
な
か

っ
た
か
」
と
述

べ
、

「明
暗
流

の
養
子
」
対
山
を

「尺
八

道
心
よ
り
伺
え
ば
何
も
他
人
扱
い
を
す
る
必
要
は
無
か
ろ
う
。
何
ぜ
な
ら
ば
明

暗
双
打
7
0
の
心
境
伝
承
は
、
流
派
の
如
何
に
由
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
此
の
意
味

に
於
て
対
山
師
は
明
暗
道

の
中
興
で
あ
り
大
恩
人
で
あ
る
」
と

認
め
て
い
る

(同

"
一
四
三
～

一
四
四
)。

し
か
し
正
山
は
、
廃
宗

で
還
俗
し
た
自
笑
が
明
暗
道
心
の
発
揮
に
努
力
し
な

か

っ
た
こ
と
に
伍
泥
た
る
思
い
を
抱
き
、
己
の
尺
八
こ
そ
が
明
暗
の
真
法

で
あ

し
ん
ぽ
う

る
と
の
信
念
を
密
か

に
も

っ
て
い
た
。

み
ず
か
ら

「真
法
流
家
元
」
7
1
を
称

し
、
最
後

の
皆
伝
者
と
な

っ
た
吉
川
正
光

(後
名
、
松
浦
常
次
)
に
、
昭
和
八
年
、

真
龍

の
四
十
五
曲
に
十
八
曲
を
加

え
た
真
法
流

本
曲
六
十
三
曲
7
2
を
与
え

て

ち
く
ほ

い

る
。
晩

年

に

教
え

を

受
け

た

初
世

酒
井

竹

保
7
3

(本
名
政
美
。

一
八
九
二
～

一
九

や
ま
う
え
げ
つ
ざ
ん

八
四
)
や
山
上
月
山
7
4
(本
名
栄
。

一
九
〇
八
～

一
九
九
七
)
に
よ

っ
て

一
部
の
曲

の

演
奏
伝
統

の
糸
が
か

ろ
う
じ

て
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
た
が
、
明
暗
真
法
流
の
組
織

的
伝
承
は
正
山
を
最
後
に
た
え
た
。

こ
う
し

て
京
都
明
暗
寺

の
尺
八
流
儀
は
、
正
山
系
か
ら
対
山
系
に
完
全
に
と

っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
対
山
が
京
都
に
出
た
こ
ろ
は
、
西
園
流
本
曲
十

一
曲
と
外

曲
が
持
ち
曲

の
す

べ
て
で
あ

っ
た

の
で
、

正
山
と
競

い
合
う
に
は
本
曲
数
が
少

な
す
ぎ

た
。
対
山
に
と
っ
て
本
曲

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
す
こ
と
は
、
必

須

の
課
題

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
さ
き
の

「明
治
二
十
三
年

八
月
」
譜
か
ら
没
す

る
前
年
の

『大
正
二
年
八
月

一
、
二
』
と
い
う
二
冊
の
折
本
譜
ま

で
の
間
に
、

対
山
は
三
十

二
曲
を
収
集
整
理
し
た
が
、
対
山
の
脳
裏
に
は
琴
古
流
本
曲
三
十

六
曲
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
少
し
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
曲
数
は
三
十

六
曲
を
越
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

公
刊
さ
れ
て
い
る
対
山
の
直
筆
譜
は
、
稲
垣
衣
白
編

『
(明
暗
教
会
訳
教
)
樋

口

対
山
遺
譜
』
に
所
収
の
折
本
五
冊

(稲
垣

一
九
七
六
)、
池

田
寿
山

(本
名
定
雄
。

}
八
八
八
～
一
九
六
七
)
が
所
持
し
た
折
本
二
冊
の

『明
暗
流
尺
八
本
曲
譜
本
』
(出

井
ほ
か

一
九
八
四
b
)、
三
十
七
世
谷
北
無
竹

(本
名
兼
三
郎
。
一
八
七
八
～

一
九
五
七
)

が
所
持
し
た
折
本

四
冊
の

『本
曲
譜
』
(原
物
す
べ
て
行
方
不
明
)
と
数
葉

の

一
枚

譜

(稲
垣
ほ
か

一
九
八
一
)
で
あ
る
7
5
。

こ
れ
ら

の
自
筆
譜
本
①

『
適
意
帖
』
(外
曲
+
九
曲
を
省
く
)
、
②

『
本
曲
譜
』
、

③

『
明
暗
流

尺
八
本
曲
譜
本
』
、
④

『大
正

二
年
八
月

一
』
、
⑤

『
大
正

二
年

八
月

二
』
に
、
対
山
の
弟
子
、
明
暗
三
十
六
世

(は
じ
め
三
+
五
世
)
小
林
紫
山

(本
名
治
三
郎
。

一
八
七
七
～

一
九
三
八
)
の
⑥

『
洞
箭
本
曲
』
、
お
よ
び
谷
北
無
竹

の
⑦

『
尺
八
本
曲
譜

全
』
(稲
垣
ほ
か

一
九
八

一
二

三
六
～
一
七
七
)
の
掲
載
曲

目
を
な
ら

べ
、
こ
れ
に
小
林
紫
山

・
富
森
虚
山

の
著
書
⑧

『明
暗
吹
籏
法
基
階
』

(紫
山
居
士
ほ
か

一
九
三
〇

二

一
〇
～
一
=

)
を
加
え
て

一
覧
し
た
の
が
表
7
「
明
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暗
対
山
派
本
曲
曲
目

一
覧
」

で
あ
る
。
な
お
、
対
山
の
曲
制
定
を
考
察
す
る
た

め
の
資
料
と
し
て
、
出
処
と
み
ら
れ
る
西
園
流
か
ら
棚
瀬
栗
堂
写
譜
の
⑨

『西

園
流
尺
八
本
曲
集
』
と
、
⑩
琴
古
流
系
お
よ
び
⑪
九
州
系
の
曲
目
を
付
加
し
た

7
6
0曲

を
収
集
し
整
曲
し
た
経
緯
に

つ
い
て
、
対
山
自
身
は
な
に
も
語

っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
こ
と
自
体
、
無
名
世
界

の
本
曲
に
お
い
て
は
異
例

の
こ
と
で
は
な

い
。
『
樋

口
対
山
遺
譜
』

の
編
者
、
稲
垣
衣
白
は

「あ
と
が
き
」
で
、
対
山

の

「整
譜

・
集
譜

・
作
譜
が
ど
ん
な
ふ
う
に
進
ん
で
き
た
か
」
を
、
兼
友
西
園
か

ら
習

っ
た
十

一
曲

(表
7
の
⑨
参
照
)
以
外

の
曲
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る

(稲
垣

一
九
七
六

"
二
六
六
～
二
七
一
)。

稲
垣
は
可
能
な
か
ぎ

り
対
山
自
筆
譜

を
集
め

(集
ま
っ
た
の
は
思
い
の
ほ
か
わ
ず

か
の
よ
う
で
あ
っ
た
)、
明
治

二
十

三
年

(
一
八
九
〇
)
か
ら
書
き
始
ま

っ
た

『
同
好

雅
名
録
』
7
7
(樋
口
家
越

の
門
人
記
録
を
参
考
に
、
《
一
二
一二
調
》
《
鉢
返
し
曲
》

《
九
州
鈴
慕
》
《
吉
野
曲
》

(善
哉
曲
の
こ
と
)
《
奥
州
流
し
》
《
門
開
喜
》
《
深
夜

ノ
曲
》
《
巣
鶴
》
《
虚
鐸
》
《
鹿

乃
遠
音
》
《
栄
獅
子
》

の
十

一
曲
は
明
治

二
十

三

年
ご

ろ
ま

で
に
、
ま
た

《
吾
妻
曲
》
《
雲

井
獅
子
》
は

同
三
十
年
ご

ろ
ま

で
に

整
曲

で
き
て
い
た
と
判
断
し
た
7
8
。
し
か
し
、
個
々
の
楽
曲
を
誰
か
ら
習

っ

た
か
に

つ
い
て
は
、
諸
氏

の
意
見
を
紹
介
し
な
が
ら
も
ほ
と
ん
ど
推

測
の
域
に

と
ど
ま
り
、
出
所
不
明
と
し
た
曲
も
お
お
い
。

つ
い
で
神
田
俊

一
は

「対
山
派

尺
八

の
成
立
過
程
」
(可
遊

[神
里

一
九
八

六
、

一
九
八
七
a
・
b
、

一
九
九
〇
)
に
お

い
て
、
対
山

の
人
物
交
流
か
ら
曲

の
伝

承
過
程
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
彼
が
お

こ
な

っ
た
改
変
の
実
態
を
解

明
し
よ
う
と
し
た
。
対
山
が
明
治

二
十
七
年
に
上
京
し
て
二
世
荒
木
古
童
に
入

ち
ゆ
う
か

門
し
、
同
時
に
琴
古
流

の
滝
川
中
和
に
も
師
事
し
た
こ
と
、
同
二
十
八
年

の
九

州
旅
行
で

一
朝
軒

の
磯

一
蝶
と
曲
交
換
を
お
こ
な

っ
た

こ
と

(塚
本

一
九
九
三
[初

出

一
九
七
五
]
"
四
五
〇
)
な
ど
を
軸
に
、
曲

の
出
処
を
推
定
し

て
い
る
。
さ
ら
に

神

田
は
こ
の
中
で
、
《
門
開
喜
》
《
吉
野
曲
》
《
深
夜
ノ
曲
》

の
三
曲
が
中
和
か

ら
の
伝
曲

で
、
《
吉
野
曲
》
が
中
和

の

《
三
谷
流
》
か
ら
、
ま
た

《
深
夜
ノ
曲
》

が

《
三
夜
菅
垣
》
か
ら
の
改
名
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(可
遊

[神
田
]

一
九
八
七
a
"
二
二
～
二
三
)。
筆
者
も
こ
れ

に
従

い
、
表

7
の
⑪
に
こ
の
内
容
を

加
え
た
。

対
山
の
伝
授
曲
の
順
位
を
示
唆
す
る
も

の
と
し
て
、
谷
北
無
竹

の
奥
伝
、
別

伝
免
許

状
7
9
と
無
竹
自
身

の
譜
②

へ
の
書
き
込

み
8
。
、
お
よ
び

、
池

田
寿
山

へ
の
初
伝
、
中
伝
、
奥
伝
免
許
状
8
、
が
あ
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
明
治

四
十
三

年
か
ら
亡
く
な
る
前
年
の
大
正
二
年
春
ま
で
に
対
山
が
与
え

て
い
た
曲
目

の
順

位

(初
伝
、
中
伝

奥
伝
、
別
伝
)
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

明
治

四
十

一
年

(
一
九
〇
八
)
に
入
門
し
た
谷
北
無
竹
は
、
同
四
十
三
年
十

一

月
十
六

日
に
初
伝

(表
7
②
の
働
～
飼
)
を
終
了
し

て
中
伝
㈲
に
入
っ
て
い
る
。

中
伝
の
曲
目
内
容
は
無
竹
所
持
譜
か
ら
は
判
明
し
な
い
が
、
年
代
的
に
ほ
ぼ

同

時
期

の
、
池

田
寿
山

へ
の
中
伝
免
許
状

(明
治
四
+
四
年
春
)
の

《
懸
慕
流
》
《
深
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夜
曲
》
《
巣
鶴
》
《
雲
井
獅
子
》
と
同

一
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。

奥
伝
許
状
は
両
者

の
も

の
が
残

っ
て
い
て
、
無
竹
が
明
治
四
十
五
年
春
、
寿

山
が
同
年
夏
で
あ
る
。
両
者

の
免
許
状

の
曲
名
は
同

一
で
あ
る
。
た
だ
、
無
竹

所
持
譜
②

の
曲
順
位
は
、
寿
山
所
持
譜
③
や
対
山
所
持
譜
④
と
こ
と
な
り
、
中

伝

《
懲
慕
流
》
と

《
深
夜
曲
》
が

「平
物
」
と
呼
ば
れ
る
③
④

の
ω
～
㈹
に
割

り
込
む
か
た
ち

で

一
冊
目
に
入

っ
て
い
る
。
折
本
に
書
か
れ

て
い
た

の
は
2
1

曲
目

《
栄
獅
子
》
ま

で
で
、
奥
伝

の

「
三
虚
霊
」
は
別
々
の
形
態
に
な

っ
て
お

り

(表
7
末
尾
の
説
明
参
照
)
、
教
習
順
位
と
対
山
が
め
ざ

し
た
曲
目
順
位
と
の

関
係
を
明
確
に
把
握
す
る
の
が
困
難

で
あ
る
。

そ
れ
に
比

べ
て
明
治
四
十

三
年
入
門
の
池

田
寿
山
所
持
譜
③

は
、
対
山
が
没

す
る
前
年
に
記
し
た
④
⑤
に
か
な
り
近
い
。
相
違
点
は
、
④
に
お
い
て
対
山
が

「平
物
」
に
働

《
打
波
の
曲
》
を
加
え
、
中
伝

の
前
に
⑳

《
薩
慈

(肥
後
左
司
)
》

を
入
れ

(つ
ま
り
初
伝
は
⑳
～
鮒
)、
奥
伝
の
前
に
働

《
陸
奥
鈴
慕
》
を
加
え
た

(つ

ま
り
中
伝
は
個
～
⑲
)
こ
と
、
さ
ら
に
、
別
伝
に

《
阿
字

(薩
慈
)
》
《
曙
調
》
を

追
加
し
た
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
更
は
、
曲

の
難
易
度
に
よ

っ
て
伝
授

の
順
序
を
入
れ
替
え
よ
う

と
工
夫
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
対
山

の
存
命
中
に
書
か
れ
た
か

(表
7
注
記
参
照
)、
ま
た
は
対
山
が
没
し
た
直
後

に
清
書
さ
れ
た

(稲
垣
二

九
七

六

"
二
六
六
)
と
思
わ
れ

る
小
林
紫
山
の
⑥

で
は
、

2
1
曲
目

《
鹿
遠
音
》
以

降
の
曲
順
が
、
ほ
ぼ
対
山
に
よ
る
曲

の
収
集
順
序
と

一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
対
山
が
曲
を
増
や
し
て
い

っ
た
過
程
は
紫
山
譜
⑥
を
基
準

に
、
弟
子

へ
の
伝
授
順
位
は
寿
山
所
持
譜
③
を
基
準
に
と
ら
え
る
の
が
妥
当
と

い
え
る
。

し
か
し
、

こ
の
④
⑤

『大

正
二
年
八
月

一
、

二
』

で
対
山

の
曲
順
が
完

全

に
固
ま

っ
た
の
で
は
な
く
、
順
位
決
定

の
完
成
途
上

で
あ

っ
た
こ
と
が
、
表
7

に
は
掲
載
し
な
か

っ
た

『樋

口
対
山
遺
譜
』
所
収

の
二
冊
の
折
本
、
『
本
曲
譜
』

『本
手
初
伝
曲
』
(稲
垣

一
九
七
六

二

一二
〇
～
二
五
六
)
か
ら
分
か
る
。
対
山
は

『本
手
初
伝
曲
』

に
お
い
て
、
④

で
は

「初
伝
」

の
位
置
に
あ

っ
た
個

《
吾
妻

曲
》
と
⑳

《
薩
慈

(肥
後
左
司
)》
を
取
り
、
働

《
陸
奥
鈴
慕
》
を
入
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、

つ
づ
く

「中
伝
曲
」
、
「
別
伝
曲
」

の
内
容
や
そ
の
曲
目
順
位
も
修

正
さ
れ
る
予
定

で
あ

っ
た
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
対
山

の
曲
収
集
は
ほ
ぼ
明
治
三
十
五
年
ご

ろ
に
は
終

わ

っ
て
い
た
8
2
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
を
改
編
し
伝
授
す
る
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か

っ
た
。
大
正
二
年
春
の
無
竹

へ
の

「別
伝
」
免
許
状
発
行

の
時
点

で
、

表

7

(…皿
)
の
五
曲
が
弟
子
に
伝
授
す
る
ほ
ど
整

っ
て
い
な
か

っ
た

こ
と
は
明

白
で
、
対
山

の
曲
目
制
定
は
未
完
の
ま
ま
終
わ

っ
た
と
い
え
る
。

な
お
、
対
山
が
収
集
し
た
曲

で
、
表

7
の
⑨
⑩
⑪

の
い
ず
れ
に
も
記
載
が
な

い
曲
に

つ
い
て
は
、
そ

の
出
処

の
決
め
手
と
な
る
資
料
が
乏
し
い
こ
と
を
意
味

す
る
8
3
。
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第四章 第一節 樋 口対山にみる旋律の改編

(2
)
対
山
の
旋
律
改
編

稲
垣
衣
白

(本
名
東
。

一
九

一
五
～

一
九
九
五
)
は

『
樋

口
対
山
遺
譜
』

の

「あ

と
が
き
」

で
、
五
冊

の
譜
本
か
ら
読

み
と
れ
る
注
目
点
を
解
説
し
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
、
整
譜

と
旋
律

の
改
編
に

つ
い
て
言
及
し
た
要
点
を
あ
げ

る

(稲
垣

一

九
七
六

…
二
六
〇
～
二
六

一
)
。

(
a
)
《
虚
空
》
は
あ

と
に
な

っ
て
二
曲
に
分
け
、
《
虚
空
下
巻
》

に
最
初
の
譜

の
七
行
を
加
え
て

(紙
を
貼
り
加
え
て
)
整
譜
し
た
。

(
b
)
《
虚
鐸
》

の
最
後
に
、
最
後

の

一
句
を
反
復
す

る
記
号
を

「
止
」

の
上

の
余
白

に
加
筆
し
た
。

マ
マ

(
c
)

「三
虚
鈴
」
と

《
虚
鐸
》
は
字
体
の
丸
み
か
ら
、
か
な
り
あ
と
に
書
き

移
し
た
よ
う
す
。

(d
)
《
吾
妻
曲
》
以
後
は
整
曲
が
お
く
れ
た
よ
う
で
、

『適
意
帖
』
で
は

《
吾

妻
曲
》

は
余
白
に
紙
を
貼

っ
て
二
度
書

い
て
い
る
。

(
e
)
『
適
意
帖
』
の

《
鳳
叫
虚
空
》

と

《
龍
吟
虚
空
》
は
他
と
書
体
が
少
し

ち
が
う
。
あ
る
程
度
の
整
譜
期
間
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

(
f
)
『大

正
二
年
八
月
譜

一
』
の
曲
名
見
出
し
で

《
筑
紫
鈴
慕
》
を
消
し
て

《
肥
後
左
志
》
と
し
た
曲
は
、
譜

で
は

(筆
者
補
足

"
曲
名
に
紙
を
貼

っ

て
)
《
薩
慈

肥
後
左
司
》
と
し
て
い
る
。
『大
正
二
年
八
月
譜

二
』
で
は
、

こ
れ
を

《
筑
紫
鈴
慕
》
の
名

で
記
載
し
て
お
り
、
結
局
は

《
筑
紫
鈴
慕
》

と
す
る
意
志

で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

以
上
の
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、
楽
曲
が
か
な
り
の
年
月
を
か
け
て
順
次
整

っ
て
い
っ
た
よ
う
す
と
、
曲
の
分
割
に
よ
る
整
譜

の
過
程
や
、
曲
名
が
決
定
さ

れ
る
ま
で
の
紆
余
曲
折
に
つ
い
て
の
指
摘

で
あ
る
。

稲
垣
は
ま
た
、
西
園
流
か
ら
き
た
十

一
曲

の
う
ち
、

「ほ
と
ん
ど
手
を
加
え

て
い
な
い
も

の
」
は

《
調
子
》
《
懸
慕
流
》
《
秋

田
菅
掻
》
、

「少
し
整
譜
さ
れ
た

も
の
は
」
《志
図
曲
》
《瀧
落
曲
》
《
三
谷
》
《轄
菅
掻
》
《霧
海
峯

《虚
空
》
前

半
、

「
沢
山
改
譜
し
て
あ
る
も

の
は
」
《
鶴

の
巣
籠
》
《
虚
空
》

の
後
半

(の
ち

の

《
虎
囎
虚
空
》
)
《
虚
鈴
》
、
と
述

べ
て
い
る

(稲
垣

一
九
七
六

"
二
六
七
)
。

こ

れ
に
琴
古
流
か
ら
の
移
入
曲
の
情
報
を
追
加
す

る
と
、
中
和
か
ら
と
判
明
し

て

い
る

《
善
哉
曲
》
《
門
開
曲
》
《
深
夜
曲
》

の
三
曲
に
は
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
て

い
な
い
が
、
《
虚
鐸
》
《
鹿

の
遠
音
》
《
龍
吟
虚
空
》
は
大
幅
な
省
略
が
な
さ
れ

て
い
る

(可
遊

[神
田
]

一
九
八
七
a
"
二
一二
～
二
四
)。

全
体
的
に
み
て
、
ほ
と
ん
ど
旋
律

の
改
編
な
し
に
収
ま

っ
た
曲
は
ご
く
わ
ず

か
で
、
何
ら
か
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
以
上

の
よ
う
に
、

対
山
に
よ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
整
備

の
軌
跡
は
㎝

曲
の
改
名

"
《
善
哉
》
《
深
夜
》

《
虚
鐸
》
《
筑
紫
鈴
慕
》
《
阿
字
》
、
②
曲
の
分
割

…
《
虚
空
》
、
樹
序
奏
部
分

の

付
加
に
よ
る
楽
曲
構
成

の
整
理

"
《
鹿

の
遠
音
》
《
虚
空
》
後
半
、
㈲
音
型

反

復
の
加
減
に
よ
る
楽
曲
構
成

の
整
理

"
《
虚
鈴
》
《
鹿

の
遠
音
》
、
⑤
旋
律
型

の

大
幅
な
省
略

に
よ
る
楽
曲
構
成

の
整
理

…
《
虚
鐸
》
《
龍
吟
虚
空
》
な
ど
に
要
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約
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
曲
名
や
楽
曲
構
成

の
問
題
は
、
楽
譜

の
検
討
に
よ

っ
て
さ

ら
な
る
詳
細
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
対
山
に
よ
る
譜
字

の
整
備
に

つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
奏
法
に

つ
い
て
は
実
証
が
難
し
い
。
装
飾
性
を
徹
底
的
に
排
し
た

直
線
的
な
対
山
派
の
奏
法
が
、
西
園
流
に
由
来
す

る
も
の
か
、
当
時
の
京
都
の

演
奏
伝
統
か
ら

の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、
対
山
に
よ

っ
て
ま

っ
た
く
独
自
に
生

み
だ
さ
れ
た
も

の
か
に

つ
い
て
の
明
言
材
料
を
も
ち
え
な
い
。
た
だ
、
曲
線
的

な
琴
古
流

の
奏
法
を
取
り
入
れ
な
か

っ
た

こ
と
だ
け
は
明
ら
か

で
、
九
州
系
や

奥
州
系

の
曲

(《
陸
奥
鈴
慕
》
や

《
打
波
曲
》
)
も
ほ
と
ん
ど
そ

の
曲

の
オ
リ
ジ
ナ

ル

の
地
方
様
式
は
払
拭
さ
れ
、
対
山
様
式
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
も

対
山
派
本
曲
は
、
琴
古
流
本
曲

の
あ
り
よ
う
に
似

て
い
る
。

6
3
西
園
流
本
曲
は
遠
州
浜
松
の
普
大
寺
伝
と
い
う
の
が
通
説

(安
福

一
九
二
六

(5

6
号
)

…
三

一
ほ
か
)
だ
が
、
富
森
虚
山
は
普
済
寺
と
し
て
い
る

(紫
山
居
士
ほ
か

一

九
三
〇

　
八
九
)
。
鈴
法
山
普
済
寺
は
伊
勢
国
白
子
に
あ
っ
た
虚
竹
派

(山
城
国
明
暗

寺
の
派
)
の
虚
無
僧
寺
で
あ
る
。
普
済
寺
と
名
古
屋
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
寛
政
九

年

(
一
七
九
七
)
に

「金
鯖
城
南

大
橋
思
道
軒
」
が
清
書
し
た

『
洞
籍
伝
来

同
譜
』

(東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
)
か
ら
、
「勢
州
河
曲
郡
岸
岡
郷
打
越
鈴
法
山
普
済
寺
門
弟
」

で
あ
る
思
道
軒
蘇
龍
が

「尾
州
名
府
城
南
」
に
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
思
道
軒

書
の

「諸
国
普
化
宗
寺
院
」
を
写
し
た
も
の
が

『虚
無
僧
雑
記

完
』
(静
嘉
堂
文
庫

蔵
)
に
あ
り
、
こ
こ
で
は

「勢
州
河
曲
郡
岸
岡
郷
打
越

鈴
法
山
普
済
寺

指
南
所

尾

陽
金
城
下
思
道
軒
蘇
龍
」
と
な

っ
て
い
る
。
普
済
寺
の
尺
八
が
名
古
屋
で
指
南
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
兼
友
西
園
が
普
済
寺

の
曲
を
伝
承
し
た
可
能
性
も
否
定

で

ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
普
済
寺
は

フ
ホ
ウ
譜
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
西
園
流
に
伝
承
さ
れ
た

と
は
考
え
に
く
い
。

6
4

大
正
三
年

の
普
化
塚
重
修
碑
に
は

「明
暗
対
山
派
」
と
あ
り

(中
塚

一
九

三
七

b

"
七
五
)、
塚
本
虚
堂

の

「明
暗
尺
八
家
略
系
」

(塚
本

一
九
三
七
b

　
一
〇
六
)

に
も

「明
暗
対
山

派
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
正
四
年

(
一
九

一
五
)

の
明
暗
教
会
別
則

で
、

「第
二
條

本
会

ノ
尺
八
流
名
ヲ
左
ノ
通
総
称
ス

明
暗
流
」
、

「第
三
條

本
会

ニ
ハ
別
に
明
暗
流

ノ
本
部

ヲ
置
ク
」

(稲
垣
ほ
か

一
九
八

一

…
一
三
五
)
と
し
、
明

暗
流
本
部

の
名
で

「明
暗
流
譜
解
」

(指
遣
い
解
説
)
が
発
行
さ
れ
、
翌
五
年
に
は

「尺

八
本
手
献
曲
」

(現
在
の

「尺
八
本
曲
全
国
献
奏
大
会
」
に
匹
敵
)
が
開
催
さ
れ

て
い

る

(同

n
=
二
二
～

=
二
三
)
。
明
暗
流
の
名
は
そ
の
後
、
第

三
者
に
よ

っ
て
多
義
的

な
概
念
と
し

て
使

わ
れ
た

(富
森

一
九

二
三

二

二
六
)
。
筆
者
は

こ
れ
ま

で
、
勝
浦

正
山

の
明
暗
真
法

流
と
並

列
す
る
意
味

で
、

対
山

の
弟

子

の
明
暗

三
十
七
世
谷
北
無

竹

(
一
八
七
八
～

一
九
五
七
)

の
称
し
た

「明
暗
対
山
流
」

の
名
称
を
つ
か

っ
て
き
た

(『
日
本
音
楽
大
事
典
』
の
多
数
の
人
名

・
曲
名
項
目
ほ
か
)
が
、
本
稿

で
は
よ
り

一

般
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る

「対
山
派
」
の
名
称

で
統

一
す
る
。

6
5

材
木
商
は
富

森
虚
山
に
よ
る

(紫

山

居

士
ほ

か

一
九

三

〇

"
八
八
)
。
安
福

呉
山
に
よ
れ
ば
味
噌
醤
油
商

(安
福

一
九
二
七

"
三
八
)
。

も
り
の
ぶ

6
6

西
園
流

の
名

称
は
、
兼
友
西
園

の
名
乗
り
で
あ

る
盛
延
を
音
読
し
た
セ
イ
エ
ン
か

ら
き
た
と
い
わ
れ

る

(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
七
三
]

…
二
八
五
)。
ま
た
、
「清

園
」
の
字
を
あ
て
た
例

(八
雲
本
陣
記
念
財
団
蔵
の
樋
口
対
山
外
曲
譜

『対
山
遺
芳
』

財
団
目
録
番
号
6

0
2
)
も
あ
る
。
な
お
、
西
園
流

の
流
名
を
使
い
始
め
た
の
は

一
九

一
五
、

六
年

の
こ
と
ら
し
く

(安
福

一
九

二
六

(5
7
号
)

二
二
四
)
、
西
園
流
本

曲

の
出
処
に

つ
い

て
も
不
明
な
点
が
多
い

(第
三
章
第

二
節

の
注
5
6
参
照
)
。

6
7

現
在
は
善
慧

院
が
明
暗
寺
と
な

っ
て
旧
明
暗
寺

の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
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第四章 第一節 樋口対山にみる旋律の改編

6
8
筆
者
の
知
る
限
り
の
版
を
比
較
す
る
と
、
指
遣
い
、
音
律
、
末
尾
の
文
章
に
以
下

の
異
同
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
異
同
点
の
み
を
記
し
、
詳
細
は
五
章
で
触
れ
る
。

「嘘
鈴
曲
譜
」

対
山
名

"
●
○
○
●
●
ハ

神
仙
、

真
ノ
秘
曲
ニ
シ
テ
他
流
他
門
工
伝
授
ヲ
不
許
。

訳
教
鈴
木
対
山
名

"
●
○
0
0
0
ハ

神
仙
、
末
尾
の
文
章
同
じ
。

明
暗
教
会
師
範
長
樋
口
対
山
名

…
●
○
○
●
●
ハ

盤
渉
、

普
化
禅
師
投
機
ノ
曲
ナ
レ
バ
謹
デ
吹
奏
ス
ベ
シ
。

「嘘
空
曲
譜
」

対
山
名

"
●
○
○
●
●
ハ

神
仙
。

訳
教
鈴
木
対
山
名

"
●
○
○
○
○
ハ

神
仙
。

明
暗
教
会
理
事
長
樋
口
対
山
名

…
●
○
○
●
●
ハ

盤
渉
。

6
Q
り

「真
法
流
譜

(
一
)
」

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

"
二
八
～
九

〇
)
の
曲
数
に
よ
る
。

し
だ

げ

7
0

「明
暗
双
打
」
と
は
、
明
暗
寺
の
名
称
由
来
で
も
あ
る

「四
打
の
偶
」
の
こ
と
。

ふ　
らんじ

コ

れ
い

普
化
宗
の
祖
と
仰
が
れ
る
中
国
唐
代
の
普
化
禅
師
が
、
町
中
で
鈴

(普
化
宗
の
伝
承
で

を

は
鈴
の
大
型
の
鐸
)
を
ふ
っ
て
説
経
を
す
る
と
き
に
唱
え
た

「四
打
の
偶
」
と
は
、
「明

頭
来
明
頭
打

暗
頭
来
暗
頭
打

四
方
八
面
来
旋
風
打

虚
空
来
連
架
打
」
(あ
か
ら

さ
ま
に
来
る
な
ら
ば
、
あ
か
ら
さ
ま
に
打
と
う

ひ
そ
か
に
来
る
な
ら
ば
、
ひ
そ
か
に

打
と
う

四
方
八
面
か
ら
来
る
と
き
は
、
旋
風
の
よ
う
に
打
と
う

虚
空
か
ら
来
る
と

き
は
、
連
架
で
打
と
う
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
普
化
宗
と
尺
八
の
起
源

・
伝
来
を
記
し
た

『虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
(木
幡

一
九
八

一
…
一
三
、
六
九
)
の

一
文
で
、
原
文
は
、
『大

正
新
脩
大
蔵
経
』
(第
四
七
巻
諸
宗
部
四
)

の

「鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
」
に
あ
る

(高
楠

一
九
二
八

"
五
〇
三
)
。

7
-

吉
川
正
光

へ
の
免
許
状

(昭
和
八
年
六
月
十
八
日
付
け
)
に
、

「真
法
流
家
元

碧

松
軒

勝
浦

正
山

日
本
洞
無
総

本
山
」
と
あ
る

(山
上

一
九
八
二

…
扉
写
真
)
。

な
お
、

「明
暗
真
法
」

の
名
称

に

つ
い

て
は
、
昆
崎
真
龍

の
師

で
文
政
年
間

(
一
八

一

八
～

一
八
三
〇
)
に
明
暗
寺
役
僧
を
つ
と
め
た
と
い
う
紀
州
藩
士
の
渡
辺
鶴
山
が
、
故

郷
の
新
宮
に
隠
棲
し
、
「当
時
の
尺
八
界
が
俗
曲
に
傾
き
尺
八
が
町
奴
の
玩
弄
物
化
し

つ
、
あ
る
こ
と
を
遺
憾
と
し
法
器
と
し
て
の
尺
八
と
本
曲
の
宣
揚
を
念
と
し

『
明
暗
真

法
道
場
』
の
看
板
を
揚
げ
」
(同

鱒扉
写
真
)
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
し
か
し
、
こ

の
看
板
の
書
は
正
山
門
人
、
源
雲
界
に
よ
る
と
の
編
者
山
上
月
山
の
書
き
込
み
が
あ
る

よ
う
に
、
真
偽
の
ほ
ど
は
疑
わ
し
い
。

7
2

「真
法
流
譜

(
二
)
」

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

"
九

一
～

=
二
五
)
で
は
六
十
二

曲
。
吉
川
に
与
え
た
譜
は

《御
詠
歌
》

一
曲
が
多
い
。
山
上
月
山
に
よ
れ
ば
、
加
わ

っ

た
十
八
曲
の
う
ち
、

「行
三
虚
霊
」
は
勝
浦
正
山
作
と
い
う
。

7
3

昭
和
六
年

(
一
九
三

一
)
に

「真
三
虚
霊
譜
」
を
も
ら

っ
て
い
る
。

か
ら
伝
承
し
た
現

・
竹
保
流
宗
家
の
酒
井
松
道
が
こ
れ
を
伝
え
る
。

父
酒
井
竹
保

7
4

昭
和
六
年
か
ら
十
五
年
に
正
山

の
教

え
を
受
け
る
。
「真
三
虚
霊
譜
」
は
同

八
年
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
山
上
月
山
か
ら
正
山
遺
曲
を
伝
授
さ
れ
た
長
崎
の
佐
藤
鈴

童
と
博
多

一
朝
軒
の
磯
玄
定
が
こ
れ
を
伝
え
る
。

7
5

そ
の
他
、
宮

川
如
山
が
所
持
し
た
譜

(七
尾
如
瑞
蔵
)
、
中
塚
竹
禅
が
曲
名
を
紹

介
し
た

(中
塚

一
九
三
七

a

"
五
九
～
六
〇
)
木
下
吟
鈴
の
旧
蔵
譜

(原
本
焼
失
)、

上
野
学
園
日
杢

日
楽
資
料
室
蔵
の
直
筆
譜
な
ど
が
あ
る
。

7
6

参
考
と
し
て
、
現
行

の
曲
順
位
を
記
す

(明
暗
導
主
会

一
九
七
二

二

八
)
。

「明
暗
寺
所
伝
曲
」

(明
暗
尺
八
伝
授
順
位
。
規
"
よ
り
)

入
門
平
許

一
二
三
調

。
九
州
鈴
慕
。
鉢
返
曲
。
志
図
曲
。
滝
落
曲
。
善
哉
曲
。
三
谷
曲
。

奥
州
流

。

別奥 中初
伝伝伝伝

 

皆
伝

秋
田
曲

。
転
菅
掻
。
門
開
曲
。
吾
妻
曲
。

恋
慕
曲

。
古
伝
巣
鶴
。
深
夜
曲
。
雲
井
曲
。

鹿
遠
音

。
鶴
巣
籠
。
栄
獅
子
。

陸
奥
鈴
慕
。
虎
囎
虚
空
。
打
鼓
曲
。
鳳
鐸
。

空
。
曙

調
。
龍
吟
虚
空
。
大
和
調
子
。

三
虚
霊

附

本
手
調
子

筑
紫
鈴
慕
。
阿
字
曲
。
鳳
叫
虚
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嘘
鈴
。
虚
空
。
霧
海
筏
湘
。

筆
者
注

"
《虚
空
》
後
半
お
よ
び

《虚
鐸
》

の
、
《
虎
哺
虚

空
》
、
《
鳳
鐸
》

名
は
小
林
紫
山

(稲
垣
ほ
か

一
九
八

一

　
六
二
～
六
三
)。

へ
の
改

7
7

対
山

の

『
同
好
雅
名
録
』
に
は
、
尺
八
人
四
七
二
名
、
楽

人

二
二
〇
数
名
が
記
載

さ
れ

て
お
り
、
小
林
紫
山
は
皆
伝
者
の

二
番
目
、
入
門

一
〇

七
人
目

(稲
垣
ほ
か

一

九

八

一

"
九
三
)

で
あ
る
。
明
治

二
十
六
年

に
入
門
し
、
同

三
十
五
年
に
別
伝
を
終

了
し

て
い
る

(稲
垣

一
九
七
六

"
二
六
三
)
。
宮
川
如
山

(本
名
辰
蔵
。

一
八
六
八

～

一
九
四
六
)
の
入
門
は
明
治
三
十
年
ご
ろ
。
皆
伝
者

の
四
番
目

で
入
門
二
六
八
人
目
。

谷
北
無
竹
は
明
治

四
十

一
年

入
門
、
別
伝
終
了
が
大
正

二
年
春

。
皆
伝
者
の
十
七
番
目

で
入
門
三
八
四
人
目
。
池
田
寿
山
は
明
治
四
十

三
年
の
入
門
、

初
伝
と
中
伝
を
四
十
四

年
に
、
奥
伝
を
明
治

四
十
五
年
に
受
け
て
い
る
が
皆
伝
者

の
印

は
な

い
。
入
門
四
〇
七

人
目
で
あ
る
。

7
8

琴
古
流
系

で
あ
る

《
一
二
三
調
》
《
鉢
返
し
曲
》
《吉
野
曲
》
《
門
開
喜
》
《深
夜
ノ

曲
》
《虚
鐸
》
《
鹿

乃
遠
音
》
《栄
獅
子
》
を
明
治
二
十
三
年
ご

ろ
ま

で
と
す

る
根
拠
は

不
明
。
な
ぜ
な
ら
、
琴
古
流

へ
の
入
門
は
明
治

二
十
七
年

で
あ

る
か
ら
。
ま
た
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
ご
ろ
に
整
曲

で
き

て
い
た
と
み
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

曲
》
《巣
鶴
》
《雲
井
獅
子
》、
奥
伝

(同
四
十
五
年
春
)
《
調
子
》
《虚
鈴
》
《
虚
空
》
《
霧

海
鐘

《虚
鐸
》

(出
井
ほ
か

一
九
八
四
b
の
扉
写
真
)。

8
2

明
治
三
十
年
ご
ろ
入
門
し
た
宮
川
如
山
の
所
持
譜
に
は
、
①

『適
意
帳
』
の
ー

《
一

二
三
調
》
か
ら
2

2

《
鹿
乃
遠
音
》
ま

で
と
2
4

《鶴
の
巣
籠
》
の
二
十

二
曲
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
表

7

("11
)
ま
で

の

(《
虚
空
》
を

一
曲
と
数
え
た
)

二
十
六
曲
か
ら

《
雲
井
獅
子
》
《
栄
獅
子
》
《
鳳
叫
》
《
吟
龍
》

の
四
曲
を
欠
く

(可
遊

[神
田
]

一
九

八
七

a

"
二
三
)
。
ま
た
、
明
治
三
十
五
年

に
小
林
紫
山
は

「別
伝
」
を
終
了
し

て
い

る

(稲
垣

一
九
七
六

"
二
六
三
)
の
で
、

こ
の
頃
に
は

一
応

「別
伝
」
ま
で
が
揃

っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
谷
北
無
竹

の

「別
伝
曲
」
か
ら
み
て
も
、
そ
の
曲

数
は
ま
だ
少
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

8
3
稲
垣
衣
白

(稲
垣

一
九
七
六

　
二
六
七
～
二
七

一
)、
神

田
俊

一

(可
遊

[神

田
]

一
九

八

七

a

"
二

四

、

一
九

八

七

b

"

照

。

な

お

、

《
巣

鶴

》

に

つ

い

て

神

田

は

田

]

一
九

八

六

n

一
七

)
。

二
五
～

二
六
)
の
出
処

に
つ
い
て
の
考
察
参

、
名
古
屋
系
を
指
摘
し

て
い
る

(可
遊

[神

7
9

谷

北
無
竹

の
奥
伝
は
明
治
四
十
五
年

(
一
九

一
二
)
で
曲

目
は

《
調
子
》
《虚
鈴
》

《虚
空
》
《虚
鐸
》
《霧
海
簾

耀》
。
別
伝
は
大
正
二
年

(
一
九

=

二
)
春

で

《漉
の
遠
音
》

《鶴

の
巣
籠
》
《栄
獅
子
》
《鳳
叫
》
《
龍
吟
》
。

8
0

明
治
四
十

三
年
十

一
月
十
六
日
に
表

7
の
②
、
囮

《
秋

田
菅
掻
》
か
ら
㈲

《
吾
妻

曲
》
ま

で
の
初
伝
を
終
了
し

(稲
垣
ほ
か

一
九

八

一

　
二
六
)
、
個

《
懸
慕
流
》
か

ら
の
中
伝
に
入

っ
て
い
る

(同

二

二
)
。
中
伝

の
内
容
は
池

田
寿
山
の
免
許
状
か
ら

《
懸
慕
流
》
《
深
夜
曲
》
《巣
鶴
》
《
雲
井
獅
子
》
と
判
明
し
て
い
る
が

(出
井
ほ
か

一

九
八

四
b
の
扉
写
真
)
、
無
竹

の
資
料
か
ら
中
伝

の
曲

目
内
容

を
知
る
の
は
困
難

で
あ

る
。

8
-

明
治
四
十
三
年
入
門
の
池

田
寿
山
の
免
許
状
は
初
伝

(明

治
四
十
四
年

一
月
)
《
秋

田
菅
掻
》
《
門
開
曲
》
《
轄
菅
掻
》
《
吾
妻
曲
》
、
中
伝

(同
年
春

)
《
懸
慕
流
し
》
《
深
夜



表

7

明
暗

対

山

派
本

曲

曲

目

一
覧

(
i

)

(
月
漢
恒
子
作
成
)

①
『
適
意帖』二十七曲

②
『
本
曲譜』折本全四冊と別紙二十五曲

③
『
明
暗
流尺八本曲譜本』二十二曲

④
『
大
正
二年八月一』十九曲

⑤
『
大
正
二年八月二』十三曲正味十二曲

⑥
『
洞
篇
本曲』三十一曲

⑦
『
対
山
流尺八本曲譜全』三十一曲

⑧
『
明

暗
吹瀟法基階』昭和五年三十二曲

⑨
『
西

園
流尺八本曲集』十一曲

⑩
琴
古
流
系

⑪
九
州
系

樋
ロ

対
山本人所持

樋
口
対
山谷北無竹所
持

樋
口
対
山池田寿山所
持

樋
ロ
対
山本人所持

樋
口

対
山本人所持

小
林
紫
山

谷
北
無
竹

小
林
紫
山寓森虚山

棚
瀬
栗
堂
写

ω

=
一

三
調

ω
一

二

三
調

ω
一

二

三
調

ω

=
一

三
調

ω
一

二

三
調

②
一

二
三

調

⑳

=
一
三

調

=
一
三

調

②
鉢
返
し
曲

②
鉢
返
し
曲

②
鉢
返
し
曲

②
鉢
返
し
曲

㈹
鉢
返
し
曲

働
鉢
返
曲

②
鉢
返
曲

鉢
返
調

㈹
瀧
落
曲

㈹
瀧
落
曲

③
瀧
落
曲

㈹
瀧
落
曲

㈹
瀧
落
曲

㈲
瀧
落
曲

⑬
瀧
落
曲

㈹
瀧
落
之
曲

㈲
三
谷
曲

㈲
三
谷
曲

㈲
三
谷
曲

ゆ
三
谷
曲

㈲
三
谷
曲

⑤
三
谷
曲

㈲
三
谷
曲

㈱
三
谷

㈲
九
州
鈴
慕

㈹
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

⑤
九
州
鈴
慕

㈲
九
州
鈴
慕

αの
九
州
鈴
慕

九
州
鈴
慕

㈲
志
図
曲

⑨
志
図
曲

㈲
志
津
曲

㈲
志
図
ノ

曲

㎝
志
図
曲

①
志
図
曲

⑬
志
図
曲

②
志
津
之
曲

㎝
善
哉
曲

⑳
吉
野
曲(善哉〉

㎝
吉
野
曲

紛
善
哉
曲

㈲
吉
野
曲

㈲
善
哉
曲

⑬
善
哉
曲

三

谷

流(中和よ

り)

㈲
奥
州
流
し

qD
奥
州
流
し

⑧
奥
州
流
し

㈲
奥
州
流
し

㈲
奥
州
流

働
奥
州
流
し

㈱奥

州
流
し

⑨
初
伝秋田
菅
掻

働
初
伝秋田
菅
掻

働
秋
田
菅
掻

㎝
初
伝秋田
菅
掻

働
初
伝秋田
曲

⑳
初
伝秋田
菅
掻

ω
秋
田
曲

㎝
秋
田

⑬
門
開
喜

側
門
開
曲

㎝
門
開
曲

鋤
門
開
喜

㎝
門
開
曲

⑳
門
開
喜

⑨
門
開
曲

門

開

中
和
よ
り

㈲
轄
菅
掻

個
轄
菅
掻

⑳
轄
菅
掻

働
轄
菅
掻

ω
轄
菅
掻

⑫
轄
菅
掻

⑳

轄
菅
掻(

㈲
琴
菅
垣

02
中
伝懸慕
流

⑤
中
伝懸慕
流

⑬
懸
慕
流
し

㈲
中
伝懸慕
流

働
中
伝懸慕
流

⑬
中
伝懸慕
流

働
懸
慕
流

㈲
鈴
慕

個
深
夜
曲

㈲
深
夜
曲

⑬
深
夜
ノ
曲

⑱
深
夜
曲

⑬
深
夜
曲

㈲
深
夜
曲

㈹
深
夜
曲

三

夜

菅
垣(中和より
)
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表

7

(
"11
)

①
樋
口

対
山本人所持

②
樋
口
対
山谷北無竹所持

③
樋
口

対
山池田寿山所持

④
樋
口
対

山本人所持

⑤
樋
ロ
対
山本人所持

⑥
小
林
紫
山

⑦
谷
北
無
竹

⑧
小
林
紫
山富森虚山

⑨
棚
瀬
栗
堂写

⑩
琴
古
流
系

⑪
九
州
系

⑬
巣
鶴古伝

㎝
巣
鶴
(
古伝)部分か⑬巣鶴

㈲

巣
鶴(古伝)

㎝
巣
鶴

圃
巣
鶴

㈹
巣
鶴
曲

巣
鶴

個
調
子

鋤

調
子(

⑳
調
子

20

奥
伝調子

㈲
奥
傳調子

ω
本
手
調
子

㈲
調
子

ω
本
手
調

㈲
虚
鈴

囲
虚
鈴

⑬
虚
鈴

切

虚
鈴(

㈲
虚
鈴

08
奥
傳
虚
鈴

ω
虚
鈴

ω
虚
鈴

(
盤
渉
調)

㈲
虚
空

囲
虚
空

働
虚
空

)ゆ

虚
空
上
巻

qの
虚
空
空

鋤
虚

㈹
虚
空

α①
虚
空

個
虚
空
下
巻

㈲
虚
空
下
巻

⑬
後
虚
空

⑳
後
虚
空

㎝
虎
嚇
虚
空

⑬
虚
鐸

⑱
虚
鐸

⑳
虚
鐸

禰

虚
鐸(

②①
虚
鐸

功

虚
鐸(

⑳
鳳
鐸

真
虚
霊

⑳
霧
海

筑

卿
霧
海

洗

⑳
霧
海

漉

㈹
霧
海

饒

岡
霧
海

薦

②
霧
海

錠

働
霧

燦屍

㊥
吾
妻
曲

㈲
吾
妻
曲

⑫
吾
妻
曲

⑬
吾
妻
曲

鋤

吾
妻
曲(

⑬
吾
妻
曲

動
吾
妻
獅
子

(

吾
妻
曲

)鋤
鹿
乃
遠
音

㈱
鹿
の
遠
音

㈱

鹿
の

遠
立
・

捌

別
伝(鹿の
遠
音

珊

別
伝(鹿遠
音

㈲
別
伝鹿之
遠
音

)餌

鹿
遠
音

鹿
の
遠
音

殉
雲
井
獅
子(

㎝
雲
井
獅
子

㈲
雲
井
獅
子

⑱
雲
井
獅
子

凶

雲
井
曲

㎝
雲
井
獅
子

刈

雲
井
曲(

雲
井
曲

㈲鶴

ノ
巣
籠

⑳
鶴
の
巣
籠

)凶

鶴
の

巣
籠

吻
鶴
巣
籠

凶
鶴
の
巣
籠

㈲
鶴
巣
籠

㈹
秘
曲鶴巣
籠

粉
栄
獅
子(

ω
栄
獅
子

㈲
栄
獅
子

)留

栄
獅
子

㈲
栄
獅
子

)倒

栄
獅
子

栄
獅
子

)偶
鳳
叫
虚
空

⑭
鳳
叫
虚
空

⑳

鳳
叫
虚
空

囲

鳳
叫
虚
空

糊
鳳
叫
虚
空

⑥
鳳
叫
虚
空

)働
龍
吟
虚
空

)帖

龍
吟
虚
空

鋤
龍
吟
虚
空

r

㌧

㈲
龍
吟
虚
空

吟
龍
虚
空

102



表

7

(
…皿
)

①
樋
ロ

対
山本人所持

②
樋
ロ
対
山谷北無竹所持

③
樋
口

対
山池田寿山所持

④
樋
口

対
山本人所持

⑤
樋
口
対
山本人所持

⑥
小
林
紫
山

⑦
谷
北
無
竹

⑧
小
林
紫
山富森虚山

⑨
棚
瀬
栗
堂写

⑩
琴
古
流
系

⑪
九
州
系

⑨
打
波
の
曲

鋤

打
波
曲(

¢り

打
波
曲

⑬
打
鼓
曲

圃
薩
慈(肥後左

司)

鋤

筑
紫
鈴
慕(

捌

筑
紫
鈴
慕(

⑳
筑
紫
鈴
慕

靭

筑
紫
鈴
慕(

さ
し

㎝
陸
奥
鈴
慕

刈

陸
奥
鈴
慕(

②
陸
奥
鈴
慕

勿

陸
奥
鈴
慕(

珊

曙
調(

29

曙

調(

勾

阿
字((薩慈
)

㈲
阿
字

蜘

阿

字C

㈱
阿
字
曲

さ
し

①

『
適
意
帖
』
折
本

一
冊

(
稲
垣

一
九
七
六

"
一
～
七
八
)
よ
り
本
曲

の
み
掲
載

。
題
籏

「適
意
帖
」
、
影
印
本

の
目
次

は

「
帳
」

の
字
。
樋
口
家
蔵

。

②

『
本
曲
譜
』
折
本

四
冊
と
数
葉

の

一
枚
譜

(
稲
垣
ほ
か

一
九
八

二

九
～
四
三
)
。
谷
北
家
蔵
。

一
冊

目
は
㈲

《
深
夜
曲
》
ま

で
、

二
冊
目
は
㈲

《
巣
鶴
》
ま

で
、

三
冊

目
は

《
栄
獅
子
》
ま
で
。
曲
順
番
号

は
影

印
本

収
録

順
と
し
た
が
、

二
年
後

に
入
門
し
た
池

田
の
③

と
は
異
な
る
。

《
鳳
叫
虚
空
》

は

一
枚
譜
、

《
調
子
》
と

《
虚

鈴
》

は
掛
け

軸
、

《
虚
空
》
は
折
本
。
原
物
は
す

べ
て
行
方
不
明
で
、
稲
垣
所
蔵

の

コ
ピ
ー
を
掲
載
。

《
龍
吟
虚

空
》

の
譜
が
な

い
が
、

「
別
伝
」
免
許
状
に
は
記
載
さ
れ
て

い
る

の

で
、
お
そ
ら
く

《
鳳
叫
虚
空
》

と
同
様
、

一
枚
譜
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

③

『
明
暗
流

尺
八
本
曲
譜
本
』
折
本

二
冊

(
出
井
ほ
か

一
九
八
四
b

…
四
～
八

一
)
。
池
田
家
蔵

。

一
冊

目
は
働

《
吾
妻
曲
》

ま
で
。

二
冊
目

の
最
後

に
、
宮
川
如
山
伝

の

《
鶴

巣
籠
》

《
阿
字
観
》

《
如
意
》

《
如

意
調
子
》

を
別
に
含
む
。
題
簑

の
文
字

は
対
山
筆

で
は
な
い
。

④

『
大
正

二
年

八
月

一
』
折
本

一
冊

(稲
垣

一
九
七
六

"
=

八
～

一
六
八
)
。
樋

ロ
家
蔵
。

⑤

『
大

正
二
年

八
月

二
』
折
本

一
冊

(稲
垣

一
九
七
六

二

六
九
Σ

=

九
)
。
樋

口
家
蔵
。

《
筑
紫
鈴
慕
》

は

『
一
』

の

《
薩
慈
》

と
同
曲
な
の

で
実
質
十

二
曲
、
④
⑤

あ
わ

せ
て
三
十

一
曲
。
た
だ
し

《
龍
吟
虚

空
》

は
す

で
に
存
在
し

て
お
り
、

『
二
吐
の
曲
名
見
出
し
に
も
あ

る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
加
え

て
全

三
十

二
曲

と
な

る
。

⑥

間
洞
籍
本
曲
』
折
本

一
冊
。
小
林
紫

山
旧
蔵
。
曲
順
位
は
①

に
近
く
、

《
虚
鐸
》

の
曲
名
や
、

《
虚
空
》

の
後
半
を

《
後
虚
空
》

と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
山

の
影
響

下

に
あ

っ
た
時
期

の
譜
と
推
定
さ
れ
る
。

《
鹿
遠
音
》
以
降

の

「
別
伝
」

順
位

は
、

対
山
が
収
集
な
い
し
整
曲

し
た
順
番

を
暗
示
す
る
。

⑦

『
(
対
山
流
)
尺

八
本
曲
譜

全

』
折
本

一
冊

(
稲
垣
ほ
か

一
九
八

一
二

三
六
～

一
五
九
)
。
谷
北
家
蔵

。

一
五
六
頁
に

《
瀧
落
し
曲
》
、

一
五
九
頁
以
降
に

《
鈴
慕
》

《
歌

恋
慕
》

《
産
安
曲
》

《
大
和
調
子
》

《
錦
風
流
調
》

《
曙
三
谷
》
を
別
に
含

む
。
こ
の

《
大
和
調
子
》

は
現
行

で
は
別
伝
曲

に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
曲
譜

冒
頭
の
表

題

は

「
洞
篇
本
手
曲
譜
」

で
、
影
印
本

の
目
次
表
題
は

「
尺

八
本
曲
譜

」
。

⑧

『
(
尺
八
本
流
)
明
暗
吹
籏
法
基
階
』

の
曲
順
位

(紫
山
居
士
ほ
か

一
九
三
〇

"
=

○
～

一
=

)
。
ω
～
㈲
が
本
則

(
本
曲
)

「
開
宗
根

元
の
三
虚
霊
」
、
以
降
は
助
則

(外
曲
)
で
、
㈲
～

2
3
が

「
本
手
」
、

2
4
～

3
2
が

「
派
手
」
と
分

類
さ
れ

て
い
る
。

⑨

珊
西
園
流

尺
八
本
曲
集
』
折
本

一
冊
。
足
立
晴
舟

旧
蔵

。
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第
二
節

楽
曲
生
成
の
し
く
み

前
節
で
は
、
樋
口
対
山
が
お
こ
な

っ
た
曲
の
制
定
過
程
に
お
け
る
旋
律
改
編

の
実
際
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
の
節

で
は
対
象
曲

の
範
囲
と
考
察
の
視
野
を
、

古
典
本
曲
全
般
に
か
か
わ
る
問
題
に
広
げ
た
い
。

対
山
が
制
定
し
た
三
十
二
の
本
曲
は
、
明
ら
か
に
も
と
と
な

っ
た
曲
を
特
定

で
き
る
も
の
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
創
作
に
近
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ

エ
ル

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
楽
曲
は
音
の
運
び

(旋
律
線
)、
リ
ズ
ム
様
式
、
楽
曲
構
成

な
ど
に
お
い
て
完
全
に
古
典
本
曲
の
様
式
の
枠
内
に
あ
る
の
で
、
た
と
え
対
山

の
創
作
で
あ
ろ
う
と
も
古
典
本
曲
と
し
て
の
存
在
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な

い
8
4
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
古
典
本
曲
の
様
式

に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な

「曲

作
り
」
の
意
識
が
働
い
た
か
を
さ
ぐ
る
格
好
の
素
材
と
い
え
る
。

古
典
本
曲
を
伝
承
し
て
き
た
往
年

の
名
人
た
ち
の
中
に
は
、
伝
授
さ
れ
た
曲

に
意
図
的
に
手
を
加
え
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
人
は
多
い
。
神
如
道

(本
名
久

雄
。
一
八
九

一
～

一
九
六
六
)
も
そ
の
ひ
と
り

で
、
彼
が
収
集
し
た
百
五
十
曲
あ
ま

り
の
古
典
本
曲
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
伝
承
源
を
明
示
す
る
目
的
意
識
を
も

っ

て

「所
伝

の
寺
軒
名
」
と

「伝
承
の
人
物
系
譜
」
が
記
さ
れ
て
い
る

(上
参
郷

ほ
か

一九
八
○

一
四
九
～
五
二

[原
著

　
神
如
道

一
九
五
一
～
五
二
])
。
神
如
道
の
意
識

は
、
出
身
地
で
あ
る
青
森

の
根
笹
派
錦
風
流
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
各
地
の

虚
無
僧
寺
に
遺
る
古
典
本
曲
を
収
集
し
、
そ
の
演
奏
伝
統
を

(結
果
的
に
伝
承
ど

お
り
で
な
く
と
も
意
識
の
上
で
は
)
伝
承
ど
お
り
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

伝
承
源
を
明
か
さ
な
か
っ
た
対
山
と
は
正
反
対
の
姿
勢

で
あ
る
。
し
か
し
人
び

と
は
神
如
道

の
演
奏
を
、
虚
無
僧
寺
軒
の
遺
法
そ
の
ま
ま
で
は
な
く

「神
流

で

あ
る
」
と
評
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
古
典
本
曲

で
は
、
伝
承
経
路

に
お
け
る
正
統

性
の
判
別
に
厳
し
く
、
奏
法
の
微
妙
な
差
異
に
敏
感
か

つ
否
定
的

で
あ
る
。

伝
承
に
お
け
る
変
化

の
問
題
は
第
六
章
で
述
べ
る
の
で
考
察
の
た
め
の
前
提

に
と
ど
め
、
本
節

で
は
、
何
ら
か
の
既
成
曲
を
土
台
に
新
た
に
楽
曲
が
生
成
さ

れ
る
、
そ
の

「生
成

の
し
く
み
」
に
焦
点
を
あ
て
る
。
具
体
例
と
し
て
、
神
如

道
が
伝
承
し
た

《
蓮
芳
軒

・喜
染
軒

秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
8
5
(以
下

《
秘
曲

鶴

之
巣
籠
》
と
略
記
)
、
樋

口
対
山

の
改
編
に
よ
る

《
虚
空
》
、
谷
狂
竹

(本
名
武
雄
。

一
八
八
二
～

一
九
五
〇
)
が
収
集
し
た

《
大
和
調
子
》
を
と
り
あ
げ

る
。

(1
)
曲
の
合
体

無
名
性
を
特
徴
と
す
る
尺
八
古
典
本
曲
に
お
い
て
も
、
例
外
的
に
個
人
名
を

つ
け
た
楽
曲
が
あ
る
。
越
後
明
暗
寺
の
最
後
の
住
職
、
十
五
世
堀
田
侍
川

(明

じ
ん
ぼ
う

治
三
士

二
年
～
三
+
五
悪

」
ろ
没
)
と
神

保
政
之
助
8
6

(政
之
輔
と
も
。

一
八
四
一
～

一
九

一
四
)
が
、
明
治

二
十

二
年

(
一
八
八
九
)
に

北
海

道

小
樽

で
共
同
作

曲
し
た

(塚

本

一
九
九
三

[初
出

一
九
七
〇
]
二

八
二
)
と
い
わ
れ

る

《
神

保

三
谷
》

で
あ
る
。

神

保
政
之

助

の

《
神

保
三
谷
》

に

つ
い
て
は
、

藤

田
定
興

の
研
究

(藤
田
定

一
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第四章 第二節 楽曲生成のしくみ

九
五
一
、
一
九
七
六
)
に
よ

っ
て
二
系
統
に
分
か
れ

て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。

　

藤
田
に
よ
れ
ば
、

一
つ
は
神
保
か
ら
引
地
古
山

(本
名
喜
市
郎
。
一
八
七
二
～

一

さ
ん
や
ヨ

　も
り

九
三
九
)
に
伝
わ

っ
た

《
三
谷
巣
籠
》
8
7
の
系
統

(こ
れ
を
藤
田
は
A
系
と
呼
ぶ
)
、

も
う

一
つ
が
浦
山
義
山

(本
名
正
義
)
に
伝
わ

っ
た

《
神
保
三
谷
》

の
系
統

(こ

れ
を
藤
田
は
B
系
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。
神
如
道
の

《
秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
は
本
人
が

「引
地
古
山
ほ
か
数
人
」
か
ら

の
伝
承
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
8
8
、
A
系
に

属

す
。

B
系

の
方

は
、

京
都

の
大

西

梅
覇

(本
名
延
三
郎
。
前
号
延
風
。
.
一
八
七
五

イ

～

一
九
六
七
)
が
大
正
三
年
に
、
浦
山
か
ら
伝
承
し
て
関
西
方
面
に
広
め
た
。
こ

つ
の
だ

さ
し

れ
が
熊
本

の
津
野
田
露
月

(
一
八
七
二
～

一
九
五
八
)
に
よ
っ
て

《
奥
州
薩
慈
》
と

改
名
さ
れ
た
た
め
、
同
じ
曲
が
伝
承
系
統
に
よ
り

《
神
保
三
谷
》
、
《
奥
州
薩
慈
》

の
ふ
た

つ
の
曲
名
と
な

っ
て
こ
ん
に
ち
に
伝
わ
る

(月
漢

一
九
八
六
a
鱒
二
八
四
)
。

と
こ
ろ
で
、
引
地
が
福
島

で
神
保
に
入
門
し
た
の
が
明
治
二
十
年

(
一
八
八
七
)、

浦
山
が
函
館
滞
在
中

の
神
保
に
弟
子
入
り
し
た

の
が
同
二
十
三
年

(そ
の
後
堕

年
半
内
弟
子
)、
引
地

の
皆
伝
が
同

二
十

四
年
な
の
で
、
両
者
は
ほ
ぼ

同
時
代
に

神
保
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
両
者
の
伝
承
曲
に
は

「神
保

の
三
谷
」

と
の
共
通
認
識
が
あ
る
。
し
か
し
、
浦
山

の
曲
は
短
く
、

「巣
籠
」
の
要
素
が

な
い
。

こ
れ
は
、
も
と
も
と
神
保
政
之
助
が
楽
譜
に
固
定
し
て
伝
授
す

る
と
い
う
タ

イ
プ

で
は
な
く
、
弟
子
の
年
期
と
器
量
に
あ
わ
せ
、
そ
の
時

々
で
少
し
ず

つ
違

う
教
え
方
を
し
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
8
9
。
ま
た
、
新
潟
時

代
か
ら
持

っ
て
い
た

「三
谷
」

「巣
籠
」
9
0
の
曲
を
神
保
は
巧
み
に
あ
や
つ
り
、

そ
の
後

に
出
会

っ
た
虚
無
僧
と

の
交
流
か
ら
9
1
、
神
保
自
身
が

い
く

つ
も
の

ヴ

ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
持

つ
に
い
た

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
神
如
道

の

《
秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
で
あ
る
が
、
神
は
こ
の
曲
を

「神

保
巣
籠
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
」
(神
如
道
譜
末
尾
の
略
解
)
と
書
い
て
い
る
。
如

道
譜

(如
道
会
版
)
に
あ
る
段
落
を
示
す

「前
奏

・
調
べ
の
手
」
な
ど
の
名
称
と
、

「鶴
飛
び
来
る
」
な
ど

の
情
景
説
明
が
、
神

の
い
う

「引
地
古
山
ほ
か
数
人
」

か
ら
伝
承
し
た
ま
ま
で
あ
る
か
ど
う
か
、
今
と
な

っ
て
は
知
る
す
べ
も
な
い
。

し
か
し
、
も
ろ
も
ろ
の

「巣
籠
」
に
共
通
す
る
巣
作
り

・
産
卵

・
誕
生

.
愛
育

.

巣
立
ち
と
い
っ
た
情
景
描
写
の
文
言
を
み
る
限
り
、

「三
谷
」

の

一
種
と
し
て

で
は
な
く
、
神
保
政
之
助
伝

の

《
鶴
の
巣
籠
》
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
だ
。

つ

ま
り
神
に
お
い
て
は
、
藤
田
の
い
う
A
系
の

「神
保
三
谷
」
と
い
う
意
識
は
な

か

っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が

こ
の
神
所
伝
の

《
秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
を
分
析
し
て
み
る
と
、
「三

た
ぐ
い

谷
」

の
類

と

「巣
籠
」

の
類
が
合
体
し
た
よ
う
な
形
式
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「何

々
の
類
」
と
い
う

の
は
、
い
わ
ゆ
る

「同
名
異
曲
」

(曲
名
を
同
じ
く
す
る
異
曲
の
類
)
の
こ
と
で
あ
る
が
、

「三
谷
」
「巣
籠
」

「鈴
慕
」

「さ
し
」
な
ど
は
そ
の
典
型
的
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「三
谷
」
で
約
八
種
、

「巣
籠
」
で
十
数
種

(第
六
章
第

一
節
)
、

「さ
し
」
(薩
慈

薩
字
、
些
志
、
左
司
、
差
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之
な
ど
の
字
を
あ
て
る
)
で
十
種
以
上
の
旋
律

の
異
形
が
存
在
す
る

(第
六
章
第
一
節
)。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
異
曲
で
は
あ
る
が
、
ど

こ
か
に
共
通
す
る
要
素
、

言
い
換
え
れ
ば
、
同
名
曲
と
し
て
同

一
視

卿ユ
豊

芽

し
う
る
要
素
を
も
っ
て
い

る
。こ

の
こ
と
を
前
提
に
い
う
な
ら
ば
、
神
如
道

の

《
秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
は
前

半
に

「三
谷
」
、
後
半
に

「巣
籠
」
を
配
し
た
曲

で
あ

る
9
2
。

二
種
の
曲
を
合

体
さ
せ
た

こ
の

「曲
作
り
」
は
、
神
如
道
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
神
保
政

之
助
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ

に
示
す
の
は
、
神
如
道

の

《
蓮
芳
軒

・
喜
染
軒

秘
曲

鶴
之
巣
籠
》

楽
譜
中
に
記
さ
れ
た
楽
曲
構
成

の
段
落
名
と
、
音
楽
表
現
の
た
め
の
状
況
説
明

で
あ
る

(段
落
番
号
お
よ
び
下
に
記
し
た
段
落
名
は
筆
者
)。

八#六 真 円 ミ 共 「:

調
の
手

(前
奏
-
鶴
飛
び
来
る
)

三
谷

(巣
を
作
る
処
を
さ
が
す
)

た
か
ね

高
音

(巣
を
作
る
処
を
定
め
た
る
喜
び
1
巣
を
作
る
)

高
音

(玉
子
を
生
む
)

本
手

(親
子
の
愛
情
)

子
別
れ

鉢
返
し

(役
目
を
終
わ
っ
て
天
地
に
感
謝
す
る
)

大
結
び

(老
後
安
楽
に

一
生
を
送
る
)

調本
手

高
音
鉢
返
し

本
手

高
音

鉢
返
し

結

こ
こ
で
不
思
議
に
思
う
の
は
、

「巣
籠
」
の
曲

の
第
二
段
落
に

「
三
谷
」
と

い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
琴
古
流
譜
字
で
い
う
[ニ
ウ

(:
変
ロ
)
に
始
ま
る
第

四
段
落

(二
度
目
の

「高
音
」)
は
、
実
際
は

「鉢
返
し
」

の
旋
律

で
あ
り
、

こ
の
あ
と
に

「結
び
」
を

つ
け
れ
ば
、
前
半
だ
け

で
奥
州
所

伝
の

「
三
谷

の
類
」
に
類
似
し
た
形
式
に
な
る
。
し
か
も
、

「巣
籠

の
類
」

に

共
通
す
る
特
徴
的
音
型
要
素

の
、

「ホ

ロ
ホ

ロ

(コ
ロ
コ
ロ
の
こ
と
)」

の
多
出
は

後
半
第
五
段
落
に
お
い
て
で
あ
り
、親
子
の
情
愛
と
子
別
れ
の
悲
哀
を
擬
音
的
、

装
飾
的
奏
法
で
綴
る
場
面
も
第
五
段
落
以
降
の
後
半
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
A
系

《
神
保
三
谷
》
(す
な
わ
ち
《
三
谷
巣
籠
》)
は
、

「三

谷
」
と

「巣
籠
」
を
合
体
さ
せ
て
作
ら
れ
た
曲

で
は
な
い
か
、
《
三
谷
巣
籠
》

と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
す
る
。
た
だ

し
、
同
じ
A
系
で
も
、
引
地
古
山

の
曲
目
解
説
お
よ
び
引
地
の
門
人

・
西
岡
虚

雲
譜

の
曲
構
成

(藤
田
定

一
九
七
六

…
八
～
九
)
と
神

の
所
伝
曲
と
を
比
較
す
る

と
、
三
者
に
お
い
て
何
れ
も
異

同
が
あ
る
9
3
。
す

で
に

一
家
を
な
し
て
い
た

神
如
道
に
た
い
し
て
、
引
地
が
子
飼
い
の
弟
子
と
同
じ
教
え
方
を
し
な
か

っ
た

の
は
当
然

で
あ
ろ
う
し
、

一
度
聞
い
た
だ
け

で
譜
に
採

っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
神
な
ら
ば
、
回
数
を
か
け
て

「き
ち
ん
と
」
習
わ
な
か

っ
た
可
能
性
も
高
い

9
4
。
た
と
え
そ
う

で
あ

っ
た
と
し

て
も
、
A
系
三
者

の
伝
承
に
お
け
る
異
同

が
、

「三
谷
」
と

「巣
籠
」
の
合
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
神
如
道

の

《
秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
の
前
段
は

「三
谷
」
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で
あ
り
、

一
、
調
-

1

二
、
本
手
l

l
三
、
高
音
I
l

四
、

鉢
返
し

の
構
成
、

後

段
が

「巣
籠
」

で
、
五
、
本

手
l
i

六
、
高
音

i
1
七
、

鉢
返
し
i

八
、

結
の
構
成
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

「曲
の
合
体
」
の
別
の
例
と
し
て
は
、
琴
古
流
本
曲
の

《
=

一

三
鉢
返
寿
調
》
が
あ
る
。
こ
の
曲
が
三
種
の

「し
ら
べ
」

で
あ

っ
た
こ
と
に

つ

い
て
は
、
す
で
に
第
三
章
第

二
節

(2
)

で
述

べ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
合
体
の

し
か
た
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
十
八
世
紀

末
に
、
そ
の
原
型
で
あ
る

《
調
》
《
回

向
》
《
長
調
》
と
い
う

「し
ら
豪

つ
た
輝

現
行
と
ま
っ
た
く
同
じ
旋
律

の

《
一
二
一二
調
》
《
鉢
返
調
》
《
寿
調
》
は
、
表

3
⑤
如
童
琴
古
譜

(
一
八
二
六

年
)
で
確
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
種
の

「し
ら
べ
」
を
続
け
て
演
奏

す
る
指
示
も
、
同
⑦
淡
水

の

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
(
一
八
四
七
年
)
に

す
で
に
あ
る
。

そ
の
連
続
演
奏

の
方
法
は
、
《
=

一三
調
》

の
前
半
か
ら

《
鉢
返
調
》
に
移

り
、
《
一
二
三
調
》
の
後
半
と
全
く
同
旋
律
で
あ
る

《
鉢
返
調
》
の
結
尾
部

(《寿

調
》
の
結
尾
部
と
も
同
一
)
を
と
ば
し
て

《
寿
調
》
に
移
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
行

で
は
、
《
一
二
一二
調
》
《
鉢
返
調
》
《
寿
調
》

に
共
通
す

る
こ
の
結
尾
部
の

旋
律
の
間
に
、

「竹
翁
先
生
入
レ
コ
ノ
手
」
と
い
う
の
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
点
を
除
け
ば

ま

っ
た
く
同
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
曲
を
連
続
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
低
音
域
の

「
調
」

で
静
か
に
開
始

し
、
激
し
い
吹
き
込
み
の
三

ウ

(:
変
ロ
)
で
始
ま
る

「
鉢
返
」
を

へ
て

「
寿
調
」
に
い
た
る
、
長
大
な
楽

曲
と
な

っ
た
。

こ
の
例
は
、
複
数
曲

の
連
続
演
奏
か
ら
生
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
、
曲
名
も
三

曲
を
連
結
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
う

い
う
連
続
演
奏
の
例
と
し
て
は
、
九
州

の

明
暗
対
山
系
統
で

《
阿
字
曲
》

と

《
筑
紫
鈴
慕
》
を
続
け
て
演
奏
す
る
伝
承
が

あ
る
。
こ
の
例
は
合
体
と
い
う
よ
り
、
い
っ
た
ん
分
離
し
た
も
の
を
再
び
連
続

し
て
演
奏
す
る
伝
承
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
章

で
ふ
れ
る
。

(2
)
曲
の
分
離

前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
樋
口
対
山
の
お

こ
な

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
旋
律
改
編

の
な
か
に

《
虚
空
》
の
二
曲
分
離
が
あ
る
。
《
虚
空
》
は
対
山
が
西
園
流
か
ら

持
ち
込
ん
だ
曲
で
あ
り
、
木
版
刷
り
の

「明
治

二
十
三
年
八
月
」
《
虚
空
》
譜

か
ら
推
察
し
て
、
も

っ
と
も
早
い
時
期
か
ら
存
在
し
た

一
曲
で
あ
る
。

図
7
は
谷
北
無
竹
が
所
持
し
た
対
山
自
筆
の

《
虚
空
》
全
曲
譜

(表
7
の
②
)

で
、
年
代
不
明
だ
が
無
竹
が
奥
伝
許
し
を
受
け
た
明
治
四
十
五
年

(
一
九
=

一)

夏
ご
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
時
期
の
全
曲
譜
が
池

田

寿
山
に
も
伝
わ
り

(同
③
〉、
ま
た
、
三
人
の
な
か

で
は

一
番
は
や
く
対
山
に
入

門
し
た
宮
川
如
山

の
譜

(坂
口
鉄
心
旧
蔵
)
も
同

一
旋
律
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西

園
流
か
ら
の
改
編
を
お
こ
な

っ
た
あ
と
、
明
治
末
ま
で
は
全
曲
通
し
て
演
奏
す
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る
こ
の
形
で
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
年
代
不
明
の

『
適
意
帳
』
(㊤

と

『
大
正
二
年
八
月

二
』
(⑤
)

の
二
譜
で
、
対
山
は
後
半
を

《
虚
空
下
巻
》
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
『適
意
帳
』

の

《
虚
空
下
巻
》

で
は
、
そ

の
冒
頭
に
図
7
の
5
行
ま
で
を
そ

っ
く
り
移
行
さ

せ

て
い
る
。
こ
の
部
分
こ
そ
が
、
各
地
各
流
に
伝
わ
る
も
ろ
も
ろ
の

《
虚
空
》

に
共
通
す
る

「虚
空

の
原
旋
律
的
部
分
」
(月
渓

一
九
七
三

"
二
三
三
～
二
一二
七
、
第

五
章
図
1
1
参
照
)
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
正

二
年
譜

(⑤
)
で
は
こ
の
部

分
を
、
図
7
2
行
目
の

「チ
ー
チ
ウ
三
ウ
ツ
ー
」
か
ら
四
行
目
最
後
の

「
ロ
ロ

ー

ツ
ツ
」
に
飛
ぶ
短
縮
形
に
改
め
た

(図
7
の
右
下
参
考
楽
譜
)。
弟
子
の
小
林
紫

山
譜

(⑥
)
と
谷
北
無
竹
譜

(⑥
)
が
こ
の
か
た
ち
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
み

る
と
、
最
終
的
に
短
縮
形
を
規
範
に
す
る
意
志
が
対
山
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
後
半
の
曲
名
は
、
紫
山
、
無
竹
両
者

の
譜

で
は

《
虚
空
下
巻
》

で
は
な

こ
し
よ
う

く

《
後
虚
空
》
と
な

っ
て
い
る
。
現
行
曲
の

《
虎
囎
虚
空
》

の
こ
と
で
あ
る
。

無
竹
に
よ
れ
ば
、
《
後
虚
空
》
を

《
虎
囎
虚
空
》
と
改
名
し
た
の
は
紫
山
で
、

こ
の
改
名
に
無
竹
は
不
賛
同
の
気
持
ち
を
も

っ
て
い
た

(稲
垣
ほ
か

一
九
八
一
"

六
三
)
。
し
か
し
、
紫
山
が
対
山
の
没
後
明
暗
三
十
五
世

(の
ち
に
三
+
六
世
に
く
り

さ
が
る
)
を
継
い
だ

こ
と
で
、
《
虎
囎
虚
空
》
の
名
が
定
着
す
る
と
と
も
に

《
虚

空
》
全
曲
演
奏
の
伝
承
も
絶
え
た
。

無
竹

(②
)
と
寿
山

(③
)
が
所
持
し
た
全
曲
譜

の
存
在
と
、
両
者
の
奥
伝

の

時
期
と
を
考
え
る
と
、
対
山
が

《
虚
空
》
を

二
分
し
た
の
は
明
治
四
十
五
年
秋

か
ら
大
正
二
年
夏

(
一
九

一
二
～

一
九

一
三
)
ま
で
の
間

で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
対

山
は
、
九
州
伝
の

《
薩
慈

(の
ち
に
筑
紫
鈴
慕
)》
や

《
阿
字

(別
名
薩
慈
)》
、
奥
州

伝

の

《
陸
奥
鈴
慕
》
な
ど

の
改
編
も
ほ
ぼ
終
え
て
、
盛
ん
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
て
い
る
。

さ
て
、
《
虚
空
》
に
お
け
る
対
山

の
旋
律
改
編
は
、

つ
ぎ

の
三
点
に
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
は
全
曲
構
成
の
整
理
、
第
二
は
膨
張
し
た
曲
の
分
離
、

そ
し
て
第
三
は
後
半

(《虚
空
下
巻
》、
あ
る
い
は

《
後
虚
空
》
)
に
お
け
る
冒
頭
旋

律
の
短
縮
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
点
に
つ
い
て
は
、
図
7
に
そ

っ
て
説
明
す
る
。
こ
の

《
虚
空
》
全

曲
譜
は
三
十
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
気
づ

く
こ
と
は
、
記
譜
者
の
段
落

に
た

い
す
る
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
改
行
に
よ

っ
て
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
外

の
表
記
、
例
え
ば
リ
ズ
ム
や
装
飾
音
を
示
す
補
助
記
号
の
よ
う

な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
古
典
本
曲
は
拍
子
の
な

い
リ
ズ

ム
で
奏
さ

れ
る
の
で
、

「短

い
」

「普
通
」

「
の
び
る
」
程
度
の
区
別
で
十
分

で
、
装
飾
的

技
法
に

つ
い
て
は
、
い
っ
さ
い
の
虚
飾
を
捨
て
さ

っ
た
と
こ
ろ
に
対
山
様
式
の

特
徴
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
記
す
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点

で
は
、
琴

古
流
の
古
譜
と
は
記
譜
意
識
が
ち
が
う
。

も
ち
ろ
ん
対
山
の
譜
と
い
え
ど
も
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ

ち
口
頭
伝
承
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
要
素
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
、

一
音

一
音

の
音
の
つ
な
ぎ
に
微
細
な
神
経
を
集
中
さ
せ
て
い
っ
た
琴
古
流
と
は
正
反
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対
に
、
対
山
に
と

っ
て
大
事
な
こ
と
は
旋
律

の
段
落
と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
連
結
し
て
形
成
さ
れ
る

「全
曲
の
旋
律
構
成
」
だ

っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
明
確
に
す

る
意
図
が
、
記
す
行
為
の
中
に
潜
在
的
に
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

図
7
に
お
け
る
1
7
行
目
ま

で
の
前
半
に
は
、
5
行
目
の
大
き
な
段
落

の
ほ

か
、
8
、
1
1
、
1
3
、

1
5
、
1
7
行
目
に
改
行
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
注
目

し
た
い
の
は
、

6
～
8
行
目
に
記
さ
れ
た
△
印
と
、
1
2
～
1
3
行
目
に
記
さ

れ
た
□
印
で
あ
る
。
こ
れ
は
対
山
が
、
段
落

の
開
始
と
終
止
を

「こ
こ
か
ら
こ

こ
ま

で
」
と
い
う
ふ
う
に
示
す
と
き
に
よ
く
使
う
印
で
9
5
、
《
阿
字
》

の
よ
う

に
、
改
編
後
に
段
落
を
挿
入
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
挿
入
箇
所
に
□
印
を
記
し

た
用
例

(六
章
)
も
あ
る
。

こ
れ
ら

の
印
は
1
8
行
目
か
ら
の
後
半
に
も
あ
り
、

1
8
～

2
0
行
目

の
△

印
、

2
8
行
目
～
最
後
の
□
印
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
半
で
す
で
に
あ
ら
わ
れ
た
段

落

の
完
全
な
反
復
を
意
味
し
て
い
る
。
《
虚
空
下
巻
》
と
し

て
独
立
さ
せ
た
二

譜

(①
⑤
)
で
も
こ
の
印
は
生
き

て
い
て
、
冒
頭
か
ら
数
行
先

の
△
印
が

「も

と
、
虚
空
の
後
半
の
始
ま
り
」

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
対
山
の
旋
律
改
編
作
業
は
、
作
譜
作
業
と
切
り
離
し
て
は
考
え

に
く
い
。
歌
詞
を
も
た
ず
、

し
た
が

っ
て

「
言
葉
の
規
定
力
」
9
6
を
も
た
な

い
古
典
本
曲
が
、
不
安
定
と
は

い
え
こ
ん
に
ち
ま
で
伝
承
を
保
っ
て
き
た
の
は
、

譜
字
が
あ
る
て
い
ど
歌
詞
の
代
役
を
果
た
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
民
謡
に
お
け
る
歌
詞
の
リ
フ
レ
ー
ン
や
、
挿

入
、
削
除
と
い
っ
た
変
化
を

言
葉
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
認
識
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
純
粋
に
音

の
連
続
と
し
て

認
知
さ
れ
る
べ
き
古
典
本
曲
に
お
い
て
も
、
音
と
譜
字

(す
な
わ
ち
歌
詞
の
代
用
)

と
を

一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
記
憶
や
思
考

の
助
け
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
言
語
の
よ
う
な
意
味
を
も
た
な
い
譜
字

の
羅
列
に
は
、
規

定
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
助
け
る
た
め
に
も
、
音

の
連
鎖
の
相
互
関
係

が
空
間
的
に
は

っ
き
り
把
握

で
き
る
よ
う
な
、
楽
譜
の
存
在
が
必
要
と
な
る
の

で
あ
る
。
対
山
の
改
編
作
業
は
ま
さ
に
、
譜
に
書
き
記
す
行
為
な
く
し
て
は
あ

り
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
い
う
見
方

で
対
山
譜
を
眺
め
る
と
、
西
園
流

の
伝
承
の
ひ
と
つ
で
あ
る

棚
瀬
栗
堂
譜

(表
7
の
⑨

か
ら
は
見
え
に
く
か
っ
た
全
曲
構
成
が
、
は

っ
き
り

と
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
前
半
が
ほ
ぼ
西
園
流
通
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

西
園
流
と
の
相
違
は
図
7
の
1
8
行
目
以
降
の
後
半
で
目
立

つ
。
こ
の
部
分
じ

た

い
が
対
山
に
よ
る
改
編

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
理
由
は
、
全
曲
に
お

け
る
同

一
旋
律
段
落

の
配
し
方
に
よ
る
。
対
山
譜

の
後
半
2
1
～
2
3
行
の
段

落
は
、
出
だ

し
を
除
い
て
9
～
1
1
行

と
旋
律
が
異
な
る
が
、
栗
堂
譜
9
7
で

は
ま

っ
た
く
同
旋
律

の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
つ
ま
り
栗
堂
譜
で
は
、
6
～
ー
ユ

行
が
そ

っ
く
り
そ

の
ま
ま
1
8
～
2
3
行
に
反
復
さ
れ
る
。
こ
の
反
復
を
冗
漫

と
感
じ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
、
対
山
は
2
1
～
2
3
行
の
旋
律
を
変
え
、
2
4

～
2
7
行
に
そ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
旋
律
形
態
を
配
し
た
。
対
山
は
ま
た
、
1
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2
～

1
3
行
と
同
旋
律
を
最
後
の
2
8
～

3
0
行
9
8
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

全
体
の
統

一
感
を
高
め
た
。

こ
こ
ま
で
辿
り
つ
い
た
と
き
、
対
山
は
全
曲
が
長
す
ぎ
る
と
思
っ
た
か
ら
か
、

あ
る
い
は
曲
数
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
の
か
、
第
二
の
指
摘
点
で
あ
る

「曲
の
分
離
」
を
お
こ
な

っ
た
。
そ
の
分
離
さ
れ
た
後
半
の
冒
頭
に
ー
～
5
行

を
付
加
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
短
縮
し
た

(第
三
の
指
摘
点
)
。
こ
う
し
て
誕
生
し

た
曲
が

《
虚
空
下
巻
》
あ
る
い
は

《
後
虚
空
》
で
あ
り
、
今
日
の

《
虎
繍
虚
空
》

で
あ
る
。

(3
)
旋
律
の
加
減
に
よ
る
曲
の
整
形

あ
る
ま
と
ま

っ
た
旋
律
の
段
落
を
冒
頭
に
付
加
し
た
り
、
そ
の
段
落
で
の
音

の
か
た
ま
り
を
、
旋
律

の
流
れ
を
損
な
わ
な

い
範
囲
で
省
略
す
る
手
法
を
対
山

の

《
虚
空
下
巻
》
に
お
い
て
見
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
っ
た

「旋
律
の
加
減
」

に
よ

っ
て
同

一
曲
が
枝
分
か
れ
す
る
状
況
を
取
り
上
げ
た
い
。

《
大
和
調
子
》
と
い
う
曲
は
、
現
行

の
明
暗
寺
所
伝
曲

で
あ
る
。
し
か
し
対

山
は
こ
の
曲
を
知
ら
な
い
。
系
譜
的
に
は
、
対
山
門
人
の
宮
川
如
山

の
弟
子
で

あ

っ
た
谷
狂
竹
が
伝
承
し
、
浦
本
漸
潮

(本
名
政
三
郎
。

一
八
九

一
～
一
九
六
五
)、

谷
北
無
竹
ら
に
よ

っ
て
広
め
ら
れ
た
曲
で
あ
る
。
明
暗
寺
に
は
三
十
八
世
小
泉

止
山

(本
名
元
一二
。
一
八
九
四
～
一
九
七
八
)
の
代
に
所
伝
曲
に
加
え
ら
れ
た
9
9
。
そ

わ
た
つ
み

の
他
で
は
、
海
童
道
祖

(本
名
田
中
賢
道
。
一
九
一
一
～

一
九
九
二
)
の
伝
え
た
海
童

道
曲

《
心
月
》
も
、
こ
の
曲
が
原
曲
と
み
ら
れ
る
-
0
0
。
ま
た
、
富
森
虚
山

(本

名
茂
彰
。

一
八
九
九
～
一
九
七
五
)
が
別
伝
と
し
て
伝
え
た

《
献
香
讃
》

も
同
曲

で

あ
る
1
0
1
。

浦
本
漸
潮
は
、

「大
和
調
子
は
筆
者
が
先
年
谷
狂
竹
氏
に
伝
授
を
受
け
た
も

の
で
、
元
来
大
和
国
に
掘
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
大
和
調
子
ま
た

は
大
和
調
の
名
称
を
与
え
た
。
(略
)
大
体
序
、
破
、
急

の
形
式
を
備
え
た
も

の

で
、
曲
と
し
て
も
相
当
の
価
値
が
あ
る
」
(稲
垣

一
九
八
五

…
一
六
三
)
と
書
い
て

い
る
。

こ
れ
は
昭
和
四
年

(
一
九
二
九
)
の
雑
誌

『普
化
道
』
の
記
事
な

の
で
、

「先
年
」
と
は
そ
れ
以
前

に
な
る
。
ま
た
谷
北
無
竹
も
、
楽
譜

(表
7
の
⑦
)
に

「昭
和
八
年
三
月
十
三
日
谷
狂
竹
氏
よ
り
伝
授
。
奈
良
村
田
扇
翁
よ
り
の
直
伝

に
し
て
浦
本
漸
潮

の
命
名
に
係
る
も
の
な
り
。
狂
竹
台
湾
に
移
居
名
残
り
と
し

て
受
伝
」
(稲
垣
ほ
か

一
九
八
一
二

六
七
)
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
奈
良
県
郡
山
に
住
し
た
村
田
扇
翁
と
い
う
人
物
は
盲
人
箏
曲
家

で
、

尺

八
は
幕
末
の
大
坂

で

一
世
を
風
靡
し
た
近
藤
宗
悦

(
一
八
二
一
～
一
八
六
七
)
の
孫

弟
子
に
あ
た
る
。
扇
翁
が
誰
か
ら
習

っ
た
の
か
は
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、

山
上
月
山
に
よ
れ
ば
、
《
大
和
調
子
》
は
も
と

《
陀
羅
尼
》
(大
和
陀
羅
尼
)
と
い

う
曲
ら
し
い
。
村

田
扇
翁
か
ら
習

っ
た

《
陀
羅
尼
》
の
曲
を
十
年
ば
か
り

一
生

懸
命
吹

い
て
扇
翁
に
聞

か
せ
た

と
こ
ろ
、

「そ
ん
な
曲
を
教
え
た
覚

え
が
な

い
」
と
い
わ
れ
、
困

っ
た
狂
竹
が
漸
潮
に
相
談
し
て
、
大
和
地
方
で
掘
り
出
し
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た
曲
だ
か
ら

《
大
和
調
子
》
か

《
大
和
調
》
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た

そ
う
だ

(山
上

一
九
八
六

…
六
1
0
2
)。

漸
潮
が
書
い
て
い
る

「序
破
急

の
形
式
」
と
は
、
低
音
域
に
始
ま
り
、
真
ん

中
に

「高
音
」
を
は
さ
ん
で
、
前
後
に
同

一
旋
律

(図
8
の
X
Y
ま
た
は
Y
)
を
配

し
た
形
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
高
ま

っ
た
と
こ
ろ
の
旋
律
は
、
奥
州
伝
承
の
《
鈴

慕
》
な
ど
に
似
た

「鉢
返
」

の
旋
律
型

で
あ
り
、
確
か
に
小
曲
な
が
ら
よ
く
ま

と
ま

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の

《
大
和
調
子
》
に
は
、
長
短

二
種
類
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

山
上
月
山
に
よ
れ
ば
、
こ
の
短
縮
形
は

「
同
じ
手
が
高
音
を
挟
ん
で
前
後
二
回

繰
り
返
さ
れ
る
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
漸
潮
と
狂
竹

の
合
議
で
編
み
出
さ
れ
た

と
い
う
。
昭
和
十
二
、
三
年
こ
ろ
に
は
漸
潮
は
短
縮
形
を
吹
い
て
い
た
そ
う
だ

(山
上

一
九
八
六

"
六
1
0
3
)。

こ
の
関
係
を
五
線
譜
略
譜

で
示
し
た

の
が
図
8
で
あ
る
。
浦
本
漸
潮
が
こ
の

曲
の
テ
ー

マ
と
指
摘
し
た
の
は
図
8
に

α
と
記
し
た
旋
律
部
分

で

(稲
垣

一
九

八
五

二

六
三
)、

こ
れ
が
や
や
変
形
さ
れ
て
反
復
さ
れ
る
。
短
縮
形
と
は
四
段

目
の
漸
潮
譜
、
お
よ
び
三
段
目
の
西
村
虚
空

(谷
狂
竹
の
弟
子
)
の
伝
承
を
い
う
。

一
見
し
て
明
ら
か
に
、
テ
ー

マ
α
を
省
略
し
た
形

で
あ
る
。
こ
の
省
略
に
よ

っ

て
、
前
半
と
後
半
で
反
復
さ
れ
る
同

一
旋
律

の
長
さ
が
X
Y
か
ら
Y

へ
と
減
り
、

導
入
旋
律
i

Y
、
高
音
旋
律
1
・Y
と
い
う
、

二
部
構
成
と
し

て
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
な
っ
た
。

以
上
が
古
典
本
曲

《
大
和
調
子
》

の
誕
生
と
、
そ
の
後

の
枝
分
か
れ
の
経
緯

で
あ
る
が
、
こ
の
曲
を
原
形
か
、
あ
る
い
は
短
縮
形
か
で
伝
承
し
た
人
々
は
、

互

い
に

「正
統
」
を
譲
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し

こ
れ
も
ま
た
、
《
虚
空
》
を

全
曲

で
演
奏
す
る
か
、
独
立
し
た
後
半
を

《
虎
囎
虚
空
》
と
呼
ぶ
か
な
ど
に
よ

っ
て
そ
の
伝
承
時
期
を
推
定
で
き
た
と
同
じ
よ
う
に
、
省
略

の
有
無
に
よ

っ
て

《
大
和
調
子
》

の
伝
承
経
緯
を
推
理
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
旋
律

の

「加
減
」
は
決
し
て
恣
意
的
に
行
わ
れ
た

の
で
は
な
く
、

つ
ね
に
全
曲
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

8
4
尺
八
の
世
界
で
は
、
伝
承
の
正
統
性
と
歴
史
の
古
さ
を
こ
と
の
ほ
か
重
視
亀
す
る

傾
向
が
あ
る
。
外
曲
隆
盛
の
大
正
末
期
に
、
琴
古
流

(荒
木
家
所
伝
の
)
本
曲
こ
そ
が

尺
八
本
曲
の
本
家

(正
し
い
も
の
)
で
あ
り
、
明
暗
流
本
曲
は
対
山
の
創
作
で
あ
っ
て

古
伝
の
も
の
で
は
な
い
、
と
の
伝
承
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
激
烈
な
論
議
が
展
開
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た

(富
森

一
九
二
六

a
・
b
、

一
九
二
七

a
・
b
、
市
村

一
九
二
六
、

高
橋
龍

一
九
二
七
)
。
し
か
し
杢

草
に
お
い
て
、

「正
統
性
」
云
々
は
論
議
の
対
象
で

は
な
い
。

8
5
神
如
道
の
楽
譜
に
は

《鶴
之
巣
籠

蓮
芳
軒

・
喜
善
軒
所
伝
古
典
本
曲
》

(昭
和

三
十

一
年
作
譜
)
と
あ
り

(表
紙
は

「秘
曲

鶴
之
巣
籠
」
)
、
レ
コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム
曲

目
解
説
に
は

《蓮
芳
軒

・
喜
染
韓

秘
曲

鶴
之
巣
籠
》
と
あ
る

(上
参
郷

一
九
八
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○
別
冊
解
説
書

"
二
二
)
。
神
は
伝
承
し
た
す
べ
て
の
曲
に
寺
軒
名
を
記
し
た
が
、
神

保
が
喜
染
軒
に
い
た
と
の
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、
神
如
道
所
伝
の
神
保
政
之
助
系
《鶴

の
巣
籠
》
と
し
て
、
《
蓮
芳

軒

・
喜
染
軒

は
定
着
し
て
い
る
。

(秘
曲
)
鶴
之
巣
籠
》
の
名
称
で
今
日
で

8
6
越
後
新
発
田
藩
士
の
子
と
し
て
天
保
十
二
年
に
生
ま
れ
、
明
治
十
年
ご
ろ
福
島
に

入
る
。
小
菊
派
の
虚
無
僧
寺
、
小
菊
山
蓮
芳
軒
に
約
四
年
間
逗
留
。
明
治
二
十
年
代
か

ら
三
十
年
代
の
約
二
十
年
間
だ
け
で
も
七
十
名
に
の
ぼ
る
門
人
を
擁
し
た
が
、
家
庭
的

に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
ず
晩
年
は
不
遇
だ
っ
た
。

8
7

岡
本
竹
外

の
譜

に
よ
れ
ば
曲
名
は

《奥
州
三
谷
》

で
、

「別

称
三
谷
巣
籠
、
又
神

保

三
谷
と
も
云
ふ

神
保
政
之
助

の
作
曲
と
伝
承
す
」

(岡
本

一
九

八
四
b

"
四

三
)
と
あ
る
。

§

神
如
道
自
身
に
よ
る
伝
承
系
譜

(上
参
郷
ほ
か

一
九
八
○

　
五
二
)
で
は
、
蓮

芳
軒

(福
島
市
)
、
喜
染
軒

(あ
る
い
は
喜
善
軒
。
福
島
県
相
馬
市
)
の
神
保
政
之
助

か
ら
、
引
地
古
山
お
よ
び
ほ
か
数
各
を
経
て
神
如
道
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
系
譜
が

記
さ
れ
て
い
る
。

8
9
神
保
政
之
助

の
弟
子
の
長
嶋
豊
三
郎
は
、
ま
だ
無
理
と
い
わ
れ
て
A
系
を
教
え
て

も
ら
え
ず
、
短
い
方
の
B
系
を
伝
承
し
た
と
い
う

(藤
田
定

一
九
七
六

"
一
一
)
。

こ
の
例
と
同
じ
こ
と
が
、
神
保
政
之
助
の
他
の
門
人
の
教
授
に
お
い
て
も
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

9
0
神
保
の
出
身
地
で
あ
る
越
後
の
秀
峰
山
明
暗
寺
に
は

《
鈴
法

　

《鶴
巣
籠
》
《清
掻
》
が
あ

っ
た
と
い
う

(高
橋
空

一
九
七
九

…
(鈴
慕
)
》
《
サ
ン
ヤ
》

一
五
四
)
。

に
ゅ
う
い

9
1
乳
井
建
道
に
よ
れ
ば
、
「南
部
藩
も
藩
主
に
竹
の
好
き
な
方
が
あ
っ
た
の
で
、
本
曲

が
流
行
し
た
。
維
新
前
、
小
山
武
助
と
云
ふ
人
が
藩
主
に
指
南
さ
れ
、
其
の
門
人
に
櫻

マ
マ

田
要
助
と
云
ふ
人
が
出
て
い
る
。
(略
)
櫻
田
要
助
は
、
巣
籠
の
名
人
で
、
神
保
正
之

助
よ
り
も
先
輩
で
あ
る
。
(略
)
神
保
三
谷
巣
籠
は
玉
音
は
も
と
よ
り
巣
籠
の
曲
節
等

も
大
方
は
櫻
田
要
助
の
手
法
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
」
(乳
井

一
九

三
四

"
四
〇
)
そ
う
だ

(傍
点
筆
者
)
。
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
月
漢

二

九
八

O
b
二

二
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。

9
2

筆
者
が
指
摘
し
た

こ
の
こ
と
は
、

九
八
○
…
二
三
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『神
如
道
の
尺
八
』
の
曲
目
解
説

(上
参
郷

一

9
3

引
地
古
山
に

よ
る

《
三
谷
巣
籠
》

(俗
に
神
保
三
谷
ト
モ
称

ス
)
の
曲
目
解
説

で

は
次

の
よ
う
な
構

成
に
な

っ
て
お
り

(藤
田
定

一
九
七
六

…
八
～
九
)
、
神
如
道

の

も

の
と
は
若
干
異
な
る
。
古
山
の
全
曲
譜
に

つ
い
て
は
、
岡
本
竹
外
作
譜
の

余
奥
州
三

谷
》

(岡
本

一
九
八
四
b

"
四
三
～
五

一
)
を
参
照
。

一
、
竹
調

(営
巣
地
を
求
め
て
山
地
渓
谷
を
飛
翔
す
る
様
子
)

二
、
中
手
結
ビ

(営
巣
進
備

)

三
、
高
音
結
ビ

(営
巣
中
の
雌
雄
の
鶴
の
状
況
)

四
、
三
十
六
ユ
ス
リ
ノ
結
ビ

(営
巣
を
終
え
、
交
配
、
産
卵
、
艀
化
ま
で
の
情
緒
)

五
、
巣
籠
リ

(子
の
幸
を
祈
る
親
心
の
表
現
)

六
、
鉢
返
シ

(親
鶴
が
子
に
餌
を
与
え
る
情
景
を
擬
音
で
表
現
)

七
、
重
ネ
高
音

(子
の
た
め
に
餌
を
と
る
親
、
育
児
の
忙
し
さ
と
心
遣
い
の
表
現
)

八
、
重
ネ
鉢
返

シ

(発
育
し
た
子
と
と
も
に
生
活
す
る
あ
り
さ
ま
)

九
、
大
結
ビ

(天
地
万
有

の
思
へ
の
感
謝
と
親
子
の
哀
別
の
状
況
)

(括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
内
容
の
要
約
)

な
お
、
引
地
の
門
人
、
西
岡
虚
雲

の

《
神
保
三
谷
》

(奥
州
鈴
慕
ト
モ
)
譜
に
は
、

一
、
竹
調
、
二
、

中
手
調
、
三
、
高
音
、
四
、
三
十
六

ユ
リ

(十
八
ガ
ブ
)
、
五
、
重

ネ
高
音
、
六
、
鉢
返
し
、
七
、
巣
籠
、
八
、
大
結
び
鉢
返
し

(巣
籠
リ
ヲ
省
ク
ト
キ

ハ

前
出
鉢
返
シ
ヲ
用
ヒ
ズ
大
結
ヲ
用
ユ
)
と
あ
り
、
引
地
と
は
若
干
順
序
が
異
な
る
が
内

容
は
同
じ
、
と
藤

田
は
報
告
し
て
い
る

(同

　
九
)
。

9
4

岡
本
竹
外
は
神
如
道
の

《鶴
の
巣
籠
》
を

「引
地
古
山
伝
の
神
保
政
之
輔

『奥
州

三
谷
』
を
適
宜
短
縮
し

て
、
そ
の
神
髄
を
編
曲
さ
れ
た
も

の
」

(岡
本

一
九
八
四
b

"

三
八
)
と
し
て
い
る
。

9
5

琴
古

流
で
は

、
『
尺
八
伝
書
』

(表

3
⑥
)
、

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』

(同

112



⑦
)
ほ
か
で
、
大
き
な
段
落

の
反
復
場
所
を
示
し
た
り
、

交
替
を
示
す
と
き
に
、
▲
、
図
な
ど
の
印
を
用
い
た
。

《
鹿
の
遠
音
》
で
の
奏
者
の

9
6
徳
丸
吉
彦
に
よ
れ
ば
、
日
本
音
楽
に
お
い
て

「記
さ
れ
る
」

の
は
、
三
味
線
音
楽

で
は
ま
ず
詞
章

で
あ

る

(徳
丸

一
九
八
四

"

一
五

一
)
。
そ
し

て
、
三
味
線
に
比
べ

て
声
の
パ
ー
ト
の
記
譜
法
は
精
度
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
味
線
音
楽
と
し
て
の

安
定
し
た
伝
承
を
確
保
し
て
い
る
の
は
、
第

一
に

「言
葉
の
規
定
力
」

(同

"
一
五
四
)

に
よ

っ
て
い
る
。
徳
丸
は
口
頭
伝
承
を
助
け
る
四
つ
の
要
因
と
し

て
、

こ
の

「言
葉

の

規
定
力
」
の
ほ
か
、

「口
三
味
線

(ソ
ル

ミ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
)
」

「楽

器
に
対
す
る
指

の
運

動
」

「音
楽
的
パ
タ
ー
ン
」
を
あ
げ

て
お
り
、
あ
と
の
三
点
は
古
典
本
曲

に
も
十
分
あ

て
は
ま
る
。
し
か
し
、
古
典
本
曲
に
は
規
定
力
を
も

つ
べ
き
言
葉

が
な
い
た
め
、
三
味

線
音
楽
や
箏
曲
に
く
ら
べ
て
、
安
定
し
た
伝
承
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
。

1
0
2

こ
れ
と
同
じ
話

を
筆
者
も
、
山
上
月
山
か
ら
聞
い
て
い
る

六
日
、
尺
八
の
伝
承

に
関
す
る
調
査

の
録
音
)
。

1
0
3

前
注

に

同
じ

。

(
一
九
八
四
年
八
月

9
7
対
山
が
兼
友
西
園
か
ら
習

っ
た
の
が
、
棚
瀬
栗
堂
写
譜
に
お
け
る
こ
の
形
と
同
じ

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
は
栗
堂
譜
を
西
園
流
本
曲
の
古
譜
と
認

め
て
の
考
察
で
あ
る
。

9
8

3
0
行
目
の

「
ロ
ロ
ー
o
ロ
」
は
後
に
、
1
3
行
目
最
後
と

お
な
じ

「ロ
ロ
ー
」

に
改
め
ら
れ
た
の
で
同
旋
律
。
な
お
、
棚
瀬
栗
堂
譜
で
は
、
全
曲
末
尾
の
三
句
の
旋
律

が
異
な
る
。

第四章 第二節 楽曲生成のしくみ

9
9
小
泉
止
山
は
短
縮
さ
れ
な
い
形
を
伝
承
し
た
の
で
、
明
暗
寺
の
現
行
曲
は
短
縮
形

で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
小
泉
止
山
か
ら
皆
伝
を
受
け
た
酒
井
松
道

(竹
保
流
三
代
目
宗

家
。

一
九
四
〇
～
)
所
持
の
止
山
譜
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

1
0
0
海
童
道
祖
の
門
人
、
横
山
勝
也

(大
和
調
子
)
》
と
書
か
れ
て
い
る
。

(
一
九
三
四
～
)

の
教
授

用
楽
譜
に
は
、
《心
月

1
0
1
富
森
虚
山
宅
で
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
際

(
一
九
六
八
年
十
月
二
十
七
日
)
に
、

富
森
が
演
奏
し
た
録
音
テ
ー
プ
か
ら
の
筆
者
に
よ
る
五
線
譜
採
譜
と
、
そ
の
分
析
に
基

づ
く
。
富
森
に
よ
れ
ば
、
献
香
の
間
中
、
後
半
部
分
を
何
回
も
繰
り
返
し
演
奏
す
る
と

い
う
。
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2富 森虚山伝承 《献香讃》:富 森虚山演奏からの簡略採譜。

3谷 狂竹伝承 《大和調子》:西 村虚空演奏(LPレ コー ドTH7010「 普化宗本曲 虚鐸」東京:東 芝音楽工業)か

らの簡略採譜。
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第

五
章

楽

曲

の
構

成

(ど
う
い
う
形
を
な
す
か
)

前
章
で
は
、
人
か
ら
人

へ
と
伝
え
ら
れ

て
き
た
無
名

の
古
典
本
曲

に
も
、

あ
る
特
定

の
楽
曲
の
生
成
に
積
極
的
に
関
わ

っ
た
人
物
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
人
た
ち
は
、
か
な
り
明
確
な
音
楽
的
意
図
を
も

っ
て
旋
律

の
改
編
を

お
こ
な

っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
既
存

の
楽
曲
か
ら
別
の
楽
曲
を
生
み
だ

す

「し
く
み
」
と
し

て
、
曲
の
結
合
、
あ
る
い
は
分
離
と

い
っ
た
大
き
な
単
位

で
の
改
編
と
と
も
に
、
無
数
と
い

っ
て
も
い
い
ほ
ど
多
く

の
例
を
み
る
、
よ
り

小
さ
な
単
位
で
の
旋
律
の
加
減
の
例
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
は
、

一
曲
と
し
て
の

ま
と
ま
り

の
よ
さ
と
い
っ
た
、
全
曲
構
成
を
み
す

え
た
立
場
か
ら
曲
を
生
み
だ

し
た
例
で
あ
る
。

「ど

の
よ
う
に
し
て
曲
は
で
き
あ
が
る
か
」
を
考
察
し
た
前
章
に
お
い
て
、

す

で
に
暗
示
さ
れ
た
こ
の

「楽
曲
構
成
」
の
問
題
を
杢

早
で
は
と
り
あ
げ

る
。

第

一
節

旋
律
の
最
小
単
位

「音
句
」

古
典
本
曲
に
は
、

一
息

で
演
奏
す

る
旋
律

の
最

小
単
位

が
あ
る
。
第
三
章

第

二
節

の
図
6

(琴
古
流

《秋
田
菅
垣
》
譜
の
冒
頭

一
部
)
や
、
第

四
章
第
二
節
の
図

7

(樋
口
対
山
自
筆
譜
)
に
お

い
て
、
○
や
●
で
示
さ
れ
た
譜
字

の
区
切
り

(息
継

ぎ
の
記
号
)
が

こ
の
単
位
を
意
味
す

る
。

一
七
九
七
年

の
池
田

一
枝

の

『
尺
八

唱
歌
譜
』
に

「○
是
ノ
・
イ
キ

ヲ
ツ
グ
所
之
印
也
」
と
あ

っ
た
よ
う
に

(第
三
章

第
二
節

(2
))
、
尺
八
の
記
譜
法
に
お
け
る
こ
の
伝
統
は
ふ
る
い
1
0
4
。

一
息

の
旋
律
単
位
を
い
い
あ
ら
わ
す
各
流
共
通
の
伝
統
用
語
は
な

い
が
、

特
に
明
暗
系
で
は

「
一
音

-
0
5
」

二

呼

一
音

1
0
6
」

「
一
息
音
1
0
7
」
な
ど

と

呼
ば
れ
て
き
た
。

こ
の

コ

音
」
は

「
一
つ
の
音
」
の
意
味

で
は
な
く
、

二

息
で
奏
す
る
音
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
樋
口
対
山
は
、
木
版

刷
り

の

「明
治

二
十
三
年
八
月
」
譜

で
、

一
息
か
、
あ
る
い
は

一
息
音
を
い
く

つ
か
連
結
し
た
旋
律

の
単
位
を
あ
ら
わ
す

語
と
し
て

「句
」
を
用
い
た

(図
9
)
。
こ
の

「句
」
は
、

一
息
音
で
あ
る
場
合

(図
9
の
六
句
、
七
句
)
か
ら
数
息
音

の
場
合

(図
9
の
二
句
)
ま

で
の
幅
が
あ
り
、

物
理
的
客
観
的
区
切
り
と
い
う
よ
り
は
、
か
な
り
音
楽
的
な
ま
と
ま
り
単
位

の

意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
対
山
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

「
一
息
」
に

対
応
す
る
語
に
は

「息
」
を
使

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
対
山

の

「句

」
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ま
ず
最

小
単
位

と
し
て
の

一
息
音
を
あ
ら
わ
す
の
に

「音
句
」
と
い
う
用
語
を
使
う

こ
と
に
す

る
。
文
字
は
似
て
い
る
が
、
対
山

の

「句
」
と
同
じ
意
味
で
は
な
い
。
そ
し

て
、

い
く
つ
か

の

「音
句
」

の
連
続

で
形
成
さ
れ
る
よ
り
大
き
な
旋
律
単
位
に
は
、

「楽
句
」
と
い
う
用
語
を
使
う
ー
0
8
。

つ
ま
り
、
対
山

の

「句
」
を
、

「
音
句
」
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第五章 第一節 旋律の最小単位 「音句」

と

「楽
句
」
と
い
う
、
大
小
の
単
位
に
わ
け
て
考
察
す
る
。

音
句
の
区
切
り
は
○
に
よ

っ
て
だ
け

で
な
く
、
以
下

の
記
号

で
示
さ
れ
る
。

一
般
に
は
○
が
用
い
ら
れ
る
が
、
や
や
短

い
息
継
ぎ

に
は
●
や

「、
」
、
あ
る
い

は
段
落
区
切
り

の
意
味
を
兼
ね
た

△
国
印
で
も
示
さ
れ
る
。
ま
た
図
7
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
譜
字
と
譜
字
の
間
隔
を
少
し
開
け
て
記
述
さ
れ
た
と
き
は
、

必
ず
し
も
息
継
ぎ
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
と
ま
り
を
示
す
目
的
と
考
え
、

音
句

の
区
切
り
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た

「音
句
」
が
歴
史
的

に
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
ら

れ

て
き
た
か
を
考
え
る
た
め
に
、
第

一
の
例
と
し
て
、
樋

口
対
山
の
明
治
二
十

三
年
八
月

「嘘
鈴
曲
譜
」
(図
9
)
を
取
り
あ
げ

る
。

(
1
)
対
山

「
嘘
鈴
曲
譜
」

「嘘
空
曲
譜
」

の
句

ま
ず
始

め
に

「
ロ

一
越
、

ツ
平
調
、
レ
双
調
、

ハ
盤
渉
」
と
あ
り
、

つ
ぎ

に
こ
れ
ら

の
音
に
対
応
す
る
指
遣

い
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ツ
を
平
調

(ホ
音
)

と
す
る
の
は
、
第
三
章

で
あ

つ
か

っ
た

『
尺
八
筆
記
』
(
一
八

一
三
年
)
と
同
じ

で
1
0
9
、
現
行

の
認
識
で
あ
る
勝
絶

(
へ
音
)
で
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ウ
の

指
遣

い
も
現
行

の
琴
古
流

で
は
な
く
、
古
譜
に
等
し

い

(第
三
章
表
5
)
。

つ
ぎ

の
ハ
が
盤
渉

(ロ
音
)
と
あ
る
の
は
不
可
解

で
、

こ
の
指
遣

い
は
神
仙

(ハ
音
)

に
な
る
は
ず

で
あ
る
。
第
四
章
第

一
節

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
肩
書
き
な
し

の

「対
山
」
名
と
肩
書
き
を

「訳
教
鈴
木
対
山
」
と
し
た
譜

で
は
、

ハ
は
神
仙

(た
だ
し
後
者
の
指
遣
い
は
●
O
O
O
O
)
と
し
て
お
り
、
し
か
も

「対
山
」
名
と
図

9
と
は
同
じ
指
遣

い
で
違
う
音
律
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
純
な
誤
り

で

は
な
く
対
山
に
迷
い
が
あ
っ
た
も

の
と
解
釈

で
き
る
ー
1
。
。

つ
づ

い
て

「嘘
鈴
曲
譜
」
と
あ
る
下
に
小
さ
く

「○
息
継
印
」
、

「息
三
十

五
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
丸
に

一
な
ど

の
数
字

(以
下
本
文
中
で
は
ω
と
記
す
)
は

演
奏
順
序
を
あ
ら
わ
し
、
譜
字

の
下
に

の
び
た
直
線
が
延
長
の
度
合
い
を
示
し

て
い
る
。

曲
譜
に
入
る
と
、
ω
は

「
ツ
レ
ウ
」
と

「
ハ
ハ
」
と
い
う

二
つ
の
音
句
に

よ
る
第

二

句
」
で
、
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
。
二
行
目
②
は
第

「
二
句
」
で
、

「
ハ
ハ
ハ
」
「
イ

、
＼
＼
」

「
ハ
、
、
、
」

「
イ
」

の
四
つ
の
音
句
か
ら
な

る
。

㈹
ゆ
は
第

二

句
」
と
第

「
二
句
」
を
そ
れ
ぞ
れ

一
回
演
奏
す
る
。
⑤
は

「
ツ

レ
ウ
」
と

「レ
レ
」

に
よ
る
第

「
三
句
」
で
、

こ
れ
を
三
回
反
復
し
、
㈲
の
第

「
四
句
」

「
ツ
ロ
ロ
」
を
三
回
反
復
し
た
の
ち
働

の
第

「
五
句
」

「
ロ
、
＼
、
」

で
し
め
く
く
る
。
⑧
以
降
は
既
出

の
句
を

一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
の
乙
音
域
で
、
指

定
の
順
序

で
指
定
回
数
繰
り
返
す
。
こ
こ
ま

で
を

一
帖
と
し
、
神
仏
法
祭
、
、
-

で
は
こ
れ
を
三
帖
吹
き
返
す
と
い
う
。

対
山
の

「
息
三
十
五
」
と

い
う

の
は

一
息
音
、

つ
ま
り
音
句
が
三
十
五

の

こ
と
と
判
断
で
き
る
が
、

こ
こ
に
書
か
れ
た
通
り
に
単
純
計
算
す
る
と

一
帖
は

三
十
五
息

で
は
な
く
六
十
四
息
に
な
る
。
恐
ら
く
、

反
復
時
に
息
継
ぎ
箇
所
が

ρ、:
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減

る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
見
る
た
め
に
、
図
9
の
下
に
五
線
譜
比
較
略

譜
を
示
し
た
。

こ
こ
で
、
五
線
譜
化

の
さ

い
に
採
用
し
た
音
高
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。

ツ
は
平
調
と
あ
る
が

こ
れ
は
自
然
発
音
時
に
近
い
音

の
こ
と
で
、
実
際
に
演
奏

す
る
音
が
勝
絶
か
、
平
調
か
、
断
金
か
は
ヵ
ツ
ま
た
は
ツ
カ

(
つ
の
か
り
)、

ツ
、

メ
ツ
ま
た
は
ツ
メ

(つ
の
め
り
)
と
区
別
し
て
記
す

の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
章

の
表

7
で
あ

つ
か

っ
た
ど
の
譜
を
見
て
も
、
図
9
と
同
様
、
ツ
に
対
す

る

指
示
は
な
い
。

と

こ
ろ
が
現
行

の

「明
暗
導
主

会
譜
」
(小
林
紫
山
譜
)
に
は

「
ツ
レ
ウ
」

の

ツ
に

「
ツ
カ
」
と
あ
り
実
際
に

へ
音

で
演
奏
す
る
の
で
、
こ
の
ツ
は
勝
絶

(
へ
音
)

と
な
る
。
も
う

一
つ
の

「
ツ
ロ
ロ
」
は
、

「
明
暗
導
主
会
譜
」

に
も
何
も
記
さ

れ

て
い
な
い
。
何
も
記
さ
な

い
場
合
は
す

こ
し
メ

ッ
た
中
メ
リ
音

(平
調
)
で

奏
す
る
伝
統
が
あ
る
ー
-
2
の
で
、

こ
の
ツ
は
平
調

(ホ
音
)
で
記
す
。
ま
た
、

ハ

は
盤
渉

(ロ
音
)
で
は
な
く
常
識
的
に
神
仙

(ハ
音
)
と
す
る
。
そ
し
て
縦
実
線

は
、
息
継
ぎ

に
よ
る
区
切
り
を
示
す

(洋
楽
五
線
記
譜
法
に
お
け
る
小
節
線
の
意
味
で

は
な
い
)
。

な
お
、
比
較
譜

の
最
上

段
に
示
し
た

a
が
樋

口
対
山

「嘘
鈴
曲
譜
」

の
五

線
譜
訳
譜

で
、
以
下
、
b
は
小
泉
止
山
の
演
奏
1
1
3
お
よ
び
止
山
譜
か
ら

の
五

線
譜
化
、

c
は
棚
瀬
栗
堂
譜

(表
7
の
⑨
)
の
訳
譜
、
d
は
琴
古
流
本
曲

《
盤
渉

調
》
1
1
4
の
三
浦
琴
童
譜

(表
3
の
⑩
)
か
ら
の
訳
譜
で
あ
る
。

こ
の
比
較
譜
か
ら
、
伝
承
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
興
味
深
い
問
題
が
浮

か
び
あ
が
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
章

で
と
り
あ
げ

る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
音
句

の
あ
り
方

の
考
察
に
焦
点
を
し
ぼ
る
。
そ
の
要
点
は

「息
継
ぎ
箇
所
」

の
問
題

と
、
対
山
の

「句

の
と
ら
え
方
」

の
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
息
継
ぎ
箇
所
に
つ
い
て
、
b
小
泉
止
山
の
点
線
で
示
し
た
開
始
部
分
、

「
一
句
」

に
注
目
し

よ
う
。
対
山
が

「ツ
レ
ウ
」
を

一
息
で
記
し
た
も
の
を
、

止
山
は

一
回
目

「
ツ
」

「
レ
」

「ウ
」
、

二
回
目

「
ツ
」

「レ
ウ
」
、
三
回
目

「
ツ

レ
ウ
」
と

い
う
切
り
方

で
演
奏
し

て
い
る

(止
山
譜
も
同
じ
)
。

「三
句
」

の

「
ツ

レ
ウ
」
も
同
様

で
、

三
つ
の
音
か
ら
な
る
音
句
を
最
初
は
三
息
に
分
割
し
、
反

復
を
重
ね
る
ご
と
に
息
継
ぎ
を
減
ら
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に

「
二
句
」
は
、

二
度
目
、

三
度

目
の
出
現

に
お

い
て
対
山

の
三
息
が

一
息
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第

一
句
は
分
割
、
第
二
句
は
連
結
と

い
う
逆

の
方
法
に
よ
る
が
、
同

一
旋
律
が

二
度
、

三
度
と
あ
ら
わ
れ
る
と
き
、

後
に
な
る
ほ
ど
息
継
ぎ

を
減
ら
し
て
テ
ン
ポ
を
速
め
る
こ
と
に
お
い
て
、
結
果

は
同
じ
で
あ
る
。
反
復
旋
律
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
音
句
の
連
結
手
法
は
、
古

典
本
曲
全
般
で
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
毎

回
同
じ
息
継
ぎ

方
法

で
反

復
す
る
方
が
稀

で
あ

る
1
1
5
。
お
そ
ら
く
対
山
自
身
も
、
譜
に
は
な
い
が
息
継

ぎ

の
変
化
を

つ
け
て
反
復
し
た

の
で
あ
ろ
う

(そ
う
で
な
け
れ
ば
三
+
五
息
に
は
な
ら

な
い
)。「一

句
」
と

「
二
句
」

の
例
は
、
「ど
こ
で
切
る
か
、
ど

こ
ま
で
続
け
る
か
」
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第五章 第一節 旋律の最小単位 「音句」

に
よ

っ
て
、
音
句
の
実
態
が
変
わ

る
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
こ
の
変
化
は

楽
譜
に
書
き
記
す
時
点
で
も
、
実
際
に
演
奏
す
る
時
点

で
も
お
こ
る
。
例
え
ば
、

二

句
」
に
対
応
す
る
d
三
浦
琴
童

の
譜
を
見

る
と
、
楽
譜
で
は

「
ツ
レ
メ
チ

ヒ
」
を

一
息
と
し

て
い
る
が

(こ
の
こ
と
自
体
、
書
記
性
の
段
階
で
対
山
の
二
息
と
は
異

な
る
)
、
実
際

の
演

奏

で
は

「
ツ
レ
」

で
息
継
ぎ

が
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
の
よ

う
に
古
典
本
曲

の
最

小
単
位

で
あ
る
音
句
は
、
書
記
性
に
お
い
て
も

口
頭
性
に

お
い
て
も
決
し
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

つ
ぎ

に
、
対
山
が

句
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
た
か
を
考
察
す

る
が
、

そ
の
説
明
の
た
め
に
、

こ
こ
で
古
典
本
曲
の
音
組
織
に
多
少
と
も
触
れ

て
お
く

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
音
組
織

の
説
明
に
際
し
て
は
、
西
洋
音
楽

の
音
階
名
で

あ
る
ド
レ
ミ
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

古
典
本
曲

の
音
組
織
は
、
完
全

四
度

の
間
隔
に
置
か
れ
た

二
つ
の
核
音
が

形
成
す
る
枠
組
み

(以
下

「核
音
枠
」
と
よ
ぶ
)
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
。

こ

れ
ら
の
核
音
枠
は
、
内
部
に

一
つ
の
中
間
音
を
持

つ
の
が
普
通
で
あ

る
。
ま
た

核
音
枠
は
、

一
つ
の
音
を
共
有
し

て
二
つ
の
核
音
枠
が
結
び

つ
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
る

(こ
れ
を
小
泉
文
夫
は
コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
ト
と
よ
ん
だ
ーユ
、)
。
ま
た
、

一
つ
の
音

を
共
有
せ
ず
に
、
長

二
度
離
れ
た
二
つ
の
音

に
よ

っ
て
二
つ
の
核
音
枠
が
結
び

つ
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る

(こ
れ
を
小
泉
は
デ
ィ
ス
ジ
ャ
ン
ク
ト
と
よ
ん
だ
)
。

い
ま

そ

の
核
音
枠
を
、
両
端

の
核
音

の
音
階
名

に
よ

っ
て
表
示
す

る
と
す

れ
ば
、

一
尺
八
寸
管

(約
五
四
、
五
悼チ
)
の
尺
八
に
よ
る
古
典
本
曲

の
核
音
枠

の

組
み
合
わ
せ
は
、

一
般
に
、

「
レ
ー
ソ
」
と

「
ソ
ー
ド
」
が
中
心
と
な

っ
て
い

る
。
ま
た
、
音
域
を
越
え
て
同
じ
核
音
枠

の
組
み
合
わ
せ
が
反
復
さ
れ
る
場

合

が
あ
る
が
、
異
な
る
音
域
に
お
い
て
は
別
種

の
核
音
枠
が
組
み
合
わ
さ
れ
る

こ

と
も
あ
る
。

古
典
本
曲

の
多

く

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
お

い
て
は
、

「
レ
ー

ソ
」
.
「
ソ
ー

ド
」
が
根
幹
を
な
し

て
い
る
の
に
対
し
、
雲
井
調
子
や
曙
調
子
と
よ
ば
れ
る
も

の
に
お

い
て
は
、

「ド
ー
フ
ァ
」
や

「
ラ
ー
レ
」
の
核
音
枠
が
出
現
す
る
。

こ

の
こ
と
は

「レ
ー
ソ
」
・
「
ソ
ー
ド
」
の
核
音
枠

の
使
用
が
、
本
曲
に
と

っ
て
基

本
的

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
。
『
琴
古
手
帳
』

の

「
当
流
尺
八

曲
目
」
(表
3
の
②
)
に

「本
調
子
調
」
、

「曙
調
」
、

「雲
井
調
」
と

い
う
三
調
子

に
よ
る

「し
ら

べ
」

の
曲
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

「本
調
子
調
」
が

「
レ

ー
ソ
」
・
「
ソ
ー
ド
」

の
核
音
枠
に
よ
る
旋
律
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後

の

伝
承
に
、

「本
調
子
」
と
い
う
呼
び
名
が
定
着
し
て
い
な
い
の
で
、
本
論

で
は

こ
の

「
レ
ー

ソ
」
・
「
ソ
ー
ド
」
を

「基
本
的
核
音
構
造
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
古
典
本
曲

の
核
音
構
造
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
柴

田
南
雄
が
提
唱

し
た

「構
造
模
式
図

(通
称

「骸
骨
図
」)
」
(柴
田

一
九
七
八

"
八
～
九
二
)
を
使

用

す
る
の
が
有
効

で
あ

る
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
古
典
本
曲

の
音
高
関
係
を
図

形
的
に
表
示
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
尺
八
譜

で
は
図
式
化

で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
第

二
は
、
五
線
譜
は
も
と
も
と
図
形
表
示
で
は
あ
る
が
、
調
性
音
楽
を
前

提
と
し
た
五
線
譜
と
、
尺
八
音
高
間
と
の
隔
た
り
を
な
く
す
た
め
で
あ
る
。

そ
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し
て
第
三
は
、
こ
の
構
造
模
式
図
を
使
用
し
た
他
の
日
本
音
楽

の
ジ

ャ
ン
ル
に

お
け
る
研
究
成
果
-
1
7
と
対
照
さ

せ
る
こ
と
で
、
古
典
本
曲

の
音
高
構
造
の
特

質
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が

で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

こ

こ
で
新
た
な
図
形
表
示
を
提
示
せ
ず

に
、
柴
田
の
構
造
模
式
図
を
使
う
。

図
1
0
に
示
し
た

「古
典
本
曲

の
核
音
構
造
」
は
、
す

で
に
説
明
し
た
基

本
的
核
音
構
造
や
、
雲
井
調
子
、
曙
調
子

の
核
音
構
造
が

一
目
で
把
握

で
き
る

よ
う
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
段
囲
み
の
中
に
、
図
形
表
示
の
凡
例
が
示
さ

れ
て
い
る
。
核
音
を
二
重
丸
、
非
核
音
を
小
さ
い

一
重
丸
で
表
示
し
、

二
重
線

で
結
ば
れ
た
水
平
に
並
ぶ

二
つ
の
核
音
が
、
完
全

四
度

の
核
音
枠
を
示
す
。
ま

た
、
あ

る
核
音

と
長

二
度
、

あ
る
い
は
短

二
度
の
関
係

に
あ
る
非
核
音

(テ
ト

ラ
コ
ル
ド
の
中
間
音
)
は
、
斜
め
右
上
、
ま
た
は
左
下
に
示
し
、
そ

の
角
度
と
線

の
太
さ

で
音
程
種
、

ひ
い
て
は

テ
ト

ラ
コ
ル
ド
種

(短
二
度
が

「都
節
の
テ
ト
ラ
コ

ル
ド
」、
長
二
度
が

「律
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
」)
が
区
別
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
図
1
0
中
、
図

9
d
に
示
し
た
琴
古
流
本
曲

《
盤
渉
調
》
(三
浦
琴
童
譜
)

の
第
四
句
、
五
句
に
あ
た
る
箇
所
は
、
ド
ー
フ
ァ
の
核
音
枠

(雲
井
調
子
)
が

一

時
的
に
出
現
す
る
例
、
と
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る

(図
1
0
の
⑥
〉。

さ
て
、
話
し
を
対
山

の

「
句

の
と
ら
え
方
」
に
戻
す

と
、
対
山

の

「句
」

は
第

一
句
が
ソ
ー
ド
、
第

二
句
が
ド
ー
レ
、
第
三
句
が
ソ
、
第
四
句
が
レ
、
第

五
句
が
レ
の
核
音
枠
な
い
し
は
核
音
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第

一

句
と
二
句
が
さ
ら
に

一
段
大
き

い
ま
と
ま
り

(筆
者
の
い
う
楽
句
)
に
な
る
、
と

対
山
が
認
識
し
た
様
子
は
、
㈹
凶

で
こ
れ
を

一
回
ず

つ
反
復
し
た

こ
と

(対
山

の
出
処
で
あ
る
西
園
流

c
に
は
な
い
)
か
ら
読

み
と
れ
る
。
第
四
句
と
五
句

の
連

結

例
は
な
い
が
、
五
句
は
三
度
目
の

「
ツ
ロ
ロ
」
の
ロ
を
反
復
し
て
終
止
感
を
高

め
る
働
き
な
の
で
、
音
楽
的
に
四
句
、
五
句
は
ひ
と
ま
と
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
少
は

一
つ
の
音

で
構
成
さ
れ

る
も

の
か
ら
数
息
が
連

結

さ
れ
た
規
模
ま
で
、
対
山
の

「句
」

に
は
い
く

つ
も
の
段
階
が
あ
り
、

「句
」

と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
息
数
や
音
数
に
か
か
わ
り
な
く
、
核
音
構
造
と
密
接
に

関
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の

「句
」
に
お
け
る
音
句
の
連
結

状
態
を
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
第
二
の
例
、

「嘘
空
曲
譜
」
(図
1
1
)

を
提
示
す
る

(こ
こ
に
記
さ
れ
た
部
分
が
、
第
四
章
第
二
節

(2
)
で
示
し
た

《虚
空
下
巻
》

の
冒
頭
に
、
省
略
さ
れ
な
い
形
で
付
加
さ
れ
た
旋
律
段
落
で
あ
る
)。

分
析
に
入
る
前
に
、
ふ
た
た
び

五
線
譜
化

に
お
け

る
音
高

の
採
り
方
を
説

明
し
よ
う
。

「嘘
空
曲
譜
」
で
新
た
に
問
題
と
な
る

の
が

「
チ
黄
鐘
」

で
あ

る
。

チ
は

自
然
発
音
状
態

で
ほ
ぼ
黄
鐘

(イ
音
)
と
な

る
が
、

小
林
紫
山
が
述

べ
た
よ
う

に

(小
林

一
九
一=

"
二
一
)、
特
に
記
さ
れ
な
く

て
も
チ
は
メ
リ
吹
き
な
の
で
、

し

っ
か
り
メ
レ
ば
掩
鐘

(変
イ
音
)
の
は
ず

で
あ

る
。
し
か
し
実
際
は
、

ツ
を

軽
く
メ

ッ
て
平
調
を
得
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
メ
ラ
な
い
と
チ
の
メ
リ
は
滝

鐘

(変
イ
音
)
に
な
ら
な
い
た
め
、
人
に
よ

っ
て
は
髭
鐘

と
黄
鐘

の
中
間
位

の

微
妙
な
音
に
な
る
場
合
も
あ
る

(総
体
に
明
暗
の
メ
リ
は
深
く
な
い
)。
た
だ
、

こ
こ
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で
は
、
個

々
の
演
奏
の
微
細
な
相
違
を
記
述
す

る
よ
り
も
、
規
範
的
な
音
と
い

う
意
味

で
、
見
鐘

(変
イ
音
)
で
記
す
1
1
8

(ち
な
み
に
琴
古
流
ほ
か
で
は
合
奏
の
経
験

か
ら
チ
の
メ
リ
は
問
題
な
く
変
イ
音
で
あ
る
)。
そ
れ
に
連
動

し
て
ウ
は
、

「嘘
鈴
曲

譜
」
で
は
苑
鐘

(変
イ
音
)
と
し
た
も
の
を
双
調

(ト
音
)
と
す
る

(こ
れ
も
実
際
は

双
調
よ
り
や
や
高
め
の
音
で
奏
さ
れ
る
)
。
ま
た
、

ハ
に

つ
い
て
は
先
ほ
ど
と
ま

っ
た

く
同
じ
問
題
と
扱

っ
て
、
神
仙

(ハ
音
)
と
す
る
。

さ
て
、

「嘘
空
曲
譜
」

で
も
対
山
は

「句
」
と
い
う
用
語
を
使

っ
て
お
り
、

全
体
は
五
句
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
曲
に
お
け

る
句
は
、
第

「
二
句
」
を
除

い
て

「嘘
鈴
曲
譜
」
よ
り
は
る
か
に
長
い
こ
と
が

一
目
で
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

た
く
さ
ん

の
音
句

の
連
結

で

「句
」
が
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば

「三
句
」
は
六
息
か
ら
な
り
、
図

1
1
の
五
線
訳
譜

(
a
)

二
段
目
に
あ
る
よ

う
に
、
核
音
は
レ
ー
ド
ー
レ
…
ド
ー
ソ
ー
レ
と
移
動
す
る
。
ド
ー
レ
間

の
行
き

来
を

「嘘
鈴
曲
譜
」
第

「
二
句
」

の
よ
う
に

一
つ
と
取
る
と
、
レ
ー
ド
ー
ソ
ー

レ
と
い
う
動
き
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
八

息
か
ら
な
る

「
五
句
」
(五
線
訳
譜
四
段
目
)
は
、
ド
ー
レ
ー
ソ
ー
レ
の
動
き

で
あ

る
。対

山
が

と
ら
え
た

「句
」

と
い
う
存
在
は
、
筆
者

の
分
析
に
多
大

の
示
唆

を
与
え
た
。
息
継
ぎ

の
箇
所
も
、

一
息
内

の
音

の
数
も
、
何

一
つ

「
き
ま
り
」

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
古
典
本
曲

の
旋
律
構
造
を
把
握
す
る
う
え
で
、
核
音
を

軸

に
旋
律

の
ま
と
ま
り
を
と
ら
え

る
べ
き
と
い
う
、
確
固
た
る
基
準
を
教
え
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。

(2
)
音
句

の
分
類
と
型

旋
律

の
ま
と
ま
り
単
位

の
把
握

の
た
め
に
は
、
息
継
ぎ

に
よ
る
区
切
り

の

存
在
以
外
に
、
核
音

の
認
識
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
述

べ
た
。
し
か
し
そ

の
た
め
に
、
音
句
の
連
結

で
形
成
さ
れ
る

「楽
句
」
に
ま
で
立
ち
入

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
こ
で
ふ
た
た
び
、
音
句
の
レ
ヴ

ェ
ル
に
も
ど
り
、

「音
句
と
は
何
か
」

を
考
察
す
る
。
こ
の
考
察

の
た
め
に
は
、
流
派
を
特
定
す
る
必
要
が
あ

る
汐
な

ぜ
な
ら
、

「嘘
鈴
曲
譜
」

の
第

一
句

に
見
た
よ
う
に
、
流
派
に
よ

っ
て

一
息
単

位

の
区
切
り
方
、
奏
し
方
に
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

「音

句
の
分
類
」
に

つ
い
て
は
琴
古
流
本
曲
を
、
ま
た
、

「音
句

の
型
」
に

つ
い
て

は
明
暗
対
山
派
本
曲
を
中
心
に
考
察
す

る
。

(
2
、

1
)
開
始
音
に
よ
る
音
句

の
分
類
と
そ
の
分
布

第
三
章
第

二
節

で
触
れ
た
よ
う
に
、
琴
古
流

で
は

『
尺
八
筆
記
』
(
一
八

一
三

年
)
で
す

で
に
二
十
八
譜
字
を
用
い
た
。
現
行
で
は
本
曲

に
限

っ
て
も
、
同
譜

字
異
音
を
含
め

て
三
十
数
種

の
譜
字
が
使
わ
れ
る
。

一
音
句
内
の
平
均
音
数
を

四
と
し

て
1
1
9
、
譜
字

の
順
列
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
で
音
句
を
作

る
と
し
た

ら
、
膨
大
な
種
類
数
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
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な
い
の
は
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
音

の
連
鎖
で
音
句
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

琴
古
流
本
曲

で
は
、
《
三
谷
菅
垣
》
や

《
下
り
葉
ノ
曲
》

の
よ
う
に
、
拍
子

吹
き
さ
れ
る
曲
は
例
外
と
し
て
、
音
句
内

の
音
数
も
音
高

の
種
類
も
少
な
い
。

時
た
ま
た
く
さ
ん
の
音
数
を
持

つ
音
型
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
い
く

つ
か
に

分
割

し
て

(息
継
ぎ
を
増
や
し
て
)
演
奏
さ
れ
る
の
で
、
全
曲
が
時
間
的
に
均
等

な
音
句
の
連
続
と
聞
こ
え
る
。
楽
譜
に
定
着
し
た
時
代
か
ら
譜
字
の
並
び
は
ほ

と
ん
ど
変
化
し

て
い
な

い
が
、
演
奏

の
テ
ン
ポ
が
は
る
か
に
遅
く
な

っ
た
た
め

1
2
0
、
同

一
音
型
や
同
類
音
型
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば

あ
る
。
そ
の

省
略
法
は
自
由
な
中
に
も
あ
る
種

の
法
則
が
あ
り
、
そ
の
も

っ
と
も
明
確
な
も

の
が
、
同

一
音
句
ま
た
は
開
始
音
を
同
じ
く
す
る
音
句
グ
ル
ー
プ
に
飛
ぶ
方
法

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
も
、
琴
古
流
本
曲

の
音
句
整
理
に
は
、
開
始

音
に
よ
る
音
句

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
有
効

で
あ
る
。

表

&
は
ラ
ン
ダ

ム
抽
出
さ
れ
た
琴
古
流
本
曲
十
三
曲
1
2
1
に
お
け
る
、
開
始

音
別
に
み
た
音
句
の
出
現
総
数
、
音
句
種
類
の
総
数
、
お
よ
び
、

「古
伝
三
曲
」

(《
霧
海
厩

鈴
慕
》
《
虚
空
佛
慕
》
《真
虚
霊
》
)
に
お
け
る
同
項
目
の
数
値
統
計
表

で
あ

る
、
2
2
。
十
三
曲

の
音
句
総
数
は

一
〇
七
八
個
、
曲
別
に
同

一
音
型
を
整

理
し
た
音
句
種
類
数
の
総
計
が
五
七
六
種
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
か
ら
各
曲
に
共
通

す
る
同

一
音
型

(オ
ク
タ
ー
ヴ
の
違
い
を
無
視
)
を
整
理
し
た
音
句
種
類
総
数
は

三
五
六
種

で
あ
る
。
約
三

つ
に

一
つ
の
割
合

で
同
じ
音
句
が
使
わ
れ

て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

一
曲

の
途
中
か
ら
聞
き
始
め
た
と
し
て
、
何
の
曲
の
ど

の
箇
所

か
、
ほ
と
ん
ど
同
定

で
き
な
い
の
は

こ
の
た
め
で
あ
る
。

開
始
音

の
種
類
は
譜
字
種

で
十
九
、
音
高
種

で
十

二
の
グ
ル
ー
プ

を

つ
く

る
。
そ
の
中

で
ハ

(ド
)、

ヒ

(ド
)
、
ツ

(
フ
ァ
)
、
メ
ツ

(レ
ミ
)
の
譜
字

で
開
始

す
る
音
句
種
が
も

っ
と
も
多
く
、
ウ

(b
ラ
)
、
メ
ヒ

(レ
シ
)、
リ

(ド
)
が

こ
れ
に

つ
ぐ
。
琴
古
流
で
は
音
高
は
き
わ
め
て
正
確
に
演
奏
さ
れ
る
た
め
、
指
遣

い
に

よ
る
音
色
の
違
い
を
度
外
視
し
て
同

一
音
高
グ

ル
ー
プ
と
す
る
と
、
ド
音

で
開

始
す

る
音
句
種
は
全
体

の
約
四

一
%
に
の
ぼ

る
。

ツ
は
実
際

の
演
奏

で
は
メ
ツ

か
ら
入
る
の
で
、
ツ
と
メ
ツ
を
合
わ
せ
た
レ
ミ
音
開
始
の
音
句
種
が
約
二
一二
%
、

ウ
と
メ
チ
も

同
律
と
あ

つ
か

っ
て
、
レ
ラ
音
開
始

の
音
句
種
が
約

一
五
%
と
な

り
、
こ
の
三
グ

ル
ー
プ
だ
け
で
全
体

の
八
○
驚
弱
と
い
う
高
い
割
合
を
し
め
る
。

同
様

の
こ
と
を

「古

伝
三
曲
」
に
限
定
し

て
考
察
す
る
と
、
ド
音
開
始

の

音
句
種
が
三
曲
全
体
の
約

三
二
%
、
レ
ミ
音
が
約
二
一二
%
、
レ
ラ
音
が
約

一
五
%
、

合
計
七
〇
%
と
い
う
や
や
低
い
数
値
に
な
る
が
、
出
現
頻
度

の
総
計
は
八
八
%

に
も
達
し
、
と
り
わ
け
レ
ミ
音
と
ド
音

で
開
始
す

る
音
句
種
の
出
現
が
際
だ

っ

て
多
い
こ
と
が
図
1
2

(次
頁
)
か
ら
わ
か
る
。

で
は

つ
ぎ

に
、

「古
伝

三
曲
」
に
お
け
る
レ
ミ
音
開
始
グ
ル
ー
プ
、
ド
音
開

始
グ

ル
ー
プ

の
内
容
を
検
討
す
る
。
レ
ミ
音

で
は
、

ツ
で
開
始

の
音
句
が
十

二

種
、
メ
ツ
で
開
始

の
音
句
が
十
五
種
、
ド
音

で
は
、
リ
で
開
始

の
音
句
が
七
種
、

ハ
で
開
始

の
音
句
が

二
十
種
、
ヒ

で
開
始
の
音
句
が
十
九
種
あ
る
。

ツ
と
メ
ツ
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図
1
2

「古
伝
三
曲
」
に
お
け
る
開
始
音
グ
ル
ー
プ
別

「音
句
」
の
出
現
頻
度

0

0

0

0

6

4

2

國霧海漉鈴

慕

囲虚空鈴慕

□真虚霊

¶ 匿・膠・.・.・;・「=

…:層:層』鰍iiiiii

:

'ii

…1'姦

蕪ilii

…鋤ii
:『::=:=:.…

響 ラbド 他

は
出
現
頻
度
に
比
べ
て
種
類
が
少

な
い
と
い
う

こ
と
は
、
同
じ
音
句

が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
が
、

こ
こ
で
種
類

(種
)

と
呼
ん
で
い
る
も

の
の
中
か
ら
、

「
ツ
レ

＼
」
と

「
ツ
レ

＼
、
」
の

よ
う
な
反
復
音
数
の
ち
が
い
や
、

「メ
ツ

ロ
へ
」
と

「メ
ツ
ロ
引
ロ
」

の
よ
う
な
技
法

の
相
違

(音
の
動

き
は
似

て
い
る
)
を
同

一
視
す

る

と
、

ツ
で
半
数

の
六
種
に
減
り
、

メ
ツ
も

三
分

の

一
近
く
ま

で
減
少

す

る
。

ド
音

開
始

グ

ル
ー
プ

の
方

で
は
、

「ヒ
ー

メ
チ

」

と

「
リ

ー

ウ
」

と

「
コ

ロ

ー

ウ
」

は
長

三
度

下

行

(ド
ー
」
フ
)
の
音

進

行

と
し

て
同

一
視
す

る
。

同
様

に

「
ハ
ー
メ
ツ
」

と

「
コ
ロ
ー

メ
ツ
」

は
短

三
度

上

行

(ド
ー
レ
ミ
)
の
音
進

行
、

そ

し

て

「ピ
ー
明
ヒ
」

と

「二
四
五
バ
ー

四
五
ハ
」

と

「
コ
ロ
ー

四
五
ハ
」
は

技
法

を
無

視

し

て
長

二
度

上
行

(ド
ー
レ
)

の
音

進

行

と

見

な

せ
ば

、

音

句
種

の
数

は
極

端
に
少
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
開
始
音
と

つ
ぎ

の
音
と
の
関
係
に
限
定
す

る
な
ら
、
譜
字

レ

ヴ

ェ
ル

で
も
音
高
レ
ヴ

ェ
ル
で
も
か
な
り
大
胆
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

の
簡
略
化
が

可
能
で
あ
る
。
例
え
ば

ツ
の
場
合
、
同
音
反
復
を
無
視
す
れ
ば

ツ
は

つ
ぎ
に
レ

に
進
む
形
し
か
な
い
。
同
様

に
、
メ
ツ
の
場
合
は

ロ
、
レ
、
ウ

へ
の
進
行

の
三

通
り
に
限
定
さ
れ
る
。

た
だ

し
、
演
奏

の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
指
遣
い
の
ち
が

い
は
も
と

よ
り

一

つ
の
反
復
音
数

の
ち
が
い
ま
で
、
微
細
な
相
違
が
そ
の
音
句
の
特
徴

で
あ
り
、

ひ
い
て
は
そ
の
曲
の
特
徴
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

(例
え
ば

《虚
空
鈴
慕
》
の
冒

頭
の
音
句
は

「ツ
レ
、
＼
へ
」
で
あ
っ
て

「ツ
レ
、
へ
」
に
置
き
換
わ
り
う
る
も
の
で
は
な
い
)、

微
細
な
相
違
を
ま

っ
た
く
無
視
し
て
い
い
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
あ
く
ま

で

グ

ル
ー
ピ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
排
除

で
あ
る
。

以
上

の
考
察
は
、
す

べ
て
の
音
句
が
何
か
に
似
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
る

一
方
、
反
復
音
数
や
技
法
の
微
細
な
相
違
ま

で
考
慮
し
た
場
合
、
音
句

の
数
だ

け
音
句
種
が
存
在
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
琴
古
流
本
曲
が
、
譜
字
の
ち
が
い
す

ら
も
無
視
し
て
、
開
始
音
と
そ
の
つ
ぎ

の
音
と
の
関
係
に
限
定
す
る
と
き
、
き

わ
め
て
少
な
い
グ
ル
ー
プ
に
収
敏
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
開
始
音

の
つ
ぎ
に
ど
う
い
う
音
進
行
を
す

る
か
が
、
あ
る
程
度

予
測
可
能
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
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(
2
、
2
)
核
音
終
止
型
と
非
核
音
終
止
型

開
始
音
と

つ
ぎ

の
音
と
の
関
係
が
限
定
さ

れ
た

も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
が
、
三

つ
目
の
音
以
降
、
ど
こ
ま
で
音
を
連
鎖
さ
せ
る
か
、
い
い

か
え
れ
ば
、
ど

こ
ま

で
を

一
息
音

(音
句
)
と
す

る
か
は
、
開
始
音

の
種
に
よ

り
、
曲
に
よ
り
、
ま
た
流
派
に
よ
り
相
当
ば
ら

つ
き
が
あ
る
。

古
典
本
曲
は
音
句

の
連
結
に

よ

っ
て
旋
律

が
形
成
さ
れ

る
も

の
な
の
で
、

音
句

の
切
れ
方
と
、

つ
ぎ

の
音
句

と
の
つ
な
が
り
方
が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
音
句
と
音
句
間
に
お
け
る

マ
ル

コ
フ
過
程

1
2
3
の
傾
向
を
調

べ
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
連
鎖

の
傾
向
を
把
握
で
き
き
る
の
で
は
な

い
か
と
の
期
待
が

抱
か
れ
る
。
し
か
し
琴
古
流
本
曲

の
、
た
く
さ
ん

の
種
類
と
膨
大
な
数
の
音
句

か
ら
は
、

二
次
、
三
次
と
進

め
て
い

っ
て
も
い

っ
こ
う
に
収
敏
せ
ず
、
明
確
な

傾
向
が
見
え
て
こ
な
い
。

そ
こ
で
視
点
を
か
え
て
、
明
暗
対
山
派

の

「三
虚
霊
」
(《虚
鈴
》
《虚
空
》
《霧

海
麓
Ψ
お
よ
び

《
調
子
》
)
の
音
句
を
、
終
止
音
別
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
み
た
。

な
ぜ
終
止
音
か
と
い
う
と
、
対
山
派
の
場
合
、
音
句

の
切
れ
方
に
特
徴
が
あ
り
、

核
音
終
止
し
な

い
音
句
に
そ

の
特
徴
が
顕
著
だ
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
琴
古

流
本
曲

に
も
、
メ
ツ
や
ウ
と
い

っ
た
非
核
音
終

止

の
音
句
が
あ

る
。

「古
伝
三

曲
」
全
体

の
約
三
割
強
だ
か
ら
、
数
の
上
で
は
琴
古
流
本
曲
の
方
が
多

い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
対
山
派

の
本
曲

で
は
、
た
だ
単
に
非
核
音

で
終
止
す
る
だ

け

で
な
く
、
音
句

の
末
尾
で

一
種

の
変
奏
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
、
興
味
深

い
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図
1
3
は
、
明
暗
対
山
派
の

「三
虚
霊

(附
調
子
)
」
に
出
現
す
る
核
音
終
止

の
音
句
を
ソ
、
レ
、
ド
お
よ
び

ラ
音
終
止
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
同

一
音
型

(構

造
模
式
図
が
同
じ
も
の
)
を
横
に
並

べ
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

反
復
音
数

の
ち
が
い
や
多
少
の
技
法

の
ち
が
い
は
同

一
視
さ
れ
て
い
る
。
下
に

行
く
ほ
ど
音
の
動
き
に
特
徴
が
あ
り
、
特
に
下
の
四
種

(9
～
1
2
)
は
、
ど

の

曲
に
も
出
て
く
る
種
の
音
句
で
は
な

い
。
こ
こ
に
並

べ
た
核
音
終
止
型
音
句
は
、

《
虚
空
》

で
全
曲
の
約
七
〇
%
、
《
霧
海
簾

》

で
約
七
五
%
を
占
め
、
旋
律

の

基
本
を
構
成
す

る
も
の
と
い
え
る
。

で
は
、
残
る
三
〇

%
な

い
し

二
五
%
の
音
句
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
図

1

4
は

《虚
空
》
と

《霧
海
鑑

》
に
出
現
す
る
非
核
音
終
止
の
音
句
す
べ
て
を

整
理
し
た
も

の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
ウ
か

ツ
の
い
ず
れ
か
で
終
止
す
る
。

x
と
し

た

「チ
チ
ウ
」

の
音
句
は

《
虚
空
》
に
固
有
な
音
型
で
、

こ
れ
を
含
む
音
句
が

変
形
さ
れ
な
が
ら
何
回
も
出
現
す

る
。

こ
の

「
チ
チ
ウ
」
を
五
線
譜
で
は
規
範

的
な
訳
譜
音
と
し

て
レ
ラ
レ
ラ
ソ
と
記
し
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
ウ
は
単
独

で

は
レ
ラ
で
あ

っ
て
ソ
に
は
な
ら
ず
、

「
チ
ウ
」
と
続
く
と
き
だ
け
ソ
に
近
い
音

(や

や
高
め
の
ソ
)
ま

で
下
が
る
。
そ
の
意
味

で
は
か
な
り
不
安
定

で
あ
り
、
非
核
音

に
準
じ
た
音
と
い
え
る
。
そ
の

x
を
音
型
と
し
て
、

2
以
下
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
変
奏
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ

の
変
奏

の
し
か
た
は
、
レ
ラ
レ
ラ
ソ
か
ら
レ
ラ
レ
ラ
ソ
ラ
ミ
、
レ
ラ
レ
ラ

ソ
ラ
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第五章 第一節 旋律の最小単位 「音句」

ミ
レ
ド
b
ラ
、

そ
し

て
こ
こ
に
そ

の
例
は
な

い
が
、
珍
ラ
レ
ラ
ソ
ラ
ミ
レ
ド
レ
ラ

ソ
レ
ラ
ド
な
ど

の
ご
と
く
、
流
れ
る
よ
う
な
曲
線
を
描

い
て
句
尾
旋
律
が
変
化

し
て
い
く
。
先
ほ
ど

の
図
1
1

「嘘
空
曲
譜
」

で
対
山
は
、
第

二

句
」
句
尾

の

「
チ
チ
ウ

(レ
ラ
レ
ラ
ソ
)」
を
、
㈹

で

「チ
チ
ウ
ヰ
ツ
ー
2
4
(レ
ラ
レ
ラ
ソ
ラ
ミ
)」

と
は
せ
ず
に
、

「チ
チ
ウ
」

の
ま
ま
反
復
す
る
よ
う
記
し
て
い
る
の
で
、

「チ
チ

ウ
」
が
基
本
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

こ
こ
で
断

っ
て
お
く
が
、
も

っ
と
も
長
い
音
句

(8
、
1
0
)
で
も
、
途
中
で

息
継
ぎ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
1
2
5
。
あ
く
ま

で
も
客
観
的

区
切
り
と
し
て
の

一

音
句

で
あ
る
。
し
か
し
、

2
～
1
1
の
各
冒
頭

(
x
の
前
の
音
)
は
、
明
ら
か
に

核
音
終
止
の
音
句
と
し
て
独
立
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
8
、

9
の
末
尾
に
付
加

さ
れ
た

y
も
ま
た
、
別

の
要
素
と
し
て
分
離
独
立
が
可
能
で
あ
る
。
逆

の
見
方

を
す
れ
ば
、
三
～

四
つ
の
音
句
が
連
結
さ
れ
た
形
が
8
～
1
0
の
例

で
あ
り
、

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
も
は
や

「旋
律

の
最
小
単
位
」
と
は
い
い
が
た
い
規
模
に
拡

大
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
っ
て
も
、

こ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま

「楽
句
」
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
核
音
終
止
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
直
後
か
、
い
く

つ
か
先

の
核
音
終
止
音
句
に

い
た

っ
て
は
じ
め
て
、
楽
句
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

5
、
6
、

1
0
の
例

の
場
合
は
、
必
ず
レ
音
や
ソ
音

で
開
始
す
る
音
句
に
連
結

す
る
が
、
そ
の
他
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
よ
り
大
き
な
旋
律
の
ま
と
ま
り
と

し
て
の

「楽
句
」
を
形
作

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

1
0
4

さ
ら
に
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、

一
六
六
四
年
の

『糸
竹
初
心
集
』

(
一
節
切
譜
)
で
も
、

「ウ

ヱ
フ
ヱ
タ
ヱ
フ
ヱ
○
」
な
ど

の
表
記
を
用
い
て
い
る
。

1
0
5

富
森
虚
山
は

『
明
暗
尺
八
通
解
』
で
、
「
一
呼
吸
し
た
息
気
に
よ
る
音
と
余
音
が

一
音
で
あ
り
、

一
音

中
の
余
音
が
音
階
推
移
し

て
曲
節
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
約
言
す

れ
ば
、

一
呼
吸

ロ

一
息
気

"

一
音
U

一
曲
節

で
、

一
呼
吸

一
音
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

一
呼
吸

一
音
節
を
繰
り
返
し
追

い
重
ね
て
ゆ
く
う
ち
に
章
と
な
り
、
段
と
な
り
、

一
曲
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
」

(富
森

一
九
七
九

"
七
三
)
と
述
べ
て
い
る
。

こ

れ
は
師

で
あ
る
小
林
紫
山
の
言
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

一
音
の
範
囲
は
、
小

林
紫
山
の

『明
暗
吹
簸
法
基
階
』
に
お
い
て
、

「
ツ
ー
」

「ツ
ロ
ロ
」
な
ど

で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る

(紫
山
居
士
ほ
か

一
九
三
〇

二

=

一
)。

1
0
6

小
林
紫
山
は

一
呼

一
音
に

つ
い
て
、

「吹
き
出
し
た
な
ら
ば
其

の
呼
吸

の
終
る
ま

で
、
息
気
を
真
直
ぐ

に
吹
き
通
す
。
そ
し
て
息
気

の
終

っ
た
時
、
即
ち

一
音
も
終
る
」

(紫
山
居
士
ほ
か

一
九
三
〇

"
二

一
〇
)
と
述

べ
て
い
る
。

1
0
7

諸
井
誠
が
そ

の
著

書

『
ロ
ベ
ル
ト
の
日
曜
日
』

(諸
井

一
九
七
二
)

で
使

っ
て

い
る
。

1
0
8

月
漢

一
九
六
九

a
、
b
に
お
い
て
筆
者
は
、

「音
句
」
を

「モ
テ
ィ
ー
フ
」
と
呼

び
、
「楽
句
」
を

「
フ
レ
ー
ズ
」
と
呼
ん
だ
。

1
0
9

明
暗
真
龍
派

の
三
世
俣
野
真
龍

(
一
八
八
六
～

一
九
三
六
)
も
、
ホ

(ツ
の
こ

と
)
は
平
調

と
し

て
い
る

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

"

一
四
〇
)
。
佐
野
東
界
譜
も
同

じ

(山
上

一
九
八

二

…
三
〇
)
。

1
1
0

戸
谷

泥
古
は

『
虚
無
僧

尺
八
指
南
』

で
、
対
山
に

ハ
を
盤
渉

と
す
る
考
え
と
神

仙
と
す
る
考
え
の
、

二
つ
の
考
え
が
あ

っ
た
と
し
、
両
者

の
場
合
の
音
階
を
考
察
し
て

い
る

(戸
谷

一
九
八
四

"
八
三
～
八
四
)。
し
か
し
、
盤
渉

・
神
仙
併
記

の
問
題
は
、

「嘘
鈴
曲
譜
」
だ
け

で
は
な
く

「嘘
空
曲
譜
」
に
見
ら
れ

る
の
で
、
必
ず
し
も

「盤
渉

調
」
に
こ
だ
わ

っ
た
問
題
と
も
い
え
な
い
。

1
1
1

《
虚
鈴
》
は

《
虚
空
》
《霧
海
魏

》
と
あ
わ
せ

て

「三
虚
霊
」
と
よ
ば
れ
、
明
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暗
根
元
の
三
曲
と
さ
れ
る
曲
で
あ
る
。
現
在
で
も
明
暗
寺
で
は
、
追
善
会
、
座
禅
会
、

本
曲
大
会
な
ど
の
場
で
、
般
若
心
経
の
あ
と

《
虚
鈴
》
を
斉
奏
す
る
。
琴
古
流
で
は
儀

式
性
は
な
い
が
、
《
真
虚
霊
》
《
虚
空
鈴
慕
》
《
霧
海
碑
屍
鈴
慕
》
を

「古
伝
三
曲
」
と
い

い
、
根
本
の
三
曲
と
位
置
づ
け
る
伝
統
が
あ
る
。

1
1
2

小
林
紫
山
は

『
尺
八
秘
義
』
で
、

「チ
、
ウ
、

ツ
、
司

の
事
、
此
三
音
は
多
く

の
場
合
メ
リ
吹
き
な
れ
ば

特
に
メ
の
記
号
を
附
さ
ざ

る
を
以
て
総

て
を
メ
リ
と
知
る
べ

し
」
(小
林

一
九

一
=

"
二

一
)

と
記
し

て
い
る
。

こ
こ
で

い
う
ツ
の
メ
リ
と
は
中

メ
リ
音

(平
調
)
の
こ
と

で
、

メ
リ
音

(断
金
)
ま
で
下
げ

た
音
で
の
都
節
音
階

(レ

レ
ミ
ソ
)
の
こ
と
で
は
な
い
。
第
三
章
第

二
節

で
も
述

べ
た
よ
う
に
、

「九
半
割
り
」
と

呼
ば
れ
る
古
制

の
指
孔
位
置
決
定
法
で
は
、
第

一
孔
位
置
が
低

い
の
で
、

ツ
を
か
る
く

メ
ル
だ
け
で
平
調
に
な
る

(戸
谷

一
九
八
四

…
八
二
)。

1
1
3

一
九
六
六
年
六
月
の
私
的
録
音
。
演
奏
者

・
三
十
八
世

小
泉
了
庵

(止
山
)
、
芳

村
竹
悠

(後
に
四
十
世
宗
心
)
、
録
音
者

・
月
漢
恒
子
。
な
お
、

小
泉
止
山

の
樋

口
対

山

へ
の
入
門
は
対
山
が
亡
く
な
る
年

の
大
正
三
年
な
の
で
、
事
実
上
、
止
山
は
小
林
紫

山
の
弟
子
に
な
る
。

1
1
8
先
の
ツ
と
並
ん
で
チ
の
音
律
は
、
古
典
本
曲
の
演
奏
様
式
に
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
み
る
。
尺
八
の
自
然
発
音
状
態
の
ツ
と
チ
で
は
都
節
音
階
を
形
成
せ
ず
、
必
ず
メ

ラ
ね
ば
な
ら
な
い
。
チ
の
メ
リ
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
言
い
換
え
れ
ば
変
イ
音
を
出

し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
琴
古
流
の
尺
八
で
は
第
三
孔
の
指
孔
を
小
さ
く
し
た
。
音
律

重
視
か
ら
く
る
楽
器
構
造
の
改
造
で
あ
る
。
明
暗
で
は
合
奏
も
せ
ず
、
し
た
が

っ
て
都

節
音
階
に
適
合
す
る
よ
う
楽
器
を
改
造
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
チ
の
メ
リ
は
や
や
高

め
の
ピ

ッ
チ
に
な
る
場
合
が
お
お
い
。
細
部
を
記
述
す
る
採
譜
で
は
、
四
分
の

一
音
ほ

ど
高
め

(あ
る
い
は
低
め
)
の
音
と
し
て
、
変
イ
音
に
↑
か
、
イ
音
に
↓
を
付
け
て
表

記
す
る
。
な
お
、
筆
者
の
既
発
表
論
文
で
の
五
線
譜
は
記
述
的
方
法
に
よ
っ
て
い
る
の

で
、
ラ
に
フ
ラ
ッ
ト
は
付
け
て
い
な
い
。

1
1
9

ラ
ン
ダ

ム
に
抽
出
さ
れ
た
琴
古
流
本
曲
十
曲

(音
句
総
数
九
三
〇
)

の
、

一
音

句
内

の
音
数
平
均

値
は
三
、

八
六
で
あ
る
。
対
象
曲

"

《
一
二
一二
鉢
返
寿

調
》
《
瀧
落

ノ
曲
》
《
秋

田
菅
垣

》
《
九
州
鈴

慕
》
《
志
図
ノ
曲
》
《京
鈴
慕
》
《
霧
海

鈴
慕
》
《虚

空
鈴
慕
》
《
真
虚
霊

》
《鳳

将
雛
》
。
た
だ
し
、
同
音
な
い
し
同
音
型

の
ト

レ
モ
ロ
的
な

連
続
打

(コ
ロ
＼
＼
＼
な
ど
)
は

一
つ
と
数
え
る
。

1
1
4

明
暗
対
山
派

の

異
曲
で
あ

る
こ
と
を
、

る
。

《虚
鈴
》
と
琴
古
流

《
真
虚
霊
》
の
前
吹

《
盤
渉
調
》
が
同
名

筆
者
は
月
漢

一
九
七
三

"
二
二
七
～
二
三
二
で
指
摘
し
て
い

1
2
0
琴
古
流
古
譜
に
は
か
な
り
大
き
い
段
落
を
前
に
戻
っ
て
繰
り
返
す
指
示
が
あ
り
、

現
行
三
浦
琴
童
譜
に
も
、
多
い
時
は
二
へ
ん
、
三
へ
ん
の
繰
り
返
し
指
示
が
書
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
演
奏
テ
ン
ポ
が
今
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

1
1
5

琴
古
流

で
は
、
記
さ
れ
た

一
息

の
音
句
を
連
結
演
奏
す

る
こ
と
は
な
く
、
分
割

(息
継
ぎ

の
増
加
)

の
み
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
単
純
な
同
型
反
復
は
、
多

く
の
場
合
省
略
さ
れ
る
。

1
1
6
第

三
章
第

二
節

で
示
し
た
小
泉
文
夫

の
テ
ト

ラ
コ
ル
ド
論

か
)
参
照
。

(小
泉

一
九
五
八
ほ

-
1
7

柴
田
南
雄

の

「構
造
模
式

図
」
を
用
い
た
先
行
研
究

と
し

て
は
、
徳
丸
吉
彦

の

三
味
線
音
楽

へ
の
適
用

(目
o巨
日
弩

"一ゆ。。O
)
、
澤
田
篤
子
の
声

明

へ
の
適
用

(澤
田

一

九
八
二
)
、
瀬
山
徹
の
明
暗
対
山
派
尺
八
本
曲

へ
の
適
用

(瀬
山

一
九
八
四
)
、
小
塩

さ
と
み
の
長
唄

へ
の
適
用

(小
塩

一
九
九
二
)
が
あ
る
。

1
2
1
対
象
曲

"

《
一
二
一二
鉢
返
寿
調
》
《
瀧
落
ノ
曲
》
《
秋
田
菅
垣
》
《
九
州
鈴
慕
》
《
志

図
ノ
曲
》
《
京
鈴
慕
》
《
霧
海
厩

鈴
慕
》
《
虚
空
鈴
慕
》
《真
虚
霊
》
《
夕
暮
ノ
曲
》
《
三

谷
菅
垣
》
《
下
り
葉
ノ
曲
》
《
鳳
将
雛
》
の
十
三
曲
。
《
一
二
三
鉢
返
寿
調
》
を
二
曲
分

と
勘
定
す
る
と
、
三
十
六
曲
か
ら
移
調
曲
八
曲
を
引
い
た
全
二
十
八
曲
に
対
し
て
、
ち

ょ
う
ど
五
割
の
曲
数
と
な
る
。
な
お
、
分
析
に
使
用
し
た
楽
譜
は
三
浦
琴
童
譜

(第
三

章
表
3
の
⑩
)
。

1
2
2
統
計
表
の
も
と
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
は
、
渡
辺
恭
子
の

「情
報
理
論
に
よ
る
琴

古
流
本
曲
の
分
析
」

(昭
和
五
十
三
年
度
大
阪
芸
術
大
学
音
楽
学
科
音
楽
学
卒
業
論

文
)
に
基
づ
く
。
な
お
、
各
曲
の
数
値
の
詳
細
等
は
月
漢

一
九
八
O

a

…
=

六
～

=

九
を
参
照
。



1
2
3

ロ
シ
ア
の
数
学
者

〉
昌砕
¢凶
〉
昌島
①象

9

ζ
異

。〈
(一
。。い
ひ1

這
N
B
が
創
始
し
た
確

率
過
程

の

一
つ
。
こ
の
場
合
は
、
あ
る
音
句

の
出
現
が

つ
ぎ
に
出
現
す
る
音
句
の
確
率

に
影
響
を
与
え
る
過
程
。

1
2
4

対
山
派
本
曲

の
も

と
と
な

っ
た
西
園
流

の

《
虚
空
》

で
は
、

こ
の
箇
所
は

「チ

チ
ウ
三
ハ
ツ
」
と
変
奏
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
対
山

の

『適
意
帖

』
は

「チ
チ
ウ
ウ
ツ
」
、

『大
正
二
年
八
月

二
』
は

「チ
チ
ウ
ヰ
ツ
」、
池
田
寿
山
と
谷

北
無
竹
所
持
の
対
山
譜

は

「チ
チ
ウ
三
ウ

ツ
」
で
あ
る
。
譜
字
の
ち
が
い
は
あ

る
が
、

い
ず

れ
も
同
じ
形
で
変

奏
さ
れ
て
お
り
、

「チ
チ
ウ
」

の
ま
ま
反
復
す
る
例
は

「嘘
空
曲
譜
」
以
外
に
な
い
。

1

2
戸◎

少
な
く
と
も
図
1
4
五
線
譜
の
も
と
と
な

っ
た

小
泉
止
山

の
演
.奏
で
は

一
息
で

あ

る
。

第五章 第一節 旋律の最小単位 「音句」
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③曙調子の核音構造(ラ レ、レソ)

④一時的に曙調子(ラ レ)が 現れる基本構造(①+③)

⑤一時的に雲井調子(ド ファ)が 現れる基本構造

⑥琴古流 《三谷菅垣》、 《盤渉調》の例

(《三谷菅垣》は最高音を欠く)
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表8開 始音別にみた琴古流本曲「音句」の種類数と出現回数

(
回
数
計)「古伝三曲」音句、2(種類計)

1

54

57

0

6

10

18

0

7

8

0

15

40

42

18

1

0

0

0

㎜

1

15

1

6

12

0

3

8

10

0

6

7

0

7

20

19

10

1

0

0

0

四

真
虚
霊

出
現
回
数

0

11

14

0

2

2

6

0

2

2

0

5

8

17

7

0

0

0

0

76

音
句
種
類
数

0

9

7

0

2

2

3

0

2

2

0

4

6

8

6

0

0

0

0

51

虚
空鈴慕

出
現
回
数

0

20

22

0

3

0

4

0

4

3

0

4

17

11

11

1

0

0

0

㎜

音
句
種
類
数

0

7

8

0

2

0

2

0

3

3

0

3

6

5

4

1

0

0

0

44

霧
海
麓鈴慕

出
現
回
数

1

23

21

0

1

8

8

0

1

3

0

6

15

27

0

0

0

0

0

雌

音
句
種
類
数

1

"

6

0

1

7

7

0

1

2

0

2

10

13

0

0

0

0

0

61

1

出
現
す
る
曲
数

(
十
三
曲
中)

8

12

12

4

11

8

11

2

7

10

2

12

12

12

8

3

1

4

2

/

全
十
三
曲
に
お
け
る音句の出現回数総
数

29

矧

価

9

14

58

51

4
.

17

64

2

83

伽

搦

54

5

1

14

3

7810

全
十
三
曲
に
お
け
る音句の種類総数、-

2

40

42

7

3

32

21

3

15

29

2

27

53

49

18

5

1

5

2

鰯

開
始
音

レ

評

万

万
ソ

デ

デ
ラ

ラ

ナ
シ

ド

ド

ド

ド

レ

レ

ナ
○、、

計

口

ヅ

ツ

ヅ
レ

ウ

ヂ

ゲ

チ

ヅ

艸

リ

κ 四

五

ヒ

コ

ロ

廼

遭五

ヅ

べ
.

級 ランダムに抽 出された13曲 の中に 「古伝三曲」を含む。

糟 「古伝三曲」の音句種類数:が三曲の合計数 より少ないのは、三曲にまたがって同種類の音句が

存在することを意味する。
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図14ウ とツによる非核音終止型音句
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第

一
一節

楽
句

の
形
成
と
楽
曲
の
型

前
節

の

《
虚
空
》

の
事
例

で
見
た
よ
う
に
、

「音
句
」

レ
ヴ

ェ
ル
で
す

で
に

「楽
句
」
と
も
い
え
る
規
模

の
形
態
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
そ

の
直
後
か

二
2

ご
つ
後
に
く
る
安
定
し
た
核
音
終
止

の
音
句
ま
で
連

続
し
て
、
楽
句
を
形
成
す

る
。
楽
句
の
規
模
も
ま
た
、
そ
れ
自
体
が
起
伏
に
富

ん
だ
長
い
旋
律

の
核
音
終
止
音
句

の
場
合

の
よ
う
に
、
音
句
が
そ
の
ま
ま
楽
句

と
な
り
う
る
も

の

(
一
楽
句
11

一
音
句
)
か
ら
、
非
核
音
終
止

の
音
句
が
連
綿
と

続
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
数
音
句
が
連
結
し

て
形
成
さ
れ
る
も

の

(
一
楽
句
11
多
音

句
)
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
長
さ

と
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
山

の

「句
」
に

お
け
る

「句
と
息
数
」
と

の
関
係
に
等
し

い
。

本
節
の

(
1
)
楽
句

で
は
、
楽
句
と
し
て
の
客
観
的
な
旋
律

区
分
法
の
確

立
と
楽
句

の
型
、
お
よ
び
楽
句
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
る
演
奏
様
式
と
の

関
連

(主
と
し
て
リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
、
強
弱
法
の
問
題
)
に

つ
い
て
、

(
2
)

で
は
楽
句

の
も
う

一
段
大
き
い
区
分
単
位
と
し
て
の
段
、
段
落
の
存
在
に

つ
い
て
、
そ
し

て

(
3
)

で
は
最
小
単
位

(音
句
)
、
中
単
位

(小
楽
句
・
大
楽
句
)、
大
単
位

(段

/
段
落
)
と
連
結
さ
れ
た
結
果
、
最
終
的
に
形
作
ら
れ
る
楽
曲
全
曲
構
成
の
代

表
的
な
型
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

(
1
)
楽

句

旋
律

の
最
小
単
位

で
あ

る

「音
句
」
に
は
、

一
息
単
位
と

い
う
、
誰
が
聞

い
て
も
判
断
で
き
る
客
観
的
な
区
分
基
準
が
あ

る
。
ま
た
、
記
さ
れ
た
レ
ヴ

エ

ル
に
お
い
て
は
、
古
典
本
曲

の
様
式
を
ま

っ
た
く
理
解
し
な
い
人
で
も
、
息
継

ぎ

印
を
頼
り
に
旋
律
を
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
は
、

こ
の
息
継

ぎ
自
体
は
可
変
的
な
も
の
で
あ
り
、
流
派
の
ち
が

い
は
も
と
よ
り
同

一
流
派
に

お
い
て
も
、
あ
る
い
は
同

一
人
に
お
い
て
さ
え
も
異
同
が
あ
り
、
決
し
て
固
定

し
た
も

の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
単
位

の
大
き
さ
は
、
最
少
音
数
の

一
か

ら
十
数
個
ま
で
、
き
わ
め
て
幅
が
広
い
。
し
か
し
、
形
式
を
考
え
る
た
め
に
は
、

演
奏
レ
ヴ

ェ
ル
に
お
け
る
微

小
な
変
化
を
無
視
す

る
必
要
が

あ
る
。
前
節

の

(
2
)
は
こ
の
立
場
か
ら
の
分
類
で
あ

っ
た
。

「音
句
」

の
連
結

に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る

「楽

句
」
を
決
定
す
る
に
際
し

て
も
、

こ
の
よ
う
な
細
か
い
異
同
を
排
除
し
た
、
客
観
的
基
準

の
確
立
が
必
須

で
あ
る
。

こ
う
し

て
設
定
さ
れ
る
基
準
は
、
流
派
を
越
え
、
個
人
を
越
え
、
曲

を
越
え
て
、
古
典
本
曲
全
般
に
適
用
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
条
件
を
満

た
し
な
が
ら
、
客
観
性
を
持

つ
基
準
と
し

て
ゆ

い
い

つ
考
え
ら
れ
る
の
が
、

「核
音
」
と
い
う
音
高
組
織
上
の
概
念

で
あ
ろ
う
。
樋

口
対
山

の
い
う

「句
」
の
区
切
り
が
、
核
音
構
造
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は

す

で
に
述
べ
た
が
、
音
句

の
連
結
で
形
成
さ
れ
る
楽
句
も
ま
た
、
そ

の
核
音
構

造
と
は
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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第五章 第二節 楽句の形成と楽曲の型

図
1
5
は
楽
句

の
音
運
動

の
型
を
、
開
始
音
句

の
開
始
核
音
と
終

止
音
句

の
終
止
核
音
が
作
る
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
の
核

音
か
ら
三
つ
の
核
音
に
よ
る
枠
組
み
ま
で
が
六
種
に
分
類
さ
れ
、
左
か
ら
レ
音
、

ソ
音
、
ラ
音
、
ド
音
、
フ
ァ
音
終
止
の
順
で
縦
に
揃
え
て
並

べ
て
あ
る
。
そ
の

内
容
は
、

①
開
始
と
終
止
が
同

一
核
音

の
枠
組
み

(水
平
型
)

②
長
二
度
関
係
に
あ
る

二
つ
の
核
音
の
枠
組
み

(上
行
型
)

③
完
全

四
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音

の
枠
組
み

(上
行
型
、
下
行
型
、
凸
型
、

凹
型
)

④
完
全
五
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音
の
枠
組
み

(上
行
型
、
下
行
型
)

⑤
完
全
八
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音
の
枠
組
み

(下
行
型
)

⑥
同

一
方
向
に
二
つ
の
完
全

四
度
を
接
合
し
た

(コ
ン
ジ
ャ
ン
ク
ト
関
係
)、
三

つ
の
核
音
の
枠
組
み

(下
行
型
)

と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ

に
、
楽
句
を
決
定
す

る
た
め

の
基
本
的
な
条
件
は
、
次

の
五
点
で
あ

る
。ω

音
数

の
少
な
い
核
音
終
止
音
句
は
、
単
独
で
は
楽
句
と
み
な
さ
な
い
。

②
楽
句

の
開
始
と

み
な
す
音
句
か
ら
そ

の
開
始
核
音
を
、
終
止
と
み
な
す

音
句
か
ら
そ
の
終
止
核
音
を
と
る
。

㈲
ド
と
レ
を
核
音

と
し
た
旋
律
が
ド
音
終
止
し
、

つ
ぎ

に
レ
音
終
止
す
る

音
句
が
来
る
と
き
は
、
レ
音
終
止

の
音
句
ま

で
を

一
楽
句
と
み
な
す

(②

の
型
、
図
1
6
の
②
に
実
例
)。

傾
核
音
終
止

の
音
句
の
あ
と
に
そ

の
終
止
核
音

と
同
音

の
音
句
が
反
復
さ

れ

る
と
き
は
、
最
後

の
同
じ
核
音
終
止

の
音
句

(音
数
の
少
な
い
音
句
)
ま

で
を

一
楽
句
と
す
る
。

⑤
非
核
音
終
止

の
楽
句
は
存
在
し
な
い

(チ
チ
ウ
の
終
止
を
除
い
て
、
2
6
)
。

こ
こ
で
あ

つ
か

っ
た
分
析
対
象
曲

は
、
さ
ま
ざ

ま
な
流
派

と
個
人
に
よ

る

楽
曲
、
約

二
十
曲

で
、
演
奏
者
総
数
は
約
十
五
名

で
あ
る
。
基
本
的
に
演
奏
音

か
ら
の
採
譜
が
基
に
な
っ
て
い
る
が
、
可
能
な
か
ぎ
り
尺
八
譜

と
も
照
合
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
曲
数
を
二
倍
、
三
倍
に
増
や
し

て
も
、
ほ
ぼ

こ
の
範
囲
に
収

ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
④
完
全
五
度

の
グ
ル
ー
プ
に
凸
型
、

凹
型
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
⑤

⑥
は
か
な
り
特
殊
な
例
で
、

息
継
ぎ
箇
所

の
ち
が

い
に
よ

っ
て
は
③

と
④
、
あ
る
い
は
③

と
③
に
分
割
さ
れ

る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
基
本
的
な
楽
句

の
型
は
、
①
～
④
に
集
約
さ
れ

る
と
い

つ
て
い
い
。

以
上
は
核
音

の
み
を
基
準

と
し
た
旋
律

の
区
分

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら

の

中
か
ら
①

～
④

の
実
例
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
演
奏
様
式
と
旋
律
区
分
法
と

の

関
係
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
図
1
6
に
掲
げ
た
楽
句

の
採
譜
例
は
い
ず
れ
も
旋

律

の
断
片

で
は
あ
る
が
、
尺
八
譜
や
簡
略
五
線
譜
か
ら
は
浮
か
び
上
が
ら
な
か

っ
た
リ
ズ

ム
や
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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図
1
6
楽
句

の
実
例

(
i
)

の
①
は
、
対
山
派
と
同
旋
律

の

《
虚
空
》

の

わ
た
つ
み
ふ
も
ん

冒
頭
楽
句

で
あ
る
。
海
童
普
門

(こ
の
演
奏
当
時
の
名
。
後
に
海
童
道
宗
祖
、
海
童
道
祖
)

の
演
奏
は
き
わ
め
て
音
量
変
化

の
幅
が
広
く
、
か

つ
、
リ
ズ
ム
が
躍
動
的

で
あ

る
。

こ
の

《
虚
空
》

テ
ー

マ
の
変

形

(図
1
4
の
9
に
同
じ
)
が
③
b
に
見
ら
れ

る
が
、
非
核
音

(レ
ラ
、
レ
ミ
)
は

つ
ね
に
弱
音
で
不
安
定
に
細
か
く
揺
れ
、
リ
ズ

ム
的
に
は

一
気
に
四
息
目

の
核
音
レ
ま
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
三
息
目
も
レ
音

の
核
音
終
止
音
句
な

の
で
こ
こ
ま

で
が
楽
句
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

こ
の
レ

音
は
四
息
目
に
お

い
て
強
音
で
反
復
さ
れ
る
た
め
、
三
息
目

の
終
止
感
を
強

め

る
も
の
と
し

て
四
息
目
ま
で
を

一
楽
句
と
み
な
す

(条
件
㈱
)。

ち
な
み
に
、
①

の

一
息
と
③
b

の
二
息

(図
1
4
の
9
で
は
一
息
分
)
は
ほ
ぼ

同

じ
時
間

(約
+
二
秒
)
で
演
奏
さ
れ

て
い
る
。
と

こ
ろ
が
楽
句
全
体
と
な
る
と
、

①
が
約

四
十
秒
、
③

b
が
約
三
十
秒
、
同

一
演
奏
者
に
よ
る
③

e
が
約
二
十
秒

と
幅
が
あ
る
。
仮

に
①

の
息
継
ぎ
時
間
を
③

b
並
に
短
く
し
た
と
し

て
も
、
約

三
十
六
秒
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
楽
句
が
曲

の
ど
の
部
分
か
、

曲
頭
か
、
段
落

の
開
始
部
分
か
、
終
止
部
分
か
、
曲
尾
か
、
な
ど
に
よ

っ
て
違

っ
て
く
る
か
ら

で
あ
る
。
時
間
経
過
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
伸
縮
自
在
な
演
奏

を
総
称
し

て
、

「虚
無
僧
吹
き
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ

の
も
う

一
つ
の
例
が
図
1
6
楽
句

の
実
例

(
,1●-
)

の
③

c
で
あ
る
。

こ

に
ょ
ざ
ん

あ
じ
か
ん

れ
は

「如
山
の
阿
字
観
か
、
阿
字
観

の
如
山
か
」
と
い
わ
れ
た
宮
川
如
山
の
《
阿

字
観
》

の
途
中

で
あ
る
。
通
常

の
五
線
譜

で
は
あ
ら
わ
し
が
た
い
如
山
独
特

の

ユ
リ

(揺
で
は
な
く
淘
を
あ
て
る
-
2
7
)
と
、

「節
を
切
る
よ
う
に
ブ

ツ
ッ
ブ

ツ
ッ
と

切
れ
る
奏
法
-
2
8
」

の
特
徴
が
こ
こ
に
も
出
て
い
る
。

こ
の
如
山

の

《
阿
宇
観
》
に
は
、
ウ
、

ツ
に
よ
る
非
核

音
終

止
音

句
が

ひ

じ
ょ
う
に
お
お
い
。
そ
の
う
え
○
印
の
息
継
ぎ
は
全
曲
に
二
箇
所
し
か
な
く
、

他
は
す

べ
て
短
い
息
継
ぎ

の

「、
」
印
で
あ
る
。
そ

の
た
め
句
尾
の
旋
律
は
絶

え
ず

「淘
れ
」
な
が
ら
も
、
短
い
息
継
ぎ

で
ど
ん
ど
ん
先
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。

こ
こ
に
示
し
た
③

c
部
分
は
、
そ
の
前
が
ウ
で
終
止
し
て
い
る
た
め
、
原
則
か

ら
い
え
ば
も

っ
と
大
き
な
楽
句

(大
楽
句
)
の
後
半
と
と
る
べ
き
箇
所

で
あ
る
。

③

c
自
体
は
ソ
ー
ド
ー
ソ
ー

レ
の
核
音
で
動
い
て
い
る
が
、
そ
の
切
れ
方
の
特

徴
か
ら
大
き
く
ソ
ー
レ
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
図
1
6
に
は
な

い

一
つ
前
の
楽
句
か
ら
連
続

さ
せ
る
と
、
複
雑
な
動
き
を
内
蔵
し
た
ド
ー
ソ
ー

レ
の
楽
句
枠
と
な
り
、
ま
す
ま
す
大
き
な
旋
律
単
位
に
拡
大
し
て
い
く
。

同
様
に
④

の
場
合

も
、

二
度
目

の
核
音
レ
が
上
行
し

て
非
核
音
レ
ミ
で
切
れ

る
た
め
、
レ
ー

ソ
、
ソ
ー
レ
ー
ソ
が
、
最
後
の
ソ
ま

で
連
結
さ
せ
た
大
き
な
楽

句
、
レ
ー
ソ

(ー
ソ
)

へ
と
拡
大
さ
れ
る
。
特
に

「虚
無
僧
吹
き
」
と
呼
ば

れ

る
種
の
演
奏
に
お
い
て
は
、
楽
句
に
も

こ
の
よ
う
に
小
楽
句

と
大
楽
句
と
い
う

べ
き

二
段
階

の
規
模
が
あ
り
、
い
く

つ
か

の
小
楽
句
が
内
蔵
さ
れ
た
形

で
大
楽

句
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
大
楽
句
は
実
際

の
演
奏
と
深
く
関
わ

っ
て
お
り
、
楽

譜

に
は
記
さ
れ
な

い
範
疇

の
問
題
1
2
9
で
も
あ
る
の
で
、
楽
譜
か
ら

の
認
識
は

困
難

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
演
奏
は
、
流
派
様
式
や
個
人
様
式

と
切
り
離
し

て
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第五章 第二節 楽句の形成と楽曲の型

は
考
え
に
く
く
、

い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
あ
り
す
ぎ

て
客
観
的
基
準
が
設
定
し
に

く
い
問
題

で
あ
る
。

こ
の
演
奏
様
式
と
旋
律
区
分
法

と
の
関
係
に

つ
い
て
、
数
多
く
の
実
例
か

ら
筆
者
が
認
識
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

「大
楽
句
が
形
成
さ
れ
る
要
点
」

は

つ
ぎ

の
よ
う
に
な
る
。

ア
、

つ
ね
に
短

い
息
継
ぎ

で
連
結
さ
れ

る
音
句

の
連
続
は
、

よ
り
大
き
な

楽
句
を
形
成
す
る
傾
向
が
あ
る
。

イ
、

核
音
終
止
し
て
い
て
も
そ

の
音
が
短
か
か

っ
た
り
、
弱
音

で
あ

っ
た

・り
、
絶
え
ず
揺
れ
た
状
態

で
あ

る
よ
う
な
場
合
は
、

小
楽
句

(最
初
に

定
義
し
た
楽
句
)
と
し
て
の
終
止

で
は
あ

っ
て
も
、
よ
り
安
定
し
た
核
音

終
止
音
句
ま
で
連
続
し
、
結
果
と
し
て
大
楽
句
を
形
成
す
る
。

ウ
、

大
楽

句
形
成

の
重
要
な
要
因
と
し

て
、
核
音
と
と
も
に
音
量
と
音
価

が
あ
げ
ら
れ
る
。

エ
、

す
な
わ
ち
、
楽
句

の
終
止
感
は
、

長
い
音
価

で
強

い
音
量

の
核
音
に

よ

っ
て
最
も
強

く
な
る
。
さ
ら
に

い
う
な
ら
ば
、
後
続

の
音
句
と
の

息
継
ぎ

時
間
が
長

い
方
が
、
段
落
感
は
よ
り
強
く
な
る
。

こ
の
時
核

音

の
音
が
短
く
切
れ
て
も
、
長

い
休
止
が

入
れ
ば
長

い
音
価

と
同
等

の
終
止
感
が
得
ら
れ
る
。

オ
、

音
量
と
音
価

の
対
比
が
は

っ
き
り
し
た
演
奏

(虚
無
僧
吹
き
)
は
、
楽
譜

の
簡
素
さ
に
対
し
て
実
際

の
旋
律
が
複
雑
な
う
ね
り
を
も

つ
た
め
、

大
楽
句
の
切
れ
目
が
判
別
し
や
す

い
。
そ
れ
ら

の
う
ね
り
を
装
飾
的

変
奏
と
み
な
せ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
小
楽
句
と
同
じ
核
音
枠

(図
1

5
)
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

い
っ
ぽ

う
、
図
1
6
の
③

a
の
琴
古
流

の
例

で
は
、

二
息
程
度

で

一
楽
句

を
形
成
し

て
い
る
。
②
の
例

の
よ
う
な

「打
ち
」
と

「押
し
」
に
よ
る
接
続
音

(連
続
音
)
、
3
0
が
続
く
旋
律
は
別
と
し

て
、
琴
古
流

で
は
ど

の
曲

の
ど

の
部
分

を
と

っ
て
も
、
ほ
ぼ

こ
の
規
模
で
楽
句
が
形
成
さ
れ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

一
楽
句
内
の
音
数
は
少
な
く
、
ほ
ぼ

一
定
の
テ
ン
ポ

で
楽
句
が
並
列
さ
れ
て
い

く
の
で
、
音
高
変
化
の
起
伏
以
外
は
全
曲
が
平
静
、
平
坦
な
時
間
運
び
と
な
る
。

明
暗
対
山
派

の
場
合
は
、

「本
手
奏
法
」
と
呼
ぶ
強
い
吹
き
込
み
か
ら
直
線

的
に
音
が
減
衰
し
移
行
す
る
奏
法
で
演
奏
す
る
。
長
音
は
強
音
か
ら
弱
音

へ
と

襖
状
に
減
衰
す

る
型
を
と
り
、
旋
律
全
般

に

「虚
無
僧
吹
き
」
の
よ
う
な
激
し

い
長
短
、
強
弱
の
変
化
の
綾
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
ほ
ぼ

一
定
し
た
楽
句
形
成

と
な
る
が
、
前
節

の
図
1
4
で
示
し
た
よ
う
に
、
特
徴
的
な
非
核
音
終
止
の
音

句
が
連
続
す
る
と
き
は
、
楽
句
内

の
音
の
数
も
多
く
な
り
テ
ン
ポ
は
早
く
な
る
。

非
核
音
上
で
の
コ
ブ
シ
の
よ
う
な
装
飾
的

で
細
か
な
動
き
は
な
く
、
息
継
ぎ

時

間
も
ほ
ぼ

一
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
琴
古
流
本
曲
に
お
い
て
も
、
明
暗
対
山
派
本
曲
に
お
い
て
も
、

演
奏
時

の
音
量
や
音
価
を
考
慮
せ
ず
に
、
楽
譜
だ
け

で
楽
句
区
分
が
可
能
で
あ

る
。
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(
2
)
段
、

段
落

そ
も
そ
も
楽
曲

の
分
析
に
お
い
て
は
、
分
析
者

の
分
析
手
順
が
明
確
に
提

示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず

「音
句
」

で
は
、

「息
継
ぎ
」
と
い
う
誰

に

で
も
判
断

で
き

る
区
分
基
準
が
あ

っ
た
。
こ
の
場
合
、
書
か
れ
て
い
な
い
箇

所

で
息
継
ぎ
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
問
題
に
は
な
ら
な

い
。
楽
譜

で
分
析
す

る
と
き
は
書
か
れ
た
と
お
り
、
演
奏
音

で
分
析
す
る
と
き
は
吹
か
れ
た
と
お
り

に
区
分
す
れ
ば

よ
い
。
単
位
規
模

の
大
小
と
種
類

の
増
加

の
問
題
だ
け
で
あ

っ

て
、
型
の
結
果
は
同
じ

で
あ
る
。

つ
ぎ

の

「楽
句
」
に
お

い
て
も
、

「開
始

の
核
音
」
と

「終
止
の
核
音
」
を

見

つ
け

る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難

で
は
な
い
。
た
だ

、

「開
始

の
核
音
」
は

「開

始
音
」
と
同
等

で
は
な
い
の
で
、
核
音
を
判
別
す
る
能
力
が
あ
れ
ば

よ
い
。

こ

こ
ま

で
は
ほ
ぼ
、
楽
譜
に
よ
る
客
観
的
な
基
準
に
そ

っ
て
分
析
が
可
能
で
あ
る
。

問
題
は
楽
句
に
小
楽
句
と
大
楽

句
を
設
定
す
る
と
き
に
お

こ
る
、
演
奏
音

の
導
入
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
分
析
者

の
経
験
が
加
味
さ
れ
、
主
観
が
入
り
込
む

危
険
性
が
あ
る
。
筆
者
に
お
け
る
客
観
性

の
基
準
と
し
て

「大
楽
句
が
形
成
さ

れ
る
要
点
」
を
五

つ
あ
げ
た
が
、
大
楽
句

の
切
れ
目
に
核
音
の
ほ
か
、
音
の
長

さ
、
音

の
強
さ

の
条
件
を
加
え
る
と
き
、

つ
ね
に
長
く
強

い
核
音
で
奏
さ
れ
る

演
奏
様
式

で
は
、
小
楽
句
イ

コ
ー
ル
大
楽
句
か
、
と
い
う
疑
問
が
お
こ
る
。
演

奏
様
式
の
差
異
を
明
確
に
す

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
大
楽
句
の
設
定
は
有

意
義
で
は
あ
る
が
、
大
小
と
い
う
単
位
規
模

の
区
別
が
曖
昧
に
な
る
。
琴
古
流

や
明
暗
対
山
派
に
は
大
楽
句
が
存
在
し
な
い
と
す
る
の
か
、

小
楽
句
イ
コ
ー
ル

大
楽
句
と
す
る
の
か
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
大
楽
句
と
、

筆
者
が

一
段
階
大
き

い
単
位

と
想
定
す

る

「段
」
な
い
し

「段
落
」
と
の
関
係

も
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

先
の
疑

問
に

つ
い
て
は
、

琴
古
流
や
明
暗
対
山
派
に
も
大
楽
句
が
存
在
す

る
こ
と
を
指
摘

で
き
る
。
琴
古
流
で
は
楽
譜
か
ら
楽
句
を
設
定
す
る
と
、
非
核

音
終
止

の
長
い
音
句
が
連
な

っ
て
、
そ
の
ま
ま
大
楽
句
に
な
る
よ
う
な
大
規
模

な
楽
句
と
な
る
。
し
か
し
実
際
は
、
ほ
と
ん
ど
楽
譜
通
り
に
は
息
継
ぎ
さ
れ
ず
、

長
い
音
句
は
適
当
な
核
音

で
い

っ
た
ん
切
れ
る
こ
と
が
お
お
い
の
で
、
平
均
的

に
図
1
6
の
③

a
に
示
し
た
よ
う
な
小
楽
句
の
形
を
と
る
。
し
た
が

っ
て
大
楽

句
は
、
む
し
ろ
楽
譜
通
り
に
分
析
し
た
楽
句
単
位
を
さ
す
結
果
と
な
る
が
、

こ

の
大
楽
句
内
に
、

「虚
無
僧
吹
き
」
に
見
た
よ
う
な
緩
急

の
変
化
は
な

い
。
ま

た
明
暗
対
山
派
に
お
い
て
も
、
楽
譜
上
の
楽
句

の
大
小
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ

る
の
で
、

こ
こ
に
演
奏
音
を
援
用
す
る
必
要
が
な
い
。

で
は
、
大
楽
句
と

「
段
」
、

「
段
落
」

と
の
関
係
と
は
な
に
か
。
も

っ
と
も

短
い
楽
曲

で
あ
る

「し
ら
べ
」
に
お
い
て
さ
え
、

一
つ
の
大
楽
句

で

一
曲
が
成

り
立

つ
こ
と
は
な
く
、
よ
り
大
き
い
旋
律
の
ま
と
ま
り
単
位
が
存
在
す
る
。
そ

れ
を

「段
」
ま
た
は

「段
落
」
と
呼
ぶ
が
、
も
っ
と
も
短

い
曲

で
は
曲
全
体
が
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一
つ
の
段
落
と
い
う

こ
と
も
あ
り
え
る
。
ま
た
、
段
落
自
体
の
規
模
や
数
も
、

曲
に
よ

っ
て
大
小
、
多
寡
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

「段
」
、
「段
落
」
と
は
な

に
か
を
明
確
に
し
た

い
。

ま
ず

「
段
」
に

つ
い
て
は
、
初

段
、

二
段
な
ど
が
楽
譜
に
記
さ
れ
た
場
合

の
み
こ
れ
を

「段
」
と
認
定
す

る
。
現
行
琴
古
流

(三
浦
琴
童
譜
)
で
は

《
巣
鶴

鈴
慕
》
、
《
栄
獅
子
》
、
《
砧
巣
籠
》

の
三
曲
、
明
暗
対
山
派

(小
林
紫
山
譜
)
で
は

《
栄
獅
子
》
、
《
巣
鶴
》
、
《
鶴
巣
籠
》

の
三
曲
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
明
暗
真
法
流

に
は

《
二
段
菅
垣
》
、
《
五
段
恋
慕
流
》
(《
恋
慕
流
》
)
、
《
三
段
菅
垣
》
、
《
六
段
獅

子
》
と
い
う
段
を
曲
名
に
使

っ
た
曲
が
あ
り
、
他
に
も

《
堺
獅
子
》
、
《
夢
正
菅

垣
》
、
《
鶴
巣
籠
》

の
曲
に
、
段
を
示
す
○
に
二
な
ど
の
大
き
い
漢
数
字
が
記
入

さ
れ
て
い
る

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

"
二
八
～
五
九
)
。

こ
れ
ら
は
記
譜
者
レ
ヴ

エ

ル
の
問
題
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
同
じ
明
暗
真
法
流
譜

で
も
、
勝
浦
正
山
譜

の
方

は
段
数
字

の
書
き
込
み
が
な
い

(稲
垣
ほ
か

一
九
七
七

"
九
一
～

一
三
五
)。
比
較
対

照
す
る
材
料
が
な
い
か
ぎ

り
段

の
所
在
を
確
定

で
き
な
い
わ
け
で
、
勝
浦
正
山

譜
だ
け
を
あ

つ
か
う
場
合
は

「段
」
と
は
認
定

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ

に
段
落

で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
記
譜

レ
ヴ

ェ
ル
と
分
析
者
に
よ
る
判

断
レ
ヴ

ェ
ル
の
二
通
り
が
あ
る
。
前
者

の
も

っ
と
も
明
確
な
例
は
、
第

四
章
第

二
節

(
1
)

で
示
し
た
神
保
政
之
助
伝
の

《
鶴
の
巣
籠
》

の
よ
う
に
、
段
落
名

が
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
奥
州
伝

の

《
鈴
慕
》
や

《
三
谷
》
に
も
同
様

の
傾
向
が
あ
る
。
も

っ
と
も
こ
の
段
落
名
称
は
伝
承
者
に
よ

っ
て
相
違
が
あ
り
、

段
落
区
分
に
も
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
楽
曲
に
お
け
る
段
落
と
認
識
す

る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
。

第
二
の
例
は
、
琴
古
流
の
三
浦
琴
童
譜

の
よ
う
に
、
か
な
り
大
き
な
旋
律

の
ま
と
ま
り
に
対
し
て
、
小
さ
く
譜
字
の
右
上
に
○
に
二
、
譜
字
の
左
下
に
○

に
三
な
ど
と
書
か
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
反
復
な
ど
の
演
奏
順
序
を
示
し

ふ
き
あ
わ
せ

た
り
、
例
え
ば

二
か
ら
三
の
部
分
と
六
か
ら
七
の
部
分
が
合
奏

(
吹
合
)
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
古
譜
に
み
た

△
や

国
印
か
ら
の
展
開
と
見
ら

れ

る
。
そ
し
て
第
三
の
例
が
、
図
7
樋

口
対
山
直
筆
の

《
虚
空
》
全
曲
譜

に
見

た

よ
う
な
、
改
行
に
よ
る
段
落
の
明
示
で
あ
る
。

㍗

そ
れ
以
外

の
、
段
落

の
手
が
か
り
が
ま

っ
た
く
な

い
楽
譜
や
、
楽
譜
が
入

手
で
き
な
い
演
奏
に

つ
い
て
は
、
以
上

の
記
譜
レ
ヴ

ェ
ル
か
ら
得
ら
れ
た
段
落

構
成

の
特
徴
や
、
楽
句
ま
で
の
分
析

で
得
た
核
音
枠

の
型

の
知
識
か
ら
、
分
析

者
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
に
分
析
者

の
判
断
例
と
し
て
、
筆
者
が
こ

れ
ま
で
に
得
た
い
く
つ
か
の
特
徴
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

a
、
段
、
段
落

の
始
ま
り
に
は
新
し
い
旋
律
の
要
素
が
く
る
こ
と
が
お
お
い
。

b
、

こ
れ
と
は
逆
に
、
段
落

の
始
ま
り
に
ま

っ
た
く
同
じ
か
、
同
種

の
旋
律

要
素
が
再
三
再
四
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

c
、
段
、
段
落

の
後
半
、
も
し
く
は
終
わ
り
部
分

に
、
既
出

の
旋
律
が
反

復
さ
れ

る
こ
と
が
お
お

い
。

こ
れ
は

一
種

の
終
止
形
定
型

と
な

る
。

そ

の
ほ
か
段
落
終
止
と
判
定
す

る
目
安
に
な
る
定
型
は
、

全
曲
終
止
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に
用
い
ら
れ
る
型

(例
え
ば
ハ
ロ
や
ツ
ロ
)
で
あ
る
。

d
、
細
か
い
旋
律

の
動
き
は
違

っ
て
も
、
楽
句
の
核
音
枠
で
と
ら
え
る
と
、

反
復
、
並

列
、
対
比

の
原
理
が
働

い
て
、

段
落
と
し
て
の
大
き
な
核

音
枠
が

形
成
さ
れ

る
。
そ
の
型
は
楽
句

の
基
本
型

(図
1
5
)
に
等
し

い
。

e
、
演
奏
様
式
に
関
わ
ら
ず
、
段
落
の
切
れ
目
に
は
長
い
息
継
ぎ
が
あ
り
、

新
た
な
段
落
は
強
音
で
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。

以
上

の
特
徴

の
す

べ
て
が

一
曲

に
あ
ら
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
中
に
は
前

記
の
ど

の
要
件
も
十
分
で
な
い
楽
曲
も
あ
る
。
し
か
し
幸
い
な

こ
と
に
、
古
典

本
曲
に
は
大
楽
句
レ
ヴ

ェ
ル

で
の

「同
じ
旋
律
」
ま
た
は
そ
の

一
部
、
も
し
く

は
部
分
を
欠
い
た
形
が
し
ば

し
ば
再
現
す
る
の
で
、
そ

の
同
じ
旋
律
が
ど
こ
に

位
置
す
る
も

の
か
、
始
め
か
、
真
ん
中
か
、
終
わ
り
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
、

段
落
区
分

の
目
安
と
な
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
楽
曲

の
型

古
典
本
曲

の
個

々
の
楽
曲

の
全
曲
構
成
を

と
ら
え

る
こ
と
は
、
ど

の
よ
う

な
始
ま
り
方
を
し
、
ど
の
音
域
で
ど

の
よ
う
な
音
高
線
を
描
き
な
が
ら
旋
律
が

展
開
し
、
ど

の
よ
う
な
終
わ
り
方
を
す
る
か
、
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
旋
律

の

最
小
単
位

で
あ
る
音
句
に
お

い
て
、
そ
の
分
類
と
型

の
考
察
基
準
が
開
始
音
と

終
止
音
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
楽
句
に
お
い
て
も
、
そ

の
型
を
開
始
と
終

止
の
核
音

の
枠
組
み
で
と
ら
え
た
よ
う
に
、
楽
曲

の
型
を
考
察
す
る
場
合
に
、

曲

の

「始
ま
り
方
」
と

「終
わ
り
方
」
は
重
要
な
意
味
を
も

つ
。

ま
ず
最
初
に
、
ま
と
ま

っ
た
曲
数
を
も
ち
、
そ
の
表
曲
は
十
八
世
紀
末
に
、

裏
曲
も
遅
く
と
も
十
九
世
紀
初
期
ま
で
に
は
全
曲
が
今
の
形
に
整

っ
て
い
た
琴

古
流
本
曲
を
取
り
上
げ
る
。
三
十
六
曲
中
、
移
調
の
八
曲
と

「し
ら

べ
」
類
を

除
く

二
十
八
曲
が
対
象
と
な
る
1
3
-
。

こ
の
二
十
八
曲
の
開
始
音
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
ツ
レ

(レ
、ミ
ソ
)
で
開
始
す

る

曲
が
全
体

の
六
割
強
あ
る
。

ツ
の
反
復
や
装
飾
技
法
は
無
視
し
、
甲
呂
、
お
よ

び
ヵ
ツ

(フ
ァ
)
を
含
め
て
の
数
値
で
あ
る
。
内
訳
は

一
オ
ク
タ
ー
ヴ
上

の
甲
音

域

の
ツ
レ
が
八
曲
、
呂
音
域
の
ツ
レ
が
九
曲
と
ほ
ぼ

同
数
で
あ
る
。
他
に
呂
の

ヒ

(ド
音
)
開
始
が
四
曲
あ
る
以
外
は
ば
ら
ば

ら
で
、
前
節
表

8
、

お
よ
び
図

1
2
の
音
句

で
み
た
開
始
音

の
偏
り

の
傾
向
が
、
曲
頭

で
は
よ
り
い

っ
そ
う

「
ツ
」
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

全
曲

の
終

止
音
に

つ
い
て
は
、

ツ
ロ
、

ハ
ロ
な
ど

の
甲

の
ロ

(レ
音
)
終

止

が
八
十
五
%
と
圧
倒
的
に
お
お
い
。

こ
れ
ら
に
は
す

べ
て
、
琴
古
流
本
曲

の
終

止
定
型
と
も
い
う
べ
き

「レ
ロ
」
(
一
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
の
レ
音
終
止
)
が
最
後
に

つ
く

が
、
そ
れ
を
排
除
し
た
終
止
形
の
曲
数
値
で
あ
る
。

こ
の

「レ

ロ
」
が
、
指
孔

数

の
数
え
方
の
逆
転
と
同
じ
よ
う
に
、
久
松
風
陽
以
降

の
付
加
で
あ
る
こ
と
は

第
三
章

で
述
べ
た
通
り

で
、
そ

の
定
型
句
を
取
り
去

っ
て
も
な
お
、

「
ロ
」
が
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も

っ
と
も
強
く
終
止
音
と
し

て
の
機

能
を
持

つ
音
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か

る
。

さ

て
つ
ぎ

に
、

ツ
レ
開
始

の
曲
十
七
曲
が
、
ど

の
よ
う
な
旋
律
構
造
を
示

す
か
を
見
る
た
め
に
、

一
曲
ご

と

の
構
造
模
式
図

(図
1
7
)
を
描
い
た
。
全

体
は
大
き
く
基
本
核
音
に
よ
る

a
、
ド
フ
ァ
、
レ
ソ
の
平
行
四
辺
形
を
も

つ
b
、

ソ
ド
、

ラ
レ
の
平
行

四
辺
形
を
形
成
す
る

c
の
、
三

つ
に
グ

ル
ー
ピ

ン
グ
さ
れ

た
か
ね

て
い
る
。

x
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「高
音
旋
律
」
が
あ
る
場
合
を
し
め
す
。

一
見
し
て
、
各
曲
が
そ
れ
ぞ

れ
さ
ま
ざ
ま
な

「顔
」
を
持

っ
た
個
性
あ
る

楽
曲

で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
音
句

・
楽
句
レ
ヴ

ェ
ル
で
は
、
複
雑
を
複
雑

の

ま
ま
放
置
せ
ず

、
多
様
を
多
様
の
ま
ま
並
列
せ
ず
、

小
異
を
捨
て
て
大
同
を
と

る
方
式

で
分
類
整
理
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
総
合
レ
ヴ

ェ
ル
と
も
な
る
と
、

さ
す
が
に
音
句

・
楽
句

の
組

み
合
わ
せ
の
可
能
性
が
多
す
ぎ

て
、
収
敏
す
る
ど

こ
ろ
か
多
様
性
の
並
列
の
結
果
と
な
る
。

し
か
し

こ
の
こ
と
は
、
大
同
を

と
れ
ば
数
少
な
い
音
句
種

で
構
成
さ
れ
た

琴
古
流
本
曲
に
、
な
ぜ

三
十
六
曲
も
の
楽
曲
が
存
在
し
え
た
か
の
疑
問
を
解
決

し
て
く
れ
る
。
開
始
と
終
止
が
同
じ

型
の
楽
曲
で
も
、
ま
た
、
核
音
枠

で
は
同

型
楽
句

で
あ

っ
て
も
、内
蔵
す
る
音
句
の
組
み
合
わ
せ
が
無
限
大
に
広
が
れ
ば
、

そ
れ
だ

け
楽
曲

の
数
も
増
え
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
曲
名

の
曲

が
、
奏
法
を
変
え
た
り
、
旋
律

の
小
さ
い
部
分
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新

た
な
曲
が
枝
分
か
れ
状
態

で
生
成
さ
れ
る
場
合
と
違

っ
て
、
音
句
の
組
み
合
わ

せ
の
可
能
性
を
た
め
す
過
程
で
生
じ
た
楽
曲
の
数

の
よ
う
に
思
え
る
。

も
ち
ろ
ん
琴
古
流
本
曲
が
、
初
世
琴
古

の
作

で
な
い
こ
と
は
第
三
章

で
述

べ
た
通
り
で
、
ほ
と
ん
ど
が
い
ず
れ
か
の
地
方

の
虚
無
僧
か
ら
伝
わ

っ
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
伝
承
通
り
に
曲
を
並

べ
た
だ
け

で
は
こ
れ
だ
け
多
様

な
組
み
合
わ
せ
は
生
ま
れ
に
く
い
。

か

つ
て
瀬
山
徹
は
明
暗
対
山
派
本
曲

三
十

二
曲
を
対
象
に
、

そ
の
音
組
織

か
ら
み
た
曲

の
分
類
を
試

み
た

(瀬
山

一
九
八
四
)。
瀬
山
は
音
組
織
を

「音

の

高
さ

(嘗
畠
)
に
関
す
る

『
つ
な
が
り
か
た
』

の
し
く
み
」
と
定
義
し
、
構
造

模
式
図

で
描

い
た
三
十

二
曲
を
、
音
域
と

「
チ
と
ウ
」
1
3
2
の
使

い
分
け
に
よ

っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
。
結
果
と
し

て
は
、

「
乙
音
域
に
ウ
、
甲
音
域
に
チ

と
ウ
」
の
形

(+

一
曲
)
、

「甲
乙
両
音
域
に
チ
と
ウ
」

の
形

(十
五
曲
)
が
圧
倒

的
に
お
お
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
明
暗
対
山
派

で
い
う

「チ
と
ウ
」

の

ウ
は
、
す

で
に
何
度
か
説
明
し
た
よ
う

に
、
ウ
が
単
独

の
場
合
は
レ
ラ
、

チ
ウ

と
な
る
と
き
は
高
め
の
ソ
に
な
る
浮
動
的
な
音

で
あ
る
。

瀬
山

の
研
究
は
大
量
の
譜
字
を
情
報
処
理
す
る
こ
と
で
、
古
典
本
曲
に
お

け

る
音
進
行
の
特
性
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、

全
曲
構
成
の
考
察
に
と

っ
て
さ
ら
に
重
要
な

こ
と
は
、
古
典
本
曲
の
最
高
音

で

あ
る
レ
ミ
音
を
含
む
旋
律
、
す
な
わ
ち
琴
古
流

で
い
う
甲
の

「二
四
五
ハ
四
五
ハ
」
、

対
山
派

で
い
う

「ヒ
フ
」
の
旋
律
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
琴
古
流
の
三
ウ
、

対
山
派
の
ヰ
を
含
む

「ラ
ー
レ
を
核
音
枠
」
と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
形
成
が
あ
る
か
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ど
う
か
で
あ
る
。

前
者
は
、
い
わ
ゆ

る

「高
音
旋
律
」
を
形
成
し
、
曲

の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク

ス

は
ち
か
え
し

を
作
る

(図
1
7
x
の
つ
く
グ
ル
ー
プ
)。
ま
た
後
者
は
、

「
鉢
返

」
と
呼
ば
れ
る
段

落
を
形
成
す
る
。

こ
の
段
落
は
、

一
時
的
に

「
ラ
ー
レ
を
核
音
枠
」
と
す
る
旋

律
と
な
る
た
め
、
本
調
子

(三
味
線
の
調
弦
法
の
意
味
で
は
な
く
、
『琴
古
手
帳
』
の
本
調

子
、
す
な
わ
ち
基
本
的
な
核
音
枠
に
よ
る
も
の
)
か
ら
曙
調
子
に

一
時
転
調
し
た
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
。
琴
古
流

の

《
鉢
返
調
》
は
ま
さ
に
こ
の
旋
律
か
ら
開
始

す
る
曲
だ
が
、

独
立
曲

の
開
始
と
し

て
は
唐
突

で
、
《
一
二
一二
調
》

に
連
結
し

て
演
奏
さ
れ
る

の
は
も

っ
と
も
で
あ

る
。

こ
の

「
ラ
ー
レ

の
核
音
枠
」
を
甲
音

域
に
も

つ
場
合
は
、

ソ
ー
ド
、
ラ
ー
レ
が
平
方

四
辺
形
を
形
成
し
、
こ
の
楽
曲

の
旋
律
構
造
の
豊
か
さ
を
し
め
し
て
い
る

(図
1
7
c
2
、
c
3
の
グ
ル
ー
プ
)。

ま
た
、
全
曲
構
成

に
と

っ
て
は
、

「高
音
」
や

「鉢
返
」
的
な
旋
律
が
あ

る

か
な
い
か
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
が
全
曲

の
ど
の
位
置
に
あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

開
始
音
句
が
甲
音
域
か
、
乙

(呂
)
音
域
か
に
よ

っ
て
も
、
以
後

に
展
開
さ
れ

る
音
高
線

の
描
き
方
が
変
わ

っ
て
く
る
。

以
上

の
要
件
を
最
重
要
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
古
典
本
曲

の
全
曲
構
成
を
考

え

る
と
き
、
き
わ
め
て
明
瞭
な
形
式
の
型
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら

の
型
を
筆
者
は
、
そ

の
典
型
を
示
す
曲
名
を
と

っ
て
愛
称
に
し

て
き
た
。
最
後

に
こ
の

「楽
曲

の
型
」
の
特
徴
を
述

べ
る
こ
と
で
、

こ
の
章
の
し
め
く
く
り
と

し
た
い
。

あ
じ
か
ん

㈲
二
部
構
成
型

(阿
字
観
型
)
(図
1
8
)

古
典
本
曲

の
も

っ
と
も
簡
潔
な
形
式

で
、

そ
の
典
型
は

《
阿
字
観

》
に
見

ら
れ
る
。
甲
音

の
ツ
レ
で
開
始
さ
れ
た
旋
律

a

(複
数
の
楽
句
)
に
続
き
旋
律
b

が
く
る
。

つ
い
で

「高
音
旋
律
」
に
移
り
、
旋
律
b
が
そ

っ
く
り
反
復
さ
れ

て

結
び
と
な
る
。

第
-
部

(段
落
1
)

旋
律

a

旋
律
b

第
H
部

(段
落
2
)

旋
律

c

(高
音
旋
律
)

旋
律
b

結
び

第

四
章
第

二
節
に
示
し
た

《
大

和
調
子
》

(図
8
)
は
、
甲
音
域
開
始

で
な

い
点
と

「高
音
」

の
か
わ
り
に

「鉢
返
」
旋
律
が
く
る
点

で
異
な
る
が
、
形
式

は
ま

っ
た
く
同
じ

で
あ
る
。
琴
古
流
本
曲
は
ど
れ
も
旋
律
規
模
が
大
き
す
ぎ

て
、

残
念
な
が
ら
こ
の
型
の
楽
曲
は
な
い
。
明
暗
対
山
派
の

《
霧
海
復

》
は
、
旋

律
b
に
あ
た
る
部
分
が
第
H
部
で
拡
大
さ
れ

(同
音
句
の
再
出
現
)、
1
部
と
H
部

の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
ま
た
、
開
始
音
が
ツ
レ
で
は
な
く
甲
音

の
ロ
で
開
始
す

る
点
で
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は

こ
の
型
に
は

い
る
。

れ
い
ぼ

②
山
型
形
成
型

(鈴
慕
型
)
(図
1
8
)

乙
音
域

(ツ
レ
か
ツ
ロ
)
で
開
始

し
、
次
第
に
音
域
を
高
め
、

「高
音
旋
律
」

か
ら

「鉢
返
」
を
経

て
再
び
下
降
す
る
。
全
曲
が
な
だ
ら
か
な
山
型
曲
線
を
描

さ
ん
や

く
も
の
で
、
奥
州
伝
の

「鈴
慕
」
類
、

「
三
谷
」
類
が

こ
の
形
式
を
も

つ
。
曲

に
よ

っ
て
段
落
名
は
異
な

る
が
、

「調
」
A
I

「本
手
」

A
ー

「高
音
」

B
i

「鉢
返
」
C
l

「結
」

の
構
成

に
な

る
の
が

一
般
的

で
あ
る
。
時
間
的

に
は
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第五章 第二節 楽句の形成 と楽曲の型

や
や
後
半
寄
り

(グ
ラ
フ
で
は
音
価
を
無
視
し
て
い
る
の
で
、
後
半
に
位
置
し
て
い
な
い
)

に
高
音

の
聞
か
せ
ど

こ
ろ
が
あ
り

(三
谷
は
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
)、
布
施
に
対
す

る
返
礼
を
意
味
す

る

「鉢
返
」
か
ら
、

一
気
に
結
び
に
入
る
。
古
典
本
曲
の
も

っ
と
も
美
し

い
形
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
図
1
8
の
例

で
は
A
ー
,
A
l

B
l

C
l
"
A
の
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
曲
に
よ

っ
て
若
干

の
異
同
が
あ

っ
て

も
、
A
B
C
の
旋
律
要
素
で
構
成
さ
れ
る
点
で
は
す

べ
て
共
通
す
る
。

し
ょ
う
が
ん
け
ん

具
体

例
と
し

て
は
、
《
松
巌

軒

鈴
慕

》
(月
漢

一
九
七
四
b

"
二
八
、
⑨
～
1
1
)、

む
つ

《
陸
奥

鈴
慕
》

(同

二
一二
、
1
1
～
1
3
)
、
《
神
保

三
谷
》

(《
奥
州
薩
慈
》)
(同

"
二

八
～
三
〇
、
1
5
～
1
6
)
の
ほ

か
、

明

暗

対

山

派

の

《
三

谷

曲

》
、
錦

風
流

の

さ
ん
や
す
が
が
き

ふ
た
い
け
ん

《
三
谷
清
撹
》
や

《
流
し
鈴
慕
》
、
《
布
袋
軒
鈴
慕
》
、
《
越
後
三
谷
》
、
《
越
後
鈴

さ
ん
や

慕
》
、
《
宮
城
野
鈴
慕
》
、
海
童
道
祖
伝
承
の

《
山
谷
》
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
琴
古
流
の

《
秋
田
菅
垣
》
も
こ
の
型
に
属
す

(第
六
章
)。
し
か
し
名

称
の
共
通
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
《
三
谷
菅
垣
》
は
核
音
構
造

の
異
な
る
ま

っ
た

く
別
系
統
の
曲

で
あ
る
。

㈲
四
部
構
成
型

(虚
空
鈴
慕
型
)
(図
1
9
)

そ
の
ま
ま
小
規
模
な

一
曲
に
も
な
り
う
る
段
落
を
四
つ
も

つ
構
成

で
、
古
典

本
曲
最
大
規
模
の
楽
曲

で
あ

る
。
各
段
落
が
並
列
的
に
自
立
し
て
い
る
が
、
特

徴
的
な
旋
律
が
音
句
、

小
楽
句
、
大
楽
句
レ
ヴ

ェ
ル

で
各
段
に
あ
ら
わ
れ
、
全

体
を
有
機
的
に
統

一
し
て
い
る
。
琴
古
流

の

《
虚
空
鈴
慕
》
、
3
,
、
明
暗
真
法

流

の

《
真
霧

漉

》
(月
漢

一
九
七
四
b

三

木

訳
童胴⑱

⑤
)
が
そ

の
典
型

で

あ
る
。
両
曲
と
も
A
l

B
l

C
I
、
B
の
形
を
取
る
が
、

こ
れ
は

二
部
構
成
型

の
拡
大
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

図

1
9
は
、
三
浦
琴
童
譜

(第
三
章
表
3
の
⑩
)
に
基
づ

く

《
虚
空
鈴
慕
》

の

音
進
行
を
、
音
価
を
無
視
し
て
グ

ラ
フ
化
し
た
も

の
で
あ
る
が

(横
軸
は
時
間
軸

で
は
な
い
)、
琴
童
譜
を
含
め
た
吉

田

一
調

(表
3
の
⑧
)
以
降

の
楽
譜
に
は
、
こ

れ
と
は
別
に

「
一
閑
流
替
手
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
第

四
段
落
を
若
干
変
奏
し
た

だ
け
の
ほ
ぼ
同
旋
律

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
如
童
琴
古
譜

(表
3
の
⑤
)
や

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜
』
(表
3
の
⑦
)

で
は
、
実
は

「虚
空
替
手
」
と
書
か
れ
て
い
る
旋
律

こ
そ
が

こ
の
第

四
段
落
旋

律
の
こ
と
で
あ
り
、
琴
童
譜

の

「
一
閑
流
替
手
」
旋
律
で
は
な

い
。
ま
た
、
」
一

閑
系
の
古
譜
1
3
4
で
は

△
印
に
戻

っ
て
反
復
し
、
第

二
段
落
を
そ
っ
く
り
繰
り

返
す
指
示
が
あ
る
。

つ
ま
り
第
三
段
落
ま

で
が

《
虚
空
鈴
慕
》

で
あ
り
、
高
音

を
欠
く
A
B
C
B
型
で
あ
る
。
記
述
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
二
度
目
の
B
を

「替

手
」
(す
な
わ
ち
琴
童
譜
の
第
四
段
落
)
と
吹
き
合
わ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
の

「虚
空
替
手
」
旋
律
は

一
八
二
六
年

の
如
童
琴
古
譜
、
3
,
で
初
め
て
出

現
す

る
の
で

(同
年
の

『
尺
八
伝
書
』
や

一
八
二
二
年
の
池
田
一
枝
譜
-
3
6
に
は
な
い
)
、

あ
る
い
は
如
童
琴
古

の
手
付
け
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

一
例
だ
け
で
は
根
拠
が

弱

い
。
た
だ

一
閑
系
で
も
、

二
世
琴
古
、
宮
地

一
閑

の
意
志
に
基
づ

い
て
作
譜

さ
れ
た

一
枝
の
譜
に

「替
手
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

二
世
琴
古
と
宮
地

一

閑
に

「替
手
」
が
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
1
3
7
。
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吉
田

一
調
以
降
は
如
童
琴
古

の

「替
手
」
が

《
虚
空
鈴
慕
》
の

一
部
と
な
り
、

さ
ら
に
こ
れ
を
誰
か
が
編
曲
し
た

「
一
閑
流
替
手
」
が
加
わ

っ
た
。
ま
た
、
吹

き
合
わ
せ
の
演
奏
伝
統
は

一
調
譜
、
琴
童
譜
に
も
あ
り
、
特
に
後
者

で
は
第
二

段
落
と
第
四
段
落
、
あ
る
い
は

二

閑
流
替
手
」
や
雲
井
調
子
、
曙
調
子
の

「虚

空
鈴
慕
」
と
合
奏
可
能

で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
と
第
四
段
落

(お

よ
び

「
一
閑
流
替
手
」)
は
譜
字
情
報

の
規
模
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
音
域
は
対
照
的
だ

が
、
オ
ク
タ
ー
ブ
離
れ
て
同

一
旋
律
が
配
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、
合
奏
を
意
識

し
た
創
作
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
琴
古
流
に
は
、
早
く
か
ら
替
手
と
の
吹
き
合
わ
せ
伝
統
が
あ

っ

た
が
、
明
暗
に
は
ま

っ
た
く
な
く
、
明
暗
真
法
流
の
形
式
は
純
粋
に
古
典
本
曲

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
暗
対
山
派
の

《
虚
空
》
や
根
笹
派
錦
風
流
の

《
虚

空
》
も
似
た
旋
律
構
成
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
な
四
部
構
成
で
は
な
い
。

鋤
段
構
成
型

(鶴

の
巣
籠
型
)

《
鶴

の
巣
籠
》
に
は
同
名
異
曲
が
お
お

い
が
、
例
え
ば

琴
古
流
の

《
巣
鶴
鈴

慕
》
十

二
段

(月
漢

一
九
七
六

"
八
二
～
八
五
)、
明
暗
対
山
派

の

《
巣
鶴
》
五
段
、

し
ん
り
ょ
う

同

《
鶴
の
巣
籠
》

七
段
、
尾
崎

真
龍

伝

(明
暗
真
法
流
)
《
鶴

の
巣
籠
》
十
段

な
ど
の
段
構
成
を
持

つ
曲
が
伝
わ
る

(月
漢

一
九
九
五

"
二
九
)。

《
巣
鶴
鈴
慕
》

で
は
各
段

の
冒
頭
に
新
し

い
旋
律
要
素
が
出
現
し
、
終
止
に

は

a
、
b
、

c
と
そ
の
変
形
、
お
よ
び
d

の
小
楽
句
が
適
宜
各
段
に
配
さ
れ
て

お
り
、
古
典
本
曲

の
段
落
構
成

の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

(先
述
の
特
徴
a
、

c
)
。
と
同
時
に
、
歴
史
的
に
は
胡
弓
本
曲

《
鶴

の
巣
籠
》
と

の
交

流
関
係
が

さ
か
え

あ
り
、
同
じ
く
胡
弓
本
曲

《
栄

獅
子
》
と

と
も
に
、
弦
楽
器
曲
と
尺
八
と
の

古
く
か
ら

の
関
係
を
示
す
生
き
た
材
料
と
し

て
重
要

で
あ
る

(胡
弓
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
平
野

一
九
七
六
参
照
)。

以
上
、

四

つ
の
型
の
特
徴
を
述

べ
た
が
、
な
か
で
も
ω
阿
字
観
型
と
②
鈴
慕

型
は
、
古
典
本
曲

の
代
表
的
な
型
と
し
て
双
壁
を
な
す
。
開
始
音
域
は
ω
が
甲

音
の
ツ
レ
、
②
が
乙
音
域
の
ツ
レ

(
ツ
ロ
)
と
対
照
し
、
全
曲

の
楽
句
配
置

(音

高
線
の
描
き
方
)
も
対
照
的

で
あ
る

(図
1
8
)。

こ
の

《
阿
字
観
》
は
、
九
州
地
方

の
虚
無
僧
た
ち
が
吹
い
た

「流
し

の
曲
」

(戸
外
で
流
し
な
が
ら
吹
く
曲
)、

「さ
し
」
を
原
曲
と
し
て
い
る
。
い

っ
ぽ

う
の

「鈴

慕
」
は
全

国
の
虚
無
僧
た
ち
が
流
し
た
曲

の
総
称
だ
が
、
奥
州
伝
の
各
種

「鈴

慕
」
も
ま
た

「さ
し
」
と
同
様
に
、
東
北
地
方

の

「流
し

の
曲
」
の
代
表

で
あ

る
。
そ

の
意
味
で
両
者
は
、
九
州
と
東
北
と
い
う
、
日
本

の
南
と
北

の
土
地
柄

を
象
徴
し
た
旋
律

の

「か
た
ち
」
で
も
あ
る
。

次
章
で
は
、
古
典
本
曲
に
お
け
る
こ
の
地
方
様
式

の
問
題
が

テ
ー

マ
の
ひ
と

つ
と
な
る
。
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第五章 第二節 楽句の形成と楽曲の型

1
2
6

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ウ
は
単
独
で
は
レ
ラ
だ
が
、
チ
チ
ウ
の
時
は
ソ
に
近

い
音
ま
で
下
げ
る
。
こ
の
ウ
は
音
高
が
不
安
定
な
た
め
、
音
句
分
類
に
お
い
て
は
句
尾

変
化
を
生
起
さ
せ
る
準
非
核
音
の
扱
い
と
し
た
が
、
楽
句
に
お
い
て
は
例
外
的
に
、
こ

の
チ
チ
ウ
の
み
を
準
非
核
音
で
の
楽
句
終
止
と
す
る
。

1
2
7

富
森
虚
山
の
小
冊
子

『阿
字
観
と
如
山
、
狂
竹
』
に
、

「ユ
リ

サ
シ
の
ユ
リ
は

『揺
』

で
は
な
く

『
淘

(ゆ
り
)
』
で
あ

っ
て
、
物
を
い
れ
た
器
に
水
を

入
れ
て
、

ユ
サ
ブ
リ

な
が
ら
よ
り
わ
け
る
こ
と
で
、

ユ
サ
ブ
ル
よ
う

に
音
を

ユ
ル
の
で
ユ
リ
サ

シ
と
い
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
宮
川
さ
ん

の
は
こ
の
淘
り
サ
シ
の
吹
き
か
た

で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ

れ
が
実
に
み
ご
と
で
真
似

の
で
き
る
門
人
が

一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
」

(富
森

一
九

七
〇
ご
ろ

"
八
)
と
あ

る
。
な
お
、
《阿
字
観
》
に

つ
い
て
は
第

六
章
で
あ
つ
か
う
。

1
2
8

宮
川
如
山
直
門

の
坂

口
鉄
心

(本
名
健

一
郎

、

八
六
)
の
談

(
一
九
八
四
年
八
月
十
九
日
)。

本
業
医
師

。

一
九
〇
七
～

一
九

1
2
9
音
の
長
短

(音
価
)
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
大
小
や
延
長
を
あ
ら
わ
す
縦
線
で

あ
る
程
度
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
音
強
に

つ
い
て
表
記
す
る
習
慣
は
な
い
。
大

正
期
以
後
の
記
譜
法
で
は
、
例
え
ば
竹
保
流
の
よ
う
に
、
洋
楽
の
f

(フ
ォ
ル
テ
)
や

P

(ピ
ア
ノ
)
を
補
助
的
に
記
す
例
が
あ
る
も
の
の
、
現
代
曲
な
ど

の
例
外
で
あ
り
、

古
典
本
曲
で
は
使
わ
な
い
。
神
如
道
は
伝
承
し
た
楽
曲
の
演
奏
様
式
に
あ
わ
せ
て
、
記

譜
法
を
若
干
変
え
て
い
る
。
「虚
無
僧
吹
き
」
の
楽
曲
、
例
え
ば
奥
州
伝
の
楽
曲
な
ど

に
対
し
て
は
、
文
字
や
縦
線
を
含
め
た
筆
の
太
細
、
文
字
の
大
小
、
縦
線
の
長
さ
な
ど

の
変
化
に
よ
っ
て
、
視
覚
的
に
演
奏
様
式
が
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
(月

漢
ほ
か

一
九
八
○
)
。
し
か
し
、
宮
川
如
山
や
海
童
普
門
の
譜
は
、
音
句
頭
に
小
文
字

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
如
山
の
縦
線
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
文
字
が
連
ね
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
譜
か
ら
細
か
い
装
飾
や
、
音
量
変
化
法

∪
養
巨
皆
曾

§
寡

と

テ
ン
ポ
変
化
法

〉
αe
o
α。
ド

品
o娘
畠

に
お
け
る
変
化
に
と
ん
だ
実
際
の
演
奏
を
想
像
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

1
3
0

「打
ち
」
は
開
い

て
い
る
孔
を
指
で
打

つ
こ
と
、

「押
し

」
は
閉
じ
た
孔
を
瞬
時

開
け

る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

「接
続
音
」
ま
た
は

「連

続
音
」
と
い
う
。
い
ず

れ
も
ど
の
指
遣
い
の
と
き
に
ど

の
孔
を
打
ち
、
あ
る
い
は
押
す

か
は
決
ま

っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
動
作
を
反
復
す
れ
ば

一
定

の
音
型
と
な
る
。
ま
た
、
二
孔
の
交
互
打
ち
は

「オ

ド
リ
」
と
い
い
、

(次
第
に
速
め
る
)
接
続
音

の
速
度
変
化
を

「捨
拍
子
」
と
も
い
う
。

1
3
1

「し
ら
べ
」
は
本
来
的
に
何
か
の
楽
曲
の
前
吹
き
で
あ
る
理
由
で
除
外
す
る
。

ま
た
、
現
行
曲

《
曙
菅
垣
》
は
後
世
の
追
加
曲
な
の
で
除
外
す
る
。
二
十
八
曲
の
内
訳

は
第
三
章
の
表
3
③
を
参
照
さ
れ
た
い
。
使
用
楽
譜
は
三
浦
琴
童

(譜
表
3
⑩
)
。

1
3
2

瀬
山

の
い
う

「チ
と
ウ
」
は
、
前
節
の

《
虚
空
》

で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
そ
れ

が

「チ
チ
ウ
」
や

「チ
ウ

ツ
」
と
い
う
音
進
行
を
す
る
と
き
、
き
わ

め
て
特
徴
的

で
あ

り
、
こ
の
音
型
の
有

無
で
対
山
派
本
曲
を
分
類
す
る
こ
と
は
効
果
的

で
あ
る
。
琴
古
流

本
曲

の
構
造
模
式
図

(図

1
7
)
で
は
、

「チ
ウ
」
は
す

べ
て

「レ
ラ
ソ
」
で
処
理
し

て

い
る
の
で
、
こ
の
図
か
ら

「チ
ウ
」
が
あ
る
か
否
か
は
判
断

で
き
な
い
。
筆
者
は
む
し

ろ
、

「ヵ
チ
」
と

「メ
カ
」
、
す
な
わ
ち

「ラ
と
レ
ラ
が
共
存
す

る
ソ
ー
ド
の
核
音
枠
」

の

存
在
、
お
よ
び
、
そ

の
ラ
が
上

の
レ
と
核
音
枠
を
形
成
し
、
甲
音
域

で

「
ソ
ー
下
3

ラ

ー
レ
の
平
行
四
辺
形
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
重
要
視
す
る
。

1
3
3
筆
者
は
月
漢

一
九
七
四
b

"
二
七
に
お
い
て
、
琴
古
流

《
虚
空
鈴
慕
》
、に
は

「あ
ま
り
明
白
な
形
式
感
が
な
い
」
と
書
い
た
が
、
こ
れ
は
楽
譜
か
ら
の
分
析
で
は
な

く
、
省
略
演
奏
の
採
譜
に
基
づ
く
判
断
で
あ
り
、
事
実
誤
認
と
し
て
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

当
時
は
全
曲
演
奏
す
る
習
慣
は
な
く
、
省
略
に
よ
っ
て
全
曲
の
形
式
感
が
失
わ
れ
る
こ

と
を
示
す
問
題
で
あ
る
。

1
3
4

一
七
九
七
年

の
池

田

一
枝
譜

(第
三
章
表

3
⑮
)
、

一
八
二
二
年

の

一
枝
譜

(同

⑯
)
、

一
八
二
六
年

の
如
童
琴
古
譜

と

『
尺
八
伝
書
』
(同
⑤
⑥
)
、

一
八
四
七
年
の

三

閑
流
尺
八
本
曲
譜
』

(同
⑦
)

に
こ
の
印
が
あ

る
。
し
か
し
吉
田

一
調
譜

(同
⑧

)
に

は
な
く
、
こ
こ
に
も

二
世
琴
古
-
宮
地

一
閑
系
と
三
世
琴
古
ー

久
松
風
陽
系

と
の
違

い

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

(第
三
章
ま
と
め
参
照
)
。

1
3
5

一
八
二
六
年

の
如
童
琴
古
譜

で
は
、

「カ

ン
ノ
手
、
替
手
ト
モ
」
と
し
て
現
行
第

四
段
落

の
旋
律
を
記

し
て
い
る
。
こ
れ
は

一
調
が

「替
手
」
と
し
て
い
る
旋
律
で
あ

っ

て

二

閑
替
手
」
の
方
で
は
な
い
。

1
3
6
一
八
二
二
年
の

一
枝
譜

に
は

「段
」
の
記
入
が
あ
り
、
第

一
段
落
が

「
二
段
」
ま

で
、
第

二
段
落
が

「三
段
、

四
段
」、
第
三
段
落
が

「五
段
」
と
な

っ
て
い
る
。
も
ち
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う
ん

、

「替

手

」

は

な

い

。

1
3
7

池
田

一
枝
の

一
七
九
七
年
の
譜
に
お
け
る

《
転
菅
垣
》
は
、
前
半
と
後
半
を
吹

き
合
わ
せ
た
形
跡
が
あ
り
、
十
八
世
紀
末
す
で
に
合
奏
編
曲
の
手
法
が
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
章
第
二
節
で
述
べ
る
。



図15楽 句を形成する核音の両枠(楽 句の型)

一一 一 水平型

①…澤 ヨ ◎

②舞 ヨ上磐

幽
上行型

③痒 垂匡≡垂垂韮 当磯

一 鵡
き　

嘩 ←麺
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上あ〒澄

④…自 ◎イフ9
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⑥ ξ垂ヨ◎〆倉 ⑨

⑥銭 庭 』
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図16楽 句 の 実 例(i)

① 《虚空獲》 漁賭:海 童普門 採譜者:月漢恒子

② 《霧海援鈴慕》 演奏者:川瀬勘輔(現 ・三魍頓輔)採 譜者
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図16楽 句の実例Gi)

③c《 阿字観》 演奏者:割ll如 山 採譜者:月 灘亘子
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図17ツ で始まる琴古流本曲の構造模式図

分類基準
a:基 本 的核 音構造

b=ド フ ァ、 レソの平行四辺形 を形成す る構造

c:ソ ド、 ラ レの平行 四辺 形を呂音域(c1)、

甲音域(c2)、 両音域(c3)で 形 成 する構 造

x=高 音 旋律 をもっ構造
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《瀧 落 ノ曲》
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図18《 阿字観》 と 《三谷曲》の音高線グラフ図

《阿字観》:二 部構成型(阿 字観型)の 例
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図19《 虚空鈴慕》の音高線グラフ図

琴古流 《虚空鈴慕》:四 部構成型(虚 空鈴慕型)の 例
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*音 高線 グ ラフ図の もととなった楽譜 は現行の三浦琴童譜(第 三章⑩)。

*琴 童譜 および吉田一調 のr法 器 尺八譜』(⑧)に は、 この他 に 「一閑流替手」が ある。

*如 童 琴古譜(⑤)お よび 『一閑流尺八本曲譜 全』(⑦)に おいて 嘘 空替手」 とされ る旋律 は、

この グラフの第四段落(B')の ことである。 また、 「虚 空替 手」旋 律の初出は如童琴古譜(⑤)で

ある。

*池 田一枝 譜(⑮ 、⑯)、 如童琴古譜(⑤)、 『尺八伝書』(⑥)、 『一閑流尺八本曲譜 全』(⑦)

に、△印 に戻 って第二段落(B)を 反復す る指示が ある。 しか し、 『法器 尺八譜』(⑧)に は これが

な い。

*如 童琴古譜(⑤)以 降の譜(⑥ 、⑦)で は、第二段落(B)を 「虚空 替手」(す なわち現行 の第 四段

落B')と 反復時 に合奏 した可能性が ある。
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第六章 第一節 時間的継承と地域的拡散

第
六
章

伝
承
と
変
化
(ど
う
伝
わ
り
ど
う
変
わ
る
か
)

尺
八
古
典
本
曲
は
、
虚
無
僧
か
ら
虚
無
僧

へ
と
吹
き
伝
え
ら
れ
て
き
た
作
者

不
詳

の
楽
曲
で
あ
る
。
普
化
宗

で
は
尺
八
吹
奏
を
禅

の
修
行
1
3
8
と
み
な
し
た
。

こ
の
修
行
に
は
寺
院
内

の
ほ
か
に
、
家
々
を
ま
わ

っ
て
吹
奏
し
施
し
を
う
け
る

「托
鉢
」
と
い
う
形
態
が
あ

っ
た
。
十

八
世
紀
に
は
八
十
ち
か
い
1
3
9
虚
無
僧

寺
が
全
国
各
地
に
存
在
し
た
が
、
虚
無
僧
た
ち
は
、
托
鉢
行
脚

の
旅
に
出
て
全

国
各
地
の
虚
無
僧
寺
に
逗
留
し
、
行
く
先
々
の
寺
や
土
地
に
伝
わ
る
曲
を
習
い
、

そ
の
返
礼
に
自
分
の
伝
え
る
曲
を
教
え
た
。

こ
の
よ
う
な
虚
無
僧

の
移
動
に
と
も
な
う
曲

の

「伝
播
と
交
流
」
が
、
全
国

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
同
名
異
曲
や
異
名
同
曲
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

一

寺

一
律
1
4
0
と
い

っ
て
、
各
地

の
虚
無
僧
寺
は
地
方
色
を
色
濃
く
持

っ
た
そ
の

寺
固
有
の
奏
法
と
曲
を
伝
え
た
が
、
長
い
年
月
に
お
け
る
虚
無
僧
同
士
の
交
流

を

へ
て
奏
法
は
混
交
し
、
旋
律
は
変
形
し
た
。

ふ
た
ふ
し

み
ふ
し

か
つ
て
虚
無
僧
同
士
が
往
来
で
出
会

っ
た
と
き
、
二
節
、
三
節
、
自
分
の
寺

の
流
儀
で
尺
八
を
吹
い
て
挨
拶
し
、
相
手
は
自
分
の
尺
八
流
儀
で
こ
れ
に
応
答

よ
び
た
け

う
け
た
け

し
た
。
こ
の
虚
無
僧
作
法
を
伝
え
る
曲
は
、
《
呼
竹

・
受
竹
》
や

《
合
図
高
音
》

(第
五
章
図
1
1
参
照
)
な
ど
の
曲
名
で
今
も
残

っ
て
い
る
。
そ
の
節

回
し
で
、
た

が
い
に
ど
の
地
方
出
身
の
虚
無
僧
か
判
別
で
き
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ち
ょ
う

ど

「こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
こ
と
ば

の
抑
揚
と
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
方
か
ら
、
出

身
地
を
知
る
の
に
似
て
い
る
。

托
鉢
時
に
お
け
る
尺
八
吹
奏
は
、
も
っ
ぱ
ら
暗
譜
で
あ
る
。
特
に

「歌
詞
」

を
持
た
な
い
古
典
本
曲
で
は
、
こ
の
暗
譜
演
奏
は
旋
律
の
変
化
を
容
易
に
す
る
。

あ
る
人
か
ら
あ
る
人
へ
曲
が
伝
わ
る
と
き
、
技
量
が
劣
っ
て
い
て
旋
律
の
細
か

い
綾
や
高
度
な
技
法
が
取
り
き
れ
な
い
ば
あ
い
も
、
あ
る
い
は
逆
に
、
技
量
が

優
れ
る
あ
ま
り
習
っ
た
以
上
の
技
法
を
付
加
す
る
ば
あ
い
も
、
教
え
手
か
ら
習

い
手

へ
伝
わ
る
旋
律
は
同

一
で
は
な
い
。
古
典
本
曲
の
伝
承
者
た
ち
は
こ
う
い

っ
た
細
部
の
相
違
に
は
き
わ
め
て
敏
感
で
、
誰
そ
れ
の
伝
承
に
は
こ
の
技
法
や

こ
の
旋
律
型
が
な
い
と
か
、
誰
そ
れ
と
誰
そ
れ
は
お
な
じ
人
か
ら
習
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
こ
こ
が
違
う
、
と
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
同

一
性
よ
り
も
相
違

性
を
強
調
す
る
。

古
典
本
曲
の
伝
承
を
不
安
定
に
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
に
、
伝
承
形
態
と

組
織
の
問
題
が
あ
る
。
古
典
本
曲
の
伝
承
母
体
が
普
化
宗
寺
院
に
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
琴
古
流
は
別
と
し
て
、
そ
の
伝
習
組
織
は
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か

な
統
制
力
し
か
持
た
な
か

っ
た
。
寺
院
単
位
で
の
曲
の
固
定
化
や
奏
法
の
規
範

化
、
伝
承
の
正
統
化
と
権
威
付
け
、
と
い
っ
た
こ
と
に
は
寛
大
で
あ
っ
た
。
こ

の
柔
軟
性
、
し
な
や
か
さ
こ
そ
が
古
典
本
曲
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
変
化
を
許
容
す
る
結
果
と
な
る
。
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杢

早
の
テ
ー

マ
で
あ
る

「伝
承
」
と
は

「伝
え
受
け
継
ぐ

こ
と
」
、
ま
た
、
「後

世
に
受
け
伝
え
て
い
く
こ
と
」

で
あ
る
。
そ
の
過
程

で

「
変
化
」
は
か
な
ら
ず

起
こ
る
。

こ
の
変
化
が
古
典
本
曲

に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
か
た
ち
で
生
起
し

た
の
か
、

つ
ま
り
、
な
ぜ
変
わ
る
の
か
、
何
が
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す

る

(第

一
節
)
。
ま
た
、
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
楽
曲
は
個
別
に
存
在
し
伝
承
さ
れ

て
い
く
が
、
こ
れ
ら
に
も
ど

こ
か
に
何
ら
か
の
共
通
項
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
楽

曲
を

「
同

一
」
と
み
な
す
要
素
と
は
何
か
、

つ
ま
り
、
楽
曲

の

「同

一
性
」
と

は
何
か
に

つ
い
て
考
察
す
る

(第
二
節
)。
そ
し

て
、

「変
化
」
は

「
あ
る
物
事

が
そ
れ
ま

で
と
は
違
う
状
態

・
性
質
に
な

る
こ
と
」

で
あ
り
、
「外
観
や
様
子

が
変
わ
る
」
意
味

の

「変
容
」
よ
り
、
は
る
か
に
不
可
逆
的

で
あ
る
こ
と
を
示

す

(第
三
節
)。

な
お
、
第

一
節
に
示
さ
れ
る
事
例
は
す

べ
て
実
際
の
演
奏
、
楽
譜
、
お
よ
び

伝
承
者

の
証
言
に
よ

っ
て
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
事
例

の
さ
か

の
ぼ
り
う
る
上
限
は
、
ほ
ぼ
明
治
初
期
ま
で
と
す
る
。

第

一
節

時
間
的
継
承
と
地
域
的
拡
散

こ
こ
で
い
う
時
間
的
継
承
と
は
縦
の
継
承
、
す
な
わ
ち
師
か
ら
弟
子

へ
の
伝

承
で
あ
り
、
地
域
的
拡
散
と
は
横

の
広
が
り
、
す
な
わ
ち
空
間
的
な
伝
播
を
意

味
す
る
。
本
節

で
は

《
鶴
の
巣
籠
》
と

《
阿
字
観
》
の
事
例
を
取
り
あ
げ

る
が
、

前
者
は
時
間
軸
、
空
間
軸
両
方
の
変
化
要
素
を
そ
な
え
、
ま
た
後
者
は
地
方
様

式
の
混
交
と
、
楽
曲
生
成
の
問
題

(第
四
章
)
に
も
関
係
す
る
。

(
1
)
変
化

の
要
因

古
典
本
曲
は
な
ぜ
変
わ
り
や
す

い
の
か
。
考
察
に
先
立

っ
て
、
す

で
に
述

べ

て
き
た
こ
と
を
含
め
、
そ
の
要
因
と
な
る
歴
史
背
景
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

①
普
化
宗
寺
院
が
門
弟
に
申
し
渡
し
た
托
鉢
修
行
の
心
得
は
、
虚
無
僧
の
礼
儀

作
法
や
風
紀
に
関
す
る
も

の
-
4
1
で
あ

り
、
尺
八
吹
奏
法
に
直
接
触
れ
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
な

い
-
4
2
。
早
く
か
ら
芸
能
化
し

て
い
た
琴
古
流

の

『
琴
古

手
帳
』
や
細
川
月
翁
の
史
料

(第
二
、
三
章
)
な
ど
は
例
外
中

の
例
外

で
、
楽

曲
や
演
奏
法
に

つ
い
て
書
き
遺
す
習
慣
は
な
か

っ
た
。
尺
八
を

「諦
経
に
換

へ
悟
道
を
得
る
第

一
之
法
器
」
1
4
3
と
し
な
が
ら
も
、
経
書
に
あ
た
る
楽
譜

を
き
ち
ん
と
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
-
4
4
。

②
楽
譜
に
記
さ
な

い
伝
統
は
普
化
宗
廃
止
後
も
受
け
継
が
れ
、
托
鉢
修
行
を
重

ん
じ
る
虚
無
僧
精
神
か
ら
、
暗
譜
演
奏
が
第

一
義
と
さ
れ
た
。

③
普
化
宗
寺
院
は
虚
無
僧

の
活
動
を
統
括
し
た
が
、
尺
八
吹
奏

の
統
制
は
し
な

か

っ
た
。
ま
た
、
虚
無
僧

の
尺
八
が

い
わ
ゆ
る
家
元
制
度
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
な

い
た
め
、
ひ
と
つ
の
奏
法
流
儀
を
習
う
の
で
は
な
く
、
複
数
の
虚
無

僧
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
わ
り
が
あ
り
、
楽
曲
や
奏
法
の
混
交
が
起

こ
っ
た
。
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第六章 第一節 時間的継承と地域的拡散

④
古
典
本
曲
は
虚
無
僧
に
よ

っ
て
吹
き
伝
え
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ど
こ
の
誰
か
ら
習

っ
た
曲
か
と

い
っ
た
伝
承
経
緯
や
、
そ
れ
を
ど
う
変
え
た

か
に
つ
い
て
語
る
習
慣
が
な
か

っ
た
。
流
派
と
し
て
自
立
す
る
目
的
を
持
た

な
い
か
ぎ

り
、
楽
曲
を
伝
承
の
型
通
り
に
正
し
く
伝
え
る

べ
き
と

の
意
識
も

希
薄

で
あ

っ
た
。

⑤
古
典
本
曲
は
尺
八

の
独
奏
曲
1
4
5
な

の
で
、
歌
詞
は
な
く
、
他

の
楽
器
と
合

わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
し
た
が

っ
て
規
定
を
受
け
る
要
素
が
も

っ
と
も
少
な

い
音
楽
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
因
を
背
景
に
、
古
典
本
曲

の
何
が
変
わ

っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
。

第

一
に
は
曲
名

で
あ
る
。
同
音
異
宇

の
レ
ヴ

ェ
ル
は
の
ぞ
き
、
す
で
に
紹
介

し
た
例
で
は
ω
明
暗
対
山
派

の

《
虚
鈴
》
と
琴
古
流
の

《
盤
渉
調
》
(図
9
)
、

②
明
暗
対
山
派

の

《
虚
空
下
巻
》

と

《
虎
囎
虚
空
》
(第
四
章
第
二
節
)
、
㈲

《
陀

羅
尼

(大
和
陀
羅
尼
)
》
か
ら
改
名
し
た

《
大
和
調
子
》
と

《
献
香
讃
》
(図
8
)

お
よ
び

《
心
月
》
、
㈲

《
神
保

三
谷
》
と

《
奥
州
薩
慈
》
(第
四
章
第
二
節
)、
さ

ら
に
、
⑤
そ

の
他

い
く

つ
か

の
樋

口
対
山
に
よ
る
改
名
例

(第
四
章
第

一
節
)
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

《
盤
渉
調
》
は
初
世
琴
古
が
長
崎

の
松
寿
軒

(正
寿
軒
)
で
伝
承
し
た
と
の

記
述
が
あ
り

(『
琴
古
手
帳
』
『琴
古
流
手
続
』)
、
九
州
博
多
の

一
朝
軒
に
伝
わ
る

《
盤
渉
》
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

一
朝
軒

《
盤
渉
》
は
、
同
じ
く

一

た
い
お
つ

朝
軒
伝

の

《
太
乙
》
と
連
結
し
て
、
《
供
養
曲
》

、
4
6
と
な

っ
た
。

こ
れ
も
合

体
改
名

の
例
で
あ
る

(弟
四
章
弟
二
節
)
。
《
真
虚
霊
》

の
前
吹
き

で
あ
る

《
盤
渉

調
》
が

《
虚
鈴
》
と
な

っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
月
寺
か
ら
普
大
寺
に

伝
わ
る
過
程
で
、
前
吹
き
だ
け
が

《
虚
鈴
》
と
な

っ
た
可
能
性
は
あ
る
、
4
7
。

他
の
曲
に
お
け
る
改
名

の
経
緯
に

つ
い
て
は
す
で
に
述

べ
た

の
で
、

こ
こ
で
は

繰
り
返
さ
な
い
。

第

二
に
は
、
奏
法
の
変
化
が
あ

る
。

こ
こ
で
い
う
奏
法

と
は
、
「虚
無
僧
吹

き
」
と

「本
手
吹
き
」
や
、
奥
州
地
方
、
九
州
地
方
と
い
っ
た
地
方
様
式

の
こ

と
を
い
う
。
た
と
え
旋
律

の
音
高
線
、
あ
る
い
は
旋
律

の
骨
子
が
同
じ

で
あ
ろ

う
と
も
、
奏
法
を
変
え
れ
ば
ま

っ
た
く
別
曲
に
聞
こ
え
る
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
が
、
こ
の
奏
法
の
変
化
こ
そ
、
も

っ
と
も
と
ら
え
に
く

い
問
題

で
あ
る

(奏
法
の
具
体
例
は
図
ゴ
6
の
採
譜
参
照
)
。

第
三
に
は
、
旋
律

の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
旋
律

の
変
化
は
、
音
句
レ
ヴ

ェ

ル
、
楽
句
レ
ヴ

ェ
ル
、
段
落
レ
ヴ

ェ
ル
な
ど
、
規
模
の
大

小
が
あ
る
。
具
体
例

と
し
て
は
、
《
大
和
調
子
》
(図
8
)
や

《
虚
空
下
巻
》

の
冒
頭
旋
律

(図
8
)
に

見
た

「旋
律

の
加
減
」
が
も

っ
と
も
お
お
い
。
ま
た
、
図
1
4
で
提
示
し
た
非

核
音
終
止
音
句

の
句
尾
変
化
や
、
旋
律
骨
組
み
音
に
挿
入
さ
れ
る
装
飾
的
音
変

化
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
時
間
軸
、
空
間
軸
に
お
け
る
変
化

の
あ
り
よ

う
を
、
十
八
世
紀
以
来
も

っ
と
も
通
俗
的
な
人
気
を
博
し
た

《
鶴

の
巣
籠
》
を
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通
し
て
考
察
す
る
。

(
2
)
《
鶴

の
巣
籠
》
の
拡
散
と
交
流

《鶴
の
巣
籠
》
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
二
節
で
、
奥
州
地
方
伝
承
の
ひ
と
つ

で
あ
る
神
保
政
之
助
伝
の

《
三
谷
巣
籠
》
を
紹
介
し
た
。
神
保
が
郷
里
の
新
潟

を
出
て
福
島
入
り
を
し
た
の
が
三
+
饗

半
の
明
治
+
年

(
一
八
七
七
)
ミ

《
神
保
三
谷
》

の
作
曲
が
明
治

二
十

二
年

(
一
八
八
九
)
で
あ
る
。
か
の
名
曲
の

母
体
と
な

っ
た

「巣
籠
」
は
、
幕

末
か
ら
明
治
初
年
ご

ろ
ま
で
に
は
新
潟
か
ら

福
島
、
盛
岡
あ
た
り
に
か
け

て
伝
播
、
流
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る

(図
2
0
)
。

こ
の

《
鶴

の
巣
籠
》
が
よ
く
知
ら
れ

る
の
は
、
《
恋
慕
流
し
》

と
並
ん

で
歌

舞
伎
に
あ
ら
わ
れ

る
尺
八

の
定
番
曲

で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
な
か

で
も
有
名

な
の
は

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
九
段
目
、

「山
科
閑
居

の
段
」
に
お
い
て
、

加
古
川
本
蔵
扮
す
る
虚
無
僧
が
吹
く

《
鶴

の
巣
籠
》

で
あ
る
。

義
太
夫
節
浄
瑠
璃

の

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
は
寛
延
元
年

(
一
七
四
八
)
に
、

大
坂
竹
本
座

で
初
演
さ
れ
た
。
大
星
由
良
之
助

の
山
科
閑
居
を
訪
れ
た
本
蔵
の

妻
、
戸
無
瀬
が
、
娘

の
小
浪
と
力
弥
と
の
結
婚
を
由
良
之
助
の
妻
、
お
石
に
断

ら
れ
、
娘
を
手
に
か
け

て
自
ら
も
死
を
決
意
し
た
そ
の
時
、

「
コ
レ
小
浪
、

ア

レ
あ
れ
を
聞
き
ゃ
。
表
に
虚
無
僧

の
尺
八
。
鶴

の
巣
籠
。
鳥
類

で
さ

へ
子
を
思

ふ
に
、
科
も
な
い
子
に
手
を
か
け
る
は
。
因
果
と
因
果

の
寄
合
ひ
」
(乙
葉
ほ
か

一

こ
と
ば

九
五
九
二
二
五
七
)
と
の
詞

が
あ

っ
て
尺
八
音
が
響
く
。

こ
の

《
鶴

の
巣
籠
》

は
ど
ん
な
旋
律

で
あ

っ
た
か
。

『
琴
古
手
帳
』
に
よ
る

と
琴
古
流
の

《
鶴

の
巣
籠
》
(現

《
巣
鶴
鈴
慕
》)
は
、
宇
治
の
吸
江
庵
1
4
8
で
龍

安
か
ら

一
月
寺
本
則

の
残
水
が
伝
承
し
、
残
水
か
ら
初
世
琴
古

(、
一
七

一
〇
～

一
七
七
一
V
が
伝
承
し
た
。
残
水
は
寛
延

(
一
七
四
八
～

一
七
五
一
)
ご
ろ
、

一
月
寺

の
本
則
だ

っ
た
小
嶋
丈
助
の
こ
と
で
、
忠
臣
蔵
初
演
期
と
時
代
的
に
も
符
合
す

る
。
こ
の
情
報
だ
け

で
は

っ
き
り
と
曲
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
忠

臣
蔵
初
演
時
の

《
鶴

の
巣
籠
》
も
お
そ
ら
く
京
阪
地

で
盛
ん
に
吹
か
れ
て
い
た

「
巣
籠
旋
律
」
1
4
9
が

モ
デ

ル
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
、
《
巣
鶴
鈴
慕
》
が

も

っ
と
も
そ
の

「原
旋
律
」
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
第
三

章

で
論
じ
た
よ
う
に
、
琴
古
流
本
曲
の
奏
法
は
変
化
し
た
が
、
旋
律
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
楽
譜
か
ら
証
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(2
、
1
)
胡
弓
と

の
交
流

と
こ
ろ
で

《
鶴

の
巣
籠
》
は
胡
弓
本
曲
に
も
あ
る
。
現
在
は
大
阪
系
と
名
古

屋
系
が
伝
承
さ
れ
る
が
1
5
0
、
尺
八
と
同
様
、
そ
の
起
源
や
伝
承
に
不
明
な
点

が
お
お
い
。
大
阪
で
は
、
地
歌
三
弦
と
胡
弓
の
演
奏
家

・
作
曲
家
の
政
島
検
校

(?
～
一
七
八
○
)、
お
よ
び

そ
の
子
弥
兵
衛
が

「巣
籠
」
を
得
意
と
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
政
島
流
に
伝
承
さ
れ
た

《
鶴

の
巣
籠
》
が
、
そ

の
ま
ま
現
在

の

大
阪
系
に
伝
わ

っ
た
か
ど
う
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
京

都
で
は
、
十
九
世
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第六章 第一節 時間的継承と地域的拡散

紀
は
じ
め
に
活
躍
し
た
宇
伝
佐
喜

(腕
崎
検
校
、
腕
先
と
も
。
一
八
〇
九
年
検
校
登
官
)

が
演
奏
し
た
、
と

い
う
記
録
が
藤
井
高
尚

の

『弾
物

の
さ
だ
め
』
(
一
八
○
八
年
、

東
京
大
学
付
属
図
書
館
蔵
)
に
あ
る
が
、

こ
の
伝
承
も
絶
え
て
、
現
在
は
名
古
屋
系

か
ら
移
し
た
曲

(実
際
は
大
阪
系
に
近
い
)
が
演
奏
さ
れ
る

(久
保
田

一
九
七
六

"
六

八
～
六
九
)。

名
古
屋
系
の
胡
弓
に
は
、
天
保
年
間

(
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
)
に
大
坂
の
厳
得

(岩
得
と
も
)
が
尺
八
曲
か
ら
胡
弓
に
移
曲
し
た

と
の
説
話
が
伝
わ
る
1
5
1
。

こ

の
話
し
は
尺
八
に
も
あ
り
、
尺
八
側

で
は
岩
哲

(厳
哲
)
1
5
2
と
伝
え
る
が
、
伝

不
明

の
人
物
で
あ
る
。
《
鶴

の
巣
籠
》

の
尺
八
か
ら
胡
弓

へ
の
移
入
説
は

口
頭

伝
承
レ
ヴ

ェ
ル
で
し
か
伝
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
は
何
と
も
言
い
が
た
い
。
た
だ
、

両
者
に
行
き
来
が
あ

っ
た
こ
と
は
そ

の
後

の
伝
承
と
楽
曲
の
類
似
性
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。

《
鶴

の
巣
籠
》
で
は
な
い
が
、
尺
八
と
胡

弓
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
記
述
が

う
た

天
明
二
年

(
一
七
八
二
)
版
刊
の
地
歌

の
文
献
、

『歌
系
図
』
に
あ
る
。
そ
れ
は

《
八
千
代
獅
子
》
が
、

「元
来
尺
八
曲
な
る
を
政
島
検
校
胡
弓
に
う

つ
し
藤
永

検
校
三
弦
に
う

つ
せ
る
よ
り
世
に
広
ま
り
ぬ
」
(高
野

一
九
六
〇

…
三
五
七
)
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見

る
と
、
《
鶴

の
巣
籠
》
も
尺
八
か
ら
胡
弓
に
移

っ

た
可
能
性
が
な

い
わ
け
で
は
な

い
。
手
事
物

《
八
千
代
獅
子
》
は
、
『大
ぬ
さ
』

(
一
六
八
七
年
以
前
に
成
立
し
た
三
味
線
独
習
書
)
所
収

の

《
獅
子
踊
》

の
器
楽
部
分

を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
う

(馬
淵

一
九
七
九

二

八
四
～
一
八
五
、
平
野

一
九
八
三

"

い
か
の
ぼ
り

八
六
～
八
七
)
。
《
獅
子
踊
》
は

一
節
切
尺
八
の
譜

『
紙
鳶

』
(
一
六
八
七
年
初
刊
の
一

節
切
独
習
書
)
に
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
い
う

「
尺
八
曲
」
と
は
、

一
節
切
ま

で

さ
か
の
ぼ

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
胡
弓
の

《
鶴

の
巣
籠
》
が
再
び
尺
八
に
逆
移
入
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
明

暗
対
山
派

の

《
鶴

の
巣
籠
》
だ
と
い
う
の
が
富
森
虚
山
説

で
あ
る

(富
森

一
九

七
九

二

一八
)。
確
か
に
こ
の
七
段

《
鶴
の
巣
籠
》
1
5
3
は
、
胡

弓
曲
に
三
弦

の

「巣

籠
地
」
(リ
ズ
ム
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
)
が
付
く

の
と
同
様
に
、

二
管

で
連
管

の
と
き

一
管
が
三
弦
地
を
奏
す
る
。
ま
た
旋
律
も
、
胡
弓
本
曲
と
断
片
的
に
よ

く
似

て
い
る
。
し
か
し
、
現
行
の
大
阪
系
胡

弓
と
も
名
古
屋
系
胡
弓
と
も
同
じ

・

で
は
な
い
1
5
4
。
胡

弓
の
方

で
も
旋
律
が
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
現

行
旋
律
同
士

の
比
較
か
ら
逆
移
入
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。

そ
の
点
で
は
、
都
山
流

の

《
鶴

の
巣
籠
》

が
現
行
大
阪
系
胡
弓
曲
か
ら

の
移

入
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
初
世
中
尾
都
山

(
一
八
七
六
～

一
九
五
六
)
は
明

治
三
十
年
ご
ろ
か
ら

《
三
段
巣
籠
》
を
演
奏
し
て
い
た
が
、
こ
の
旋
律
は
、
大

阪
系
胡
弓
本
曲
の
旋
律
と
完
全
に

一
致
す
る
1
5
5
。

こ
の

《
三
段
巣
籠
》
を
軸

と
し
て
、
各
段

の
前
半
に
鶴
の
生
態
を
描
写
し
た
本
曲
風
の
旋
律
を
作
曲
し
た

の
が
都
山
流
本
曲

《
鶴
の
巣
籠
》
(明
治
三
十
八
年
成
立
)
で
あ

る
。
都
山
流
本
曲

は
流
祖

の
作
品
を
軸
と
し
た
新
作
本
曲

の
た
め
古
典
本
曲
の
範
疇
に
は
入
ら
な

い
が
、
《
鶴
の
巣
籠
》
だ
け
は
例
外
的
に
古
典
に
通
じ
る
。

そ

の
他
、
幕
末
か
ら
明
治

・
大
正
期
に
か
け
て
、
京
阪
地
で
は
盛
ん
に

《
鶴
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の
巣
籠
》
が
吹
か
れ
た
。
関
西
宗
悦
流

の
流
れ
を
汲
む
大
阪
の
竹
保
流

(
一
九

一
七
年
創
流
)
や
、
都
山
流
か
ら
分
か
れ
た
同
じ
く
大
阪

の
上
田
流

(
一
九

一
七
年

創
流
)
に
も
独
自

の
編
作
曲

《
鶴

の
巣
籠
》
が
あ
り
、
上

田
流
に
は
上
村
雪
翁

1
5
6
伝
、
上

田
芳
憧
替
手
と
い
う

《
巣
鶴
鈴
慕
》

も
あ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
で

も

《
鶴

の
巣
籠
》
演
奏
は
盛
ん
だ

っ
た
ら
し
く
、
明
治

二
十
年
代
に
愛
知
県
下

で
出
版
さ
れ
た

『
尺
八
独
稽
古
』
(小
川

一
八
九

=

六

一
～
六
四
1
5
7
)
や

『
尺

八
曲
譜
集
』
(村
瀬

一
八
九
三

"
八
六
～
九
一
工
5
8
)
や

『
尺
八
手
引
草
』
(野
田

一

九
八
四

二

九
～
二
一
1
5
9
、
四
〇
～
五
〇
-
6
0
)
に
は
雑
曲
、
外
曲
、
本
曲
な
ど
の

中
に

「巣
籠
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
2
、
2
)
尺
八
本
曲

《
鶴

の
巣
籠
》

の
伝
承
伝
播

尺
八
本
曲

《
鶴

の
巣
籠
》
に
は
、
細
か
い
枝
分
か
れ
を
含
め
て
三
十
種
あ
ま

り
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
楽
譜
や
演
奏
音
を
手
が
か
り
に

確
認
で
き
る
種
類
を

一
覧
し
た
の
が
図
2
0
で
あ
る
。
各
種

《
鶴
の
巣
籠
》

の

伝
承
関
係
に

つ
い
て
筆
者
は
何
度
か
整
理
を
試

み
て
き
た
が

(月
漢

一
九
七
六
、

一
九
九
五
ほ
か
)
、
今

回
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
手
直
し
し

て
い
る
。
伝
承

の
流
れ
を

示
す
矢
印
は
旋
律

の
類
似
性
、
伝
承
情
報

(書
か
れ
た
も
の
を
含
む
)
な
ど
か
ら
判

断
し
た
も

の
で
、
実
証
材
料
に
乏
し
い
か
検

証
不
完
全

の
ば
あ

い
は
疑
問
符

(?
)
を
付
し
た
。

尺
八
の

《
鶴
の
巣
籠
》
は
京
阪
地
を
出
自
と
す
る
系
統
と
、
琴
古
流
あ
る
い

は

一
月
寺
虚
無
僧
を
経
由
し
て
伝
播
し
た
と
思
わ
れ
る
奥
州
系
統
と
に
大
き
く

二
分
さ
れ
る
。
前
者
は
胡
弓
と

の
交
わ
り
を
思
わ
せ
る
拍
子
吹
き
旋
律
を
何
ら

か

の
形
で
も
つ
の
に
対
し
、
後
者
は
奥
州
系
の
本
曲
様
式
に
変
化
し
た
も

の
で

あ
る
。
両
者
は
そ
の
演
奏
様
式
に
お

い
て
ま

っ
た
く
異
質

で
は
あ
る
が
、
音
楽

的
に
い
く
つ
か

の
共
通
性
が
あ
る
。

一
、
鶴

の
生
態
を
擬
声
的

・
擬
態
的
に
表
現
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
尺
八
独
自

の
技
法
が
駆
使
さ
れ
る
。
特
に
奥
州
系

の
曲

で
は
、
玉
音
、
タ
バ
音

の

技
法
が
多
用
さ
れ
る
。

二
、
親
鶴
が
自
分

の
身
を
犠
牲
に
し

て
雛
を
育
み
、
や
が
て
子
鶴
は
成
長
し

て
巣
立
ち
親
鶴
は
力

つ
き
て
死
ぬ
・
:
・
と
い
っ
た
民
間
説
話

「鶴
の
す

ご
も
り
」

の
物
語
に
支
え
ら
れ
た

一
種

の

「表
題
音
楽
」
で
あ
る
。

三
、
物
語
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
段
構
成
、
あ
る
い
は
複
数
段
落
に
よ
る

構
成
を
も

つ
。
各
段

(各
段
落
)
の
冒
頭
に
は
物
語
の
展
開
を
暗

示
す

る
新
し

い
旋
律
要
素
が
あ
ら
わ
れ
、

い
く

つ
か

の
既
出
旋
律
が
そ
れ
を

受
け
継

い
で
全
体
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
。
三
弦

の

「巣
籠
地
」
を

暗
示
す

る
ホ

ロ
イ

(ホ
ロ
ロ
・
コ
ロ
ロ
・
コ
ロ
リ
ン
と
も
)
や

コ
ロ
コ
ロ
の
旋

律
型
が
拍
子

の
有
無

の
区
別
な
く
あ
ら
わ
れ
、
共
通
し
た

《
鶴
の
巣
籠
》

の
旋
律
特
徴
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
尺
八

の

《
鶴
の
巣
籠
》
は
、
演
奏
様
式

レ
ヴ

ェ
ル

で
の
変
化
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い
時
間
を
か
け
、
広
範
な
地
域
に
伝
播
し
た
わ
り
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に
は
曲
名

の
変
化
が
少
な
く
、
旋
律
の
共
通
性
が

つ
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
枝
分
か
れ
例
を
並

べ
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
う
ぜ
ん
す
べ
て
が
「異

曲
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
野
寺
源
吉
伝

の

《
鶴

の
巣
籠
》
と
明
暗
真

法
流
の

《
鶴

の
巣
籠
》

に
は
、

「子
別
れ

の
手
」
と
い
う
独
特

の
旋
律
を
も

つ

ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
と
も
た
な
い
ヴ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
と
が
伝
わ
り

(月
漢

一
九
八
六
a

"

二
八
六
)、
「楽
句
単
位
」

で
の

「旋
律

の
加
減
」
に
よ
る
変
化
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
全
般
的

に
、
《
鶴

の
巣
籠
》

の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
旋
律
要
素
に
変
化

が
少
な
い
の
は
、
何

よ
り
も
物
語
性
が
旋
律
の
枠
組
み
の
変
化
を
規
制
し
た
か

ら
で
あ
り
、
胡
弓
を
通
し

て
交
流
し
た
三
弦
や
箏
と

の
つ
な
が
り
が

《
鶴
の
巣

籠
》

の
性
質
を
維
持
さ
せ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
各
種

《
鶴

の
巣
籠
》

の
奏
法
な
ら
び
に
演
奏
様
式

の
違
い
や

「巣
籠

旋
律
」

の
共
通
性
に

つ
い
て
は
、
ビ
デ
オ

・
テ
ー
プ

『集
大
成

[秘
曲
]
鶴

の

巣
籠
』
(月
漢

(監
)

一
九
九
五
)
と
そ

の
解
説

(月
漢

一
九
九
五
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。(

3
)
虚
無
僧
の
往
来
、
《
薩
慈
》
か
ら

《
阿
字
観
》

へ

《鶴
の
巣
籠
》
は
古
典
本
曲

の
な
か
で
は
音
楽
性
の
つ
よ
い
楽
曲
に
属
す
。

動
物
の
生
態
を
表
現
す
る
点
で

《鹿
の
遠
音
》
と
双
壁
を
な
す
が
、
技
法
の
多

彩
さ
と
種
類
の
豊
富
さ
に
お
い
て
、
《
鶴
の
巣
籠
》
は

《鹿
の
遠
音
》
の
比
で

は
な
い
。

こ
の

《
鶴

の
巣
籠
》
が
京
都

の
明
暗
寺
と
江
戸
の

一
月
寺

(琴
古
流
)

と
い
う
十
八
世
紀

の
文
化

の
二
大
中
心
地
か
ら
発
し
た
伝
承

で
あ

っ
た

の
に
対

し
て
、
《
薩
慈
》
の
伝
承
の
舞
台
は
九
州
地
方

で
あ
る
。
そ
れ
が

《
阿
字
》
、
《
阿

字
観
》
と
な
り
、
京
都

(樋
口
対
山
)
と
東
京

(宮
川
如
山
)
か
ら
全
国
的
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
期

の
こ
と
で
あ
る
。

(
3
、
1
)
九
州
地
方
の
流
し
の
曲

「さ
し
」

い
つ
ち
ょ
う

九
州
に
は
筑
前
博
多
に

一
朝

軒

(虚
竹
派
明
暗
寺
末
)、
筑
後
柳
川
に
江

月
院

り
ん
し
ょ
う

き
ゅ
う
き

(金
先
派

一
月
寺
末
)、

同
久
留
米
に

林
棲

軒

(同
)
、
肥
前
長
崎
に
玖
崎
寺
、
後

の
松
寿
軒

(活
聡

[括
惣
]
派
鈴
法
寺
末
)
の
虚
無
僧
寺
が
あ

っ
た
。

寛
永
年
中

(
一
六
二
四
～
一
六
四
三
)
に
、
京
都
明
暗
寺
か
ら
托
鉢
行
脚
に
き
た

一
翁

(
一
六
四
六
没
)
が
博
多
に
住

み
つ
い
た

の
が
筑
前
に
お
け
る
虚
無
僧
寺

一

朝
軒

の
始
ま
り
で
あ
る
。
第
五
世

一
空
祖
因

(
一
七
四
〇
没
)
の
と
き
博
多
岡
部

の
矢
倉
門
に
移
り
、
円
通
寺

一
朝
軒
か
ら
普
門
山

一
朝
軒
と
改
め
た
。
幕
末
時

に
お
け
る
托
鉢

の
範
囲
は
、
筑
前
、
豊
前
、
豊
後

の
三
国
と
肥
前
の

一
部

の
四

ヶ
国
に
お
よ
ん
だ
と
い
う

(三
宅

一
九
八
三

二

八
)。
普
化
宗
廃
止

(
一
八
七
一
年
)

後
ほ
と
ん
ど

の
虚
無
僧
寺
が
取
り

つ
ぶ
し
と
な

っ
た
が
、

一
朝
軒
は
普
化
の
伝

統
を
守
り
通
し
た
。
現
在

二
十

一
世
磯
譲
山

(
一
九
二
九
～
)
が

一
朝
軒
伝
曲
九

曲
1
6
1
ほ
か
を
伝
承
す
る
。

こ
の
九
州
地
方

の
虚
無
僧
は
、
托
鉢
時
に

「さ
し

(さ
じ
)
」
(薩
慈

薩
字
、
薩
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些
毒

差
之
、
左
司
な
ど
の
字
を
あ
て
る
)
と
い
う
曲
を
吹
い
た
1
6
2
。

こ
の

「さ
し
」

に
は

い
ろ
い
ろ
な
旋
律
が
あ
り
、

「
真

・
行

・
草
」
1
6
3
、
あ

る
い
は

「棒
さ

し
、
揺
り
さ
し
、
練

り
ざ
し
」

、
6
4
な
ど

の
種
類
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は

一
義

的
に
は
吹
き
方
の
違

い
を
意
味
す

る
が
、
結
果
的
に
曲
の
違
い
で
も
あ

っ
た
。

佐
賀
の
山
上
月
山

の
譜

(出
井
ほ
か

一
九
八
四
a
)
に
は
、
十
四
種

の

「さ
し
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
1
6
5
。
熊
本
出
身
の
宮
川
如
山
が
得
意
と
し
た

《
阿
字
観
》

は

「さ
し
」
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
曲
だ
が
、
《
阿
字
観
》
と

の
旋
律

一
致

を

み
る
の
は
三
種

で
あ
る
。
そ

の
中

で
も

一
番
長
い
曲
が

《
新
七
ザ

シ
》

で
、

こ
の

《
新
七
ザ

シ
》

か
ら

《
阿
字
観
》
が
生
ま
れ
た
と
い
う

の
が
定
説

で
あ

っ

た

(富
森

一
九
七
〇
ご
ろ

"
二
ほ
か
)
。
牧
新

七
は
山
形
出
身

の
虚
無
僧
と
い
わ
れ

る
が
、
黒
田
藩

の
藩
士
で

一
朝
軒
に
竹
籍
を
置
い
た

(海
童

一
九
四
三

…
七
)
と

の
説
も
あ
り
、
詳
細
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。

《
阿
字
観
》
と

《
薩
慈
》

の
関
係
、
ま
た
、
同
じ
く
九
州
伝
承

の
明
暗
対
山

派

《
阿
字
》
、
《
筑
紫
鈴
慕

(薩
慈
、
肥
後
左
司
)
》
お
よ
び

《
九
州
鈴
慕
》
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
す

べ
く
作
成

し
た

の
が
図
2
1

(分
析
の
典
拠
資
料
は
表
9
、
-

o
参
照
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者

の
既
発
表
論
文
所
載

の

「全
曲
構
成
簡
略
譜
」

(月
漢

一
九
八
六
a

…
二
九
七
～
二
九
九
)
を
も
と
に
、
全
貌
を
と
ら
え
や
す
く
配

列
し
な
お
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
こ
の
図
の
説
明
を
か
ね

て
前
稿
の
論
旨

を
紹
介
し
、
あ
ら
た
な
問
題
点
を
解
明
す
る
。

ま
ず
、
八
曲
の
五
線
譜
訳
譜
を
個

々
に
作
成
し
、
第
五
章
図
1
5
の
楽
句
核

音
枠
を
基
準
に
し
た

「旋
律
骨
子

の
簡
略
譜
」
に
変
換
し
た
。
そ
れ
ら
を
旋
律

の

一
致
す
る
箇
所
に
あ
わ
せ
、
垂
直
に
揃
え
た
も
の
で
あ
る
。
矢
印
は
そ

の
旋

律
部
分
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
五
線
が
あ
れ
ば
そ

の
上
段
と
同
じ
か
ま
た
は

似
た
旋
律

(骨
子
は
同
じ
)
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
い
わ
ば
、
旋
律

の
か
た
ま
り

の
配
置
図

で
あ
る
。
数
段
に
わ
た

っ
て
点
線
、
波
線

で
囲
ん
だ
箇
所
は
全
種
の

旋
律
が
共
通
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
○
で
囲
ん
だ
音
句
が
考
察
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る

「山
越

の
手
」
1
6
6
を
あ
ら
わ
す
。
▲
印
や
下
線
波
線
、
お
よ
び

α
、

β
な
ど

の
記
号
は
完
全
同

一
旋
律
の
こ
と
で
あ
る
。

前
稿

で
は
①

か
ら
⑥

の
旋
律
に
つ
き
、
《
阿
字
観
》

の
形
式

の
特
性

(第
五
章

第
二
節
図
1
8
)
に
基
づ

い
て
、
㈱

「高
音
旋
律
」

の
有
無
、
㈲
第

二
部
後
半
に

第

一
部
旋
律

の
反
復
が
あ
る
か
否
か
、
ま
た
、
《
薩
慈
》
の
特
徴
で
あ
る
◎

「山

越
の
手
」

の
有
無
を
ポ
イ
ン
ト
に
考
察
し
た
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、
⑤

対
山
の

《
阿
字
》
は
②

《
薩
慈
》
か
ら
採
ら
れ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ

と
、
④
如
山
の

《
阿
字
観
》

の
母
体
は
③

で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
①

《
新

七

ザ
シ
》
と
は
も

っ
と
も
遠
い
存
在
だ
と
い
う
点

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
と
⑧

《
九
州
鈴
慕
》
と
を
加
え
た
総
合
判
断
か
ら
、

⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
は
①

《
新
七
ザ

シ
》

の
後
半
部
分
を
採

っ
て
整
曲
し
た
も

の

で
あ
る
こ
と
、
九
州
の
現
行
で
は
⑥

《
阿
字
曲
》
と
⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
を
続
け

て
演
奏
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
続
け
る
と
①

《
新
七
ザ

シ
》

に
近
く
な

り
、
詰

ま
る
と
こ
ろ
、
対
山
は
①

《
新
七
ザ

シ
》

の
前
半
を
⑤

《
阿
字
》
、
後
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半
を
⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
と
し
て
整
曲
し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
対
山

の
弟
子
で
あ
る
紫
山

の
⑥

《
阿
字
曲
》
は
⑤

《
阿
字
》
よ
り
も
④
如

山

の

《
阿
字
観
》
に
近
い
の
は
、
紫
山
の
改
曲
と
は
思
え
ず
、
対
山
自
身
が

二

通
り
の
整
譜
を
も

っ
て
い
た
と
み
る
方
が
妥
当
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

(
3
、
2
)
《
阿
字
観
》
と

《
阿
字
》
、
《
阿
字
曲
》

前
稿
で
の
考
察
を
受
け

て
、
ま
ず
そ
の
補
足
と
訂
正
を
述
べ
よ
う
。

①
か
ら
⑥
ま

で
の
類
似
関
係
、
お
よ
び
①

と
⑥

⑦
と

の
関
係
に

つ
い
て
の
筆

者
の
考
え
方
は
変
わ

っ
て
い
な
い
が
、
問
題
が

二
点
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
「⑤

対
山
の

《
阿
字
》
が
②

《
薩
慈
》

か
ら
採
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆

者
は
②

の
例
を
山
上
月
山
譜
か
ら
訳
譜
し
た
が
、
こ
れ
は
対
山
派
本
曲
を
琴
古

流
譜
に
直
し
て
出
版
し
た
楽
譜

(大
日
杢
家
庭
音
楽
会

一
九
二
〇

…
六
六
～
六
八
)
を

再
び
月
山
譜
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
り
、

「②

《
薩
慈
》

か
ら
採

っ
た
」
に

は
当
た
ら
な
い
。
⑤
対
山

の

《
阿
字
》
が
②
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
な
い
な
ら
、

原
曲
は
①

《
新
七
ザ

シ
》

の
前
半
以
外

に
は
考
え
に
く

い
。

第

二
は
、

「対
山
自
身
が

二
通

り
の
整
譜
を
も

っ
て
い
た
」
と
い
う
点

で
あ

る
。
第
四
章
第

一
節

で
考
察
し
た
よ
う
に
、
対
山
が

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
導
入
し

た
九
州
伝

の
曲

の
う
ち
、
《
阿
字
》
と

《
筑
紫
鈴
慕
》

の
改
編
制
定
作
業
は
も

っ
と
も
遅
れ
た
の
で
、
対
山
が
没
す

る
直
前
に

《
阿
字
》
を
二
種
類
も

っ
て
い

た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
の
楽
譜
調
査
か
ら
小
林
紫
山

の

自
筆
譜

(第
四
章
表
7
の
⑥
)
に
書
き
直
し
を
発
見
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
も
前
説

は
否
定
さ
れ
る
。
図
2
2
の
上

a
.
は
ゆ

い
い
つ
確
認
で
き
て
い
る
対
山
の
自

筆
譜

(表
7
の
⑤
)、
下
b
.
は
昭
和
初
期

に
刊
行
さ
れ
た

「
尺
八
本
流
大
明
暗

本
曲
音
譜
」
(現
行
導
主
会
譜
の
原
譜
)
に
先
立

つ
紫
山
の
自
筆
譜

で
あ
る
。
以
下
、

こ
れ
に
そ

っ
て
説
明
す
る
。

a
.
対
山
譜

の
最
後
に
紙
を
貼

っ
て
書
き
足
し
た
形
跡
が
み
え
る
が
、

こ
の

冒
頭
に
小
さ
く
□
印
、
末
尾
に

△
を
二
つ
重
ね
た
印
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
あ
た
り

(1
1
行
目
終
わ
り
と
1
2
行
目
頭
)
に
同
じ
印
が
あ
る
の
で
、
こ
の
間

に
挿
入
す

る
意
味

で
あ
ろ
う
。
,
先
ほ
ど

の
②

に
は

こ
の
挿
入
さ
れ
る
べ
き

「高

音
旋
律
」
部
分
が
な
く
、

こ
の
点
だ
け
が
②

と
⑤

の
相
違
点
で
あ

っ
た
。
②

に

こ
の
部
分
が
な

い
こ
と
は
、
②

が
古

い
形
の
対
山
譜
か
ら
採

っ
た
か
、
対
山
が

最
終
的
に
挿

入
を
取
り
止
め
た
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
筆
者
は
前
者
と
推
論

す
る
が
、
こ
の
譜
を
最
後
に
翌
年
対
山
が
没
し
て
い
る
の
で
決
め
手
は
な
い
。

b
.
紫
山
譜

に
は
、
1
行
目
に
挿
入
の
印
、
5
～

7
行
目
に
訂
正
の
書
き
込

み
、
最
後

の
行
に
移
動
の
印
が
あ
り
、
他

の
曲
に
は
な
い
大
幅
な
手
直
し
の
跡

が
み
ら
れ
る
。

5
行
目
に
書
き
込
ま
れ
た

「
ツ
レ
ハ
イ

＼
＼
」
に
は
じ
ま
る
訂

正
旋
律
は
、
対
山
譜

の
挿
入
旋
律

の
冒
頭
に
同
じ

で
あ
り
、
そ
の
消
さ
れ
た
旋

律

「
ツ
レ
レ
レ
レ
ツ
イ
ハ
チ
チ
ウ
」
は
弟

一
部
前
半
か
ら
第

二
部
後
半
に
移

る
前

の
、
特
徴
的
な

「山
越
1
」

の
旋
律
で
あ
る

(図
2
1
上
段
右
端
)。
こ
の
手
直
し

に
よ

っ
て
、
紫
山

の
⑥

《
阿
字
曲
》
は
対
山

の
⑤

《
阿
字
》
か
ら
完
全
に
分
か
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れ
、
④

《
阿
字
観
》
に
近
づ

い
た
。

こ
の
改
訂
が
対
山

の
意
志
と
思
わ
れ
な
い

理
由
は
、

1
行
目

の
挿
入
印

(こ
こ
に
は
対
山
に
な
い
ロ
ー
ロ
が
入
る
)
と
最
後

の
行
の
移
動

の
印
、
お
よ
び

「止
」

の
後

の

一
音
句
追
加
、
な
ど
の
改
編
が
紫

山
に
よ
る
も

の
と
判
断

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
、
紫
山
自
筆
譜
か
ら
得

た
新
た
な
結
論
で
あ
る
。

こ
の
結
論
を
補
強
す

る
理
由
が
あ
る
。
宮
川
如
山
が
対
山

の
と
こ
ろ
に

《
阿

字
観
》
を
持
ち
込
む
よ
り
先
に
、
対
山
は
清
水
静
山
か
ら
採
曲
し
た

《
阿
字
》

を
持

っ
て
い
た

(富
森

一
九
七
〇
ご
ろ

"
四
)
。
ま
た
小
林
紫
山
に
よ
れ
ば
、
対
山

が

《
薩
慈
》
の
曲
を

「本
手

の
奏
法
」
に
整
え
て

《
阿
字
》
と
し
た
後
に
如
山

が
持
ち
込
ん
だ
と
い
う

(同
前
)
。
対
山

の
九

州
旅
行
が
明
治

二
十
八
年

(
一
八

九
五
)
で
、
そ
の
時

の
採
曲

で
あ
れ
ば

三
十
年
ご

ろ
に
如
山
が
対
山

に
入
門
し

た
こ
と
と
話
し
は
あ
う
。
そ

の
対
山
が
最
晩
年
に
、
如
山

の

《
阿
字
観
》
に
近

づ
け
る
よ
う
な
改
訂
を
す
る
は
ず
は
な
く
、
対
山

の
没
後
に
紫
山
自
身
の
考
え

で
手
直
し
し
た
と
み
る

べ
き

で
あ
る
。
手
直
し

の
理
由
は
想
像
す
る
し
か
な
い

が
、
こ
の
改
訂
版
が
現
行

の

《
阿
字
曲
》

と
な

っ
た
。
明
暗
対
山
派
三
十

二
曲

の
う
ち
、

こ
れ
ほ
ど
対
山
譜
と
異
な
る
曲
は
他
に
な
い
。

以
上

の
考
察
を
ま
と
め
よ
う
。
《
阿
字
観
》
を

《
新
七
ザ

シ
》

と
結
び

つ
け

る
伝
承
の
根
拠
は
、
そ
の
旋
律
構
成
で
は
な
く
奥

州
風
の
吹
き
方
に
あ

っ
た
。

宮
川
如
山
は
仙
台
布
袋
軒
の
長
谷
川
東
学

(
一
八
四
七
～

一
九
〇
九
)
に
も
師
事
し
、

如
山
の
独
特

の
ユ
リ
は
東
学
か
ら
取
得
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
牧
新
七
が
山
形

の
虚
無
僧

で
あ
る
と
し
て
、
新
七
の
吹
き
方
に
も
奥
州
風
の
細
か
い

ユ
リ
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
旋
律
の
躍
動
が
あ

っ
た
と
想
像
き
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
如
山
の

《
阿
字
観
》
は
、
九
州
伝
の
旋
律
に
奥
州
風
の
奏

法
が

混
ざ
り
合

っ
て
で
き
あ
が
り
、
対
山

の

《
阿
字
》
は
京
都
風

の
本
手
奏
法
に
整

え
ら
れ
て
成
立
し
た
。
十
分
に
整
え
終
え
ず

に
対
山
が
没
し
た
た
め
対
山
整
譜

の

《
阿
字
》
は

一
代
限
り
と
な
り
、
紫
山
の

《
阿
字
曲
》
、
あ
る
い
は
如
山

《
阿

字
観
》
の
旋
律

(谷
北
無
竹
、
小
泉
止
山
)
が
そ
の
後
の
主
流
と
な

っ
た
。
明
暗
導

主
会
は
現
在
、
紫
山
の

《
阿
字
曲
》
を
伝
え
る
。

最
後
に
、
対
山
が

《
新
七
ザ

シ
》

を
二
分
し

て

《
阿
字
》
と

《
筑
紫
鈴
慕
》

と
し
た
と
い
う
仮
説
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
裏
付
け
る
書
伝
情
報
は
な

い
。
し

か
し
筆
者
は
こ
の
仮
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
楽
譜
か
ら
読

み
と
れ

る

「分
離
の
事
実
」
を
重
視
し
た
い
。

如
山
の

《
阿
字
観
》
が
誰

の
ど

の

《
薩
慈
》
か
ら
の
伝
承
か
不
明
-
6
7
な
の

と
同
様
に
、
対
山
の

《
阿
字
》
も
た

っ
た

一
種

の
楽
譜
以
外
に
情
報
は
な
く
、

伝
不
明
と
い
わ
ざ

る
を
え
な

い
。
時
間
軸

の
近
さ
に
お
い
て
、
古
典
本
曲
と
し

て
は
も

っ
と
も
生
の
伝
承
情
報
が
得
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る

《
阿
字
観
》
に
お

い
て
さ
え
、
無
名
性
は
厳
然
と
生
き

て
い
た
。
し
か
し
、
た
と
え
氏
素
性
が
明

か
さ
れ
な
く
と
も
、
遺
さ
れ
た
わ
ず
か
な
楽
譜
か
ら
思
い
が
け
な
い
伝
承

の
糸

が
見
え
て
く
る
。

な
お
、
各
種

《
薩
慈
》

と

《
阿
字
観
》

の
奏
法
な
ら
び
に
演
奏
様
式
の
違
い
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に

つ
い
て
は
、
ビ
デ

オ

・
テ
ー
プ

『
「阿

字
観

」

「薩
慈

」

の
秘
密
』

(月
漢

(監
)

一
九
九
六
)
と
そ

の
解

説

(月
漢

一
九
九
六

a
)
を
参

照

さ
れ
た

い
。

な
ど
、
所
伝
の
寺
軒

名
を

つ
け
て
区
別
し
た
。
な
お
、
琴
古
流
本
曲

の

《虚
空
鈴
慕
》

《巣
鶴
鈴
慕
》
な
ど

の

「鈴
慕
」
は
、
単
な
る
接
尾
辞

で
あ

っ
て
曲
名
と
し
て
の

「鈴

慕
」
で
は
な
い
。
奥
州
系

の

「鈴
慕
」
に
つ
い
て
は
、
月
漢

一
九
八
O
b
、

一
九
八
二
、

一
九
八
六
、

一
九
九

二

"

一
〇

一
～

一
〇
六
を
参
照
。

第六章 第一節 時間的継承と地域的拡散

1
3
8

尺
八
吹
奏
を
も

っ
て
禅
の
修
行
と
す
る
こ
と
を

「吹
禅
」
と
い
う
。
明
暗
寺
文

献
に
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
の
、
三
十
二
世
魯
堂
元
協
に
よ
る

「総
門
弟
中
江
申
渡

掟
書
」

(中
塚

一
九
七
九

"
一
七
六
～

一
七
八
)
が
あ
る
が

(旧
初
世
中
尾
都
山
所

蔵
の
現
物
は
戦
災
で
焼
失
)
、
そ
の

一
項
の

「尺
八
之
儀
者
諦
経
に
換

へ
悟
道
を
得
る

第

一
之
法
器
に
候
得
者

(略
)
」
は
、
尺
八
吹
奏
が

「読
経
に
か
わ
る
修
行
」
で
あ
る

こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る

(傍
点
筆
者
)
。
し
か
し
、
「座
禅
」
に
か
わ
る
尺
八
修
行
の

意
味
で
い
つ
か
ら

「吹
禅
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
か
、
そ
の
典
拠
を
未
だ
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

1
3
9
中
塚
竹
禅
の

『琴
古
流
尺
八
史
観
』
に
は

「明
暗
寺
巻
物
」
(
一
七
六
三
年
)
所

載
が
七
十
二
ヶ
寺
、
『琴
古
手
帳
』
所
載
が
六
十
四
ヶ
寺
、
『虚
鐸
伝
記
国
字
解
』
所
載

が
五
十
五
ヶ
寺
と
し
て
、
都
合
七
十
七
ヶ
寺
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(中
塚

一
九
七
九

"

九
五
～

一
〇

一
)
。
ま
た

『洞
籍
伝
来
』
(
一
七
九
七
年
大
橋
思
道
軒
清
書
)
に
七
十
五

ヶ
寺
、
『虚
無
僧
雑
記
』
所
載

(同
じ
く
思
道
軒
書
)
の

「諸
国
普
化
宗
門
寺
院
」
に

七
十
五
ヶ
寺
、
『尺
八
筆
記
』
(
一
八

一
三
年
)
に
八
十
七
ヶ
寺
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

れ
い
ぼ

1
4
0

一
寺

一
律
の
代
表
は

「鈴
慕
」
で
あ
る
。
こ
の

「鈴
慕
」
は
普
化
振
鐸
の
伝
承

に
因
ん
で
、

「普
化
禅
師
の
鈴
の
音
を
慕
う
」
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、

一
節
切

時
代
す
で
に
あ

っ
た

「れ
ん
ぼ

(恋
慕
)
」
の
転
託
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
普
化
宗

で
は
さ
ら
に
そ
の
儀
式
性
を
重
ん
じ
て

「鈴
法
」
と
も
い
う
。
「鈴
慕
」
は
各
地
の
虚

無
僧
寺
に
存
在
し
、
例
え
ば

《
九
州
鈴
慕
》
《伊
予
鈴
慕
》
《京
鈴
慕
》
《
伊
豆
鈴
慕
》
《葦

草
鈴
慕
》
《
越
後
鈴
慕
》
な
ど
の
地
名
を
つ
け
て
伝
承
し
た
。
奥
州
地
方
に
は
第
五
章

第
二
節
で
紹
介
し
た

「鈴
慕
型
」
構
成
を
も
つ
各
種

《
鈴
慕
》
が
あ
り
、
「布
袋
軒
」

1
4
1

虚
霊
山
明
暗
寺

の
門
弟
に
た

い
す
る

「掟
」
類
に
は
、
修
行
は

二
人

で
行
う

こ

と
、
唱
も
の

(鳴
物

)
停
止

の
時
は
托
鉢
を
差
し
止
め
る
こ
と
、
宗
門
姿
で
喧
嘩
口
論

を
し
な

い
こ
と
、

酒
宴
遊

興
の
場
所
や
大
勢
群
集

の
所

に
入
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
書
か

れ

て
い
る

(中
塚

一
九
七
九

"
一
六
六
～

一
六
九
、

一
七
三
～

一
七
八
、

一
九
三
～

一
九
八
な
ど
)
。

1
4
2

普
化
宗
寺
院

か
ら

の

「覚
」
や

「掟
書
」
に
は
、
本
則
弟
子
に
対
す
る

「尺
八

の
手
は
本
曲
を
修
行
と
な
す

べ
し
、
乱
曲

(筆
者
注

"
流
行
歌
や
箏
三
味
線

の
曲

の

こ
と
)
を
吹
く

こ
と
は
な
ら
ず
」

(中
塚

一
九
七
九

"
一
六
九
)
や
、
総

門
弟
あ

る

い
は
市
中
吹
合

へ
の

「当
山

(虚
霊
山
明
暗
寺
)
相
伝

の
三
虚
霊
怠
慢
な
く
習
熟
す

べ

し
、
し
た
が

っ
て
狸
な
る
雑
曲
等
を
吹
か
な
い
こ
と
」

(同

"
一
七
〇
、

一
七
六
)
と

い
っ
た
縛
り
し
か
記

さ
れ

て
い
な
い

(引
用
は
筆
者
の
訳
、
傍
点
筆
者
)
。

1
4
3

前

掲

注

に

同

じ

。

「総

門
弟
中
江
申
渡
掟
書
」

(中
塚

一
九
七
九

"

一
七
六
～

一
七
八
)

1
4
4
安
政
四
年

(
一
八
五
七
)
虚
霊
山
明
暗
寺
蔵
の

「三
虚
霊
譜
」
は
年
代
、
出
処

の
分
か
る
ゆ
い
い
つ
の
虚
無
僧
寺
所
蔵
楽
譜
史
料
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
普
化
宗
廃

止
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
消
失
し
た
と
考
え
る
に
は
あ
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
相
当
数

の
文
書
が
遺
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
化
宗
史
料
と
し
て
の
楽
譜
は
伝
存
し

な
い
か
ら
で
あ
る
。

1
4
5

《鹿
の
遠
音
》
は
二
人
の
掛
け
合
い
で
演
奏
す
る
ゆ
い
い
つ
の
例
外
曲
で
あ
る
。

1
4
6

山
上
月
山
に

よ
れ
ば
、

一
朝
軒
に
古
く
か
ら
あ

っ
た

《
盤
渉

の
曲
》

と

《
太
乙

の
曲
》
は
続
け
て
吹
く
慣
習
が
あ
り
、
清
水
静
山

(せ
い
ざ
ん
、
じ
ょ
う
ざ
ん
。

一
八
七

二
～

一
九

=
二
)

が
こ
の
二
曲
を
合
体
し
て

《
供
養
曲
》
と
名
付
け
た
と
い
う

(
一
九
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八
四
年
八
月
六
日

の
談
話
)
。
な
お
、
《
供
養
曲
》
の
楽
譜
は
山
上
月
山

(出
井
ほ
か

一

九
八
四

a

"
八
九
～
九
二
)
、
曲
解
説
に

つ
い
て
は
戸
谷
泥
古

(戸
谷

一
九
八
四

…
二

三
〇
～
二
一二
七
)
を
参
照
。

1
4
7

《虚
鈴
》
は
樋

口
対
山
が
西
園
流
か
ら
移
入
し
た
曲
で
、
対
山
の
改
名

で
は
な

い
。
西
園
流
は
普
大
寺
の
流
れ
を
汲
む
流
派
で
、
そ
の
普
大
寺
は

一
月
寺
の
末
で
あ
る

か
ら
、

一
月
寺

(琴
古
流
)
止

日大
寺
ー

明
暗
対
山
派
の
流
れ
図
と
な
る
。

1
4
8

吸
江
庵
は
紫
野
大
徳
寺

の

一
休
宗
純

(
=
一一九
四
～

一
四
八

一
)

と
親

交
が
あ

り
、
か

つ

一
節
切

の
伝
来
や
虚
無
僧
寺
起
源
の
伝
説
と
結
び

つ
け
ら
れ

て
き
た
朗
庵

(盧

安
)
が
栖
と
し
た
と
こ
ろ
。

1
4
9

序
論
で
あ
げ

た

『人
倫
重
宝
記
』

(
一
六
九
六
年
)
に
、

「鶴
の
巣

ご
も
り
」
が

出
て
く
る
。
こ
の
書
は
大
坂

久
保
田
喜
兵
衛
、
京

中
野
彦
三
郎
の
板

で
あ
り
、
京
阪

に
お
け
る

「巣
籠
旋
律
」

の
証
拠
に
な
る
。

「後

の
世
に
吹
き

出
し
た
る
事
也
」

(石
山

一
九
八
二

"
二
八
七
)
と
あ

る
の
で
、
元
禄
以
前
か
ら
吹
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
扶
桑
散
人
覚
心

の
記
し
た

「尺
八
伝
来
記
」
(
一
七
三

二
年
)
に
も
、

「巣
籠
」

の
曲
名
が
見
え

る
。
こ
れ
は
時
代
的

に
初
世
琴
古
が
伝
承
し
た
時
期
に
近
い
。

「尺
八

伝
来
記
」
は

一
七
九
七
年

に
大
橋
思
道
軒
が
清
書
し
た

『洞
無

伝
来
』

(東
北
大
学
狩

野
文
庫
)
に
あ
る
文
書
で
、
内
容
的

に
京
都
明
暗
寺
末
、
普
済
寺

の
伝
承
と
見
ら
れ
る
。

1
5
0
他
に
藤
枝
流
が
現
行
さ
れ
る
。
藤
枝
検
校

(
一
七
三
六
年
検
校
登
官
)
が
宝
暦

年
間

(
一
七
五

一
～
六
四
)
に
江
戸
で
広
め
た
藤
枝
流
で
は
、
藤
枝
検
校
創
始
と
い
わ

れ
る
四
弦
の
胡
弓
を
用
い
る
。
藤
枝
流
で
は
十
二
曲
の
胡
弓
本
曲
を
伝
え
、
《
鶴
の
巣

籠
》
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
五
年
に
山
室
千
代
子
が
改
調
し
た
も
の
で
あ

る
。
他
の
現
行
曲
で
尺
八
本
曲
と
の
同
名
曲
と
し
て
は

《栄
獅
子
》
と

《
下
り
葉
》
が

あ
る
。

1
5
1

大
阪
の
箏
曲
家
、
楯
城
護
も

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

「明
暗
流
本
曲
鶴
の

巣
籠
」
は

「天
保
の
頃
、
大
阪

の
厳
得
と
い
ふ
人
が
、
胡
弓
に
移
し
取
り
ま
し
た
。
又
、

マ
マ

慶
応
四
年
、
久
幾
勾
当
が
出
て
、
厳
得
師
匠
の
胡
弓
か
ら
、
三
味
線
に
移
し
ま
し
た
。

こ
の
三
弦
を
習
っ
た
の
が
大
和
の
光
村
検
校
で
あ
り
ま
し
て
、
此
三
弦
か
ら
琴
に
移
し

三 ま
六 し
%た
の
カミ

光

村
検
校
の
師
匠

の
、
駒

中
検
校

で
あ
り
ま
す
」

(楯
城

一
九
二
三

"

1
5
2

富
森
虚
山

の
伝

(富
森

年
に
こ
の
話
を
聞

い
て
い
る
。

一
九
七
九

"
二
八
)
。
筆
者
は
富
森
か
ら
、

一
九
六
八

1
5
3

樋

口
対
山
譜

で
は
九
段
だ
が
、
七
段

・
八
段
は

口
伝

と
し
て
譜
は
な
い
。

こ
の

七
段
は
九
段
に
同

じ
、
八
段
は
六
段
に
同
じ
な

の
で
、
六
段
-
九
段
を
反
復
す
る
だ
け

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
実
質
的
に
七
段
構
成
で
、
小
林
紫
山
譜
に
基
づ
く
現
行
譜
は

こ

の
口
伝
を
省
く
七
段
で
記
さ
れ
て
い
る
。

1
5
4

胡
弓
本
曲

《鶴

の
巣
籠
》
と
の
比
較

に

つ
い
て
は
レ

コ
ー
ド

・
ア
ル
バ
ム

『
胡

弓
「

ー
日
本

の
擦
弦
楽
器
』

(平
野

一
九
七
六
)
の
解
説
書
お
よ
び

レ
コ
ー
ド
を
参
照
。

1
5
5

大
阪
系
胡

弓
本
曲
と
都
山
流
本
曲
と

の
旋
律

一
致
に

つ
い
て
は
、

ド

・
ア
ル
バ
ム
の
解
説
書

(月
漢

一
九
七
六
)
を
参
照
。

1
5
6

上
村
雪
翁

の

巣
籠
》
が
あ
る
。

前
注
レ

コ
ー

『
尺
八
独
案
内
』

(上
村

一
八
九
五

.
七
七
～
八
二
)

に

《鶴

の

1
5
7

こ
の

《鶴

の
す
ご

も
り
》
は
明
暗
対
山
派

《
巣
鶴
》
と
同
じ

で
あ
る
。

は
こ
れ
に
序
と
結
び
を
加
え
、

「ホ
ロ
ホ

ロ
」

の
手
を
足
し
た
形
で
あ
る
。

対
山
の

1
5
8
こ
の

《
鶴

の
巣
籠
り
》
は
明
暗
対
山
派

の

《
鶴

の
巣
籠
》

の
二
段
目
以
降
と
同
じ

で
あ
る
。
対
山
の
は

こ
れ
に
序
と
五
段
目
を
加
え
、
ほ
ん
の
少
し
手
を
変
え
た
形
で
あ

る
。

1
5
9

こ
の

《
古
風
鶴

ノ
巣
籠
》
は
簡
素
な
も

の
で
、

と
見
ら
れ
る
。

1
6
0

ー
ハ0
1

明
暗
対
山
派

《
巣
鶴
》
の
原
形

こ
の

《鶴
ノ
巣
籠
》
は
琴
古
流

《巣
鶴
鈴
慕
》
か
ら
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
朝
軒

の
伝
曲
は

《
盤
渉
調
》
、
《九
州
鈴
慕
》
、
《筑
紫
鈴
慕
》、
《
一
朝
軒
虚
空
》
、
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と
っ
び
き

《筑
前
薩
慈
》
、
《
阿
字
之
曲
》
、
《
雲
井
之
曲
》
、
《
吾
妻
之
曲
》
、
《
突
引
》
の
九
曲
。

樋
口
対
山
は
明
治
二
十
八
年
に
、
十
八
世

(筆
者
注

韓
塚
本
で
は
十
七
代
)
法
機
伯

堂

(磯

一
蝶
)
か
ら

《
雲
井
之
曲
》
《吾
妻
之
曲
》
《薩
慈
》
を
習
っ
て
い
る
。
ま
た
、

琴
古
流
初
世
川
瀬
順
助
も
明
治
三
十
三
年
に
磯

一
蝶
か
ら

《
雲
井
之
曲
》
釜
口妻
之
曲
》

を
習
い
、
こ
れ
を
外
伝
と
し
た

(塚
本

一
九
九
三

"
四
五
〇
)。
な
お
、

一
朝
軒
磯

譲
山
、

一
光
は
正
規
の
九
曲
の
ほ
か
、
数
十
曲
を
伝
え
る
。

1
6
2

海
童
普
門
は

「托
鉢

の
曲

と
し

て
は
、
鈴
慕

(鈴
法
、
鈴
暮
、
臨
門
、
恋
慕
と

い
ろ
い
ろ
書
く
)
に
類
す

る
も

の
が
多
く
」
と
書
い
て
い
る
が
、

「鈴
法

の
調
べ
は
、

山
越
と
い
う
手
を
織
込
ん

で
、
襖
吹
き
に
す
る
形
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
更
に
手
を

こ

め
、

ユ
リ
吹
き
と
な

っ
た
曲
が
、
即
ち
薩
慈
な

の
で
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
鈴
法
も
さ
じ

と
唱

へ
、
こ
れ
を
俗
に
ポ
ウ
さ
じ
と
謂
ふ
の
に
対
し
、
薩
慈
を

ユ
リ
さ
じ
と
も
い
ふ
の

で
あ
り
ま
す
」

(海
童

一
九

四
三

"
六
～
七
)
と
い
う
こ
と

は
、
鈴
慕

(鈴
法
)

の

吹
き
方

の
分
れ
が
薩
慈
と
解
釈

で
き
る
。

あ
る
。

つ
ぎ

に
、
山
上
月
山
筆
に
基
づ
く
二
種

の
音
型
を
示
す
。

「山
越
1
」
甲
ツ
レ
ー
レ
レ
評

イ
ー
ハ
ー
甲
ー
チ
ー
チ
ウ
ー
ウ
ー
。

技
巧

或
ハ
ニ
ス
リ
明

「山

越

2
」

甲
ツ
レ

ー

ヱ
乙
ハ
ー

メ
甲
チ

ー

チ
ウ

ー

ウ

ー

。

1
6
7

《阿
字
観
》

と
い
う
曲
名

の
誕
生
に

つ
い
て
も
諸
説
あ

る
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ

-
【◎
nδ

じ

」

海
童
普
門
は

《
鈴
法
》、

と
し
て
い
る
。

《
薩
慈
》
、
《
大
菩
薩
》
を
そ
れ
ぞ

れ
真

・
行

・
草

の

「さ

第六章 第一節 時間的継承と地域的拡散

1
6
4

山
上
月
山
に
よ
れ
ば
、

「棒
ざ

し
」
は
対
山
派

の

《九
州
鈴
慕
》
、
《
筑
紫
鈴
慕
》

な
ど
、

「
ユ
リ
ざ
し
」
は

《阿
字
観
》

の
系
統
、

「練
り
ざ
し
」

は
牧
新
七
の

《
新
七
ザ

シ

(練
り
ザ
シ
)
》
、
海
童
普
門

の

《
大
菩
薩
》
と
説
明
し
た

(
一
九
八
四
年

八
月
六
日

の
談
話
)
。

ワヨ
じ

1
6
5
神
如
道
伝

《
薩
字
》
、
雲
林
院
直
堂
伝

《
薩
慈
》、

一
朝
軒
伝

《
サ
シ
》
、
神
如
道

伝

《
筑
後
薩
字
》、
藤
重
紫
教
伝

《
薩
字
》、
下
川
如
海
伝

《
ね
り
ざ
し
》
、
《
薩
慈
又
阿

字
観
》
、
三
島
如
水
伝

《新
七
ザ
シ
》
、
津
野
田
露
月
伝

《
薩
慈
》
、
三
島
如
水
伝

《
高

音
薩
慈
》
、
下
川
如
海
伝

《
高
音
薩
慈
》
、
鶴
田
南
童
伝

《
些
志
》
、
海
童
普
門
伝

《
淘

薩
慈
又
阿
字
観
》、
海
童
普
門
伝

《
薩
慈
又
練
薩
慈
又
大
菩
薩
》
の
十
四
種
。

1
6
6

山
上
月
山

の
教
示
に
よ
る
と
、

「山
越
の
手
」

に
は

二
種

類
あ
る
。
筆
者
は
前
稿

で
そ
れ
を

「山
越
1
」

「山
越

2
」
と
呼
ん
だ
。

「山
越
1
」
は
部
分
的
に
雲
井
調
子
に

転
調
す
る
独
特
の
味
わ

い
を
も

つ
音
句
で
、
九
州
伝
の

《鈴
慕
》
、
《
薩
慈
》
の
特
徴

で
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図20 《鶴の巣籠》の伝承伝播

/
奥州系

尺八本曲

《巣籠》
原旋律?

宮城金成寺

小 野 寺 源 吉 伝

(1858-1928)

《巣 籠 》

盛岡

櫻田要助伝

《巣籠》?

(月漢恒子作成)

?

海童道道曲 《鶴の巣籠》
松岩軒伝?

/
江戸

琴古流 《鶴巣籠》
宇治吸江庵の龍安→

残水→初世琴古へ

寛延(1748.51)頃

新潟→福島

神 保 政 之 助 伝

(1841印1914)

《巣 籠 》

琴古流 《巣鶴鈴慕》+二 段
一閑系で曲名変更(19c .中頃)

現在に至る

蓮芳軒 ・喜善軒伝

《秘曲 鶴の巣籠》

または《三谷巣籠》

または《奥州三谷》

別名 《神保三谷》

*太 線四角囲みは現行曲

京阪系

《鶴の巣籠》

尺八本曲
原旋律?

r仮 名手本忠 臣蔵』

大坂竹本座初演

寛延元(1748)年

?

?

名古屋系

胡弓本曲

《鶴の巣籠》
現行

大坂の厳得が尺八
から胡弓に移曲

天保(183(}44)

明暗真法流

《鶴の巣籠》
尾崎真龍伝と勝浦正山伝

2種伝存 三段

旧明暗寺系 《巣籠》
桑島方友伝?

名古屋系

尺八本曲

《鶴の巣籠》

別伝 《鶴の巣籠》
(紀州真龍伝〉または

古伝十段 《鶴の巣籠》
津野田露月伝 十段

大阪系

胡弓本曲

《鶴の巣籠》
現行

?

明暗対 山派

《古伝巣籠》 または

《巣鶴 古伝》

樋口対山伝 蓋段

対由が前吹 ・吹止を加え

たものと2種 伝存

名古屋西園流

《鶴の巣籠》

旧普大毒系?

明暗対山派

《鶴の巣籠》
樋口対山伝 七段(九段)

?

都 山流 《鶴の巣籠》
中尾都山編作(明 治38年)

ゾ
政島検校

(?一1780)

『歌 系 図』1782

八千代獅子 元来尺八曲

なるを政島検校胡弓に移 し

＼ 関西宗悦流系
尺八本曲

《鶴の巣籠》
数種?

1
上 田流 《鶴の巣籠》
上田芳憧編(昭 和6年)

竹保流 《鶴の巣籠》
酒井竹保作(大正10年)

上村雷翁伝/上田芳憧

替手 《巣鶴鈴慕》
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表9 「さ し」 分 析 の 使 用 楽 譜(図21① ～⑧の典拠資料)

曲 名 別 名 伝 承 作 譜 者 備 考

① 新七ザシ 牧新七練り薩慈 三島如水伝 山上月山 ① ～③[出 井 ほ か1984a:97-99、144]

② 薩慈 阿字観 山上月山 大 日本家庭音楽会編r第 七集 尺八本曲集』(1920)の 曲

③ 淘薩慈 阿字観
一朝軒伝

海童普門伝
山上月山 海童のレコードr法 竹』の 《薩慈》

④ 阿字観 宮川如山

⑤ 阿字 薩慈 清水静山 樋 ロ対山 [稲 垣1976:185]

⑥ 阿字曲 樋ロ対山 小林紫山 ⑥～⑧明暗導主会現行譜

⑦ 筑紫鈴慕 小林紫山 樋ロ対山が薩慈→肥後左司→筑紫鈴慕と改名

⑧ 九州鈴慕 小林紫山

表10 「さ し」 分 析 の 音 源 リス ト(③ ～⑧は表9の 音源資料、他は参考資料)

曲 名 演 奏 者 音 源 情 報(LP,CD,テ ー プ)

薩 神 如道 「古典本曲の集大成者 神如道の尺八」テイチクGM・6005-10、1980年

高嶺サシ 磯 一光 「対山流尺八および拾遺」第7集(私 家版)

練サシ 下川龍道 1977-04・08録 音(熊 本)の 私 蔵 テ ー プ

筑前薩慈 磯 玄定 1974-04-04録 音(博 多)の 私 蔵 テ ー プ

大菩薩(練 薩慈) 海童道宗祖 「神秘の竹の音」CROUNSW・5006-7、1968年

薩慈(淘 薩慈)③ 海童普門 「法 竹 」 ポ リ ドー ルLPJ-49、1961年 第16回 芸 術 祭 参 加

阿字観④ 宮川如山 「対山流尺八および拾遺」第7集(私 家版)

阿字観 坂ロ鉄心 「明暗双打 普化宗尺八」第3集(私 家版)

阿字観 西村虚空 「普化宗本曲 虚鐸」東芝TH・7010、1965年 第20回 芸術祭参加

阿字観 浦本漸潮 「浦本漸潮の尺八」(私 家版)

阿字観 神 如道 「古典本曲の集大成者 神如道の尺八」テイチクGM-6005-10、1980年

阿字曲⑥ 芳村宗心 r吹禅一如 明暗寺所伝 尺八本曲集」明暗寺(CD版1995年)

阿字観 谷北無竹 「対山流尺八」第5集(私 家版)

阿字観 青木鈴慕 「尺 八 古 典 本 曲 集 成 」VictorSJL-109-110、1976年

筑紫鈴慕⑦ 芳村宗心 r吹禅 一如 明暗寺所伝 尺八本曲集」明暗寺(CD版1995年)

九州鈴慕⑧ 芳村宗心 「吹禅一如 明暗寺所伝 尺八本曲集」明暗寺(CD版1995年)

九州鈴慕 磯 一光 1974-04-04録 音(博 多)の 私 蔵 テ ー プ

九州鈴慕 鈴木多聞 1977-04-07録 音(長 崎)の 私 蔵 テ ー プ

九州鈴慕 坂口鉄心 「明暗双打 普化宗尺八」第 司集(私 家版)

九州鈴慕 谷北無竹 「対山流尺八」第1集(私 家版)

九州差之 富森虚山 1968年 録音の私蔵テープ

山越 横山勝也 「鹿の遠音 横山勝也 尺八古典本曲集成」RVCJRZ-2563-64、1976年

山越 横山勝也 「横山勝也尺八本曲集1鹿 の遠音OCD・09判 、1989年
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第
二
節

楽
曲
の
同

一
性

前
節
で
は
、
楽
曲
が
伝
承
さ
れ
る
と
き
に
生
じ
る
変
化
の
実
態
を
さ
ぐ

っ
た
。

《
鶴

の
巣
籠
》
は
長
い
時
間
的
継
承
と
広

い
地
域
的
拡
散
を
経
て
、
演
奏
の
地

方
様
式
や
流
派
様
式
に
則

っ
た
奏
法
変
化
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
十
八
世
紀
ご

ろ
か
ら
語
り

つ
が
れ
た
民
間
説
話
の
ゆ
る
や
か
な
規
制
を
う
け

て
、
比
較
的
安

定
し
た
巣
籠
旋
律
の
伝
承
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は

「鶴
の
巣
籠
」
と
い
う
共

通
す
る
物
語

の
特
性
が
、
強
く
楽
曲
に
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ

の

《
薩
慈
》
《
阿
字
観
》

の
場
合
は
、

「さ
し
」
が
旋
律

の
形
態
を
意
味

す
る
以
前
に
吹
き
方
の
概
念
で
も
あ
り
、
し
た
が

っ
て

「さ
し
」
が
い
わ
ゆ
る

「鈴
慕
」

の
曲
類
を
も
包
括
す
る

(棒
ざ
し
11
九
州
鐘
暴
、
筑
紫
鎗
暴
の
例
)
曖
昧
な

存
在
で
あ

っ
た
た
め
、
き
わ
め
て
複
雑
な
伝
承
の
錯
綜
と
名
称
の
変
化
を
き
た

し
た
。
も
と
も
と

「さ
し
」
自
体
が
し

っ
か
り
と
固
定
し
た
存
在
で
は
な
い
た

め
に
、
旋
律
は
大
幅
に
変
化
し
、
曲
名
も
大
胆
に
変
え
ら
れ
た
。
虚
無
僧
音
楽

と
し
て
の
古
典
本
曲
の
柔
軟
性
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
た
典
型
例
で
あ
る
。

こ
の
両
者
は
、
楽
曲

の
異
な

っ
た
伝
承
の
あ
り
よ
う
を
教
え
て
く
れ
た
が
、

一
段
視
野
を
広
め
て
眺
め
る
と
き
、
古
典
本
曲
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
に
お
け

る
共
通
要
素
1
6
8
を
備
え
て
い
る
。

本
節
の
テ
ー

マ
で
あ
る

「楽
曲
の
同

一
性
」
と
は
、

「ど

の
よ
う
な
特
性
を

も

っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
楽
曲
や
あ
る
演
奏
が
別
の
楽
曲
や
演
奏
と
同
じ
と
み
な

さ
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
古
典
本
曲
と
い
う
種
目

グ
ル
ー
プ

の
中
で
さ
ら
に
い
く
つ
も
の
楽
曲
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
と
き
、
そ

の
楽
曲
グ
ル
ー
プ

の
共
通
の
要
素
と
は
何
か
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で

い
う

「
同

一
性
」
は

「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
1
6
9
に
置
き
換
わ
る
も

の
で
は

あ
る
が
、
そ
の
語
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に

「同

一
性
」

の
語
を
使
う
。

(1
)
楽
曲
を
同

[
と
み
な
す
要
素

古
典
本
曲
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
楽
曲
が

「同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
と
き
、

何
を
基
準
に
同
じ
と
み
な
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
要
素
が

「曲
名
」

で
あ
る
。
前
節
で
扱

っ
た

「鶴

の
巣

籠
」
グ
ル
ー
プ
、

「さ
し
」
グ
ル
ー
プ
、

「阿
字
観
」
グ
ル
ー
プ
は
も
と
よ
り
、

第
五
章
の
事
例
に
出
し
た

「虚
空
」
(図
1
1
、
1
9
)
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
、
分

析
対
象
に
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
た
び
た
び
そ
の
名
が
出
た

「鈴
慕
」
グ
ル
ー
プ

や

「三
谷
」
グ
ル
ー
プ
が
代
表
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
内

で
、
奏
法

は
異
な

っ
て
も
曲
名

・
旋
律
が
同
じ
の
場
合
は

「
同
名
同
曲
」

(例
え
ば
琴
古
流

と
明
暗
対
山
派
の
《
一
二
三
調
》)
と
な
る
が
、
旋
律
が
異
な
る
場
合
は

「同
名
異
曲
」

で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
後
者
に
あ
た
る
。

第
二
の
要
素
に
は

「奏
法
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
奏
法
は

「楽
器
の
演
奏

の
仕

方
」

一
般
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
琴
古
流
、
明
暗
対
山
派
、
錦
風
流
、
西
園
流
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第六章 第二節 楽曲の同一性

な
ど

の
流
派
様
式
も
含
め
て
考
え
る
。
ま
た
、
奥
州
風
、
九
州
風
と
い
っ
た
地

方
様
式
も
含
ま
れ
る
。
琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲
は

い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
取
り

入
れ
ら
れ
た
曲
で
は
あ
る
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
奏
法
が
統

一
さ
れ
様
式
化

さ
れ
た
た
め
、
旋
律

の
組
立

て
方

(図
1
7
参
照
)
や
細
か
い
技
法
の
違
い
か
ら

曲
を
識
別
で
き
る
以
外
は
す

べ
て

一
様

で
あ
る
。
琴
古
流
よ
り
は
幾
分
地
方
様

式
を
遺
し
て
い
る
と
は
い
え
、
対
山
派
三
十

二
曲
も
ま
た

「本
手
奏
法
」
と
呼

ぶ
対
山
様
式
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
錦
風
流
十
曲
は
、

コ
ミ
吹
き
と
い

う
独
特
の
奏
法
だ
け

で

「曲
」

で
は
な
く

「流
」
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

地
方
様
式
の
特
性
で
は
、
九
州
伝
の
曲
の
演
奏
は
豪
放

で
明
る
く
開
放
的
で
、

奥
州
伝
は
情
感
細
や
か
で
華
麗
な
中
に
哀
愁
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
流
様
式
や
地

方
様
式
は
、
個

々
の
楽
曲
を
超
越
し
て
、
流
あ
る
い
は
地
域
と
し
て
の
奏
法
の

「同

一
性
」
を
主
張
す
る
。

第
三
の
要
素
は

「旋
律
」
で
あ
る
。
旋
律
と
い
っ
て
も
規
模
の
大
小
が
あ
る

が
、
ま
ず
は

「音
句
」
や

「楽
句
」
の
単
位
を
と
り
あ
げ
る
。

一
曲
内
で
の

「同

一
音
句
」

「同

一
楽
句
」

の
存
在
は
枚
挙
に
い
と
ま
な

い
が
、
あ
る
特
徴
的
な

「旋
律
型
」
が
複
数
曲
に
ま
た
が

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
同
じ
旋
律

を
共
有
す
る

「同

一
性
」
が
確
立
さ
れ
る
。

そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
例
が

《
薩
慈
》
《
阿
字
観
》
に
お
け
る

「山
越
の
手
」

で
あ
る
。

「山
越

の
手
」
は
音
句
レ
ヴ

ェ
ル
の
小
さ

い

「旋
律
型
」

で
、
図
2

1
で
は
①

《
新
七
ザ

シ
》
と
⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
、
③

《
淘
薩
慈
》
と
⑦

《
筑
紫

鈴
慕
》
で
同
じ
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
曲
名
で
⑦

《
筑
紫
鈴
慕
》
と

同
じ
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
は
ず

の
⑧

《
九
州
鈴
慕
》
に
は

「山
越
の
手
」
が
な
く
、

旋
律

の
全
体
的
な
流
れ
が
似
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
旋
律
型

の
有
無

に
お
い
て
両
者
を
同

一
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

旋
律
の
同

一
性
を
別
の
視
点
か
ら
指
摘
す
る
と
、
図
2
1
に
あ
げ
た
八
種

の

「さ
し
」
を
同

一
グ

ル
ー
プ
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
。
図
2
1
で
は
開
始
と

終
止
が
同

一
旋
律
と
し
て
全
段
に
わ
た

っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
⑦
と
⑧
は
下
段

か
ら
開
始
す
る
が
、

こ
の
開
始
旋
律

(山
越
2
)
は
上
段

の
開
始
旋
律

と
よ
く

似

て
い
る
た
め
、
結
局
こ
こ
に
あ
げ

た
八
曲
は

「始
め
と
終
わ
り
の
楽
句
が
伺

じ
」
、

と
い
う
共
通
し
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
八
曲
の
曲
名
は
バ
ラ
バ

ラ
だ
が
、
結
果
的
に
九
州
地
方

の

「流
し

の
曲
、
さ
し
」
と
し
て
同

一
視
す
る

こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
旋
律
規
模
を
拡
大
し
て
、
例
え
ば
曲
名
で
同

一
と
し
た

「虚
空
」
グ

ル
ー
プ

の
場
合
を
考
え

て
み
よ
う
。
現
行
五
種
、
7
。
の
虚
空
旋
律
の
内
容
は
多

か
れ
少
な
か
れ
異
な
り
、
す
べ
て
が
同
名
異
曲
で
あ
る
。

こ
こ
で
第
五
章
第

一

節

で
掲
げ
た
図
1
1
を
再
び
使
用
す
る
。
樋
口
対
山
の

「嘘
空
曲
譜
」
の
訳
譜

の
下
に
、
琴
古
流
三
浦
琴
童
譜
の
訳
譜
と
錦
風
流
の
簡
略
採
譜
が
比
較
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
総
譜
が
作
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
旋
律

が
同

一
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
は

「虚
空
」
全
体
の
約
五
分

の

一
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に
あ
た
り
、
こ
れ
以
降
は
各
曲
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
旋
律
展
開
を
み
せ
る
の
で
、

旋
律
の
同

一
性
は
曲

の
始
め
の
約
五
分
の

一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
同
名
異
曲

の
お
お
く
が
、
曲
の
部
分
を
と
れ
ば

「同

一
性
」
を
認
め
る
こ
と

が
可
能
で
、
い
か
に
伝
承
の
柔
軟
な
古
典
本
曲
に
あ

っ
て
も
、
や
は
り

「同
じ

曲
名
」
を
保
持
す
る
最
低
限

の
共
通
要
素
が
維
持
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
曲
名
は
異
な
る
が
全
曲
に
わ
た
り
旋
律
は
同
じ
と
い
う

例
が
第
五
章
第

一
節
に
掲
げ
た
図
9

「嘘
鈴
曲
譜
」

の
場
合
で
あ
る
。

こ
こ
に
は

一
曲
だ
け

「き

ょ
れ
い
」
で
は
な

い
琴
古
流

《
真
虚
霊
》
の
前
吹

き
曲

《盤
渉
調
》
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の

《
盤
渉
調
》
が
博
多

一
朝
軒
伝
の

《盤
渉
》
(お
よ
び

《太
乙
》)
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
第
六
章
第

一
節

(1
)

「変

化
の
要
因
」
で
述

べ
た
。
琴
古
流

《
盤
渉
調
》
が
図
9
の
他
例
と
異
な
る
点
は
、

比
較
総
譜
の
二
段
目
と
三
段
目
で
、
第
四
句
、
第
五
句
に
相
当
す
る
旋
律
が

「
フ

ァ
ー
レ
レ
ー
ド
」

の
核
音
枠

(雲
井
調
子
へ
の
一
時
転
調
)
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

他
の
相
違
、
例
え
ば
反
復
回
数
や
楽
句
の
有
無
は
、
全
曲
を
同

一
と
み
な
す
許

容
の
範
囲
に
あ
る
。
核
音
枠

の
中

の
中
間
音

の
相
違
は
構
造
模
式
図
や
音
階
構

造
の
違
い
を
示
す
も

の
で
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
と
ら
え
る
と
き
、
こ
れ
だ

け
の
旋
律

一
致
を
み
る
例
は
他
に
な
い
。
す
な
わ
ち
、
琴
古
流

《
盤
渉
調
》
は

一
朝
輯
伝
の

《
盤
渉
》
よ
り
は
る
か
に
、
対
山
派

(お
よ
び
西
園
流
)
《
虚
鈴
》

に
近
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

「異
名
同
曲
」
の
例
は
、
第
四
章
第
二
節

の
図
8

《
大
和
調
子
》

と

《
献
香
讃
》
(お
よ
び

《心
月
》)
な
ど
、
第
六
章
第

一
節

(1
)
「変
化
の
要
因
」

に
お
け
る

「曲
名
の
変
化
」
の
裏
返
し
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
自
己

の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
組
み
入
れ
る
際
に
お
こ
る
改
名
が
ほ
と
ん
ど
で
、
改
名
者

の

存
在
も
分
か

っ
て
お
り
、
も
と
も
と
同
じ
曲
の
伝
承
の
分
か
れ
で
あ
る
。
と

こ

ろ
が

《
盤
渉
》
と

《
虚
鈴
》
の
場
合
は
、
曲
名
の
す
り
替
わ
り

(前
吹
き
旋
律
が

曲
本
体
の
名
に
な
っ
た
こ
と
)
の
経
緯
も
不
明

で
あ
り
、
古
典
本
曲
伝
承

の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
象
徴
す
る
例
と
し
て
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
最
後
に
あ
げ
る
第
四
の
要
素
は
、
楽
曲

の
形
式
、
あ
る
い
は
旋
律
構

造

で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
第
二
節

(3
)
「楽
曲

の
型
」
で
示

し
た

「山
型
形
成
型

(鈴
慕
型
)
」
の
曲
例
を
ふ
た
た
び
登
場
さ
せ
よ
う
。
《
松

巖
軒
鈴
慕
》
、
《
布
袋
軒
鈴
慕
》
、
《
陸
奥
鈴
慕
》
、
《
越
後
鈴
慕
》
、
《
宮
城
野
鈴

慕
》
、
《
流
し
鈴
慕
》
な
ど
の
奥
州
系

「鈴
慕
」

の
類
、
《
神
保
三
谷
》
(《奥
州
薩

慈
》)
、
《
三
谷
曲
》
、
《
三
谷
清
掩
》
、
《
越
後
三
谷
》
、
《
山
谷
》
な
ど

の

「三
谷
」

の
類

で
あ
る
。
要
素

の
二

「奏
法
」

で
い
う
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
の
う
ち
対
山
派

の

《
陸
奥
鈴
慕
》
と

《
三
谷
曲
》
、
お
よ
び
錦
風
流

の

《
流
し
鈴
慕
》

と

《
三

谷
清
撹
》
は
各
流
派
様
式

の
グ
ル
ー
プ
に
、
そ
の
他
が
地
方
様
式
と
し
て
の
奥

州
風
グ
ル
ー
プ
に
属
す
。
と
同
時
に
こ
れ
ら
す
べ
て
の
曲
が
、
「山
型
形
成
型
」

に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
特
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

以
上
、

「同
じ

で
あ
る
」
と
み
な
す
要
素
を
四
点
に
わ
け
て
整
理
し
た
。
曲

名
の
同

一
性
は
誰
も
が
判
別
で
き
る
基
準

で
あ
る
が
、
こ
の
同

一
曲
名
グ
ル
ー
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第六章 第二節 楽曲の同一性

プ
は
さ
ら
に
、

一
部
に
お
け
る
旋
律
の
同

一
性
や
全
曲
の
旋
律
構
成
に
お
け
る

同

一
性
、
そ
し
て
そ
の
楽
曲
が
所
属
す
る
流
派
や
地
方
の
演
奏
個
性
と
し
て
の

同

一
性
に
よ
っ
て
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の

一
端
を
幾
重

に
も
重
な
り
合
わ
せ
た
数
種
の
同

一
グ
ル
ー
プ
の
輪
の
中
心
に
、
個
々
の
楽
曲

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
つ
ぎ
に
、
重
な
り
合
う
同

一
性
の
輪
の
中
心
に
琴
古
流
の
《秋
田
菅
垣
》

を
す
え
て
、
特
定
の
楽
曲
の
帰
属
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(2
)
《
秋

田
菅

垣
》

は

「す
が
が
き
」
か

1
7
1

(2
、
1
)
《
秋
田
菅
垣
》
の
帰
属
関
係

《
秋
田
菅
垣
》
は
琴
古
流
の
本
曲

で
あ
る
。

『琴
古
手
帳
』
な
ら
び
に
池
田

一
枝
の

『
琴
古
流
手
続
』
(
一
八
二
三
年
)
に
よ
れ
ば
、

「秋
田
に
て
梅
翁
子
よ
り

伝
来
」
し
た
。
表
十
八
曲

の
五
番
目
に
あ
り
、

「行
草
の
手
」
六
曲
中
に
分
類

さ
れ
る
。

《
秋
田
菅
垣
》
は
、

「す
が
が
き
」

の

一
種
で
も
あ
る
。
琴
古
流
に
は

「菅

垣
」
と
名
の
付
く
曲
が
五
曲
あ
り
、
『
琴
古
手
帳
』
の
順
で
あ
げ

る
な
ら

《
秋

こ
ろ

さ
や
ま

さ
ん
や

田
菅
垣
》
、
《
転
菅
垣
》

(以
上
表
曲
)
、
《
佐
山
菅
垣
》
、
《
三
谷
菅

垣
》
(以
上
裏

曲
)
の
四
曲
と
、
出
自
不
明

の
現
行
曲

《
曙
菅
垣
》
1
7
2
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

尺
八
本
曲

の

「す
が
が
き
」
は
琴
古
流

の
こ
の
五
曲
の
ほ
か
、
明
暗
真
法
流
に

《
サ
ン
カ
ラ
サ
菅
垣
》
(《讃
加
羅
菅
垣
》)
、
《
二
段
菅
垣
》
、
《
三
段
菅
垣
》
、
《
夢

正
菅
垣
》
の
四
曲
が
あ
る
。
錦
風
流
の

《
三
谷
清
導

も

「す
が
が
き
」
の
宛

て
字

で
、
他
に
は
明
暗
対
山
派
の

《
轄
菅
掻
》
、
西
園
流
の

《
琴
菅
垣
》
が
曲

名
か
ら

「す
が
が
き
」
の
類
に
入
る
。

こ
れ
ら
た
く
さ
ん

の

「す
が
が
き
」
グ

ル
ー
プ

の
仲
間
に

《
秋
田
菅
垣
》
が
い
る
。

《
秋
田
菅
垣
》
は
ま
た
、
明
暗
対
山
派
の

《
秋
田
菅
掻
》

(現
在

《秋
田
曲
》
)

や
西
園
流

の

《
秋
田
》
、
そ
し
て
明
暗
真
法
流

の

《
豊
乃
秋
田
》
1
7
3
と

「
同

名
異
曲
」
の
関
係
に
あ
る
。
対
山
派
と
西
園
流
は
同
曲
だ
が
、
琴
古
流
と
対
山

.

西
園
、
お
よ
び
真
法
流
と
は
異
曲
で
あ
る
。
対
山
派

・
西
園
流

.
真
法
流
で
憶

《
三
谷
菅
垣
》
と
い
わ
ず

《
三
谷
曲
》
と
し
て

「す
が
が
き
」
グ

ル
ー
プ
か
陽

脱
し
て
い
る
よ
う
に
、
《
秋
田
菅
掻
》
(《秋
田
曲
》)
も

「秋
田
」
と
い
う
共
通
名

だ
け
を
残
し
て

「す
が
が
き
」
か
ら
脱
し
て
い
る
。

そ
し
て

《
秋

田
菅
垣
》
は
、
そ
の
全
曲
旋
律
構
成
に
お
い
て
、

「山
型
形
成

型
」
(鎗
暴
型
)
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
図
示
す
る
と
、
《
秋
田
菅
垣
》
の
帰
属
は
図
2
3

(次
頁
)

の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
中
で
も

っ
と
も
明
白
な

の
が
琴
古
流
本
曲

へ
の
帰
属

で

あ
る
。
琴
古
流
奏
法
で
演
奏
さ
れ
る
と
き
、
尺
八
愛
好
家
な
ら
誰

で
も
即
座
に

こ
の
曲
が
、
琴
古
流
本
曲
の

「何
か
の
曲
」
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
分
け
る
だ

ろ

う
。
曲
が
進
む
に
し
た
が

っ
て
緩
や
か
な
拍
子
を
も

つ
旋
律
が
あ
ら
わ
れ
た
と

き
、

「菅
垣
ら
し
い
」
と
認
識
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
《
秋
田
菅
垣
》
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図

2
3

《
秋

田
菅
垣
》

の
帰
属
関
係

旋律構造流派 レパー トリー

奥州伝承
三谷

、鱗 ノ

琴古流本曲

(三十六曲)

行 ・草の拳 ノ

秋田菅垣

すががき曲
グループ ノ

秋田曲
グループ

曲名帰属

 

曲
名
の
同

一
性
を
意
識
さ
せ
る
音
楽
的
特
徴
が
希
薄
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
形
式
が
い
か
に
奥
州
の

「鈴
慕
型
」
に
似
て
い
よ
う
と
も
、

音
に
着
せ
ら
れ
た

「衣
」
に
注
意
を
払
い
、
そ
の
衣
の
下
に
隠
さ
れ
た
骨
組
み

を
聞
く
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

《秋
田
菅
垣
》
は
果
た
し
て

「す
が
が
き
」
だ
ろ
う
か
。
こ
の
素
朴
な
疑
問

を
解
く
た
め
に
、
ま
ず

門す
が
が
き
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

「す
が
が
き
」
は
本
来
、
和
琴
や
雅
楽
の
箏
な
ど
の
奏
法
や
パ
タ
ン
を
意
味

し
た
。
そ
れ
が
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
箏
、
三
味
線
、

一
節
切
の
楽
曲
名
と
な
っ

の
旋
律
を
知

っ
て
い
る

人
で
さ
え
、
こ
れ
が

「秋

田
曲
の
グ
ル
ー
プ
」
で

あ
る
と
か
、
ま
し
て
や

「奥
州
伝
承
の
鈴
慕
型

の
形
式
だ
」
と
は
考
え

な
い
だ

ろ
う
。

こ
の
曲

の
場
合
、
《
虚

空
》
や

《
鶴

の
巣
籠
》
や

《鹿

の
遠
立
昌

な
ど

の
同
名

異
曲
ほ
ど
旋
律
に
個
性

が
な
く
、
流
を
越
え
て

ま
た
、

一
つ

一
つ
の

た
。
『糸
竹
初
心
集
』
(
一
六
六
四
鍔

の
箏
、
『大
ぬ
さ
』
(
一
六
八
七
年
竪
削
に
成
立
)

の
三
味
線
、
『
紙
鳶
』
(
一
六
八
七
焦
初
刊
)
の

一
節
切
に
、
そ
れ
ぞ

れ

「す
が
が

き
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
古
譜
に
あ
る

「す
が
が
き
」
は
合
奏
が

可
能
で
あ
り
、
そ
の
復
元
合
奏
の
試
み
が
平
野
健
次
や
上
参
郷
祐
康
ら
に
よ

っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た

「す
が
が
き
」
の
旋
律
が
、
八
橋
検
校

(
一
六
一
四
～

一
六
八
五
)
作
曲
と
さ
れ
る
箏
曲

《
六
段

の
調
》
(《六
撃

が
が
き
》
と
も
)
の
初
段

の
原
旋
律
だ
と
す
る
研
究
も
馬
淵
卯
三
郎

(馬
淵

一
九
八
9

や
平
野
ら
に
よ

っ

て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
研
究
は
古
譜
に
基
づ
く
復
元
演
奏
と
い
う
形
で
、

平
野
ら
に
よ
っ
て
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る

(田
辺
ほ
か

一
九
七
三
、
平
野

一
九
七

二
、
一
九
七
八
、

一
九
八
三
)
。

こ
の

『糸
竹
初
心
集
』
や

『紙
鳶
』
の

「す
が
が
き
」
旋
律
が
、
尺
八
本
曲

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

一
節
切
譜
は
フ
ホ
ウ
譜

で
あ

り
、
同
じ
く
フ
ホ
ウ
譜
に
よ
る
明
暗
真
法
流
の
四
種
の

「す
が
が
き
」
が
そ
の

旋
律
を
受
け
継

い
だ
可
能
性
は
高
い
。
馬
淵
は

《
曙
菅
垣
》
を
除
く
琴
古
流

「菅

垣
」
四
種
と
明
暗
真
法
流
の

「菅
垣
」

四
種
を
分
析
し
た
結
果
、
こ
れ
ら

「尺

八
の
す
が
が
き
」
も
ま
た

『
糸
竹
初
心
集
』
の

「す
が
が
き
」
(筆

や

『紙
鳶
』

の

「す
が
が
き
」
(
一
節
切
)
と
源
泉
を
共
通
に
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
し

た

(馬
淵

一
九
九
二

[初
出
一
九
八
六
]

二

六
六
)
。

馬
淵
に
よ
れ
ば

《
佐
山
菅
垣
》
は
、
構
造

の
並
行
な

い
し

一
致
の
み
で
な
く
、

旋
律
進
行
の
レ
ヴ

ェ
ル
で
も
明
ら
か
な

「糸
竹
初
心
集
す
が
が
き
」
の
発
展
形
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態

で
あ
り
、
《
佐
山
菅
垣
》
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も

っ
と
も
近

い
も
の
で
あ
る
。

《
転
菅
垣
》
や

《
秋
田
菅
垣
》
は
す
で
に
独
自
に
完
成
し
た
形
式
の
段
階
に
入

っ
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
は

《
秋

田
菅
垣
》
は
源
泉
か
ら
も

っ
と
も
遠
く
、
構

造
的
に
も
理
解
困
難
で
あ
る

(同

二

六
六
、

一
七
三
)
。
《
三
谷
菅
垣
》
に

つ
い

て
は
、
そ
れ
が
音
楽
性
と
い
う
面
で
は
も

っ
と
も
衰
弱
し
た
段
階
に
あ
る

(同

"

一
六
六
)。
馬
淵
は
ま
た
、
真
法
流

「菅
垣
」
は

「紙
鳶
す
が
が
き
」
が
創
造
の

源
泉

で
あ
る
と
し
、
特
に

《
サ

ン
カ
ラ
サ
菅
垣
》
は

「紙
鳶
す
が
が
き
」
の
パ

ラ
フ
レ
ー
ズ
と

で
も
い
う

べ
き
旋
律
形
態
を
示
す
と
指
摘
し
た

(同

[初
出

一
九

八
七
、
一
九
八
八
]

"
一
六
七
)
。

い
み
じ
く
も
馬
淵
が

「構
造
的
に
理
解
困
難
」
と
指
摘
し
た
と
お
り
、
《
秋

田
菅
垣
》
は
、
琴
古
流

「菅
垣
」
の
な
か

で
は
も

っ
と
も

「古
典
本
曲
ら
し
い
」

旋
律
構
造
の
楽
曲
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば

「す
が
が
き
」
ら
し
く
な
い
。

い
っ
ぽ
う
、

「箏
す
が
が
き
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も
っ
と
も
近
い
と
い
う

《
佐

山
菅
垣
》
の
旋
律
構
造
は
、
図
1
7
の
構
造
模
式
図
に
示
し
た
よ
う
に

「高
音

旋
律
」
を
欠
い
た
狭
い
音
域
に
よ
る
シ
ン
プ

ル
な
形
で
あ
り
、
音
進
行
の
特
性

か
ら
み
て

「古
典
本
曲
ら
し
さ
」
か
ら
は
か
な
り
遠

い
。
《
三
谷
菅
垣
》
は
雲

井
調
子
で
あ
る
点

で
構
造
的
に
異
質

で
あ
り

(図
1
0
)、

一
音
句
内
の
音
数

(譜

字
数
)
の
お
お
さ
に
お
い
て
も
異
例

で
あ

る
1
7
4
。
音
句

の

一
部

(こ
れ
が
普
通
の

一
音
句
)
に
あ
る
同

一
音
進
行

パ
タ
ン
が
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
る
点
で
、
旋
律

の
豊
か
さ
と
は
ほ
ど
遠
い
。

(2
、
2
)
琴
古
流
の

「菅
垣
」

こ
こ
で
、
《
曙
菅
垣
》
を
の
ぞ
く
四
種
の
琴
古
流

「菅
垣
」
に

つ
い
て
、
十

九
世
紀
前
半
ま

で
の
古
譜
と
現
行
三
浦
琴
童
譜
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果
を

『琴
古
手
帳
』
の
目
録
順
に
ま
と
め
る
。

《
秋
田
菅
垣
》

の
古
譜
は
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
の
池
田

一
枝

『
尺
八
唱

歌
譜
』
(第
三
章
表
3
⑮
)
、
文
政
五
年

(
一
八
二
二
)
の

一
枝

『
尺
八
琴
古
流
手
続
』

(回
哩
、
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)
の
山
田
如
童
琴
古

『
尺
八
唱
歌
目
録
』
(同
⑤
)

と
如
木

『
尺
八
伝
書
』
(同
⑥
)、
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
の
淡
水

『
一
閑
流
尺

八
本
曲
譜

全
』
(同
⑦
)
の
五
種
が
あ
る

(冒
頭
旋
律
の
比
較
は
第
三
章
第
二
節
図
6

参
照
)
。
『
尺
八
伝
書
』
は
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
譜
字
の
使

い
方
や
甲
呂
の

表
記
な
ど
に
他
譜
と
の
違
い
が
あ
り

(例
え
ば
甲
音
域
に
も
り
を
使
う
)
、
メ
リ
カ
リ

な
ど
付
帯
情
報
の
記
述
が
な
く
理
解
し
に
く
い
箇
所
が
少
な
く
な
い
が
、
お
お

む
ね
現
行
を
含
む
他
譜
と
同

一
と
考
え
て
よ
い
。

全
体
は
十
三
の
大
楽
句
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る

(図
2
4
、
後
述
)
。

こ
の

十

二
番
目
の
終
わ
り
に

『
尺
八
伝
書
』
を
の
ぞ
く
四
種
に

「是
ヨ
リ
初

へ
戻
り

国
此
印
迄
吹
留
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
十

一
番
目
最
後

の
国
印
ま
で
二
度
目
を

吹
い
た
あ
と
、
十
三
番
目

「留
」
の
段
落
を
吹
い
て
全
曲
が
終
わ
る
。
現
行
譜

で
は
0
に
漢
数
字
の

一
な
ど
を
記
し
て
演
奏
順
序
を
示
し
て
い
る
が
、
7
5
、
古

譜

四
種
と
ま

っ
た
く
同
じ
反
復
方
法

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『尺
八
伝
書
』
だ
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け
は
十

一
番
目
の
終
わ
り
に

「是

ニ
テ
吹
留
ル
ロ
伝
有
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、

こ
こ
で
終
わ
る
な
ら
ば
十

二
、
十
三
段
落

の
譜

の
存
在
意
味
が
ま

っ
た
く
不
明

で
あ
る
。
『
尺
八
伝
書
』
に
は
書
き
落
と
し
が
お
お
い
こ
と
や
、
他
と

の
照
合

結
果
か
ら
も
、
こ
れ
を

「是
に
て
吹
留
に
移
る
」

の
記
述
誤
り
か
伝
承
の
誤
り

と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

旋
律
構
造
は
図
1
7
構
造
模
式
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
音
域
を
最
大
限
に
使

っ
た
古
典
本
曲
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ

の

《
転
菅
垣
》
も
同
五
種

の
譜
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目

し
た

い
の
が
池

田

一
枝

の
譜

(⑮
⑯
)
で
あ
る
。
寛
政
九
年
譜
⑮

の
真
ん
中
あ

た
り
-
7
6
に

「壱
ノ

ス
ガ
ガ
キ

斗
リ
吹
時

ハ
此
ノ
末

△
書

ノ
返
リ

ニ
留
ル
ナ

リ
」
と
あ
り
、

△
の
下
に
短
い
止
め
句

(
一
枝
譜
以
外
に
な
い
音
句
-7
7
)
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
政
五
年
譜
⑯

の
同
じ
箇
所
に
は

「是
ヨ
リ
転
の
段

ニ
ウ

ツ
ル
左
之
通
」
と
あ
り
、
前
半
、
後
半
が
は

っ
き
り
分
け
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
。

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜
』
に
も

「是

ヨ
リ
転

二
移
ル
」
と
の
表
記
が
あ
る
が
、

こ
ろ

「壱
ノ
ス
ガ
ガ
キ
」
、
「転
の
段
」
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
解

明
の
た
め
、
曲

の
前
半
と
後
半
に
該
当
す
る
部
分

の
両
頭
か
ら
の
旋
律
を
対
応

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
両
部
分
の
同

一
旋
律
は
ほ
ぼ

両
部
の
同

一
進
行
箇
所
で

一
致

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た

(図
2
5
a
)。

さ
ら
に
現
行
譜

の

「○
に
漢
数
字

の

一

(以
下

一
で
代
用
)」
に
よ
っ
て
記
さ
れ

た
演
奏
順
序
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
曲
頭
か
ら
六
-

一
-

七
、

四
-

五
、

二
ー

三
、
八
の
順
で
数
字
が
記
さ
れ
-
7
8
、
「此
曲
は

一
人
ハ
真
直
二
吹
キ
他
ハ

一
、

ニ
ノ
番
号
ノ
通
リ
吹
合
ス
レ
ド

モ
、
五
ノ
下
ヨ
リ
吹
ケ
バ
始

メ
ヨ
リ
吹
合
ス
事

ヲ
得
ベ
シ
」
と
の
注
書
き
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
枝
の
い
う

「壱
ノ
ス
ガ
ガ
キ
」

は
前
半
、

「転
の
段
」
は
後
半
の
こ
と
に
間
違

い
な
く
、
分
離
箇
所
に
現
行
譜

と
の
若
干

の
ず
れ
1
7
9
は
あ
る
も
の
の
、
現
行
譜
に
あ
る

「
五
の
下
か
ら
合
奏

(吹
合
)
」
す
る
方
法
が
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
ま

で
さ
か

の
ぼ
り
う
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
寛
政
九
年
譜
に
小
段
落
を
暗
示
す
る

一
、
二
な
ど

の
数
字
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
が
前
半
と
後
半
の
旋
律
対
応
番
号
で
あ
る
こ
と
も
現
行
譜
と
の

照
合
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
曲
の
特
徴
と
さ
れ
る
コ
ロ
コ
ロ
が
前
半
に
は

ま

っ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
、

「転
の
段
」
あ
る
い
は

「転
に
移
る
」

の
意
味
も

解
け
る
。

た
か
ね

こ
ろ

前
半
の

「高
音
旋
律
」
部
分
に
対
応
し
て
、
後
半
に

「転
」
す
な
わ
ち

コ
ロ

コ
ロ
が
出
現
す
る
。
合
奏
す
れ
ば

こ
の
部
分
は
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
関
係
の
レ
音

(d
)
を
核
音
と
し
て
、
異
な

っ
た
技
法
に
よ
る
ト
レ
モ
ロ
旋
律
を
奏
し
合
う

こ
と
に
な
る
が
、
両
旋
律
が
離
れ
て
自
由
に
動
い
た
あ
と
は
決
ま

っ
て
ユ
ニ
ゾ

ン
か
ま
た
は
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
同
旋
律
に
収
敏
す
る
。
あ
る
い
は
核
音
レ
音

(d
)

か
ソ
音

(
9
)
に
下
降
す
る

一
定
音
型
に
収
ま

る
。

こ
の
曲
を

一
曲
と
考
え
る

と
き
、
前
半
と
後
半
に
同
じ
旋
律
が
反
復
さ
れ
る
冗
長
な
並
列
構
成
と
な
る
が
、

半
分
を
本
手
、
半
分
を
替
手
と
み
る
と
き
、
後

の

《
虚
空
鈴
慕
》
の
替
手
に
も

通
じ
る
、
合
奏
編
曲
の
高
度
な
手
法
を
み
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
曲
が
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「糸
竹
初
心
集
す
が
が
き
」
を
源
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
も
、
馬
淵
の
い

う

「す
で
に
独
自
に
完
成
し
た
形
式
の
段
階
」
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、

十
八
世
紀
末
す

で
に
琴
古
流

(あ
る
い
は

一
閑
流
)
が
高
い
音
楽
的
水
準
に
達
し

て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

全
曲

(本
手
・
替
手
の
二
曲
分
)
の
旋
律
構
造
模
式
図
は
先
の

《
秋
田
菅
垣
》
を

や
や
単
純
に
し
た
本
曲
風

の
形
だ
が
、
音
進
行

の
特
性
は

《
秋

田
菅
垣
》
と
ま

っ
た
く
異
な
る
。

三
曲
目

《
佐
山
菅
垣
》

の
古
譜
は
、
⑦

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜
』
だ
け
に
あ

る
。
裏
十
八
曲

の
曲
目
順
位
が
安
定
し
な
い
こ
と
や
、
楽
譜
の
残
存
率
が
低

い

こ
と
は
す

で
に
指
摘
し
た
。
こ
の
曲
が

『琴
古
手
帳
』
の
伝
聞
記
録
に
あ
る

「尺

八
ス
ガ
ガ
キ
」

の
初
め
な
ら
ば
、
も

っ
と
も

「糸
竹
初
心
集
す
が
が
き
」
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
こ
と
も
首
肯

で
き
る
。

こ
の
曲

(図
2
5
b
)
に
は
前
の
二
例

の
よ
う
な
曲
頭
に
戻
っ
て
反
復
す
る
指

示
、
い
わ
ゆ
る
ダ

・
カ
ー
ポ

の
指
示
も

「吹
合
」
指
示
も
な
い
が
、
曲
の
後
半

約
三
分

の
二
が
同
じ
旋
律

の
繰
り
返
し
な

の
で

(三
回
目
は
短
縮
形
)、
実
質
的
に

は
曲
頭
か
ら
六
分
目
ま
で
の
長
さ
し
か
な
い
。
他
曲
に
比
べ
て
極
端
な
短
か
さ

で
あ
る
。
ま
た
、
後
半
の
反
復
旋
律

の
中
に
も
冒
頭
音
句
が
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
冒
頭
音
句
に
続
く
音
句

(
一
音
だ
け
欠
い
た
形
だ
が
音
型
と
し
て
は
同
一
)
が
後

半
に
三
回
、
反
復
を

い
れ
る
と
六
回
も
出
現
す
る
。
旋
律
要
素
は
き
わ
め
て
少

な
く
、
構
造
模
式
図
も

「高
音
」
を
欠
く
単
純
な
形
で
あ
る
。

最
後
の

《
三
谷
菅
垣
》
は
、
⑥

『
尺
八
伝
書
』
と
⑦

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜
』

に
あ
る
。
⑦

と
現
行
譜
に
は

《
秋
田
菅
垣
》
と
同
じ
よ
う
な
ダ

・
カ
ー
ポ
お
よ

び
終
止
音
句
に
移
る
印

・
コ
ー
ダ
記
号
が
あ
る
が
、
⑥
に
は
な
い

(⑧

一
調
譜
に

も
な
い
)
。

コ
ー
ダ

に
移
る
指
示
場
所
で
⑦

と
現
行
譜
に
異
同
が
あ
り
、
⑦
は

コ

ー
ダ
旋
律
を
除
く
曲
の
大
半
を
二
回
反
復
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
⑥
に
は

「壱
ノ
高
音
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
雲
井
調
子

の
こ

の
旋
律
を
完
全
五
度
高
く
移
調
す
れ
ば

「
レ
ラ
」
が

7
箏
ミ
」
と
な
り
、
確

か
に
高
音

に
は
な
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
に

「
》
ラ
」
よ
り
高
い

7
・ド
」
(こ

れ
を
移
調
す
る
と
本
調
子
の
音
域
外
音
に
な
る
)
が
あ
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
本
調
子

の

高
音
旋
律
と
は
並
行
し
な
い
。
《
佐
山
菅
垣
》

よ
り
曲
は
長
い
が
、
単
純
な
旋

律

の
繰
り
返
し
が
お
お
く
、
か
え

っ
て
冗
長
で
貧
困
な
旋
律
構
造
と
な

っ
て
い

る
。以

上
、
琴
古
流

の

「菅
垣
」
の
旋
律
構
造
の
特
徴
を
述

べ
た
。

こ
れ
ら
を
通

し
て
琴
古
流

「菅
垣
」

の
、

「す
が
が
き
」
と
し
て
の
同

一
性
と
は
何
か
を
考

え
る
。

(
2
、
3
)
《
秋
田
菅
垣
》
は

「す
が
が
き
」
で
な
い
?

琴
古
流

四
種
の

「菅
垣
」
を
そ

の
旋
律
構
造
か
ら
比
較
す
る
と
き
、
《
三
谷

菅
垣
》
、
《
佐
山
菅
垣
》
、
《
転
菅
垣
》
、
《
秋
田
菅
垣
》

の
順

で
旋
律
が
豊
か
に
な

る
。
あ
る
い
は

《
転
菅
垣
》
と

《
秋
田
菅
垣
》
は
、
異
質
だ
が
同
レ
ヴ

ェ
ル

の
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豊
か
さ
に
あ
る
と
い

っ
た
方
が
正
確

で
あ
る
。
こ
れ
は
馬
淵

の
分
析
結
果
に
並

行
す
る
。

全
四
種
に
共
通
す

る
旋
律
要
素
は

(舎
二
谷
菅
垣
》
は
移
調
し
て
)
「ド
レ
ラ
ソ
ミ

　

レ
」
の
よ
う
な
下
降
旋
律
が
目
立

つ
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
似
た
動
き
は

《
滝
落

し
つ
の
き
ょ
く

き
ん
さ
ん
き
ょ
れ
い

ノ
曲
》
、
《
九
州
鈴
慕
》
、
《
志
図
曲
》
、
《
琴
三
虚
霊
》
、
《
栄
獅
子
》
な
ど
に
も
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
旋
律
進
行
が

「糸
竹
初
心
集
す
が
が
き
」
か
ら
の
移
行
と
す

れ
ば
、
《
秋
田
菅
垣
》
の

「す
が
が
き
」
と
し
て
の
同

一
度
は

《
滝
落
ノ
曲
》

以
下
に
あ
げ
た
曲
を
や
や
上
回
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
ま
ず

こ
の
点

で

《
秋
田

菅
垣
》
は

「す
が
が
き
」
か
ら
も

っ
と
遠
い
。

そ
し
て
決
定
的
な
違

い
が
、
全
曲
構
成
の
型
に
あ
る
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う

に
、
《
秋
田
菅
垣
》
は
低
音
域
に
始

ま
り
、
し
だ
い
に
音
域
を
高
め
、
高
音

の

旋
律
を
数
回

(反
復
を
い
れ
て
四
回
)
奏
し
、
鉢
返
し
を
経

て
音
域
を
低
め
、

全
曲
を
閉
じ
る
と
い
う
奥
州
系
特
有

の

「山
型
形
成
型
」

で
で
き
て
い
る

(図

2
4
)。
こ
れ
は

「す
が
が
き
」
と
の
同

一
性
を
完
全
に
拒
絶
す
る
形
で
あ
る
。

図
2
4
は

《
秋
田
菅
垣
》

の
旋
律
を
十
三
の
大
楽
句
に
分
け
、
可
能
な
限
り

同
じ
音
進
行
を
垂
直

に
配
置
し
て
あ
る
。
中
間
部

の

「高
音
旋
律
」
は
そ
の
前

後
の
旋
律
と
垂
直
に
合

っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
全
体
ス
ペ
ー
ス
の
制
限
の
た

め
で
あ
る
。

こ
の
十

三
の
大
楽
句
を
さ
ら
に
四
な

い
し
五
の
段
落
に
区
分
し
た

も
の
が
ー
～
5
の
数
字

で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
落
は
、
奥
州
伝
統
の

「鈴

慕
」
や

「三
谷
」
に
み
る
1
調
ー

2
本
手
1

3
高
音
ー

4
鉢
返
1

5
結
の
構

成
を
あ

て
は
め
た
も
の
で
、
4
鉢
返
が
や
や
不
完
全
な
た
め
こ
れ
を
3
高
音
の

一
部
に
組
み
込
ん
だ
場
合
は
4
結
と
な
る
。

こ
れ
を
同
様
の
方
法
で
五
線
譜
化

と
グ
ラ
フ
化
し
た

《
三
谷
曲
》

の
場
合

(図
2
6
)
と
比
較
す
る
と
き
、
《
秋
田

菅
垣
》
が

い
か
に

「菅
垣
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
遠
く

「奥
州
グ
ル
ー
プ
」
に
近
い

か
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
こ
で
少
し
観
点
を
変
え
、
演
奏

の
問
題
に
触
れ
よ
う
。
尺
八
古
典
本
曲
の

演
奏
の
基
本
は
、

「パ
ル
ス
が
な
く
拍
子
の
な
い
リ
ズ
ム
ー
8
0
」
、
い
わ
ゆ
る
自

由
リ
ズ
ム
で
行
わ
れ
る
。
し
か
し
曲
種
に
よ

っ
て
は
部
分
的
に
、
あ
る
い
は
大

部
分
を

「拍
子
の
あ
る
リ
ズ

ム
」

で
演
奏
す
る
も

の
も
あ
る
。

「拍
子
吹
き
」

と
い
わ
れ
る
楽
曲
、
例
え
ば

「す
が
が
き
も

の
」
、

「獅
子
も
の
」
を
は
じ
め
、

「鶴
の
巣
籠
」

「下
り
葉
」
な
ど
、
弦
楽
器
に
関
連
す
る
曲
種
が
拍
子
の
あ
る

リ
ズ
ム
で
奏
さ
れ
る
。
《
下
り
葉
ノ
曲
》
は
京
都
祇
園
祭
礼

の
笛
か
ら
と

っ
た

と
の
説

(『琴
古
手
帳
』)
が
あ
り
、
祭
礼
難
子

の
横
笛
か
ら

の
影
響
も
否
定

で
き

な
い
。

博
多

一
朝
軒

で
は
、
托
鉢
は
日
帰
り
で
き
る
範
囲
内
に
二
人
で
朝
早
く
出
か

け
、
帰
山
は
午
後
四
時
と
決
ま

っ
て
い
た

(三
宅

一
九
八
三

二

三
)
。
午
前
中

に
は
托
鉢
用
の
曲

「さ
し
」
や

「鈴
慕
」
な
ど
を
吹
く
が
、
午
後
と
も
な
れ
ば

《
雲
井
獅
子

(雲
井
之
曲
)》
や

《
吾
妻

(吾
妻
之
曲
)》
、
《
ト

ッ
ピ
キ

(突
引
)
》
と

い
っ
た
、
拍
子
吹
き
の
軽
妙
な
曲
が
吹
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
曲
を

「ヒ
ル
カ
ラ

(昼
か
ら
)
」
と
呼
ぶ
。
海
童
普
門
に
よ
れ
ば
、
明
治
に
入
っ
て

《
鶴

の
巣
籠
》
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第六章 第二節 楽曲の同一性

を
吹
く
虚
無
僧
が

い
て
、
こ
れ
ば
か
り
を
吹
い
て
産
を
な
し
た
人
が
い
た
そ
う

だ
が

(海
童
一
九
四
三

"
七
)
、
《
鶴
の
巣
籠
》
も
拍
子
吹
き
の

一
種
だ
か
ら

「ヒ

ル
カ
ラ
も
の
」
と
し
て
吹
か
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
拍
子

の
あ
る
12
ズ
ム
が
、
ひ
と
え
に
弦
楽
器
か
ら
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

琴
古
流
の
よ
う
に
芸
能
化
し
た
流
派
に
の
み
あ
る
曲
種
で
は
な
く
、
古
典
本
曲

の

「派
手

(破
手
)
」
に
属
す
楽
曲
と
し
て
愛
吹
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
事
実

で
あ

る
。こ

こ
で
、
琴
古
流
五
種
の

「菅
垣
」
を
演
奏
の
リ
ズ
ム
様
式

で
比
較
す
る
と
、

も

っ
と
も
本
曲
風
な
拍
子
の
な
い
リ
ズ
ム
で
演
奏
さ
れ
る
の
が

《
転
菅
垣
》
で
、

以
下
、
《
佐
山
菅
垣
》
、
《
秋

田
菅
垣
》
、
《
三
谷
菅
垣
》
、
《
曙
菅
垣
》

の
順
で
外

曲
風

(箏

・
三
味
線
と
の
合
奏
リ
ズ
ム
様
式
)
に
な
る

(月
漢

一
七
九
七

"
六
五
)。

《
佐
山
菅
垣
》
は
そ
の
旋
律
構
造
に
お
い
て

「糸
竹
初
心
集
す
が
が
き
」
、
す

な
わ
ち

「箏
す
が
が
き
」
に

一
番
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ズ
ム
様
式

で
は

完
全
に
本
曲
化
さ
れ
、
原
初
的

「す
が
が
き
」
を
脱
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
手

・

替
手
の
吹
合
と
い
う
高
い
音
楽
的
完
成
度
を
示
し
た

(禅
味
を
逸
脱
し
た
)
《
転
菅

垣
》
は
、
演
奏
か
ら
判
断
す

る
限
り
も
っ
と
も
重
厚
な
本
曲
様
式
を
保

っ
て
い

る
。こ

れ
と
は
逆
に

《
秋
田
菅
垣
》
は
、
典
型
的
な
本
曲
風
旋
律
構
造
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
間
以
降

の
リ
ズ

ム
様
式
に

「糸
」
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
、
そ
の

意
味
に
お
い
て

「す
が
が
き
」
的
で
あ
る
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
節

で
は

「あ
る
楽
曲

の
旋
律
や
演
奏
が
他
の

そ
れ
と
同

一
と
み
な
す
に
は
、
ど

の
よ
う
な
特
性
を
備
え
て
い
る
べ
き
か
」
に

つ
い
て
、
《
秋

田
菅
垣
》
を
事
例
に
検
討
し
た
。
《
秋
田
菅
垣
》

の
旋
律
構
造

の

由
来
は

「す
が
が
き
」

で
は
な
く
、
奥
州
系

の

「鈴
慕
」
か

「三
谷
」
で
あ
る

と
い
う
仮
説

の
実
証
の
た
め
に
、
実
験
演
奏
1
8
1
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

《
秋
田
菅
垣
》

の
隠
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
顔
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
《
秋
田
菅
垣
》

に
着
せ
ら
れ
た
琴
古
流
奏
法

の

「衣
」
を
は
ぎ
取

っ
て
音

進
行
の
骨
だ
け
に
戻
し
、
そ
こ
に
奥
州
風
と
い
う
別

の

「衣
」
を
着
せ
る
と
き
、

《
秋
田
菅
垣
》
は
限
り
な
く

《
秋
田
鈴
慕
》
か

《
秋
田
三
谷
》
1
8
2
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
曲
に
近
づ

い
た
。
《
秋

田
菅
垣
》

の

「す
が
が
き
的
要
素
」
は
、
楽
曲

の
も

つ
旋
律
構
造
と
は
関
係
な
く
、

マ
ク

ロ
レ
ヴ

ェ
ル
な
演
奏
方
法
に
よ

っ
て

付
加
さ
れ
た
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
本
来
数
少
な
い
古
典
本
曲

の
旋
律
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
技
法

を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
新
し
い
別
の

「衣
」
を
つ
ぎ

つ
ぎ
と
着

せ
替
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
数
限
り
な
い
枝
分
か
れ
状
況
を
生
み
だ
し
て
き
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

∈・詣
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-
6
8
古
典
本
曲
と
し
て
の
共
通
性

(言
い
か
え
れ
ば
同

一
性
)
は
、
①
普
化
宗
寺
院

が
伝
承
母
体
、
②
禅
の
修
行
者

・
虚
無
僧
に
よ
る
宗
教
音
楽
、
③
口
頭
に
よ
る
伝
承
、

④
旋
律
の
可
変
性
、
⑤
独
奏
曲
、
⑥
拍
子
の
な
い
リ
ズ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
地

歌

・
箏
曲
と
の
合
奏
で
あ
る

「三
曲
」
で
対
応
さ
せ
る
と
、
①
当
道

・
職
屋
敷
と
伝
承

母
体
と
し
た
家
元
制
度
、
②
盲
人
音
楽
家

・
検
校
た
ち
に
よ
る
室
内
音
楽
、
③
泳
嚢
旧
に

よ
る
伝
承
、
④
歌
詞
に
支
え
ら
れ
た
旋
律
の
固
定
性
、
⑤
合
奏
曲
、
⑥
拍
子
の
あ
る
リ

ズ
ム
、
と
対
比
す
る
。

1
6
9

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
日
本
語
に
し
に
く
い
単
語
で
、
そ

の
ま
ま
片
仮
名
表
記

さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。
そ

の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に

つ
か
わ
れ
る
が
、
本
来
の
意

味
は

「同
じ
で
あ
る
こ
と
」
す
な
わ
ち

「同

一
性
」
で
あ
る
。

「自
分
が
何
で
あ
る
か
」

の
証
明
、

つ
ま
り
、
自
己
証
明
,を

ω①匪
α
〇三
ぼ

と
い
い
、
身

分
証
明
書
や
パ
ス
ポ
ー

ト
は
そ
の
具
体
的
な
例

で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
集
団
や
民
族

の
成
員
で
あ
る
と
い
う

自
覚

の
意
味
で
、
㎎
。
毛

置
聲
齢ξ

や

昌
蚤
o
乙
窪
鼠曙

と
い
う

言
い
方
を
す
る
。
そ
し

て
自
分
が
男
性
か
女
性
か
と
い
っ
た
自
覚
は
、
鴨
巳
臼

匡
窪
⇒曙

(性
自
認
)
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
、
文
化
的
、
民
族
的
、
そ
し
て
生
物
学
的

な
特
徴
に
つ
い
て
の
同

一
性

の
自
覚
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
独
自
性
、
主
体
性
、
さ

ら
に
は
特
殊
性
な
ど

の
意
味
で
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

1
7
0

根
笹
派
錦
風
流
の

《
虚
空
》
、
琴
古
流

の

《
虚
空
鈴
慕
》
、
西
園
流
の

《
虚
空
》
、

明
暗
対
山
派
の

《
虚
空
》
、

一
朝
軒
の

《虚
空
》

の
五
種
。
こ

の
他
に
、
明
暗
真
法
流

の

《
真
虚
空
》
《
艸
虚
空
》
《
行
虚
空
》
が
あ
り
、

一
部
に
伝
承
さ
れ
る
が
現
行
と
ま
で

は
い
え
な
い
。

1
7
1

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「国
際
尺
八
音
楽
祭
」
・
ぎ

」
α
望
爵
昌
§

謬

昏
巴

一〇
〇。。

に
お
い
て
お
こ
な

っ
た
講
演
テ
ー

マ

「《
秋
田
菅
垣
》
は

《す

が
が
き
》
か
1
1
尺
八

古

典

本

曲

に

お

け

る

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

の
問

題

」

尻

.§

§

奏

窓
査
.、
曽

.ぎ
讐
讐
鳶
、、勺…認
口$
o
昌
誌
豊

昔

o
h
夢
Φ
畠
錺
ω一邑

暑

套

瓢
藝

ミ

)
ぎ
曇

ぎ

に

よ

っ
て
い
る

(
一
九
九
八
年
七
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
立

コ
ロ
ラ
ド

大
学
)
。
本
項
は
そ
の
講
演
骨
子
に
基
づ
き
、
大
幅
に
増
補
し
た
。

1
7
2

『琴
古
手
帳
』
以
降
に
あ
る

《
曙
菅
垣
》
、

の
移
調
曲
と
は
異
曲
。

す
な
わ
ち

《轄
菅
垣
》
の
曙
調
子
へ

1
7
3

山
上
月
山
は

明
暗
対
山
派

《秋

田
菅
掻
》

秋
田
》
は
同
曲
と
判
断
し
た
。

(《
秋
田
曲
》
)
と
明
暗
真
法
流

《
豊
乃

1
7
4

第
五
第

一
節

の
注
に
記
し
た
が
、
ラ
ン
ダ

ム
に
抽
出
さ
れ
た
琴
古
流
本
曲
十
曲

(《
一
二
一二
鉢
返
寿

調
》
《瀧
落
ノ
曲
》
《秋
田
菅
垣
》
《
九
州
鈴
慕
》
《
志
図
ノ
曲
》
《京

鈴
慕
》
《霧
海
況

鈴
慕
》
《
虚
空
鈴
慕
》
企
具
虚
霊
》
《
鳳
将
雛
》
。
音
句
総
数
九
三
〇
)

の
、

一
音
句
内

の
音
数
平
均
値
は
三
.
八
六
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

《
三
谷
菅
垣
》

は
十
二
.
二
の
異
常
数
値
を
示
す
。
《
下
り
葉
ノ
曲
》
も
九
.
六
と
高
い
。

1
7
5

こ
の
方
法
は

吉
田

一
調

『
法
器
尺
八
譜
』

(
一
八
六

一
～

二
年
)

わ
ち
久
松
風
陽
-
吉
田

一
調
-
荒
木
古
童
の
流
れ
で
あ
る
。

1
7
6

「
ハ

ロ

ツ
レ

ロ
。

リ
ウ

＼
。
」

と

「
ツ

レ

、
ツ

ロ

＼
レ

ロ
」

の
問

。
に
同
じ
。
す
な

1
7
7

こ
れ
は

「レ

、
。
ツ
ロ
ツ
。

バ
ー

＼
ラ
ロ
ー
」
と
い
う
曲
尾

の
旋
律
に
同
じ
。

ち
な
み
に
、
現
行

「レ
ロ
」

の
終
止
句
は
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、

一
調
以
前
の
譜
に
は
な
い
。

1
7
8
吉

田

一
調

『
法
器
尺
八
譜
』

の

《転
菅
垣
》
に
ま

っ
た
く
な
い
。
の

《
秋
田
菅
垣
》
に
は
あ

っ
た
吹
合
指
示
が
、
こ

1
7
9

図

2
5

a
は
現
行
譜
の
後
半
、
す
な
わ
ち

「五
ノ
下
」
か
ら
合
わ
せ
て
あ

る
。

こ
の
譜
は
旋
律
の

一
致
を
み
る
目
的

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
の
合
奏
方
法
を
記

し
た
も

の
で
は
な

い
。

一
枝
譜

(⑮
⑯
)

で
は
四
段
目
最
後

の

[
]
で
括

っ
た
音
句

の
ひ
と
つ
手
前
、

「フ
ァ
ソ
レ
」
か
ら
後
半
に
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
合
わ
せ
る
と

後
半
旋
律
が

一
歩
先
に
吹
き
出
す

こ
と
に
な
り
、
曲

の
最
後

で
こ
の

ラ

ァ
ソ
レ
」
が

足
り
な
く
な
る
。
そ

の
た
め
、
現
行
の
区
切
り
方
を
採
用
し
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も

[フ

ァ
ソ
レ
]
だ
け
が
余
る
こ
と
に
な
る
。
現
行
譜
で
は
、
後
半
旋
律
の
コ
ロ
コ
ロ
を
適
当

に
引
き
延
ば
す
こ
と
で
、
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
を

一
致
さ
せ
て
い
る
。

1
8
0

ク

ー

パ

i

g

o
・。<
o
昌
葭

≦

・
9

0
℃
9

と

マ

イ

ヤ

ー

(
メ

イ

ヤ

ー

)

冨

8

智
⊆

φ

ζ
超
2

の
リ
ズ

ム

定
義

(
『
音
楽

の
リ
ズ

ム
構

造
』

§
Q
蚤

§

ド

ミ
ミ
§

融

ミ
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ミ
§
昼
同
ま
ρ
邦
訳

一
九
六
八
年
)
に
基
づ
く

(徳
丸

一
九
八
九

二

五
二
～

一
五
三
)
。

1
8
1

「国
際
尺
八
音
薬

祭
」

づ
δ
ま

留
彗

§

透

貯
鑑
¢
OQ。
に
お
け
る
講
演
で
の

実
験
演
奏
。
演
奏
者

・
志
村
哲
に
よ
っ
て
、
『
尺
八
伝
書
』
の
琴
古
流

《
秋
田
菅
垣
》

を
奥
州
伝
統
の

「鈴
慕
ス
タ
イ
ル
」
で
演
奏
す
る
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
た

(
一
九
九
八

年
七
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
立
コ
ロ
ラ
ド
大
学
)
。
楽
譜
に

『尺
八

伝
書
』
を
用
い
た
理
由
は
、
琴
古
流
奏
法
を
示
す
情
報
が
も
っ
と
も
少
な
く
、
音
進
行

の
骨
組
み
だ
け
を
と
ら
え
る
の
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

1
8
2

こ
の
よ
う
な
曲
は
実
在
し
な
い
。

第六章 第二節 楽曲の同一性
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図24《 秋 田菅垣》の旋律構造
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図25《 転菅垣 》 と 《佐 山菅垣》の旋律構造

a.《転菅垣》前半 ・後半の対応訳譜
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図26《 三谷曲》の旋律構造
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第六章 第三節 考察のまとめ

第

三
節

考
察

の
ま
と
め

ー
伝
承
の
不
可
逆
性

人
間

の
営
み
と
し
て

の
文
化
は
、
そ
の
伝
わ
る
過
程

で
絶
え
ず
変
化
し
て

き
た
。
古
典
本
曲
は
歴
史
的
背
景
や
担
い
手

で
あ
る
虚
無
僧

の
伝
承
形
態
か
ら

み
て
も
、
も

っ
と
も
変
わ
り
や
す
い
音

の
文
化
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
作
者
不
詳
、

成
立
年
代
不
詳

の
古
典
本
曲
に
お
い
て
伝
承
を
考
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
今
に

伝
わ
る
個

々
の
楽
曲
が

「原
旋
律
」
か
ら
ど

の
よ
う
な
経
緯

で
枝
分
か
れ
し
、

別
の
曲
と
し
て
成
立
し

て
き
た
か
を
さ
ぐ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
考
察

の
た
め
に
は
、
同

一
曲
名

で
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
た
楽
曲

の
旋

律
構
造
を
比
較
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら

の
楽
曲

の
相
互
関
係
を
さ
ぐ

る
方
法
が
有
効

で
あ
る
。
筆
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

「同
名
異
曲
」
研
究
は
、

こ

う
し
た
目
的
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
楽
曲
が
潜
在
的
に

も
つ
構
造
特
性
を
、
伝
承
と
い
う
時
間
軸

の
線
上
に
位
置
づ

け
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、

二
～

三
世
代
前

の
伝
承
者
た
ち
が

口
頭
で

(あ
る
い
は
書
伝
で
)
伝
え

て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
伝
承
情
報
の
取
り
入
れ
作
業
と
そ
の
分
析
作
業
が
援
用
さ

れ
た
。「同

名
異
曲
」
研
究

は
、
ど

こ
が
ど
う
違
う
か
を
指
摘
す

る
こ
と
が
目
的

の
第

一
で
は
な
く
、
ど
う
い
う
き

っ
か
け
で
な
ぜ
違

っ
て
し
ま

っ
た

の
か
と
い

う
変
化
の
要
因
を
さ
ぐ

る

こ
と
、
そ
し
て
、
奏
法
や
旋
律
が
違
う
の
に
な
ぜ
同

じ
曲
名
を
維
持

で
き
た

の
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
同
じ
曲
名
を
保

つ
た
め
の
旋

律
的
同

一
性
が
ど

の
よ
う
な
方
法

で
保
持
さ
れ
た
か
を
、
個

々
の
事
例
に
そ

っ

て
考

え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「隠
れ
た
同

一
性
」
を
見

つ
け
る
こ
と

と
い
え
る
。

本
章
第

二
節

で
は
、
あ
る
楽
曲
が
そ

の
楽

曲

で
あ

る
こ
と

の
証
し
に

つ
い

て
考
察
し
た
。
《
秋
田
菅
垣
》
は
琴
古
流
と
い
う
流
派
に
所
属
し
、
「秋

田
」
と

「菅
垣
」

い
う
ふ
た

つ
の
識

別
名
称
を
も

っ
て
い
る
。

「秋

田
」
も

「菅
垣
」

も
同
姓
、
あ
る
い
は
同
名
の
関
係
に
あ
る
仲
間
が
い
る
が
、
中
身
は
同
じ

で
は

な
い
。

つ
ま
り
ど
れ
と
も
同
名
異
曲

の
関
係
に
あ
る
。
断
片
的
な
旋
律

の
動
き

に
お
い
て
、
同
じ
流
派
の
他

の

「
菅
垣
」
た
ち
の
旋
律
と
ご

く
わ
ず
か
な
同

一

関
係
を
保

っ
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
構
造
に
お
い
て
は

「菅
垣
」

の
領
域
を
完

全
に
逸
脱
し
て
い
る
。

《
秋

田
菅
垣
》

の
潜
在
的
な
旋
律
構
造
は
何

世
黒
澤
琴
古
か

の
創
作

で
は

な
く
、
出
自
を
奥
州
伝
承
の

「鈴
慕

の
型
」
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
秋
田

(あ

る
い
は
奥
州
)
地
方
に
今
は
な
い
が
か

つ
て

「
鈴
慕
型
」

の

「菅
垣
」
が
あ

っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
琴
古
流
導
入
時
に

「鈴
慕
」
な
ど
か
ら

「菅
垣
」

へ
の
曲
名

の
す
り
替
わ
り
が
あ

っ
た
の
か
、
歴
史
経
過
に
つ
い
て
い
え
る
材
料
は
何
も
な

い
。
し
か
し
、
旋
律
構
造
は
本
来
も

っ
と
も
変
わ
り
に
く

い
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
《
秋

田
菅
垣
》
は
も
と
も
と

「菅
垣
」
で
は
な

い
。

こ
の
曲
が
保

っ
て
き
た

「す
が
が
き
」
的
な
特
性
と
は
、

「秋

田
菅
垣
」
と
い
う
曲
名
に
付

帯
す
る

「乱
曲
」
と
し
て
の
性
格
1
8
3
、
お

よ
び
箏

・
三
味
線
と
の
交
流
を
早
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く
か
ら
お
こ
な

っ
て
き
た
演
奏
慣
習
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ひ
と
た
び
あ
る
楽
曲
が
あ
る
流
派

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
と
、
た
と
え
ば
曲
名
や
、
旋
律
構
造
あ
る
い
は
旋
律

の
ゆ
る
や
か

な
枠
組
み
構
造
と
い
っ
た
、
そ

の
曲
に
重
複
し
て
存
在
す
る
他

の
帰
属
関
係
は

排
除
さ
れ
る
か
隠
さ
れ
て
、
流
派

の
演
奏
特
性

(演
奏
様
式
)
の
影
響
下
に
飲
み

込
ま
れ
て
し
ま
う
。
対
山
派
の

《
阿
字
》
も
、
九
州
地
方

の

「さ
し
」
の

一
種

と
い
う
厳
然
た
る
旋
律
構
造

の
同

一
性

の
輪

の
中
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

《
薩
慈
》
あ
る
い
は

《
阿
字
観
》
と
は
別
の
音
の
宇
宙
を
形
成
し
て
い
る
。
《
阿

字
》
と

《
阿
字
観
》
は
明
治
末
か
ら
大
正
始
め
に
か
け
て
の
ほ
ぼ

同
時
期
に
成

立
し
た
同
源

の
楽
曲
だ
が
、
再
び

「さ
し
」
に
帰

る
こ
と
も
互
い
が

一
つ
に
戻

る
こ
と
も
な
い
。

伝
承

に
よ

っ
て
引

き
起

こ
さ
れ

る
変
化

の
考
察

は
、
何
が
変
わ

っ
て
何
が

変
わ
ら
な

い
の
か
、
ど

こ
ま
で
が

「ど
ち
ら

で
も
い
い
」
許
容

の
範
囲
に
あ

っ

て
、
ど

こ
か
ら
が
再
び
も
と

へ
は
戻
れ
な

い
不
可
逆

な
も

の
、
8
4
で
あ
る
か
を

見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず

、
許
容

の
範
囲
に

つ
い
て
考
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
第
五
章

「楽
曲

の
構
成
」

で
み
た
音
句
、
楽
句
、
段
落

の
区
分
は
、

「核
音
」
と
い
う
し

っ
か

り
し
た
基
準
を
定
め
て
も
、
流
派
や
曲
種
を
越
え

て
区
分
設
定
し
よ
う
と
す
る

と
き
、

「
こ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

「ど
ち
ら
で

区
切

っ
て
も

い
い
」
性
質
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
音
句
内

の
反
復
音

数
も
ま
た
、

「
い
く

つ
で
も
い
い
」
範
疇
に
入
る
。
琴
古
流

の
省
略
演
奏
も
し

か
り
、
こ
こ
を
省
略
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
省

や
ま
う
え

略
し
な
い
全
曲
演
奏
も
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
山
上
月
山
に
よ
れ
ば
、
省
略

演
奏

の
こ
と
を

「艸
吹
き
」
と
い
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は

「省
い
て
も
よ
い
」

と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
可
変
性

の
領
域
に
あ
る
。
演
奏
様
式
も
本
来
、

「ど
ち
ら
で
も

い

い
」
範
疇
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
拍
子
吹
き

の
曲
を
本
曲
風
の

拍
子
の
な

い
リ
ズ

ム
で
演
奏
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
も
可
能

で
あ
る

し
、
《
阿
宇
》
と

《
阿
字
観
》

の
よ
う
に
本
手
吹
き
と
虚
無
僧
吹
き
を
取
り
替

え
て
演
奏
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず

で
あ
る
。
《
秋

田
菅
垣
》

で
お
こ
な

っ
た

実
験
は
、
琴
古
流
奏
法
を
奥
州
風

・
虚
無
僧
吹
き
風
奏
法
に
変
換
し
て
演
奏
す

れ
ば
、
《
秋
田
菅
垣
》
が

《
秋

田
鈴
慕
》

か

《
秋

田
三
谷
》
に
な
る
こ
と
を
証

明
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
も
と
の
楽
曲
か
ら
新
た
な
楽
曲
が
生
成
さ
れ
る
過
程

で
当
然
起

こ
っ
た

で
あ

ろ
う

こ
の
よ
う
な
奏
法

の
変
化

(衣
替
え
)
は
、
し
か

し
、
伝
承
の
長

い
時
間
経
過
と
と
も
に
不
可
逆

の
領
域
に
入
る
。

こ
こ
で
、
最
後

の
例
を
示
そ
う

(次
頁
図
2
7
)
。
円

の
中
心
に
明
暗
対
山
派

の

《
虚
空
》
を
据
え
た
、
そ

の
帰
属
関
係

の
図
で
あ
る
。
《
秋

田
菅
垣
》

よ
り

は
る
か
に
複
雑
な
図
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
流
派

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
取
り
組

ま
れ
た

「虚
空
曲
グ
ル
ー
プ

」
の
同
名
異
曲
と
、

「虚
空
」
を
テ
ー

マ
と
し
た

パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

(既
成
の
旋
律
や
楽
曲
を
も
と
に
作
ら
れ
た
曲
)
が
お
お
い
か
ら

で
あ
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第六章 第三節 考察のまとめ

図
2
7

対
山
派

《
虚
空
》
の
帰
属
関
係

流派 レパー トリー

雪暗響 搬 虚畿駕 鷺

虚
鐸
伝
説

三虚霊
古伝三曲

虚空

 

西
園
流

三
虚
霊
伝
承
関
係

虚空曲パラフレーズ
吟龍(琴 古流)
行虚空(真 法流)ノ

虚 空 曲
グループ

根笹派錦風流
一朝軒

建

琴古流

明暗真法流
真 ・艸虚空

流 派 レパー トリー
流派 ・寺軒レパー トリー

曲名帰属

旋律構造、旋律断片の同一性

 

る
。中

心

の

《
虚
空
》
.は
、
対
山

が
制
定

し
た
三
十

二
曲
中

の
奥
伝
曲
、
す
な

わ
ち

「三
虚
霊
」

の

一
曲
で
あ

る
。
樋
ロ
対
山
は
こ
れ
を
西
園
流
か
ら
伝
承
し

た
。

「虚
空
曲
グ
ル
ー
プ
」

の
他
曲
と

《
虚
空
》
と
を
比
較
す
る
と
き
、
冒
頭

第

一
段
落
に
虚
空
独
特
の
テ
ー

マ
旋
律
が
あ
り
、
段
落
全
体

の
旋
律
に
同

一
性

が
認
め
ら
れ
る

(図
1
1
)
。
第

二
段
落
以
降
は
各
流
派
に
お

い
て
独
自

の
旋
律

展
開
と
な
る
が
、
各
段
に
虚
空
旋
律
テ
ー
マ
を
配
す
る
こ
と
で
全
体
を
有
機
的

に
統

一
す
る
構
成
法
は
、
す
べ
て
の
同
名
異
曲
に
通
じ
る
。
「鈴
慕
型
」
の
よ

う
な
明
確
な

「型
の
同

一
性
」
で
は
な
い
が
、
旋
律
の
断
片
で
は
な
く
曲
の
総

体
と
し
て

「虚
空
」
と
い
う
旋
律
特
性
が
伝
え
守
ら
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

こ
の

「虚
空
」
に
い
く

つ
か
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
と
も
い
う
べ
き
曲
が
存
在

す
る
。
こ
の
中
で
、
同
年
代
の
二
人
の
古
典
尺
八
家
、
勝
浦
正
山
作
と
い
わ
れ

る
明
暗
真
法
流
の

《行
虚
空
》
と
、
《
虎
囎
虚
空
》
す
な
わ
ち
対
山
の

《虚
空

後
半
》
の
作
ら
れ
方
は
古
典
本
曲
伝
承
に
お
け
る
変
化
の
不
可
逆
性
、
お
よ
び

ア
ノ
ニ
マ
ス

(無
名
)
世
界
に
お
け
る
創
造
性
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
・

《行
虚
空
》
は
真
法
流
の
真

・
艸

《虚
空
》
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
て

簡
潔
に
ま
と
め
な
お
し
た
曲
で
あ
り
、
《虎
囎
虚
空
》
は

《虚
空
》
の
後
半
を
㌧

改
編
し
て
独
立
さ
せ
た
曲
で
あ
る

(第
四
章
第
二
節

(2
))。
対
山
の

《
虚
空
》

は
明
治
末
ま
で
は
全
曲
演
奏
さ
れ
た
が
、
《虚
空
後
半
》
と
し
て
独
立
さ
せ
て

か
ら
は
そ
の
慣
習
が
絶
え
た
。
と
同
時
に

《虚
空
》
と
い
う
曲
が
、
も
と

《虚

空
》
の
前
半
で
あ
る
こ
と
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
対
山
の
没

後
、
《
虎
嚇
虚
空
》
と
名
を
変
え
て
独
立
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
「三
虚
霊
」

1
8
5
の
枠
か
ら
も
外
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

琴
古
流
の

《虚
空
鈴
慕
》
は
省
略
演
奏
も
可
、
あ
る
い
は
第
二
段
落
と
第

四
段
落
か
、
第
二
段
落
と

一
閑
流
替
手
が
吹
合

(合
奏
)
可
と
い
う
、
演
奏
の

許
容
範
囲
に
お
け
る
変
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
演
奏
形
態
の
可
変
性
は
い
つ
で
も
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元
に
戻
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
《
虚
空
》
と

《
虎
囎
虚
空
》
が
ひ
と

つ
に
戻
る

こ
と
は
も
は
や
な
い
。

「変
化
」
と
は

「
あ
る
性
質

・
状
態
な
ど

が
他

の
性
質
や
状
態
に
変
わ
る

こ
と
。
ま
た
は
、
変
え
る
こ
と
」
(『日
本
国
語
大
辞
典
』

一
九
七
五
年
、
小
学
館
)
と

あ
る
が
、
古
典
本
曲
に
お
け
る
変
化
は
、
「他
の
性
質
や
状
態
に
変
え
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
変
え
た
結
果
が
元
に
戻
ら
な
い
状
態
、
す
な
わ
ち
不
可
逆

の
存
在
と

し
て
新
た
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
」

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
古
典
本
曲
に
お
け
る

楽
曲

の
生
成
は
、
こ
う
し
た
不
可
逆
な
領
域

へ
の
踏

み
込
み
に
よ

っ
て
お
こ
な

1
8
4

バ
ー
バ
ラ

・
ス
ミ
ス

切
銭
σ
馨

中

Q。
ヨ
菖

は
可
変
性

く
巴
筈
三
蔓

は
元
に
戻
る
こ

と
が
可
能
な
変
更
を

い
い
、
変
化

9
き
α。
Φ
は
不
可
逆
な
そ
れ
を
い
う
、
と
論
じ
て
い

る

(ω
7
自
日]田
一
〇◎Q刈
"
N
一◎◎)
。
筆
者

の
い
う
変
化

の
問
題
も
、

ス
ミ
ス
の
い
う
逆
行
不
能

な
変
更
を
重
視
し

て
い
る
。

1
8
5

「三
虚
霊
」

に
お
け
る

「虚
鐸
伝
説
」
と
は
、

一
七
九
五
年
刊

『虚
鐸
伝
記
国

字
解
』

の

《
虚
空
援

》
《
霧
海
涙

》

の
成
立
伝
承

(木
幡

一
九
八

一

…
一
九
、

一

〇
六
)
を
さ
す
。
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わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

1
8
3

こ
こ
で
い
う

「乱
曲
」
的
性
格
と
は
、
箏

・
三
味
線
音
楽
を

も
と
に
し
た
楽
曲
、

「菅
垣
」
や

「獅

子
」
な
ど
を
い
う
。
普
化
宗
で
は
、
修
行
時

に

「乱
曲
」
を
吹
く
こ

と
を
禁
じ
た
。
十
八
世
紀
末
ご
ろ
の

「虚
無
僧
秘
伝
抄
」
に
、
「右

の
ほ
か
秋
田
す
か

ン

き
、
獅
子

の
洞
入
な
ど
い
ふ
色

々
の
数
曲
あ
り
と
い

へ
ど
も
後

世
風
人
の
作
せ
し
淫
音

の
乱
調
な
り
、
取
に
足
ら
ず
、
虚
無
僧
は
浮
世

の
午
緯
楽
吹
な

る
か
ゆ

へ
に
、
か
た
く

致
す
ま
し
き
宗
門

の
法
度
な
り
」

(中
塚

一
九
七
九

二

二
七

一
)

と
あ
る

(傍
点
筆

者
)
。

こ
の
文
書
は
京
都
明
暗
寺
系

の
も

の
な

の
で
、
琴
古
流

の

《
秋
田
菅
垣
》
に
直

接
は
該
当
し
な

い
が
、
曲
名
と
し

て

「秋

田
菅
垣
」
が
、
「淫
音

の
乱
調
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



結論

結

曇△
口冊

 

本
論
文

の
全
編
を
貫
く

目
的

は
、

「
尺
八
古
典
本
曲
と
は

い
か
な
る
音
楽

か
」
を
音
楽
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
無
名

の
虚
無
僧
た
ち

の
音
楽
で
あ
る

「古
典
本
曲
」
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き

た
か
、
ま
た
そ
の
伝
承
過
程

で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
き
た
し
た
か
に

つ
い
て
、

そ
の

「し
く
み
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
最
後
に
総
ま

と
め
と
し
て
、
本
研
究
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

こ
と
を
述

べ
る
。

ま
ず
、
本
論
文
第

一
部

「
尺
八
古
典
本
曲

の
史
料
と
そ

の
解
釈
」

の
、
第

二
章
お
よ
び
第
三
章
に
お
け
る
史
料
研
究
の
考
察
結
果
を
箇
条
書
き

で
ま
と
め

る
。
こ
の
部
分
は
、
琴
古
流
を
対
象
と
し
て
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀

前
半
に
か
け

て
の
本
曲
形
成

の
実
態
と
演
奏
慣
習
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

第

二
章

「琴
古
流

の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

ω

琴
古
流
の
流
名
は
現
在

の
と
こ
ろ
、

一
月
寺

・
鈴
法
寺
か
ら
二
世
黒
澤
琴

ほ
う
し
ょ
う
す

古

(.
一
七
四
七
～

一
八

一
一
)
宛

に
出

さ

れ

た

「
《
鳳
将

雛

》

新

曲

認
定

書

」

と

い
う

二
通

(図
-
)
の
日

付
、
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
が
初
出

と
認

め
ら
れ

る
。

こ
れ
は
、

一
月
寺

・
鈴
法
寺
が

「
琴
古
流
」

と
い
う
流
名

を
容

認
し

て
い
た
証
拠
と
も
な
る
。

②

歴
代
琴
古
が

「琴
古
流
」
を
名

の
っ
た
形
跡
は
な
い
が
、
宮
地

一
閑

(生

没
年
不
詳
)
の
弟
子
で
あ
り
、

二
世
琴
古
に
も
師
事
し
た
池

田

一
枝

(,
一
七
六

五
～
?
)
の
文
政
五
年
お
よ
び

六
年

(
一
八
二
二
∠

二
)
の
史
料

に
、
『
尺
八
琴

古
流
手
続
』
(表
3
⑯
)、

『
琴
古
流
手
続
』
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

他

の
史
料

に

「
琴
古
流
」
を
冠
し
た
も

の
が
な
い
た
め
、
十
九
世
紀
前
半

に
ど

の
程
度
流
名
が
定
着
し
て
い
た
か
は
、
不
明
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

㈹

逆
に
、
宮
地

一
閑
が

一
閑
流
を
唱
え
た
と
い
う
通
説
を
証
明
す

る
文
書
は

発
見

で
き
な

い
。
例
え
ば
池
田

一
枝

の

『
琴
古
流
手
続
』
(
一
八
二
一二
年
)
に

お
け

る
記
述
内
容
に
は
、

一
閑
が
自
ら

一
閑
流
を
称
し
た
様

子
は
ま

っ
た

く
な
く
、

「
琴
古
は
三
代
続

い
て
の
名
人

で
、

一
閑
も

四
世
名
人
と
呼
ば
れ

る
」
と
あ
る
。

一
閑
は

『
尺
八
筆
記
』
を
記
す
ほ
ど

の
歴
史

的
教
養

と
、

優
れ
た
尺
八
の
技
量
を
も

つ
人
物

で
あ

っ
た
。

一
閑
の
生
没
年
お
よ
び
経

歴

(尺
八
は
主
に
二
世
琴
古
に
師
事
)
は
不
詳
だ
が
、
三
世
琴
古
と
同
時
代
ま

で

活
躍
し
た
入
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
の

一
閑

の
名
を
取

っ
て
、

二

閑
流
」
を

名
の
る

一
派
が
存
在
し
た

こ
と
は
首
肯
で
き

て
も
、

一
閑
、

一
枝

に
お

い

て
で
は
な
い
。

囲

既
存

の
事
典

・
辞
典
類

の

「
琴
古
流
」
、
あ

る
い
は

「黒
澤
琴
古
」

の
項

で
記
さ
れ
て
き
た

二
世
琴
古
、

三
世
琴
古

(、
一
七
七
二
～

一
八

一
六
)
の
生
没
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年
は
、
享
年
を
推
定
し
た
根
拠
が
不
明
な
た
め
、
生
年
を
疑
う

べ
き
で
あ

る
。
ま
た
三
世
琴
古
に

つ
い
て
は
、
墓
碑

・
過
去
帳
な
ど
に
お
け
る
俗
名
、

戒
名
、
没
日
記
載
に
数
種

の
異
同
が
あ
る

(再
調
査
困
難
)
。

㈲

琴
古
流

の
相
伝
系
譜

に
は
い
く

つ
か
の
前
例
が
あ
る
が
、
宮
地

一
閑
を
初

世
琴
古

(.
一
七

一
〇
～

一
七
七
一
)
の
弟

子
と
す
る
も

の
と
、

二
世
琴
古

の
弟

子
と
す
る
も

の
と
の
二
種

に
分
か
れ

る
。
こ
れ
に

つ
い
て
筆
者
は
、

「複
数

の
師
弟
関
係
」
が
あ

っ
て
も
、
従
来

こ
う

い
っ
た
記
述
法
が
と
ら
れ
て
こ

な
か

っ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
、

一
閑
を
初
世
お
よ
び

二
世
琴
古

の
双
方

の

弟
子
と
し
て
描

い
た
。
池

田

一
枝
、
細
川
月
翁

(
一
七
壬
二
～
一
七
八
五
)
も
同

様
に
、

一
閑
、

二
世
琴
古
双
方
か
ら
の
系
譜
と
し
て
描

い
て
い
る

(栗
原

一

九

一
八
の
訂
正
)
。

第
三
章

「琴
古
流
本
曲
の
形
成
と
展
開
」

㈲

琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲

の
由
来
は

『
琴
古
手
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
表
十
八
曲
に

つ
い
て
は
、
池
田

一
枝

の

『
琴
古
流
手
続
』
(
一
八
二
一二

年
)
が
そ
の
裏
付
け
史
料
と
し
て
存
在
す
る
。
久
松
風
陽

(、
一
七
八
五
～
一
八

七

一
?
)
は
そ

の
手
記

「
独
問
答
」
(
一
八
二
一二
年
)
で
、
三
世
琴
古
か
ら
の
伝

聞
だ
と
し
て
、
琴
古
流
本
曲
三
十
六
曲
は

「初
世
琴
古
が
定

め
た
」
と
記

し
た
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も

《
鳳
将
雛
》
、
《
砧
巣

籠
》
は
初
世
琴
古

の

代
に
存
在
し
な
か

っ
た
し
、
《
鳳
将
雛
》
を
流
曲
と
し

て
伝
授
し
た
の
が

二

世
琴
古

の
代
、
《
砧
巣
籠
》

と
そ

の
前
吹
き
が
揃

っ
た

の
が
三
世
琴
古

の
代

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
初
世
に
お

い
て
、
流

の
曲
目
制
定
は
完
了
し

て
い

な
か

っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
《
=

一三
調
》
、
《
鉢
返
調
》
、
《
寿

調
》
は
歴
代
琴
古

の
曲
目
録

に
な
く
、
曲
目
数
に
も
数
え
な

い
が
、

そ

の

原
形
と
も
い
う

べ
き

「し
ら
べ
」

の
類
は
初
世
琴
古

の
代
か
ら
あ

っ
た
。

㈲

目
録
か
ら
み
る
限
り
、
琴
古
流
本
曲

の
表
十
八
曲
、
裏
十
八
曲
が
定
着
す

る
の
は
四
世
琴
古

(?
～

一
八
六
〇
)
の
代

(す
な
わ
ち
四
世
の
後
見
人

・
久
松
風
陽

の
時
代
)
で
あ
る
。
表
十

八
曲
は
曲
順
ま

で
含

め
て
比
較
的
安
定
し
て
伝
わ

っ
た
が
、
裏
十

八
曲
は
曲
数

の
そ
ろ

い
方
や
曲
順
に
お
い
て
、
各
譜

に
大

き
な
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、
曲
名
文
字

の
乱
れ
も

三
世
琴
古
存
命

中
に

一

般
化
し

て
い
た
。
こ
れ
が
黒
澤
家
歴
代

の
目
録

(曲
名
文
字
)
に
戻
る
形
で
現

在
に
伝
わ

る
の
は
、
久

松
風
陽

の
代

に
文
字
を
正
す
意
識
が
働

い
た
と
推

測
さ
れ
る
。

圖

琴
古
流
本
曲

の
ま
と
ま

っ
た
楽
譜

で
現
在
確
認
で
き
る
最
古
の
も

の
は
、

池

田

一
枝

の

『
尺
八
唱
歌
譜
』

(⑮

一
七
九
七
年
)
で
あ
ろ
う
。
久
松

風
陽
は

「独
問
答
」
(
一
八
二
一二
年
)
に
、
琴
古
流
譜

は

「
二
代
目
琴
古
門
人

一
閑
と

に
ゅ
う
い
げ
つ
え
い

譜
を
定
め
た
り
と
聞
け
り
」
と
記
し
、
錦
風
流
の
乳
井
月
影

(
一
八
二
一二
～

一

八
九
五
)
は
明
治
十
六
年

(
一
八
八
三
)
に
、

「文
政

ノ
頃

一
閑
先
生
ノ
弟
子
池

田

一
枝
ト
云
フ
人
ノ
始

メ
シ
者
」
と
記
し
た
。

一
枝
自
身
、

「遠

い
昔
か
ら

し
か
と
定
ま

っ
た
唱
歌

(楽
譜
)
と
い
う
も

の
が
何
も
な

い
の
で
、
末
代

ま
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結論

で
乱
れ
崩
れ
な

い
よ
う

一
閑
先
生
と
長
年
か
か

っ
て
考
え
、
尺
八
の
唱
歌

と
い
う
も

の
を
工
夫
す
る
」
(『琴
古
流
手
続
』

一
八
二
一二
年
の
意
訳
)
と
述
べ
て
い

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
琴
古
流
規
範
譜

の
制
定

に
実
質
的
な
貢
献
を
し
た

の
は
池

田

一
枝

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
証
拠
と
な

る
の
は
極
め

て
詳
細
に
書
き
込

み
さ
れ
た

一
枝
譜
、
『
尺
八
琴
古
流
手
続
』
(
一
八
二
二
年
、

乾
の
み
伝
存
確
認
)
の
存
在

で
あ
る
。
曲
目
制
定
が
三
世
に
な

っ
て
完
了
し
た

の
と
同
様

に
、
楽
譜

の
定
着
も
ま
た
、

二
世
の
代

の
後
期

(+
八
世
紀
末
)
以

降

の
こ
と

で
、
規
範
譜
が
固
ま
る

の
は

一
枝

の
力
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ

る
。

こ

の

一
枝
史
料

か
ら
、

一
枝

の
生
年
が
推
定
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

い

(没
年
は
不
明
)。

働

琴
古
流

の
運
指
法
に

つ
い
て
は
、
『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
(⑱

一
八
一
三

年
)
の

「尺
八
譜
之
定
」
が
詳
し
い
。

こ
れ
は
門
人
舟
木
李
閣
が
著
し
た
書

の
大
略
を
転
記
し
た
も

の
で
、

二
十
八
譜
字
の
指
遣

い
が
解
説
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
特
筆
す

べ
き
は
指
孔

の
数

え
方

で
、
当
時
は
管
の
上

(歌
口
に

近
い
方
)
か
ら

一
、

二
と
数
え
た
。

こ
れ
を
下
か
ら
数
え
る
現
行
方
式
に
改

め
た
の
は

一二
世
琴
古
と
風
陽

の
合
議
に
よ
る
。
そ
れ
以
来
、

二
世
琴
古
-

一
閑

の
系
列
と

三
世
琴
古
-

風
陽

の
系
列
の
間

で
、
指
孔

の
数

え
方
に
逆

転
が
生
じ
た
。
ち
な

み
に
、

二
世
琴
古
門
人
で
肥
後
国

(熊
本
)
宇
土
細
川

家
六
代
目
細
川
月
翁

の
孫
、
興
秀
が
筆
写
ま
た
は
所
持
し
た
譜

(⑬
)
も

二

世
琴
古
-

一
閑

の
系
列

で
あ

る
。

こ
れ
は
初

世
、

二
世
琴
古

の
伝
統
が
地

方
に
残

っ
た
例
と
い
え
る
。

働

指
遣
い
と
音
律
と
の
関
係
を

『尺
八
筆
記
』
と
現
行
と
で
比
較
す
る
と

(表

4
)
、
五
譜
字
に
半
音

(短
二
度
)
幅

で
の
音
律
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

の

差
異
は
大
ま
か
に
、
『
尺
八
筆
記
』

の
方
が
自
然
発
音

の
状
態

に
近
く
、
現

行
が

よ
り
技
巧
的
発
音
に
よ
る
音
律

と
い
え
る
。
『
尺
八
筆
記
』
の
十

二
音

律

の
ほ
と
ん
ど
は
吉
田

一
調

(
一
八
一
二
～
一
八
八
一
)
の
時
代

(少
な
く
と
も
明

治
+
年
)
ま
で
変
わ

っ
て
い
な

い
が
、

一
調
が
断
金

(変
ホ
音
)
に

「極
メ
ル
ツ
」

を
あ
て
た
こ
と
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
『
尺
八
筆
記
』

の
断
金
に
は

「
ハ

裏
斗
」

の
譜
字
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
唱
歌

(譜
字
)
目
録
に
も

ツ
の

,

メ
リ
情
報
は
な
い
。

ツ
は
す

べ
て
平
調

(ホ
音
)
な
の
で
あ
る
。

ツ
を
平
調
と

、

す
る
伝
統
は
京
都
明
暗
寺
系

の
明
暗
真
法
流
や
明
暗
対
山
派
に
も
あ
り

(第

、

五
章
)、

「九
半
割

り
」
と
い
う
地
無
し
虚
無
僧
尺
八
の
孔
割
り

(手
孔
の
位
置

決
定
法
)
か
ら
い
っ
て
、
現
行
の
ツ
ー1
勝
絶

(へ
音
)
よ
り
、
ツ
け
平
調

(ホ
音
)

の
方
が
理
に
か
な

っ
て
い
る
。

㈲

初
期

の
琴
古
流
奏
法
で
は
、
カ
リ
が
吹
き
込
み
の
基
本
で
、
メ
リ
吹
き
は

お

こ
な
わ
れ
な
か

っ
た
可
能
性
が
高

い

(表
6

『琴
古
手
帳
』
に
も
メ
リ
カ
リ
の
語

が
な
い
)
。
『
尺
八
筆
記
』
当
時

の
譜
字
目
録
に

ツ
の
メ
リ
は
な
く
、
お
お
か

た
の
楽
譜
上
に
も
な
い
。
し
か
し
、

一
枝
の
規
範
譜

(⑯

一
八
二
二
年
)
に
な

る
と
、
ど

の
音
律
ま

で
メ

ッ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
が

ツ
の
メ
リ
情
報
が

記

さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
に
吉
田

一
調
が
記
し
た

「
一
尺
八
寸
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ノ
竹

十

二
律
」

で
は
、
ツ
に

「極
メ
ル
ツ
」
(変
ホ
)
、

「豊
.
ツ
」
(ホ
音
)、

「ヵ
ル

ツ
」
(
へ
音
)
の
三
段
階
の
音
律
区
別
認
識
が

あ

っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る

と
、
十

九
世
紀
を
通
じ
た
演
奏
慣
習

と
し

て
、

ツ
に
は
特
に
メ
リ
カ
リ
情

報
を
記
さ
ず

と
も

「
こ
れ
こ
れ

の
音
運
び

で
は

メ
リ
」
と
い

っ
た
暗
黙

の

了
解
が

成
立
し

て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
結
論
的

に
琴
古
流

で
は
、

特
に
指
示
が
な
く

て
も
ツ
を
メ
リ
吹
き
す

る
奏
法
が
、
十
九
世
紀

前
半
に
ほ
ぼ

確
立
し

て
い
た
と
判
断
す

る
。

こ
れ
は
ツ
の
メ
リ
を
中
間
音

と
し
た

「都
節

テ
ト
ラ
コ
ル
ド
」
(レ
ー
レ
ミ
ー
ソ
)
の
確
立
を
意
味
す
る
。
こ

の
ツ
の
メ
リ
を
し

っ
か

り
断
金
ま

で
下
げ

た
音
と
認
識
す

る
の
は
、
幕
末

以
降
と
推
定
さ
れ
る
。

最
後
に
補
足
す
る
と
、

「
ツ
レ
」
を
古
法

で
は

「
ツ
の
メ
リ
」
か
ら

「
ロ
」

へ
瞬
間
的
に
メ
リ
込
ん
だ

あ
と

「
レ
」
に
移
る
奏
法
だ

っ
た
の
が
、
三
世

荒
木
古
童

(
一
八
七
九
～
一
九
三
五
)
が

「
ツ
の
メ
リ
」
「
ツ
の
カ
リ
」
「
レ
」
と

吹
く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
奏
法
が
全
琴
古
流
に
蔓
延
し
た

(塚
本

一
九
九
三
[初

出

一
九
七
七
]

…
四
一
二
)
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
、

「
『竹
翁
師

(二
世
荒
木
古
童
、

一
八
二
一二
～
一
九
〇
八
)
の
ツ
の
メ
リ
は
高
め

で
あ

っ
た
け
れ
共
、
合
奏
に
於

ち
っ
と

て
も
、

一
寸
も
耳
障
り
と
は
な
ら
な
か

っ
た
』
と
い
ふ
事
を
聞
い
た
」
(清
田

一
九
二
七

二

五

)
と
あ
る
よ
う
に
、
本
曲

の

「
ツ
の
メ
リ
」
、
あ
る
い
は
そ

の
他

の
メ
リ
も
現
行
ほ
ど
低
く
は
な
か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
話
し
が

正
し
い
と
す

る
な
ら
ば
、
現
行

の
明

暗
対
山
派

で

「
ツ
、
チ
、
ウ
」

の
メ

リ
を
高
め
に
と
る
演
奏
法

(第
四
章
)
が
、
合
奏
主
流
と
な
る
以
前

の
本
曲

の
音
律
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
み
な
せ
る
。

働

古
譜

に
お
け
る
補
助
的
な
記
譜
情
報
、
例
え
ば
ナ
ヤ
シ
な
ど

の
奏
法
指
示

は
、

早
く
か
ら
記
述
さ
れ

て
い
た

(図
6
)。
現
行

の
メ
リ
込

(オ
リ
)
や

ス

リ
と
い

っ
た
装
飾
的
奏

法
も
、
十
九
世
紀
前
半
す

で
に
そ
れ
に
近
い
も
の

が
行
わ
れ

て
い
た
。
た
だ

し
、
突
色

(ツ
キ
色
)
の

「
つ
く
」
や
、
引
色

の

「引
く
」
の
意
味
、
お
よ
び
ナ
ヤ
シ

の
動
作
に
変
化
が
あ

っ
た

こ
と
が
認

め
ら
れ

る
。
装
飾
的
奏
法

の
変
化
が

い
つ
ご

ろ
か
ら
ど

の
よ
う
に
起

こ

っ

た
か
の
楽
譜
上

の
検
証
は
、
デ

ー
タ
ベ
ー

ス
化
な
ど
に
よ
る
情
報
処
理
作

業
が
必
要

で
あ
る
。

㈲

楽
譜

で
た
ど
る
か
ぎ

り
琴
古
流
本
曲
は
、
音
律

の
微
妙
な
変
化
と
若
干

の

旋
律
変
化
が
認
め
ら
れ

る
も

の
の
、
少
な

く
と
も
十
九
世
紀

以
降

、
旋
律

構
造
を
ほ
と
ん
ど
変
え
ず

に
現
在
ま

で
伝
わ

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
琴
古

流
本
曲
が
十
八
世
紀
末

に
、
現
在

の
形
に
整
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
と
同
時

に
、
可
変
性
を
特
徴
と
す
る
古
典
本
曲
に
お
い
て

は
、
異
例
と
も
い
う

べ
き
書
伝
伝
承
の
安
定
を
示
し
て
い
る
。

⑳

旋
律
変
化
の
目
立

っ
た
特
徴
は
、
曲
末
尾
に
お
け
る
音
句

「レ

ロ
」

の
追

加
、
大
き
な
段
落

の
反
復
方
法
や
終

結
部
分

で
の
旋
律
異

同
、
息
継
ぎ

を

示
す
場
所
の
違
い
、

の
三
点

で
あ
る
。
音
型

「
レ

ロ
」

の
追

加
は
、
指
孔

数

の
数
え
方
が
逆

転
し

た
の
と
ほ
ぼ

同
じ
時
期
と
み
ら
れ
、
久
松

風
陽
の
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門

人
以
降

、
伝

存
譜

で
は

二
世
荒

木
古

童

の

「秘
曲

鹿

遠

音
譜
」

(
一
八
五
三

年
、
三
章
史
料
番
号
⑲
)、
吉

田

一
調

の

『
法
器

尺

八
譜

』

(
一
八
六

一
～
二
年
、
⑧
)

ふ
き
あ
わ
せ

以
降
に
見
ら
れ
る
。
反
復
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
段
落

の
反
復
や

吹
合

の

記
述

(第
五
章
)
が
十
八
世
紀

末
の
譜
か
ら
あ
り
、
反
復

す
る
旋
律

の
長
さ

か
ら
、
当
時
の
演
奏
速
度
が
か
な
り
速
い
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

速
度

の
遅
緩
は
、
雅
楽
な
ど
、
日
本

の
他

の
伝
統
音
楽

ジ

ャ
ン
ル
と
も
並

行
す
る
現
象
と

い
え
る
。
息
継
ぎ
箇
所

の
異
同
に

つ
い
て
は
、
可
変
性

の

範
囲
と
し
て
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い

(第
六
章
)。

㈲

以
上
の
考
察

の
最
後
に
い
え

る
こ
と
は
、
琴
古
流
と

一
閑
流
は
、
初
世
黒

澤
琴
古
と
宮
地

一
閑
の
分
か

れ
、
あ
る
い
は

二
世

琴
古

の
代
に
始
ま

る
対

立
関
係

で
は
な
く
、

二
世
琴
古
か
ら
出
た

一
閑
お

よ
び
池

田

一
枝
以
降

の

「弟
子
系
列
」
と
、
三
世
琴
古
か
ら
出
た
久
松
風
陽
以
降

の

「弟
子
系
列
」

に
お
け

る
区
別
の
意
識

で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
、
久
松
風
陽
と
山
田
如
童
琴
古
と

の
対
立
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

伝
存
史
料
か
ら
読
み
と

る
か
ぎ

り
、

一
閑
系

の
方
が
初
世
琴
古
、

二
世
琴

古

の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い
る
。

一
般
に
い
わ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
久
松

風
陽
か
ら
現
行
に
つ
な
が

る
系
列
が
初
世
琴
古
に
始
ま
る

「琴
古
流
」
で
、

一
閑
に
始
ま

る

「
一
閑
流
」

を
傍
流

と
す
る
見
方
は
適

切
で
は
な
く
、
現

在
の
琴
古
流
は
、
三
世
琴
古
と
久
松
風
陽

(主
と
し
て
風
陽
)
に
よ

っ
て
若
干

の
改
革
が
な
さ
れ
た

「
新
生
琴
古
流
」
と
で
も

い
う

べ
き
流

れ
、
と
位
置

づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
い
で
、
第

二
部

「
尺
八
古
典
本
曲

の
生
成

と
変
化
」

に
お
け
る
音
楽
資

料

・
史
料

の
分
析
結
果
を
箇
条
書
き
で
ま
と
め
る
。

こ
の
部
分
は
、
十
九
世
紀

末
を
上
限
と
す
る
演
奏
伝
承
と
口
頭
伝
承
に
、
楽
譜
史
料

・
資
料
を
組
み
合
わ

せ
た
音
楽
分
析
が
中
心
で
あ

っ
た
。
古
典
本
曲
の

「生
成
と
変
化
の
し
く
み
」

に

つ
い
て
、
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た

こ
と
を
要
約
す
る
。

第
四
章

「楽
曲
の
生
成
」

ω

樋
口
対
山

(
一
八
五
六
～

一
九

一
四
)
に
よ
る
明
暗
対
山
派
本
曲
三
十

二
曲
の

収
集
整
理
は
、
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
ご

ろ
に
は
終
了
し

て
い
た
。
そ

の
内
容
は
若

干
の
推
定

を
含
め

て
、
西
園
流
か
ら

の
移
入
曲
十

一
曲
を
軸

に
、
琴
古
流
系
統
か
ら
九
曲
、
九
州
系
か
ら
五
曲

の
ほ
か
、
奥
州
系
三
曲

(《奥

州
な
が
し
》
、
《打
波
の
曲
》
、
《陸
奥
鈴
慕
》)、
名
古
屋
系

一
曲

(《巣
鶴
》)、
分
離
独

立
さ
せ
た

パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
曲

一
曲

(《虚
空
下
巻
》
)、

そ
の
他
の
パ
ラ
フ
レ
ー

ズ

ニ
曲

(《鳳
叫
虚
空
》
、
《曙
調
》)
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

②

対
山
が
亡
く
な
る
前
年
に
谷
北
無
竹

(
一
八
七
八
～

一
九
五
七
)
に
与
え
た
免

許
状
と
無
竹
所
持

の
対
山
譜
か
ら
判
断
し

て
、
《
打
波

の
曲
》
、
《
筑
紫
鈴

慕
》
、
《
陸
奥
鈴
慕
》
、
《
曙
調
》
、
《
阿
字
》

の
五
曲
は
弟
子
に
伝
授
す
る
ほ

ど
整

っ
て
お
ら
ず
、
対
山

の
伝
授
曲
制
定
は
未
完

に
終
わ

っ
た
。

そ

の
た
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め
、
最
後

の
曲

《
阿
字
》
は
、
弟
子
の
小
林
紫
山

(
一
八
七
七
～
一
九
三
七
)
以

後

の
伝
承
で
は
旋
律
が
異
な

っ
て
い
る

(第
六
章
第

一
節
)。

㈹

対
山
は
収
集
曲

の
ほ
と
ん
ど

に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
手
を
入
れ
た
。
対
山

に
よ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
整
備
の
軌
跡
は
ω
曲

の
改
名

(《善
哉
》
《
深
夜
》
《虚
鐸
》

《
筑
紫
鈴
慕
》
《阿
字
》)
、
②
曲

の
分
割

(《虚
空
》)、
㈹
序
奏
部
分

の
付
加
に
よ

る
楽
曲
構
成

の
整
理

(《鹿
の
遠
音
》
《虚
空
下
巻
》)、
㈲
音
型
反
復

の
加
減
に
よ

る
楽
曲
構
成

の
整
理

(《虚
鈴
》
《鹿
の
遠
音
》
)、
㈲
旋
律
型

の
大
幅
な
省
略
に

よ
る
楽
曲
構
成

の
整
理

(《虚
鐸
》
《龍
吟
虚
空
》
)
な
ど
に
要
約
さ
れ
る
。

こ
れ

ら
の
改
編

手
法
は
、
作
者
不
詳

の
音
楽

で
あ
る
古
典
本
曲
が
、
ど

の
よ
う

に
生
成
さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す

る
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
そ

の
意
味

で
対
山

は
、
楽
譜

の
な

い
黒
澤
琴
古
に
お
い
て
は
探
る
こ
と
す
ら
不
可
能
な
、
楽

曲
生
成

へ
の
関
与
を
辿
り
う
る
重
要
人
物
と
い
え
る
。

四

既
成

の
楽
曲
を
土
台

に
し
て
新
た
な
楽
曲
が
生
成
さ
れ
る

「し
く
み
」
と

し

て
、
ω
曲

の
合
体

に
よ
る
生
成
、
②
曲

の
分
離
に
よ
る
生
成
、
㈹
旋
律

の
加
減
に
よ
る
曲

の
整
形
と

い
う
三
視
点
を
あ
げ

た
。
ω

で
は
、
本
来
別

曲

で
あ

っ
た
か
、
あ

る
い
は
あ

っ
た

で
あ

ろ
う

二
つ
な
い
し
三

つ
の
楽
曲

が
合
体
し

て
、
新
た
な
楽
曲
が
生
成
さ
れ

る
例
を

み
た
。

琴
古
流

の

《
一

二
一二
鉢
返
寿

調
》
や
根
笹
派
錦
風
流

の

《
通
り

・
門
付
け

・
鉢
返
し
》

の

よ
う
に
、
三
曲

の
連
続
演
奏

で
結
果
的
に

一
曲
と
な

る
例
は
可
逆

で
あ
る

が
、

こ
こ
に
提

示
し
た

《
秘
曲

鶴

の
巣
籠
》

の
場
合

は
不
可
逆

で
あ
る
。

ま
た
、
②
対
山
に
よ

る

《
虚
空
》

の
分
離

で
生
成
さ
れ
た

《
虚
空
下
巻
》

も
、
小
林
紫
山
が

《
虎
囎
虚
空
》
と
名
を
変
え
た
こ
と
で
不
可
逆
な
存
在

(別

曲
の
誕
生
)
と
な

っ
た
。
個
は
本
文

で
あ
げ

た
他
に
も
、
対
山
に
た
く
さ
ん

の
例
が

あ
る
。
あ
る
楽
曲
が
生
成

さ
れ
る
時
に
は
そ

の
生
成
に
積
極
的
に

関
与
し
た
人
物

(こ
こ
で
は
神
保
政
之
助
、
樋
口
対
山
、
浦
本
漸
潮
)
が
あ
り
、
特

に
対
山

の
場
合
は
、

つ
ね
に
全
曲
構

成
を
み
す
え
た
改
編
作
業

の
結
果

と

し
て
新
た
な
楽
曲
を
生
成
さ
せ
た
と
い
え
る
。

第
五
章

「楽
曲
の
構
成
」

㈲

古
典
本
曲

の
旋
律
構
成
最
小
単
位
は
、

一
息
で
奏
す
る

「音
句
」
で
あ
る
。

音
句
内

の
音
数
は

一
音

か
ら
十
数
音
ま

で
の
幅
が

あ
り
、
流
派
に
よ
り
人

に
よ
り
音
句
の
切
れ
方

(息
継
ぎ
箇
所
)
は

一
定
し
な
い
。
し
か
し
、
特
定

(流

派

・
個
人
)
の
譜

に
記
さ
れ
た
息
継
ぎ

の
印
は
、
最
小
単
位
を
判
別
す

る
客

観
的
基
準
と
し
て
分
析

の
手
が
か
り

と
な
る
。
古
典
本
曲

の
旋
律
は
よ
く

似
た
音
句
の
連
続
に
よ

っ
て
旋
律
が
構
成
さ
れ
る
た
め
、
曲
を
特
定
す
る

(そ

の
曲
で
あ
る
こ
と
を
識
別
す
る
)
こ
と
が
難
し
い
。
特
徴
的
な
音
句

の
場
合
は
、

そ

の
音
句

の
存
在
だ
け

で
そ

の
曲

の
特
徴
と
な

る
こ
と
も
あ

る
が
、
ほ
と

ん
ど

の
場
合
は
、
音
句

の
連
な
り
方
、

つ
ま
り
、
よ
り
大
き
な
単
位
を
形

成
し
た
結
果
と
し
て
の
旋
律
構
造
に
、
曲
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
る
。

㈲

音
句

の
種
類
は
、
細
か

い
相
違
を
考
慮
す
る
と
膨
大
な
数
に
な
る
。
し
か
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し
、
開
始
音
に
よ

っ
て
音
句
を
分
類
す

る
と
、
琴
古
流
本
曲

の
場
合
、
ド

と
レ
ミ
の
開
始
音
句
が
お
お
く
レ
ラ
が
そ
れ
に

つ
ぐ
。
さ
ら
に

「古
伝
三
曲
」

に
限
定
す

る
な
ら
、

こ
の
三
音

で
の
開
始
音
句

の
出
現
総
数
が
八
八
%
と

い
う
高

い
数
値
を
示
す
。
ま
た
、
開
始
音
と
そ

の
後
続
音
に
限
定
す
る
と

き
、
例

え
ば

「
ツ
」

で
開
始
す

る
音
句

の
場
合
、

反
復
音
を
無
視
す
る
と

「
ツ
」
は

「
レ
」

へ
、

「
ツ
の
メ
リ
」
は

「
ロ
」
か

「
レ
」
か

「ウ
」

へ
し

か
進
行
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
大
胆
な
音
句

の
グ

ル
ー
プ
化
に
よ
り
、
音

句
の
種
類
は
極
端
に
そ
の
数
を
減
じ
る
。

㎝

音
句

の
区
切
り
方
に
は

二
つ
の
型
が
あ

る
。
そ
れ
は

「核
音
終
止
型
」
と

「
非
核
音
終
止
型
」

で
あ
る
。

一
尺
八
寸
管

の
場
合
、
古
典
本
曲

の
核
音

は
基
本
的
に
レ
、

ソ
、
ド

の
三
音

で
、
雲

井
調
子

へ
の
転
調
部
分

で
は
フ

ァ
、
曙

調
子

で
は
ラ
が

こ
れ

に
加
わ

る
。
音
句

の
終
止
音
を
調
べ
る
と
、

明
暗
対
山
派

の

「
三
虚
霊
」

の
場
合
、
約
七
〇
%
以
上
が
核
音
終
止
音
句

で
あ
る
。
も
し
古
典
本
曲

の
す

べ
て
の
音
句
が
核
音
終
止

で
あ
る
な
ら
ば
、

全
曲
は
小
さ
な
旋
律
単
位

の
羅
列
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
古
典
本
曲

の
旋
律

構
成
の
面
白
み
は
、
約
三
割

の

「非
核
音
終
止
型
」
音
句
の
存
在
に
あ
る
。

こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
繋
げ

、
よ
り
大
き
な
単
位

(楽
句
)
と
し

て
核
音
終
止

す

る
か
が
、
(主
と
し
て
リ
ズ
ム
、
テ
ン
ポ
に
か
か
わ
る
)
演
奏
様
式
を
決
定
す

る

分
か
れ
目
と
な
る
。

圖

「音
句
」
が
連
な

っ
て

「楽
句
」
を
形
成
す
る
が

(時
に
は

一
音
句
11
一
楽
句

の
場
合
も
あ
り
う
る
)
、
楽
句
設
定

の
客
観
的
基
準
に
な
る
の
は

「核
音
」

で
あ

る
。
楽

句

の
旋
律

に
お

い
て
、
開
始
音
句

の
開
始
核
音
と
、
終
止
音
句

の

終
止
核

音
と
が

形
成
す

る

「核
音
枠

の
枠
組
み
の
型
」
は
、
①
開
始

と
終

止
が
同

一
核
音

の
枠
組

み

(水
平
型
)、
②

長
二
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音

の
枠
組
み

(上
行
型
)、
③
完
全
四
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音

の
枠
組
み

(上

行
型

下
行
型
、
凸
型

凹
型
)、
④
完
全
五
度
関
係
に
あ
る
二
つ
の
核
音

の
枠
組

み

(上
行
型
、
下
行
型
。
可
能
性
と
し
て
は
凸
型
、
凹
型
も
存
在
し
う
る
)
、
⑤

完
全
八

度
関
係
に
あ

る
二
つ
の
核
音

の
枠
組
み

(下
行
型
)、
⑥
同

一
方
向
に
二

つ
の

完
全

四
度
を
接
合
し
た
、

三
つ
の
核
音

の
枠
組
み

(上
行
型
)
に
集
約
ぎ

れ

る

(図
1
5
)。

働

こ
れ
ら
の
核
音
枠
に
よ

っ
て
区
分
さ
れ
た

「楽
句
」

の
旋
律
は
、
実
際
に

は
多
様
な
様
式

で
演
奏
さ
れ
る
。
核
音
と
い
う
客
観
的
な
音

の
存

在
を
基

準

に
置

い
て
も
な
お
、
音
価
、
音
量
、
装
飾
法
な
ど

の
演
奏
法
と
は
切
り

離
せ
な

い
要
素
が
強
く
、
古
典
本
曲
全
体
に
通
用
す
る
旋
律

区
分
法

の
設

定
に
は
、
演
奏
様
式

へ
の
習
熟
が
必
要
と
な
る
。

㈲

「楽
句
」
は
さ
ら
に
大
き
な
単
位
で
あ
る

「段
/
段
落
」
を
形
成
す
る
。

段
は
楽
譜
に
示
さ
れ
て
お
り
、
段
落
も

一
部

の
曲
に
は
記
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
段
落
を
ま

っ
た
く
明
記
し
な

い
楽
譜
も
あ
る
。
段
落

の
始
ま
り

に
は
新

し
い
旋
律
要
素
が
出
現
す
る
か
、
あ
る
い
は
逆

に
、

そ
の
曲

の
旋

律
テ
ー

マ
が

反
復
さ
れ

る
。
段
落

の
後
半
や
終

わ
り
に
同

一
旋
律
を
配

置
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す
る
構
成
が
お
お
い
。
演
奏
様
式
に
関
係
な
く
、

段
落

の
切
れ

目
に
は
長

い
息
継
ぎ
が
お

こ
な
わ
れ
る
。

㈲

音
句
ー

楽
句
ー

段

/
段
落

と
、
し
だ

い
に
大
き
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し

た
楽
曲
は
、
全
体
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
個
別

の
旋
律
構
造
を
示
す
。
ほ
と
ん

ど
型
と
し

て
と
ら
え

る

こ
と
が

で
き
な

い
よ
う
な
も

の
か
ら
、
明
ら
か
な

創
作
意

図
を
感
じ
さ

せ
る
も

の
ま

で
、
多
種
多
様

な
構
造

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
中
か
ら
、
明
確
な

「楽
曲

の
型
」

と
し

て
、
ω
二
部
構
成
型

(阿
宇
観

型
)、
②
山
型
形
成
型

(鈴
慕
型
)
、
㈹

四
部
構
成
型

(虚
空
鈴
慕
型
)
、
鰯
段
構

成
型

(鶴
の
巣
籠
型
)
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
古
典
本
曲
を
代
表

す
る
型
で
あ
り
、
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
音
楽

の
形
式

で
あ
る
。

第
六
章

「伝
承
と
変
化
」

働

古
典
本
曲
は
な
ぜ
変
化
す
る
か
。
そ
の
理
由
は
、
①
普
化
宗
で
は
尺
八
を

「講
経

に
換

へ
悟
道

を
得
る
第

一
の
法
器
」

と
し
な
が
ら
も
、
経
書
に
あ

た
る
楽
譜
を
公
的
に
記
さ
な
か

っ
た

か
ら
、
②

暗
譜
演
奏
を
第

一
義
と
し

た
か
ら
、
③
伝
承
形
態

に
複
数

の
尺
八
流
儀
が
混
交
す
る
土
壌
が

あ

っ
た

か
ら
、
④
曲

の
伝
承
経
緯
や
変
更

の
事
実
を
語
る
習
慣
が
な
か

っ
た
か
ら
、

⑤
他
の
楽
器
や
歌
詞
か
ら

の
規
定
を

受
け
な

い
独
奏
曲
だ
か
ら

で
あ
る
。

で
は
、
古
典
本
曲
の
何
が
変
わ

っ
た

か
。
①
曲
名
、
②
奏
法
、
③
旋
律
に

お
い
て
で
あ
る
。

㈲

《
鶴

の
巣
籠
》

の
例

で
は
、
時
間
的
継
承
と
地
域
的
拡
散
を
経
て
著
し
い

奏
法
変
化
を

み
た
も

の
の
、
十
八
世
紀
ご

ろ
か
ら
語
り

つ
が
れ
た

「鶴

の

巣
籠
」

と
い
う
民
間
説

話
の
ゆ
る
や
か
な
規
制
を
う
け

て
、
比
較
的
安
定

し
た

「
巣
籠
旋
律
」

の
伝
承
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
曲
名
以
外

に
、
旋

律

の
特
徴
に
よ

っ
て

「鶴
の
巣
籠
」
と
同
定
し
う
る
重
要
な
例
で
あ
る
。

つ
ぎ

の

《
薩
慈
》
《
阿
字
観
》
《
阿
字
》
は
、
古
典
本
曲
に
お
け
る
伝
承

の

複
雑
な
錯
綜
関
係
と
、

枝
分
か
れ
し
な
が
ら
楽
曲
が

生
成
さ
れ
て
い
く
経

緯
を
示
す
典
型
的
な
例

で
あ
る
。
九

州
伝
の
吹
き
方
で
も
あ
り
旋

律
種

で

も
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

「さ
し
」
か
ら
生
ま
れ
た

《
薩
慈
》
、
《
阿
字
観
》
、
《
阿

字
》
、
《
九
州
鈴
慕
》
、
《
筑
紫
鈴
慕
》
な
ど

の
楽
曲
は
、
「高
音
旋
律
」
や

「山

越

の
手
」

の
有
無
に
よ

っ
て
識
別
す

る
こ
と
が
可
能
だ
が
、

「始
ま
り
」
と

「終
わ

り
」
が

同

一
と

い
う
注

目
す

べ
き
特
性
が

あ
り
、

「さ
し
グ

ル
ー

プ
」
と
し
て
同

一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

圓

こ
の
よ
う
に
古
典
本
曲
は
、
①
曲
名

の
同

一
性

(同
名
異
曲
の
存
在
)、
②

奏

法
の
同

一
性

(流
派
様
式

・
地
方
様
式
)
に
加
え

て
、
③
旋
律
の
同

一
性

(「鶴
の

巣
籠
」
や

「虚
空
」
の
例
)、
④
旋
律
構
造
の
同

一
性
と
い
っ
た
要
素
に
よ

っ
て

グ

ル
ー
ピ

ン
グ

さ
れ

る
。
そ
し
て
あ

る
楽
曲
は
、

こ
れ
ら
複
数

の
同

一
性

グ
ル
ー
プ
に
帰
属
す
る
形
で
存
在
す
る
。

㈲

例
え
ば
琴
古
流
の

《
秋

田
菅
垣
》
は
、
琴
古
流
と
い
う
流
派
の
様
式
に
属

し
、

「秋

田
」
と

「菅
垣
」
と
い
う

二
つ
の
曲
名
グ

ル
ー
プ
に
属
す
。

「秋
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結論

田
菅
垣
」
と
い
う
曲
名

の
も

と
、
本
曲

と
し

て
は
派
手

(乱
曲
)
と
見
な
さ

れ

て
き
た
こ
の
曲
は
、

し
か
し
、
潜
在
的
に

「
鈴
慕
型
」

の
旋
律
構
造
を

も

つ
楽
曲

で
あ
る
。
曲

の
帰
属
性
は
奏
法
と

い
う
顕
在
的
に
あ
ら
わ
れ
る

特
性
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
る
が
、
旋
律
構
造

こ
そ
も

っ
と
も
変
化
を
受
け

に
く

い
も

の
で
あ
り
、
そ

の
意
味

に
お

い
て
琴
古
流
本
曲

《
秋

田
菅
垣
》

は
、
も
と
も
と
本
曲
的
な
構
造
を
備
え
て
生
ま
れ
て
い
る
。

⑯
古
典
本
曲
に
お
け
る
変
化
に
は
、

「ど

ち
ら

で
も
い
い
」

と
い
う
可
変
の
レ

ヴ

ェ
ル

の
も
の
と
、
再
び

も
と
に
戻
る
こ
と

の
で
き
な
い
不
可
逆
的
な
も

の
と
が
あ
る
。
本
来
、
数
少
な

い
旋
律

か
ら
お
お
く

の
楽
曲
が
生

み
出
さ

れ

て
き
た

の
は
、
古
典
本
曲

の
伝
承
に
お
け

る

「不
可
逆
な
変
化
」
を
固

定
化
し
て
い
っ
た
結
果
と
い
え
る
。

以
上
が
本
論
文

の
内
容
に
そ

っ
た
考
察

の
総
ま
と
め

で
あ
る
。
序
論

で
も

述

べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
は

「尺
八
古
典
本
曲
」
を
、
無
名

の
虚
無
僧
た
ち
が

吹
き
伝
え
て
き
た
日
本

の
重
要
な
音
楽
文
化
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
普
化
宗

の
脈
絡
に
お
い
て
は
、

「古

典
本
曲
」
を
音
楽
的

現
象
と
し

て
で
は
な
く
、
精

神
的

・
宗
教
哲
学
的
思
索
行
為

の
あ
ら
わ
れ
、
と
と
ら
え
る

べ
き
立
場
が
主
張

さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は

一
貫
し
て
こ
の
古
典
本
曲
を
、
担
い
手
た
ち
に

「音
楽
を
演
奏
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
な
い
に
せ
よ
、
す
ぐ
れ
て
音
楽
的

な
表
現
行
為
の
所
産
と
み
な
し
て
き
た
。

本
研
究

の
目
的
は
あ
く
ま
で

「
音
楽
」
と
し
て

の
古
典
本
曲

の
、

生
成
と

変
化
に
お
け
る

「し
く
み
」
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
「し

く

み
の
解
明
」
の
た
め
に
実
際
に
扱
わ
れ
た
素
材
は
、
古
典
本
曲
の
す

べ
て
の

楽
曲
、
す

べ
て
の
演
奏
伝
承

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
示
し
た

「思
考

の

モ
デ

ル
」
は
、
楽
曲

の
数
や
演
奏
伝
承
の
系
統
を
増
や
す

こ
と
に
よ

っ
て
揺
ら

ぐ
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

古
典
本

曲

の
伝
承
に

つ
い
て
は
、

ひ
じ
ょ
う

に
ミ
ク

ロ
な
レ
ヴ

エ
ル
に
お

け
る
奏
法

の
異
同
や
、
伝
承

の
正
統
性
に

つ
い
て
の
批
判
が

こ
れ
ま
で
た
び
た

び
な
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
も
ま
た
、
あ

つ
か
う
演
奏
資
料
に
対
す

る
批
判
を
甘

ん
じ

て
受
け
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
何
れ
の
流
派
に
も
属
さ
ず

、
何
れ

の

尺
八
家
と
も
師
弟
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す

べ
て
の
演
奏
伝
承
は
平
等

に
研
究
の
対
象
で
あ
り
、
平
等
の
価
値
を
も

つ
。

も
ち

ろ
ん
、
筆
者
に
お
い
て
も
楽
曲
や
演
奏
に
対
す

る
好

み
は
あ

る
。
も

し
、

一
番
好
き
な
曲
を
た

っ
た

一
曲
あ
げ

よ
と
い
わ
れ
れ
ば
、
《
阿
字
観
》
を

と
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
S
P
レ
コ
ー
ド
で
し
か
聞

い
た
こ
と
が
な

い
宮
川
如
山

の

《
阿
字
観
》
を
。
し
か
し

こ
れ
は
、
楽
曲

の
総
合
的
な
音
楽
性
に
対
す
る
好

み
で
あ

っ
て
、
細
か
い
演
奏
技
術
を
対
象
と
し
た
問
題
で
は
な

い
。
ま
し
て
や
、

演
奏
伝
承
を
客
観
的
基
準
に
基
づ

く
史
料
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
そ
の
史
的
価
値
と
し
て
の
正
統
性
を
論
ず
る
こ
と
は
、
筆
者
の
能
力
を
超

え
る
問
題

で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
第

一
章
第

二
節

「
問
題

の
所
在
」

で
示
し
た

テ
ィ
モ
シ
ー

・
ラ

イ

ス
の
モ
デ
ル
を
想

い
起
こ
す
と
、
ラ
イ
ス
の
い
う

「歴
史
的
構
築
」
、

「個
人

の
創
作
と
経
験
」
、

「社
会
的
維
持
」

の
三
つ
の
項
目
は
、
双
方
向

で
影
響
し
合

っ
て
い
る
。
普
化
宗
廃
止
に
よ

っ
て
絶
滅

の
危
機

に
瀕
し
な
が
ら
も
、
古
典
本

曲
が
こ
ん
に
ち
ま

で
受
け
継
が
れ

て
き
た
の
は
、
お
お
く
の
無
名
の
個
人
の
創

意

工
夫
と
、
琴
古
流
に
代
表
さ
れ
る
芸
を
維
持
す
る
組
織
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
歴
史
的
構
築
に

つ
い
て
は
、
書
記
伝
承

の
重
要
さ
に
対
す
る
認
識

が
琴
古
流

の
歴
史
に
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
完
全
と
は
い
え
な

い
ま
で
も
、
古
典

本
曲
形
成
史

の
構
築
が
可
能
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

歴
史
史
料

と
し

て
の
楽
譜

の
存
在
が
重
要
な
こ
と
は
言
を
ま
た
な

い
。
し

か
し
、
楽
譜
だ
け
が
伝
わ

っ
て
も
音
楽
は
伝
わ
ら
な

い
。
古
典
本
曲

の
伝
統
を

生
き
生
き
と
伝
え
る
た
め
に
、
演
奏

の
伝
承
が

い
か
に
重
要

で
あ
る
か
は
い
う

ま

で
も
な

い
。
本
曲

の
伝
承
は
変
わ
る
も

の
だ
、
と
い
う

の
が
本
論
文
の
根
底

に
あ
る
論
理

で
あ

る
。

し
か
し
、
だ

か
ら
と
い

っ
て

「変
え

て
も
い
い
」
、
と

主
張
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
本
曲

の

「何
が
変
わ

っ
て
き
た

の
か
」

を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
本
曲
伝
承
の
あ

る
べ
き
姿
が
浮
か

び
上
が

っ
て
く
る
は
ず

で
あ
る
。

尺
八
古
典
本
曲

の
音
楽
学
的
研
究
に
と

っ
て
不
可
欠
な
楽
譜
史
料
や
演
奏

資
料
の
公
開
事
業
が
、
尺
八

の
演
奏
や
音
楽
学
を
生
業
と
し
な

い
尺
八
愛
好
家

の
人

々
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、

「
尺
八
の
研
究
史
」
で
述

べ
た
通

り

で
あ
る
。
筆
者
を
含
め
た
音
楽
学

の
研
究
者
に
と

っ
て
、
尺
八
家
側
の
こ
う

し
た
学
問
的
研
究
に
対
す
る
理
解
と
協
力
と
寛
容
が
、
計
り
知
れ
な

い
恩
恵
を

与
え
て
き
た
こ
と
を
こ
こ
で
再
び
強
調
し

て
お
き
た
い
。
し
か
し

一
方

で
、
伝

承
者
の

一
部
に
は
、
か
た
く
な
な
正
統
論
者
と
他
者
を
認
め
な
い
排
他
主
義
者

が
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
彼
ら

の
攻
撃

の
大
半
は
、

ミ
ク
ロ

・
レ
ヴ

ェ
ル
に
お
け
る
認
識
の
相
違
に
対
し

て
お

こ
な
わ
れ
る
。
そ
れ

は
往

々
に
し

て
、

マ
ク
ロ
な
思
考

の
筋
道
を
理
解

せ
ず
、
枝
葉
末
節
に
こ
だ
わ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
自
ら

の
系
統

の
伝
承
の
み
を
正
統
と
し
、
他
の

演
奏
伝
承
や
口
頭
伝
承
を

一
方
的
に
排
斥
し
続
け
る
か
ぎ
り
、
古
典
本
曲
研
究

の
未
来
は
明
る
く
な
い
。

尺
八
古
典
本
曲

の

「社
会
的
維

持
」
は
、
演
奏

の
継
承
と
あ
わ
せ

て
、

一

般

の
研
究
者
を
育
て
る
土
壌

の
確
立
と
そ

の
維
持

で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

脈
絡
変
換
さ
れ
た
尺
八
音
楽
、
す
な
わ
ち

、
芸
能
化
さ
れ
た
尺
八
音
楽
だ

け
が

「音
楽
」
で
あ
る
と
認
識
す

る

一
般

の
音
楽
関
係
者
に
、
普
化
宗

の
脈
絡

か
ら
生
ま
れ
た
尺
八
古
典
本
曲

の
音
楽
性
が
い
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

(あ
っ
た
か
)
を
示
す
こ
と
が
、
筆
者

の
役
目
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
尺
八

演
奏
家
に
対
し

て
は
、
本
論
文
に
お
い
て
示
し
た
無
名
性
に
お
け
る
個
人
の
創

意
工
夫
や
、
琴
古
流
に
み
た
書
伝

の
重
要
性
と
あ
わ
せ
て
、
明
治
以
後

の
演
奏

伝
承
の
実
態
提
示
が
、

こ
ん
に
ち

の
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
の
尺
八
古
典
本

曲
伝
承

の
あ
り
方
に
お

い
て
、
何
ら
か

の
指
標
と
な

る
こ
と
を
願
う
。
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謝

辞筆
者

の
古
典
本
曲
研
究
に
お
け

る
さ
ま
ざ

ま
な
時
点

で
、
実
に
お
お
く
の

方
た
ち
か
ら
資
料
提
供
や
情
報
提
供

の
ご

協
力
と
、
古
典
本
曲
お
よ
び
尺
八
に

つ
い
て
の
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。

こ
こ
に
お
世
話
に
な

っ
た
尺
八
ゆ
か
り
の

方
た
ち

の
お
名
前
を
列
挙
し
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い

(敬
称
略
、
五
+
音

順
)。

青
木
鈴
慕

(二
世
)、
阿
部

華
堂
、
磯

一
光
、
磯
譲
山
、
稲
垣
衣
白
、
上
田

佳
道
、
上
田
芳
憧
、
内
山
嶺
月
、
岡
本
竹
外
、
鎌
田
嗣
良
、
川
瀬
順
輔

三

世
)、
北
原
宏
造
、
北
原
郁
也
、
小
泉
止
山
、
児
島
抱
庵
、

小
菅
大
徹
、

後
藤
清
蔵
、

小
林
西
園
、
小
俣
興
山
、

木
幡
修
介
、
木
幡
吹
月
、

小
山

峯
囎
、
小
山
豊
、
酒
井
松
道
、
酒
井
竹

翁
、
酒
井
竹
保
、
坂

口
鉄
心
、

佐
藤
鈴
童
、
下
川
龍
童
、
白
尾
國
利
、

神
如

正
、
鈴
木
多
聞
、
高
橋
空

山
、
高
橋
鉄
観
、
高
橋
呂
竹
、

塚
本
虚

堂
、
剣
虚
霧
洞
、
富
森
虚
山
、

戸
谷
泥
古
、
原

田
穂
童
、
平
住
仰

山
、

平
住
台
山
、
福
田
詔
童
、
藤
田

定
興
、
松
岡
幸

一
郎
、
松
岡
俊

二
郎
、

松
山
定
之
助
、
門

田
笛
空
、
山

上
月
山
、
山
ロ
五
郎
、
横
山
勝
也
、
芳
村
宗
心
、
和
田
真
月
。

は
か
り
い
た
だ
い
た
小
菅
大
徹
氏

(臨
済
宗
法
身
寺
住
職

虚
無
僧
研
究
会
会
長
)
に
、

篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

.最
後

に
、
筆
者
が
主
宰
す

る

「
尺
八
研
究
会
」

の
顧
問

と
し
て
、

さ
ま
ざ

ま
な
ご
助
言
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
た
山
口
修
大
阪
大
学
教
授
、
な
ら
び

に
学
問
の
方
法
論
に

つ
い
て
の
ご
教
示
を
は
じ
め
、
本
論
文

の
校
閲
を
い
た
だ

い
た
徳
丸
吉
彦
お
茶

の
水
女
子
大
学
教
授
に
は
、
心
か
ら
の
謝
意
を
申
し
述

べ

た

い
。
そ
し

て
、

「尺
八
研
究
会
」

の
共
同
研
究
者
と
し
て
、
調
査
、
講
演
、

展
示
、
実
験
演
奏
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
、
翻
訳
、
出
版
な
ど
、
長
年
に
わ
た

る
研
究
活
動

に
お
い
て
協
力
い
た
だ

い
て
き
た
志
村
哲
大
阪
芸
術
大
学
助
教
授
、

瀬
山
徹
大
阪
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
、
幸
野
智
子
大
阪
芸
術
大
学
大
学
院
研
究

員

の
各
位
に
、
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。平

成
十

一
年

(
一
九
九
九
)
九
月
二
十
五
日

謝辞

ま
た
、
本
論
文

の
重
要

な
史
料
と
な

っ
た
池
田

一
枝

の
未
公
開
譜

の
使
用

許
可
を
い
た
だ

い
た
神
如
正
氏

(如
道
会
会
主
、
琴
古
流
協
会
理
事
、
元
N
H
K

チ
ー

フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)
と
、
細
川

月
翁
ほ
か

の
史
料
使
用
に

つ
き
便
宜
を
お
と
り
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第三章 付録

三
章
付
録

琴
古
流
本
曲
曲
目

一
覧

(表

3
-
A
)
の
史
料
解
題

①
②

『琴
古
手
帳
』
(文
化
期
こ
ろ
か
)

黒
澤
家
伝
来
の
史
料
。
題
名
は
な
く
、
著
者
、
年
代
を
判
定
す
る
た
め
の
序

文
や
抜
文
も
な
い
。
大
正
八
年

四
月
に
河
本
逸
童
が
主
催
し
た

「尺
八
展
覧
会
」

の
お
り
、
黒
澤
家
の
仏
壇
か
ら
河
本
が
発
見
し
た

「縦
二
寸
横
五
寸
程
の
横
綴
の

小
手
帳
」
(塚
本

一
九
三
七
b

"
序
文
)
で
、
公
式
の
記
録
と
い
う
よ
り
は
黒
澤
琴

古
親
子
代
々
の
備
忘
録
的
な
も
の
で
あ
る
。
河
本
に
よ

っ
て
借
り
だ
さ
れ
た
原
本

は
、
未
返
還
の
ま
ま
行
方
不
明
と
な

っ
た

(藤
田
鈴

一
九
三
二

"
五
六
、
中
塚

一
九

三
三
e
"
二
七
～
二
八
)。

現
在
、
中
塚
竹
禅
が
書
写
し
た
写
本

(塚
本
虚
堂
に
よ
る
昭
和
十
二
年
一
月
日
付
け

の
序
文
)
と
、
塚
本
虚
堂
が
こ
れ
を
孔
版
印
刷
本
と
し
て
自
費
出
版
し
た
も
の

(塚

本
虚
堂
に
よ
る
昭
和
十
二
年
二
月
日
付
け
の
同
文
序
文
、
塚
本

一
九
三
七
b
)
と
が
伝
わ

る
。
写
本
の
題
籏
は
角
書
き

「
尺
八
資
料
」
の
下
に

「琴
古
先
生
手
記
」
、
そ
の

下
に
二
行
に
分
け
て

「竹
禅
居
士
写
」
、
「
(琴
古
手
帳
)
」
と
あ
る
。
孔
版
印
刷
本

の
書
名
は

『琴
古
手
帳

全
』
で
、
同
じ
く

「尺
八
資
料
」
の
角
書
き
が
付
く
。

内
容
は

「当
流
尺
八
曲
目
録
」

(①
)
、
「当
流
尺
八
曲
目
」
(曲
の
由
来
付
き
②
)
の

ほ
か
、
本
則
、
免
状
の
形
式
、
虚
無
僧
寺
、
十
七
條
の
掟
な
ど
を
雑
多
に
含
む
。

曲
目
録
お
よ
び
曲

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
『
尺
八
界
』
大
正
九
年
六
月
号
か
ら
同

年
十
月
号

(黒
澤

一
九
二
〇
)
を
は
じ
め
、
『
三
曲
』
昭
和
七
年
十
二
月
号
、
八
年

一
月
号

(藤
田
鈴

一
九
三
二
～
三
三
)、
『山
口
五
郎

琴
古
流
尺
八
本
曲
指
南
』
(平

野

一
九
九
一
二

五
)
で
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
。

な
お
本
論
文
執
筆
中

の

一
九
九
九
年

一
月
に
、
塚
本
虚
堂
に
よ
る
孔
版
印
刷

本
二
種

(塚
本

一
九
三
七
a
、
b
)
を
ま
と
め
た

『
(尺
八
資
料
)
琴
古
手
帳

(全
)

/
虚
霊
山
明
暗
寺
文
献

(全
)
』
が
、
虚
無
僧
研
究
会
に
よ
っ
て
影
印
覆
刻
さ
れ

(塚
本

一
九
九
九
)
、

一
般
利
用
者
に
と
っ
て
は
た
い

へ
ん
便
利
に
な
っ
た
。
こ

の
覆
刻
版
と
し
て
の
通
し
頁
番
号
も
あ
る
が
、
本
論
で
は
す
べ
て
、
孔
版
原
本
の

頁
数
で
出
典
表
記
し
て
い
る
。

塚
本
虚
堂
は
序
文
で

「三
代
目
黒
沢
琴
古

ノ
手
記
に
カ
N
ル
モ
ノ
」
と
し
、

ま
た
別
に

「河
本
氏
は
こ
の
手
記
は
三
代
琴
古
の
直
筆
と
鑑
定
さ
れ
て
居
ま
す
」

(塚
本
一
九
九
三

[初
出

一
九
二
三
]
　
四
二
五
)
と
し
る
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
世

琴
古

(、
一
七
七
二
～
一
八
一
六
)
が
書
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
所
載
記

事
の

「免
状
之
事
」
(塚
本

一
九
三
七
b

二

七
)
の
署
名
に

「当
流
琴
甫
」
(琴
甫

は
三
世
琴
古
)、
②

「当
流
尺
八
曲
目
」
に
琴
古

三
世
琴
古
)
・
琴
甫
の
連
署

(同

"
二

八
)、
「
不
用
椿
曲
附
」
の
最
後
に
あ
る

「右
故
実
曲
名
文
字
琴
古
琴
甫
所
持
仕
罷

在
候
事
」
(同

二
二
三
)
の
記
述
、
な
ど
か
ら
の
判
断
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し

「当
流
尺
八
曲
目
」
文
中
に
は
、

「父
琴
古
」

「師
父
琴
古
」
「祖
父
琴

古
」
の
三
通
り
の
表
現
が
あ
り
、
著
者
に
つ
い
て
の
疑
問
が
残
る
1
8
6
。

「父
琴

古
」
「師
父
琴
古
」
と
書
く
な
ら
ば
、
そ
の
著
者
は
二
世
で
あ
る
。
「祖
父
琴
古
」

な
ら
ば
三
世
で
あ
る
。

河
本
に
よ
る

「
三
代
琴
古

の
直
筆
」
と
の
鑑
定
根
拠
は
不
明
だ
が
、
少
な
く

と
も
原
本
は
複
数
の
筆
跡
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
す
れ
ば

「当
流
尺
八
曲
目
」

は
、
あ
と
の
連
署
者
、
三
世
琴
古
が
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
節
本
文
で
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
の
原
作
者
は
二
世
琴
古
で

(な
ぜ
な
ら
一二
世
作
と
い
わ
れ
る

《砧
巣
籠
》

が
な
い
)
、
池
田

一
枝
が

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』

の
す
べ
て
の
項
で
、

「
二
代

目
琴
古
よ
り

一
枝

へ
申
伝
候
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
三
世
も
ま
た
二
世
か
ら
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申
し
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
期
的
に
は

二
世

の
存
命
中
に
三
世
が
書
い
た

と
考
え
ら
れ
、
「父
琴
古
」
「師
父
琴
古
」

の
表
記
は
、

「父
」
が
初
世
と
二
世
の

二
通
り
を
意
味
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

中
塚
竹
禅

の
写
本
の
順
序
が
原
本
ど
お
り
だ

っ
た
と
す
れ
ば
、
著
者
に
関
す

る
疑
問
は
こ
の

「
当
流
尺
八
曲
目
」
の
み
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「免
状
之
事
」

は
二
世
か
ら
の
継
承
ご
と
と
し
て
三
世
の
名

(琴
甫
)
で
し
る
し
た
と
解
釈
さ
れ
、

最
後
の
記
事

「不
用
椿
曲
附
」
の
内
容
は
⑰

『兎
園
小
説
』
(
一
八
二
五
年
)
に
類

似
し
て
し
て
い
て
、
年
代
的
に
三
世
が
単
独

で
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。結

論
的
に
、
『
琴
古
手
帳
』
全
体
を
書
い
た
の
は
三
世

で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容

は
二
世
か
ら
の
伝
聞
か
、
二
世
の
書
き
留
め
た
メ
モ
を
も
と
に
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
二
世
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
が
多
い
。
三
世
が
新
た
に
加
筆
し
た
部
分
を
含

め
て
、
初
世

の
活
躍
し
た
明
和
期

(
一
七
六
四
～

一
七
七
二
)
か
ら
三
世
の
没
し
た

文
化
十
三
年

(
一
八

=
ハ
)
ま
で
の
、
尺
八
界
に
お
け
る
社
会
通
念
と
し
て
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
書
か
れ
た
年
代
は
、
文
化
十
三
年
ま
で
の
文
化
期

(
一

八
〇
四
～

一
八

一
八
)
ご
ろ
、
と
推
定
さ
れ
る
。

①
と
②

の
顕
著
な
違
い
は
、
①
が
純
粋
に
曲
目
録
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、

②
は
曲
の
由
来
や
制
定
の
経
緯
-
8
7
が
し
る
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
総

曲
数
と

「裏
」
の
曲
目
に
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
塚
本

一
九
九
九
の
巻
末
解
説
で

小
菅
大
徹
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
塚
竹
禅
筆
写
版
の
①

の
頭
書
に

「琴
古

手
帖
ヨ
リ
抜
粋
整
理
」
と
あ
り
、
『
尺
八
界
』
(黒
澤

一
九
二
〇

(1
0
9
号
)
二

〇

～

一
一
)
と
比
較
し
て
確
か
に
省
略
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
①
に
関
し
て
は
、

塚
本

一
九
九
九
の
巻
末
解
説
に
引
用
さ
れ
た

『
尺
八
界
』
掲
載
版
を
あ
わ
せ
て
参

照
す
る
必
要
が
あ
る

(『尺
八
界
』
の
原
本
は
入
手
困
難
)。

塚
本
の
序
文
に
よ
る
原
本
の
体
裁
は
縦
二
寸
、
横
五
寸
ほ
ど
の
横
綴
小
冊
子
。

③

「当
流
尺
八
曲

目
」

黒
澤
家
所
伝

の
史
料
。
年
代
不
明
。

四
代
目
琴
古

(?
～

一
八
六
〇
)
筆

の
曲

目

録
。

小
奉
書
横

二

つ
折
。

『
三
曲

』
昭
和

八
年
十
月
号

(中
塚

一
九
三
一二
e

"
二
七

～
二
八
)
で
翻
刻
紹

介
さ
れ
た
。

「裏
」

の
曲
数
、
曲
目
は
①

と
②

を
足
し
た
か
た

ち

で
あ
る
。
こ
こ

で
よ
う
や
く
、
曲
目
録
と
し

て
定
着
し
た
感
が
あ

る
。

④

『尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
』
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)

お
き
の
り

肥
後
熊
本
細
川
家
の
支
藩

で
あ
る
宇
土
細
川
家
六
代
目
藩
主
、
細
川
興
文

(月

翁

竹
号
来
鳳

、一
七
二
一二
～
一
七
八
五
)
の
尺
八
史
料

(月
翁
史
料
目
録
番
号
二
)
。
小

菅
大
徹
が

「琴
古
流
関
係
の
本
曲
古
譜
本
に
つ
い
て

(五
)
」
(小
菅

一
九
九
〇
b

"

六
七
、
七
二
～
七
六
)
に
、
写
真

・
翻
刻

・
解
説

つ
き
で
紹
介
し
て
い
る

(た
だ
し
、

最
後
の
條
が
翻
刻
で
は
脱
落
)
。
こ
の
文
書
は
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
八
月
、
黒

澤
幸
八
琴
古
よ
り
蕪
月
尊
翁
御
用
人
玉
崎
恵

一
右
衛
門
、
芦
田
十
左
衛
門
宛
に
書

か
れ
た
尺
八
曲
目
で
、
署
名

の
琴
古
は
二
世
琴
古
、
宛
先
の
蕪
月
尊
翁
は
月
翁
の

こ
と
で
あ
る
。
琴
古
の
直
筆
で
は
な
い
が
、
朱
印
は
二
世
琴
古
の
も
の
と
の
こ
と

で
あ
る

(小
菅

一
九
九
〇

"
七
五
)。

『琴
古
手
帳
』
の

「当
流
尺
八
曲
目
」
と
の
異
同
は
、
《
鈴
慕
》
が

《
恋
慕
》
、

《
葦
草
》
が

《
居
草
》
で
あ
る
こ
と
の
み
。
曲
目
は
表
十
八
曲
し
か
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
神
家

の
池
田

一
枝
史
料

の
場
合

(前
節
)
と
こ
と
な
り
、
も
と
も
と
前

半
し
か
伝
授
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

「十
八
曲
修
了
日
覚
書
」
な
ど
の
他
の
月
翁
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第三章 付録

史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
表
十
八
曲
目
の
後
に
書
か
れ
た
文
言
は
、
『
琴

古
手
帳
』
の

「当
流
尺
八

一
道
之
事

十
八
條
口
伝
」
(塚
本

一
九
三
七
b

"
二
～

三
)
お
よ
び

「免
許
状
」
(同

"
四
)
と
、
わ
ず
か
な
異
同
を
除
い
て
同
文
で
あ
る

(第
二
章
第
二
節
注
5
3
参
照
)
。

『
尺
八
曲
目
ケ
條
之
書
』
の
月
翁

の
写
し
が
別
に

一
巻
あ
り

(月
翁
史
料
目
録
番

号
九
)、
十
八
條
に

つ
い
て
は

一
條
ご
と
に
解
説
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
紙
片
が

張
り

つ
け
て
あ
る
。
あ
る
い
は
琴
古
か
ら
直
接
受
け
た
口
伝
か
と
思
わ
れ
、
そ
の

内
容
は
他
に
類
例
な
く
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。

小
菅
大
徹

の
紹
介
に
よ
る
体
裁
は

一
巻
、

一
八
○
㍉
×
二
一
一八
○
㍉
。

⑤

『
尺
八
唱
歌
目
録
』
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)

山
田
弁
蔵

(如
童
)
が
琴
古
の
名
で
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)、

「両
寺
御
番
所

吹
合

尺
八
指
南
折
原
覚
兵
衛

別
号
覚
融
子
に
与
え
た
尺
八
本
曲
譜
。
旧
蔵
者

ち
ゅ
う
か

滝
川
中
和

(
一
八
五
五
～

一
九
三
三
ご
ろ
)、
現
所
蔵
者
及
川
尊
雄

。
小
菅
大
徹
が

「琴

古
流
関
係

の
本
曲
古
譜
本
に

つ
い
て

(
一
)
～

(三
)
」

(小
菅

一
九
八
八
、

一
九
八

し
ら
べ

九
a
、
b
)
に
影
印

・
解
説

つ
き
で
紹
介
し
て
い
る
。
曲
数
は
表
十
五
曲
と

「
調
」

三
曲
だ
が
、
内
容
は
⑦

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
に

一
致
す

る
の
で
、

一
閑

流
の
譜
本
と
い
え
る
。
後
半
部
分
は
余
人
の
手
に
渡

っ
た
ら
し
い
。

如
童
琴
古
譜
は
別
に
川
瀬
順
輔
所
蔵
の
文
政
七
年
版

(九
曲
)
が
あ
り
、
こ
れ

を
中
塚
竹
禅
が

『
三
曲
』
昭
和
八
年
六
月
号
で
、
楽
譜
八
曲
を
省
い
て
翻
刻
紹
介

し
て
い
る
(中
塚

一
九
三
一二
c
)。
山
田
弁
蔵
は

一
閑
流

の
池
田

一
枝

の
弟
子
で
、
三

世
琴
古

(.
一
七
七
二
～

一
八
一
六
)
の
没
後
、
文
政
七
年
十
月
に
、

「
一
月
禅
寺
鈴

法
禅
寺
両
御
番
所
吹
合
、
尺
八
指
南
山
田
弁
蔵
別
号
如
童
、
如
童
改
別
号
琴
古
」

(川
瀬
所
蔵
譜
)
を
、
さ
ら
に
同
九
年
三
月
に
は

「
一
月
禅
寺
鈴
法
禅
寺
両
御
番
所

吹
合
頭
取
役
、
尺
八
指
南
山
田
弁
蔵
別
号
琴
古
」
(及
川
所
蔵
譜
)
を
名
の
っ
て
い

か
い
じ
ょ
う
ほ
ヒひ
し

る
。
こ
の
琴
古
名
の
使
用
に
た
い
し
て
久
松
風
陽
が
、
手
記
の

「海
静
法
語
」
(
一

八
三
八
年
)
で
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
は
第
二
章
第

一
節
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。小

菅
大
徹
の
紹
介
に
よ
る
体
裁
は
縦

一
八
9
㍉
、
厚
さ

一
四
㍉
、
表
紙
布
貼
、

片
面
折
本
二
冊
。

⑥

『
尺
八
伝
書
』

一
冊
、

一
八
二
六
年

両
本
寺
免
許
の
岩
橋
主
馬

(竹
名
如
木
)
が
、
文
政
九
丙
戌
年

(
一
八
二
六
)
に
、

竹
弟
の
雄
政
子
に
与
え
た
譜
。
如
木
は
山
田
如
童
と
同
系
列
か
と
思
わ
れ
る
が
、

表
曲
、
裏
曲
か
ら
任
意
に
選
曲
さ
れ
た
十
二
曲

(お
そ
ら
く
伝
曲
の
一
部
)
の
曲
順
.

お
よ
び
曲
名
表
記
に
は
か
な
り
異
同
が
あ
る
。
指
使
い
や
技
法
を
表
す
情
報
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
他
の
史
料
と
比
較
し
て
か
な
り
異
質
な
存
在
で
あ
る
。

⑦

『
一
閑
流
尺
八
本
曲
譜

全
』
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)

弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
に
、

一
月
寺
鈴
法
寺
両
本
山
吹
合
の
清
埜
右
門
別
号
淡

水
が
、
鈴
木
誠
軒
別
号
看
水
子
に
与
え
た
譜
。
淡
水
は
信
州
の
人
と
い
う
。
《
堺

獅
子
》
を

《
獅
子
吼

(栄
獅
子
ト
モ
)
》
と
い
い
、
《
吉
野
》
を

《
善
哉
》
、
《
伊
豆
》
.

を

《
意
子
》
と
い
う
と
こ
ろ
は
⑰

『
兎
園
小
説
』
に
似
て
い
る
。
《
砧
巣
籠
》
を

欠
い
た
三
十
五
曲
に

「調
」
の
三
曲
を
加
え
た
全
三
十
八
曲
を
掲
載
す
る
。
明
治

三
十
年

(
一
八
九
七
)
に
、
岩
津
庄
兵
衛
の
編
集
兼
発
行
で
東
京

"

愛
知
堂
本
店

よ
り
発
売
さ
れ
た
影
印
本
が
流
布
す
る
。
な
お
、

『
三
曲
』
昭
和
十

一
年

一
月
号
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に
、
重
信
大
道
が

「最
古

の
尺
八
本
曲
楽
譜
」
と
題
し
て
楽
譜
以
外
の
部
分
を
翻

刻
紹
介
し
て
い
る

(重
信

一
九
三
六
)。

神
如
道
所
蔵
本
は

一
冊
、
縦

一
八
○
㍉
横

一
二
〇
㍉
。

⑧

『法
器
尺
八
譜
』
文
久
元
～
二
年

(
一
八
六

一
～
六
二
)

久
松
風
陽
の
門
人
、
吉
田

一
調

(
一
八

一
二
～
一
八
八

一
)
筆
の
楽
譜
。
長
崎

の

佐
藤
鈴
童
所
蔵

(舅
の
清
田
章
童
旧
蔵
)
の
正
本
と
清
田
写
本
、
大
阪
の
琴
古
流
美

風
会
宗
家
蔵
本

(佐
藤
晴
美
旧
蔵
)
、
大
阪
の
門
田
笛
空
蔵
本
の
四
種
が
伝
わ
る
。

旧
清
田
章
童
蔵
版
の
正
本
と
清
田
写
本
は
、
寸
分
た
が
わ
ぬ
同
本
で
あ
る
。
門
田

笛
空
蔵
本
は
三
十
四
曲
と
曲
数
が
少
な
く
、
内
容
に
つ
い
て
は
旧
佐
藤
晴
美
蔵
本

と
と
も
に
未
調
査
で
あ
る
。
以
下
、
旧
清
田
章
童
蔵
版
の
正
本

・
写
本
を
、
筆
者

が
現
所
有
者
か
ら
調
査
し
た
情
報
、
お
よ
び
同
者
の
許
可
を
得
て
撮
影
し
た
現
物

写
真
資
料
に
そ
っ
て
解
説
す
る
1
8
8
。

文
久
辛
酉
の
冬

(
一
八
六
一
年
)
と
い
う
久
松
風
陽
の
序
文
、
表
3
⑧

の
ω
～
3

3
の
楽
譜

(都
合
曲
数
二
十
八
曲
と
な
っ
て
い
る
が
、
×
印
を
つ
け
た
二
曲
は
楽
譜
が
欠
落
、

ま
た
、
目
録
に
な
く
楽
譜
の
あ
る
曲
が
四
曲
あ
る
た
め
曲
数
は
合
わ
な
い
)、
調
子
論
、
3

4
～
3
6
の
楽
譜
、
同
じ
く
文
久
元
辛
酉
の
年
号
を
記
し
た
践
文
と
続
き
、
さ
ら

に
補
足
と
み
ら
れ
る
秘
曲
三
曲

《
雲
中
群
鶴
》
、
《
平
調
虚
空
》
、
《盤
渉
菅
垣
》
ほ

か
の
楽
譜
を
記
し
た
の
ち
、

二
度
目
の
践
文
が
あ
り

「文
久
二
壬
戌
年

(
一
八
六

二
)
仲
秋
初
六
日
、
清
風
軒
吉
田

一
調
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
ま
た

《
鶴

巣
籠
》
、
《
清
風
調
》
、
《
再
改
清
風
駒
調
》

の
三
楽
譜
が
あ
る
が
、
あ
と
の
二
曲
は

朱
の
×
印
で
消
さ
れ
て
い
る
。

清
田
写
本
は
昭
和
五
年

四
月
、
清
田
章
童
に
よ
っ
て

一
点

一
書
に
い
た
る
ま

で
克
明
に
手
写
さ
れ
た
も
の
。
書
体
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
抹
消
、
書
き
損
じ
や

虫
食
い
の
と
こ
ろ
ま
で
寸
分
違
わ
ず
写
さ
れ
、
ま
さ
に
原
本
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の

で
き
ば
え
で
あ
る
。
こ
の
清
田
写
本
を
も
と
に
、
中
塚
竹
禅
が

『
三
曲
』
昭
和
八

年
十

一
月
号
で
楽
譜
を
除
く
す
べ
て
を
翻
刻
紹
介
し
て
い
る

(中
塚

一
九
三
一一了

…

二
七
～
三

一
)
。
清
田
は
こ
の
写
本
の
空
白
に

「該
譜
本
ハ
左
記
諸
氏

二
高
覧
ノ
栄

ヲ
得
タ
リ
」
と
し
て
人
名
と
日
付
を
記
録
し
て
い
る
が
1
8
9
、

こ
れ
を
見
る
と
中

塚
竹
禅
は
八
年
の
四
月
に
借
り
だ
し
て
、
十

一
月
に
紹
介
し
た
こ
と
に
な
る
。
久

松
風
陽
の
序
文
、
吉
田

一
調
の
調
子
論
、
同
じ
く

一
調
作
曲

の
秘
曲
三
曲
楽
譜
な

ど
、
興
味
深
い
記
述
が
多
い
が
、
楽
譜
部
分
の

一
般
利
用
は
む
ず
か
し
い
。

佐
藤
鈴
童
所
蔵

の
体
裁
は
、
両
面
折
本

一
冊
、
縦
三
四
七
㍉
横

一
二
五
㍉
厚

さ
二
八
㍉
、
表
裏
と
も
紙
張
板
。

⑨

『洞
箭
譜

一
、
二
』
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)

吉
田

一
調
の
門
人
、
森
本
逸
調
の
琴
古
流
本
曲
譜
。
両
面
折
本

一
冊
。
こ
れ
も

所
有
者

・
佐
藤
鈴
童
の
許
可
を
得
て
筆
者
が
撮
影
し
た
写
真
資
料
を
も
と
に
解
説

す
る
。
こ
の
譜
本
に

「尺
八
長
者
吉
田

一
調
門
生
」
、

「明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)

や
　
つ
　
げ
つ
ざ
ん

二
月
奥
免
許
」
と
あ

る
が
、
山
上
月
山

(
一
九
〇
八
～

一
九
九
七
)
作

の
系
譜

(出
井

さ
か
き
い
っ
ち
ょ
う

ほ
か

一
九
八
四

…
=
ハ
八
)
で
は
、
吉
田

一
調
ー
彰
城
逸
調

(
二
代

一
調
)
1
森
本

逸
調
と
な
っ
て
い
る
。
表
の
題
籏
は
左
上
に

「洞
籍
譜

一
」
、
右
下
に

「榮
調
子
」
、

裏
の
題
籏
は
同
じ
く
左
上
に

「
洞
箒
譜
二
」
、
右
下
に

「榮
調
子
」
と
あ
る
。
長

崎

の
佐
藤
鈴
童
所
蔵

(舅
の
清
田
章
童
旧
蔵
)
。
清
田
章
童
は
三
世
荒
木
古
童
門
人

の
小
川
楠
童
、
お
よ
び
彰
城
逸
調
の
弟
子
。
琴
古
流
川
瀬
派
と
の
つ
き
あ
い
も
あ

り
、
人
脈
広
く
調
査
研
究
熱
心
な
学
究
肌
の
尺
八
家
で
あ

っ
た
。
こ
の
森
本
逸
調
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譜
は
、
地
方
伝
承
の
琴
古
流

一
調
系
の
本
曲
譜
と
し
て
興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
楽
譜
と
し
て
こ
れ
を
選
択
し
た
が
、
こ
の
レ
ヴ

ェ
ル

の
楽
譜
は
ま
だ

た
く
さ
ん
個
人
所
蔵
で
残

っ
て
い
る
。

⑩

『
琴
古
流
尺
八
本
曲
窯
盃
旧
』
昭
和
三
～
四
年

(
一
九

二
八
～
二
九
)
[

三
浦
琴
童

(
一
八
七
五
～

一
九
四
〇
)
に
よ
る
琴
古
流
本
曲
譜
。
乾

・
坤

二
冊
。

現
在
の
代
表
的
琴
古
流
演
奏
家
、
山
口
五
郎

(
一
九
三
=
了

一
九
九
九
)、
二
世
青
木

鈴
慕

(
一
九
三
五
～
)
、
横
山
勝
也

(
一
九
三
四
～
)
ほ
か
が
こ
の
譜
を
使
用
し
て
い

る
。
題
籏
は
右
肩
に
小
さ
く

「
三
浦
琴
童
先
生
着
拍
子
、
記
号
附
」
と
あ
り
、

一

冊
目
は

「琴
古
流
尺
八
本
曲
譜

乾
」、
二
冊
目
は

「同
文

坤
」
。
乾
の
序
文
が

昭
和
三
年
春
、
坤
の
序
文
が
同
四
年
春
。
坤

の
巻
末
奥
書
に

「昭
和
四
年
五
月
二

十
五
日
印
刷
、
著
作
兼
発
行
代
表
者

琴
童

三
浦
純

一
」
と
あ
る
。

山
上
月
山
所
蔵

の
原
本
に
は
、
乾

の
末
尾
に

「於

昭
和
三
年

東
京

小
石

川

山
上
月
山
」、
坤
の
末
尾
に

「於

昭
和
四
年

東
京
小
石
川

山
上
月
山
」

の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
年
に
わ
た
り
発
売
さ
れ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、

乾
の
巻
末
奥
書
は
な
い
。
坤
の
序
文
末
に

「解
説
は
乾
巻
に
あ
り
」
と
し
る
す
が

山
上
蔵
本
に
そ
れ
は
な
く
、
筆
者
所
有
の
コ
ピ
ー
で
は
、
坤
巻
末
尾
に
解
説
が
付

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
上
蔵
本
の
乾
巻
が
㎝
…
《
巣
鶴
鈴
慕
》

で
終
わ

っ
て
い
る

の
に
対
し
、
筆
者
所
有

の
コ
ピ
ー
で
は
⑦①

《
巣
鶴
鈴
慕

の
》
あ
と
に

「以
上
表
曲

終
、
以
下
裏
曲
」
と
二
行
に
記
し
た
の
ち
、
《
三
谷
菅
垣
》
、
《
下
野
虚
霊
》
、
《
目

黒
獅
子
》

の
三
曲
を
入
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
同
じ
日
付
で
複
数
回
数
印
刷
さ
れ

た
時
の
異
同
か
と
思
わ
れ
る
。

三
浦
琴
童
は
二
世
荒
木
古
童

(
一
八
二
一二
～

一
九
〇
八
)
の
門
人
。
『
俗
楽
旋
律
考
』

の
著
者
で
琴
古
流
点
附
式
リ
ズ
ム
表
記

の
考
案
者
上
原
虚
童

(本
名
六
四
郎
。

一
八

四
八
～
一
九
一
三
)、
初
世
川
瀬
順
輔

(
一
八
七
〇
～
一
九
五
九
)、
三
世
荒
木
古
童

(
一

八
七
九
～

一
九
三
五
)
ら
と
は
同
門
で
あ
る
。
川
瀬
が
主
と
し
て
外
曲
譜
の
発
行

に
力
を
注
い
だ
た
め
、
本
曲
は
三
浦
と
の
定
評
高
く
、
川
瀬
門
の
山
口
四
郎

(
一

八
八
五
～
一
九
三
七
、
山
口
五
郎
の
父
)
や
初
世
青
木
鈴
慕

(
一
八
九
〇
～

一
九
五
五
、
二

世
青
木
鈴
慕
の
父
)
を
は
じ
め
、
多
く
が
本
曲
を
三
浦
に
師
事
し
た
。
現
行
譜
の
代

表
と
し
て
三
浦
琴
童
譜
を
あ
げ
る
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
。

琴
古
流
本
曲
曲
目

一
覧

(表

3
-
B
)

の
史
料
解
題

⑪
黒
澤
琴
古
署
名
の
譜

前
半
五
枚
が

「虚
無
僧
拾
七
ヶ
条
之
事
」、
後
半
九
枚
が
譜
本
。
最
後
の

一
枚

に
旧
蔵
者
と
思
わ
れ
る

「嘉
永
四
亥
年

(
一
八
五

一
)
写
之

吉
澤
完
蔵

別
号

五
竹
」
の
署
名
が
あ
る
。
「表
拾
八
曲
目
奥

口
伝

黒
澤
琴
古
」
と
あ
る
だ
け
で
、

日
付
も
な
く
、
譜
字

へ
の
書
き
込
み
情
報
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
曲
名
、
曲
順
の
比

較
対
照
資
料
に
は
な
る
が
、
史
料
的
価
値
に

つ
い
て
は
判
断
不
能
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
小
菅
大
徹
が

『
一
音
成
佛
』
第
十
八
号
で
影
印
紹
介
し
て
い
る

(小
菅

一

九
八
九
c
)
。
縦
二
四
〇
㍉
横

一
五
〇
㍉
。

⑫
月
翁
史
料

「唱
歌
帖
」
の
目
録
部
分

④
で
紹
介
し
た
月
翁
史
料
の
ひ
と
つ

(月
翁
史
料
目
録
番
号
六
)
。

つ
ぎ

の
⑬
と
合
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わ
せ
て

一
帖
。
小
菅
大
徹
が

『
一
音
成
佛
』
第
二
十

一
号
に
影
印

・
翻
刻

・
解
説

つ
き
で
紹
介
し
て
い
る

(小
菅

一
九
九
一
"
四
二
～
六
四
)
。
「唱
歌
帖
」
は
小
菅
の

命
名
に
よ
る
も
の
で
、
原
本
は
無
題
。
縦

一
五
七
㍉
横
二
二
〇
㍉
。
冒
頭
に

「尺

八

竹
名

来
鳳
君
よ
り
伝
置
候

宇
土
六
代
目
豊
前
守
興
文
主

江
戸

一
月

寺

鈴
法
寺

日
本
指
南
所
本
也
」
、
「来
鳳
子
覚
書
左
之
通
」
と
あ
り
、
別
筆
の

書
き
込
み
と
し
て

「来
鳳
源
細
川
主
殿
興
秀
事
ハ
認
メ
置
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

小
菅
に
よ
れ
ば
、
⑫
⑬

の
著
者
は
月
翁
で
は
な
く
、
月
翁

の
四
男
興
章

の
長
男
興

秀

(竹
号
を
来
鳳
と
継
承
)
と
い
う

(同

"
六
三
)
。
そ
の
情
報
か
ら
推
定
し
て
、

一

八
二
〇
年
ご
ろ
の
筆
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

表
に
は
記
入
し
な
か

っ
た
対
応
不
可
能
な
曲
名

(あ
る
い
は
重
複
曲
名
)
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。
《陣
中
コ
ク
ウ

(シ
ン
チ
ウ
)
》
、
《
東
レ
ン
ホ

(ア
ズ

マ
)
》
、

《
曙
巣
籠

(ア
ケ
ホ
ノ
ス
コ
モ
リ
)
》
、
《
打
替

(ウ
チ
カ

エ
)》
、
《
雲
井
曲

(ク
モ

イ
キ
ョ
ク
)》
竹
長
短
吹
合
、
《
曙
曲

(ア
ケ
ホ
ノ
キ
ョ
ク
)》
同
断

《
乱
シ
＼
》
、

《
九
州
獅
子

(キ

ュ
ウ
シ

ュ
ウ
シ
＼
)
》
、
《
替
コ
ク
ウ

(カ
ワ
リ
)
》、
《
羅
風
ス
カ

＼

キ

(ラ
フ
ウ
)
》
浅
草
秋
田
ト
モ
、
《
寄
袋

(ウ
タ
フ
ク
ロ
)》
、
《
駿
河
コ
ク
ウ

(ス

ル
カ
)》
、
《
π
音
レ
ン
ホ

(カ
リ
カ
ネ
)
》
、
《
雲
井
巣
籠
》
△
外
ハ
デ
ノ
ス
コ
モ
リ

ト
申
と
ア
リ

面
白
ク
吹
ヤ
ス
ク
事
、
《帰
雁

コ
ク
ウ

(カ
リ
カ
ネ
)
》
、
《
呼
子
鳥

(ヨ
フ
コ
ト
リ
)
》
、
《
コ
ク
ウ
吹
替
》
、
《
伴
式

(
ハ
ン
シ
キ
)》
。
こ
こ
ま
で
が

「合

右
三
十
三
曲
極
秘
事
と
四
拾
四
曲
有
之
也
」
で
、
外
に
二
上
リ
と
三
下
リ
の

《
レ

ン
ホ
》
、
《
コ
ク
ウ
》
、
《
ス
カ

、
キ
》
お
よ
び
、
《
六
段
》
の
名
を
記
す
。
《
六
段
》

に
は
、
「
同
琴
同
三
味
線
合
申
奥
々
控
置
事
」
の
注
書
き
が
あ
る
。
そ
の
他
、
古

伝
本
手
や

《
鳳
将
雛
》
の
解
説
、
外
曲

の
語
の
使
い
方
な
ど
に
興
味
深
い
記
述
あ

り
。
以
下
⑬
に
続
く
。

⑬
月
翁
史
料

「唱
歌
帖
」
の
楽
譜

⑫

の
続
き

で
、
月
翁
の
孫
、
細
川
興
秀
筆
の
楽
譜
と
推
定
さ
れ
る

(月
翁
史
料

目
録
番
号
六
)。
⑫
と
同
様
小
菅
大
徹
が
影
印
に
て
紹
介
し
て
い
る

(小
菅

一
九
九

=

四
七
～
六
二
)
。
《
琴
六
段
》
に

「
一
枝
手

つ
け

三
弦
と
も
胡
弓
と
も
み
な

み
な
す
り
違
ひ
合
せ
申
し
候
事
」
と
あ
り
、
楽
譜

の
あ
と
に
再
び

「右
は
琴
三
弦

胡
弓
み
な
み
な
す
り
違
ひ
合
工
夫

一
枝
印
」
と
な

っ
て
い
る
。

⑭
北
越
月
潟
二
川
問
答

『虚
無
僧
法
式
』
(岩
瀬
文
庫
)
所
載
の
問
答
形
式

の
法
式
。
新
潟
県
南
蒲
原
郡

下
田
村
中
野
原
に
あ
っ
た
秀
峰
山
明
暗
寺
関
係
の
記
録
と
み
え
る
。
年
代
は
な
い

が
、
ひ
と
つ
前
の
記
録
が
明
和
五
年

(
一
七
六
八
)
、
後

の
記
録
が
安
永
三
年

(
一

七
七
四
)
、
最
後

の
日
付
が
文
化
九
年

(
一
八

一
二
)
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
和

か
ら
安
永

(
一
七
六
四
～

一
七
八

一
)
の
中
間
の

一
七
七
〇
年
ご
ろ
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
問
答
は
六
あ
り
、
そ

の
ひ
と

つ
、

「竹

の
吹
方
手
数
何
程
御
座
候
哉
」

の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て

「二
十
三
曲
御
座
候
。
左
の
通
」
と
し
て
表
に
掲

げ
た

二
十
三
の
曲
名
を
あ
げ

て
い
る
。
同
音
異
字
の
実
例
と
し
て
の
興
味
と
、
琴

古
流
に
近
い
曲
名
が
新
潟
と
い
う
地
方
に
あ

っ
た
こ
と
に
お
い
て
興
味
深
い
。
な

さ
ん
や

れ
い
ぼ

お
、
現
行
の
越
後
明
暗
寺
所
伝
曲
は

《
越
後
三
谷
》
と

《
越
後
鈴
慕
》
だ
け
で
、

こ
こ
に
あ
る
曲
名
は
現
在
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
こ
の
史
料
に

つ
い
て
は
、
『
尺
八

の
歴
史
』
(上
野

一
九
八
三

　

二
八
三
)
と

『
塚
本
虚
堂
集

古
典
尺
八
及
び
三
曲

に
関
す

る
小
論
集
』
(塚
本

一
九
九
三

[初
出

一
九
七
五
]
"

三
七

一
-
三
七
二
)
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
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⑮

『
尺
八
唱
歌
譜
』
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)

宮
地

一
閑
お
よ
び

二
世
琴
古

(
一
七
四
七
～

一
八
=

)
の
門
弟
池
田

一
枝

(
一
七

五
八
～
?
)
が
、
寛
政
九
年

(
一
七
九
七
)
に

「来
鳳
」

(細
川
興
秀
)
の
た
め
に
書

い
た
楽
譜
。
つ
ぎ

の
⑯
を
は
じ
め
、
他
の
記
録
で
は

「仙
助
」
だ
が
、
こ
こ
で
は

「尺
八
指
南

池
田
千
助

竹
名

一
枝
」
と
あ
る
。
表
十
八
曲

の
曲
名
は
①
②
『
琴

古
手
帳
』
と
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
曲
名
の
用
字
法
、
曲
順
は
む
し
ろ
⑫
細
川
興

秀
の

「唱
歌
帖
」
に
似
る
。
裏
十
七
曲
は
そ
ろ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に

他
に
は
な
い
曲
譜
六
曲
を
表
3
の
末
尾
に
掲
載
す
る
。

⑯

『
尺
八
琴
古
流
手
続

乾
』
文
政
五
年

(
一
八
ニ
ニ
)

(附

…

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
文
政
六
年

=

八
二
三
])

池
田

一
枝

(仙
助
)
が
、
文
政
五
年

(
一
八
二
二
)
に
泉
州
岸
和
田
藩
の

一
呂
子

に
与
え
た
、
未
公
開
の
琴
古
流
本
曲
譜
。
現
所
有
者

の
神
如
正
の
好
意
に
よ
り
、

す
べ
て
を
撮
影
す
る
許
可
を
得
て
入
手
し
た
写
真
資
料
を
も
と
に
解
説
す
る
。
翌

年
の
文
政
六
年
に
書
か
れ
た

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
も

一
呂
子
宛
で
、
こ
れ

ら
は
補
完
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
冒
頭
に

「尺
八
裏
表
三
拾
五
曲
目

録

上
ノ
巻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
下
ノ
巻
が
存
在
し
た
は
ず
だ
が
、

『尺
八
琴
古
流
手
続

坤
』
と
と
も
に
神
家
に
は
な
い
。
『
琴
古
流
手
続

上
ノ

巻
』
は
表
3

「琴
古
流
本
曲
曲
目

一
覧
」
に
あ
げ

て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
書
か
れ

た
曲

の
由
来
が
②

『
琴
古
手
帳
』
と
基
本
的
に
同

一
内
容
な

の
で
-
9
0
、
参
考
と

し
て

一
緒
に
解
説
す
る
。

『
尺
八
琴
古
流
手
続

坤
』
お
よ
び

『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
の
十
八
曲

の
曲
名
、
曲
順
は
①
②

『琴
古
手
帳
』
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し

『尺
八
琴
古
流

手
続

坤
』
に
あ
げ
た
曲
名
異
文
字
は
、
つ
ぎ
の
⑰
に
酷
似
す
る

(後
述
)
。
②
に

書
か
れ
た
伝
承
由
来
と

『琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』
と
の
異
同
点
は
、
「父
琴
古
」

「師
父
琴
古
」
「祖
父
琴
古
」
が
す
べ
て

「元
祖
琴
古
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
「
二

代
目
琴
古
よ
り

一
枝
江
」
と
い
う
記
述
が
必
ず
入

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『琴

古
手
帳
』

の
内
容
を
補
完
す
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
『
琴
古
流
手
続

上
ノ
巻
』

は
神
如
正
が

『
一
音
成
佛
』
第
二
十
五
号
で
、
楽
譜
を
除
い
て
全
文
を
翻
刻
紹
介

し
て
い
る

(神
如
正

一
九
九
五

　
二
～
七
)
。
宮
地

一
閑
と
二
世
琴
古
の
両
者
に
師

事
し
た
池
田

一
枝
の
楽
譜
は
、

一
閑
流
と
琴
古
流
の
枝
分
か
れ
関
係
を
考
察
す
る

史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
『
尺
八
琴
古
流
手
続

坤
』
の
最
後
に

「表
十
八
曲
終

裏
十
七
曲
者

下
ノ
巻

二
記

六
十
五
翁

一
枝
謹
書

一
呂
子

尺
八

一
枝
風
唱
歌
上
ノ
巻
」

と
あ
る
。
こ
の

「風
唱
歌
」
と
は
、
田
辺
尚
雄
が

「
一
閑
流
を
開
い
た
宮
地

一
閑

の
高
弟
に
は
池
田

一
枝
が
あ
り

(
一
枝
は
後
に
、
二
代
琴
古
に
も
師
事
し
た
と
い

ふ
)
、
『
風
唱
歌
』
を
著
は
し
て
名
高
い
」
(田
辺

一
九
五
四

二

一三
二
)
と
書
い
た

も
の
と
同
じ
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
田
辺
が
神
家
史
料
と
対
に
な

る
下
ノ
巻

(坤
)
を
所
持
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
と
は
別
に
、

一

枝
の

『
風
唱
歌
』
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
三
十
七
年
に
開
催
さ
れ

た

「東
洋
音
楽
学
会
第
1
3
回
大
会
」
の
大
会
プ

ロ
グ

ラ
ム

(資
料
展
示
目
録
)
を

み
て
も
、
田
辺
尚
雄
の
出
品
中
に
こ
れ
は
含
ま
れ
ず
、
ま
た
田
辺

一
九
五
四
で
の

注
記
説
明
が
な
い
た
め
、
今
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
い
え
な
い
。
今
後
の
重
要
な

調
査
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
く
。

『
尺
八
琴
古
流
手
続

乾
』
は
縦
二
七
八
㍉
、
横

二
〇
二
㍉
。
『
琴
古
流
手
続
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上
ノ
巻
』

は
縦

一
六

二
㍉
、
横

七
五
㍉
。

⑰

『兎
園
小
説
』
の

「尺
八
曲
名
」
文
政
八
年

(
一
八
二
五
)

よ
し
し
げ

滝

沢
馬
琴

(曲
亭
馬
琴
。

一
七
六
七
～

一
八
四
八
)、
山
崎
美

成

(.
一
七
九
六
～

一
八

五
六
)
ら
十

二
人
に
よ

る
随
筆

『兎

園
小
説
』

(文
政
八
年
、

一
八
二
五
)
の
第
五
集

に
、
文
宝
堂

(文
宝
亭
文
宝
。
通
称
亀
屋

[茶
屋
ま
た
は
薬
屋
屋
号
1
9
1
]
久
右
衛
門
。
二

代
目
蜀
山
人
を
称
す
。
.
一
七
六
八
～

一
八
二
九
)
に
よ
る

「虚
無
僧
定
法
」
が
あ
る
。

中
味
は
慶
長
十
九
年
の
虚
無
僧
御
定
、
文
化
八
年

(
一
八
=

)
の
本
則
の
写
し
、

そ
し
て
文
化
八
年
正
月
の
日
付
を
も

つ

「尺
八
曲
名
」
で
あ
る
。
曲
名
の
用
字
に

お
お
き
な
乱
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

『琴
古
手
帳
』
の

「不
用
推
曲
附
」
で

使
わ
ぬ
よ
う
記
さ
れ
た
漢
字
表
記
に

一
致
し
、
⑯
の
別
名
と
も

一
致
す
る
。

「
凡
二
十

一
曲
、
是
を
表
組
と
い
ふ
と
そ
。
此
外
に
、
猶
裏
組
も
あ
る
よ
し

な
れ
ど
、
い
ま
だ
ゆ
る
し
な
け
れ
ば
し
ら
ざ
る
よ
し
、
右
十
八
曲

の
中
に
こ
く
う

と
い
へ
る
名
二
つ
あ
り
。
は
じ
め
に
あ
る
は
、
普
化
禅
師
相
伝
の
曲
に
て
、
あ
と

の
は
後
人
の
作
り
し
曲
な
り
と
い

へ
り
。
文
政
八
年
正
月
朔

文
宝
堂

し
る

す
」
(日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編

一
九
九
四

"
九
二
)
と
あ
る
。
「右
十
八
曲
」
と
は
、

表
の
ω
～
圏
す
な
わ
ち
表
十
八
曲
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
対
照
で
き
な
い
曲
と
し
て

表
の
最
終
行
に
記
し
た
㈲

《
雲
井
》
と
倒

《
倫
絶
》
は
、
⑮

の
四

《
ク
モ
イ
》
、

⑳

《
リ
ン
ゼ
ツ
》
に
共
通
す
る
曲
目
で
あ
る
。

⑱

『
(
一
閑
先
生
)
尺
八
筆
記
』
文
化
十
年

(
一
八

一
三
)

表

3
の

一
覧
表
に
は
な
い
が
、
本
章
二
節
の
重
要
な
史
料
な
の
で
こ
こ
で
解

題
す
る
。

宮
地

一
閑
が
書
き
集
め
た
も
の
を
、
門
人
の
山
本
萬
津
が
校
訂
し
た
尺
八
の

総
合
的
文
献
。
文
化
十
年

(
一
八

一
三
)
日
付
の
山
本
萬
津

の
序
文
を
も
つ
。
『
国

書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
写
本

の
伝
本
は
国
会
、
静
嘉

(二
冊
×

東
博

(天
保
八

[
一
八
三
七
]
写

通
俗
尺
八
集
を
付
す
)
、
東
北
大
狩
野
が
あ
る
。
抄
本

(早
稲
田
大
学

蔵
)
は

『
一
閑
先
生
筆
記
尺
八
秘
書
』
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
の
題
籏
角
書
は

「
一
閑
先
生
」。
以
下
、
国
会
本
に
沿
っ
て
内
容
を
紹
介
す
る
。

(1
)
普
化
宗
由
来
、
羅
山
先
生
文
集
第
十
九
載

「尺
八
記
」
、
普
化
宗
本
則
、

根
笹
派
伝
統
之
巻
写
、
虚
鐸
伝
記
な
ど
の
普
化
宗
関
係
文
書
、

(2
)

『陳
氏
楽

書
』
、
『源
氏
物
語

(末
摘
花
)
』
、
『
続
世
継
』
、
『ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
草
紙
』
な
ど
に
あ

る
尺
八
記
事
、

(3
)

一
節
切
の
記
事
、
(4
)

「尺
八
譜
之
定
」
に
お
け
る
音
楽

情
報
が
、
順
不
同
で
抜
粋
筆
写
さ
れ

て
い
る
。
特
に

(
4
)
は
、
本
研
究

(三
章

二
節
)
に
と
っ
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

⑲

「秘
曲
鹿
遠
音
譜
」
嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)

表
3
の

一
覧
表
に
は
な
い
が
、
重
要
な
史
料
な
の
で
こ
こ
で
解
題
す
る
。

こ
の

一
枚
も
の
の
史
料

(縦
三
九
四
㍉
横
五
二
四
㍉
)
は
、

二
世
荒
木
古
童

が
出
雲
出
身

の
虚
無
僧
、
廣
瀬
茂
竹
に
与
え
た

《
鹿
の
遠
音
》
譜
と
そ
の
許
書
で

あ
る
。
茂
竹
は
幕
末
に
大
坂
で
活
躍
し
た
近
藤
宗
悦

(
一
八
【=

～

一
八
六
七
)
の

門
人
で
、

「東
都
尺
八
指
南

二
代
目
荒
木
古
童
」
か
ら
こ
の
曲
を
習
う
と
と
も

に
、
古
童
に
外
曲
を
教
え
て
い
る

(月
漢

一
九
九
二

"
三
二
～
三
一二
、
三
七
、
三
九
参

照
)。こ

の
譜
を
含
む
廣
瀬
茂
竹
関
係
の
史
料
五
点
は
、
茂
竹

の
弟
子

の
岡
垣
加
竹

こ
わ
た
す
い
げ
つ

の
遺
族
が
所
持
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
四
年
に
こ
れ
を
譲
り
受
け
た
木
幡
吹
月
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第三章 付録

(島
根
県
宍
道
町
八
雲
本
陣
第
十
四
世
当
主
、
本
名
久
右
衛
門

一
九
〇

一
～

一
九
八
三
)
が

所
蔵
し
た
。
現
在
は
八
雲
本
陣
記
念
財
団
所
蔵
、
宍
道
町
立
蒐
古
館
保
管
。

八
雲
本
陣
記
念
財
団
所
蔵
の
尺
八
資
料

(史
料
)
と
雅
楽
史
料
は
、

一
九
七

四
年
四
月
の
筆
者
に
よ
る
予
備
調
査

(文
化
庁
依
頼
の

「普
化
尺
八
実
態
調
査
」)
を
皮

切
り
に
、
科
学
研
究
費
補
助
を
受
け
て
、
一
九
八
九
年
か
ら

一
九
九
二
年
の
間
に
、

五
次
に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
尺
八
関
係
の
調
査
報
告
は
月
漢

一
九
九
二
に
、

雅
楽
関
係
は
共
同
研
究
者
で
あ
る
南
谷
美
保
の
報
告

(南
谷

一
九
九

一
)
に
詳
し

い

。な
お
、
第

一
次

調
査

の
調
査
員

の
ひ
と

り

で
あ

る
ラ
イ
リ

・
リ
ー
が
、
博
士

論
文

(冨
o
日
℃
旨
)

に

こ
の
譜

の
許

書
を
英
訳
し
て
い
る
の

で
、
参
考
と
し
て
原

文
に
並

べ
て
注

1
9
2
に
し
る
す
。

1
8
6

神
如
正

(神
如

正

一
九
九
五

"

ら
が
同
様

の
指
摘
を
し
て
い
る
。

八
)
、
値
賀
筆
童

(値
賀

一
九
九
八

"
九
)

1
8
7

『琴
古
手
帳
』

の

「当
流
尺
八
曲
目
」

(塚
本

一
九
三
七

a

"
二
二
～
二
八
)

全
文
を
し
る
す
。
比
較

の
た
め
、

二
世
門
人

・
池

田

一
枝
が
し

る
し
た

『琴
古
流
手

続
』

(神
如

正

一
九
九
五

二

一～
四
)

の
内
容
を

(
)

で
併

記
し
た

(異
同
点
比

較
の
た
め
の
傍
線
筆
者
)
。

○
当
流
尺
八
曲
目

一
霧
饗

慕

一

虚
空

一

真
虚
霊

前
吹
盤
渉

右
古
伝
本
手
三
曲

(『琴
古
手
帳
』
よ
り
)

右
者
享
保
十
三
戊
申
年
肥
前
国
長
崎
正
寿
軒
二
而

一
計
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候
尤
父
十

九
歳
之
節

(右
は
享
保
十
三
戊
申
年
元
劃
萄

十
九
歳
之
節
肥
前
之
国
長
崎
正
寿
軒
に
て
一

計
子
よ
り
被
致
伝
来
之
由
二
代
目
琴
古
よ
り

一
枝
江
被
申
伝
{
)

一

瀧
落

マ
マ

右
者

一
月
寺
御
本
則
小
嶋
丈
助
則
名
残
水
ヨ
リ
伝
来
仕
候
其
頃
筋
遠
御
門
外
二
住

居
仕
吹
合
所
差
出
罷
在
候

(右
は

一
月
寺
御
翔

小
嶋
丈
助
則
名
残
水
よ
り
元
祖
琴
古

へ
伝
来
の
由
二
代
目

琴
古
よ
り

一
枝
江
被
申
伝
荊

尤
其
頃
元
祖
琴
古
筋
違
御
門
外
に
居
住
吹
合
処

出
被
罷
存
候
由
)

一

穐
田
菅
垣

右
者
秋
田
二
而
梅
翁
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
は
秋
田
に
て
梅
翁
子
よ
り
元
祖
倒

伝
来
之
由
二
代
目
琴
古
よ
り

一
枝
江

欄
欄

)

一

轄
菅
垣

右
者
西
向
寺
御
本
則
野
田
意
悦
則
名
虚
道
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
は
西
向
寺
御
翻

野
田
意
悦
則
名
虎
遡
よ
り
元
祖
琴
古

へ
伝
来
之
由
二
代
目

琴

よ
り

一
枝
江
被
申
伝
舶
)

一

九
州
鈴
慕

右
者

一
月
寺
御
本
則
福
田
伝
次
則
名
義
好
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
は

一
月
寺
御
翔

則
名
義
好
よ
り
元
祖
琴
古
へ
伝
来
之
由
ゴ
矧

翻

側
)

一

志
図
曲

一

京
鈴
慕

一

琴
三
嘘
霊吸

江

庵

右
三
曲
者
宇
治
キ
ウ
コ
ウ
ア
ン
ニ
而
龍
安
ヨ
リ
伝
来
仕
候
右
琴
三
嘘
霊
往
古
者
三

味
線
嘘
霊
ト
号
吹
来
候
処
勇
虎
尊
師
泰
厳
尊
師
御
立
会

二
而
師
父
琴
古
江
御
相
談

之
上
右
琴
三
嘘
霊
ト
御
改
有
之
候

(右
琴
三
嘘
霊
往
古
者
三
味
線
嘘
霊
と
号
吹
来
候
所
勇
虎
尊
師
泰
厳
尊
師
よ
り
元

劃

響

へ
御
相
談
の
上
右
琴
三
嘘
霊
ト
御
改
メ
有
之
候
由
二
而
二
代
目
琴
古
よ

り

一
枝
江
伝
来
仕

)
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一

吉
野
鈴
慕

右
同
人
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
四
田
宇
治
き
う
こ
阿
ん
に
て
龍
安
よ
り
翻

へ
伝
来
之
由
ゴ
劉

よ
り

一
枝
江
伝
来
仕
額
)

一

夕
暮

右
者

一
月
御
役
僧
半
林
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
ハ

一
月
御
役
僧
半
林
子
よ
り
翻

江
御
伝
来
之
由
二
代
目
琴

よ
り

一

烈

)

一

堺
獅
子

右
者
大
森
宗
郡
江
残
水
響

同
道
二
而
両
人
共
伝
来
仕
候

(右
は
大
森
宗
古
大
森
宗
郡

へ
元
祖
琴
古
残
水
ト
同
道

二
而
罷
越
両
人
と
も
伝
来

之
由
二
代
目
琴

よ
り

一
枝

へ
申
伝
候
)

一

打
替
虚
霊

右
者
清
山
寺
御
本
則
川
原
丹
蔵
ヨ
リ
伝
来
仕
候
尤
吹
合
所
二
而
罷
在
候

(右
は
清
山
寺
御
本
則
川
原
丹
蔵
よ
り
劉

へ
伝
来
之
由
二
代
目
琴
古
よ
り

鋼

側
)

一

葦
草
鈴
慕

一

伊
豆
鈴
慕

右
二
曲
勇
虎
尊
師
ヨ
リ
伝
来
仕
候

(右
二
曲
は
勇
虎
尊
師
よ
り
御
伝
授
有
之

尤
其
後

一
月
寺
御
割
繍
橋
本
半
蔵
則

名
臼
交
義
葦
草
鈴
慕
懇
望

二
付

則
元
祖
琴
古
よ
り
勇
虎
尊
師
江
右
之
趣
御
届

申
上
候
処
向
後
不
及
相
届
候
故
懇
望
者
茂
□
□
両
曲
御
伝
授
可
仕
旨
被
仰
渡
候

二
付
右
葦
草
鈴
慕
響

よ
り
右
劉

へ
伝
授
仕
候
由
二
代
目
琴

よ
り

一

枝

へ
申
伝
候
)

一

鈴
慕
流

右
者

一
月
寺
御
本
則
橋
本
半
蔵
則
名
左
文
ヨ
リ
伝
来
仕
尤
其
節
右
左
文
儀
葦
草
鈴

慕
懇
望
二
付
勇
虎
尊
師
江
右
之
段
御
届
申
上
候
処
向
後
不
及
相
届
候
懇
望
之
者
江

者
両
曲
共
伝
授
可
仕
旨
就
被
仰
渡
候
葦
草
鈴
慕
響

ヨ
リ
右
左
文
江
伝
授
仕

候
(右
は

一
月
寺
御
宕

捌
橋
本
半
蔵
則
名
臼
交
よ
り
翻

へ
伝
来
仕
候
由
ゴ
.代

目
琴

よ
り

一
枝

へ
申
伝
須
)

一

鶴
巣
籠

右
者
宇
治
キ
ウ
コ
ウ
ア
ン
ニ
而
龍
安
ヨ
リ
残
水
伝
来
猶
又
残
水
ヨ
リ
祖
翻

伝

来
仕
候
(右
は
宇
治
き
う
こ
阿
ん
に
て
龍
安
よ
り
残
水
へ
伝
来
之
上
残
水
よ
り
翻

へ
伝
来
仕
候
由
二
代
目
琴
古
よ
り

一
枝

へ
申
伝
候
)

右
表
十
八
曲

(右
ヲ
十
八
曲
ト
云
)

一

本
調
子
調

一

曙
調

一

雲
井
調

右
十
八
曲
名
文
字
井
手
続
順
右
三
調
子
調
右
者
勇
虎
尊
師
泰
厳
尊
師
御
立
会
之
上

御
定
被
仰
渡
候
右
十
八
曲
井
前
吹
三
調
子
調
手
続
順
曲
名
文
字
向
後
不
相
乱
サ
大

切
二
伝
可
仕
旨
是
又
被
仰
渡
候
右
二
付
是
迄
急
度
相
守
罷
在
候

裏
十
七
曲
目

(裏
十
七
曲
ノ
名
順
ハ
下
ノ
巻

二
記
ス
)

筆
者
注

"
以
下
の
文
は

『琴
古
手
帳
』

と
は
異
な
る
。
詳
細
は

(神
如
正

一
九
九
五

…
五
～
六
)
参
照
。
下
ノ
巻
は

所
在
不
明
の
た
め
、
比
較
は
こ
こ
ま
で
と
す
る
。

一

曙
鈴
慕

同
虚
空

同
菅
垣

同
獅
子

一

雲
井
鈴
慕

同
虚
空

同
菅
垣

同
獅
子

右
者
師
父
琴
古
手
附
仕
候

一

同
三
谷
菅
垣

右
者

一
計
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候

一

下
野
虚
霊

右
者

一
月
寺
御
門
弟
秋
曲
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候
右
秋
曲
子
夕
暮
御
懇
望

二
付
猶
又
師

父
琴
古
ヨ
リ
伝
授
仕
候

一

目
黒
獅
子

右
者
西
向
寺
御
門
弟
露
秋
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候
右
露
秋
子
其
節
京
鈴
慕
御
懇
望
二
付

猶
又
師
父
琴
古
ヨ
リ
伝
授
仕
候

一

吟
龍
虚
霊

右
者

一
月
寺
御
門
弟
吟
龍
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候
右
吟
龍
子
其
節
九
州
鈴
慕
御
懇
望

二

付
猶
又
師
響

ヨ
リ
伝
授
仕
候

一

佐
山
菅
垣

右
者

一
計
子
ヨ
リ
伝
来
仕
候
尤
尺
八
ス
ガ

＼
キ
初
ト
聞
伝
候

一

下
り
葉
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第三章 付録

右
者
京
都
明
暗
寺
御
門
弟
松
山
子
ギ
オ
ン
サ
イ
レ
イ
之
節
吹
被
申
候
右
松
山
子
ヨ

リ
伝
来
仕
候

一

波
間
鈴
慕

一

呼
返
鹿
遠
音

右
者

一
計
子
ヨ
リ
両
曲
伝
来
仕
候

一

鳳
将
雛

右
者
師
父
琴
古
手
附
仕
候
右
之
曲
勇
虎
尊
師
泰
厳
尊
師
江
師
父
琴
古
ヨ
リ
御
届
申

上
置
其
後
明
和
九
壬
辰
年
セ
キ
ハ
ウ
尊
師
祖
開
尊
師
江
愈
右
之
曲
外
々
江
伝
授
仕

候
段
御
届
申
上
其
節
ヨ
リ
伝
授
仕
候

右
裏
十
七
曲

都
合
三
十
五
曲

右
十
七
曲
是
又
勇
虎
尊
師
泰
厳
尊
師
御
立
会
二
而
曲
名
文
字
手
続
御
糺
之
上
御
定

有
之
候
猶
又
右
三
十
五
曲
吹
方
井
尺
八
調
子
合
吟
味
仕
若
調
子
不
合
尺
八
相
用
江

族
茂
有
之
候
ハ
、
□
□
相
糺
候
上
取
上
ケ
御
両
寺
御
番
所
江
御
届
可
申
上
旨
被
仰

渡
候
決
而
外
々
二
而
尺
八
吹
方
之
儀
不
相
乱
候
様
橋
本
半
蔵
別
号
左
文
井
黒
澤
幸

八
別
号
琴
古
両
人
江
右
之
通
被
仰
渡
候

右
之
通
御
座
候
以
上

月

日

琴

古

琴

甫

1
8
8

本
節

【楽
譜
史
料

(本
曲
譜

の
み
)
】
の
十
二
を
三
十
九
曲

と
し
た

の
は
、
目

録
に
あ

っ
て
も
楽
譜
が
欠
落
し
た
曲
を
筆
者
が
数
え
な
か

っ
た
か
ら
で
、

小
菅

の
記

述

(小
菅

一
九
八
八

"

一
〇
〇
)

で
は

四
十
七
曲
と
な

っ
て
い
る
。

1
8
9
清
田
写
本
の
空
白
に
し
る
さ
れ
た
写
本
閲
覧
者
氏
名
。
清
田
の
几
帳
面
さ
も
驚

嘆
に
値
す
る
が
、
三
十
七
年
に
お
よ
ぶ
貸
し
出
し
記
録
か
ら
、
当
時
の
尺
八
界
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
交
友
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。

該
譜
本
ハ
左
記
諸
氏
の
高
覧
ノ
栄
ヲ
得
タ
リ

(折
本

一
頁
分

一
段
目
)

昭
和
五
年
六
月

小
川
楠
童
氏

〃

六
年
十
月

楠

即
童
氏

〃

六
年
十
二
月

〃

七
年
十
二
月

昭
和
八
年

四
月

〃

十
二
年
六
月

〃

十
三
年
六
月

〃

十
八
年

一
月

〃

廿
二
年
三
月

(同
二
段
目
)

昭
和
廿
五
年
十
二
月

〃

廿
六
年
四
月

〃

廿
六
年
六
月

〃

廿
六
年
十
二
月

〃

廿
七
年
六
月

〃

廿
七
年
八
月

昭
和
廿
九
年
三
月

〃

〃

年
六
月

昭
和
廿
九
年
七
月

(同
三
段
目
)

昭
和
三
五
年
五
月

昭
和
四

一
年
九
月

井
上
天
童
氏

白
武
煉
童
氏

中
塚
竹
禅
氏

高
瀬
圭
童
氏

大
石
蝸
童
氏

佐
藤
晴
美
氏

山
中
州
童
氏

江
口
邦
童
氏

平
山
保
童
氏

内
田
方
童
氏

山
口
旭
童
氏

佐
藤
鈴
童
氏

林

茂
氏

佐
藤
晴
美
氏

塚
本
虚
堂
氏

岩
木
恒
童
氏

(注

一
現
所
有
者
)

(注

"
朱
書
き
、

(注

…
朱
書
き
)

二
度
目
)

高
橋
空
山
氏

大
串
含
童
氏

(さ
ら
に
折
本

一
頁
分
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
署
の
形
式
で
)

昭
和
八
年
四
月
十
三
日

彰
城

一
調

(注

　
逸
調
改
め
)

昭
和
八
年
四
月
十
九
日

川
瀬
竹
友

(注

"
初
世
順
輔

の
こ
と
)

三
三

・
九

・
二

玄
井

雲

1
9
0

注

1

8

6

参

照

。

1
9
1

『日
本
古
典

文
学
大
辞
典

(簡
約
版
)
』

(浜
田

一
九
八
六

…

一
六
三
六
)
に

は

「江
戸
飯
田
町
中
坂

の
茶
屋
亀
屋

の
婿
養

子
」
、
『
兎
園
小
説
』

(日
本
随
筆
大
成

編
輯
部
編

一
九
九

四

"
四
)
に
は

「飯
田
町
に
て
薬
種
を
商
ふ
」
と
あ
る
。

1

9
ウ
臼

八
雲
本
陣
記
念
財
団
蔵

(木
幡
吹
月
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
)
よ
り
翻
刻
。
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.
尺
八
譜

「鹿
遠
音
之
譜
免
状

一
通
」

(財
団
目
録
番
号
5
9

6
)

(包
紙
)

一
月
寺
孤
本
曲
三
十
六
曲
之
奥
免

鹿
遠
音
之
譜
免
状

一
通

東
都
尺
八
指
南
二
代
目
荒
木
古
童
傳
之

(譜
)

秘
曲鹿
遠
音
譜

●
ツ
レ
ン
}
ロ

(楽
譜
略
)

マ

マ

出
雲
の
茂
竹
ぬ
し
こ
た
び
此
地
に
遊
暦
し

た
ま
ひ
わ
が
茅
舎
を
た
つ
ね
本
曲
を
こ
は
る
る
故
に

予
も
ま
た
外
曲
を
こ
う
と
と
も
に
其
曲
濃

た
へ
な
る
を
感
し
こ
の
か
た
の
奥
秘

鹿
の
遠
音
と
い
へ
る
曲
を
伝
た
へ
畢
東
都
尺
八
指
南

嘉
永
六
ッ
の
と
し

二
代
目

癸
丑
五
月

荒
杢
量

園

幽

團

廣
瀬
茂
竹
雅
君

二
.
尺
八
古
文
書

「鹿
遠
音
之
譜
並
免
状
」
(
一
.
を
挟
む
桐
板
二
枚
。
財
団
目
録
番

号
5
9
6
)

(表
)

江
戸
本
手
三
十
六
曲
之
奥
許

鹿
遠
音
之
譜

並

免
状

蘭
の
舎

尺
八
指
南
之
長
者
清
頂
軒
宗
悦
門
人

茂
竹

(裏
)

此
鹿
遠
音
と
い
へ
る
曲
は
嘉
永
六
と
い
ふ
と
し
奥
州

一
見
の
か
へ
る
さ

東
都
遊
暦
の
こ
ろ
尺
八
指
南
二
代
目
荒
木
古
童
よ
り
傳
は
り
た
る
也
。

彼
方
に
て
は
三
十
六
曲
の
奥
許
と
し
て
を
し

へ
子
た
り
と
も
み
た
り
に

傳

へ
さ
る
の
曲
な
り
と
そ

蘭
の
舎

茂
竹

(注
)
二
枚
の
う
ち
の

一
枚
に
は
、
表
面

・
裏
面
と
も

「蘭
の
舎
」
の
文
字
が
な
い
。

肩
目き

。・霞

圃o
畳
】
O
昌

詮

。。
0
8

琶

o
P

罫

・
竃

0
9

貯
目

亀

巨

日
ρ

白
舞

ぼ
鵬

聾
≦
巴
喜

㈹

δ
霞

δ

o
薗
9

a
。。
鼠
旦

〈
陣。。
密

ユ
目
団
ピ

ヨ
巳
o
昏

巳

o
冒

齢三
。。
色
ω
蕊
o
二

団
ユ
o
}
国
o
曽
跨

巴

o
h
目
o
冒

豆

曽
二

餌
評
§

す
§

導
き

α
ω
o

讐

島
9

℃
o
巨

【
巴
。・
o
お
O
蝦
o
ω↓巴

o
h
ぴ
巨

【ε

豆
鎚

言

碧

登

o
ざ

・
目
凌

=
ぴ
9

夢
o
℃
o
§

H
日
き

8

0
h
匿
無

嘗
0
8

≦
鋤
。・
。。
壱

9

自

9

冤
o
巳

≦
o
同
量

〉
巳

ω
o
=

冨
器
目
葺

o
P

8

静

o
o
日
且
9
一8

る

ω
8
箆

且
0
8

陣
o
日

齢匡
ω
。。
己
o

【葺

o
q
蕊
も

嘗
08

8
菌
『
の
ぴ
ぎ

き

日
曾
o
、●

円
O
ξ

ひ
ω
訂

答

冨

o
乱

ヨ
。・琶

9
0
同

の
O
O
O
昌
α
O
O
昌
O
冨
鼠
O
コ

〉
『騨
置

囚
o
α
ひ

巨

9
0
網
8
目
〆
器
ま

ロ
○。
い
ω
]

旨
O
貯

O
巴
8

量

。り
曹

㌔

聾
7
ζ

8

岳

。
津
7
。
O
睾

=
畔
o
。・
o
ζ

o
魯

貯
5

団
。。
日

畔
o

(蕾

6

0
N
…
ω
N
)



引用文献

引
用
文
献

奢
者
名
の
五
十
音
順
)

青
木
鈴
慕

一
九
三
七

『錦
風
流
尺
八
本
曲
楽
譜
崔
否

東
京

"
青
木
鈴
慕
ゆ

浅
野
建
二

・
志
田
延
義

・
平
野
健
次

・
横
山
重

(監
修
)
(平
野
健
次

・
上
参
郷
祐
康
解
説
)

一
九
七
八

『
日
本
歌
謡
研
究
資
料
集
成
』
第
三
巻

(糸
竹
初
心
集
、
糸
竹
大

全
、
糸
竹
古
今
集
)
、
東
京

"
勉
誠
社
っ

荒
木
古
童
H

一
八
九
六

「尺
八
の
話

(続
)
」
『名
家
談
叢
』
1
4
号

…
五

一
～
五
三
。

荒
木
古
童
皿

一
九
三
二

「荒
木
古
童
氏
よ
り
発
せ
ら
れ
た
る
琴
古
流
宗
家
と
し
て
の
声
明
書
」
『三
曲
』
1
2
4
号

…
四
二
。

安
藤
由
典

・
月
漢
恒
子

・
前
田
雅

一
郎

「尺
八
の
構
造
」
『音
楽
と
音
楽
学
』
(服
部
幸
三
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
)
三
九
～
七
〇
、
東
京

…
音
楽
之
友
社
。

石
井
良
助

(監
修
)
・
小
川
恭

一

(編
著
)

一
九
八
九

『
江
戸
幕
府
旗
本
人
名
事
典
』
3
巻
、
東
京

"
原
書
房
。

石
山
洋

(解
説
)

一
九
八
二

『職
人
尽
絵
詞
/
人
倫
重
宝
記
』
(江
戸
科
学
古
典
叢
書
3
9
)
東
京

"
恒
和
出
版
。

出
井
静
山

・
高
橋
呂
竹

(編

　

一
九
八
四

a

『山
上
月
山
蒐
集
尺
八
譜

(奥
州
篇
九
州
篇
)
』
佐
賀
嬉
野

…
山
上
月
山
。

一
九
八
四
b

『
(対
山
譜
拾
遺
)
池
田
寿
山
集
』
東
京

"
池
田
和
雄
℃

井
出
幸
男

一
九
八
八

「中
世
尺
八
の
芸
能
1

そ
の
担
い
手
と
享
受
の
様
相
」
『季
刊
コ
ン
ソ
ー
ト
』
1
0
号

…
八
四
～
九
八
。

市
村
富
久

一
九
二
六

「尺
八
古
曲
の
伝
承
に
就
て
」
『三
曲
』
5
6
号

"
七
～

一
二
、
5
7
号

　
二
八
～
三
二
。

一
九
三
二
a

「琴
古
流
宗
家
に
就
て
と
題
す
る
川
瀬
順
輔
氏
門
人
諸
氏
の
説
を
読
み
て
」
『三
曲
』
1
2
7
号

二
二
二
～
三
六
。

一
九
三
二
b

「正
誤
論
」
『
三
曲
』
1
2
9
号

二

九
～
二
二
。

稲
垣
衣
白

(編
)

一
九
七
六

『
(明
暗
教
会
訳
教
)
樋
口
対
山
遺
譜
』
京
都

"
明
暗
寺
明
暗
教
△
蔦

一
九
八
五

『
(尺
八
本
曲
と
古
管
尺
八
を
愛
好
さ
れ
た
)
浦
本
漸
潮
先
生
』
豊
田

"
稲
垣
衣
白
。

一
九
八
六

『
(稲
垣
衣
白
蔵
)
尺
八
本
曲
音
譜
』
豊
田

"
稲
垣
衣
白
。
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稲
垣
衣
白

・
井
出
静
山

・
高
橋
呂
竹

(編

　

一
九
七
七

『勝
浦
正
山
遺
説
習

東
京

"
勝
浦
正
俊
。

一
九
八

一

『
(対
山
譜
拾
遺
)
明
暗
三
十
七
世
谷
北
無
竹
集
』
京
都

…
谷
北
廉
三
。

植
木
行
宣

(校
注
)

一
九
七
三

「教
訓
抄
」
『古
代
中
世
芸
術
論
』

(日
本
思
想
大
系
2
3
)
九
～
一
=

六
、
東
京

　
岩
波
書
店
。

上
野
賢
實

一
九
八
三

『尺
八
の
歴
史
』
東
京

"
キ
ョ
ウ
ワ
出
版
社
。

上
村
雪
翁

一
八
九
五

『尺
八
独
案
内
』
大
阪

…
矢
島
嘉
平
次
。

内
山
嶺
月

一
九
七
二

『
(根
笹
派

大
音
笹
流
)
錦
風
流
尺
八
本
曲
伝
』
弘
前

"
内
山
嶺
月
。

大
橋
鯛
山

一
九
九
五

『岐
路
に
立
つ
尺
八
』
東
京

…
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
。

岡
本
竹
外

一
九
八
四
a

「鶴
の
巣
籠
に
つ
い
て

(
一
)
」
『
一
音
成
仏
』
7
号

"
二
～

一
九
。

一
九
八
四
b

「鶴
の
巣
籠
に
つ
い
て

(二
)
」
『
一
音
成
仏
』
8
号

…
二
七
～
五

一
。

小
川
儀
蔵

(編

　

一
九
八

一

『尺
八
独
稽
古
』
愛
知
県
丹
羽
郡

"小
川
儀
蔵

(東
京

"
岡
上
福
六
)

小
塩
さ
と
み

一
九
九
二

「長
唄
に
お
け
る
音
高
構
造
」
『音
楽
学
』
3
8

(2
)

"
八
五
～
九
七
。

乙
葉
弘

・
鶴
見
誠

(校
注
)

一
九
五
九

『浄
瑠
璃
集

下
』

(日
杢

白
典
文
学
大
系
5
2
)
東
京

"
岩
波
書
店
。

上
参
郷
祐
康

一
九
七
四

「尺
八
楽
略
史
」
『吹
禅
丁

竹
保
流
に
み
る
普
化
尺
八
の
系
説
餌

九
～
二
二
、
東
京

…
日
本

コ
ロ
ム
ビ
ア
。

一
九
七
七

「琴
古
流
の
始
祖

黒
沢
琴
古
」
『季
刊
邦
楽
』
1
0
号

二

二
～

一
六
。

一
九
八
二

「尺
八
」
『音
楽
大
事
典
』
3
巻

"
一
〇
五
二
～

一
〇
六
三
、
東
京

…
平
凡
社
っ

一
九
八
九

「黒
沢
琴
古
」
『日
杢

日
楽
大
事
典
』
六
四
〇
、
東
京

"
平
凡
社
。

一
九
九
五

『糸
竹
論
序
説
ー

日
本
音
楽
論
考
自
況套

、
東
京

"
上
参
郷
祐
康
。

上
参
郷
祐
康

・
月
漢
恒
子

(構
成

・
解
説
)

一
九
八
○

「神
如
道
の
音
楽
系
譜
」
[上
参
郷

(監
)

一
九
八
○
]

(別
冊
解
説
書
)
三
七
～
六
一二
。

上
参
郷
祐
康

(睡
巴

一
九
八
○

『
舌

典
本
曲
の
集
大
成
者
)
神
如
道
の
尺
八
』
(L
P
レ
コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム
o
竃
§

や
よ
o一〇)
墓
尽
…
テ
イ
チ
ク
。
(
一九
九
九
年
C
D
に
て
覆
裂
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可
遊
生

(神
田
俊

一
)

一
九
八
七

a

一
九
八
七
b

一
九
九
〇

一
九
八
六

「対
山
派
尺
八
の
成
立
過
程
㊤
」
『
尺
八
評
論
』
6
号

"
一
〇
～

一
八
。

「対
山
派
尺
八
の
成
立
過
程
㊥
」
『尺
八
評
論
』
7
号

"
一
八
～
二
四
。

「対
山
派
尺
八
の
成
立
過
程
㊦
の
ー
」
『
尺
八
評
論
』
8
号

　
二

一
～
二
七
。

「対
山
派
尺
八
の
成
立
過
程
㊦
の
2
」
『
尺
八
評
論
』
終
刊
号

"
一
五
～
一
=

、
二
四
。

神
田
俊

一
・
吉
田
幸

一

(編

)

一
九
九
八

『
(近
婁
肇

歌
謡
集

(三
節
切
初
心
書

・
他
)』
(古
典
文
庫
6
2
0
)
東
京

"
古
典
文
庫

(吉
田
幸

一
)
。

吉
川
英
史

一
九
七
三

「唱
歌

(楽
器
旋
律
唱
法
)
の
歴
史
と
原
理
と
機
能
-

三
味
線
と
箏
の
唱
歌
を
中
心
と
し
て
」

『音
楽
の
美
的
研
究
』
二
四
八
～
二
八
四
、
東
京

…
音
楽
之
友
社
.

一
九
八
四
年
)

『武
蔵
野
音
楽
大
学
紀
要
W
』

一
～
二
一二
。
(再
掲

.

吉
川
英
史

(監
修
)
・
平
野
健

次

(構
成
)

一
九
九

一

『山

口
五
郎

琴
古
流
尺
八
本
曲
指
南
』
東
京

"
ビ
ク
タ
ー
音
楽
産
業
。

清
田
章
童

一
九
二
七

「琴
古
流
本
曲
に
対
す
る
私
の
疑
点
と
希
望
」
『
三
曲
』
5
8
号

"
二
八
～
三
二
。

琴
古
流
協
会

(編

〉

一
九
八
九

『
2
0
年
の
あ
ゆ
み
』
(琴
古
流
協
会
創
立
2
0
周
年
記
念
茜

東
京

…
琴
古
流
協
A
蔦

久
保
田
敏
子

一
九
七
六

「胡
弓
本
曲
の

『鶴
の
巣
籠
』
」
[平
野

(睡
巴

一
九
七
六
]
(別
冊
解
説
書
)
六
八
～
七
九
。

栗
原
廣
太

一
九

一
八

『
尺
八
史
考
』

東
京

"
竹
友
社
コ

(
一
九
七
五
年
覆
刻
)

黒
澤
生

一
九
二
〇

「琴
古

手
帳

(
一
)

～

(五
)
」
、
『
尺
八
界
』

～
九
、

1
1
3
号

…
九

～

一

。

1
0
9
号

二

〇
～

一

、

1
1
0
号

δ

～

=

、

1
1
1
号

二

～

=

二
、

1

1

2

号

.

八

引用文献

小
泉
文
夫

一
九
五
八

『日
本
伝
統
音
楽
の
研
究
1
i

民
謡
研
究
の
方
法
と
音
階
の
基
本
構
造
』
東
京

"
音
楽
之
友
社
。

古
賀
友
禅

一
九
三
二

「和
洋
両
音
階
吹
奏
用
と
し
て
の
九
孔
管
尺
八
」
『
三
曲
』
1
2
0
号

"
四
二
～
四
四
。

小
菅
大
徹

一
九
八
八

一
九
八
九

a

一
九
八
九
b

一
九
八
九

c

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」

(
一
)
『
一
立
晟

佛
』
1
5
号

…
九
九
～

=

九
。

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」
(
二
)
『
一
音
成
佛
』
1
6
号

"
八
0
～

一
〇
八
。

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」
(三
)
『
一
音
成
佛
』
1
7
号

"
八
四
～

=

八
。

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」

(四
)

『
一
音
成
佛
』
1
8
号

"
九
四
～

一
一
四
。
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一
九
九
〇

a

「久
松
風
陽
の
家
系

・
生
年

・
屋
敷
判
明
に
つ
い
て
」
三

音
成
佛
』
1
9
号

"

二

一
～

一
一
四
。

一
九
九
〇
b

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」
(五
)
『
一
音
成
佛
』
2
0
号

…
六

一
～
九
三

。

一
九
九

一

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」
(六
)
『
一
音
成
佛
b
2
1
号

"
四
二
～
七
四
。

一
九
九
二

「琴
古
流
関
係
の
古
譜
本
に
つ
い
て
」
(七
)
『
一
音
成
佛
』
2
2
号

…
六

一
～
九
三
。

一
九
九
三

「細
川
月
翁
公
文
献
」
(上
)
『
一
音
成
佛
』
2
3
号

"
一
〇
〇
～

一
=

。

一
九
九
四

「細
川
月
翁
公
文
献
」
(中
)
『
一
音
成
佛
』
2
4
号

"
七
七
～
九
五
。

一
九
九
五

「細
川
月
翁
公
文
書
」
(下
)
三

音
成
佛
』
2
5
号

"
六

一
～
八

一
。

一
九
九
六

「細
川
月
翁
公
文
献

一
(拾
遺
)
『
一
音
成
佛
』
2
6
号

…
六

一
～
七
六
。

一
九
九
九

コ
解
説
」

(塚
本

一
九
九
九

　
一
六
三
～

一
六
九
)
東
京

　
虚
無
僧
研
究
会
。

小
林
紫
山

一
九
一
=

『尺
八
秘
義
』
京
都

…
明
暗
根
本
道
場

小
山
峯
囎

一
九
七
七

『
尺
八
の
作
り
方
』
新
潟

…
小
山
峯
囎
。

木
幡
吹
月

(編

　

一
九
八

一

『虚
鐸
伝
記
国
字
解
　
(山
本
守
秀
解
註

『虚
鐸
伝
記
国
字
解
　

一
七
九
五
年
刊
、
木
幡
吹
月
所
蔵
本
の
影
印
本
)
東
京

"
日
杢

日楽
社
ゆ

彰
城

一
調

一
九
三
三

「古
い
尺
八
曲
譜
の
話
」
『
三
曲
』
1
4
1
号

"
二
〇
～
二
一二
。

阪
倉
篤
義

(校
注
)

一
九
五
七

『竹
取
物
語
/
伊
勢
物
語
/
大
和
物
語
』

(日
杢

白
典
文
学
大
系
九
)
東
京

…
岩
波
書
店
。

澤
田
篤
子

一
九
八
二

「真
言
声
明

の
音
構
造
l
I
柴
田
南
雄
理
論
を
用
い
て
」
東
洋
音
楽
学
会

(編
)
『日
本
の
音
階
』
(東
洋
音
楽
鵬彗
言
9
)
三
五

一
～
三
九
五
、
東
京

…
音

楽
之
友
社
。

紫
山
居
士

・
虚
山
居
士

(小
林
紫
山

・
富
森
虚
山
)

一
九
三
〇

『
(尺
八
本
流
)
明
暗
吹
箭
法
基
階
』
東
京

…
大
屋
書
房
。

重
信
大
道

一
九
三
六

「最
古
の
尺
八
本
曲
楽
譜
」
『
三
曲
』
ユ
6
6
号

…
二
八
～
三
〇
。

柴
田
南
雄

一
九
七
八

『音
楽

の
骸
骨
の
は
な
し
1

日
本
民
謡
と
1
2
音
音
楽
の
理
論
』
東
京

…
音
楽
之
友
社
。

志
村
哲

一
九
九

一

「史
料
と
し
て
の
楽
㎜箪
1
ー
木
幡
吹
月
尺
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
」
(社
)
東
洋
音
楽
学
会
第
4
2
回
大
会
研
究
発
表
資
料

(平
成
三
年
十
月
二
十
六

日
、
龍
谷
大
学
)

一
九
九
九

「古
管
尺
八
と
そ
の
音
楽
観
に
関
す
る
研
究
」
(平
成
十

一
年
年
度
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
提
出
博
士
論
文
)。
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引用文献

白
尾
國
利

一
九
八
六

「天
吹
の
伝
承
」
天
吹
同
好
会

(編
)
『天
吹
』

一
～

一
三
七
、
鹿
児
島

"
天
吹
同
好
会

(三
木
原
勝
義
)
。

正
倉
院
事
務
所

(編

一

一
九
六
七

『
正
倉
院
の
楽
器
』
東
京

"
日
本
経
済
新
聞
社
。

新
修
京
都
叢
書
刊
行
会

(編

　

一
九
九
四

『新
修
京
都
叢
書
』

(第
十
巻
雍
州
府
誌
)
京
都

"
臨
川
書
店
。

(野
間
光
辰
編

一
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阿
字
観
》
《
薩
慧

》
の
秘
密
」
『
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
1
1
3
号

"
二
二
～
二
七
。

一
九
九
六
b

「吉
川
英
史
監
修

『琴
古
流
尺
八
本
曲
指
南
』
」
(視
聴
覚
資
料
評
)
『東
洋
音
楽
研
究
』
6
1
号

"
七
六
～
八

一
。

月
漢
恒
子

・
上
参
郷
祐
康

一
九
八
○

「神
如
道
の
尺
八
譜
」
[上
参
郷

(睡
巴

一
九
八
Ω

(別
冊
解
説
書
)
六
四
～
七
〇
。

月
渓
恒
子

・
志
村
哲

・
柳
知
明

一
九
八
八

「海
を
二
度
わ
た
っ
た
日
本
の
古
管
」
『楽
器
の
か
た
ち
展

(目
録
)
』
二
二
～
二
四
、
大
阪

　
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
ド
ル
博
物
館
。

月
漢
恒
子

(編
V

一
九
九
二

『尺
八
の
基
礎
資
料
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
の
試
案
I
I
国
内

・
国
際
的
利
用
に
供
す
る
た
め
に
』
(9

ミ
S
亮

§

O
亀
ミ
鳶
軸
ミ
匙
§

ざ
膏

ず

き
恥
讐

薯

職
o
ミ

8
鳶
ミ
δ
§
恥
o
紺
き
§
ミ
Q
§
§
守
覇
恥
S
ミ

畠
o§
母
昏
§
§

ミ

』謡
ミ
ヤ
o
ミ

旨
§

§
翫
§
ミ

蕩
亀
し

(文
部
省
科
学
研
究

費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書

研
究
代
表
者

　
月
漢
恒
子
)
大
阪

…
尺
八
研
究
A
『

月
漢
恒
子

(睡
巴

一
九
九
五

『集
大
成

[秘
曲
]
鶴
の
巣
籠
』

(ビ
デ
オ

・
テ
ー
プ
)
東
京

鱒
オ
フ
ィ
ス

・
サ
ウ
ン
ド
ポ

ッ
ト
。

一
九
九
六

『
「阿
字
観
」
「薩
慈
」

の
秘
密
』

(ビ
デ
オ

・
テ
ー
プ
)
東
京

…
オ
フ
ィ
ス

・
サ
ウ
ン
ド
ポ

ッ
ト
。

勅
使
河
原
己
幸

・
井
上
重
美

・
中
塚
竹
禅

一
九
三
二

「荒
木
古
童
氏
の
声
明
書
に
就
て
竹
界
の
諸
賢
に
激
す

(7
月
号
所
載
琴
古
流
宗
家
と
し
て
の
声
明
に
対
す
る
傲
)」
『三
曲
』
1

2
6
号

ニ
ニ
一
～
喜

二
。

寺
田
寅
彦

(井
尻
俊
童
訳
)

一
九
二
九

「尺
八
に
関
す
る
音
響
学
的
研
究
」
『藝
海
』
二
号

二

二
七
～
四

一
、
三
号

"
三
二
～
三
七
、
四
号

　
二
七
～
三

一
、
五
号

…
一

一
～

一
六
、
六
号

"
九
～

一
四
。

(池
辺
常
刀
訳
註
)

一
九
三

一

「尺
八
の
音
響
学
的
研
究
」
『
三
曲
』

一
〇
六
号

…
三
六
～
三
九
、

一
〇
八
号

　
四
五
～
四
八
、

一
〇
九
号

"
四
三
～
四
七
、

一
一
〇
号

二

二
九
～
四
二
、

=

一
号

　
四
六
～
五
〇
、

一
一
二
号

…
四
七
～
五
〇
、

一
=
二
号

…
四

一
～
四
四
、

一
一
七
号

"
二
四
～
二
九
。
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引用文献

(村
田
靖
子
訳
)

一
九
七
三

「尺
八
の
音
響
学
的
研
究
」
『人
工
自
然
の
デ
ザ
イ
ン

(日
本
の
科
学
精

神
⑨
模
型
と
実
験
)
』

=

～
二
五
、
東
京

…
工
作
舎
。

土
井
忠
夫

・
森
田
武

・
長
南
実

(編

・
訳
)

一
九
八
○

『邦
訳
日
葡
辞
書
』
東
京

…
岩
波
書
店
。

(オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ー
ド
レ
イ
文
庫

ゆ
。
臼
o凶§

暮

同超

所
蔵

本
の
影
印
本
は

一
九
七
三
、
東
京

"
勉
誠
社
コ

一
八
六
二
～

一
八
六
八
年
に
仏
訳
さ
れ
た
パ
リ
版
日
仏
辞
書

黛
ミ
§
ミ
譜

書

§
。
学
ぎ

ミ
鳩
階

の
影

印
本
は

一
九
七
四
、
東
京

"
勉
誠
社
。
)

東
京
国
立
博
物
館

(編
)

一
九
九
四

『法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
慨
報
十
四
』
東
京

…
東
京
国
立
博
物
館
。

徳
丸
吉
彦

一
九
八
四

「音
楽
に
お
け
る

『
記
さ
れ
た
も
の
』
と

『
口
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
』
1

日
本
」
川
田
順
造

・
徳
丸
吉
彦

(編
)
『
口
頭
伝
承
の
比
較
研
究
1
』

一

四
六
～

一
七
四
、
東
京

"
弘
文
堂

。

一
九
八
九

「リ
ズ
ム
」
平
野
健
次

・
上
参
郷
祐
康

・
蒲
生
郷
昭

(監
)
『日
杢

目
楽
大
事
典
』

一
五

一
～

一
五
六
、
東
京

　
平
凡
社
ゆ

一
九
九

一

『
民
族
音
楽
学
』
東
京

…
放
送
大
学
教
育
振
興
会
。

一
九
九
六

『
民
族
音
楽
学
理
論
』
東
京

"
放
送
大
学
教
育
振
興
A
『

富
森
虚
山
坊

一
九
二
六

a

「本
曲
普
及
の
弊
害
と
本
曲
精
進
者

へ
」
『三
曲
』
5
4
号

"
二
八
～
三
二
、
5
5
号

二
二
三
～
三
六
。

一
九
二
六
b

「明
暗
尺
八
の
解
義
頒
布
略
説
」
『
三
曲
』
5
6
号

二
二
五
～
三
八
、
5
7
号

"
四
二
～
四
六
。

一
九
二
七

a

「明
暗
尺
八
の
解
義
頒
布
略
説
」
『
三
曲
』
5
8
号

二
ご
三
～
三
六
、
5
9
号

…
七
～
九
。

一
九

二
七
b

「高
橋
龍
孫
氏
の
文
に
対
ふ
」
『三
曲
』
6
1
号

"
四
〇
～
四

一
。

…

…

(富
虚
山
)

一
九
七
〇
ご
ろ

『阿
字
観
と
如
山
、
狂
竹
』
(『
一二
曲
新
報
』
昭
和
四
十
四
～
四
十
五
年
の
連
載
記
事
を
ま
と
め
た
小
冊
子
)
東
京

…
明
暗
虚
山
坊
同
友

会
。

富
森
虚
山

一
九
七
九

『明
暗
尺
八
通
解

　
東
京

…
明
暗
虚
山
坊
同
友
A
蔦

戸
谷
泥
古

一
九
八
四

『虚
無
僧
尺
八
指
南
』
福
岡

　
戸
谷
泥
古
。

一
九
八
七

『虚
無
僧
尺
八
製
管
秘
伝
』
福
岡

"
戸
谷
泥
古
。

　

中
塚
竹
禅

一
九

三
二

a

「尺

八
古
老
彰
城
貞
徳
翁

の
事
」

『
三
曲
』
1
2
6
号

"
二
五
～

二
七
。

一
九

三

二
b

「黒
澤
家

の
人

々
」

『三
曲
』

1
2
7
号

二

二
六
～
三
八
。

一
九

三

二

c

「市
村
富
久
氏

の
説
を
読
み
て
」

『三
曲
』

1
2
8
号

…
四
二
～

四
八
。

一
九
三
一二
～

三
四

「久
松
風
陽
先
生

(
一
)
～

(十
)」

『三
曲
』

(1
3
2
～

1
4
1
号
)
。

一
九
三
三

a

「吉

田
家

所
蔵

尺
八
史
料
目
録
」

『
三
曲
』
1
3
1
号

二

二
〇
～
三
三
。

一
九
三
一二
b

「久
松

風
陽
先
生

(二
)
」
『
三
曲

』

1
3
3
号

…
二
六
～

二
八
。
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九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九
七 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三
九 七 七 五 四 四 三 三 三 三 三
babagfedc

　 ヨ

1講 難謙 鰹
上宅讃 去羅 難 難蒙
三鯉 工行無 難

祐 三 三 畢 古,畢 九 八 七 に

盤雌 曹軸 藍 三三婁

1繰鑑
鉦 莫鴛 誓 盟 鴨

1瓦顎禾鷲
奢.菱

 

西
尾
実

(校
注
)

一
九
五
七

『
方
丈
記

徒
然
草
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
3
)
東
京

…
岩
波
書
店
。

(初
出

は

一
九

三
六
～

一
九
三
八
、

『三
曲
』
1
7
2
号
～
1
9
6
号
)

西
巻
興
三
郎

(編
)

一
九
七
七

『太
陽

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「地
図

江
戸

・
明
治

・
現
代
」
』
第

一
号

(江
戸

・
東
海
道
)
東
京

　
平
凡
社
。

西
山
松
之
助

一
九
五
九

『家
元
の
研
究
』

東
京

"
校
倉
書
房
。
(
『西
山
松
之
助
著
作
集

第

一
巻
』
再
掲
、

一
九
八
二
年
、
東
京

　
吉
川
弘
文
館
)

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部

(編

「

一
九
二
七

『嬉
遊
笑
覧
上
下
』
東
京

"
成
光
館
出
版
部
。

一
九
九
四

『新
装
版

日
本
随
筆

入
成
』

(第
二
期
)
1

「兎
園
小
説
」
、
東
京

"
吉
川
弘
文
館
。

乳
井
建
道

一
九
三
四

「尺
八
本
曲
余
談
」
『三
曲
』
1
5
2
号

二

二
六
～
四
〇
、
1
5
3
号

二

二
九
～
四
三
。

野
田
勝
次

企
編
)
(岡
沢
亀
太
郎

・
宮
橋
勝
次
郎
著
)

一
八
九
四

『尺
八
手
引
草
』
名
古
屋

…
野
田
勝
次
。

野
間
光
辰

(編
)

一
九
六

一

『完
本

色
道
大
鏡
』
京
都

…
友
山
文
庫
。

浜
田
義

一
郎

一
九
八
六

「文
宝
亭
文
宝
」
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会

(編
)
『日
本
古
典
文
学
大
辞
典

(簡
約
版
)
』

一
六
三
六
、
東
京

…
岩
波
書
店
。

原
田
正
俊

一
九
九
八

『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』
東
京

"
吉
川
弘
文
館
。

平
野
健
次

一
九
八
二
a

「記
譜
法

(日
本
)
」
『音
楽
大
事
典
』
2

n
六
八
九
～
六
九

一
、
東
京

"
平
凡
社
。
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…
…
…

一
九

八
二
b

「唱
歌
」

『音
楽

大
事
典
』

3

"

一
二

一
六
～

一
二

一
七
、
東
京

"
平
凡
社
。

-…

----
一
九
九

一

「琴
古
流
本
曲

の
伝
承
」

[吉
川

(監
)

一
九
九

一
]

(別
冊
解
説
堂
巳

一
二
～

一
五
。

平
野
健
次

(酢
巴

一
九
七
二

『箏
曲

「段
物

・
砧
物
」
の
研
究
I
l
箏

の
器
楽
曲
の
系
譜
』
(L
P
レ
コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム
ω
9
N
μ
P
6
)
東
京

…
C
B
S
ソ
ニ
ー
。

一
九
七
六

『胡
弓
-

日
本

の
擦
弦
楽

器
』

(L

p
レ

コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム

勺
甲
。。蟄
轟
・ド。。)
東
京

…
日
本

フ
ォ
ノ
グ

ラ
ム
。

一
九
七
八

『六
段
-

日
本
音
楽
の
魅
力
を
探
る

(そ
の

一
)
』

(L
P
レ
コ
ー
ド
ア
ル
バ
ム
霞

ひ
8
い令
い
い
)
東
京

…
東
芝
E
M
I
。

一
九

八
三

『
三
味
線
古
譜
の
研
究
』

(L
P
レ

コ
ー
ド

ア
ル
バ
ム

一臣

×
-O
S
旨
-嵩
)
東
京

"
東
芝
E

M
I
。

藤
田
定
興

一
九
五

一

「尺
八
名
人

神
保
政
之
助
の
こ
と
」
『福
島
史
学
研
究
』
復
刊
1
2
号

(通
刊
1
8
号
)

二

一三
～
二
八
、
福
島

…
福
島
県
史
学
A『

一
九
七
六

『神
保
政
之
輔
と
神
保
三
谷
の
曲
』
(昭
和
五
十

一
年
度
青
木
鈴
慕
尺
八
リ
サ
イ
タ
ル
小
冊
子
)
東
村
山

"
鐘

奏
云
本
部
。

藤
田
俊

一

一
九
六
六

「尺
八
の
歴
史
」
『
三
曲
編

現
代

・
邦
楽
名
鑑

(
一
)
』
九
九
～

一
三
八
、
東
京

"
邦
楽
と
舞
踊
社
出
版
部
。

藤
田
鈴
朗

(俊

一
)

一
九
二
一二
a

「琴
古
流
々
祖
黒
澤
琴
古
先
生
在
世
当
時
の
江
戸
尺
八
界
」
『三
曲
』
2
7
号

…
四
八
。

一
九
二
一二
b

「琴
古
先
生
の
法
名
」
『
三
曲
』
2
7
号

…
四
八
。

一
九
三
二
～
三
一二

「本
曲
の
説
明
」
『
三
曲
』
1
2
9
号

…
五
五
～
五
七
、
1
3
0
号

二

二
九
～
四

一
。

不
明

一
九
九
七

「琴
古
流
」
『日
本
史
広
辞
典
』
東
京

"
山
川
出
版
社
コ

法
制
史
学
会

(編
)

(代
表
者
石
井
良
助
)

一
九
五
九

『徳
川
赫
天
羽
考
』

(前
集
第
五
)
、
東
京

"
創
文
社
。

法
燈
派
本
山
興
国
寺
修
史
局

(編
)

(代
表
者
森
彦
太
郎
)

一
九
三
八

『鷲
峰
餓
光
』
由
良

"
興
国
寺
修
史
局
。

正
宗
敦
夫

(編

・
校
訂
)

一
九
三
一二

(日
杢

白
典
全
集
)
『
膣
源
砂

二
』
東
京

"
日
本
古
典
全
集
刊
行
A『

引用文献

馬
淵
卯
三
郎

一
九
七
九

「音
楽

・
楽
譜

・
音
楽
分
析

(ラ
ウ
ン
ド

・
テ
ー
ブ
ル
報
告
)
」
『音
楽
学
』
2
5

(3
)

…
一
八
三
～

一
八
八
。

一
九
八
○

「糸
竹
初
心
集

『す
が
が
き
』
『り
ん
ぜ

つ
』
と

α
ぞ
巨
8

技
法
」
『大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
1
2
9
i

二
二
七
～
五
六
。

一
九
八
六

「日
本
音
楽
史
研
究
の
た
め
に
ー

も
う
ひ
と
つ
の

す
が
が
き
"」
上
原

一
馬
先
生
兵
庫
教
育
大
学
退
官
記
念
論
文
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要旨

大阪大学大学院文学研究科提出 博士(文 学)学 位請求論文1999年10月

論文の要旨

論文題目:尺 八古典本曲の研究

月渓恒子

この研究は、無名性、無記性である尺八の 「古典本曲」 において、個々の楽曲の生成 と変化の

「しくみ」を解明 し、その 「思考のモデル」を提示するものである。まず、琴古流の書記史料 に

よって、十八世紀末か ら十九世紀前半における本曲形成の実態 と演奏慣習 を明らかにした。さ ら

に、楽曲分析を通 して、既成の楽曲か ら新たな楽曲が生みだされる 「しくみ」、楽曲の構成方法、

伝承における変化と楽曲の同一性の問題 を論 じた。最後 に、古典本曲にお ける楽曲の生成の多様

性は、不可逆な変化の過程の結果であると結論づけた。

Disser血 廿on盆)rthede創eeわ 翻π8α㎞1ぬ ㎞3θ(DoctorofLitelatureP.L司)submit㎏dto1he(haduateschoolof

I£ttefs,OsakaUIliversity,inOctober,1999.

Abstract㎞En9販sh

Tit亘e:Shldyofthecl{遺ssica1ミyα1ヒ 麗乃α護∫(5肋 π麗乃αc砺)乃oη 左yo肋

Doαoralcandidate:TUKn:ANIT廿neko

Thisstudyattemptstodar迂ythe"mechanism"ofcreationandthechangesoftheindividu組

四classical乃o吻o肋 腎piecesfor剛 α励 α廊
,atraditionalJapaneseverticalflute,chalacterisdcsof

whicharerepresentedbybeinganonymousandoralinte㎜sofoomposerandtransmission

respecdvely,andalsoprovidesa"speculativemodel"toundelstand/examinethemechanism.

First,theau出orhasconductedasurveybyexam㎞gthehistohcalscoresandso脚r㏄softhe

Kihkoリ ノ舜,oneofthetransmission㎞eages,toclarifythecompositionalprocessofthe乃o吻o伽

andtheperfo㎜ancepracti㏄du血gtheperiodfromthelate18thtothefh:sthalfofthe19th

㏄n㎞es.Fu曲e㎜ore,bya謡ysingthepieces,血e"mechanism"血whichanewcompositionis

bomfヒomprecedingpieces,themethodsofconstrucdngthepieces,thechangesintheprocessof

transmission,andissuesofidentityresultingfromthisprocessarediscussed.Thecondusionis

thatthedivelsenatureofcreationintheclassical乃o敏yo初resultedfromthehTeversibleprocesses

ofchanges.

Note:噛ero㎜i瞼tionofJap㎝esete皿sisbasedonthe肋 ηアθlsystem.Japanese£ ㎞ 丑yn㎜es訂elisted

丘rSt,giVennalneSIaSt.

1



梗概

論文内容の梗概

論文題目:尺 八古典本曲の研究

月渓恒子

1.研 究の対象

本論文は、尺八のために作 られた楽曲である古典の 「本曲」を対象とした音楽学研究である。

日本には、七世紀後半か ら奈良時代(710～794)前 半にかけて中国の唐か ら雅楽の尺八(六 孔の尺

八)が 伝来 し、 この種をは じめ、大別 して五種の尺八が盛衰 した。本研究の対象 となる尺八は、

こもそう

十五世紀末ごろから有髪の乞食僧である薦僧と結びつき、十七世紀以降は虚無僧へと移行した
こむそう ふけ

人々によって吹かれた五孔の尺八、すなわち 「虚無僧尺八」である。この種の尺八は一般に、「普化

尺八」 と呼ばれる。普化尺八として括 られる尺八は、現在の尺八と外形的には変わ らないが、現

代製では管の内部に 「地」(漆と石膏を水でといたもの)が 塗 られているのに対 して、虚無僧尺八には

この 「地」がない。

本論文ではこの違 いを意識 して、歴史用語で ある 「虚無僧尺八」の名称 を使う。そ して 「尺八

古典本曲」を、 「地無 しの虚無僧尺八による音楽ジャンル」と定義する.

「尺八古典本曲」という術語 には、担 い手である虚無僧の組織 であった普化宗(臨 済宗の一派)

が、明治四年(1871)に 廃止されるまでの約二百年間、普化宗の 「修行」 として吹き伝え られて

いちげつ

きた楽曲、 という意味がある。 ここには、一月寺 ・鈴法寺という虚無僧寺を母体に生まれた江戸

みょうあん

の琴古流本曲や、京都の 明暗寺をはじめ、奥州地方や九州地方な どの虚無僧寺を拠点に活動 し

た虚無僧たちの吹き伝えた本曲が含まれる。 しか し、明治の廃宗以後 に誕生した都 山流(1896年

創流)、上田流(1917年 創流)、竹保流(1917年 創流)な どの、新たに作曲された近代の本曲は・使用

する楽器の内部構造 とその音楽の出所の違いか ら、 この研究の対象か ら除外 される。

現在 もなお150曲 以上の尺八古典本曲が伝承されるが、個々の楽曲がいつ、誰の手によって生

みだされたかは不詳である。虚無僧同士の交流や曲の交換をとおして、伝承は複雑な枝分かれを

生じ、楽曲の奏法はさまざまに混交 してきた。 これ らの楽曲の間には、曲名は同一だが旋律が異

なる 「同名異曲」や、旋律:は同一なが ら曲名が異なる 「異名同曲」、さ らに、曲名も旋律 も異な

るが 同じ旋律構造(旋 律の骨組み)を もつものや、同種の旋律なが ら流派への帰属か ら、違 う奏法

で別の楽曲として定着 したものなど、複雑な相関関係が認め られる.

本論文では、十八世紀末以降楽譜 として存在 し、枝分かれを含めて こんにちまで伝わったすべ
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ての楽曲を、研究対象として視野 に入れる。

2.研 究の 目的

本論文は、古典本曲がどのようにして形成 され、伝え られてきたかについて、その 「しくみ」

を解明するものである。

古典本曲は本来、普化宗の修行 として吹かれてきたものであり、深 い精神性によって支えられ

てきた。普化宗の脈絡においては、尺八は音楽として人に聞かせるものではなく、修行 のために

吹くものであった。普化宗の廃止によ り社会的脈絡 を完全に失ったあとも、精神性を重視 し音楽

性を否定する伝統は、一部の伝承者たちに脈々と伝えられてきている。

しか し、彼 らが 「音楽 を生みだす行為」 という意識を持っていなかったとして も、筆者は一貫

して この古典本曲をす ぐれた音楽的行為 の所産 とみなし、 日本の音楽文化の重要な要素 として と

らえてきた。本論文においてもまた、「音楽」 としての古典本曲の、生成 と変化 にお ける 「しく

みの解明」に焦点があて られる。そ して、無名性の古典本曲ではあるが、楽曲を生成させ、それ

を社会的に維持す る過程 において、個人の創意 と工夫が いかに重要な働 きをしたかを証明する。

すなわち、「古典本曲とはいかなる音楽か」を考 えるための 「思考のモデル」を提示することが、

本論文の重要な課題であり目的である。

3.研 究の方法

無名性、無記性の古典本曲にあって、楽曲の成立史や伝承における変化の実態については、不

明な点がおおい。音楽実態の歴史 を知る一次史料 としての楽譜は、琴古流をのぞき、江戸期のも

のがほとん ど遺 されていない。文字史料 についても、演奏法や楽曲の内容に触れたものは同じく

琴古流の一部 をのぞき、皆無に近 い。

このような状況 にあって筆者が とった方法の第一は、楽譜史料のそろった琴古流本 曲を対象

とし、十八世紀末か ら十九世紀前半にか けての本曲形成の実態、および演奏慣習を明 らかにする

ものである。琴古流は幕府所在地である江戸 にあって、比較的権力をもつ階級の人々によって支

え られてきたため、芸の組織的維持 に成功した。そのため、早 くか ら楽譜や文字による書記伝承

に積極的であった琴古流を切 り口として、本曲形成史の一側面を明らかにすることが可能である。

第二は、十九世紀末を上限 とする現在の演奏伝承 を対象 に、可能な限 りの楽譜史料 と口頭伝

承を組み合わせて、古典本曲の生成の 「しくみ」、および伝承によって引き起 こされる変化の 「し

くみ」を明 らか にするもので ある。具体的に選ばれた分析対象の楽曲、および演奏伝承の例はわ
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梗概

ずかだが、「しくみ」のモデルを示すに十分な数が提示される.

これ ら二つの方法はそれぞれ、第一部 「尺八古典本曲の史料 とその解釈」(第一章～第三章)と 、

第二部 「尺八古典本曲の生成と変化」(第四章～第樟)で 中心的に示されている。

4.研 究の概要

本論文は二部に分けて構成されているが、 「尺八古典本曲 とはいかなる音楽か」を音楽学的に

解 明することにおいて、全編は有機的な連関をもつ.以 下、各章の意図と明 らかにされた内容に

ついての概要を、章にそ って記述する。

第一章 「尺八研究の歴史」では、尺八研究における本論文 の位置づけをかねて、従来の研究と

基本文献が紹介 される。また、 日本音楽研究における尺八研究、とりわけ音楽学的研究が著 しく

立ち後れてきたことを指摘する。

第二章r琴 古流の成立をめぐる諸問題」では、琴古流 の成立 に関わ る従来の記述の検討 をお

こなう。比較的最近公開された史料の追加、および文献の精読作業 とその分析結果か ら、つぎの

ような点を指摘 した。①現存史料における琴古流流名の初 出は安永二年(1773)で ある.② 歴代

黒澤琴古が琴古流 を名のった形跡はないが、1822年 、1823年 の池田一枝 の史料に 「琴古流」の

名が使われて いる。③宮地一閑が一閑流を唱えた との通説 を証明する史料はない。④二世、三世

琴古の享年を裏付ける根拠がないため、事典等における従来記載の生年を疑 うべきである.⑤ 琴

古流相伝系譜でば 説の分かれる宮地一閑の師弟関係を、初世琴古 と二世琴古の双方 との関係 に

おいて描 く。

第三章 「琴古流本 曲の形成 と展開」は、「史料か ら音楽の実態をどこまで明 らかにす ることが

できるか」を問うものである。考察のために、琴古流本曲の楽譜史料21点 、文字史料13点 から

中心となる史料18点 を選出し、これ らを 「琴古流本曲曲目一覧表」に整理 した。

第一節では史料の分析 を通 して、琴古流本曲が制定 されるに至 った経緯を明 らか にす る.解

明された要点は、①曲目制定が完了 したのは三世琴古の代、②表十八曲は安定 していたが、裏十

八曲は曲数 ・曲名文字 ・曲順 にお いて一定せず、四世琴古(す なわちその後見人久松風陽)の 代で定

着 した、ということである。

第二節では、琴古流本 曲がいつの時期にどの程度楽譜化 されたか、それが書伝 として どのよ

うに伝えられたかを、史料の比較検討によ り考察する.主 な解明点は、①二世琴古 と宮地一閑の

教 えを土台 に池田一枝が書いた楽譜(1822年)が 、琴古流の規範譜 としての最古に属す、②三世

琴古 と久松風陽の合議で、指孔の数え方が下の孔か ら一、二 と数える方法に逆転 した、③ 十九世
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紀はじめと現行とでは、五種の指遣いにおいて対応する音律認識に半音のずれがある、④琴古流

の奏法は十九世紀前半には記譜されていた、⑤若干の異 同をのぞき、琴古流本曲の音楽構造につ

いての書伝1青報はほとんど変化 していない、の五点である。

第三節では、第一部のまとめとして、従来 いわれてきた琴古流 と一閑流の関係が、初世黒澤

琴古 と宮地一閑の対立関係ではな く、二世琴古の弟子 と三世琴古の弟子 における系統のわかれで

あり、後者の系統である久松風陽の代 に、現行 につながる若干の変革があったと認め られること

を指摘 した。

第四章r楽 曲の生成」にはじまる第二部は」音楽資料の分析研究である。まず第四章では、「ど

のように して曲はできあがるか」がテーマ となる。 この考察対象 として、樋 口対 山(1856～1914)

の曲目制定および旋律改編の軌跡が取 り上げられる。第一節で示 した対山による 「曲の分離」、「旋

律 の加減」、 「曲名 の変更」な どの改編手法は、第二節における、既成の楽曲を土台 に新たな楽曲

が生成 される 「しくみ」のモデルでもある。

第五章 「楽曲の構成」では、楽曲の作 られ方を旋律の最小単位(音 句)、中単位(楽 句)、大単位

(段/段落)に 分けて考察 し、古典本曲における 「楽曲分析の方法論」 と 「楽曲構成のモデル」が

提示 される。古典本曲には決 まった形式がないといわれてきたが、その本曲にも、旋律を作 りあ

げるための 「見えない法則」がある。その法則 を明 らか にするためには、明確な基準 にたった旋

律区分法が確立されなければな らない。筆者はその基準に 「核音」を置いた。 ここで示 された旋

律構造のモデルは、琴古流をも分析対象に含むため、十八世紀末にさかのぼる可能性をもつ。

第六章 「伝承 と変化」では、伝承の過程にお いて古典本曲が どのよ うに変化 してきたか、そ

の変化の実態を明らかにするものである。

第一節では、「変化の要因」 と 「変化の レヴェル」(曲名、奏法、旋律)を 指摘 したのち、《鶴の巣

籠》 と 《阿字観》の楽曲を事例に、古典本曲における伝承形態の典型を提示 した。第二節では、

変化 した結果として個別 に存在す る多数の楽曲の間の 「同一1生」identityが テーマ となる。複数

の帰属関係をもつ 《秋田菅垣》 という楽 曲は、その帰属の一つである琴古流の奏法によって強 く

支配されている。しか し、旋律構造 というもっとも変化 を受けにくい特性 において、 この曲本来

の帰属が、奥州地方の伝統である 「山型形成型」の旋律構造 にあることを主張 した。そ して第三

節では、ひとたび変化 し枝分かれ した楽曲は再び もとに戻 らないという、伝承の不可逆性を指摘

し、古典本曲における楽曲の生成の多様性が、 こうした不可逆な過程の結果である、 と結論づ け

た。
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Su㎜afy

SummaryinEnglish

Title:S加dyonthecl紐ssica蓋 ミyα死配乃α廊(夕乃α1ヒ麗乃αo乃の 乃oπ1ヒyo丸麗

TU㎜Tune㎞

1.Sul痂ectofthestudy

Thisdissertationisamusicologicalstudydealingwiththeclassical"honkyoku",pie㏄soriginally

composedfortheSya励ati,atraditionalJapaneseverticalbambooflute.

Betweenthelatterhalfofthe7thcenturytothefhsthalfoftheNaraperiod(710一 一794),a

・iX-h・1・⑲ ・初 加 伽 ・・i・tr・ducedt・J・ 脚 丘・mT・ng-e・aChi・ ・,andW・ ・u・edi・ ・9・g・kO

(t・aditi・n・IJ・p・n・sec・uimusi・)・n・embl・ ・D・ri・gthi・p・ ・i・d・・ev・・al短 ・d・ ・fSya励ati・

includingtheinstrumentmentionedabove,prosperedanddedined.Thesecanbebroadly

。las、ifi,di。t。fi。 ・diffe・enttyp・ ・.士h・Sy・k・h・tidealtwithinthiss加dyi・a且ve-h・1・d

SyakLthatiplayedbymenofthelate15thcentUrywhodevelopedarelationshipwiththekOmos∂

("strawmatpriests"),untonsuredBuddhistpriestswhobeggedforalms,andbe(㎜emore

commonlyknownaskOmus∂("no血ingness画ests"),mendicantpriestsofBuddhismaroundthe

17thtillthemid-19thcent面es.Theinstmmentbecameaccordinglyknownas"kαmus∂

Syakuhati".Thistypeofinstrumentisoftengenericallyref6rredtoasthe"hukeSyakuhati'㌧At

firstglance,theinstrumentscategorisedashukeSyakithatimaydonotappearentirelydifferent

丘omtheSyakUhaticommonlyseelltoday.Nevertheless,whereasthemodemtypesare

manufactUredapplying'専2置",amixtUreofumsi(Japaneselacquer),plasterandwater,totheinside

ofthebore,thekr)〃msδ5:ソakuhatilacks'冒z"㌧

Inthisdissertationthename,!紋)〃1usδSyakuhati',,ahistoricalte]㎜,isusedtoconsciously

differelltiatebetweenthesetwotypesofinstrumentsmentionedabove.Theauthordefines

"classicalSyaimhatihonkyoku"as"amusicalgenrebyand/orrelatedtothekOmus∂SyakUhati

withoutz∫".

Thetemユ"dassicalSyakuhati乃o纏yo初"denotesthosepieceswhichwereplayedand

transnゴttedfromgenerationtogenerationforsome200yearsasameansof"tra面ng"inHuke

瑚,・ ・ub-sect・fRinzaiZ・ ・,・…9・ni・ati・n出 ・tcaπi・d・nth・t・aditi・nuntilitw・ ・b・皿 ・di・

th・4血y・ar・fM・ セi(1871).:』 ・ ・ep・伽 ・・f血i・g・ 皿 ・血・1・d・・n・t・ 皿yth・h・ 吻 ・im・fth・

團 ・・鵬 ・n・ ・fth・ 伽smissi・nlineages,b・minEd・(・ldT6ky6)丘 ・m・uchkOm・ ・δt・mpl・ ・

・・Itig・加 ・i・ndR・ih6・i・ ・it・・ff・pri・g,b・t・1・ ・th・ ・eh・ 吻 ・御iec・ ・whi・hw・ ・et・…mi賃 ・d
　

byth・kOmus∂b・ ・ed・tMy6・nzi血Ky6t…w・ll・ ・at・th・ ・kOm・ ・δt・mpl・ ・i・th・0・y血 ・egi・n
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(northemJapan),Ky血syO(southernislandofJapan),andsoon.Itshouldbenoted,however,

thatnewlycomposedpiecessuchasthe乃oπ@o㎞oftheTozanり2挽(established元n1896),the

Uedaり 碗(establishedin1917),theTikuhoり 漉(establishedin1917)amongothers,allofwhich

wereestablishedaftertheabolis㎞entofHuke茂y擁,areexcludedfromtherealmofthisstudy,due

tothediff6renceofthehmerstructureoftheinstrumentsandthemusicwhichcomeffom

dif£erentlineages.

Althoughmorethan150pie㏄sofclassical乃oη 砂o㎞remainextant,itisstillbasically

曲o㎜when㎝dbywhomeachof血osecompositionswasαeated.T㎞ou帥co㎜u㎡cation

andactiveexchangesamongthe斥o辮 認 ∂priests,thelineageoftransmissionwasdividedhlto

manybranchesandtheplayingtec㎞iquesfbreachpie㏄havebeenmixedtogether・TherefOre,

thercareadmittedlycomplicatedinterrelationshipsamongthesepieces:somehaveidenticaltitles

butdiss㎞ilalmelodylines("samename,dif飴rentcompositions"),identicalmelodylinesbut

diss㎞ilartitles("dif6erentnames,s㎜ecomposition"),anddi琿erentnamesandmelodylinesbut

thesamemelodicstludure(f士 ㎜eworkofmelodylines).Moreover,thesamemelodylines

playedwithdif匿renttec㎞iquesarefbundacrossvariouscompositions一 一theresultofthe

transitionfromollelineagetoanother.

Everypiecethatisextantinthefomlofawrittenscore,丘omthelate18thcenturytothe

present,isincludedinthescopeofthesurveyinthisstudy・

2.0㎏ectiveofthestudy

Thisdissertationattemptstoclarifソthe"mechanism"thatfbmledandtransmittedtheclassical

ho吻o㎞.

Pie㏄softheclassical乃oπ 紗o勧havebeenplayedasameansoftraininginHuke剛 舜and

sustahledbytheprofoundsphi加alityofthepractice.WithinthecontcxtofHuke願,the

貫yα励 磁wasnotaninstnlmenttobeplayedfbrotherpeople,butfbrthesakeofpractisingZen

ltself.Evena負erlos血g.itssocialz伽 η4'e舵,withtheabolis㎞entofHuke舶,the怠adition

hasbeenhandeddown,overgenerationsbysomeretainers,whocontinuetoplaceemphasisonits

spiritualaspects,rathernegatingthemusicalityofthepieces.

Evenifthesecomposerswerenotconsciously"creatingmusic"orintendingtodoso,I

regardtheclassicalho纏yo1切astheproductofexcellentmusicabilityandasanimportant

elementinJapanesemusicculture.Ithasalsobeenattemptedhere"torevealthemechanism"in

theprocessoftheircreationanddiversificationthatmakesthe乃oπ 紗o㎞"music".Thoughthe

composersoftheclassical乃o敏yo初areanonymous,theoriginalityandideasofeachindividual

asamatteroffεctplayedquiteanimportantroleintheprocessofcreatingthepie㏄sand
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Summaly

m・i・ 槍i・i・gth・mi・th…ci・1…t・xt.0・thi・ 暫 ・und,theesse・ti・lth・meand・ 切 ・bti…fthi・

dissertationistoprovidea"speculativemodel"toexaminewhatkindofmusicthedassical

乃0吻0㎞is.

3.Methodofthestudy

Intheclassical乃o纏yo初,characterisedbyanonymityandoralityinte㎜sofcomposerand

transmissionrespectively,manythingsremainun㎞o㎜aboutthegenesisofapieceandhowa

piecewasalteredinthecourseoftransmission.Ex㏄ptfortheKin:ko門y諺repertoire,thescores

oftheEdopehod,thesourcefbrour㎞owledgeofmusichistory,arefbrthemostp頗nolonger

extant.Descdptionsoftheper艶mlingtec㎞iquesImdthecontentof血epiecestoohavea㎞ost

allvanished,ex㏄ptforasmallportionoftheKhikoη 挽literature.

Underthesech:cumstances,theauthorfhlstattemptedtoinvestigateintothepracticeof

composingandperfb㎜ing乃o吻o㎞du血gthepedo面omthelate18thtothe∬rsthalfofthe

1舳 。,nt。d,・byw・y・f・ ・血gth・K蝕 ・綱 乃・婚 ・㎞ ・・th・ ・u司ect・ ・f血 …tig・ti・n・F・ ・thi・

P・・i・d,th・ ・。・・e・andhi・t・hca1・ ・u・ce・aeabund㎝tly・xt㎝t・S血ceth・Kh・ ・ ワ 諺b・g・n血

Edoandwassupportedbythegovemingclass,whohadrelativelystrongpoliticalpowers,the

musicianswereabletomaintainasystcmaticperfb㎜ingtradition.Itis,therefore,possiblefor

ustounderstandsomeofthehistoricalaspectsofみo纏yo㎞fo㎜ationparticularlybyanalysing

theKh止01ッ 舜,themusiciansthereofhavingeagerlyrecordedrelevantinfo㎜ationtotransmitthe

tradition.

Thesecondmethodappliedwastotrytorevealthe"mechanism"ofcreatingclassical

乃・吻 ・㎞ ㎝dth・ ・m・ch・ni・m"・f・h・ngecau・edby賃 ㎝ ・missi・n・T㎞ ・hおbeenacc・mpli・h・d

onthebasisoftheperfo㎜ancestransmittedffomthelate19thcenturytothepresent,and

・・mbi・i・g・ ・mp肛i・g・c・ ・e・andhi・t・ ・ical・・u・ceswithth…al柱 ・diti・n・wh…v・ ・p・ssibl・ ・

Thesetwoinvestigativemethodsaremai1皿yillustratedinPart・One"Sour㏄softhe

。lassical卿 励 ・励 ・吻 ・勧 ・ndth・i・i・t・ 甲 ・et・ti・n'璽(・h・pters1一一3),㎝ 曲P・ 丘Tw・ ℃ ・eati・n

andverificationoftheclassical鍔 ソα勧 乃α距hoη 左ソo初1,(chapters4-6)respectively・

4.Summaryofthes加dy

Thisdissertationconsistsoftwoparts,doselyrelatedtoeachother,becauseitisintendedinboth

t・cl副fy・wh・ttheclassical卿 励 ・励 ・吻 ・㎞i・"丘 ・m・m・ ・i・・1・暫calp・i・t・f・i・w・Th・

f・11・wi・ga・bゴ ・f・u㎜ ・d・・ch・pt・ ・by・h・pt・ ・㎝dth・cent・alね ・tsrev・al・d血thec・urse・f

research.
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Ch段pter1"Thehistorブ
.ofミyα 初 乃α廊studies":Pastresearchandbasicrefbrenごesin

5:ソα初 乃α琵studies.areintroduced.Theseservetoplacethisdissertationinacont6xt.Itisalso

pohltedoutthat5yα ㎞ 乃α琵studiesasonefield加Japanesemusicresearch,andinparticular

musicologicalresearch,havevisiblyfallenbehind.

Cbapter2"IssuesonthefbundationoftheKinko耽y挽":Pastdescriptionspertainingto

.th
efoundationoftheKin:koη 舜areexamined.Additionalsourcesmadepublicrelatively

recently,intensivereadingofahleadyavailableliteratureandtheresult丘omtheanalysisillustrate

severalpoints:1)intheexistingsources,thenalneoftheKinkoη ソ擁fhlstapPearsinAn'ei2

(1773);2)althoughtheleisnoevidencethatapersonbythenalneofKurosawaKilikodeclared

thefoundingoftheKhikoり 瞬,theterm佛Kh止:01:ソ 挽 四apPearshlsourcesbyIkedaIssidated1822

and1823;3)dlereisno .sonrcefbrthegenerallyacceptedtheorythat]MiyaziIkkanfbundedthe

Ikkanり7諺;4)nOsourceexiststocertifンtheagesofdeathofeitherKink6110rK血koIII,which

suggeststhatthedatesoftheirbirthsasrecordedinencyclopediaspublishedtotheprescntare

questionablc;and5)inK血koリ ノ舜5δ48η んε読配[ThegenealogyoftransmissionoftheKinkoワ 司,

thesourcedescribesthedisputablemaster-disciplerelationregardingMiyazi皿 くkan,anditsayshe

hasbeenadiscipleofbothKilikoIandKinkoII.

Chapter3."Fo㎜ationanddevelopmentoftheKinkoノ 頭classical乃oπ 紗o初":This

chapterposesthequestion,howclear,ortowhatextent,cantheactualcircumstancesofthemusic

be.understood丘omthesour㏄research?Toexaminethequestion,21historicalsourcesofthe

Kinko7y挽 乃o纏yo㎞andthe13coreitems丘om21historicalIiteraturesourceshavebeenselected.

TheseareclassifiedintoalistoftheKir底oり1諺classical乃oη 左ソo㍍4.

Section1:AnalysisofthesourcesmakestheprocessofestablishingtheKinkoτy擁

乃o吻o㎞cle飢.Theimpor捻ntpo血 鱈revealedae:1)es血blis㎞entwおcompletedat血et㎞e

ofKinkoIII;and2)the180吻o彪pie㏄s[surfacepieces,orprimaryrepertoire]wereconsistent,

whilethehumbers,titles,andorderofthe18μzαpieces[backpieces,orsecondaryrepertoire]

changeduntilbeingsetatthetimeofK血korV(i.e.,HisamatuH愈y6,Kir〔korV'sguardian).

Section2:WhenandtowhatextenttheKinko1圃 乃oη@o勧wererecordedinnotational

scores,andhowtheyweretransmittedhlthefb㎜ofcompilationsareexamhledthroughthe

comparativestudyofthehistoricalsources.Themainfivepointsdiscoveredare:1)thescore

(wlittenin1822)byIkedaIssibasedontheIearningofKinkoIIand】MiyaziIkkanbelongstothe

earliestscoresthatconsideredtobestandardsoftheKinko町 ソ擁;2)thediscussionsandconsensus

betweenK血koIIIandHisamatu恥y6resultedintheorderofthefingerholesoftheinstrument;

i,e.,thefhstholebecametheholeoppositetotheblowingend,buthadbeenthereverseuntilthat

point;3)discrep㎝ciesexist血the且ve㎞dsoffingeringbe伽eentheperceptionofthepitchat

thebegimingofthe19thcenturyandthatofthepresent,whichisahalf-tone;4)theperfb㎜ing
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Summaly

techniquesoftheKinkoノ ァ挽wererecordedinnotatibnduringthefirsthalfofthe19thcentUryat

thelatest;and5)withafewexceptions,writteninformationonthemusi(ralstmctureoftheKnko

ry擁hon左 ソokuhasscarcelychanged・

Section3:AttheendofPartOne,itispointedoutthattherelationshipbetweenthe

Kinkory擁andthelk:kan願wasnotarivalrybetweenKurosawaKin:koIandMiyaziIkkan,as

h・・1・ngbeen・ep・ 丘・d,b・tw・ ・i・・tead・di・i・i・ninth・1血eag・ ・fth・di・cipl…f細 ・・Iland

Khiko■1.ItisalsoobservedthatatthetimeofHisamatuH血y6,amasterofthelatterlineage,

severalinnovationsweredevelopedthathavecontinuedtothepresent.

Ch・pt・ ・4℃ ・eati・n・fpiec・s":Thi・i・th・fir・t・h・pt…f血 ・ ・ec・nd脚 ・whi・hi・　
devotedtoanalyticalstudiesofmusicalsources.Firstly,inChapter4,thethemeof"howaplece

isbom"isdealtwith.Asthes呵ectofthisinvestigation,theestablishrnentoftherepertoireand

・rrang・m・nt・fm・1・dyl血 ・・byMgt・tiT・ ㎞(1856一 一1914)・i・exar・i・ ・d・Th・di・i・i・n・f・

piece,出eadditi・nand・ubtracti・n・fm・1・dyl血 ・・,thealt・m・ti・n・fpiecen・m…and・oon

(・h・冊 血Secti・n1)ar・m・d・1・ ・fth・"mech・ni・m"血 ・t・n・bl・・an・w・ ・mp・ ・iti・nt・b・ereat・d

basedonalreadyexistingPie㏄s(Section2)・

Ch・p重 ・r5℃ ・n・伽 ・ti・n・fpiece・"::lh・m・ 血・d・ ・fpiec・f・ ・m・ti・n・ ・eex・mi・ ・d

thr・u帥th・di・i・i・n・fth・mmim・munit(t・n・ ・/・・t・・),m・di・m・ ㎡t(P㎞ ・・e・)・andm・xim・mサ ロ
・㎡t(・ecti・nipar・9r・ph),and・m・th・d・1・gy・fpiecean・ly・isand・m・d・1・fplececons伽ctlon

i。theclassicalh・ 吻 ・kL`・・ep・tf・ ・ward.Th・u帥ith・ ・bee・ ・aid血 ・tth・・ei・n・P・ 枕・mf・ ・th・

f。rmintheclassicalh・ 吻 ・kU,th・ ・ed・ ・xist"invisibl・ 皿1・・"inth・g・ 皿 ・acc・ ・di・gt・whi・h

m。1・dyli…arec・eat・d.T・d・a・lyill・ ・柱・t・止・ml・ ・,・m・th・ 曲 ・di・idi・gm・1・dyl血rs

b。、ed。n。 。・PPar・nt・t・nd・ ・dm・ ・tbee・t・bli・h・d・FTh・auth・ ・nk・ ・"伽 ・…pucl・ar・ ・tes"

asthebasisoftheno㎜mentionedabove.Themodelofthestructuref6rmelodylinesshown

h,,em。yd・t・backt・ 血 ・1・t・18th㏄ ・加・y,・・it・1・・ 血・1・d・・th・K・k・ 唾 血 出・・u切ectof

analysis.

Ch・pter6・T・ …missi・n・ ・d・hang・"・1・ 止i・ch・pt・ ・,血・diversifi・ ・ti・n・f血eclassical

h。吻 。im,・ 曲 ・p・acti…fthech・ng・,issh・ 肌 岨 ・・ill・・柱・ti・gtheel・m・nt・f・ ・ch・ ・g…d

l,v,1、 。f・h・ ・g・(i・piecen㎜ ・・,P・㎡・㎜i・gtechniq…andm・1・dy1血 ・・)・・typical・ty1・ ・f
　 ロ

transmissionintheclassicalhonkEyokuisprovidedbyconsideringthepleces乃 〃unosugomorl

、nd、 伽 。 ・・exar・pl・ ・(Secti・n1)…Id・ntityissues"・el・t・dt・ 止 ・piece・a仕 ・・thech・nges・

、ach。fwhi。h,xi・t・i・d・p・nd・ntly,ar・th・th・m・ ・fth・f・ll・wi・gsecti・n・Akt't・ ・ugagakt'・ ・

h。吻 。蜘i・ ㏄,hasrel・ti・n・hip・with・ev・ ・al・ect・and1血 ・ag…ft・aditi・n・t・whichit

P・t,nti・llyb・1・ng・,andi・d・mi・ ・t・dbyth・p・ ㎡・㎜i・gtechniq・ …f血 ・K・k・rya・Itshould　

b・p・ 血t・d・ut,h・w・v・ ・,th・t面 ・piece・ ・ゆ ・11yb・1・ng・t・th・li・ ・ag・ ・fth・0・y愈 ・egion・the

t,aditi。n。fwhi、hi・ex・mplifi・dby血 ・typ・ ・fm・1・di・ ・t川・加 ・e・ft・ ㎜ ・d(t・nt・ti・・lybythe
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presentauthor)"加 ㎜ 乱tionofmountain-likeshapes",duetothefact血atthes血ctureof血e

melodylinesisoneofthemostdifficultcharacteristicstobechanged(Section2).And,given

thephenomenonofirreversiblealterationsintransmission,thefactthatthepieceswhichwere

changedwouldneverretumtotheiroriginalf6rm,thecondusionisthatthediversityofthe

classicalho纏yo㎞resultedapparently丘omthesekreversibleprocesses(Section3).

Note:Therom㎜isationofJapanesete㎜sisbasedonthe肋 癩system.Japanese£amnynamesare

listedfirst,givennameslast
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